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NIIKurosio 


本 書 の タイ トル 『「 上 級 へ の と びら 」 は 、 こ の 教科 書 を 終了 し た 学習 者 が 、 中 級 の 最終 徹 階 に 
到達 し て 上 級 に 入る 「 と びら ] を 開け る こと が で きる よう に と いう 願い を 込め て 付け まし た 。 
中 級 学 習 期 は 言語 暫 得 の 江上 沙 が 見 え に く く 、 族 え る 側 に と っ て も 党 習 する 側 に と っ て も 、 行き 計 
な 角屋 る 苦し く 如 肛 の いる 時 期 で す 。 [この つら い 学期 を サ し で も 楽し みな が ら j 
A 本 書 を 作成 し まし た 。 

本 書 と その 補助 教材 の 作成 に 当たっ て は 、 多く の 方 々 の 協力 を いた だ きま し た 。 試用 版 を 尋 


強く 使い 続け て くだ さっ た 各 大 学 の 先生 方 と 学 省 者 の 皆様 、 Language Partner Online (LPO) の 開発 技 


\ は つぎ 


術 担当 者 の Joseph Km さん 、 そし て 、 ビ デオ 撮り や 音 『 声 録音 を 助け て くだ さっ た ミシガン 大 学 の 
計 入 や 大 学生 の 皆さん に お 礼 を 申し 上 げ ます 。 こ れ ら の 方 る の 協力 と 接 が な けれ は 、 本 書 が 
世に 出る と と は あり ませ ん で し た 。 

それ か ら 、 プ ロジ ェクト 立ち 上 び 以 来 、 未 完成 の 教材 に ひたむき に 取り 組ん で 、 貴 重 な 意見 を 
寄せ 続け て くれ た ミシガン 大 学 の 学生 の 皆さん 。 皆 さん に は 感謝 の 気持 ち で いっ ぱい で す 。 ビ デ 
オ 撮り 参加 や 様々 な 改善 宏 な ど 、 皆 さん の 惜しみ な い 協 力 と 応援 を し で は 、 こ の よう に 党 暫 者 の 
目線 に 立っ た 教科 書 は 生み 出せ な か っ た で し ょ う 。 皆 さん の [「 と びら ] を 通し て 日 本 語 を 学ぶ の 
が ます ます 楽し く な っ た | 日 本 語 が 前 より も っ と 好き に な っ た ] 自分 の 言葉 で 話せ る よう に な っ 
て 嬉し い ]」 な どの コメ ント が 、 数 年 間 に 渡る 執筆 へ の 何より の 励み と な り 支 えと な り ま し た 。 

本 書 刊 行 に 際 し て は 、 くろ し お 出版 編集 者 の 市 里子 さん に 大 変 お 世話 に な り ま し た 。 ま た 
くろ し お 出版 の 社員 の 皆様 に も 、 全社 を あげ て 「 と びら プロ ジェ クト ] を ご 支援 いた だ きま し た 
2 ここ に 改め て お 札 申 し 上 げ ま す 。 くろ し お 出版 か ら 本 書 が 上 桂 で きた こと を 大 変 境 し く 
思っ て お り ま す 。 

本 書 を 手 に 取っ て くだ さっ た 皆さん 、 さ あ 、 一 緒 に 上 上 級 へ の と びら を 開き まし ょ う ! 日 本 語 の 
勉強 が ます ます 楽し く な る こと を 願っ て いま す 。 
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On The Publication of Tobira 


We named this textbook JOKyg e no Tobira, "Gateway to the Advanced Level;” with one wish in mind: that 
students who finished it would find themselves standing confidently at the final stage of their intermediate- 
level studies, ready to open that gate to advanced Japanese. The intermediate levelis a difficult one; progress 
becomes hard to measure, and this all too often results in a painful period of deadlock and frustration for 
students and instructors alike, something to be endured rather than enjoyed. It was with a desire to change 
this 一 to create something that would help students both progress in their studies and have fun in the 
process 一 that we set about putting this textbook together. 

In the process of creating Tobira and its Supplemental learning en weve received the help of many 
people. First, wed like to express our ratitude to the instructors and students at various universities who 
worked patiently with the trial version of the textbook, to Joseph Kim, the programmer for Language Partner 
Online (LPO), and also to the lecturers and graduate students at the University of Michigan who helped 
produce Tobira’s audio and video learning materials. Without your cooperation and support, this textbook 
Would never haVe COme to press. 

Next, to the University of Michigan students who worked earnestly with various unfinished versions of these 
materials and who consistently provided us with invaluable feedback from the beginning of the project: we 
could not be more thankful. Your wholehearted collaboration and support, from your participation in videos to 
your suggestions for improvements, are what made it possible for us to create a textDook that so thoroughly 
incorporates the student's viewpoint. Likewise, it was your comments—“ Tobira made learning Japanese 
even more fun:" “| like Japanese now even more than | used to;” ‘I'm so happy now to be able to say what I'm 
thinking in Japanese:" 一 that encouraged and sustained us Overthe years we Spent working on this project. 

As we proceeded into the publication phase, we were incredibly fortunate to have Mariko Ichikawa of 
Kurosio Publishers as our editor. We take this opportunity to thank her once again, and to thank all of the 
staff at Kurosio who supported the “Tobira Project.” We are very happy to be releasing this textbook through 
Kurosio. 

Finally, to you, the student now holding this book—we invite you to join with us in unlocking the portal to 
advanced Japanese. May you enjoy the journey more with each step you take. 


The Authors 
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「 上 級 へ の と びら ]( 賠 称 「 と びら 」) は 初級 用 教科 書 を 終了 し た 学習 者 、 授 業 時 間 で 言え ば 250 ~ 


きゅう よう きょう か 


300 時間 程度 の 学習 を 終 ミ え た 学習 者 を 対象 に し て いま す 。 『 と びら J の 基本 目標 は 、 初級 で 習っ た 文 
法 や 語 バ E・ 漢 字 を 正しく (定着 きせ つ 言語 語 の 4 技能 (話す 、 聴く 、 読む 、。 書 く ) と コミ ュ 三 ケ ゲニ ン ョ 
ン に 必要 な 文化 社会 知識 を 総 論 合 包 | a 学習 者 を スム ー ズ に 上 級 レ ベル へ 移行 させ る こ と で す 。 


う ご う て き が くし ゅ う 


に 引き 
特に ね らい と する 能 力 は 、 長い 文章 の 読解 力 、 生 の 文章 へ の 対応 力 、 スピ ー チレ ベル を 正しく 使い 


分 けた 実践 的 な 会 話 力 、 意見 を 言う ¥ 前 する ・ 発 表す る な どの コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 、 いろ いろ 
な 情報 を 聞き 取る た め の 聴 解 力 な ど で す 。 「 と ぴら 』 は これ ら の 能力 を 効果 的 に 伸ばす す た め の 様々 な 
教材 を 提供 し て いま す 。 

「 と びら 」 の も う 一 つの ね らい は 、 学 習 者 の 知 的 好奇 心 を 満た し 、 学 習 意 欲 を 高め る と 同時 に 、 こ の 


が くし ゅ うし ゃ ち て きこ うき し 


レベ ル で の コミ ュ ニ ケー ショ ン に 必要 な 一 般 知識 を う コ ン テ ン ツ の 提供 で す 。 中 級 か ら 上 級 へ 向 


か うこ の 段階 で は 多く の 学習 者 が 伸び 悩み 、 学 習 意 八 を な くし が ち で す 。 学習 意 欲 が 下がる 原因 は い 
ろ い ろ あ り ま す が 、 そ の 一 つ は 学習 内 容 が 学 学習 者 の 知 的 レベ ル に そぐわ な いこ と で す 。 『「 と びら 」 は 、 
この レベ ル で 習得 され る べき 語 抹 ・ 漢字 ・ 文 法 ・ 会 話 表現 と 共に 、 日 本 や 日 本 人 に つい て の 一 般 常 
識 、 現 代 日 本 事情 、 伝統 文化 歴史 な ど を 、 知 的 好奇 心 を 満た し な が ら 楽 し く 学習 で きる コン テン 


ツ を 豊富 に 提供 し て いま す 。 こ れ に よっ て 、 学習 者 は 学習 動機 を 高く 保ち つつ 、 内 容 の ある コミ ュ ニ 
ケー ショ ン に 必要 な 知識 や 情報 を 得 、 日 本 に つい て の 理解 を 深め る こと が で きま す 。 

「 と びら 」 に は も う 一 つ 大 き な ね らい が あり ます 。 それ は テク ノロ ジー の 効果 的 な 利用 で す 。 こ れ か 
ら の 世代 は テク ノロ ジー や シン ター ネツ ト が 強力 な 学習 手段 に な り ます 。 新しい メデ ィ ア を 有効 に 取 
り 入れ る こと に よっ て 、 紙 メデ ィ ア だ け で は 不可 能 な 、 いろ いろ な 教材 や 情報 が 提供 で き 、 学 習 が よ 
り 楽 し く 効果 的 に な り ま す 。 「 と びら 』 で は 、 会 話 練習 支援 用 の プロ グラ ム Language Partner Online に よ 

会 話 練習 教材 、 オリ ジ ナ ルビ デオ 教材 に よる 日 本 事情 紹介 、 ウェ ブサ イト の 生 情 報 を 活用 し た 情 
報 収集 課題 な ど が 、 教科 書 と 共に 一 - 体 化 さ れ て お り 、 こ れ に よっ て 、 学習 者 は 紙 の 教科 書 を 超え た 、 


ほう し ゅ うし ゅ う か だ 


楽し く 変化 に 富ん だ 学習 環境 で 勉強 する こ と が で きる よう に な っ て いま す 。 


上 級 へ の と びら 」 概念 図 


2 現代 日 本 事情 / 伝 統 文化 / 歴 史 な ど 
> 書き 下ろ し 読み 物 ・ 会 話 文 

» オリ ジ ナ ルビ デオ 

» ウェ ブ 上 の 生 情 報 


な まじ ょ うほ う 


コン テン ツ の 提供 


会 話 練習 支援 用 ブログ ラム 

効果 的 な 学習 教材 » ウェ ブサ イト を 活用 し た 前 作業 

の 提供 » ビデ オ や プロ ジェ クト に よる 後 作業 
» 別 周 漢字 練習 帳 


Tobira’s Aims 


Jokyu e no Tobira (in short, Tobira) IS designed for use by students who have completed a beginning 
Japanese textbook or, in terms of classroom time, somewhere from 250 to 300 hours of Japanese study. 
Tobira's primary goal is twofold: first, to solidify the grammar, vocabulary and kanji foundation built during 
students’ study at the beginner level, and second, to expand their four language skills (speaking, listening, 
reading and writing) and the socio-cultural knowledge they need for communication, thereby easing their 
transition into advanced Japanese. Particularly under focus are the reading skills for comprehending long texts 
and for working with primary source materials, the communication skills for conducting practical conversations 
(including the ability to manage speech levels properly), for stating opinions, giving explanations and making 
presentations, and the listening skills for picking up various types of information. Tobira provides a myriad of 
different learning materials designed to develop these skills effectively. 

Another of Tobira's aims is to provide content that satisfies students’ intellectual curiosity and increases 
their desire to learn while at the same time cultivating the general knowledge necessary for communication 
at their language level. The transition between intermediate and advanced Japanese tends to be marked by 
slower progress and loss of student motivation. There are a variety of reasons for this, but one of the most 
important is that all too often a text's content does not match the student'’s intellectual level. Tobira covers the 
vocabulary, kanji, grammar and conversational expressions that students must master at the intermediate 
level and provides a wealth of content—be it general information on Japan and the Japanese, recent social 
developments, traditional culture or history—designed to fulfill students'intellectual interests and make 
learning fun. Because of this, students are able to obtain the knowledge and information necessary for 
substantive communication and deepen their understanding of Japan without losing their motivation to learn. 

Tobira has one more major aim: the effective use of technology. The Internet and other technologies 
have great potential as powerful learning tools. By integrating these technologies into the language learning 
process, we can provide students not only with a variety of materials and a wealth of information, but also 
with self-practice activities that approximate real-life interaction. In Tobira, everything—from the conversation 
practice materials used with Language Partner Online and the introduction to contemporary Japan provided 
by the original video content to the information search assignments using primary source material from 
websites—is seamlessly integrated into the textbook, and, because of this, students are able to go beyond the 
page and enjoy studying in a learning environment rich in content and variety. 


» General Knowledge 


y Information on Contemporary Japan/ 
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Original readings and dialogues 
» Original video 
» Authentic information on the Web 


Contents 


» Conversation Practice Program 
y Preliminary work using websites 


y Follow-up work with videos and 
other projects 


» Separate kanji practice workbook 


Effective 
Learning Materials 
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の な 課 は 次 の よう な 構成 に な っ て いま す 。 


加計 | 本文 を 弥 と 前 に 、 各 河 の トピ ッ ク に 関係 還 呈 証 証 旧 区 > 衝 ・ 会 話 文 に 使わ れ て 


し た こと に つい て 話し 合っ た リ イ ン ター 議 法 放 mhI| いる 文法 の 説明 と 例文 
ネッ ト で 予備 知識 を 得 た りす る た め の 課 是 


限 請 症 スキ 『 村 を し な が らし いい te 
\ 2 の さ < に 7 お ぼ ひょう 
Et 表現 ・ 文 法 を 学習 する た め の 漢字 表 


単語 表 a ゆれ 


きょう ざい 


27 有 | 人 to カス を すす る た め の 私 王国 "きく ナス 流下 の 

4 s 2 うん ぶ li き ょ ) ざ い 言語 ノー ト 説明 ん ぼう 1 げん 
放 「 |. 肖 。 崩 

a 暫 ペア ワー ク 、 ロ ー ル プレ イ 、 個 人 生還 還 証 詞 学習 し た 束 の ト ピッ ク に 
発表 な どの 話す 練習 を する た め の 課題 文化 ノー ト | 関係 し た 日 本 文化 の 話 


単語 ほ 表 に は 、 信 課 の 「 読 み 物 ] と [会 話 文 / 討論 」 に 出 て くる 新しい 単語 が 入っ て い 


よこ 1 「 文 法 ノ ー ト ] の 項目 は 単語 表 に は 入っ て いま せん 。 


還 単語 表 の 内 容 その 単語 が 出 て 
\ 行 
〇 通し 番号 読み方 ) | ④ 品 記 し 9 の 人 
と お ば ん ご ひん し i Ttl は タイ トル の 行 


か は 課 の 最初 の ペー ジ 


こと わる eV | to refuse; decline | 断り (N) refusal 9 
と し N |age| 年 を 取る (Phr) to grow old; age 10 


10 (一 を ) 断 る 
1 | 年 


の 由衣 | トー l 
|・ 太守 は 彼 え る 湯 衣 : 日 本 活 能 力 試 険 の 2 級 レ ベル (2009 征 時) を | 生 単 導 の 本 玉 で の 意味 、 

下心 に 、 使 用 頻度 ・ な じみ 度 ! の 高い 語 を 各課 50-70 語 選定 「 | その 他 の 一 般 的 な 意味 、 
・ 動 油 に は 「(~ を )」 の よう に 一 緒 に 使わ れる こと の 多い 助詞 を 折 示 その 単語 を 含む 表現 を 
・ [スル は 名 詞 部 分 だ け で 所 示 : 音 示 “ 


[9 (本 學 観 光 す る っ [ 理 理 村 ] 観光 ar2u 0 過重 ポ 
| 「「 け 形 論 / ノ 形 宙 は 相 文 で 害 玉 で 使わ れ て いる 場合 も 形容 
【 例 [ 末 芝 静か に 吸 [単語 表 ] 静か (な ) 


ます 。 [読み 物 」 の 単語 きち 表 に ある 単語 は [会 話 文 / 討論 」 の 単語 表 に は 入っ て いま せん 。 


スル 動詞 の 名 詞 部 分 
ut | の 弄 他 動 


が た た どう 


ru-Vt : ル 型 他動詞 
A 形容 詞 ( イ 形 容 詞 ) 

H 計 コ 弄り 五 2 ク 2 ミコ 2 の a * 
ANo 名 有形 ( ノ 形 人 ) 
An 連 体 詞 


H ニー Ss 的 
DemP 指示 代 名 


! ふく けい よう し け 2 
DemA i 指示 連 体 詞 Conj | 接続 詞 
に me 遇 6 
H 五 ー 
ce 提 Suf ; 接尾 ご 
Cr : 助数詞 Phr : 旬 


"意味 的 に は 形容 詞 だ が 、 形 が 名 詞 と 同 じ 形 容 詞 。 名 詞 を 修飾 する 時 は 「 な 」 で は な く 「 の 」 が 付 く 。 
(p.183 言語 ノー ト 9 [ ノ 形 宙 (eadjectve)」 参照 ) 


本 
[ 語 ]- | 接頭 語 1 . 約 - : 全 - 
[ 語 ] | 接尾 語 | - 的 :- 達 
[ 語 ]^ : 本 文 に は 出 て いな い が 「 話 し 合っ て みよ う 」 | 消極 的 (な )^ : 悲観 的 (な )“ 
で 後に っ 単 [ 


4 
全線 遇 / | 会 庄 の 丁寧 度 は 3 自 階 あり 、 施 で 表示 され て いま す 。 


NE ワー ク / 
ロー ルプ レイ レベル : 内 容 i スタ イル 


「 基本 的 に 丁寧 体 ( 八 体 、 デ ス ・ マ ス 体 な ど ) を 使わ な い 。 ウチ 関 係 (家族 、: くだ けた 話し 方 


ドコ | を ほん て き で いね いた い り 
「 友達 、 親 し い 者 同士 な ど ) で 使う 。 i (カジ ュ ア ルス ピー チ ) 
| 区 体 を 含ま な い 丁寧 体 を 使う 。 ソ ト 関係 (あま り 親しく な い 人 、 初 め て : 1 
雄太 が ! デ ス ・ マ ス 体 
「 会 っ た 人 、 仕 事 で の フォ ー マ ル な 場面 、 ク ラス 内 で の 発表 な ど ) で 使う 。 0 
た 表 休 (9、 詳 語 、 美 化 語 な ど ) を 含む 非常 に 丁寧 な 表現 を 使う 。 区 語 
上 上 の 人 や 年 上 の 人 に 使う | デス ・ マ ス 体 


. モデ ル 会 話 .… 各 課 の 「 会 話 文 ] の コミ ュ ニ ケー ショ ン 機 能 を 取り 入れ た 会 話 で す 。 
内 容 は 「 読 み 物 ]「 会 話 文 」 の 内 容 に 関連 し て いま す 。 


2 練習 問題.… モ デル 会 話 で 練習 し た 表現 な ど を 使っ て 、 会 話 を 完成 する 練習 で す 。 
3. パタ ー ン 練習 .. モ デル 会 話 や 練習 問題 で 練習 し た 表現 を 使っ て 、 自 由 な トピ ッ ク で 
行 会話 練習 で す 。 


間 II 5  %〔?〔?{ IIIEEONIIIIIII eae 。 。 。。 。 5 賠 二 誠 


ーー 一 
ぺぺ 
圏 ベア ワー ク : 各課 で ー < 芝 放 まま] し た 
信 課 で 学習 し た 内 容 を ペア で 聞き 合っ た り 話 し 合っ た り し ます 。 DemP | 指示 代名詞 i これ: それ: あれ 
画 ロー ルプ レイ : 各課 で 学習 し た 内 容 に 関連 し た タス ク を ペア で 行い ます 。 DemA | 指示 連 体 詞 「 この : その : こん な : あん な 
: 王 重用 ・ は 5 N | 接続 語 ! が : から: し か し 
画 その 他 の 活動 : 以 下 の 課 に は 、 会 話 練習 、 べ アワ ー ク 、 ロ ー ル プレ イ 以 外 の 活動 i Et ュー - 3 
も 含ま れ て いま す 。 | 0 Prt pn | な 
す QW | 括 問 詞 i 伺 だれ: いつ: どの: いく ら 
の 課 : s : ん : 
RES: 間 細 間 Da :「 だ ] と その 活用 形 i だ: だ っ た : です: で し た 
hh . dh te | 動詞 、 形 容 詞 、 形 容 動詞 な どの テ 形 「 語 し て : 高く て : 静か で 
第 8 課 | 物語 を 紹介 する | plan | 終止 形 話す ; 話し た ; 高い ; 静か だ っ た 
第 11 課 : 礎 呈 的 人 物 や 出来 事 な ど に つい て 発表 する non-past | 非 過去 形 話す ; 高い ; 静か だ 
第 12 課 | も の の 作り 方 、 使 い 方 な ど に つい て 発表 する | past | 過去 形 ! 話 し た : 高かっ た 静か だ っ た 
第 13 課 | 日 本 人 に イン タビ ュー する af : 痛 定形 | 語 す 、 高 い 、 静 か だ 
第 14 課 | 討論 neg |! 否定 形 | 話さ な い : 高く な い ; 静か じゃ な い 
第 15 課 | 討論 cond 仮定 形 +「 は ば ] | 話せ ば 高けれ ば : 欠か な ら (は) : 
| : 静か で あれ ば 
画 文法 ノー ト の 記号 
ぶん ぼう き ご う 
| 記号 意 味 i 例 
MM : 主 に 書き 言葉 で 使わ れる 。 : 
MC と 人 話し 計 来 で は フォ ー マ ル な N て ぁ る 同 
: スピ ー チ な ど で 使 われ る 。 
・ 黒 で 白 抜き の 番号 ( 例 @) = 必ず 覚え て 使え る よう に する 文法 ! 主 に 話し 言葉 で 使わ れる 。 : 
5 ざん ぽう ' 
グレ ー で 白 抜 き の し に で きる だ け 使 い 方 を 覚え る 文法 営 | 書き 言葉 で は カジ ュ ア ル な IN っ て 
< 3 ん ぼう i:E メ ー ル な ど で 使 われ る 。 
自 丸 の 番号 ( 例 ④) = 読み物 を 理解 する た め に 必要 な 文法 [ [ 
5 363 AB: {AB} 「A ま た は B IiVie く る / い く :N{ で は / じ ゃ } な く て 
| 時 文法 ノー ト の 貼 号 (AB {C/D} :AC,AD, BC また は BD IN( で / か ら } (で きる / で き て いる } 
略号 | 意 味 例 (A) iA は な く て も よい IN (Pt) も 
SN | 学生 が 来る 9 | 何 も 入 れ な い | ANa の な ら 
N る : 学生 : 日 本 : バス | A+B A の 後に B が 続く Ad+N J 
NP 名 詞 名 1 日 本 語 の 勉強 ABC iB を 削除 する ひろ や + さ 
の : 勉強 : 買い 物 ; サイ ン x | 間違っ た 表現 | 本 を (読む (の ) な ら /* 読 ん だ ら }、 電 気 を つけ な さい 。 
V 動詞 | 話す ・ 食べ る : 来る レア / : か な り 不 自然 な 表現 : トム は 急 に { 妖 り 出 し た /?? 怒 り 始め た }。 
V.masu : | 動詞 の 連用 形 (「 ま す 」 の 前 に 来る 形 ) 話し : 食べ : 天 
Vng | 動詞 の 未然 形 ( 香 定 語 「 な い 」 の 前 に 来る 形 )  ! 語 : 食べ: 来 還 文 圭 の タイ イプ 
Vvol 「 動詞 の 意思 形 「 話 そう 0 : 来 よう 文法 ノー ト の 文型 に は 接続 の 仕方 が Type 1, Type 24 の よう に 表記 記し て ある も の が あり ま 
A 形容 詞 ( イ 形容 詞 ) : 大 きい : お も し ろ い す 。 それ ぞ れ の タイ プ の 接続 形 は 次 の 通り で す 。 
< - : " つっ けい 
a a | 大き: お も し ろ pe et dt li 演 
| Anai | 形容 詞 の 連用 形 ( 否 定 語 [な い ] の 前 に 来る 形 ) 大きく: お も し ろく Type 1 ;・ {V/A} -plain !・ 人 話す / 話 さ な い / 話 し た / 話 さなか っ た } か ら 
ANa | 形容 動詞 ( ナ 形 容 詞 ) の 語 電 静か : 便利 | |・{ANaIN}+{ だ / じ ゃ な い / ・ 人 合い / 高 く な い / 高 か っ た / 高 く な か っ た } か ら 
CT 本 | だ っ た / じ ゃ な か っ た } (便利 だ / 便 利 じゃ な い / 便 利 だ っ た 便利 じゃ な か っ た } か ら 
1 最高 :・ 学 生 だ / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } か ら 
i あら ゆる Type 2a; ・ {V/A} -plain :・{ 便 利 な / 便 利 じ ゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ た } の で 
すぐ : ゆっくり: 大きく: 静か に i・(ANaN} {な / じ ゃ な い /  :・( 学 生 な / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } の で 
4 dl i だ っ た / じ ゃ な か っ た } 


&. 


Ma 
ーーー ドー ニー ーー= ャ ーー ニキ ニー テー ーー キー ぺぺ qq 
Type 2b: ・ {V/A} -plain |・{ 便 利 な / 便 利 じゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ た } 時 画 数 字 の 表 8 
|・ANa{ な / じ ゃ な い / だ っ た / |・ 爺 生 の / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } 時 Ne で 数 
i じゃ な か っ た } 横書き の 場合 、 数 量 的 概念 の 強い も の は 算 用 数 字 で ( 例 : 18 歳 、30 人 、50 ド ル )、 
:・N{ の / じ ゃ な い / だ っ た / : 073 に oc で ky テ と ER 
| じゃ な か っ た } 量 的 概念 を 離れ た 言葉 や 、 訓 読み に な る 言葉 は 漢 数 字 で ( 例 : 数 十 年 、 何 百年 
Type 2c: {V/A} -plain | ・ 人 便利 な / 便 利 じ ゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ た ) ニ 人 ) 表記 し て あり ます 。 継 書き の 場合 は 、 基 本 的 に 漢 数 字 で 表記 し て あり ます 。 
| "ANaf( な / じ ゃ な い / だ っ た /: i こと に 気がつく の も 
a ee |・ 人 郁 生 で ある / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た ) 
ゃ な い / bay 語 の 表記 
| だ っ た / じ ゃ な か っ た ) | こと に 気がつく 画 単語 の 表記 
* 内 な ー ミ = ー \ > " ミナ で \ 
Type 3 ・(VAU plan | ・{ 便 利 / 便 利 じ ゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ た } で し ょ う | 所 圭 だ も りら が セ て で も 者 く で 作例 部 まみ らく も さて すい て 
i・{ANa/N} 人 2/ じ ゃ な い / ! 7 学生 / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ コ た / 学 生 ド な か っ チュ リー = : >- 圭 - い 、 公 が バネ! 
た っ リャ な か 人 「 人 学生 / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } で し ょ う ある 場合 と 漢字 で 書い て ある 場合 が あ は た 
注 : ANo の 接続 形 は どの タイ プ も N の 接続 彩 と 同じ で す 。 ( 仙 さて きる 9 ある た お (本 34K/ 二 だ 
各課 の 最後 に ある 漢字 表 は 「RW: 読 み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 」 と 「R: 読 み 方 だ け 9 LPO 教 材 は 、 ソ フト ウェ ア Language Partner Online を 使っ て 、 学 習 者 が 一 人 で 練習 
を 覚え る 漢字 」 に 分 か れ て お り 、 新しい 単語 の 他 に 、 すでに 習っ た 単語 で 漢字 を 新 し LPO 教 材 で きる 会 諾 教材 で す 。 この 教材 は 「 と びら サイ ト 」 に 入っ て いま す 。 
く 覚 える も の も 入っ て いま す 。 漢 字 は 日 本 語 能 力 試験 2 級 レベ ル (2009 年 時 点 ) を 中 
ぶさ に 、 使用 頻度 ・ な じみ 度 ” の 高い も の を 名 課 35 宇 前 後 (RW: 各課 15 字 前 後 、 R: 各 画 


課 20 字 前 後 )、 全 課 で 503 字 選び まし た 。 主 な 初級 用 教科 書 に 共通 する 漢字 297 字 は 、 
すでに 習っ た 漢字 と し て 扱っ て いま す 。 
| 注 :「 と びら サイ ト ]」 ek ト が あり ます 。 


ョ ン 機 能 列 に 作成 され た モデ ル 会 話 を 画 和 面 上 の 人 物 と 対話 形式 で 練 


さく せい 


ま 
分 の 発話 を 録音 し 、 モデ ル 会 話 と 比べ る こ と が で きま す 。 
ろく お ん ら 
” 徳 弘康 代 (2008) 「 日 本 語学 習 者 の た め の よ く 使 う 順 漢字 2100| 三省堂 


@LPO 教 材 の ユニ ッ ト は 、 教科 書 の 各課 と 次 の よう に 対応 し て いま す 。 
教科 書 の 課 LPO ユ ニッ ト と コミ ュ ニ ケー ショ ン 機 能 
漢字 の ふり が な は 次 の 原則 で つけ て あり ます 。 学 習 の 定着 を 図る た め 、 す で に 習っ た 第 1 齋 ))” | ユニ ッ ト 1: あ いう ちと フィ ラー 
漢字 に は ふり が な は つけ て あり ませ ん 。 eS | ユニ ッ ト 2 : 言葉 の 意味 を 聞く / 聞き 返す 
N た っ 
ふり が な 第 2 課 | ユニ ッ ト 3 : 短縮 形 

画 各課 で 覚え る 漢字 . | ユニット 4 : 書 る 

・「 本 文 を 読む 前 に 文法 ノー ト ] : ふり が な あり 第 3 課 「 ユ ニッ ト 81 人 c 加 する 間 和 6 

・「 読 み 物 」「 会 話 文 / 討 論 」 : ふり が な な し 第 4 課 Rs a i he 

( 各 ペ ー ジ 下 に ふり が な つき で その 漢字 を 含む 単語 を リス ト ) 第 9 課 | ユニット 7T ほ 暫 生れ る 
・「 内 容 質問 」「 会 話 練習 」「 文 化 ノー ト 」「 言 語 ノ ー ト 」 : ふり が な な し 第 10 課 トー | 
第 13 課 i ユニ ッ ト 9 : 男性 的 表現 

画 覚え な く て も いい 漢字 第 14 課 / 第 15 課 ! ユ ニッ ト 10: 意 見 を 言う 次 成す る / 反対 する 


全て に ふり が な あり 。 但し 、 同じ 行 に 2 度 以上 出 て くる 場合 は 、 固 用 名詞 な ど 特別 
な 読み を する も の を 除き 、 各行 の 初出 の も の に ぷ ふ り が な が あり ます 。 


か くぎ ょ う 


Xii xiii 


【 使い 方 】 
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と びら サイ ト 


「 と びら サイ ト 」 は 、 教 科 書 を 補助 する 名 種 教 材 と 教科 書 で 学習 する 話題 に 関連 し た 


か ん れん 


情報 の 提供 を 目的 と し た 「 と びら 』 専用 サイ FICG す 。 マル チ メ デ ィ ア を 活用 し て 、 教 


1 
じょう 3 ほう 3 て いき ょ う 
か つよ う 


科 書 で の 学習 を より 発展 させ る 教材 ・ 情 報 を 提供 する こと に より 、「 と びら ]」 で の 学習 
を 支援 し ます 。 


| 
Students' Guide to Using To ) ira _ 
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1 Tobira is made up of the following components: 


The Overall uk と 
Structure ( 還 the separate 
of Tobira ji 


the Tobira website 


the textbook 


kanji practice 


画 登録 / ログ イン 
6 workbook 
と びら サイ ト は 自 己 登録 制 で す 。 
P こと うろ く ぜ い 
http://tobira.9640.jp/tobiralogin か ら 登 録 / ログ イン で きま す 。 
Wi 2 Each chapter of this textbook contains the following: 
レー ー ゴ 
男 音声 教材 Chapter 1 Nn a A An explanation of the gran di 
3 > は 0 * pre-reading section that introduces n explanation of the grammar used in 
教 科 書 各課 の 「 読 み 物 」「 会 話 文 / 討論 」 「 単 語 表 」、 会 話 練習 の 「 モ デル 会 話 」 の 音 Structure getting students to the chapter’s topic through grammar the readings and dialogues, followed by 
3 ょ ) か し ょ か く 4 と うろ ん た ん ご りょう 5 starled discussion, information gathering Via notes additional example sentences to clarify 
RO ン ロ ー ド で きま す 。 教科 書 で は て = し て あり ます the Internet and other activities. 3 usage. 
い し め o 
2 readi A set of materials to facilitate reading a 6 A list of kanji that students should be 
| | ビデ オ 教 材 ng long text and studying new vocabulary, kanjilist able to either write and read or just 
きょう ざい , hrases, kanji and grammar. read 
3 Vocabulary list 5 ses と ) 
各課 の 話題 に 関連 し た ビデ オ 教 材 を スト リー ミン グ 形 式 で 配信 し て いま す 。 各 ビデ 
き = きょう ざい いし き は いし ん か く 3 PAN 3 9 ; H 
容 シー パ ーー = 3 i A set of dial d t A lanat f t 
オ に は 内 容 質問 シー ト が あり 、 ビ デオ 画面 の 上 に ある リン ク か ら ダ ウン ロー ド で き Balogel itc siudying the phrases and language OLAmieestone (hat are comonly 
grammar used in conversational notes misused. 
Phi Vocabulary let lapanese 
Exercises in speaking, including 8 A discussion of an aspect of Japanese 
還 その 他 conversation pair work, O18 Blays And student culture culture related to the topic of the 
and/or presentations. notes chapter. 
・ 人 各課 の 漢字 、 文 法 練習 問題 な ど 、 各 種 補 助教 材 が ダグ ウン ロー ド で きま す presentation 
ぶん ぼう ゅ う だ い いく しゅ ほ じ ょ き ょ うざい で WP 
・ 教 科 書 の 「 本 文 を 読む 前 に 」 で 使う サイ ト 、 各 課 の 話題 に 関連 し た 記事 や サイ ト な 
どの リン ク 集 が あり ます 。 1 3 Vocabulary lists include all new terms that appear in the reading or the conversation/ 
DP discussion section of each chapter. Terms that are included in the vocabulary list for the 
・「 と びら 」 使用 者 の 意 < Vocabul « 1 
ら 」 使用 者 の 意見 や 情 報 交換 の 場 「 と びら の 輪 」 を 提供 し ます 。 ocabulary reading are not included in the vocabulary list for the dialogue in the chapter. The grammar 
て いき 13 Lists items are not included in the vocabulary lists: 


® the line of the textinwhich 
the item appears 

“Tt! indicates an item in the title 

line. "F"indicates an item on 

the first page of the chapter. 


較 Vocabulary list content 


「 と びら サイ ト 」 の 内 容 


sequence number | |③ the item's reading in kana ] 


ーー 較 句 一 、- 国 話 語 

ョ 人 4 ce た エ | 肖 情 報 の 提 3 IS ④ the iems part of speech | ww 
LPO 教 材 音声 サイ ト 10 |( 一 を) 断る こと わる u-Vt [to refuse; decline | 断り (N) refusal 9 

Ce A 上 bi 11 | 年 と し N |age | 年 を 取る (Phr) to grgw old; age 10 


©② the vocabulary item | LE LE 0 ro : | ⑤ the item's meaning 
!・ The meaning used in the 


: ・ Drawing mainly on Japanese Language Proficiency Test (JLPT) Level 2 terms i 
(as of 2009) and based on their familiarity and frequency of use in everyday ; : text, other basic meanings, : 
Japanese life, we have chosen 50 to 70 words from each chapter's vocabulary list : ; andexpressions that ] 

' for students to memorize: ' these items appear in bold type. ; | include the item are giVen. ; 

・ Verbs are tisted on vocabulary lists with the particles that often accompany them ーー ーー ーー 
these particles appear in parentheses before the verb. ; 

; ・Only the noun portion of suru-verbs is shown. 

[eg.] [tex 観光 す る 中 [vocabularylist] 観光 


! ・A-adjectives and zo-adjectives that are used as adverbs in the text appear on : 
vocabulary lists as adjectives. ( 


leg.] Li 」 静 か に me [vocabularylist] 静か (な ) 
し 


り 生 弘康 代 (2008) 「 日 本 語学 習 者 の た め の よ く 使 う 大 漢字 2100| 三省堂 


ビデ オ 教 


きょう ざい 


ra: UK 


「 と びら の 輸 」 


mm い mm い mm 


TOTTI 


漢字 の 練習 文法 の 練習 
書く 練習 
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Conversation 
Practice, 
Pair Work 
and 

Role Play 


圏 Abbreviations used in Vocabulary lists 


Abbreviation : Meaning ; Abbreviation ; Meaning 
N i noun ; ,. ‘VN ! the noun portion of a suru-verb 


UVi i intransitive z-verb | UV i transitive u-verb 


ru-Vi | intransitive ru-verb | TrUV | transitive ru-verb 


i-V irregular verb : A : i-adjective 


ANa | na-adjective | ANo | no-adjective* 


imA  : irregular adjective 


i non-conjugational adjective 
hs | adverb (including the i 


! : Go 1 demonstrati 
: adverbial forms ofadjectives) H demonstrative pronoun 


DemA : demonstrative adjective | conjunction 


Prt i particle : counter word 


Pref prefx 


Phr phrase : Im 


interjection 


] 


* Adjectives which require の when they modify nouns. Ao-adjectives and だ are connected in the 5 


Same Way as nouns and だ are connected. (See p183 言語 ノー ト 9 「 ノ 形容 詞 (7o.adjectve)」) 


田 Symbols used in vocabulary lists 


Grammar 
Notes 


Symbol 
[em]- | prefix 


Meaning Examples 


| 約 -; 全 - 


-[term] i suffix | 的:- 達 


A | a word that does not appear in the textbU 間 析 的 (か な) る ・ (た か) る 
[term] | may be useful in discussion | 消極 的 (な )“ ; 悲観 的 (な ) 


圏 Politeness Level 


Conversations are divided into three levels of politeness, each marked with a corresponding 
number of 護 symbols. 


Level | Content : Style 


; Polite language (honorific forms, desu/masu forms, etc.) is : 
| usually not used in casual speech. This level of politeness i 
| Is appropriate for conversations with people in one's in- : 
: OOUD (family, friends, and others with whom one has a close : 
: relationship). 


Casual speech 


: Characterized by the use of polite anguage, with the exception : 
| 0f honorific forms. This level of politeness is appropriate for : 
: COnversations with people in one's out-group (hose one doesnt : 
; know well) or in formal situations at work, in class presentations, : 
; etc. ; 


Desu/masu form 


: Characterized by the use of extremely polite expressions, : に 
a : Including honorific forms (i.e., respectful and humble language) : Oe langage 
: and word beautification (e.9。 お 飲物 ). This level of politeness i oa 


; IS generally used with one's elders and superiors. 
圏 Conversation Practice 


1.Model Conversation: A set ofconversations that include the communication skills featured 
in the chapter's dialogues. Content is related to the chapter's readings and dialogues. 

2.Practice Questions: Students complete conversations using the expressions they have 
Practiced in the model conversations. 

3. Pattern Practice: Students converse about a topic of their choice using the expressions they 
have practiced in the model conversations and Practice questiOns. 


男 Pair Work: Students practice asking each other questions about the subject matter of the 
chapter and discuss the chapters content. 


圏 Role Play: Students perform a task in pairs related to the content of the chapter. 


圏 Other Activities: In the following chapters, other activities are also included: 
Chapiter : Activity 

Chapter 6 : Presentation using a graph and/or a diagram 
Chapter 8 ; Introducind a story 

Chapter 11 : Presentation about a historical figure or event 
Chapter 12 : Presentation on how to make or use something 
Chapter 13 : Interviewing a Japanese person 

Chapter 14 : Discussion 

Chapter15 Discussion 


圏 The numbering of grammar points 

There are three ifferent types of numerals used to number grammar pointsi the meaning of 

each is as follows: me 

・A white number within a black circle (e.g. @ ) indicates a grammar point that students 
must memorize and learn to use readily 

・A white number within a grey circle (e.g. @) indicates a grammar point that students 
should try their best to learn to use. 

・A black number within a white circle (e.g. ③) indicates a grammar point that is necessary 
for understanding the chapter's reading or dialogue. 


画 Abbreviations used in the Grammar Notes 


Abbreviation : Examples 
: Sentence : 学生 が 来る 
: Noun : 学生 : 日 本 : パス 

: Noun phrase : 日 本 語 の 勉強 

: Noun which forms a suru-verb by affixing する : 勉強: 買い 物 : サイ ン 

veb | 話す ; 食べ る ; 来る 

| : 話 し 食べ, 来 

1 話さ : 食べ: 来 

1 語 そ う : 食べ よう : 来 よう 

| 大 きい ! お も し ろ い 

: Stem of radjective : 大 き ; お も し ろ 

1 Stem of radjective’s nai form (=nai form minus na) : 大 きく : お も し ろく 

; Stem of na-adjective 1 静か : 便利 

1 Stem of no-adjective : 普通 最高 

: Non-conjugational adjective : あら ゆる 1 
: Adveb (including the adverbial forms of r/na-adjectives) : すぐ : ゆっくり: 大 きぐ: 静か に 
; Demonstrative pronoun 1 これ: それ: あれ 

| Demonsaive adjeclve | この; その; こんな: 
; Conjunction が: から; し か し 

| Patide ij が : を : に : よ : ね 
FQueston word | 何 : だ れ : いつ どの ; いく ら 

| だ amd ts conjugations i だ : だ っ た です: で し た 

efom 1 話し て : 高く て : 静か で 

: lain fom 1 話す: 話し た ; 高い: 静か だ っ た 


Meaning 


: Stem of veb's masu form (=masu form minus masu) 
: Stem of verb’s nai form (=nai form minus nai) 

; Ve's volitional form 

| hadjective 


あん な 


使い 方 


Xviii 


non-past nonpastform 1 語 す : 高い: 静か だ 
1 し 


past past form 話し た ; 高かっ た : 静か だ っ た 


af i affirmative form 「 話 す 、 高 い 、 静 か だ 


| neg imegavefom ! 話さ な い : 高く な い : 静か じゃ な い 


: 話せ ば : 高けれ ば : 静か な ら ( ば ) : 
: 静か で あれ ば 


cond i conditional form (=ba form) 


男 Symbols used in the Grammar Notes 


Symbol Meaning Examples 
ーー : Mostly used in written | 
き i Japanese; also used in formal :N で ある 4 | 
; spoken Japanese : 


i Mostly used in spoken 


営 ; Japanese; also used in Casual IN っ で 営 
: written Japanese (E-mails, elc.) : 


AB: {AB) i EherAorB iVle く る / い く :N{ で は / じ ゃ } な く て 


{AB) {C/D} iAC,AD, BC or BD iN{ で / か ら } {で きる / で き て いる } 


(A) : Ais optional. :N (Prt) も 
の inul iANa の な ら 
A+B i Ais folowed by B. 1 Adj+N 
ABC : Delete B. : ひろ むい + さ 
: The following word/phrase/ : 
x i sentence is ungrammatical/ | 本 を {読む (の ) な ら /x 読 ん だ ら }、 電 気 を つけ な さい 。 
! Unacceptable. 
i The following word/phrase/ = 
29 i : トム は 急 に 人 褒 * に /77? 怒 ら 
1 sentence is quite unnatural.  : eo tia ja 


還 Types of Grammar Structures 


The connection forms for some grammar structures listed in the Grammar Notes are listed 
by type: Type 1, Type 2a, etc. A list of each of these types and their connection forms follows. 


Type i Connection Forms | Examples 
Type 1 :・ {V/A} -plain !・ 人 話す / 話 さ な い / 話 し た / 話 さなか っ た } か ら 
1 ・ANaNN+( だ / じ ゃ な い / 上 ・ 人 高い / 高 く な い / 高 か っ た / 高 く な か っ た } か ら 
| た っ た / じゃ な か っ た } (便利 だ / 便 利 じ ゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ た } から 
1・f 学 生 だ / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } か ら 
Type 2a; ・ {V/A} -plain !・{ 便 利 な / 便 利 じゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ た } の で 
|・{ANa/N} {な / じ ゃ な い / |・ 人 学生 な / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } の で 


i だ っ た / じ ゃ な か っ た } 

Type 2b: Rh |・{ 便 利 な / 便 利 じ ゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ な た} 時 
・ANa {な / じ ゃ な い / だ っ た /! 4 ML AA 9 拓 
トキ な か っ た ) | (学生 の / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } 時 
:・N( の / じ ゃ な い / だ っ た / 

i じゃ な か っ た } 
Type 2c; ・ {V/A} -plain |・{ 便 利 な / 便 利 じゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じゃ な か っ た } 
: "ANa{ な / じ ゃ な い / だ っ た /: こと に 気がつく : 
: じゃ な か っ た } トー : 
i・N{ で ある / じ ゃ な い / i・ (学生 で ある / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } 


| だ っ た / じ ゃ な か っ た }) | こと に 気がつく 
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Usage of 


Furigana 
(Phonetic 
Guides) 


Writing 
Conventions 
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LPO Materials 


Type 3 i ・ {V/A} -plain 
:・(ANa/N) (92/ じゃ な い / 
: だ っ た / じ ゃ な か っ た } 


・( 便 利 / 便 利 じ ゃ な い / 便 利 だ っ た / 便 利 じ ゃ な か っ た } で し ょ う 
: ・ 浮 生 / 学 生じ ゃ な い / 学 生 だ っ た / 学 生じ ゃ な か っ た } で し ょ う 


・The kanji list at the end of each chapter is divided into RW kanji (those that students should 
learn to read and to write) and R kanji (those that students should learn to read). Each 
list includes new kanji vocabulary and the newly-introduced kanji for previously-learned 
vocabulary, 

・Around 35 kanji have been chosen for each chapter, drawing mainly on JLPT Level 2 
characters (as of 2009) and based on their familiarity and frequency of use in everyday 
Japanese life.” Around 15 of these are marked RW and 20 are marked R. In all this book 
covers 503 kanji. 

・Students are assumed to have learned the 290 kanji introduced in most major beginning- 
level Japanese textbooks. A list of these kanji can be found on the Tobira website. (See 10. 


Tobira Site) " 徳 弘康 代 (2008) [日 本 語学 習 者 の た め の よく 使う 順 漢字 2100| 三省 党 


To facilitate students' learning, furigana is not provided for previously-learned kanji. Furigana 
is used as follows: 


圏 Kanji that are to be memorized 
・Getting Started” and “Grammar Notes” sections: furigana PTOVided 
・“Reading” and "Dialogue/Discussion" sections: frigana not provided (A vocabulary list of 
kanji with furigana, however, is provided at the bottom of each page) 
・“Content Questions,” “Conversation Practice,” “Culture Notes” and "Language Notes” 
sections: furigana not provided 


圏 Kanji that need not be memorized 

・7xzzggzg provided for all kanji However with the exception of proper nouns and other 
words with special readings, the furigana for words that appear more than once in the same 
Hine are provided only the first time. 


較 Numbers 

・In horizontal writing, specific numbers (e.g.: 18 歳 , 30 人 , 50 ドル ) are written in Arabic 
numerals, while approximate numbers (e.g.: 数 十 年 , 何 百年 ) and numbers with native 
Japanese readings (e.g.: 一 つ , 二 人 ) are written in kanji numerals. 

・As a rule, kanji numerals are used in Vertical writing. 


圏 Words 
Words that are commonly written in both kanji and hiragana (e.g: で きる / 出来 る 、 人 た ち / 
人 達 、 う れ し い / 嬉 し い ) appear in either form. 


LPO materials allow students to practice Japanese conversation on their Own using Language 
Partner Online software. They can be accessed through the Tobira website. (See 10. Tobira Site.) 


圏 Special Features 
Students can: 
・Practice dialogues designed to hone a specific communication skill face-to-face with 


partners that appear on their screen; 
・record their performance and compare it to the model dialogue. 
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Tobira Site 


較 Correspondence with Textbook Chapters 
The LPO units correspond with the chapters of the textbook as follows: 


Textbook Chapter i LPO Unitand Communication Skill(s) 
; Unit 1: Aizuchi 
Si : Unit 2: Asking for Definitions and Clarification 
; Unit 3: Contracted Forms 
Chapter2 : Unit 4: Apologizing 
Chapter 3 : Unit 5: Making Requests; Expressing Gratitude 
Chapter 4 : Unit 6: Seeking Advice 
Chapter 9 ; Unit 7: Giving and Receiving Compliments 
| Chapter 10 1 Unit 8: Asking for and Receiving Information 
Chapter 13 : Unit 9: Masculine Expressions 
Chapters 14 & 15 Unit10:Expressing Opinions; Agreeing; Disagreeing 


Tobira Site is designed to work in tandem with this textbook, using different media to 
provide a variety of supplementary learning materials as well as additional information on 
topics covered within the text. 

男 Registration/Login 

Tobira Site is set up for individual registration. Students can register and login at 
http://tobira.9640.jp/tobiralogin 

画 Audio Learning Materials 


Students can download audio files for each chapter's Reading(s), Dialogue(s)/Discussion and 
Vocabulary Lists, as well as the Model Conversations in the Conversation Practice section. 
Sections with recordings are marked in the textbook with the symbol. 


圏 Video Learning Materials 


Students can watch streaming clips of video related to the topic in each chapter. A content 
question sheet is available for each video, easihy accessible from a link above the video screen. 


田 Other Features 
・Students can download kanji and grammar worksheets, as well as a variety of other 


TTT TDD 


siblemeritary learniing alterialst COT tro nt tonne "petermieirme BEEN  {〔{# | 導  ~ 全国 珍 「 日 本 の 地理 ] 

A collection of links is available, providing easy access to the websites used in the textbook's a 地理 、 名 所 、 名 物 、 行 事 、 
“Getting Started” section, as well as websites and articles with more information on the a り 洗 話 PT 
topic of each chapter. ボブ 、 申 品 


* Tobira no Wa, “Tobira Circle,” provides a forum for users to get together to discuss ideas 、 時 質問 を する / 聞き 返す 
and exchange opinions and information. 


言語 ノー ト 時 時 あい づち と フィ ラー 


Contents of Tobira Site 


ai RW Iformation 開 間 間 襲 


Learning Materials 


RUI 


LPO Materials 


UI 


II 


TIT TTCTTTITD EDTTEDTITICOTDODITDICI DTITTDDTDODIDENT ICT OOTOTTITCOTTTITITITTTTTTITT HI 


本 文 を 読む お前 に 


下 の 世界 地図 の シル エッ ト (sihouete) の 中 で 、 日 本 が どこ に ある か 分 か り ま すか 。 


も 


自分 の 国 は どう で すか 。 探 し て 〇 を 付け な さい 。 


[2| 次 の 質問 に 答え な さい 。 分 か ら な か っ た ら 、 本 や イン ター ネッ ト で 調べ て み ま し ょ う 。 


日 本 の 人 品 (population) は 


東京 の 近く に は 
どの くら いで すか 。 


日 本 の 近く に は 東 豆 京都 の 近く に は 
どん な 国 が あり ます か 。 どん な 県 (prefecture) が どん な 県 が あり ます か 。 
けん けん 


あり ます か 。 


ン テ それ は どこ に あり ます か 。mmmm 夫 > そこ で 何 を し まし た か 。 


| 3 | の 人 に 答え な きい: 
下 の 地 図 の 中 に 〇 を し ま 


どこ に 行き まし た か 。 0 


| 4 | レラ イン 寺 を 使っ て 、 下 の 単語 表 の 単語 の 意味 を 調べ な さい 。 


FEELTEFHFFFHLH 


と びら サイ ド 


phttp://tobira.9640.jp/tobiralogin 


@ 他 に も いい サイ ト が あっ た ら 使 っ て くだ さい 。 友 達 に も その サイ ト を 教え て あげ まし ょ う 。 


Da | 日 本 の 地理 一 ーー 


| 単 困 読み 方 意味 (英語 で も いい で す ) 
1 | 地理 ちり 

2 | 島 し ま 

3 | 気候 2 

4 | 気温 き お ん 

5 | 名 所 めい し ょ 

6 | 名 物 めい ぶつ 

7 | 建物 た て も の 

8 | 形 か た ち 
る けけ 

10 | 自然 | し せん 

11 | 都市 00 
| 1 | 田 人 いな か 

13 | 行事 rg じ 

14 | 見 学 けん が く 

15 | 美しい 13 っ くい 
16 | 特別 (な ) KoAG/) 


| 5 | な た の 国 の 名 所 と 者 物 に つい て 調べ な さい 。 


どん な 所 ? 


・ どん な 物 ? 


肖 さ ん は 日 本 の 四 つ の 大 き な 島 の 名 前 を 知っ て いま すか 。 日 本 は ユー ラ シ ア 大 陸 の 東 に 
た いり く 
ある 島国 で 国 の 7022 は 山 で す 。 日 本 に は 東京 の よう な 、 世 界 に よく 知ら れ て いる 都市 が た 
くさ ん あり ます が 、 弓 さ ん は どん な 都市 の 名 前 を 義 い た こ と が あり ます か 。 下 の 地 図 を 見 
な が ら 探 し て み ま し まう 


日 本 の 国士 は 、 北 涯 道 、 本 州 、 相 国 、 九 州 と 呼ば れる 相 つ の 大 きい 島 と 6000 以 上 の 小 
“ti3 


さい 島 で で き て いま す 。 全体 の 大 き さ は 、 ア メリ カ の 25 分 の 1、 オー スト ラリ ア の 21 分 の 
1 ぐら いで 、 ニ ュー ジー ラン ド や イギリス と 同じ ぐら いで す 。 


MMUUUUMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU ELT 


日 本 に は 、47 の 都 道 府 県 (一 都 、 一 道 、 二 府 、 四 十 三 県 ) が あり ます 。 一 都 は 東京 都 
(首都 )、 一 道 は 北海 道 、 二 府 は 大 阪 府 と 京都 府 で 、 そ の 他 は 、 静 岡 県 や 広島 県 の よう に 
全部 、 県 で す 。 静 岡 県 は お 茶 や 富士 山 で 有名 で 、 広 島 県 に は 戦争 の 恐ろし さと 平和 の 大 切 
さ を 伝え る 原爆 ドー ム が あり ます 。 

日 本 は 南北 に 長い 国 な の で 、 南 と 北 で は 気候 が 大 きく 違い 、 沖 縄 や 丸 州 で 泳げ る 時 に 、 
北海 道 で は 雪が 降っ て いる こと も あり ます 。 それから 、 同 じ 日 の 沖縄 と 北海 道 の 気温 の 差 
が 援 作 40 度 以上 に な る こと も あり ます 。 だ か ら 、 日 本 人 が 大 好き な 桜の 花 が いつ 頃 咲く 
か は 、 場 所 に よっ て 違い ます 。 沖 縄 で は 1 月 の 終わ り に 咲き 始め ます が 、 北 海道 で は 5 月 に 
な っ て か ら で す 。 桜の 花 が 咲く と 、 人 々 は その 木の下 で お 洒 を 飲ん だ り 歌 を 歌っ た り し て 、 
花見 を 楽し み ま す 。 

日 本 に は 昔 か ら の 名 所 も た くさ ん あり ます 。 例 えば 、 庫 県 に ある 姫路 城 は 日 本 で 最も 
美しい と 言わ れ て いる お 城 で 、 1993 年 に ユネ スコ の 世界 遺産 に 選ば れ ま 時 た に 400 年 以上 
前 の 白い 壁 が 残っ て いて 、 建 物 の 形 が 白 秒 と いう 白い 鳥 が 羽 を 広げ て 休ん で いる よう に 見 
える の で 白 秒 城 ( 折 牙城) と も 呼ば れ て いま す 。 姫路 城 は 昔 の 映画 や ドラ マ を 撮影 する 時 に 
点 才 使わ れ て いま す 。 

日 本 の 名 所 と 言え ば 、 温 泉 も 忘れ る こと は で きま せん 。 日 本 は 火山 が 多い の で 、 日 本 中 
に 温泉 が あり ます 。 温 泉 に は 観光 や レジ ャ ー が 目的 で 行く 人 が 多く 、 温 泉 で は 大 きい お 風 
史 に 入っ た り 、 お いし い 料 理 を 食べ た り 、 浴 衣 を 着 た り し て リラ ックス し ます 。 日 本 人 は 
お 風呂 に 入る の が 大 好き < 外 の 景色 を 見 な が ら 入 れる 臣 天 風 品 は 特に 人 気 が あ り ま す 。 

た くさ ん ある 温泉 の 中 で 、 愛 媛 県 松山 市 に ある 道後 温泉 は 日 本 で 一 番 十 い 温泉 で 、3000 
年 の 歴史 が ある と 言わ れ て いま す 。[ 坊 っ ちゃ ん 」 や 「 こ ころ 』 と いう 小説 を 書い た 夏目 激 
石 が よ 7 0 道後 温泉 に ある 旅館 の 3 階 に は 「 坊 っ ちゃ ん の 間 」 と いう 部 屋 が 
あり ます 。 

皆さん は 、 日 本 に 行っ た ら ど ん な こと を し て みた いで すか 。 どこ に 行っ て みた いで すか 。 
日 本 に 行く 前 に 日 本 の 地理 を よく 調べ て 、 楽 し い 旅行 を し て 下さ い 。 そ し て 、 お 城 を 見 学 
し た り 、 温 泉 に 入っ た り し て 、 楽 し い 土産 話 を 持っ て 帰っ て 下さ い 。 


HIUUGHUUUUUUUMUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUTUUIUUUIUUUUUUUUT 


1 月 目 本 の 地理 -= デ ーーーーー 一 
aN 
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軸 1 衣 | 日 本 の 地理 一 ーーー 。 
正三 力 :′ お 、 桃太郎 は 紙芝居 で 見 た こと が あ リ り ま す 。 歌 も 歌え ます 。 
1 「 も も た ろ さ ん 、 も も た ろ さ ん …」 
森田 : そう で すか 。 モ ニカ さん も 知っ て いま すか 。 日 本 の 子供 達 は 、 紙芝居 と か 絵本 で 音 話 を 覚 
モニ ニカ: は E め まし て 。 束 は 1 CE 8 
私 は 文学 を 専攻 し て いる モニ カ ウエ スト と 申し ます 。 30 える ん で す よ 。 
5 = > 。 
2 日 は 先生 に 色々 教え て いた だ きた いと 思い ます 。 と どうぞ よろ し く お 願 いい た し ます 。 モニ カ : 私 は も っ と 色々 な 昔話 が 知り た いで す 。 
森 田 : こち ら こ そ 。 8 
09 森 田 : じゃ 、 イ ンタ ーネット て 調べ て みた ら ど う で すか 。 色 々 な サイ ト が 絵 や マンガ と 一 緒 に 音 
| 5 モニカ: まず 、 先 生 の ご 専門 の 昔話 に つい て 、 お 聞き し た いん で す が …。 庄 を 紹介 し て いて 、 楽 し いで す よ 。 
ll OO の ンコ し ょ うか い 
HI 6 DS 能 加 お : は い 、 そ うし て みん ます 。 先生 、 今 日 は 、。 個 胡 雪 夫 て いた だ いて あり が と うこ ざい まし た 。 
| モニ カ : 日 本 に は た くさ ん 昔話 が ある そう で す が …。 35 大 変 勉強 に な り ま し た 
森 田 : ええ 、 お } に * 菩 誕 が 
| 人 OO IE いいえ 、 と うい し まし て 。 何 の 知力 だ いこ と が あつ だ ら 、 さよ 7 で OUC ド で いい < 
|| モニ カー 2 会) と いう 言 宙 < 
[| ク ] と いう 言葉 は と きど き 開き ます が 、 田 信 の こと で すか 。 モ = カ : は い 、 今 日 は 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 失 礼 し ます 。 
川 10 森 田 : 田舎 と いう 意 ト ほん と う つれ い 
|| 森 田舎 と いう 意味 も あり ます が 、 その 他 に 関東 地方 と か 関西 地方 の よう に 使う こと も あり ます 。 
| モニ カ : 「 関 東 地方 ] と いう の は 、, 東京 の こと で すか 。 
水田 ド 王 VN 芝 、 東京 だ け で な く 、 横浜 と か 千葉 と か 東京 の 周り の 場所 も 入り ます 。 8 絵本 覚え る 絵 


「 関 西 地方 」 だ っ た ら 、 大 阪 や 京都 や 神戸 や その 周り で すね 。 
そう で すか 。 昔話 は どん な 内 容 が 多い ん で すか 。 
な いよ う 


hfftp://www.e-hon.jp/demo1/index1.htm 


画 日 本 の 昔話 が 見 られ る サイ ト : 


カ 
| ” 礎 田 : そう で すね 。 そ の 地方 の 名 所 や 地名 や 名 物 に 関係 が ある 語 が 多い で すわ 。 
それ か ら 伝 統 的 な 行事 と か も 。 


日 本 の 行事 


20 


25 


森 田 : 


あの う 、 す み ま せ ん 、 伝統 ? ? っ て 何で すか 。 も う 一 度 お っ し ゃ っ て いた だ け ま せん か 。 
あお 、 伝統 的 な 行事 っ て 言っ た ん で す よ 。 行事 と いう の は 、 年 や 季節 で 決ま っ た 時 に 特別 
に 何 か を 行う こ も *\ ち 「 伝 ) の 

何 か を 行う こと で す 。 それから 「 伝 統 的 ] と いう の は 、「 昔 か ら あ る | と いう 意味 で す 。 
だ か ら 、 「 伝 統 的 な 行事 」 と いう の は 、「 昔 か ら あ る イベ ン ド RI と うな ホ ね 、 
3 お 正月 は 伝統 的 な 行事 な ん で すか 。 
は い 、 も ちろ ん で す 。 ひな 祭り や 子供 の 日 や モタ も 伝統 的 な 行事 で す よ 。 
そう で すか 。 分 か り ま し た 。 昔話 は 名 所 や 地名 に 関係 が ある と お っ し ゃ いま し た けれ ど 、 
だ の) いう 話 は その 地方 の 人 達し か 知ら な い \ ん で すか 。 


ひな 祭り 


March 3rd is Hinamatsuri, or 
Doll's Festival/Girls' Day. in 
Japan. This is a traditional event 
dating back to the Heian Period、 
about 1.000 years ago. The 
costumes of the hina dolls are 
based on the clothes of the nobles 
of that time period. Hinamatsuri 
is a day for families to celebrate 
their girls and wish them health 
and happiness. 


画 子供 の 日 

May 5 is Kodomo-no-hi, Children's 
Day, one of the most popularly 
celebrated national holidays. 
Although it is called Children's 
Day, it is actually celebrated as the 
Boys' Festival. To drive away bad 
spirits and celebrate the future of 
their sons, families hoist koinobori, 
(cloth carp streamers) from balconies 
and flagpoles. Children take shobuyu 
(a bath with a bunch of floating jris 
leaves)、 and eat kashiwa-mochi (a 
rice cake wrapped in an oak leaf) 
and chimaki (a dumpling wrapped 
in bamboo leaves). Carp, irises、 oak 


た な ば た 

Tanabata, also known as the Star 
Festival, takes place on the 7th 
day of the 7th month of the year, 
when, according to a Chinese 
legend, the two stars Altair 
and Vega、 which are usually 
separated from each other by 
the Milky Way, are able to meet. 
One popular tanabata custom 1S 
to write one's Wishes on a piece 
of paper and hang that piece 
of paper on a specially erected 
bamboo tree in the hope that the 
wishes become true. 


森田: いえ 、 そ ん な こと は あり ませ ん 。 一 般 的 に 知ら れ て いる 話 も た くさ ん あり ます よ 。 
例え ば 、「 桃 太郎 」 と か 「 稚 の 思 返 し ] と か 。 


trees, and bamboos all symbolize 
strength. 


HI 1 
L OTTO TOOTTOTITTTTTITTITTTTITITTTTTIIITITTTTTIIITTTTITITTTTTIITTIITTTTTITTTI TTITITITT TAITTTTTTITTT 了 ND | 
は IIIHITHIIHIIHHHHH 
昔話 色々 専門 地方 言葉 物 行事 
で か し ば な し いろ い 
\ ろ いろ せん も ん ち ほう こと ぼ ば 関東 関西 名 物 うじ 
決ま っ た 特別 う Me 
こ 
き と く ペ っ ち おこ を 分 か リ 


達 


た ち 


し ょ うがっ つっ 


ね 、 勇 太っ て 、 ど この 出身 ? 


40 勇 太 : 


北海 道 。 田 舎 だ けど 、 自 然 が 多く て 、 と っ て も いい 所 だ よ 。 
マイ ク : ふーん 、 北 海道 っ て 気候 が 厳し いっ て 聞い た けど 。 
勇 太 : 2 ん 、 全 は 雪が 多く て と て も 寒い ん だ 。 で も 、 夏 は すず し く て 、 気 持ち が いい よ 。 格 雨 も な いし 。 
0 の 09020 の か いい っ て 1 ご の 6。 

勇 太 : ああ 、「 つ ゆ ]。 雨 が よく 降る 季節 の こと 。 本 州 で は 5 月 の 終わ り 頃 か ら 7 月 の 初め まで 、 
45 雨 が た くさ ん 隆 る ん だ けど 、 そ れ を 梅雨 ] っ て 言う ん だ 。 湿度 が 高く て 、 あ まり 気持 ち 

の いい 地 節 じゃ な いん だ けど 、 北 海道 に は その 梅雨 が な いん だ 。 

マイ ク : ふーん 、 そ うか 。 と ころ で 、 北 海道 の 名 物 っ て 何 ? 

いて あっ た けど 。 


雑誌 に は ラー メン が お いし いっ て 書 


馬 太 : 6 ウー グ ) \ こ コ 4 ) 
メイ メン 、 う まい よ 。 そ の 他 に も 、 寿 司 と か 魚 と か 肉 と か 、 じ ゃ が いも も うま いし 。 
50 マイ ク : いい ね 。 な ん で も お いし そう だ れ ね 。 
勇 太 : も し 、 夏 に 北海 道 に 行く ん だ っ た ら 、 東北 地方 まで 行っ て 三 大 祭り を 見 て みた らい いよ 
う ( さん だ いま っ の 
マイ ク : へ え 、 三 大 祭り っ て どん な 祭り ? 
勇 太 : 攻 田 市 の 「 堂 燈 祭り 」、 人 全市 の 「 モ 夕 祭り ]、 そ し て 青森 市 の 「 ね ぶた 祭り 」。 
どの 祭り も すご い ス ケー ル ! 女 年 、 日 本 だ なけ じゃ な く て 、 海 外 か ら も 観光 客 が た くさ ん 
55 来る し 、 と て も 人 気 の あ る 祭り だ よ 。 
まっ 
RN それ は 面白 そう だ ね 。 僕 も 見 て みた いな あぁ 。 
i 3 人 5 人! 絶対 、 お すす め ! 


本 時 0 箇 欠 所 震 ち 了 


と も だ ち 


http://web-japan.org/atlas/festivals/festi_fr.html 


色々 な 日 本 の 祭り を 見 て みよ う ! 


ね ぶた 祭り 
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1 崩 | 日 本 の 地理 一 一 ーーーー 


太字 覚え る 単語 


1: (- に ) 聞 き 返 す きき か えす : Vi i to raise a question about something that has just been said : Tl 
2 昔話 1 お か し ば な し MWT 9 
3 専攻 | せん こう | VN imajor | ( こ を ) 専 攻 す る 2 
4 色々 (と ) : いろ いろ (と ) | Adv : a lot; (so) much; many things; all sorts of things | Wi 
: i i : 色々 (な ) (ANa) various | 3 
5 専門 | せん も ん | N ones specialization; one's specialized field Es 
地方 | ちほ 2 N ま region; areai COuntry : 8 
~ 7 田舎 | いな か i N MR rural area WN 9 
8! その 他 ( に ) : その ほか (に ) : pr besides; in addition to that 
9 : 関東 (地方 ) か ん と う ( ち ほう ) : N : the Kanto Region | 
10 関西 (地方) | か ん さい (ちほ う ) : N : the Kansai Region 10 
周り : まわ り | N eumoundingw wicinity 
12 (一 が ) 入 る は いる u-Vi : to be included; come in; get in; join ) 12 
13 : 内 容 | な いよ う M N content 14 
14 | 地名 i ち め い N | place name 
15 ; 名 物 も めい ぶつ : N : well-known product; local specialty 
16 (~ に / と ) 関係 が ある か ん けい が ある Phr to be related (to~); have some connection (to~) : 15 
17 伝統 的 (な ) 「 で ん と う て き (な ) | ANe itraditional 
18 行事 | ぎょ うじ N 56 16 
19| 年 | と し | Niyear ド 答 
20 特別 (な ) : と くべ つ ( な ) - ANa 1 amecih Particular 18 
21 | (を ) 行 う Ni お こ な う 5 ; to conducti carry out | 19 
2 (お ) 正 月 : (お ) し ょ う が つ A New Year's : 21 
23 : そう いう ; : DemA i (things) like that; that sort of (story) | 
24 - 達 : - た ち - Suf [plural marker for people] : 24 
25 : そん な \ : DemA : such; like that : 
26 一 般 的 (な ) いっ ぱん て き ( な ) : ANa 1 ocneat common | 25 
27 紙芝居 ; か み し ば い N ; a story told through pictures ] 27 
28 | 絵 ] え i N ipicturei painting | 絵本 (N) picture book : 29 
29 ; 大 変 : た い へ ん ; Adv veny; greatly | ] 
: : : 大 変 勉強 に な り ま し た (Phr) You've taught me a lot. : 35 
_30| 本当 (の ) 1 ほん と う ( の ) 衣 | ANo : true; actual; real 37 
31 出身 : し ゅ っ し ん | N : one's origin (town, country, etc.) | 38 
: ; : 出身 地 (N) one's birthplace native place ] 
32 自然 : し ぜん N NN | 自然 (な ) (ANa) natural: unaftected 140 
33 厳し い ; きび し い 1 A | severe; sic intenee 4 
34 気持 ち | きも ち | Nfeelings sensatiom; mood | 気持 ちがい い (Ph to fedlgood 
35 ; 梅雨 : つゆ セ N : the rainy season in Japan ] 42 


| 初め 


| は じ め 


1 | N :the beginning | 初め (Ady) at frst ; 44 
37 : 湿度 し ろ ど | N :humidity 8 
38 ( うま い A | delicious; tasty [mainly used by males] ( 
39 1 じゃ が いも 1 | N ipotato 1 49 
40 東北 地方 i と うほ くち ほう | N 「the Tohoku region [ 
41 | 奈 り ; まつ り N :festival | 三 大 祭り (N) three big festivals | 51 
42 すご い : | A fterrific; amazing | 
43 | 観光 客 1 か ん こう きゃ く SA : tourist | 54 
4 僕 § ぼく ! N 打 [male] [ 56 
45! お すす め | N ionesrecommendation : 57 
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1 | 日 本 の 地理 ニーーーーーー{ ド 


内 容 質 問 


て 甘み 和 M を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 


日 本 は どこ に あり ます か 。 日 本 に は 、 ど ん な 地理 的 特徴 (geographicalcharacteristi) が あり ます か 。 
2. 2 行 目 (the2ndline) の 「 都 市 」 を 修飾 する (omodipy) の は 、 の に の の ら で 四 ま で で のか 。 
上 11 行 目 の 「 原 爆 ド ー ム 」 を 修飾 する の は 、 ど こ か ら ど こま で で すか 。 
4. 日 本 は 南 と 北 で 気候 が 達 \ \ ま す 。 そ れ に つい て どん な 例 が 書い \ て あり ます か 。 
5. 16 行 目 の 「 そ の 木 」 の 「 そ の 」 は 、 何 を 指し て (toindicate) いま すか 。 
6. 尋 路 城 は どこ に あり ます か 。 ど ん な こと で 有名 な お 城 で すか 。 ど うし て 自 筐 城 と 呼ば れ て いま すか <。 
7. 25 行 目 の 「 リ ラッ クス する 」 の は 、 誰 で すか 。 
8. 道後 温泉 は 4 ペー ジ の 地図 の どこ に あり ます か 。 そこ は どん な こと で 知ら れ て いま すか 。 
9. 道後 温泉 の 旅館 に は 、 ど うし て 「 坊 っ ちゃ ん の 間 」 と いう 部 屋 が あり ます か 。 
10. 33 行 目 の 「 土 産 話 」 と いう の は 、 どう いう 話 だ ど 思 いま すか 。 
に: 舞 記 典 会 話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
⑧ 会 話 文 1 
1。 モニ カ さ ん の 専攻 は 何で すか 。 森田 先生 の 専門 は 何で すか 。 
2 二 人 は 、「 地 方 ] と いう 言葉 に は 、 ど ん な 意味 が ある と 言っ て いま すか 。 
3. 関東 地方 と 関西 地方 は 、 ど こ に あり ます か 。 4 ページ の 地図 で 探し て 、 県 の 名 前 も 言っ て み ま し ょ う 。 
4 昔話 に は 、 ど ん な こ と に 関係 が ある 話 が 多い で すか 。 
4 紙 愛 居 は 、 ど ん な も の だ と 思い ます か 。 紙 芝居 を 見 た こと が あり ます か 。 
@ 会 話 文 ら 
1. 勇太 君 の 出身 は どこ で すか 。 そ こ は ど ん な 所 で すか 。 
2 [梅雨 」 と いう の は 、 ど ん な 季節 で すか 。 あ な た の 国 や 出身 地 に も こん な 季節 が あり ます か 。 
3 勇太 導 の 出身 地 の 名 物 は 何で すか 。 あ な た の 出身 地 の 名 物 は 何で すか 。 
4. 東北 地方 は どこ に あり ます か 。4 ペ ー ジ の 地図 で 探し て 、 県 の 名 前 も 言っ て み ま し ょ う 。 
東北 三 大 祭り と いう の は 、 ど ん な 祭り で すか 。 
> みん な で 話し て みよ う 。 
:P あな た に は 旅行 に 行っ た 時 の 「 土 産 話 」 が あり ます か 。 そ れ は どこ に 行っ た 時 の どん な 話 で すか 。 
2. あな た の 国 に は 、 ど ん な 昔話 が あり ます か 。 
3. あな た の 国 や 町 に は 、 ど ん な 伝統 的 な 行事 が あり ます か 。 
4. あな た の 国 に は 、 ど ん な お 祭り が あり ます か 。 それ は どん な お 祭り で すか 。 
5. あな た の 国 や 出身 地 の 「 絶 対 、 お すす め 」 は 何で すか 。 } 
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事 性 事 性 王 性 吾 性 


性 


計 手 星 - 放 人 麻 訂 性 


度 


先生 文 文 学生 文 太 文 


2Z 左 3 学 生 が 先生 に 言葉 の 意味 に つい て 質問 する 。 
生 : 


先生 、 す み ま せ ん 。 今 、 ち ょ っ と よろ し いで し ょ うか 。 


、 はい 、 いい で す ナ よ 。 何で で すか; 

: | 名 所 | と いう の は 、 何 の こと で し ょ うか 。 

: ああ 、「 名 所 ] で すか 。 有 名 な 場所 と いう) 意味 で す よ 。 

: 有名 な 場所 … で すか ? 

ええ 、 例え ば 、 アメ リカ の 名 所 と 言え ば 、 「 自 由 の 女御 Kr CI 

: あの う 、 す み ま せ ん 。 自由 の 何で し ょ うか 。 も う 一 度 お っ し ゃ っ て いた だ け ま せん か 。 

: ええ 、「 自 由 の 女神 ]」 で す 。「 自 由 ] と いう の は 英語 で liberty 、「 女 神 ] は Goddess と いう 意 


味 で 、「 自 由 の 女 衝 は “the Statue ofLiberty" の こと で す よ 。 


: ああ 、 そ う で すか 。 よ く 分 か り ま し た 。 あ り が と う ご ざ いま し た 。 


人 @ 還 還 慢 》 学生 が 先生 に 日 本 の 世界 文化 遺産 に つい て 質問 する 。 


事 性 


性 
放 肝 時 有 


生 : あの う 、 す み ま せ ん 。 姫 0 


: は い 、 い いで す よ 。 何 で すか 。 
: 日 本 の 世界 文化 遺産 
: あお 、 世界 文化 遺産 で すか 。 の いれ 6 例え ば 、 日 本 で は 京 庫 県 に ある [姫路城 」 の よ 


o 


う な お 城 の こと で すね 。 


o 


生え ズ え 、 「 姫 路 城 」 9 訂 | 姫路城 」 と いう の は 、 共 庫 県 の 姫路 と いう 所 に あっ て 、 日 本 で 最 


も 美しい お 城 と 言わ れ て いる ん で す 。 


0 s。 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 


や > バー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。 学生 が 先生 に 質問 し な さい 。 


学 生 : 先生 、 す み ま せ ん 。 。 
先生 で いい は いい いい WT は 何で すず が 。 
学 と いう の は 4 何 の こ と で し ょ うか / 誰 の こと で し ょ うか 。 
1 2 
生 : ああ お 、 iC 。 
学 生 : あの う 、 す み ま せ ん 。 
よく 分 か ら な か っ た の で 、 もう一度 お っ し ゃ っ て いた だ け ま せん か 。 
| 何で し じょう か 8。 ee 
に 0 
生 : ああ 、 そ う で すか 。 よ く 分 か り ま し た 。 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 
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E 殖 モー カカ が 勇太 に 「 串 
ゆう た し 】 
今 、 


ES ・ 
勇太 : 
モニ カ : 
勇太 : 
モニ カ : 
勇太 : 
忠誠 力 ・ 
勇太 : 
ワー 
勇太: 


マイ ク : 
は る か : 
マイ ク : 
は る か : 
ER の ・ 


は る か : 


ツン ・ 


は る か : 


マイ ク ・ 


| 


天風 呂 」 に つい て 質問 する 。 
ちょ っ と いい ? 

の CYS 何 Y 

「 臨 天風 呂 ] っ て 何 ? 

あお 、 [露天 風呂 」。 「 露天 風呂 ] っ て いう の は 、 家 の 外 に ある お 風呂 の こ < 

ええ こめ ん 。 と こ に ある っ て 1 

家 の 外 。 

えっ 、 家 の 外 ? 家 の 外 に お 風呂 が ある の ? 

うん 。 山 や 川 や 外 の 景色 を 見 な が ら お 風呂 に 入れ る か ら 、 気持 ちがい いよ 。 

へ えー、 す ご いね れ ね 。 一 度 入っ で て みた いな あ 。 

うん 、 と っ て も いい よ ! 日 本 に 行っ た ら 、 ぜ ひ 、 入 っ て みる と いい よ 。 


著 軒 眼科 マイ ク が は る か に 「 夏 目 激 石 」 に つい て 質問 する 。 


今 ? 


NI 

EE ’ 

ああ 、 夏 目 激 石 。 明治 時 代 (period) の 有名 な 小説 家 (novelisU) 。 
な っ き 。 めい じ じ だ い 2 


? 。 何 時 代 ? 
明治 時 代 、 江 戸 時 代 の 次 の 時 代 で 、1870 年 頃 か ら 1910 年 頃 の 時 代 を 明治 時 代 っ て 言う ん だ 。 
めい じ じ だ い を ご ろ めい 
ぶーん 。 夏 目 激 石 は ? 


激 石 が 書い た 小説 ? う 一 ん 、 例え ば 、 「 坊 っ ちゃ ん 』 どの の と が 
。 ありがとう 。 今度 、 読 ん で みる 。 


>> パー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。A が B に 質問 し な さい 。 


2 まま Rat e 

to EE 

: (あい づち ) ? | 
| 

: (あい づち ) e 


うん 、 い いよ 。 何 ? 
{っ て 何 / っ て 誰 / っ て どこ / っ て どう いう 意味 } ? 


1 癌 "RNN | 


| ベア ワー クッ 較 軒 本 * | 
i 文法 ノー ト 


| い 日 本 語 の 授業 で 花見 に つい て 習っ た の で 、 ク ラス で 花見 を し ます 。 

| パー トナ ー と どこ へ 行く か 、 そ こ で 何 を する か 、 何 を 持っ て 行く か な ど を 決め な さい 。 Noun {で / か ら } で きる 
・ 日 本 の 国土 は 、~ 四 つの 大 きい 島 と 6000 以 上 の 小さ い 島 で で き て いま す 。 【 読 :/5-6) | 
1 こ で / か ら } で きる means “to be made of7from/out of” か ら indicates that the material(s) from which 


: something is made is not immediately obvious. で きる is used in generic statements while で き て いる js 
: used when describing something specific. 


 ~ で で きる = be made of be made outof ご か ら で き る =bemade from 

: N{ で / か ら } {で きる / で き て いる )} 

. チーズ や ヨー グル ト は 牛乳 か ら で き ます 。 

の 2 が の みみ は 石油 (petroleum) か ら で き る 。 

6 この 皿 は プラ スチ ッ ク で 、 そ し て 、 こ の コッ プ は 紙 で で き て いる 。 

. ワイ ン は ブドウ (grapes) か ら で き ます が 、 お 酒 は お 米 (rice) か ら で き ます 。 

. 日 本 に は 木 で で きた 家 が 多い が 、 この 国 の 家 は た いて い 石 (stone) で で き て いる 。 


: 記 | 


[| 


大学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 が 、 自 分 の 日 本 語 の 先生 の 研究 室 に 温泉 に つい て 質問 に 行く 。 


- 生 1 1 先生 
| あな た は 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 で す 。 あな た は 大 学 で 日 本 語 を 教え て いる 先生 で す 。 
HL 夏休み に 日 本 に 旅行 に 行き ます 。 日 本 で 温泉 に 学生 が 温泉 に つい て 質問 し に 来 ま し た 。 温泉 に 
行っ て みた いと 思っ て いま す 。 日 本 語 の 先生 の つい て 色々 教え て あげ て 下さ い 。 


: ・ 全体 の 大 き さ は 、 ア メリ カ の 25 分 の 1、 オ ー ス トラ リア の 21 分 の 1 ぐら いで 、 一 【 読 :46:7) 


研究 室 に 行っ て 、 温 泉 に つい て (例え ば 、 露 天風 : ・ 広 島 県 に は 戦争 の 恐ろし さと 平和 の 大 切 さ を 伝え る 原爆 ドー ム が あり ます 。 【 読 :10-11】 
お ん せん た と る て ん ぶ : ひろしま せん そう お そ げん ば く | 


邑 や 浴衣 の こと な ど ) 質 問 し て 下さ い 。 


; The suffix さ is attached to the stem of an i-adjective or a na-adjective to form a noun. 


: -ness; -ty 

E {A-stem/ANa} + さ : ひろ い + さ : さ むい + さ : 元 気 + さ : 便 利 + さ (Exception: いい うつ よさ) 
M この 荷物 の 重き さ は 何 キロ くら いで し ょ うか が 。 

: 富士 山 の 高 さ は 3,776 メ ー ト ル で す 。 

. この 話 の よさ が 分 か ら な い 人 は いな いと 思い ます 。 

. 日 本 の 携帯 電話 (cellular phone) の 便利 きる に は 、 び ぴっ くり し た 。 


た の oO 一 


I »» 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる A と B が 大 学 で 話し て いる 。 - 
| | A は 休み に 北海 道 へ 行き を た い の で 、 北 海道 に 行っ た こと が ある BB に 北海 道 に つい て 質問 する 。 Vr 
|| eo | ・ そ の 他 は 、 静 岡 県 や 広島 県 の よう に 全部 、 県 で す 。 [ 障 :9.10 

ト | ・ 自 外 と いう 自 い 鳥 が 羽 を 広げ て 休ん で いる よう に 見 える の で - [ 読 :2021] 


: よう に js used when (1) X resembles Y, (2) when X is as Y shows, says, explains, etc., or (3) when X 
: does something as shown/said/explained/etc. in/by Y. 


| 珈 学生 A 留学 生 B 
| | あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す : like; as; as if 
[| NA の うに -plain よ うに 
川 休み に 北海 道 に 行う と 思っ て いま す 。 あ な た は 上 | A が 休み に 北海 道 に 行く こと に し た そう で す 。 ok ダー ュー 
| > 千 汗 (- 0 3 :1. これ は チョ コレ ー ト の よう に 見 える けれ ど 、 消 し ゴム ( ) だ か ら 、 食 べら れ ま せん よ 。 
北海 道 に つい て 何 も 知り ませ ん 。 北 海道 で ホー | あな た は 高校 生 の 時 に 、 北 海道 で 1 年 間 、 ホ ー ム し egg maomao = 
に My 2 1 : e ト 学 ヽ ド が IE o 
A A Ee 3. 先生 が お っ し ゃ る よう に 、 言 葉 は 毎日 勉強 し な けれ ば 上 手 に な ら な いと 思い ます 
色々 質問 し て 下さ い 。 て 色々 教え て あげ て 下さ い まこ は 『 
:4. この 写真 を 見 れ ば 分 か る よう に 、 ロン シン ド シ に は 、 色々 な (various) 名 所 が ある 。 
5. この 本 に 書い て ある よう に 作れ ば 、 お いし い ド レッ シン グ が で きる よ 。 ] 


《⑳ は ー で {有名 だ / 知 られ て いる } 

| ・ 静 岡 県 は お 茶 や 富士 山 で 有名 で 、 了 共 :1O | 
H し ず お か ふ じき さん 

; Either a noun or a sentence (S + こ と ) occurs before で to state what X is famous for or the reason 

: that X is famous. 
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Verb-non-past こ と {が / も } あ る 


ia. ご は N で {有名 だ / 知 られ て いる } 
:b. ご は S こ と で {有名 だ / 知 られ て いる )} : Type 2c 


ー ト 


:1. エジプト は ピラ ミッ ド や スフィンクス で 有名 で す 。 
2. この お 寺 は 古い 桜の 木 が ある こと で 有名 だ 。 
3. 熊 (bear) は 冬眠 する (to hibernate) こと で 知ら れ て いま す が 、 動物 園 (zoo) の 熊 も 冬眠 を し ます か ? 


| ・ 南 と 北 で は 気候 が 大 きく 違い 、 沖 縄 や 九州 で 泳げ びる 時 に 、 【 読 :L12) 
| ・ 温泉 に は 観光 や アレ ジャ ー が 目的 で 行く 人 が 多く 、 温 泉 で は (時:24) 
; The masu stem of a verb and the stem of an i-adjective + く indicate that the sentence js continuing. 


説明 : That is, they function like the English sentence connector “and.” This use is generally restricted to 
: written language. In spoken language the を -form of a verb or an :-adjective is commonly used. 


a V-masu、~ b. A-stem + く 、~ 


1. 昨日 は 友達 と レス トラ ン で 晩 ご 飯 を 食べ 、 そ の 後 、 映 画 を 見 に 行っ た 。 
:2. スミ ス さ ん は 昼 は 大 学 で 勉強 し 、 夜 は 病院 で 掃除 の アル バイ ト を し て いる 。 
例 交 3. 兄 と 違い 、 僕 は スポ ー ツ が あま り 得 意 じゃ な い 。 
: 4. この 地方 は 冬 は 雪が 多く 、 夏 は と て も 午 い 。 
5. あの 図書 館 は 日 本 の 本 が 少な く 、 日 本 の 新聞 も な か っ た の で 、 一 度 し か 行か な か っ た 。 


: ・ 沖縄 や 州 で 泳げ る 時 に 、 北 海道 で は 雪が 降っ て いる こと も あり ます 。 【 読 :.12-13] 
本 文 ・ 同 じ 日 の 沖縄 と 北海 道 の 気温 の 差 が 摂氏 40 度 以上 に な る こと も あり ます 。 【 謗 :13-14 
:・ その他 に 関東 地方 と か 関西 地方 の よう に 使う こと も あり ます 。 [会 1.710) 


V_-plain.non-past こ と が ある is used when something occurs (or someone does something) occasionally 
説明 : も implies that something else may also occur. Note: This phrase should not be confused with the phrase 
: V-plain.past こと が ある (e.g. 日 本 に 行っ た こと が ある ), which has a different meaning. 


英訳 : There are times when ~ ; sometimes 


文型 Vplainnon-past こ と {が / も } あ る 


8 晩 ご 飯 は た いて い 家 で 食べ ます が 、 と き どき 友達 と レス トラ ン に 行く こと も あり ます 。 
6 文法 の 説明 を 読ん で も 分 か ら な いこ と が ある 。 そん な 時 は 先生 に 聞き に 行く こと に し て いる 。 


ハワイ は 1 年 中 気温 が 高い けれ ど 、 高い 山 で は 雪が 降る こと も ある そう だ 。 
・ 週末 は た いて い 両親 の 家 に 帰る が 、 忙し く て 帰れ な いこ と も ある 。 


例文 : 


た oO PO 一 


{Noun,/Question-word ~ か / ~ か どう か } は Noun。 に {よっ て 違う / よ る )} 
本 文 ・ 日 本 人 が 大 好き な 桜の 花 が いつ 頃 咲く か は 、 場 所 に よっ て 違い ます 。 【 読 : 区 14-15】 


説明 も This structure is used to indicate that something differs depending on the situation, location, time, etc. 
英訳 ] < に よっ て 違う = differ depending on ~ に よる =depend on ~ 
文型 (QW こ か / こ か どう か 人 NjJ は N。 に {よっ て 培う / よ る } 


人 | 日 本 の 地理 


1. 性 格 (character) は 人 に よっ て 違い ます 。 ] 
2. 何 歳 で 運転 免許 (driver's license) が 取れ る か は 、 国 に よ っ て 違う よう で す 。 
3 い めん き ょ か ne 
朗 3 私 に と っ て 、 読 み 物 が 難し いか どう か は 、 漢 字 の 多 さ に より ます 。 

| 授業 料 を いく ら 払 わな く て は いけ な いか は 、 大 学 に よっ て 人 違う 。 
5 どの 大 学 に 留学 する か は 、 も ら える 奨学 金 に よる 。 


Verb-masg 始め る 
: ・ 沖 縄 で り に 咲き 始め ます が 、 一 【 読 :/15) 
本 文 沖縄 で は 1 月 の 終わ り 咲 | 
説明 : 始め る in this use is an auxiliary verb meaning “begin to V.” 
英訳 begin to; begin V-ing | 
文型 V-masu 始 め る & 


1. この 地方 で は 、11 月 に な る と 雪が 降り 始め ます 。 

: ち ほう 7 
詳 放 。 私 の 弟 は 1 歳 の 時 、 歩 き 始 め ま し た 。 そ し て 、1 歳 半 に な っ た 時 、 話 し 始め まし た 

9. 毎晩 コー ラス 部 (chorus club) の 練習 が ある の で 、 勉強 を し 始め る の は いつ も 10 時 過ぎ (afer) 基 。 


まい ば ん 


⑨)Noun,+Particle+ の +Nounz 
肛 . 日 本 に は 昔 か ら の 名 所 も た くさ ん あり ます 。 【 読 :718】 


ituati i i i i で , と, か ら ,and まで . が , を and 
; tuations, Ain A の B is a noun with a particle such as へ , で, と > nd ま 
| wet ei this position. Note that の cannot be omitted in this ーー に pcr ーー 
i i i hrase. Without の , the noun 
: ding noun phrase and particle modifies the following noun p With 
本 ; with the Cd interpreted as an adverbial phrase modifying the predicate in the clause. (Compare 
Ex. 3 with 先生 と ミー ティ ング に 行け な い .) 
Ni+Prtt+ の +N2 
1. 友達 へ の プレ ゼン ト = a present for a friend 
3 と も だ ち 
. 日 本 で の 仕事 = a job in Japan 
生生 と の ミー ティ ング =a meeting with the teacher 
_ 8 時 から の パー ティ =a party which starts at eight 
京都 まで の 新幹線 の 切符 = a Shinkansen (bullet train) ticket to Kyoto 
きょう と か ん せん きっ ぶ 


し ん 


⑩) 一 は Sentence と 言わ れ て いる 4 | 
・ 兵 県 に ある 姫路 城 は 日 本 で 最も 美しい と 言わ れ て いる お 扱 で 、 ーー 【 読 : 18-19】 
NN ニ ! 
mm 


本 2 生 朱 は 日 本 で 一 番 古 い 温泉 で 、3000 年 の 歴史 が ある と 言わ れ て いま す 。 :72729 
」 どう ご お ん せん - 
| This structure is used to introduce something commonly said about something or someone. 90 
"~ is said to be ~ ; It is said that ~ 
~ は S-plain と 言わ れ て いる 


世界 で 一 番 長い 川 は ナイ ル 川 だ と 言わ あれ て いる が 、 ア マゾ ン 川 だ と 言う 人 も いる 。 
謗 2.「 電 気 の 町 | 秋葉 原 は 、 最 近 「 オ タク の 町 ] だ と も 言わ れ て いる 。 

時 は ビタ ミン (iam - く さん 取る と いい と 言わ れ て いる 。 
3、 風邪 を 引い た 時 は ビタ ミン (vitamm) こ を た く さ 


⑪ 一 と 言え ば 
| ・ 日 本 の 名 所 と 言え ば 、 温 泉 も 忘れ る こと は で きま せん 。 【 読 :/29 


説明 「 こと 言え ば which literally means “if you say that ご ッ is used to present。 as the topic, SOmething or 
上 [=] ぅ 
someone that has just been mentioned by the hearer or the speaker. 


英訳 Speaking of ~ 


| X と 言え ば (xis usuallya noun or noun phrase.) 
1. ん これ は 昔話 の 絵本 で すね 。 
そう で すね 。 あ 、 昔話 と 言え ば 、 き の う 「 挑 太郎 」 の 紙芝居 を 見 まし た よ 。 
2. ん : 今晩 道子 さん に 会 うん で す 。 
B : そ う で すか 。 道子 さ ん と 言え ば 、 来 月 田中 さん と 結婚 する と 聞き ま し た が 、 本 当 (true) で すか 。 
3. ん: 私 の 両親 は 、 今 香港 に 住ん で て いる ん で す 。 
B : い いで すね 。 責 港 と 言え ば 、 山の上 か ら 見 る 夜 の 景色 が す ば ら し いそ う で すね 。 


め - と か (こと か ) 回 

を その 他 に 関東 地方 と か 関西 地方 の よう に 使う こと も ぁ り ます 。 会:Z10】 

横浜 と か 千葉 と か 東京 の 周 り の 場所 も 入り ます 。 会 1- 712】 

本 文 ・ そ れ か ら 伝統 的 な 行事 と か も 。 【 合 1/16] 

・ 例え ば 、「 桃 太郎 」 と か 「 鶴 の 恩返し 」 と か 。 [は 726】 

た と も も た ろう つる お ん が え 

・ 有 本 の 子供 達 は 、 紙 芝居 と か 絵本 で 昔話 を 覚え る ん で す よ 。 [ao9.20 

と か is used to list examples non-exhaustively. It js similar to や in meaning when the examples listed are 
nouns. Unlike や , however, と か can also be preceded by verb phrases (Ex.3). When two or more items 

説明 are listed, と か after the final item is optional when it js followed by a particle (Ex.1) and mandatory 


otherwise (Ex.2). (Note that や does not occur after the fnal item.) In S, と か S, と か する , the final と 
か is not optional. 


英訳 things/places/ctc. jike ~ ; and; or 
文型 a.N, と か N。( と か ) b. Si-plain と か S。-plain と か {する / で きる } 
週末 は た いて い 洗 濯 と か 掃除 (と か ) を し ます 。 

例文 2. フィ ン ラ ンド 語 と か トル コ 語 と か 、 みん な が あま り 勉 強し て いな い 言 葉 を 勉強 し て みた い 。 


ーー 甘え る 時 は 、 フ ラッ シュ カー ド を 作る と か 、 何 回 も 書く と か する と いい で す よ 。 


と いう の は {Noun の こ と /Noun と いう こと /Sentence と いう < と /Sentence と いう 意味 } だ 


・「 関 東 地方 」 と いう の は 、 東 京 の こと で すか 。 【 会 1:711】 
・ 行事 と いう の は 、 年 や 季節 で 決ま っ た 時 に 特別 に 何 か を 行う こと で す 。 会 1: 18-19】 
本 文 ・ 「 伝 統 的 」 と いう の は 、「 昔 か ら あ ぁ る 」 と いう 意味 で す 。 [会 1:/19」 

3 「 伝 統 的 な 行事 ] と いう の は 、「 昔 か ら あ る イベ ント 」 と いう こと で すね 。 会:720 
・(「 つ ゆ 」 と いう の は 、) 雨 が よく 降る 季節 の こと 。 会 2: /44】 


The structure こと いう の は だ is used to provide the meaning or definition of a word or phrase. 


X means ~ ; The meaning of X is ~ ; What X means is ~ 

a. て と いう の は 1{N の こと /N と いう こと } だ 

文型 b. て と いう の は S こ と だ :Type 2c 

C. こと いう の は 1S と いう こと /S と いう 意味 } だ : Type1 

1. パソ コン と いう の は 、 パー ソナ ルコ ンピュータ の こと で す 。 
2.A: あの う 、 す み ま せ ん 。 学生 証 と いう の は 何 の こ と で すか 。 

例文 RB: 学生 証 と いう の は 、 Student ID の こと で す よ 。 

3. 留学 する と いう の は 、 外国 で 勉強 する と いう こと た 。 

4.「 話 せる ] と いう の は 、 「 話 すこ と が で きる 」 と いう 意味 た 。 


Noun っ て 自 8 


っ て (いう / 聞 く / 書 く /etc.) 回 


Do 


|・ 東 京 だ け で な く 、 横 浜 と か 千葉 と か 東京 の 周り の 場所 も 入り ます 。 [ug 
毎年 、 日 本 な け じ ゃ な く て 、 海 外 か ら る 観光 客 が た くさ ん 来る し 、 [2 54.5 


| The sentence structures ご だ け で な く 、 て も , etc. express the idea “not only X, but also Y.” Particles 
に , へ, で , と or か ら may appear before も . 


not only ~ , but also ~ 


ia. N だ け で な く 、N。(Prt) も 
『b. S だ け で な く 、N(Prt) も : Type 2c 


1. 日 本 語 は ひら が な だ け で な く 、 カタ カナ や 漢字 も 覚え な く て は いけ ませ ん 。 
2 「 す み ま せ ん 」 は 、“Tm sorry” と いう 意味 だ まけ で な く 、“Excuse me” と いう 意味 も あり ます 。 
3. 京都 は 古い お 寺 が ある だ け で な く 、 き れい な 景色 で も 有名 で す 。 

4 きょう と 
に 


ら ょ だ け じ 家 か ら り る こと ( 肖 じ 沈 。 
. この アパ ー ト は 駅 か ら 近 く て 便利 な だ け じ ゃ な く て 、 家賃 も 安い カ ら 、 借 ) る こと 
その 映画 は 面白 いま だけ じゃ な く て 、 音 楽 る いい よ 。 


・ 勇 太っ て 、 ど この 出身 ? (会 2.739】 

ゆう た ’ 
・ 北海 道 っ て 気候 が 厳し いっ て 聞い た けど 。 【 会 2: 41】 
・ 北 海道 の 名 物 っ て 何 ? [会 2:/47 


・ 三 大 祭り っ て どん な 祭り ? [会 2:152】 
きん だ いま つ 


っ て ijsa colloquial topic marker. It often appears in questions. In written language, は can be used. ロ 


Speaking of ~ ; As for ~ 
文型 N っ て 

・ 田 中 さん の 嫌い な 食べ 物 っ て 何 ? 
宮崎 駿 の アニ メ っ て 、 い いよ ね 。 
4 道子 さん の 出身 っ て 、 と 

・ 漢字 っ て 、 覚え て も すぐ 忘れ ちゃ う よ ね 。 | 


・ 北海 道 っ て 気候 が 厳し いっ て 聞い た けど 。 【 会 2: 741】 
・ え ? 何 が な いっ て ? ご めん 。 [会 2:143】 

、・ そ れ を 「 梅 十 」 っ て 言う ん だ 。 会 2145] 

・ 雑 誌 に は ラー メン が お いし いっ て 書い て あっ た けど 。 


会 2: //.47-48】 


っ て is the informal colloquial form of the quotative marker と . っ て commonly os We i 
ike 言う ぶ まな いっ て ? in the second sentence above is the abbreviate 
説明 like 言う , 聞く , 書く and 呼ぶ. ( 何 が な っ 


form of 何 が な いっ て 言っ た の ? ) 
N」 っ て いう NMN:= N, called Ni 
b.N っ て {言う / 書 く / 呼 ぶ } 


(tell, hear, say, etc.) that ~ 
.S っ て {言う / 聞 く / 書 く } 
. 田中 さん 、5 時 に 来る っ て 言っ て た けど 、 ま だ 来 な いね 。 
. 明日 は テス ト が な いっ て 聞い た けど 、 本 当 ? 
ここ に 「 静 か に し て 下さ い ] っ て 書い て ある の が 見 えま せん か ? 
i し ず 6 の 
僕 の 名 前 は つと む 」 だ け 友達 は 「 ト ム 」 - 負 7 が 7 こら 
. 「 桃 太郎 ]」 っ て いう 話 、 聞 いた こと ある ? 面白 い 話 だ よ 。 
も も た ろう 


C. N, っ て いう N。 


nn た © DO 一 
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較 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 


1 


目的 
特に 
市 
小説 
見 学 スル 
昔話 
色々 (な ) 
地方 
名 物 
行事 
年 
決ま る 
特別 (な ) 
行う 
分 か る 
- 達 


ば ま 

ちず 
ぜん た い ( の ) 
へ いわ 

2 た える 
ひ 

き お ん 

さ 

ひと びと 
た の し む 
めい し ょ 
も っ と も 
うつ くし ぃ 
えら ぶ 

の こる 

た て も の 
か た ち 

も く て き 

と くに 

し 

じょう せつ 
けん が く ぇ ル 
むか し ば な し 
いろ いろ (な ) 
ちほ う 

めい ぶつ 
きみ うじ 
| 

きま る 

と くべ つ ( な ) 
お こ な う 
わか る _ 

- た ち 


37 気持 ち 


画 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


1 地理 
2 東京 
3 都市 

4 北海 道 


ちり 読 
と うき ょ う 読 
を も 読 
ほん し ゅ う 読 
し こく 上 
きゅう し ゅ う 読 
と 読 
どう 読 
ふ 読 
けん 読 
きょう と 読 
よる 読 
(お ) さ け 読 
か ん こう ぇ ル 読 
り ょ か ん 読 
か い 読 
せん も ん 会 
こと ば 会 
か ん と う 会 
か ん さい 会 
(お ) し ょ う が つ 会 
え 会 
し ゅ っ し ん 会 
し ぜん 会 
ざっ し 会 


太字 : 新しい 漢字 
ーー- : 新しい 読み 方 
前 に 習っ た 単語 


あい づち と フィ ラー 


日 本 語 で は 、 会 話 を スム ー ズ に 進め る た め に 「 あ いづ ち を うつ ] と いう こと を し ます 。「 は い / え え ] 
[うん 」「 そ う で すか | な ど 色 々 あり ます が 、 こ れ ら は "Yes, I'm following you; please continue.′ と 
いう 意味 で 、 “Yes, | agree.′ と いう 意味 で は あり ませ ん 。 あ いづ ち が 上 手 に う て る と 、 日 本 語 が と て 
も 自然 に 聞こ えま す 。 反対 に 相手 が 話し て いる 時 に 、 あ まり あい づち を うた な いと 「 私 の 話 を よく 聞 
いて いな い 和 失礼 な 人 ] と 思わ れ て し まい ます 。 特 に 電話 で 話し て いる 時 は 、 相 手 の 顔 が 見 えな い の で 、 
タイ ミン グ よ く あ いづ ち を うつ こと が 大 切 で す 。 英語 で は 、 相手 が 話し て いる 時 に あま りあ いづ ち を 
うち ませ ん が 、 日 本 語 で は 「 あ いづ ち を うつ | の は 会 話 が 上 手 に な る た め の 大 切な スト ラテ ジー だ と 
思っ て 下さ い 。 
それ か ら 、「 あ の う 」 と か 「 え ーー と 」 と いう 言葉 も よく 使い ます が 、 こ れ ら は フィ ラー と 言っ て 、 言 
し た いこ と が スム ー ズ に 出 て こない 時 に 使う 「 話 と 話 の つなぎ ] の よう な も の で す 。 英語 で も “Well.… 
"Let's see.… など 、 色 々 あり ます ね 。 

あい づち や フィ ラー で は あり ませ ん が 、 聞 き 返 す 時 に は 「 え っ ?] と か 、 和 驚い た 時 に は 「 え っ !」 
「 あ れ っ 」「 あ ら っ ]」、 耕 定 の 返事 を する 時 に は 「 い いえ ]「 い や ]「 う うん ] の よう な 表現 も 使い ます 。 こ 


の 教科 書 で 色々 な 会 話 の 表現 を 覚え て 、 日 本 語 が 自然 に 話せ る よう に な り ま し ょ う 。 


きょう か し ょ 


・ 進 め る locaryon ・ あ いづ ち を うつ togMe responses (to make the conversation go smoothly) 
・ こ れ ら these ・ 自 然 に naturally *・ 反 対 に on the contrary ・ 相 手 the person one is speaking to 
・ 失 礼 な rude ・ つ な ぎ slopgap ・ 否 定 denial 返事 repy ・ 表 現 expressons 。 


あい づち と フィ ラー と 表現 


フィ ラー| | | 否定 の 返事 
: ひ て い へ ん じ 


は い ええ うん | あの ( う ) | いい え 

そう で すね そう ね そう だ ね | えー と いえ を / い や 

そう で すか まそ うな ん で すか そう な ん だ | うー ん | うう ん 

"そう か * そ っ か kc 0 

な る ほど へ えー ふう ん | 「* ほ ら | | 他 の 表現 

ほん と う で すか “ほん と っ すか ほん と ! | “まあ に の 

* ま じ で すか * ま じ っ す か の 4 Ny 

EE * う そ ! | | ・ あ れ っ 
| | * あ ら っ 


*※ の 言葉 は 覚え な く て も いい で す が 、 会 話 の 時 に よく 使わ れる 言葉 で す 。 日 本 の ドラ マ や 映画 を 見 る 
時 に 、 注 意 し て 聞い て み ま し ょ う 。 


比 


日 本 語 
スピ ー チ スタ イル 


スピ ー チ レベ ル の 使い 分 け 、 
(敬語 と くだ けた 話し 方 ) 。 “" 

男女 の 言葉 、 言 葉 の 省略 ・ 短 縮 ・ 倒 置 、 
だ ん じ ょ し ょ うり D ゃ く た ん し w く と うち 
書き 言葉 と 話し 言葉 、 電 話 の 会 話 、 

E メ ー ル を 出す 

尋 る 


Sentence-final particles( 終 助詞 )-Part 1 


= = | 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル 一 上 


了 La 生計 | 
読む 前 に : 3 下 の マ ン ガ を 読ん で 、 話 し 方 に つい て 気がつい た onotice) こと を 三 つ 書 き な さ い 。 | 


ーー が Ro る 


。 ン は マン 護 の 英 
だ (に 2 


1 | 日 本 語 を 勉強 し て いて 、 面白 いと 思 \ っ た こと と 難し いと 思 思っ た こと は 何で すか 。 


| 外 E 


面白 い 


お も し ろ 


| 日 本 語 と あな た の 国 の 言葉 を 比べ て (ocompar) 、 違 うこ と を 二 つ 書 き な さ い 。 
[| | 例 (example) も 書き ま し ょ う 8 


(e.g. polite expression, Word order, pronunciation, writing system) 


| 竹生 


五 
[=] 


Dn 


Cal 


書く 時 に 単語 の 間 に ス ペー ス を 入れ ませ ん 。 書く 時 に 単語 の 間 に ス ペー ス を 大 れれ ます 。 


ot ss 


~ 
コス 


し llike studying Japanese. 


| 5 Be を 買 
| 日 本 語 で 話す 時 、 話 し て いる 人 が 先生 か 友達 か に よっ て 言い 方 を 変え る (tochange) 例 (exampie 
| を 二 つ 書 き な さ い 。 

| 例 | 1 
> 

[I ご ざい ます 。 

| a 

| ー 
| 

| 

| 


bx : 日 本 語 を 勉強 する の が 好き で す 。 


ー ア きき 半 ぐみ な みす 
le いと を 


Hp 


27 


読み 物 


章 さ ん は も う 赦 語 は 勉強 し まし た か 。 家 族 や 友達 と 話す 時 に 使う カジュアル スピ ー チ (くだ 


けた 話し 方 ) も 習い まし た か 。 日 本 語 に は 色々 な スピ ー チ ス タイ ル が ある こと は 知っ て いま すね 。 
実は 、 日 本 語 は 話す 時 も 書く 時 も 、 スタ イル が と て も 複雑 で 名 々 な 決ま りや 習慣 が あり ます 。 こ 
の 課 で は それ に つい て 勉強 し て み ま し ょ + 


1. スピ ー チ レベ ル ( 丁 寧 さ ) の 使い 分 け 

日 本 語 は スピ ー チ レベ ル が と て も 大 切な 言語 な の で 、 話す 相手 に よっ て 話し 方 を 変え な けれ ば 
いけ な いこ と が あり ます 。 例 えば 、 「 さ よう な ら 」 と 「 和 失礼 し ます 」 や 、「 見 せ て ね | と [見 せ て 
いた だ 因 げ ま せな ー チ レベ ル の 使い 分 け は 日 本 語 を 勉強 し て いる 人 に と っ て 最も 難 
し ゅ こと の 一 づ だ どど きわ 入 い ます 。 ス ピー ー チ スタ イル に は 、「 と て も くだ けた 話し 方 」 か ら [と 


て も 丁寧 な 話し 方 ] まで 色々 な レベ ル が あり ます が 、 どの 部 分 が 違う で し ょ うか 。 次 の 文 を 見 て 
考え て み ま し ょ う 。 


① あい つ 、 ど こ 、 住 ん で る ? (男性 が 使う こと が 多い ) 
② あの 人 、 ど こ に 住ん で る の ? (女性 が 使う こと が 多い ) 
③ あの 人 は どこ に 住ん で いま すか 。 

(④ あの 方 は どちら に 住ん で いら っ し ゃ いま すか 。 


旨 さ ん は 今 まで に 何 番 の 言い 方 を 勉強 し まし た か 。 こ の 中 つの 文 を 比べ る と 、 ます 文末 に 使わ 

れ て いる 言 き 葉 の 形 で | くだ けた 話し 方 」 か 「 丁 寧 な 話し 方 」 か が 分 か かり 。 ま 5 補い は 文末 

7 表れ る の で は あり ませ ん 。 「 ど こ 」 を 「 ど ちら 」 に すれ ば 、 も っ と 丁寧 な 言い 方 に な いり ま 

「 あ の 人 の 代わ り に 「 あ の 方 」 や 「 あ いっ 」 と 言う こと も 出来 ます 。 そ し て 、 [どこ に 合 

90、 まる めそ て | 才 2ItXI を 宣 きわ な か っ た り 、「 ど こ 、 住 ん で る の ?」 と 「 に 」 を 炒 と し て きっ た り ナ 

る と 、 も っ と くだ けた 感じ に な り ま す 。 自然 な 話し 方 で 話せ る よう に な ヵ な る た め に は 、 多 く の 日 本 

人 と 色々 な 場面 で 話し た り 、 日 本 の 映画 や ドラ マ を 見 て . どん な 場面 で 、 ど ん な 人 が 、 ど ん な 相 

に 、 ど ん な 話し 方 を し て いる か を よく 打 察 する と いい で し ょ う 。 次 の ペー ジ の 「 色 を な スピ ー 
チレ ベル 」 の 表 を 見 て 、 言 い 方 を 比べ て みて 下さ い 。 


5 2. 男性 と 女性 の 話し 方 の 違い 
日 本 語 の 小説 を 読ん で いる と 、 話し 方 で それ が 男性 か 女性 か すぐ に 分 か る こ と が あり ます 。 特 


Il 1 UT IITA EIEIOTTTTTTI HHJIUI | 1 | UE 
HT HH 


き ん りり / 


けい ご 


草 い 替 ns , ’ 代わ 人 H 来 a の 5 場面 表 
3 2 - 半 全う a 6 ; 7 + 0 ; めん 9 ょ : 


に くだ けた 話し 方 で は 、 男 女 の 話 し 方 に 違い が 見 られ ます 。 下 の 会 話 は 、 男 女 の ど ちら が 話し て 
いる か 、 考 えて みて 下さ い 。 


:「 あ ー、 お 腹 、 す いた な あ ] 

:「 俺 も 腹 へ っ た 。 この 辺 に うま い トン カツ の 店 が ある ん だ ぜ 。 食い に 行こ うか 。 お ご る よ 」 
1 トン カツ は 。 カ ロリ ー ー が 高い か ら 」 

:「 な ん だ 、 じ ゃ 、 俺 、 一 人 で 行こ うっ と 」 

:「 あ 、 待 っ て ! その 店 、 お いし いん で し ょ 。 や っ ぱり 、 私 も 行く わ ! 」 

: [じゃ 、 今 か ら 行く ぞ !」 


どう で すか 。 言 葉 の 使い 方 が 随分 中 いま すね 。 文字 で は 分 か り リ ま せん が 、 イ ント ネー ショ ン も と 
て も 違い ます 。 友 達 や 恋人 や 家族 と 話す 時 、 男 性 は 自分 の こと を 「 僕 ] と か 「 俺 ] と 言い 、 女 性 
は た いて い 「 私 ] を 使い ます 。 最 近 は 男女 の 差 が 小さ く な っ て 、 上 の 例 の よう に 、 文 末 に 「 わ ] 
「 わ よ 」 を 使う 女性 や 「 ぜ 」「 ぞ ] を 使う 男性 は 少な く な っ て いま す が 、 で も 、 女 性 が 「 俺 も 腹 
償う た | と 言っ た り 、 男 性 が 「 い や よ 『」 と 言っ た ら 、 びっ くり され て し まい ます 。 諾 し 方 の 差 
が 小さ く な っ て も 、 使 わな い 方 が いい 表現 も ある と いう こと を 知っ て お いて 下さ い 。 


IIUIHIUUHUUUUUUUIHIUUIUHIHUUUIUUUUIHUUHIUIUUUUUUIUIUUIUUUHIUIUUUHUUHUIIUIIUUUUIUIUUUUIUEDIUHHUUHUUUIUUHUUMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUHIUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


し 色々 な スピ ー チ レベ ル 


財 。 光 と て も 丁寧 な 言い 方 丁寧 な 言い 方 i くだ けた 言い 方 


あの 方 先生 で いら っ し ゃ いま すか 。 | あの 人 は 先生 で すか 。 あの 人 、 先 生 ? 

あの 方 は 先生 で いら っ し ゃ いま す 。 あの 人 は 先生 で す 。 あの 人 、 先 生 (だ よ )。 
あの 方 は 先生 で は ご ざい ませ ん 。 あの 人 は 先生 で は あり ませ ん 。 あの 人 、 先 生じ ゃ な いよ 。 
どん な 食べ 物 が お 好き で すか 。 どん な 食べ 物 が 好き で すか 。 どん な 食べ 物 、 好 き ? 
その 映画 は 面白 う ご ざ いま すか 。 その 映画 は 面白 いで すか 。 その 映画 、 面 白い ? 

何 か ス ポー ツ を な さい ます か 。 何 か ス ポー ツ を し ます か 。 何 か ス ポー ツ 、 す る ? 
テニ ス を いた し ます 。 ケース し まり 9 テニ ズ 、V お る 8 
ゴル フ は いた し ませ ん 。 ゴル フ は し ませ ん 。 ゴル フ は し な い 。 

どちら に いら っ し ゃ る ん で すか が 。 どこ に 行く ん で すか 。 どこ 行く の ? 

図書 館 に まい り ま す 。 図書 館 に 行く ん で す / 行 きま す 。 | 図書 館 に 行く (の )。 

今 、 何 を な さっ て いま すか 。 、 何 を し て いま すか 。 今 、 何 、 し て る ? 

今 、 弁 護 士 を し て お り ま す 。 、 弁 護 士 を し て いま す 。 、 弁 護 士 、 し て る 。 
晩 ご 飯 を 食べ に まい り ま せん か 。 晩 ご 飯 を 食べ に 行き ませ ん か が 。 ご 飯 、 食 べ に 行か な い ? 
晩 ご 飯 を 食べ に まい り ま し ょ う 。 晩 ご 飯 を 食べ に 行き まし ょ う 。 晩 ご 飯 、 食 べ に 行こ う 。 
メー ル を 書い て くだ さい ませ ん か 。 メー ル を 書い て くれ ませ ん か が 。 メー ル 、 書 いて くれ な い ? 
こち ら を ご らん 下さ い 。 これ を 見 て 下さ い 。 


3. 文末 の 省略 と 言葉 の 短縮 形 


ぶん まつ くけ い 


日 本 語 の スピ ー チ ス ケイ ル を きえ る 時 、 文 玉生 まで を わかい ス クオ ルミ 2) 
いで し ょ う 。 日 本 人 の 会 話 に は 下 の 例 の よう に 、「 一 けど ]」 や 「~ か ら 」 や 「~ し 」 な ど て 文 を 
終わ ら せ る 言い 方 が 多く 見 られ ます 。 


「 読 み 方 が 分 か ら な いん で すけ ど ・ |] (教え て くれ ませ ん か ) 
「 何 回 も 電話 を し た ん で すけ ど 、 連絡 が な い の で …」 (困っ て いま す ) 
「 私 も 忙し いし …」 (出来 ませ ん ) 


これ は 言い に くい こと を は っ きり 言わ な い 言 い 方 で す 。 例 えば 、 パー ティ ー に 謗 われ て 断り 
た い 時 、 「 今 週 の 土曜 日 は 都合 が 悪 悪く て 、 行 け ま せん 」 と 言う より [今週 の 土曜 日 は 、 ちょ っ 
と …( の は 9 に あま り は っ き り 言 わな い 方 が 相手 の 気分 を 悪く し ませ ん 。[「…| の 部 分 で 、 お 
願い や 断り の 意味 を 相手 に 分 か っ て も ら う の で す 。 こ れ は 、 相 手 の 気持 ち を 大 切 に する 日 本 
人 の 考え 方 が 日 本 語 に 表れ て いる 表現 の 一 っ つ です から 、 「…」 が 使え る よう に な る と 、 会 話 が 
上 に 聞こ えま す 。 ま た 、 話 し 言葉 で は 、 言 葉 を 簡単 に 短く し て 言う 言い 方 も よく 使わ れ ま す 
例え ば 、 次 の よう な 例 で す 。 


© 


「 ユ ネス コ と いう の は 、 何 で すか ] 一 「 ユ ネス コ っ て 、 何 で すか 」 
「 忘 れ て し まっ た | ご 「 忘 れ ち ゃ っ た | 「 飲 ん で し まう | 一 「 飲 ん じゃ う 」 
「 買 っ て お いた | 一 「 買 っ と いた | 「 見 せ て あげ る | 一 「 見 せ た げ る 」 


英語 で も Twant to go” が “1 wanna go” と な っ た り 、 “Askhim” が “Askim” と な っ た り し ま 
すね 。 こ うい う 言 い 方 は 英語 が 出来 な い 外国 人 に は 慣れ る まで 大 変 で す 。 同 じ よ うに 、 日 本 語 の 
短縮 形 も 使え を る よう に な る た め に は 時 間 が か か る の で す 。 


た ん し ゅ くけ い 


4. 文 の 倒置 
日 本 語 の 会 話 で は 、 文 の 倒置 も よく 見 られ ます 。 


ご めん 、 連 絡 し な く て 」 
今晩 の パー ティ ー に は 行け な いん で す 。 宿題 が ある の で | 
「 か さ 持 っ て な いん だ 。 雨 、 降っ て きた けど ] 


上 の 文 で は 一 番 言 いた いこ と を 初め に 言っ て 、 その 後 で 理由 や 状況 を 説明 し て いま す 。 この 


よ け 安 話 も 訪 も 日 本 語 の 特徴 の 一 つ で す 。 この 形 は 2. 男性 と 女性 の 話し 方 の 違い に も 例 が 見 られ 
ます 。2. の 会 話 文 に 戻っ て 、 ど ん な 例 が ある か 見 て み ま し ょ う 。 


MMMMUAUHUMHIM 上 UMJUUUUUMIUUMUUUIUUUUUMIuMiUUiitUUUUUUMMNUUHHUMMUU 
0) 人 を A Sa 


5. 書き 言葉 スタ イル 

話し 言葉 に 色々 な スタ イル が ある よう に 、 書 き 言 葉 に も 色々 な スタ イル が あり ます 。 日 本 千 
が 上 手 に な る た め に は 、 書 く 時 に どん な スタ イル を 使っ た らい いか も 勉強 する 必要 が あり ます 。 
例え ば 、 携帯 電話 を 使っ て 友達 に 短い メッ セー ジ を 送る 時 に は 、 その 友達 と 話す 時 の よう な く 
だ けた 表現 を 使う か も し れ ま せん 。 手紙 を 書く 時 は 普通 「 で す ・ ます 体 ]、 作 文 を 書く 時 は 「 で 
す ・ ます 体 」 を 使う こと も 「 だ 体 ] を 使う こ こと も ある で し ょ う 。 ま た 、 論文 を 書く 場合 に は 「 だ 
体 / で ある 体 ] を 使う こと が 多い で す 。 書 く ス タイ ル は 、 何 を 書く か 、 誰 が 読む か に よっ て 使い 
分 け な く て は いけ な いた め 、 どの スタ イル を 選ぶ か だ け で な く 、 言 葉 の 選び 方 も 大 切 で す 。 例 
えば 、「 だ 体 / で ある 体 ] の 論文 で は 「 す ご く 面 自 い 」 と か 「 と て も 面 自 い ] で は な く て 「 大 
異 味 深い ] と 書い た 方 むい い の で す 。 そ れ は 「 す ご い 」 や 「 と て も 」 より 「 大 変 」 の 方 が 、 そ 
し て 「 画 自 い ] より 興味 深い ] の 方 が 書き 計 業 的 だ か ら で す 。 書 く 時 に は 書く スタ イル に 
合っ た 者 き 言葉 的 表現 、 そし て 、 話す 時 に は 話す スタ イル に 合っ た 話し 言葉 的 表現 が ある こと 
を 党 え て お いて 下さ い 。 


IUIIUUUHUUUUUUUUUUUUUU HUUIIUHTUUIIUIUUUUUUUHUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIUI MMUUAUUUUU UMANNMMUAUUMUUMMANUUUMMUMAMMNUMUMUMMMUNMOOMMUMU UUUUUUUUMUUIUU 


na-Adjective 


学生 で は あり ませ ん 
学生 で し た 
学生 で は あり ませ ん で し た 


学生 だ 
学生 で は な い 
学生 だ っ た 
学生 で は な か っ た 


で ある 集 meim 
学生 で ある 
学生 で は な い 
学生 で あっ た 
学生 で は な か っ た 


きれ いで す 

きれ いで は あり ませ ん 

きれ いで し た 

きれ いで は あり ませ ん で し た 


きれ い だ 

きれ いで は な い 
きれ い だ っ た 

きれ いで は な か っ た 


きれ いで ある 

きれ いで は な い 
きれ いで あっ た 
きれ いで は な か っ た 


/-Adjective 


美しい で す 
美しく あり ませ ん 
美しかっ た で す 
美しく あり ませ ん で し た 


美しい 
美しく な い 
美しかっ た 
美しく な か っ た 


行き ます 

行き ませ ん 
行き まし た 
行き ませ ん で し た 


行く 

行か な い 
行っ た 
行か な か っ た 


ーー ん / の で す 


て の だ 


単語 


し 太字 覚え る 単語 
1 : 共 語 i けい ご N ionorific ]anguage : 
2 277 こ ir-A b plain; relaxed; informal 1 
3 実は : じつは : Adv 5 tell the truth: as a matter of fact | 
4 複雑 (な ) | ふく ざ つ (な ) ANa complicated 
5 : 決ま り : きま り RM Me customs 3 
6 課 | か N We ; 4 
7 1 丁寧 (な ) : て いね い (な) 1 AN ; polite; respectful : 
8 i (一 を ) 使 い 分 ける つか いわ ける | mr-Vt i to use different things properly according to the situation | 
1 | 使い 分 け (N) | 5 
9 言語 : げ ん ご N language に 
10 : 相手 : あい て N : the person one is speaking to; partner; opponent 
1 (~ を ) 変 える | か える : RS changet Aller 6 
12 : 部 分 ! ぶ ぶん 3 section 10 
13 : 男性 : だ ん せい N imale 12 
14 | 女性 | じ ょ せ い N : female 13 
15! (ご を) 比べ る くらべる 1 008g 
16 文末 . ぶん まつ PR the cnd of a sentence 16 
i (一 に ) 表 れる 1 あ ら わ れる ru-Vi appear 18 
18 : あの 方 : あの か た : Phr ad person [polite] 
19 あい つ | N that guy [vulgar] 19 
20 | 感 じ : か ん じ N feeling; impression | 
: (一 を / と ) 感 じ る (ru-Vt) to feel: sense: realize 
21 多く (の ) | お お く ( の ) ANo tt of | 21 
22 | 場面 : ば めん Oe situation : 22 
2 | 観察 | か ん さ つ : VN iobservation | (を ) 観察 する | 23 
24 : 表 ひょう | N ; table; chart 1 24 
25 男女 | だ ん じ ょ 5 1 man and woman 27 
26 俺 : お れ N [me] 
27 この 辺 に : この へ ん に Phr atedi here ! 
28 (に 一 を) お ご る ] u-Vt to treat (a person to a meal, tea, etc.) : 30 
29 随分 : ずい ぶん | Adv og very much : 
30 文字 ] も じ : N ツ letter; character . 35 
31 恋人 : こい びと SN | boyfriend/girlfriend | 36 
32 「 例 | れい AN eee : 37 
33 表現 | ひよ う げ ん | VN 5h | (を) 表現 する ] 40 
34 1 省略 し ょ うり ゃ く VN iomission: abbreviation | (一 を ) 省 略す る : 
35 : 短縮 形 | た ん し ゅ くけ い 2 cho form 41 
36 最後 | さい ご a 1 42 
37 | 連絡 : れん らく 1 WN i contact; communication | まま 
5 ; : (一 に ) 連 絡 する to contact; get in touch; notify : 46 
38! は っ きり | i Adv : clearly A 
39 : (~ を ~ に ) 誘 う ; さそ ウ : wV : to invite; ask (a person to something) 
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OE 


62 : (一 に) 合う 


| あう 


! u-Vi i to suit match 


40! (を ) 断 る | こと わる | rV ito refuse; decline | 断り (N) refusal 148 
4 才 全 が 悪い 5 つら う が わ る い : Phr inconvenients to have a schedule conflict ; 49 

42 ! 気分 : き ぶん N i feeling; mood : 

お 願い | お ね が い 1 VN | request; favor | (~ に ~ を ) お 願い する to request; ask 2 favor of 
剛 | ( を ) 大切 に する : た いせ つ に する Phr i to value treasure think a great dealof 51 
P 提 1 し 言葉 は な し こと ば i N : spoken language 

46 | 簡単 (を) ! か ん た ん (な ) | ANe | simple; easy 1 53 

7: こう いう : DemA f of this kind; bike this 

4 (一 に ) 慣れ る | な れる 1 mV i to get/become used to : 59 
ET と うち i N iinversion ] 61 

50 : 理由 : り ゆう N ireason ! 

中 | 状況 | じょう きょう : N ; situation ] 

| 中 の よう な iDemAithis sort of such レ 
| 特徴 : と くち ょ う | N ; special feature; characteristic | 67 

9 書き 言葉 1 か きこ と ば i N writen ]anguage | 69 
お | ウ 要 ひっ つよ の 1 N ; necessity; need | 必要 (な ) (ANa) necessary ] 71 

2 携帯 (電話 ) : けい た い ( で ん わ ) | N _ cellular phone | 72 
普通 1 ふつう Adv ; usually; commonly | 普通 (の ) (ANo) normal, common : 
961 - 体 - た い 1 Suf ; style (of language use) 6 
59 論文 : ろ ん ぶ ん 衣 N isay: thesis; dissertation | 74 
50 興味 深い 3 ょ うみ ぶ か い A ivery interesting | 78 

攻 了 i 条 き 言葉 / i か きこ と ば / : ANa : like written language/spoken language ] 

| 語 し 言葉 的 (な ) [は な し こと ば て き ( か ): 


は い 、 も も も し 。 

あの 、 小林 さん の お 宅 で し ょ の 058 

は い 、 小林 で ご ざい ます が 。 

あの 、 森村 大 介 と 申し ます が 、 久美 さん は いら っ し ゃ いま すか 。 

ああ 、 大 介さ ん で すね 。 い つも 久美 が お 世話 に な っ て お り ま す 。 

1 : いえ 、 こ ちら こそ 。 あ の 、 実 は 久美 さん の 携帯 電話 に 何 回 か メッ セー ジ を 残し て いる 

ん で す が 、 連 絡 が な く て …。 

GC AS oY bi 久美 は 、 昨日 携帯 を どこ か で 落と し て し まっ た そう な 

ん で す よ 。 

木村 : そう で すか 。 今 、 久美 さん は いら っ し ゃ いま すか 。 

小林 : あの う 、 今 、 ち ょ っ と 外 に 出 て いる ん で すけ れ ど …。 

本 村 : あ 、 そ う で すか 。 そ れ で は 、 後 で また 、 電 話 を し て み ま す 。 ど う も あり が と う ご ざ い 
は だ 

小村: そう で すか 、 す み ま せ ん 。 よろし く お 願 いし ます 。 

木村 : で は 、 和 失礼 し ます 。 

小林 : ご めん くだ さい 。 


P 電話 の 会 話 で 使う 丁寧 な 表現 
電話 の 時 に 使う 初め の 言葉 

誰か の 家 に 電話 を か ける 
自分 の 名 前 を 言う 


て さん の お 宅 { で すか / で じょう が }。5 
へ と 庫 し ます (が )、~ 
話し た い 相手 が いる か どう か 聞く …………… て さん (は )、 い らっし ゃ いま すか 。 


話し た い 相 手 が い な いこ と を 言う 今 、 出 か け て (いま す が / お り ま す } が …/ 
今 、 お り ま せん けれ ど … 

詰 し た い 相 手 を 呼ぶ の で 待っ て も ら う ラ 、 呼 び ま す の で 、 少 々 お 待ち くだ さい 。 
し ょ うし ょ う 

お 願い の あい さ つ よろ し く お 願 いし ます 。 


電話 を 終わ る あい さ つ 


失礼 し ます 。/ ご めん くだ さい 。( 女 性 が 使う こと が 多い ) 


U 
OT TT TT TTI TTT TT TTT 


お話 


2 | 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル ーー 
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も も te 

久 美 : あ 、 大 介 。 ご めん ね れ 。 今日 は 連絡 で き な く て 。 

内 介 : 2 うん 、 こ っ ちこ そ 、 会 えな く な っ ちゃ っ て こめ ん 。 

咲美 : うう ん 。 仕事 、 和 忙し い の Y 

時 1 2 つん 課長 が 切 に 、 会 議 で 使う デー タ 、 明日 まで に 準備 し て くれ っ て 言う か ら 。 
久 美 : そう 。 大変 だ ね 。 

大 介 : うん 。 ま が だ 会 社 に いる ん だ よ 。 も う 、11 時 過ぎ だ ろう 。 

久 美 : うん 、 帰 っ た ほう が いい よ 。 

大 介 : うん 、 で も 、 ま だ ちょ っ と し な きゃ な ん な いこ と が ある ん だ 。 

久 美 : そう 。 あ ん まり 無理 し な いで れ ね 。 

た 要 ー こく 疲れ て る け と 、 が ん ば る 。 

久 美 : 明日 の 夜 、 会 える? どっ か に お いし いも の 食べ に 行こ うか 。 

大 介 : う 一 ん 、 ま だ わか ん な いな 。 で も 、 早 く 会 社 を 出 ら れ そ うだ っ た ら 、 電 話す る よ 。 
夫 義 で "で も 、 念 名 "ケール 補い だ だ 。 

大 . 介 :.。 あ 、 そ っ か 。 じゃ お あ 、 5 時 頃 そっ ちか ら 電 話し て よ 。 

久美 : うん 、 わ か っ た 。 じ ゃ 、 そ の 頃 電 詰 する ね 。 

OT ホ ッ ケ デ テ 。 か まな 、。 朋 昌 。 

久 美 : うん 。 仕事 、 が ん ば っ て ! 

72 サンキ 補 り 


@ 上 の 会 話 が 上 手 に 出来 る よう に な っ た ら 、 会 話 を 「 で す ・ ま す 体 ] に し て み ま し ょ う 。 


WTOUUUUUUUUUDUDUUUIIIIHIIIUIIUIHUUHHIHIUUUUUIIUUUUHUUIHUUMIUUUUUHHUUUIUUUIUHUIUUMUUUMUUIHUIUHUUIUUUUHUUUUUUUUUUUUUUUUAUUUUUUUUUUUUU 


課長 会 議 


か ちょ う 


35 


会 話 文 1、2 を 読ん で 下 の 表 を 完成 し ま し よう (to complete) 。 


生計 全 お 、 | 丁寧 を 語 放 | くだ けた 話し 方 
は い | は い / え え 


いい え i いえ 
あり が と う ご ざ いま す 
申し 訳 あり ませ ん 


| あり が と ( う ) / サンキュー 
| ご めん / 悪 い 
よろ し く お 願 いい た し ます | よろしく お 願い し ます | よろ じ く 
| いる ん だ 
| そっ か 
| 会 えな く な っ ちゃ っ て 
| し な きゃ な ん な い 


| あり が と う ご ざ いま す 


| 落と し て し まい まし た 


「 分 か ん な い 
: て と [quotation marker] 


| ご けれど 


て で す が / け れ ど も 


た い へ ん (忙し いで す ) [ | と っ て も / す ご く / す っ ご く 
あま り | あま り | 
仏 々 | 少し 


し ょ うし ょ う 


[| カジ ュ ア ルス ピー チ の 練習 


(1) が から (⑤) の 会 話 を くだ けた 話し 方 に 変え て 、 練 習 し まし ょ う 。 の 部 分 を 変え て 下さ い 。 
し 」 に は 、 適 当 な (appropriate) 名 前 や 言葉 を 入れ まし ょ う 。 


) aA: ] さ ん は ケー タイ 電話 を 持っ て いま すみ か 、 
B : は い 、 持 っ て いま す よ 。 
A :|  ] さ きん の ケー タイ て で 何 が で きま すか 。 
リレー の ケー タイ で は 、 電 問 を か ける だ け で は な く て 、 [エー] と か に 一員 ます 
| _ |] さん の は ? 


レー の は し] こと は 出来 ます が 、 ト ーー こと は 由来 ませ ん 。 ち ょ っ と 、 さ いて す 


か ら 。 


(QA: 


i 


(5) A 
B 


A 
B 
A 


B 


A 


B 


今度 の 金曜 日 、 私 の アパ ー ト で パー ティ を し ませ ん か 。 
パー ティ で すか 。 い いで すね 。 で も 、 金 曜日 は アル バイ ト を し な く て は いけ な いか ら 、 
ちょ っ と …:。 土曜 日 は 、 だ めで すか 。 


: いい で す よ 。 じゃ あお あお 、 土 曜日 に し まし ょ う 。10 時 に は 終わ ら な く て は な ら な いか ら 、 


6 時 か ら に し まし ょ う 。 


: いい で す よ 。 じ ゃ お あ 、 土 曜日 の 6 時 か ら で す ね 。 
: 持っ て き て も ら う も の は 、 ま た 後 で 連絡 し ます 。 
・ は い 、 分 か り ま し た 。 あ り が と う ご ざ いま す 。 


:」 。 さん 、。 す み ま せ ん 。. 時 月 」 さ ん の 牛乳 を 飲ん で し まっ て 。 
: あ 、| _ _ さん が 飲ん だ ん で すか 。 今 日 シリ アル を 食べ る 時 、 牛乳 が な く て 困り まし た よ 。 


ほん 


: ゆう べ は 早く 寝 ら れ ま し た か 。 
“いいえ は フ ポー か な く て は いけ な か っ た か ら 。 
いい え 、1 時 頃 寝 ま し が 歴史 の クラ ス の レボ ト を 書か な く な か っ 


: あ 、 そ う で すか 。 [| _ | も 経済 の クラ ス の た め に 、 読 まな く て は な ら な い 本 が あっ た か 


ら 、 と 4 時 頃 寝 ま 7 少 上 ね む \ i 


: と ころ で 、 金 曜日 に スキ ッ ト プ ロジ ェクト の アウ トラ イン を 出さ な けれ ば な ら な いけ れ 


ど 、A さ ん の グル ー プ は 、 も う ア ウト ライ ン が で きま し た か 。 


・ は い 、 週 末 に 書い て し まい まし た 。 
: え 、 も う 書 いて し まっ た ん で すか 。 早い で すね 。 私 た ちの グル ー プ は 、 ま だ 全部 で き て 


いな いか ら 、 今 晩 も う 一 度 集 ま ら な けれ ば いけ な いん で す 。 
"そう で すか が 。 が ん ば ラ て くだ さい れ ね 。 


7 もじ お 所 

0 

・ 昨 日 は 会 えな く て 、 す み ま せ ん で し た 。 仕事 の 面接 を 受け な く て は いけ な か っ た ん で す 。 

か 4。 

: あの 、 昨 日 会 えな か っ た 代わ り に 、 今 日 、 家 に 来 ま せん か 。 

: あ 、 今 日 は ちょ っ と …。 ク ラス メ ー ト と プロ ジェ クト に つい て 相談 し な けれ ば な ら な い 
か ら 。 

9 の で SC の っ 

: で も 、 何 時 に 会 うか まだ 分 か ら な いか ら 、 ま た 後 で 連絡 し ます 。 


し 暫 2 崩 | 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル 一 一 ll 
1 I 
え M 内 容 質 問 中 
太字 三 覚 える 単語 | | | | 
[会 話 文 1 | } | 
本 い EE 読み 物 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 | 
(て に : あや まる : eVi itoapologi | 
2 ve ーー ーー iT スピ ー チ レベ ル の 違い は 、 ど ん な と ころ に 表れ ます か 。 例 を 挙げ て (toprovide) 説明 し て 下さ い 。 | 
: : お た く Ni one’s home [polite] i | | | 
3 (~ に ) お 世話 に な る : お せわ に な る : Phr i to be under the care of: be indebted to Ye 6 2. 男性 と 女性 の 話し 方 で は 、 何 が 違い ます か 。 男 女 の 話 し 方 の 達 ` を 三 つ 探 し し ん | 
4! ご めん な さい 0 も り E 
Rg a : Phr iTmsory 3. 日 本 人 は 、 ど ん な 時 に 文 を 最後 まで 言わ な い ス タイ ル を 使い ます か 。 ど うし て そう する の で すか 。 
Pi * Py je if so; if that’'s the case jj その 時 、 ど ん な 言葉 で 文 が 終わ る こと が 多い で すか 。 | 
: 夕 # し レ ょ うし ょ う Ad - | 
0 ; Adv ia little [formal] | 24 4 52 行 目 の 「 表 現 の 一 つ ] を 修飾 する (omodiy) の は 、 ど こ か ら ど こま で で すか 。 || 
| 会話 文 2 | 5 言葉 を 簡単 に 短く し て 言う 言い 方 は 、 あ な た の 国 の 言葉 に も あり ます か 。 ど ん な 例 が あり ます か 。 | 
7: 課長 | 
ーー | Nsection chief 6 文 の 例 午 と いう の は 、 ど ん な 話し 方 の こと で すか 。 あ な た の 国 の 言葉 で も 、 よ く 使 われ ます か 。 | 
i : き ゅ う ( な ) | ANa : | 
gg ; - EN + eodden; site : 32 7. 日 本 語 の 書き 言葉 に は 、 ど ん な スタ イル が あり ます か 。 ど ん な 時 使い ます か 。 | 
= LV afteri past a || 
10 : 無 理 (を ) す る i むり (を ) す る 1 Phr :totake すみ go too far | : 栓 次 で は 、, な お [と て も 面 自 い 」 で は な く て 、 「 大 変 尋 味 深 \ を 合い た る が いい の て す が 。 | | 
: 「 無 理 (な (ANa) unreasonable; impossible i 37 | | | 
| 
( 半 証 癌 会話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 


@ 会 話 文 1 | 
1 大 介さ ん と 久美 さん の お 生 さ ん は 、 ど ん な スピ ー チ スタ イル で 話し て いま すか 。 そ れ は な ぜ で すか 。 | 
2 久美 さん は 、 な ぜ 大 介さ ん の 電話 の メッ セー ジ を 聞く こと が 出来 な か っ た の で すか 。 
3 久美 きん は 、 な せ 今 、 大 介さ ん と 話す こと が 出来 な い の で すか 。 
4 あな た の 国 の 言葉 で 「 も し も し 」 は 何と 言い ます か 。 

@ 会 話 文 
1 大 介さ ん と 久美 きん は 、 ど ん な スピ ー チ スタ イル で 話し て いま すか 。 そ れ は な ぜ で すか 。 


2. 大 介さ ん が 久美 さん と 会 えな く な っ た 理由 は 何で すか 。 上 


いす け 


3 37 上 の 久美 きん の すっ た 「 あ ん まり 無理 し な いで ね 」 は 、 ど うい う 意味 で すか 。 上 
4 明日 は 誰が 誰 に 何時 頃 電話 を し ます か 。 何 の た め に 電話 を し ます か 。 


や > みん な で 話し て みよ う 


あな た の 国 の 言葉 を 勉強 し て いる 人 に と っ て 、 ど ん な こと が 難し いと 思い ます か 。 
それ は どう し て で すか 。 
あな た の 国 の 言葉 は 、 日 本 語 の よう に 男女 の 話し 方 に 違い が あり ます か 。 
日 本 語 に 男女 の 話し 方 の 違い が ある こと に つい て 、 ど う 思 いま すか 。 
あな た の 国 の 言葉 に も 、 書 き 言 葉 と 話し 言葉 の 違い が あり ます か 。 


(きめ ク ラス な 休ん だ 学生 (モニ カ ) が 、 森田 先 生 の 研究 に 休ん だ 理由 を 言い に ね く 。 


モニ カ : 先生 、 失礼 し ます 。 モ ニカ ・ ウ エス ト で す 。 

森 田 : ああ 、 モ ニカ さん 。 今日 、 クラ ス に 来 ま せん で し た ね 。 

モー ニカ : は い 、 す み ま せ ん で し た 。 

森田: どう し た ん で すか 。 

モニ カ : 今日 、 経済 の クラ ス の レポ ー ト を 出さ な く て は いけ な か っ た の て で 、 昨日 の 暁 、 寝 な いで 
書い て いた ん で す 。 

森 田 : それ は 、 大 変 で し た ね 。 

モー ニカ: ええ 、 ち ょ っ と …。 終 わっ た 後 で 、 日 本 語 の クラ ス の 前 に 1 時 間 だ け 補 よ うと 思っ て 寝 た ら 、 
寝 す ぎ て し まっ て …。 

森 田 : そう で すか 、 の が し だ 4 が ん ば っ て クラ ス に は 艇 日 来 て 下さ いね 。 

モニ カ : は い 、 分 か り ま し た 。 今日 は 本 当 に すみ ませ ん で し た 。 失礼 し ます 。 


> み バート ナー と 練習 し て み ま し ょ が 
学生 A は クラ ス を 休ん だ 理由 を 先生 の 研究 室 に 言い に 行き ます 。 


学生 A : 先生 、 和 失礼 し ます 。A で す 。 
先生: ああ 、A さ ん 。 今 日 、 ク ラス に 来 ま せん で し た ね 。 


学生 A : は い 、 す み ま せ ん で し た 。 
先 生 : どう し た ん で すか 。 
7 で す ぁ | 
生 : END 
学生 A ; 
| 先生 : そう で すか 、 分 か り ま し た 。 N 
| A 
\ 


(ET を ) 49 末 の 時 間 に 遅 れ た は る か が 、 モニ カ に 電話 を する 。 
は る か : も し も し 、 モ ニカ ? 
モニ カ : あ 、 は る か 。 
は る か : ご め 一 ん 、 実 は 、 まだ 家 に いる ん だ 。 
モニ カ : えー、 ど うし た の ? 
は る か : 家 を 出 よ うと 思っ た ら 、 車 の か ぎ が な く て 。 
モモ 三 カ 3 っ 
は る か : 今見 つけ た か ら 、 これ か ら す ぐ 家 出る ね 。 ご めん 。 
モニ カ : うん 、 早 く 、 来 て よ 。 
は る か : うん 、 ご めん 。 


軸 2 有朋 | 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル ー 一 | | | 


や > バー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。 6 
約束 の 時 間 に 遅れ た A が 、A を 待っ て いる B に 電話 を する 


。 A は 遅れ た 理由 を 言い な さい 。 


A : も し も し 、B ? 
> お ああ A5 
A : ご め 一 ん 、 実 は 、 


日 2 一 5 ど うい 上 た の 。? 


A : o 
日 : e 
A : o 


B : {早く 、 来 て よ / 早 く 、 来 いよ す }。 


人 RED Mur ed oF PP fT 


人 G * は 男性 的 な (masculine) 表現 J 


書く 練習 / ル を 中 し て みょう 丁寧 度 まる 


授業 の 時 に 宿題 を 出せ な か っ た の で 、 先 生 に E メ ー ル を 出し ます 。 次 の こと を 書き な さい 。 
(a) 先生 の 名 前 
(b) 自分 の クラ ス の 番号 / クラ ス の 名 前 
(c) 自分 の 名 前 
(d) 授業 で 宿題 を 出せ な か っ た 理由 
(e) 宿題 を 置い た 場所 
(f) 自分 の 名 前 


EX 


た め 、 


今日 、 投 業 で 宿題 を 出さ な く て 、 す み ま せ ん で し た 。 (0) 


後 で 、 先 生 の 研究 室 に 宿題 を 持っ て 行き まし た が 、 先 生 が いら っ し ゃ ら な か っ た の で 、(6@) 


どう ぞ 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


これ か ら 気 を つけ ます 。 す み ま せ ん で し た 。 


(1⑪) 


ベア ワー クノ 壮 較 本 5 て 


p ヵ ヶ バ ー ト ナー と 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル に つい て 話し な さい 。 
1. 話し 方 に は どん な スタ イル が ある か 。 
2. どん な 点 (pomt) が 違う か 。 
3. な ぜ 日 本 語 に は 色々 な スタ イル が ある と 思う か 。 
4. 色々 な スピ ー チ スタ イル が ある と 便利 だ と 思う か 。 
5. 将来 今 の スピ ー チ スタ イル が 変わ っ て いく と 思う か 。 


ロー ルプ レイ 較 較 た 参 先生 大 大 学生 太 太 


て いね い 


ゅ ぁ 学生 が 、 日 本 語 の 先生 と の 約束 の 時 間 に 遅 れ て し まっ た の で 、 急い で 先生 の 研究 室 に 行き 、 


Mu や くそ く 

謝 る 。 

あや ま 

学生! 結 先 生 目 

あな た は 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 で す 。 あな た は 大 学 で 日 本 語 を 教え て いる 先生 で 、 今 
日 本 語 の 先生 と の 約束 の 時 間 に 遅 れ て し まい ま 大 学 の 研究 室 に いま す 。 日 本 語 を 勉強 し て いる 
し た か ら 、 急い で 先生 の 研究 室 に 行っ て 下さ い 。 学生 が 、 約束 し た 時 間 に 遅れ て 研究 室 に 会 い に 
そし て 、 遅 れ て し まっ た 理由 を 言っ て 謝っ て 下 来 ます 。 
さい 。 


yy 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる A と B が 喫茶 店 で 会 う 。 A は B に 貸し て いた 映画 の DVD を 持っ て 来 
て ほし いと B に 頼ん で お いた が 、 B は 持っ て 来る の を 忘れ て し まっ た 。 


デキ 
あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 
約束 の 場所 で B に 会 いま す 。 B に 貸し て いた DVD 
を 持っ て 来 て くれ た か どう か 聞い て 下さ い 。 


留学 生 B 


あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 
約束 の 場所 で A に 会 いま す 。 あ な た は A に 返す 
と 言っ て いた DVD を 持っ て 来る の を 忘れ まし た 。 
忘れ た 状況 (Grcumstance) を 説明 し て 謝っ て 下さ 


い 。 そし て 、 返 す 日 を 約束 し て 下さ い 。 


so: | 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル ーー 一 


文法 メー ド 


WM 一 な けれ ば {いけ な い / な ら な い }: 一 な く て は {いけ な い / な ら な い } 

日 本 語 は 一 話す 相手 に よっ て 話し 方 を 変え な けれ ば いけ な いこ と が あり ます 。 ( 読 :/.6-7 
・ まだ ちょ っ と し な きゃ な ん な いこ と が ある ん だ 。 [会 2:736】 
These patterns express the idea of obligation. Although the two patterns are interchangeable, there is a 
subtle difference between な ら な い and いけない.That is, な ら な い is commonly used when the speaker 
states his/her sense of obligation while いけ な い is commonly used when the sense of obligation is 
directed toward the hearer (i.e., when the speaker wants to impose a certain obligation on the hearer) . 
説明 The following contracted forms are used in casual conversation: 
な けれ ば な ら な いつ な きゃ な ら な いつ な きゃ な ん な い 
な く て は な ら な いつ うな くち ゃ な ら な いつ うな くち ゃ な ん な い 
) な ら な い / な ん な い in sentence-final position may be omitted, as seen in Ex. 5. | 


本 文 


have to; must; should 


. V-aff( な けれ ば / な く て は } {いけ な い / な ら な い }: 行か (な けれ ば / な く て は } (いけ な い / な ら な い )} 
b. A-naff な けれ ば / な く て は } {いけ な い / な ら な い }: 安 く { な けれ ば / な く て は } (いけない / な ら な い } 
. ANa/ANo/N で {な けれ ば / な く て は } {いけ な い / な ら な い }: 

簡単 で {な けれ ば / な く て は } {いけ な い / な ら な い )} 
.N で {な けれ ば / な く て は } {いけ な い / な ら な い }: 本 で {な けれ ば / な く て は } (いけ な い / な ら な い )} 
6 国民 (citizen) は みん な 税金 (tax) を 払わ な けれ は ば なり ませ ん 。 
の (に 人 れる の は 4 助詞 (particle) で な く て は いけ ませ ん 。 
調べ な きゃ な ら な いこ と が ある か ら 、 図 書館 に 行っ て 来る よ 。 
・ 郵便 局 に 行っ て 来 な くち ゃ な ん な いか ら 、 ちょ っ と ここ で 待っ て て 。 
・ 今朝 、 朝寝坊 し て クラ ス に 遅れ ちゃ っ た か ら 、 明日 は も っ と 早く 起き な く ちゃ 。 


文型 


の 


So 


nn wm 一 


@-~-zt と & 
・ 「 失 礼 し ます ] や 、「 見 せ て ね | と 「 見 せ て いた だ け ま せん か | な ど 、 一 ( 読 :/.7-8】 
・「~ か ら 」 や 「 一 し | な ど で 文 を 終わ ら せ る 言い 方 が 多く 見 られ ます 。 【 読 :.43-44】 yl 


な ど indicates that the given list is not exhaustive. When more than one item is listed, や js commonly 
used to connect them. 


本 文 


N」 や N, な ど =Ni, N。 and others; N;, N。, etc.; N」 and N。 among others 
英訳 N、 や N。 な どの N。=N。 such as Ni and N: N。 like N; and N。 
N」 や N。 な ど 、N。=N, such as N」 and N。: Ni like N」 and Nz 


文型 N、 や N。 な ど ({ は / も / が / を / に / の /etc」 ) (N。 and N。 can be words or phrases. (See the sentences above.) ) 
1. 日 本 の 食べ 物 の 中 で は 、 寿司 や て ん ぷら な ど が 好き で す 。 
ピタ 今 学期 は 日 本 語 や アジ ア の 歴史 な どの クラ ス を 取っ て いま す 。 
例文 3. 夏休み は イタ リア や ギリ シャ な ど に 行こ うと 思っ て いま す 。 
4. 
の 


「 生 」 や 「 日 ] な どの 漢字 は 、 読 み 方 が た くさ ん あっ て 、 覚 える の が 大 変 だ 。 
日 本 語 に は 「 い らっし ゃ いま す ] や 「 召 し 上 が り ま す 」 な と 色々 な 敬語 が ある 。 


⑬~- は ~ の 一 つ だ 

・ スピ ー チ レベ ル の 使い 分 け は 一 最も 難し いこ と の 一 つ だ と 言わ れ て いま す 。 【 読 : /.8-9 
cy LR ー 日 本 人 の 考え 方 が 日 本 語 に 表れ て いる 表現 の 一 つ で すか ら 、 ーー 【 読 : 751-52】 
・ この よう な 話し 方 も 日 本 語 の 特徴 の 0ー つ で す 。 【 読 : /.66-67】 


説明 This structure is used to describe X while indicating that X is not the only example, object, Derson, etc. 


43 


so: | 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル 一 


| 文法 ノー ト 


英訳 FX js one of the ~ 
文型 :N は NP の {一 つ / 一 人 } だ 。 


: 1. 漢字 は 日 本 語 の 勉強 で 最も 大 切な も の の 一 つ で す 。 
2. アラ ビア 語 計 は 最も 難し い 言 葉 の 一 つ だ と 言わ れ て いま す 。 


a.N の た め ( に ) b. V-plain.non-past た め ( に ) c. {その / こ の } た め ( に ) 

id. N, の た め の N。 e. V-plain.non-past た め の N { {その / こ の } た め の N 

1. 私 は 健康 (heal) の た め 、 エ レベ ー タ ー に 乗ら な いで 階段 (sair) を 使う こと に し て いま す 。 
2. 日 本 中 を 安く 旅行 する た め に 、JR パス を 買お うと 思っ て いる 。 

3. これ は 敬語 の 使い 方 を 練習 する た め の サ イト だ 。 


例文 の 

9 読書 (reading) ) は 私 が 一 番 好き な こ と の 一 つ だ 。 | 将来 、 日 本 の 会 社 で 働き た いと 思 思っ て いる 。 そのため に は も っ と 日 本 語 が 上 手 に な ら な く て | 

4. モー ツア ルト は 、 最 も 人 気 が あ る 作曲 家 (composer) の 一 人 だ 。 . 

i きっ きょく か は いけ な い 。 | 
| Noun に | 
Noun に と っ て @- た eo 【reason: cause】 

本 文 ご スピ ー チ レベ ル の 使い 分 け は 日 本 語 を 勉強 し て いる 人 に と っ て 最も 難し いこ と の 一 つ だ と 言わ れ - 書く スタ イル は 、 何 を 書く か 、 誰 が 読 5 むか に よっ て 使い 分 け な く て は いけ な いた め 、 ど の スタ 


て いま す 。 [【 読 :8-9】 


説明 X に と っ て means “to X; for X” in a context where something (or someone) is important to X, or js 
necessary, useful, good, difficult, etc. for X. X is often a person, a geographic unit or an organization. 


| | 英訳 for;to 
| 文型 N に と っ て 
i. あな 去っ て 一 番 大 切な 人 は 誰 で すか 。 
2. 僕 に と っ て 忘れ られ な い 場 所 は 、 彼女 と 初め て 会 っ た 喫茶 店 で す 。 
例文 3. 私 に と っ て 一 番 大 切な も の は 私 の ネコ だ か が 、 ネコ に と っ て 一 - 番 大 切な も の は 食べ 物 の よう だ 。 
:4. ベー トー ベン は 音楽 家 (musician) に と っ て 最も 大 切な 耳 が 聞こ えな く な っ て し まっ た の に 、 あ 
の 有名 な 「 第 ル シ ン フォ ニー] を 作っ た 。 


本 文 
: イル を 選ぶ か だ け で な く 、 言 葉 の 選び 方 も 大 切 で す 。 【 読 :.75-76】 

] When た め ( に ) js preceded by an adjective or a zg-adjective or the past form of a verb, it indicates 

i reason or cause. When it is preceded by the non- Past form of a verb or a noun, it means either reason/ 

cause or Purpose. (See 文法 ノー ト ⑱) The meaning is determined from the context. When た め (に ) 

: means reason/cause it can be replaced by ~ か ら or この で , which are less formal than こ た め に . 


i becausei due to 


a Type 2b 
b. DemA: {この / そ の / あ の } た め ( に ) 


1. コン ピュ ー タ が 壊れ た た め に 、 レ ポー ト が 書け ませ ん で し た 。 
5 勉強 が 性 し いた め 、 友達 と 会 う 時 間 が な い 。 | 
3. トム さん は 日 本 語 告 が 上 手 な た め 、 と きど き 通 訳 (interpreter を 頼ま れる 。 || 


4. 今年 は あま り 雪 が 降ら な い 。 そ の た め に スキ ー が 出来 な い 。 


Noun の 代わ り に 
本 文 ・「 あ の 人 | の 代わ り に 「 あ の 方 ] や 「 あ いつ 」 と 言う こと も 出来 ます 。 【 読 :719】 


の 代わ り に js used to present something/someone that is replacing or has replaced something/someone. 
When the context is clear, Noun の can be omitted,as seen in Ex. 2. 


・ 話し 方 で それ が 男性 か 女性 か すぐ に 分 か る こと が あり ます 。 【 読 :/26】 


The Phrase A か B か is used to present alternatives. When B が is followed by a case particle (e.g., が , 
: を, へ, に , で , と ), the second か is usually dropped. (See 文型 b) 


i either A or B; whether A or B 


| 

| 

)A か B か | 
| 


in place of; instead of; to make up for 


| N の 代わ り に 

| 1. ペン の 代わ り に 鉛筆 を 使っ て 書い て 下さ い 。 
2. 母 が 病気 だ っ た の で 、( 母 の ) 代わ り に 私 が 晩 ご 飯 を 作り まし た 。 

例文 3. 日 本 の 若い 人 達 と 友達 に な り た か っ た ら 、「 で す ・ ま す 」 の 話し 方 の 代わ り に 、 カ ジュ アル な 
| 話し 方 で 話し た 方 が いい よ 。 ド 
4. 最近 、 日 本 で も 現金 (cash) の 代わ り に カー ド を 使う 人 が 多く な っ た 。 - 


a ー か 一 か :Type 3 
文型 b. N, か N。+Prt: 本 か 雑誌 が (ある ): パ ン か ご 飯 を (食べ る ): 九州 か 四国 へ (行く ): 

| 友達 か 家族 と (旅行 に 行く ) 

1. 東京 か ら 九州 まで 新幹線 で 行く か 飛行 機 で 行く か 、 ま だ 決め て いな いん で す 。 
2. 今週 中 に メ ー ル を 出す か 電話 を か ける か し ます か ら 、 待 っ て いて 下さ い 。 


- 1 | 
⑲ 一 た め (に ) 【purpose】 6 例文 3. その 店 が お いし か っ た か まず か っ た か 覚え て いま すか 。 | 
| | 1 Ve \ ら な | 
| | 自然 な 話し 方 で 話せ る よう に な る た め に は 、 多 く の 日 本 人 と 【 読 :/.21-22 | ce も AN Py し ee | 
・ 日 本 語 が 上 手 に な る た め に は 、 書 く 時 に どん な スタ イル を < 【 読 :/.70-71 ま 3 委 は 橋 灯 シュ ー ス が 光 を 愉 | 
When た め ( に ) is preceded by a noun or the non-past form of a verb, it indicates either purpose or ⑨~ (で し ょ ( う )/ だ ろ ( う ))} 営 | 
reason/cause. (See 文法 ノー ト @) In different contexts Noun の た め ( に ) also indicates benefit, as seen ] | 
below: ・ あ 、 待 っ て ! その 店 、 お いし いん で し ょ 。 や っ ぱり 、 私 も 行く わ ! 【 読 :733】 
説明 "= ・ 父 は 家族 の た め に いっ し ょ うけ ん めい 働い て いる 。 ! | うん 。 まだ 会 社 に いる ん だ よ 。 も う 、 11 時 過ぎ だ ろう 。 [会 2.34) | 


SAN これ は 何 の 辞 書 で すか ? 
Bs 外国 人 の た め の 漢 字 の 辞書 で す 。 


で し ょ う and だ ろう with rising intonation are used to elicit the hearer’s confirmation. で し ょ う is the 

polite version of だ ろう . In casual conversation, male speakers use だ ろう and female speakers use で 

: し ょ う .In more casual situations, the final う tends to drop. Note: で し ょ う and だ ろう with falhing 
intonation indicate conjecture. 


: in order to to; for the purpose of; for; for the sake of 


| 文法 ノー ト | 


英訳 tag question (e.g., isnt it?; wasn't it?; arent they?; is he?: are they?) ⑫) また (一 も ) 
文型 Type3 ・ また 、 話 し 言葉 で は 、 言 葉 を 簡単 に 短く し て 言う 言い 方 も よく 使わ れ ま す 。 【 読 :753】 


1. トム さん は 昨日 よく 勉強 し て いた か ら 、 今 日 の 日 本 語 の 試験 、 簡 単 だ っ た で し ょ 。 
2. この ケー キ 、 お いし い だ ろ う 。 有 名 な 店 で 買っ た ん だ 。 高かっ た ん だ よ 。 
例文 3. 田 中 さん も あの 映画 、 見 た ん で すか ? 私 も 先週 見 た ん で す よ 。 と っ て も よかっ た で し ょ う 。 
4.A : 明日 の コン サー ト 、 一 緒 に 行く だ ろう 。 h 
、 B: 明 日 は 他 の 約束 が ある か ら 、 行 か な いっ て 言っ た で し ょ 。 忘 れ た の ? 0 
人 【) Noun が 見 られ る 
「・「 ご けど 」 や 「 一 か ら 」 や 「~ し 」 な ど で 文 を 終わ ら せ る 言い 方 が 多く 見 られ ます 。 ( 読 :.43-44】 
本 文 ・ 日 本 語 の 会 話 で は 、 文 の 倒置 も よく 見 られ ます 。 [ 読 :162] hb 
・ こ の 形 は 2. 男 性 と 女性 の 話し 方 の 違い に も 例 が 見 られ ます 。 【 読 :/.67-68】 了 D 


説明 | 見 られ る is the passive form of 見 る and means “be observed.” 見 られ る can also be interpreted as the 
: potential form of 見 る , in which case it means “can observe/see." 


= | 日 本 一 の スピ ー チ スタ イル ーー | | 


| 


| In addition to the meaning “again,” また expresses the meaning “also” or “additionally.” Compare the 
following examples: 
(1) again: once again 
3 同じ 漢字 を また 間違え た 。 
説明 ・ じ ゃ 、 ま た 明日 。 
(2) also: additionally 
< この 本 は 面白 く 、 ま た 、 勉 強 に も な る 。 
・ た ば こ は 自 分 の 体 に 悪い し 、 ま た 、 周 り の 人 の 体 に も 悪い 。 


また meaning “again" can be used in spoken language. 


also as well additionally: in addition: moreover 


1. 四国 は と て も いい 所 だ っ た か ら 、 ま た 行き た いと 思い ます 。 
2. また 朝寝坊 し て し まっ て 、 ま た 授業 に 遅れ た 。 
この 各 書 は 大 学 の 本 屋 で 買え ます 。 ま た 、 図 書館 で 借り る こと も 出来 ます 。 


| 4. ト マト は お いし いし 、 色 々 な 料理 に 使え る 。 ま た 、 体 に も いい 食べ 物 だ 。 


英訳 (something) is observed: (one) can observe/see 
* 
1. 最近 、 若 い 人 の 間 で 言葉 の 使い 方 に 変化 (changes) が 見 られ る 。 9 
例文 2. あい さ つ の 仕方 に も 文化 の 違い が 見 られ ます 。 | 

3. これ は 、1 年 生 の 学生 に よく 見 られ る 間違い で す 。 | A 
DVerb よう に な る ー | This phrase is used to indicate the necessity of doing something. は is common with a negative ending. 


ja.V 必 要 が ある =itisnecessary to Vi must V; have to V 

3 b.V 必 要 は な い =itis not necessary to Vi there is no need to Vi dont have to V 
Vplain.non-past 必要 {が ある / は な い } 
1. 海外 旅行 に 行く 前 に パス ポー ト を 取る 必要 が あり ます 。 
2. 察 に 住め ば 、 食 堂 で ご 飯 が 食べ られ る か ら 、 自 分 で 料理 する 必要 は あり ませ ん 。 
3. 私 の 国 で は 日 本 に 旅行 に 行く 時 、 旅 行 ビ ザ を 取る 必要 は な い 。 


「…」 が 使え る よう に な る と 、 会 話 が 上 手 に 聞こ えま す 。 【 読 : 52-53】 


本 文 ・ 


よう に な る indicates a gradual change over a certain period of time; it means that someone (or something) 
: comes to the point where he/she does (or can do) something or does not (or cannot) do something. 
「V- な く な る is synonymous with V- な いよ うに な る . The diffcrence js that the latter implies a more 
説明 : gradual change. Compare the following sentences: 
6 タバ パコ が 吸え る 場所 が 少な く な っ て きた の で 、 だ ん だ ん タバ コ を 吸わ な いよ うに な っ た 。 
・ 友 達 が が ん (cancer) で 死ん で か ら 、 タ バ コ を 吸わ な く な っ た 。 


英訳 come to (be able to) V; not V now; not V any more 
文型 Vplain.non-past よ うに な る (Visoften the potential form.) : 話す よう に な る : 話 さ な い よう に な る : 話 せ 
る よう に な る 
1. スポ ー ツ ジム に 行く よう に な っ て か ら 、 毎 朝 、 早 く 起き る よう に な り ま し た 。 
2. 日 本 人 の 友達 が で き て か ら 、 日 本 語 が 上 手 に 話せ る よう に な っ た 。 

例文 | 3. この 日 本 語 練 習 サ イト を 使う と 、 文法 が も っ と よく 分 か る よう に な る で し ょ う 。 

4. 父 は 病気 に な っ て か ら 、 お 酒 を 飲ま な いよ うに な っ た 。 

5. この 子 は 赤ちゃん の 頃 は よく 泣い て いた が 、4 歳 に な っ て 、 あ まり 泣か な いよ うに な っ た 。 


本 文 ・ 論文 を 書く 場合 に は 「 だ 体 / で ある 体 ] を 使う こと が 多い で す 。 大:74.7) 
場合 is a noun meaning “case, occasion, situation,” but with a modifier it forms an adverbial phrase/ 
! clause meaning “wheni if; in case.” 時 can be used in place of 場合 , as seen in the following examples: 
、 ・ 雨 の {場合 / 時 } は 、 ビ ピクニック は し ませ ん 。 

説明 ・ 分 か ら な い { 場 合 / 時 } は 、 言 っ て 下さ い 。 

「 However, 場合 cannot replace 時 when 時 refers to a specific time and does not mean “case; occasion; 

| situation,” as shown in the examples below: 

| ・ 私 が 行っ た {時 /% 場 合 に は 、 ミ ー テ ィング が 始ま っ て いた 。 


英訳 | iE when; in case 


| a. Type 2b 


b. DemA+ 場 合 : (この / そ の / あ の } 場合 
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[文法 ノート. 


1. 明日 に な っ て も 犬 が 見 つか ら な い 場 合 は 、 ペ ッ ト レ スキ ュー セン ター に 探し に 行き まし ょ う 。 
2. 東京 に 来る 場合 は 、 連絡 し て 下さ い 。 会 い に 行 きま すか ら 。 

例文 3. 一 人 で する の が 大 変 な 場合 は 、 ク ラス メー ト と 一 緒 に 宿題 を し て も いい で す 。 
4. 雨 の 場合 は テニ ス の 試合 (game) は な い 。 そ の 場合 、 チ ケッ ト は 次 の 試合 に 使う こと が 出来 る 。 
5. 火事 (fre) や 地震 (earthquake) の 場合 に は 、 エ レベ ー タ ー を 使わ な いで 下さ い 。 


1 


⑮A{ で は / じ ゃ } な く ( て )B 


本 文 ・ 「 と て も 面白 い ] で は な く て 「 大 変 興味 深い 」 と 書い た 方 が いい の で す 。 【 読 : 7.77-78】 


This structure is used to indicate that a certain piece of information is wrong and, following that, to 
説明 present the correct information. で は な く ( て ) is used in written language and じ ゃ な く ( て ) 


is used 
in spoken language. 
英訳 : not A, but B 


文型 a. N,{ で は / じ ゃ } な く ( て )N。 b. Phrase,{ で は / じ ゃ } な く ( て ) Phrase。 


Ai Or es 
2. 先生 に は 、「 じ ゃ あ 、 ま た 」 で は な く て 、「 和 失礼 し ます ] と 言わ な く て は いけ ませ ん よ 。 
3. これ は アメ リカ に つい て の 本 だ が 、 英 語 で は な く 、 ス ペイ ン 語 で 書か れ て いる 。 
例文 4.A: 日 本 語 の クラ ス は この 教室 で すか 。 
・ い いえ 、 と と じゃ な く て 、 あ そ ご で す よ 。 
: 日 本 人 は 両親 に 話す 時 も 敬語 で 話す の ? 
: うう ん 、 両 親 に は 敬語 じゃ な く て 、 く だ けた 話し 方 で 話す よ 。 


{ 何 / い く )+Counter+ か 
本 文 ・ 実は 久美 さん の 携帯 電話 に 何 回 か メッ セー ジ を 残し て いる ん で す が 、 一 陰 t7 。 | 
f 


可 (or いく ) followed by a counter and か becomes a quantifier meaning “some.” 
Exs. 何人 か some (people); 何 枚 か some (sheets of paper); 何 冊 か some (books): 
いく つか some (apples, cups, etc.): いく 人 か some (people) 


Except for い くつ and い く 人 , いく is not commonly used in modern Japanese. 何 cannot be used with つ . 
Compare the meaning of Q-word + か . 


Exs. 誰か someonei 何 か something: いつ か sometime: どこ か somewhere 
英訳 
文型 


B 
5 人 A 
B 


何 / い く }+ Counter+ か 


1. 今日 は 、 雪 で 授業 を 休ん だ 人 が 何人 か いた そう で す 。 
2. お みや げに TT シャ ツ を 何 枚 か 買っ た 。 
例文 まい 


{ 


3. 車 を 止め た か っ た ら 、 私 の 家 の 前 に 何 台 か 止め る こと が 出来 ます か ら 、 ど う ぞ 。 
4. お いし い 日 本 の みか ん を いく つか も らい まし た 。 
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調 涯 字 表 


画 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 
間 レ ーー ーーーーーーーーーーーーー ーー 


— 


7 
で 


実は 
相手 
変え る 
難し い 
部 分 
男性 


今晩 

理由 

説明 メル 
必要 (な ) 

ーー 場合 

合う 

お 世話 に な る 
昨日 

明日 


じつは 

あい て 

か える 
むず か し い 
ぶ ぶ ん 

だ ん せい 
じまい ぜ い 

くら べべ る 

か わり に 

か ん じ 
ひま ウ う 
だ だ じ ょ 

ゃ も じ 

さい ご 
いそ が し い 
き ぶ ん 
み じ か い 
こん ば ん 

り ゆ う 

せつ めい ぇ ル 
ひつ よう (な ) 
ー ば あい 
あう 

お せわ に な る 
きのう 
あし た 


避 弄 型 詞 弄 型 弄 部 識 前 前 吾 


旨 


誤 単 


誤 庄 還 軍 | 単 


政 収 避 弄 前 前 


画 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


皆さん 


例 
連絡 メル 
困る 

お 願い スル 
簡単 (な ) 


論文 


=O: | 日 本 語 の スピ ー チ スタ イル ーー 


みな さん 読 
けい ご 読 
ふく ざ つ (な ) 回 
が 読 
げん ご 読 
た と えば 読 
で きる 読 
お と す 計 | 
ば めん 読 | 
ぼく 読 | 
れい 読 | 
れん らく メル 。 有 | 
こま る 読 | 
お ね が い ぇ ル 読 | 
か ん た ん (な ) 本 | 
ちの ぶん 読 | 
だ れ 読 | 
か ちょ う 会 | 
か い ぎ 会 ら 
- す ぎ 会 ら 
むり (な ) 会 2 


: 新しい 漢字 
: 新しい 読み 方 


: 前 に 習っ た 単語 


Sentence-final particleS( 終 助詞 )-Part 1 


1. Basic functions 


Particles which are affixed to the ends of sentences, such as か , ね and よ , are called sentence-final 
Particles. Some sentence-final particles indicate either the function of the sentence or the speaker's 
emotion. For example, か indicates that a sentence is a question, and it can be used for both direct 
questions ((a) and (b) ) and internal questions ((c) and (d) ) , as shown in the following examples. 
( プ indicates that か is pronounced with rising intonation.) 


a スミ ス さ ん は パー ティ ー に 来 ま すか 。 ナ 

。 テ スト は いつ あり ます か 。 フ 

.・ マイ ク は エリ カ が パー ティ ー に 来る か (どう か ) 聞 きま し た 。 
. テ スト が いつ ある か 知り ませ ん 。 


In some situations, か is used to indicate the speaker's doubt or surprise, as seen in the following 
examples. 
e. A: アン ディ は 日 本 語 も 中 国語 も アラ ビア 語 も 話せ る らし いで す 。 
B : 本 当 で すか 。 了 [doubtl 


{ A: リ サ と ハリ ー は この 春 、 結 婚 す る そう で す 。 
B : 本 当 で すか 1 プ [surprise] 


ね with rising intonation indicates that the speaker is asking for confirmation from the hearer and よ 
with rising intonation indicates that the speaker wants to draw the hearer's attention to what the speaker 
is saying (for example, to alert the hearer to new information he/she is providing) . Some examples follow: 
g. A: ミ ー テ ィング は 明日 で すね 。 フ [confirmation] 
・ え え 、 そ う で す 。 
ミー ティ ング は 明日 で すね 。 ナ [confirmation] 


B 
h. A: 

B : いえ 、 今 日 で す よ 。 ナ [drawing attention] 
i: あ 、 バ ス が 来 ま し た よ 。 ナ [drawing attention] 


In terms of the amount (or accuracy) of the information the speaker and the hearer share, the situations 
im which か , ね and よ are used can be summarized as follows: 


(1) か js used when the speaker believes that he/she has less (or less accurate) information than the hearer 
(2) ね js used when the speaker believes that he/she has as much (or as accurate) information as the hearer does. 
(3) よ js used when the speaker believes that he/she has more (or more accurate) information than the hearer 


In casual conversation, it should be noted that question sentences are usually uttered with rising 
intonation and without か , as shown in the following examples. 


j。 スミ ス さ ん は パー ティ ー に 来る ? フ 

k. テス ト は いつ ? ナ (で すか is omitted.) 

1 A: ア ン デ ィ ー は 日 本 語 も 中 国語 も アラ ビア 語 も 話せ る らし いよ 。 
B : 本 当 ? プ (で すか js omitted.) 


2. Intonation and functions 


The function of sentence-final particles changes depending on the intonation. For example。 か with 
falling intonation indicates that the speaker is accepting or confirming what he/she has just heard, as seen 
in the following examples. (yand 一 indicate falling intonation and level intonation, respectively.) 


m. 先生 : 昨日 の テス ト は あま り よ く あ り ま せん で し た 。 
学生 : そう で すか 。 [acceptance] 

n. 学生 : 奨学 金 は も ら え ませ ん で レ だ 5S 
先生 : や っ ぱり だ めで し た か 。 ゝ [confirmation] 


ね with falling or level intonation indicates that the speaker is asking for agreement。 softening a statement 
or providing information in a non-business-like friendly manner in response to a question. Some 
examples follow: 


o. A: 今 日 は 暑い ね 。 ゝ [asking for agreement] 
B : うん 、 本 当 に 。 
p. 先生 : また クラ ス に 遅れ まし た ね 。 ヽ [softening a statement] 
学生 : すみ ませ ん 。 
q. A: キャ ン パ ス ま で どの くら いで すか が 。 
B : 歩い て 15 分 くら いで すね 。 一 [responding in a non-business-like, friendly manner] 


Note that in (p) and (q) , even though ね js used, the speaker is providing the hearer with new information. 
In this case, the speaker is telling the hearer something as if they shared that information. ね in this use has 
the effect of softening the statement or responding in a non-business-like, friendly manner. 


When よ is used with falling intonation, it indicates that the speaker is irritated, as seen in the following 
example. 


r 母 : 早く し な いと 学校 に 遅れ る ( わ ) よ 。 プ [drawing attention] 
子供 : 分 か っ て る よ 。 ゝ [expressing irritation] 


よ with falling intonation is also used in invitations, requests and commands, as seen below. よ in this use 
strengthens the invitation, request etc. 


. 明日 テニ ス を し よう よ 。 ゝ hinvitation] 
この 問題 (question) 、 教え て よ 。 ヽ [request] 
8 マイ ケル も 一 緒 に 来い よ 。 ゝ [command] 
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ME 


UNININIIIIIIIIIIIIIIITIIIIIIITIIITTTIITNN IIIA IIUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUM 


外来 語 と カタ カナ 語 、 
イシン ター ネッ ト 辞 書 の 使い 方 
会 話 文 琴 隔 昌 EE 依頼 する / 感 謝 す る 


本 文 を 読む 前 に 


1 | Popjisyo.com や Rikai.com など の 読解 補助 ツー ル (reading-aid too) を 使っ て み ま し ょ う は 


1) まず Popjisyo.com か Rikai.com を 使っ て 、 ス ミス さん の 作文 に アク セス し て 下さ い 。 


Popjisyo.com Rikai.com 


EVAICLL 


wg) @ http:/tobira.9640Jp/ 


@ の か 3 
tml preactivity/03/car.html 


preactivity/03/car. 


a = 


2) 次 に スミ ス さ ん の 作文 の 中 の 単語 の 意味 と 漢字 の 読み 方 を 調べ て 下さ い 。 


キー 


で 大 きい | 問題 に な っ て いる C02 の 半減 | に 効果 が ある ハイブリッド 車 の 技術 や 、 


| 


自動 車 の リサ イク ル シ ス テム に つい て も っ と 勉強 し た いと 思っ て いる 。 


3) 下 の 文 が 正しけれ ば ( 〇 )、 間違っ て いた ら (X) を 書き まし ょ う 。 


CD ERS 日 本 は 車 の 技術 が 発達 し て いる 国 だ と 言っ て いる 。 
②(  ) スミ ス さ ん は 、 紙 や ペッ ト ボ トル (plasticbottle) の リサ イ クル ポジ シス に つい no 
も っ と 勉強 し た いと 言っ て いる 。 


ー- ⑥⑩http:/wwwikaicom 。 ) 


ーー 


[2 | イン ター ネッ ト で 、 日 本 で 作ら れ た ロボ ッ ト に つい て 調べ な さい 。 


1)「 と びら サイ ト ] の リン ク 集 に ある ロボ ッ ト に つい て の ウェ ブサ イト の 中 か ら 、 隊 め な 
ロボ ッ ト を 一 つ 選 びましょう 。 


2) 上 で 選ん だ ロボ ッ ト に つい て 、 下 の 表 を 完成 し まし ょ う (ocomplete)。 [① 大 き さ 」 と 「② 形 」 
は 、 自 分 が 選ん だ ロボ ッ ト に つい て 、 正 し いも の 全部 に ひ を し な さい 。Popjisyo.com や 
Rikai.com を 使う と 、 ウ ェ ブ ペー ジ が 読み や すく な り ま す 。 

① 大 き さ 

家 よ り 大 きい 


② 形 
手 が あ る 


車 より 大 きい 足 が あ る 
人 より 大 きい 頭 / 顔 が ある 
人 と 同じ ぐら い ロボ ッ ト の 名 前 タイ ヤ が ある 


人 の よう だ 
動物 の よう だ 


コン ピュ ー タ より 小さ い 


③⑬ する こと 、 出 来る こと 
( 何 が 出来 る か 、 ど ご どう や っ て する か な ど ) 


上 で 使っ た ウェ ブ ペ ー ジ の 中 か ら 、 カタ カナ で 書か れ た # 
を 書き な さい 。 
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や NR 惑 党 を 過 暴 や つじ し p- で Q で 忠 棒 5)? 


| 


則 写真 の ロボ ・ ッ ト は 、。 イ ペ シ ト で 受付 を する 人 型 ロ ボ ッ ト の アク トロ 
日 本 語 、 中 国語 、 韓国 語 、 英語 の 四 つ の 言葉 を 
使っ て 、 イベ ント の 案内 を し ます 。 と の よう に 人 の よう な ロボ ッ 
ト が 社会 会 の 中 で 活躍 する こと に つい て 、 ど う 思 いま すか 。 


ィ ド (Actroid) で す 。 日 


ぁ 太字 三 覚え る 単語 
| ぎじゅつ N technology; skill technique : 


回 ロボ ッ ト の 世界 に は 、 次 の よう な 「 ロ ボッ ト 三 原則 ] と いう ルー ル が あり ます 。 


① ロボ ッ ト は 人 間 に 怪 我 を させ て は いけ な い 。 
⑨ ロボ ッ ト は 人 間 に 言わ れ た こと を し な けれ ば な ら な い が 、 ① の ルー ル に 違反 し て は いけ な い 。 
③ ロボ ッ ト は 自分 を 守っ て も いい が 、 ① と ② の ルー ル に 違反 し て は いけ な い 。 


① を 分 か りや すく 説明 し まし ょ う 。 


た り し て は いけ ませ ん 。 


《② に つい て 、 ロ ボッ ト は 人 に どん な 
例 を 考え まし ょ う 。 


合 、 そ れ を し な く て も いい で すか 。 


K と 言わ れ た 場合 で す 。 


に つい で 請 用 ポッ ト が 人 に 壊さ れ そ うに な っ た 場合 、 自分 を 守っ て も いい と 思い ます か 。 
な ぜ そ う 思 いま すか 。 


: は っ た つ : VN : development; growth | (一 が ) 発 達する ; 1 
|! か いじ ょ う | N ieventsite 
| に が お え | N ei likeness 
| かく | uVt 1 2 
: | N ispider | 
1 て ん じょう 1 N 3 Fs 
: し ゅ じゅ つ : i surgery | (~ を ) 手 術 す る to perform a surgical operation 4 
§ i AM RR 
; じっさい に | Phr i really; practically | 実際 (N) actuality; reality 
| し ゃ か い | N isoqegzworld 
か つや く ; VN MENS active; taking an active part | 活躍 する ] 5 
: る す ば ん を する | Phr ito house-sit (during a person’s absence) | 
| は こぶ u-Vt 6 carry 6 
: に ん げん ; Nihuman | 
: く ら す i Vi ito live | 暮らし (N) living 1 9 
と し | N iage| 年 を 取る (Phr) to grow old; age § 
: | N 財 計 home for the aged : 11 
; i Nfseal [animal] 
1 け - N Hip down; fur | 16 
i さわ る 1 wVi i to touch; feel | 17 
1 く び | N ineck 1 18 
1 うごか す 1 wVe i to move ~ | 
| こま も N eelee | 声 を 出す (Phr) to utter 19 
て | N isurroundingsi vicinity ! 20 
| あつ まる 1 urVi ito gather | 21 


ram ギー で あー な ーーー エ デー 人 役 隊 キイ て ド … 折立 


な ぜ ①ー③ の よう な ルー ル が 必要 だ と 思 


ーーーー さ 一 陸 一 業 ー- エ ー キ ーー キー ニー ホー 一 ご だ 全 人 っ 


将来 、 ロ ボッ ト の 技術 が も っ と 発達 し た ら 、 ど ん 


な こと が 問題 に な る と 思い ます か 。 


ーー ルト まる まま 


NI me 


40! cg 


i NUS i allergy 

: だ いじ ょ うぶ (な ) AN i safe; all right 1 24 
: be Int ioh; ah : 

「 だ いじ (な ) siimporeant ] 25 
| こう か N ieffectiveness: impact | 効果 が あ る (Phr) to be effective 
CE RE | 27 
| の る 1 wrVi i to appear (in a magazine, etc.) 1 28 
| に ゅ う が く 1 VN entrance into school; admission | (に) 入学 する 

| ご うか く | VN 1 neg (an exam) | (一 に ) 合 格 する 1 35 
hob i E 
: はじめ て | Adv | for the first time 1 41 


| きい し ょ | Adv fat first | 最初 (N) the beginning 


i ru-Vt { to name 


3 衣 日 本 の テク ノロ ジーー ーー 一 | 


42 | (が) 動く 1 うごく 1 53 
4 残念 (な ) ; ざん ね ん (な ) MN regrettable; disappointing 
44 i こ れ か ら | Adv from now on; in the future ] 55 
45 NE れる 「 う まれ る 本 to be born: come into being } 56 
46 演奏 i えん そう : VN | musical performance | (一 を ) 演 奏する to play | 
| 8 2 | (a musical instrument) ; 60 
7 学 暫 | が くし ゅ う | VN Hearming study | (を) 学習 する i 62 
48 | 食事 を じ 「 meal | 食事 する to have a meal 生れ 63 
49 | 最高 (の ) EE いこ う ( の ) ANo Me highest: maximum: best; greatest es 
50 」 i うけ つけ : eC hi reception desk 1 者 
51 | | あん な い ke guide sign | (を) 案内 する to guide; show around 考 
52 : さん げん そく three principles; three general rules : 考 
3! | けが iimjury | けが を する (Phr) to get hurt; be injured 1 考 
54 i | い は ん i violation; offence (of a law a rule, etc.) | | 考 
i i : (一 に ) 何 反する to act against/violate 
55 . ; まもる i to protect (a person from danger) ; defend 考 
56 : : も ん だ い problem; question; issue 考 


ss: | 日 本 の テク ノロ ジーーーーーー 


皿 語 2 個 > 依頼 する / 感謝 する 


ね え 、 シ ョ ー ン 君 、 ち ょ っ と お 願い が ある ん だ けど 。 


: あっ 、 お 姉さん 、 何 で すか 。 


英語 の クラ ス の レポ ー ト を 書い た ん だ けど 、 ち ょ っ と この 部 分 を 読ん で も ら え な い ? 
ええ 、 も ちろ ん 。 お 姉さん に は いつ も 日 本 語 を 教え て も ら っ て る し …。 

あり が と う 。 も し 文法 が 間違っ て た ら 、 直 し て くれ る ? 

は い 、 分 か り ま し た 。 日 本 の 車 に つい て の レポ ー ト で すね 。 

うん 、 あ 、 そ れ か ら 、 ハ イブ リッ ド 車 と か エコ カー と か 、 英語 で どう 書く の か も よく 
分 か ん な いん だ 。 そ れ も チ ェ ッ ク し て くれ な い ? 


: ああ 、 日 本 語 の カタ カナ 言葉 は 難し いで すね 。 僕 も 苦手 で す よ 。 


えっ 、 は ほん と ? 英語 の 言葉 、 た .《 さ ん ある の に 。 


: で も 、 カ タカ ナ 言 葉 の 発音 は 英語 の 発音 と 全然 違い ます よ 。 だ か ら 、 元 は 英語 の 言葉 


な の に 意味 が 全然 分 か ら な いこ と が よく あっ て …。 実は 、 外 国人 に と っ て カタ カナ 言 
葉 は と て も 難し いん で す 。 例 えば 、 エ ンス ト の よう に 短く し て 言う 言葉 と か 。 

べ へえ 。 そう な ん だ 。 知ら な か っ た 。 

だ か ら 、 お 姉さん の レポ ー ト を 見 る の は 、 僕 に も いい 勉強 に な り ま す 。 

ほん と ? 助かる 。 お 願い ね 。 


も 店 


と ころ で 、 シ ョ ー ン 九 、 最 近 ほ ん と 、 日 本 語 、 上 手 に な っ て きた よね 。 


: そう で すか 。 英語 じゃ な く て 日 本 語 で 考え る よう に し て いる か ら か な ぁ 。 


いい な あ 。 私 も が ん ば ら な くち ゃ 。 


先生 、 ち ょ っ と よろ し いで し ょ うか 。 

ああ 、 ス ミス さん 、 何 で すか 。 

あの う 、 今 度 の 発表 の トピ ッ ク を 決め た ん で す が …。 

あ 、 そ う で すか 。 ど ん な トピ ッ ク に し よう と 思っ て いる ん で すか 。 


ss | 回 が りー ーー 


スミ ス : 日 本 の カタ カナ の 言葉 で す 。 この間 、 ホ スト フ ミリ ー の お 姉さん の レポ ー ト を 読ん * 
い と 太字 二 覚 える 単語 


だ ら 、 ハ ンド ル と か バッ クミ ラー と か カー ナビ と か 、 よ く 分 か ら な い 言 葉 が た くさ ん 
あっ た ん で す 。 そ れ で 、 どん な 言葉 が カタ カナ に な る の か 調べ て みよ う と 思っ て …。 


| i い らい | VN iregnest | (に) 依頼 する to ask (a person to ~); 
4 3 ; : i make t } 
や 先生 : それ は 面白 そう で すね 。 英 語 が 日 本 語 の カタ カナ 語 に な っ た 言葉 は 多い で す よ 。 そ れ | am MM 
| 2 感謝 : か ん し ゃ | VN ithanks;gratitude | (一 に ) 感 謝 す る ea | 
に 、 日 本 で 作ら れ た 和製 英語 も た くさ ん ある か ら 、 調 べ て みた ら ど う で すか 。 例 え は RR ES Noa | 
アメ リカ ンコ ー ヒ ー と か ペー パー ドラ イ バ ー と か 。 4 (~ に / を) 頼む : たのむ 1 u-Vt to request; ask a favor; order } 1 | 
A ん | suf : [attached to the first or last name of a male equal or 
スミス 先生 、 アメ リカ ンコ ー ヒ ー の 意味 は 知っ て いま す が 、 ペー パー ドラ イ バ ー と いう の は 3 7 : : ; a person whose status or rank is lower than the speakers] : 2 
価 の ご で よう Na TE iu-Vt i to make a mistake | 6 
SS : ッ ド Nihybrid (car) : 
35 先 生 : 運転 免許 は 持っ て いる けれ ど 、 車 を 全然 運転 し な い 人 達 の こ と を そう 呼ぶ ん で す 。 「 紙 護 ハ イプ ブリ ッ ド ( 車 ) 人 ッ ド (し ゃ ) i ybri car | 
ok kk OO EO A 
だ け の ドラ イ バ ー」 っ て いう よう な 意味 で すね 。 | 生還 1 VN icheck| (~ を ) チ ェ ッ ク す る to checls check up on something § 9 
00 ーー * 6 H | 1 
ミ な る ほど 、 それ は 面白 いで すね 。 者 10 発音 : は つ お ん VN iPronunciation | ( ー を ) 発音 する 「 | 
= も と | N ithe origin; the root 12 
4 ーー ら か “ か at 3 [に さい い H H - : ! 
生 : リサ ー チ する 時 に は 、 な る べく 色々 な 年 代 の 人 に 聞く よう に し た 方 が いい で す よ 。 年代 1 121 エ ンス ト | N istalled engine (lit. engine stalling) | 
に よっ て 、 言 い 方 も 違う こと が あり ます か ら 。 お | 得 強 に な る | べ ん き ょ うに な る | mr | to (be able to) learn a lot BE | 
, | | 
40 スミ ス はい 、 そ うし ます 。 先生 、 色々 な アド バイ ス を どう も あり が と どり で ざい まそ だ 3 | 
; ; ! 1 i 3 the class): : | | 
: : は っ ぴょ う : VN :presentation (of the results of one's research to | | 
会 話 文 3 i ag ; 、 3 ; announcement; publication | (一 を / に つい て ) 発 表す る i 22 | | 
還 しょ >1 いい : : Phr Do you have a moment? | | 
ショ ー ン : 田中 君 、 ち ょ っ と いい ? | ! で し ょ うか ] 4 = | 
田中: うん 、 何 ? 3 16 : この 間 : この あい だ | Adv i the other day; recently _ 。 所 M | 
か A A bod ot esi ri RB EC | | 
ショ ー ン : あの う 、 ち ょ っ と 悪い ん だ けど 、 こ の 記事 、 読 む の 、 手 伝っ て くれ な い ? 有 四 ッ クミ ラー N irearview mimor | | 
欠 田中: いい よ 。 どれ? 1 ES の : 5 N Ct Le | 
1 : 1 ヽ メ え EC in Japan | 31 | 
ショ ー ン : これ 。 授業 の 発表 の た め に 読ん で る ん だ けど 、 知ら な い 単 語 が 多 す ぎ て 読め な いん だ 。 | > SMMS あい ニス oo : SC TEE TT | 
21! ア メリ カン コー ヒー : N | American coffee (= weak coffee) i | 
辞書 で 調べ よう と し た ん だ けど 、 漢 字 の 読み 方 が 分 か ら な く て 。 2 運転 免許 | うん て ん めん きよ | N !driversHcenee 3 | 
田 中 : イン ター ネッ ト の 記事 か 。 じ ゃ 、Popjisyo.com と か Rikaicom みた いな サイ ト 、 使 えば ? ) 23 i な る ほど 4 a A || 
0 | HIT || 
ショ ー ン : Popjisyo.com っ て 、 何 ? 6 4 ーー Nu || 
3 25 年代 i ね ん だ い i N iage;period;era ! 
50 田 中 : すごく 便利 な サイ ト で 、 カー ソル を 分 か ら な い 単 語 の と ころ に 持っ て いく と 、 単 語 の | ; 
意味 を 全部 教え て くれ る ん だ 。 見 た ら び っ くり する よ 。 僕 は 美 語 を 読む 時 に 使っ て 1 LM 6 
i ; ' 26 : 記事 ! きじ | N farticle 
る けど 、 日 本 語 を 英語 に する バー ジョ ン も あっ て 、 漢字 の 読み 方 も 分 か る は ず だ よ 。 0 - 8 ng 1 50 
| 7 ガー ツル % ND icursor : 


ちょ っ と 一 緒 に や っ て みよ うか 。 ( 二 人 で Popjisyo.com を 使い な が ら 記事 を 読む ) 


ショ ー ン : ほん と だ 。 す ご いね 。 こ れ が あれ ば 、 どん な ニュ ー ス で も 読め る ね 。 い い サ イト を 教 
55 えて くれ て あり が と う 。 


し ツモ ンー PU 


na 日 本 の テク ノロ ジーーーーーー 


内 容 質問 4 矯 先 生 メメ 学生 大大 


川 記 人 内 み め な 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 還 放 虹 学生 が 先生 に ベッ トロ ボッ ト に つい て 聞く 。 
| | 1. 日 本 で 活躍 し て いる ロボ ッ ト に は 二 つ の グル ー プ が あり ます 。 何 と 何 を する た め の ロ ボッ ト で すか 。 
HN 


学 生 : 先生 、 ち ょ っ と よろ し いで し ょ うか 。 
2 『 私 の 面白 い 家族 ] を 書い た 人 は 、 ど こ て 誰 と 一 緒 に 住ん で いま すか 。 tt i 

川 
| 


3. パロ は どん な ロボ ッ ト で すか 。 な ぜ み ん な に 人 気 が あ り ま すか 。 oe 
花生 ・ は い 、 何 ぐし ょ うか 。 

学 生 : 今 、 書 いて いる ペッ トロ ボッ ト に つい て の レポ ー ト の こと な ん で す が 。 

先生 : ええ 。 

学 生 : 先生 が AIBO を 持っ て いら っ し ゃ る と 聞い た の で 、AIBO に つい て 教え て くだ さい ませ ん か 。 
先生: ATBO で すか 。 い いで す よ 。 

学生 : すみ ませ ん 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


4。 ギネス ブッ ク と いう 本 に は 。。 ど ん な こ と が 載っ て いま すか 。 な ぜ パ ロ は その 本 に 載っ て いま すか 。 
5 「 私 の 犬 ] を 書い た 人 は 、 い つ AIBO を も らい まし た か 。 な ぜ AIBO を も らい ま し た か 。 

6. 38 行 目 の 「 中 に は ]」 と いう の は 、「 何 の 中 に 」 と いう 意味 で すか 。 

(6 AIBO の よう な ロボ ッ ト を 何 ロ ボッ ト と 言い ます か 。 


川 | 8 ポチ は どん な こと を 覚え て 何 が 出来 る よう に な り ま し た か 。 一 人 で いる 時 は 、 ど ん な こと を し て 
いま し た か 。 


| 9. ポチ は 今 ど こ で 、 ど うし て いま すか 。 
| | 10. 今 で も 、AIBO を 買う こと は 出来 ます か 。 


学生 が 先生 に 日 本 語 で 書く レポ ー ト に つい て 聞く 。 


ュ ス = = 学 生 : 先生 、 
販 会 話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 
gsizi え えい いで す よ 。 
@ 会 話 文 1 
学 生 : 5 CES RL Ve ERCA TC aD A SR TY 
1 お 姉さん と ショ ー ン さん は 、 ど ん な スピ ー チ スタ イル で 話し て いま すか 。 そ れ は な ぜ で すか 。 
2 お 姉さん は ショ ー ン さん に どん な こと を 頼み まし た か 。 先 生 : は い 、 何 で し ょ うか 。 
* \ \ ネ ボッ \ の レポ ー ト の こと o 
3 カタ カナ 言葉 に は 英語 の 言葉 が 多い の に 、 な ぜ シ ョ ー ン さん は カタ カナ 言葉 が 苦 ま な の て し ょ うみ 、 | 人 し AT TP 
@ 会 話 文 2 先生 : ええ 。 
1 先生 と ショ ー ン さん は 、 ど ん な スピ ー チ スタ イル で 話し て いま すか 。 そ れ は な ぜ で すか 。 寺 生 い だ いこ で が 日 本 絡 ど 二 衝 に 才 は が の ES 
2 ショーン さん は レポ ー ト の トピ ッ ク に 何 を 選び まし た か 。 な ぜ そ の トピ ッ ク に し た の で し ょ うか 。 ' 先生: ああ 、 来 週 出す レポ ー ト で すね 。 い いで す よ 。 
3 先生 は ショ ー ン さん の リサ ー チ の た め に どん な アド バイ ス を し て くれ まし た か 。 学 生 : 。 よろ し く お 願 いし ます 。 
@ 会 話 文 | 
1 田中 君 と ショ ー ン さん は 、 ど ん な スピ ー チ スタ イル で 語 し て いま すか 。 そ れ は な ぜ で すか 。 
2 ショ ー ン さん は 田中 君 に 何 を 手伝っ て くれ る よう に 頼み ま し た か 。 そ れ は な ぜ で すか 。 : 先生 、 ち ょ っ と よろ し いで し ょ うか 。 


3. 田中 君 が シ ョ ー ン さん に 教え て あげ た サイ ト は 何 を する た め の サ イト で すか 。 こ の サイ ト は な ぜ 


「 す ご い 」 の で すか 。 RE 
4 ニニ 人 の 会 話 を 「 で す ・ ま す 体 」 に し て み ま し ょ う 。 学生: あの う 、 実 は 、 ち ょ っ と お 願い し た いこ と が ある ん で す が …。 
: は い 、 何 で し ょ うか 。 
>> みん な で 話し て みよ う 本 EC 
学生 : ん で す が 。 
今 、 ど ん な こと が 出来 る ロボ ッ ト が あり ます か 。 NX 
9 生え 
2 ロボ ッ ト は 、 将 来 ど ん な こと が 出来 る よう に な る と 思い ます か 。 に の て. て くだ さい ませ ん か 。 
ん el ) a ) ら he Pd 【 o o ーー 
3 見 た り 聞い た り し て 分 か ら な か っ た カタ カナ 語 が あり ます か 。 そ れ は 何で すか 00 TR 
4 何 か 知 っ て いる 和製 英語 が あり ます か 。 そ の 言葉 は 英語 で は 何と 言い ます か 。 
に の 需 は 生計 何と 言い ます 学 生 : すみ ませ ん 。 よ ろ し てく お願い し ます 。 
5. 日 本 語 の 勉強 の た め に 、 ど ん な サイ ト を 見 た り 使っ た り し て いま すか 。 


会 話 練習 訪 攻 5 > 


《 ほ 誠二 5 マイ ク が 日 本 で の 動物 セラ ピー(herapy) に つい て は る か の 意見 (opinion) を 聞く 。 


に 
は る か : 
CO 
は る か : 
マイ クタ 
は る か : 
12 
は る か : 
イグ 
は る か : 
ママ イク 


練習 問題 


CW BEN 


うん Wr 

実は 、 ち ょ っ と 、 お 願い が ある ん だ けど …。 

何 ? 

今 、 動 物 セ ラ ピ ー に つい て レポ ー ト を 書い て る ん だ けど 。 
326% 


日 本 の 動物 セラ ピー に つい て も 書き た いか ら 、 教 えて くれ な い ? 

うー ん 、 日 本 の 動物 セラ ピー ね 。 閉 いた こと は ある けど 、 あ ん まり 知ら な いな あ 。 
は る か が 知っ て る こと で いい ん だ 。 

が EURO 中 

ほん と ど と? サン シキ ュー! 助かる! 


モニ カ が 田 太 に 日 本 語 で 書く レポ ー ト に つい て 聞く 。 


う 2 ん 、 い いよ 。 
SWWCh se 人 adobeEaNEKVACDMtwEM 


: 何 ? 

: 今 、 書 いて いる 「 和 和製 英 語 ] に つい て の レポ ー ト の こと > 
うん 。 
言い た いこ と が 日 本 語 で 上 手 に 書け な いか ら 、 ? 


: ああ 、 来 週 の 金曜 日 に 出す オレ ポー ト だ ね 。 い いよ 。 


は ん と る ササ oe キキ = ュー | ! 


や > バー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。A が B に お 願い を し な さい 。 


区 5 


We EE NOBB) 2 。 困 


こめ ん 、。 ちょ っ と いい ? 


2 ん 。、 いい いよ 。 
: 実は 、 ち ょ っ と 、{ 助 け て ほし いん だ けど / お 願い が ある ん だ けど } …。 
: 何 ? 
ん だ けど 。 
う ん 。 
か ら 、 くれ な い ? 
{ れ / か }。 ーー と こき 


・ ほん と ? サン キュ ー! 助かる ! 


| ベア ワー ク 較 還 ErY* 


ss | 日 本 の テク ノロ ジーーー 一 一 | 


ゅ > も し 、 自 分 達 で ロボ ッ ト が 作れ る な ら 、 ど ん な ロボ ッ ト を 作っ て みた いで すか 。 
どん な ロボ ッ ト を 作っ て みた いか が 話し 合い な さい 。 


1. ロボ ッ ト の 名 前 

. ロボ ッ ト の 有形 

。 ロ ボッ ト が 出来 る こと / 出 来 な いこ と 
どう し て この ロボ ッ ト が 必要 か 

・ 社会 で どん な 活躍 が 出来 る か 

. その 他 


の 。 m ょ の TO 


ロボ ッ ト の 絵 


と > 学生 が イン ター ネッ ト の 記事 に つい て 質問 が ある の で 、 先 生 の 研究 室 に 行く 。 


あな た は 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 で す 。 
イン ター ネッ ト の 記事 を 読ん で いま す が 、 意 味 の 
分 か ら な い カ タカ ナ 語 や 難し い 漢字 が た くさ ん 


あっ て 読め ませ ん 。 日 本 語 の 先生 に 助け て も ら っ 
て 下さ い 。 


| ロー ルフ レイ 生誕 陸 了 $ > 


生生 


ーッ ラー 


あな た は 大 学 で 日 本 語 を 教え て いる 先生 で す 。 
学生 が イン ター ネッ ト の 記事 を 持っ て 来 ま し た 。 
分 か ら な いと ころ を 教え て ほし いと 頼ま れ ま す 。 
何 に つい て の 記事 か 聞い て 下さ い 。 記 事 に つい て 
聞い た 後 で 、 今 日 は あま り 時 間 が な いと 言っ て 、 
次 に 会 う 日 と 時 間 を 決め て 下さ い 。 


pyA は 日 本 語 で イン ター ネッ ト の 記事 を 読ん で いる が 、 難 し く て 読め ゆな い の で 、 ク ラス メー ト の 


B に 一 緒 に 読ん で くれ る よう に 頼む 。 


あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 
イン ター ネッ ト の 記事 を 読ん で いま す が 、 意 味 の 
分 か ら な い カ タカ ナ 語 や 難し い 漢字 が た くさ ん 


あっ て 読め ませ ん 。B に 助け て も ら っ て 下さ い 。 


あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 

日 本 語 の クラ ス メ ー ト の A が イン ター ネッ ト の 記 
事 を 持っ て 来 て 、 一 緒 に 読ん で ほし いと 頼み ます 。 
何 に つい て の 記事 か 聞い て 下さ い 。 記事 に つい て 
聞い た 後 で 、 今 日 は あま り 時 間 が な いと 言っ て 、 
次 に 会 う 日 と 時 間 を 決め て 下さ い 。 
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a | 日 本 の テク ノロ ジーーーーー| | 


し 
文法 ノー ト 


一 他 に (も ): 一 他 (に ) は 
・ 働 く ロ ボッ ト の 他 に も 、 人 と 一 緒 に 生活 する た め に 作ら れ た ロボ ッ ト も ある 。 [ 読 : 選 8-9] 
Oe AIBO は 最初 は 立つ こと の 他 に は 何 も 出 来 ま せん で し た が 、~ 【 読 : 7.44-45】 
・ パ ロ や AIBO は 、~ の よう な ロボ ッ ト だ が 、 そ の 他 に も 、~ と か ~ と か ~ と か 色々 な こと が | それ に 
出来 る 人 型 ロ ボッ ト が 作ら れ て いる 。 [中 :k58.1】  ・ そ れ に 、 触 っ た りほ め た り し て や る と 、 手 と か 足 と か 首 を 動か し て 、 [大 :18.9 
、 ま だ 人 型 に は な っ て いな いけ れ ど 、 一 【 読 :61】 
それ に is used to add an item or to make an additional statement. 
in addition: moreoveri furthermorei what's more; on top of that; and 
a Ni{、/ と / に } N。。 そ れ に Ns: 大 阪 、 京 都 、 そ れ に 、 奈 良 に も 行っ た 。 
8,。 そ れ に 、8。。: 日 本 の 夏 は と て も 暑い 。 そ れ に 、 湿 度 (humidiy) も 高い 
1c. S,」 し 、 そ れ に 、8。。: 日 本 の 夏 は と て も 暑い し 、 そ れ に 、 湿度 も 高い 。 
1 日 本 語 を 勉強 し 始め た 時 、 ひ ら が な と カタ カナ 、 そ れ に 漢字 を 覚え な く て は いけ な か っ た の 
PF で く と て 大寺 た ② だ っ て や 、 や め な く て よかっ た 。 
例文 2. ステ ー キ に サラ ダ 、 そ れ に ライ ス も お 願い し ます 。 
3. この アパ ー ト は 明る く て 広い 。 そ れ に 、 学 校 に も 近い 。 
4. そ の アル バイ ト は あま り 大 変じ ゃ な いし 、 それ に 給料 も いい 。 


1 ドラ えも ん は 、 実 は ネコ 型 ロ ボッ ト な ん で す 。 知っ て いま し た か が 。 | 
2. 父 は 1950 年 型 の キャ デラ ッ ク の クラ シッ ク カ ー を 持っ て いま す 。 

2 3. 私 の 血液 (lood) 型 は A 型 で す が 、 母 は AB 型 で 父 は O 型 、 弟 は B 型 で す 。 
4. 新型 の イン フル エン ザ (influenza2) の ワク チン (vaccine) は 、 まだ な いそ うだ 。 


5 N の 他 に (も ) js an adverbial phrase meaning “in addition to N.” Verbs, adjectives and demonstrative 

説明 adjectives can also precede 他 に (も ) to mean “in addition to V-ing,” “in addition to being Adj.” or “im 
addition to this/that.” ~ 他 (に ) は also means “in addition to.” In some contexts, the phrase can mean 
: “except for other than.” 


英訳 - 他 に (も ) = in addition to ~ ; besides - 他 (に ) は (こない ) = (not ~) except for ~ ; (not ~) other than ~ 
文型 a Type2b b. (この / そ の / あ の } 他 に (も ) 

1. この クラ ス に は キム さん の 他 に (も ) 韓 国語 が 出来 る 学生 が いま すか 。 

2. 日 本 語 に は 、 く だ けた 話し 方 の 他 に 敬語 も あっ て 、 大 変 だ 。 
3. 日 本 で は 、 日 本 語 を 勉強 する 他 に 、 色 々 な 所 に 旅行 に も 行き た いと 思っ て いる 。 


1 
2 
全文 
4. 夏休み に 大 学 の 夏 の コー ス を 取っ た 。 そ の 他 に も 、 バ イト を し た り 、 日 本 に 行っ た り し た 。 
5 
6 


油 
了 
= wp 


5. 週末 は 宿題 が た くさ ん あっ た の で 、 勉 強 の 他 ( に ) は 何 も 出 来 な か っ た 。 
6. 今日 は 授業 に 出る 他 は 、 何 も 予定 が な い 。 
@ (と ) 同 じ { ぐ らい / く らい ] 。 ⑥-ー( の ⑦ の ) な ら 
・ 犬 や 猫 を 飼っ た こと は あり ませ ん が 、 パ ロ な ら 触 っ て も 大 丈夫 で す 。 【 読 :L23-25】 
、・ ポ チ と 一 緒 な ら 寂 し く な い だ ろ うと 思っ た の で 、 連 れ て 行き まし た 。 【 読 : 52-53】 
な ら is used when the speaker supposes that something is the case or is true and makes a statement 


suggestion, etc. based on that supposition. の occurs before な ら when the suppPosition is based on what 
the speaker has heard from someone or learned from the situation. (Review の だ .) 


。 ・ ト ム が 行く (の ) な ら 、 私 も 行き ます 。 (Hf (is rue that) Tom is going (to the party), TIl go, too.) 
:N な ら means "if it is Ni N would/could ~.” 
| ・ 明 日 な ら 大 丈夫 で す 。 (() Tfis tomorrow I can make it. (b) Tomorrow would be all right.) 
・ 日 本 語 な ら 読め ます 。 ((a) firs Japanese, I can read it. (b) I could read Japanese.) 
説明 In “S」 な ら S,,” the action/event in Si does not have to take place before that in S。. 
・ あ の 人 が 来る (の ) な ら 、 私 は 帰り ます 。 
(Tf (is true that) that person is coming (as you say) ,Tm leaving (now before he comes) .) 


: Note that the use of た ら ,as in S」 た ら S。,, must be distinguished from that of な ら .When た ら is used, 
i S, must be completed before S。, as shown in the following example: 


・ 友達 が 迎え に 来 た ら 、 私 は 帰り ます 。 (If/When my friend comes to pick me up, I wi leave.) 
. Thus, in the following example, た ら is not acceptable. 
・ 本 を (読む (の ) な ら / x 読 ん だ ら }、 電 気 を つけ な さい 。 (If you're going to read a book, turn on the 


IN な ら =wouldi could ~ 


本 文 ・ 同 じ ぐ らい の 年 の 友達 と 一 緒 に 、 家 族 の よう に 生活 し て いま す 。 [ 読 : 12.13】 


: The particle で らい / く らい “approximately” often occurs with 同じ to mean “about the same.” Review 
「 the pattern Number + (Counter + ) で らい / く らい 


説 半 A: ここ か ら シ カゴ まで どの ぐら いか か り ま すか 。 
B : 車 で 5 時 間 ぐ らい で す 。 


about as ~ asi about the same ~ as ~ 
a.N と 同じ {ぐら い / く らい } b. N, と 同じ {ぐら い / く らい } の N。 
. 今 、 私 が 住ん を で いる アパ ー ト の 広 さ は 、 こ の 部 屋 と 同じ ぐら いで す 。 
. 今度 住 お アパ ー ト は 、 こ の 部 屋 と 同じ ぐら い の 広 さ で す 。 

東京 の 物価 (pricey) は ニュ ー ヨ ー ク と 同じ で らい 高い 。 

その ロボ ポット は 人 間 と 同じ で らい 上 手 に 自転 車 に 乗れ る 。 

6 田中 君 は 僕達 と 同じ で らい の 年 だ と 思う よ 。 


例文 


、・ パロ は アザ ラ シ 型 の ロボ ッ ト で 、 一 【 読 : 15-16】 

、・ 色 々 な こと が 出来 る 人 型 ロ ボッ ト が 作ら れ て いる 。 【 鞍 : 60.61) 
 ` それ に 、 ま だ 人 型 に は な っ て いな いけ れ ど 、 一 【「 読 :61】 

、・ 近い 将来 、 私 達 が 人 型 の ロボ ッ ト と 生活 し て 、 一 [ 読 : 62-63] 


jight.) 


S な ら =if (its the case that) ~;if (its true that) ~ 


弄 大 - ' = 1. 車 を 運転 する の な ら 、 お 酒 を 飲ん で は いけ ませ ん 。 
1S 4 SUT TCANING “style, type, model, etc.” It is commonly used to describe the shape, type, A > 内 し > 
model, or newness of an object. The preceding elements are mostly nouns, but some a kanii | 2 彼女 が 好 di 付 き 3 TK に 間 ん る 夫 あ どう で お が 
| characters can also precede 型 (e.g., 大 , 新 薄 ). 3. 寒い の な ら 、 セ ー タ ー を 着 た ら ど う で すか 。 
style: type; pattern; make; model; design 例文 | 4. ジン に は 使え 宇 せん が 、 we レ ビス i ト カ ーー ド な ら 使え ま yi 

i5. A:2 時 に 電話 し て くれ ませ ん か 。 


文型 a N+ 型 だ  bNr 型 (の )N 


、 B : すみ ませ ん 、2 時 は ちょ っ と 。3 時 な ら 出 来 ま すけ ど 。 
6. 日 本 に 行く の な ら 、JR パス を 買っ て お いた 方 が いい で す よ 。 


Verb-non-past こ と に な っ て いる 


@) て くる : ~ て いく 
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・ パロ は 世界 で 最も セラ ピー 効果 が ある ロボ ッ ト と し て 、 ギ ネス ブッ ク に ~  【 読 : /,26-28】 


説明 と し て js used to indicate the role, capacity or occupation of someone or the function or characteristics 
: Of something. 


‘as; in the capacity of 


「 鑑 路 城 は 日 本 で 最も 美しい ぉ 城 の ー つ と し て 知ら れ て いま す 。 


同 、 この 携帯 電 話 は 、 電 話 を する だ け で な く 、 カ メラ と し て も 使え る 。 
3. 私 は 来週 、 学校 の 代表 (representative) と し て 、 ス ピー チコ ン テ ス ト に 出 ま す 。 


4. 私 の 友達 は 、 フ ラン ス で ファ ッ シ ョ ン モ デル と し て 働い て いま す 。 


本 文 ・ そ こ で は 動物 を 飼っ て は いけ な いこ と に な っ て 


§ V-plain.non-past こと に な っ て いる means that something has been decided and the result of that 
1 decision is still in effect. It is often used to introduce rules and customs, as well as one’s schedule. 
Cf こと に し て いる : The speaker (or the subject of the sentence) makes it a rule to do something. 

・ 毎日 、 新 し い 漢字 を 五 つ 覚え る こと に し て いる 。 
be supposed to ~ Itisarule that ~ ; Ifs been decided that ~ 
Vplain.non-past こ と に な っ て いる : (行く / 行 か な い } こ と に な っ て いる 
1. 私 の アパ ー ト で は 、 ペ ッ ト を 飼っ て は いけ な いこ と に な っ て いま す 。 
例文 2. 授業 を 休む 時 は 先生 に 連絡 し な く て は いけ な いこ と に な っ て いる が 、 忘 れ て し まっ た 。 
0. 私 の 家 で は 食事 の 後 、 自分 が 使っ た お 皿 を 洗う こと に な っ て いる 。 


いた か ら で す 。 【 読 :/732-33】 


ロボ ッ ト が 入っ て いま し た 。 【 読 :/.38-40】 
This pattern is used to describe a feature of someone or something, focusing on a certain part or 
attribute of the person or thing. N, は Adj+N,。 を し て いる js synonymous with N, は N。 が Adj. 

・ プ ブウ は 長い 鼻 を し て いる 。 = ゾウ は 鼻 が 長い 。 (Elephants have long trunks.) 
| When the phrase modifies a noun, し た is commonly used instead of し て いる (Exs. 3 and 4). 


謗 弄 “Ni は {AANa な } +N。 を し て いる : ロ ー ラ は {大 きい / き れい な } 目 を し て いる 
b (AANa な } + N。 を し た N,: {大 きい / き れい な } 目 を し た 人 

1. ソウ は 長い 自 を し て いま す 。 そ れ に 、 耳 も 大 きい で す 。 

2 この オペ ラ 歌手 は 、 本 当 に きれ いな 声 を し て いま すね 。 

3. フレ ンチ ブル ドッ グ は 短い 足 を し た 犬 だ 。 そ れ に 、 面 白い 顔 を し て いる 。 

4. へ ビ (smake) の よう な 形 を し た 、 泳 ぐ こ と が 出 来る ロボ ッ ト が ある そう だ 。 


| ・ATBO は 一 色々 な こと を 覚え て いき まし た 。 


本 文 【 読 : /.44-46】 


・ シ ョ ー ン 君 、 最 近 ほ ん と 、 日 本 語 、 上 手 に な っ て きた よね 。 会 1:719】 


V- を くる and V- を いく indicate the temporal or spatial direction of an action from the speaker’s viewpoint. 
Ve くる is used when an action appears to be directed toward the speaker, and V- を いく is used when it 
jaPPears to be directed away from the speaker V-z く る often indicates that an action or Process began in 
the past and is continuing in the present, or that something has begun to take place, as seen in the following 
: examples: 
。・ 4 年間 日 本 語 を 勉強 し て きま し た 。(I have studied Japanese for four years.) 
に 日 本 語 の 文法 が 面白 く な っ て きま し た 。 (Tm beginning to find Japanese grammar interesting ) 
: V- を いく, on the other hand, often expresses an action or state that will continue from the present 
説明 into the future. 
WW 今 学期 は 1 週間 に 10 ずつ 新しい 漢字 を 勉強 し て いき ます 。 
(This term we are going to study ten new kanji a week.) 
※ *・ こ れ か ら す ず し く な っ て いく で し ょ う 。 (It will grow cooler from now on.) 
| In other uses, くる and い く following V- を maintain their original meanings, i.e., “to come” and “to go.” 
・ 図書 館 で 本 を 借り て 来る 。 (TIl go to the library to borrow some books (and will come back) .) 
・ 買い物 する 前 に 、 銀 行 で お 金 を お ろ し て 行く 。 
(Before shopping, Tl get some cash from the bank (and then go shopping) .) 


英訳 Ve くる =have V-ed; begin to; become; grow V- を いく =go on V-ing continue; become: grow 
文型 Vie くる / い く 
て くる : 
1. 最近 、 ち ょ っ と 暖か く な っ て きま し た 。 

2. 1 週間 ぐら い 使っ て 、 新しい 教科 書 に 慣れ て きま し た 。 

9. 技術 が 発達 し た た め に 、 生 活 が と て も 便利 に な っ て きた 。 

4. この 地方 は 北 に ある の で 、 夏 は 午前 4 時 前 に 空 が 明る く な っ て くる 。 

~ て いく : 

1. これ か ら 、 も っ と 暖か く な っ て いき ます 。 

2. 練習 すれ ば 、 も っ と 上 手 に 話せ る よう に な っ て いく よ 。 が ん ば っ て ね 。 
3. ゴー ルデン レト リバ ー は 大 型 の 犬 だ か ら 、 も っ と 大 きく な っ て いき ます よ 。 
4 ロボッ ト が も っ と 人 々 の 生活 を 助け る よ うに な っ て いく だ ろう 。 


⑩)Verb-non-past こ と に な っ た 
本 文 | ・ 大 学 に 入っ て 家 を 出る こと に な っ た 時 も 、 ポ チ と 一 緒 な ら 寂 し く な い [ 読 :L51.52】 


| V-non-past こ と に な っ た means that a situation has changed due to some external force (e.g., a decision 

' made by someone other than the speaker) . It indicates either that the speaker (or the subject of the 

sentence) did not actively make the decision or that he/she js viewing the decision from the standpoint 
説明 : of an outsider. 

Note that こと に し た jndicates that the speaker or the subject made a decision to do something: 


・ 日 本 に 留学 する こと に し まし た 。 
It was/has been decided that ~ ; It turns out that ~ 
V-non-past.plain こと に な っ た : {行く / 行 か な い } こ と に な っ た 
1. 日 本 に ある オフ ィ ス で 働く と と に な っ た の で 、 日 本 に 引っ 越す こと に な り ま し た 。 
例文 | 2. 環境 (environment) を よく する た め 、 来 月 か ら リ サイ クル キャ ン ペ ー ン を する こと に な っ た 。 
3. 奨学 金 が わら える こと に な っ た の で 、 大 学院 に 行く つも り で す 。 


し ょ う が く きん 


例文 


四 3 月 日 本 の テク ノロ ジーーーーー||. 


3 | 日 本 の テク ノロ ジー 


人 ~ ょ うに {頼む / 言 う } 


1. 先生 、 今 日 は 授業 に 遅れ て すみ ませ ん で し た 。 明 日 か ら も っ と 早く 家 を 出る よう に し ます 。 
2 毎日 究 る 前 に 、 新 し い 漢字 を 五 つ 覚え る よう に し て いま す 。 
例文 la. 環境 (environmen) の た め に 、 紙 を リサ イク ル す る よう に し て 下さ い 。 
4. 体 に いい か ら 、 野 菜 や 果物 (fruits) を た くさ ん 食べ る よう に し て いる 。 
体 に 悪い か ら 、 タ バ コ は 吸わ な いよ うに し た 方 が いい よ 。 


| ・ お 姉さん が 、 シ ョ ー ン ・ ス ミス に 英語 を 見 て くれ る よう に 頼ん で いる 。 [si 
・ シ ョ ー ン ・ ス ミス が 友達 の 田中 に 記事 を 読む の を 手伝っ て くれ る よう に 頼ん で いる 。 [会 3.7.41】 


説明 i よう に 頼む / 言 う is used to quote a request or command indirectly In an affirmative request よう に 頼む 
is often used with て くれ る ,asin 来 て くれ る よう に 頼む . (cf negative request: て な いよ うに 頼む ) 


~( て くれ る ) よ うに 頼む = to ask someone to V ~ よ うに 言う = to tell someone to V 1 ゆり か な ( あ ) 営 
a V-non-past.plain よう に 頼む / 言 う 
Direct Quote: 先生 は 学生 に [漢字 を 覚え な さい | と 言い まし た 。 
Indirect Quote: ENE る よう に 言い まし た 。 

b. V-te くれ る よう に 頼む 

Direct Ghulsi 衝 は ば 友 培 に 『 ノ ご ト を 見 せ て くだ さい と 癌 が まし た 


本 文 


本 六 ・ 英 語 じ ゃ な く て 日 本 語 で 考え る よう に し て いる か ら か な あ 。 [会 1720 


: か な ( あ ) js a sentence-final particle which indicates that the sentence is a self-addressed question or a 
| question addressed to the speaker's in-group member (s) . It is used only in casual language. 


wonder ~ 


1. 春休み は 何 を し よう か な あ 。 
2. この アパ ー ト 、 よ さそ うだ けど 、 ち ょ っ と 高 す ぎる か な 。 
例文 。 海道 の スト ファ ミリ ー の お 母さん は 元気 か な あ 。 今晩 、 電 話し て みよ う 。 | 


4 去年 佐藤 さん と 来 た 日 本 料理 の レス トラ ン は 、 こ こじ ゃ な か っ た か な あ 。 


きよ ょ ね ん さ と う 


Indirect Quote: 私 は 友達 に ノー ト を 見 せ て くれ る よう に 頼み まし た 。 
iC. Vaf7 な いよ うに 頼む / 言 う 
Diect Quote: 私 は よく 両 境 に [部 を いじ め て は いけ ませ ん ] と 言わ れれ ます 。 
。 IndirectQuote: 私 は よく 両親 に 弟 を いじ め な いよ うに 言わ れ ま す 。 V 

1. 両親 は 私 に 、 いつ も 早く 家 に 帰っ て くる よう に 言い ます 。 | : な る べく | 
2. パー ティ ー を し て いた ら 、 隣 の アパ ー ト の 人 に 静か に する よう に 言わ れ て し まい まし た 。 本 文 ・ な る べく 色々 な 年 代 の 人 に 聞く よう に し た 方 が いい で す よ 。 人 会 2:/.38】 
3. 病気 で クラ ス に 行け な い の で 、 代 わり に 友達 に 宿題 を 出し に 行っ て くれ る よう に 頼ん だ 。 「 な る べく with or without an adverb modifies the following verb phrase and adds the meaning “as (much) 
4. ウェ イタ ー に デザ ー ト メニ ュー を 持っ て 来 て くれ る よう に 頼も うか 。 3 説明 まい possible.” When there is no specific adverb after な る べく ,itis usually interpreted as “as much as ~ 
Or "as often as ~ .” 
ゆー て {くれ る / く れ な い / も ら え る / も ら え な い } ? 較 1 

、・ レ ポー ト を 書い た ん だ けど 、 ち ょ っ と この 部 分 を 読ん で も ら えな い ? [会 7 

本 文 ・ も し 文法 が 間違っ て た ら 、 直 し て くれ る ? [会 1:76 

:・ あ の う 、 ち ょ っ と 悪い ん だ けど 、 こ の 記事 、 読 む の 、 手 伝っ て くれ な い ? [会 3:744) 


V- を くれる, etc. with rising intonation is used to make requests in casual conversation. 


‘as much/often as possible, as ~ as possible 
1. 日 本 語 の クラ ス の 外 で も 、 な る べく 日 本 語 * 話 し た 方 が いい で す よ 。 
2. 作文 を 書く 時 は 、 な る べく 漢字 を 使う よう に し て 下さ い 。 
“eB ダイ エッ ト を し て いる か ら 、 甘い 物 は な る べく 食べ な いよ うに し て いま す 。 | 
4. な る べく 辞書 を 使わ な いで 、 こ の 記事 を 読ん で みて 下さ い 。 | 


Will you ~ $; Can you ~ ?; Could you ~? 

Ve {( く れる / くれ な い / も ら え る / も ら え な い }? 
1. 初め て ケー キ を 焼い た ん だ けど 、 ちょ っ と 食べ て みて くれ る ? 
2. ちょ っ と 、 そ この 本 、 取 っ て くれ な い ? 

| 3 今 和 強 中 だ か ら 、 も うち ょ っ と 静か に し て も ら える ? 
4 も し 時 間 が あっ た ら 、 明 日 空港 に 迎え に 来 て も ら え な い ? 


⑯6 一 よう と し た {が / け れ と ど / ら } | | 
末 文 ・ 辞 書 で 調べ よう と し た ん だ けど 、 漢 字 の 読み 方 が 分 か ら な く て 。 
: V-vol と し た ,the past form of V-vol と する (to try to do ~) , is used in situations where someone had made 


説明 anattempt to do something but failed (Ex. 1) , where someone was going to do something but didnt (Ex. 
2) ,or where something happened when someone was going to do something (Exs. 3 and 4) . 


 V-vol と し た {が / けれ ど }= tried to ~ but; was going to ~ but 
 V-vol と し た ら = when ~ was going to ~ 


還 Vi と し た (が / け れ ど / 5}: 行 こう と し た {が / け れ ど / 5}; 食べ よう と し た {が / け れ ど / 5} 
本 ケー キ を 作ろ うと し た けれ ど 、 卵 が な か っ た か ら 、 作 れ な か っ た 。 | 
2. 宿題 を し よう と し た が 、 友 達 が 来 た か ら 、 す る の を や め た 。 | 


3. 電車 に 乗 ろう うと し た ら 、 目 の 前 で ドア が 閉まっ て し まっ た 。 
4. 家 を 出 よ うと し た ら 、 雨 が 降っ て きた 。 


【 会 3: /.47】 


Verb-non-past よ うに する 


上 人 馬 じゃ な く て 日 本 語 で 考え る よう に し て いる か ら か な あ 。 [20 
、・ な る べく 色々 な 年 代 の 人 に 聞く よう に し た 方 が いい で す よ 。 [会 2: 38】 


| V-plain.non-past よう に する indicates one's conscious effort to do something for some Purpose. Here, 
説明 | One makes an effort at every opportunity to do something to the degree that he or she can, but sometimes 

fails. Thus, よう に する is often used for habitual actions. Note that this phrase differs from V こと に する , 
| which indicates one's decision to do something and the action can be either a single or a habitual one. 


| make an effort to do ~ ; make an effort so that ~ try (one's best) to do ~ ; try one's best so that ~ 


V plainnon-past よ うに する : {食べ る / 食 べ な い } よう に する 
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漢字 表 


1 発達 え ル 
2.2 述 文 スル 
3 社会 
4 運ぶ 
5 工場 
6 


9 動か す / 動 く 
10 声 

11 集まる 

12 動物 

13 大 事 ( な ) 


田 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 


は っ た つ ぇ ル 
ちゅ う も ん ぇ ル 
し ゃ か い 

は こぶ 

こう じょう 

に ん げん 

て と ほか 

< が 
うど かず 7 う ご で 
0 

あつ まる 

どう ぶつ 

だ いじ (な ) 


こども 
し 


よう セ ん て 
に ゅ う が く ぇ ル 
は じ め て 


ほん と う ( の ) 


さき いしょ 
りか い ぇ ル 
つれ て いく 
ざん ね ん (な ) 
うま れる 

が くし ゅ う ぇ ル 


-。 わら う 


らく rn 
さい こう (の ) 
まもる 


4 


助かる / 助 ける _ 
発表 スル 

この 間 

呼ぶ 

記事 

手伝う 


es 


た すか る / た すけ る 会 1 


は っ ぴょ う ぇ ル 
この あい だ 
よぶ 

きじ 

で ら だ うぅ 


会 2 
会 2 
会 2 


会 3 


会 3 


本 


た ん ご 


圏 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


1 


8 
9 


10 


2 
3 
4 
7 


寝る 


技術 


と 
x 


周り 
欲し い / 欲 し が る 


合格 スル 


お も し ろ い ぃ _ 


ね る が すっ 
し ょ うら い _ 


ぎじ ゅ つ 
か いじ ょ う 
し ゅ じゅ つ 
じっさい (に ) 
a し ょ に 


+ が な た 
け 

まわ り 
ほし い / ほ し が る 


ご うか く ぇ ル 


あん な い ぇ ル 
た の む 
- く ん 


は つ お ん ぇ ル 


: 新しい 漢字 


: 新しい 読み 方 
=: 前 に 習っ た 単語 
: 前 に R で 習っ た 漢字 


2 


BI nn wm 


bk 


会 3 


っ 


カタ カナ 語 


語 、 ポ ルト ガル 語 な どの 外国 語 か ら 入 っ て 来 て 日 本 で も 使わ れる よう に な っ た 言葉 を 「 外 来 語 
と 言い 、 外来 語 を 日 本 語 で 書く 時 は カタ カナ で 書き ます 。 カタ カナ 語 に は 色々 な 種類 (ype) が あり ます 。 
外国 語 の 音 や スペ ル (speling) を カタ カナ に 置き 換え た (to conver) も の や 、 元 (the origin) の 意味 と は 違う 意 
味 の カ タカ ナ 語 や 、 短 く し て 言う カタ カナ 語 ( 短 縮 形 ) も あり ます 。 に カタ カナ で 書く 和製 英語 (日 
本 で 作ら れ た 英語 表現 ) も あり ます 。 次 の カタ カナ 語 は 、 ど ん な 意味 だ と 思い ます か 。 みん な で 話し 


合っ て み ま し ょ う 。 


短縮 形 の カタ カナ 語 


た ん し ゅ くけ い 


1) 


Ci ピグ /W ウ 


8. コラ ボ b ドン マイ 


セレ ジブ e. リストラ メス ト 


元 の 英語 の 意味 と 違う 意味 の カ タカ ナ 語 
b プリ ント 


a. アイ ドル Cr タレ ント 


ナイーブ 


2. AIYIoyk バイ 0 モン シダ 


和製 英語 
わ せい 
a イメ ー ジ アッ プ 


b ニュ ー ス キャ スタ ー Ci ニン セッ ンド 


d. ガー ド マ ン e. デッド ボー ル { ノー ト パ ソ コン 


コン ピュ ー タ で 使う も の は 、 カ タカ ナ で 書か れる こと が 多い で す 。 次 の 言葉 を カタ カナ で 書い て み 


本 じ よ りう 。 


b. monitor Cc. keyboard 


a. mouse 


e. software f. Internet 


d. download 


カタ カナ は 外来 語 だ け で な く 、 動物 や 花 の 名 前 と か 、 漢字 の 音読 み の 読み 方 と か 、 オノ マト ペ と か 、 
人 の 名 前 と か に も 使わ れ ま す 。 この 教科 書 で も カタ カナ が どん な と ころ に 使わ れ て いる か 、 気 を つけ 


て みて 下さ い 。 


日 本 の 
スポ ーッ 


「 ス ポー ツ を 通し て 学 避 心 」 

ビッ ク 黄 陳 靖 較 日 本 の スポ ー ツ 、 
日 本 の 武道 、 心 ・ 技 ・ 体 の 考え 方 、 
クラ ブ 活 動 、 先 輩 と 後輩 


せん ぽい こう は い 


本 文 を 読む 前 に 


1 | 下 の 表 を 完成 し な さい (tocomplete) 。 
よく 見 る スポ ー ツ よく する スポ ー ツ 現代 の 日 本 人 は 、 野 球 、 サ ッ カ ー、 ブ ルフ 、 ス キー な ど 、 色 々 な スポ ー ツ を 楽し ん で いる 。 若 
い 人 人達 だ け で な く 子 供 か ら お 年 寄り まで スポ ー ツ を 楽し み 、 そ し て 、 種 類 も 、 海 や 山 、 夏 や 冬 の 
WE EN mn ポー ッ ー ポー ツ な ど 、 価 
好き な スポ ー ツ 的 マタ PC で "GT スポ ー ツ 、 一 人 で する スポ ー ツ 、 チ ー ム で する スポ ー ツ 、 健 康 の た め の ス ポー ツ な ど 、 何 で も 
ある 。 テ レビ で も 胡 日 の よう に 、 色 々 な スポ ー ツ 番組 が 見 られ る が 、 特 に 代表 的 な も の は 野球 、 
サッ カー、 ゴ ルフ 、 テ ニス 、 相 撲 な ど だ 。 日 本 国内 の 試合 だ け で な く 、 日 本 人 野球 選手 が 活躍 し 
Wy" * 
私 の 国 で 人 気 が あ る スポ ー ツ 私 の 国 で 子供 が よく する スポ ー ツ 
MM OR MG 日 本 で は 試合 で 勝つ こと も 大 切 だ が 、 ス ポー ツ を する こと で 人 間 と し て 成長 する こと が 、 そ れ 
と 同じ ぐら い 大 切 だ と 考え られ て いる 。 例 えば 、 日 本 の 国技 の 相撲 で は 、 力士 が 相手 カ 士 に 勝っ 


日 本 に 行っ た らし て みた い ス ポー ツ 
て いる アメ リカ の MLB( プ ロ 野 球 の メジ ャ ー リ ー グ ) や 、 サ ッ カ ー の ワー ルド カッ プ 、 オ リン ピッ 
ク な ども すべ て リア ル タ イ ム で 見 る こと が 出来 、 ス ポー ツ 観 戦は と て も 人 気 が あ る 。 
下 の 写真 は 何 の ス ポー ツ の 写真 で すか 。 ス ポー ツ の 名 前 と 、 三 つの スポ ー ツ の 共通 点 た 時 、 土 依 の 上 で 笑顔 を 見 せ た り ガ ッ ツ ポー ズ を し た りす る の は 、 い いこ と だ と 思わ れ て いな い 。 


プ 


(commonfeature) を 書き な さい 。 だ か ら 、 勝 っ て 婚 し く て 大 声 で 叫び た い 時 で も 、 負 け て くやし い 時 で も 、 土 條 の 上 で その 気持 
Cb) ち を 表現 し た り 、 試 合 の 後 の イ ンタ ビュ ー で べら べら 話し た りす る こと は あま り し な い 。 も ちろ 

ん 、 相 手 を 笑っ た り 、 ば か に し た ジェ スチ ャ ー を する な ど は 、 絶 対 に し て は いけ な い 。 
eerie tdnet nn; 系 道 や 剣道 、 空 手 や 合気道 な ど 、 日 本 に 音 か ら あ る 武道 で は 、 ま ず 「 礼 に 始ま り 礼 に 終わ る 」 
EY と いう 考え 方 が 大 切 だ と 教え られ る 。 そ し て 、 こ の 考え 方 は 、 武 道 が スポ ー ツ と し て 世界 中 で 
楽し まれ る よう に な っ て も 、 変 わっ て いな い 。 例 えば 、 武 道 を 習う 人 は 、 まず 道場 に 入る 前 に 、 
ーー to 道場 に 向かっ て 礼 を する 。 そ し て 、 練 習 が 始ま る 前 に は 、 先 生 に 
2008 生 大 相反 向かっ て 礼 を する 。 練習 する 相手 と も 、 お 互い に 礼 を し 合っ て か 


NM スポ ー ツ で 大 切な こと は 何で すか 。 下 の 棒グラフ (bargrsph) を 完成 し ら 始 め 、 終 わっ た 時 に も 和 礼 を する 。 そ し て 道場 を 出る 時 に も 、 礼 
な で い (to complete) 。 4 OH "や 6 どう じょう 


ス ズ ス kM で 太紀 な こと 2 を し な く て は いけ な い 。 こ の 礼 は 、 換 拶 の た め だ け に する の で は 
な く 、 相 手 に 向かっ て 尊敬 や 感謝 の 気持 ち を 表す と い 2 意味 が 含 
まれ て いる の だ 。 そ の た め 、 子 供 が 和 儀 正しい 人 間 に 育 つよ うに 、 
子供 を 武道 の 道場 に 通わ せる 親 も いる 。 


+ 勝つ (to win) こと 


, 楽 し むこ と 


, 体 に いい こと 


ょ ルー ル を 守る こと 
(to observe the rules) 


ょ マナー を 守る こと 
(to have good manners) 


a し て 成長 する 
(togrow up) こと 


MIUUJUUUUUUUIUUUUUMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU UIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 有 HU MMUUUUU 


に 
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鐘 半 則 の 子 人 計 O 間 上 

日 本 の スポ ー ツ で は 「 心 ・ 技 ・ 体 」 と いう 考え 方 も と て も 大 切 だ 。「 心 」 は 精神 力 、「 技 ] は 
運動 の 技術 や 能力 、「 体 」 は 体 み の こと で 、 ど ん な スポ ー ツ で も この 三 つ が な けれ ば 上 手 に な ら 
な いと 考え られ て いる 。 「 心 」 に は 強い 精神 カカ と いう 意味 の 他 に 、 人 が 人 と し て 持た な けれ ば な 
ら な い 「 忌 と いう 意味 が 含ま れ て いる 。 日 本 の プロ 野球 で 9 年 間 プ レー を し て 、 今 は アメ リ 
カ の MLB で 活躍 し て いる ある 選手 が イン タビ ュー に 答え て 、 バ ッ ター が 三振 を し た 後に 自分 の 
バッ ト を 折っ て し まっ た り 、 ピ ッ チ ャ ー が 打 た れ た 後に グロ ー ブ を ロッ カー に 投げ た りす る の を 
見 る と 驚く 、 そ れ を 作っ て くれ た 人 達 の こと を 考え た ら 、 僕 に は そん な こと は 絶対 に 出来 な いと 
言っ て いる 。 試 合 や 練習 が 終わ っ て 彼 が 一 番 最初 に する の は 、 使 っ た バッ ト や グロ ー ブ や スパ バイ 
ク の 手入れ だ そ う だ 。 彼 に と っ て は 、 野 球 の プレ ー だ け で は な く 、 彼 に 野球 を させ て くれ る も の 
や 、 そ の 後ろ に いる 人 達 も 、 と て も 大 切な の だ ろう 。 そ の 他 、 日 本 の プロ 野球 で は 、 ピ ッ チ ャ ー 
が パッ ター に デッド ボー ル を 考え て し まっ た ら 、 峠 子 を 脱い で バッ ター に 謝る が 、 こ れ も 「」 
を 大 切 に する 例 の 一 つ だ と 言え る の で は な い だ ろ うか 。 

1984 年 の ウロ サン ジェ ルス オリ ン ピ ッ ク で 金メダル を 取っ た 和 柔道 の 山下 素 容 選手 は 、 若 い 選手 
赴 を 有 て る 時 に こん な こと を 言う そう だ 。「 バ ス や 電車 に 乗っ て いる 時 に 、 お 年 寄り や 赤ちゃん 
の いる 女性 な ど が 乗っ て きた ら 、 すぐ に 立っ て 席 を 譲る 、 誰か が 重い 物 を 持っ て いた ら 代 わり に 
持っ て あげ る 、 困 っ て いる 人 が いた ら 迷 わ ず 助 け て あげ る 。 道場 で 学ん だ こ 以 放 うう を せこ 
ろ で 生か す の が 和 柔道 の 精神 な ん だ よ 」。 山下 選手 は この 考え 方 を 「 柔 道 の 精神 」 だ と 言っ て いる 
が 、 実 は 彼 の 言葉 は 、 日 本 人 の スポ ー ツ に つい て の 一 般 的 な 考え 方 を 分 か りや すく 表し て いる と 
言え る だ ろう 。 日 本 人 に と っ て スポ ー ツ で 大 切な こと は 、 識 合 に 勝つ こと や 健康 に な る こと だ け 
で な く 、「 礼 ] や 「 心 」 に つい て の 考え 方 も 学ぶ こと な の で ある 。 


HUUUUUUHUUUUOUUUHUUUUUUUUUUUUUUUUHUUHUUUUUMIUUHUHUUIUUEUUHUIUUHUUHHUUHIIUUUUU 有 ULUUU 有 UI 有朋 肌 和 HHHHHIHHHIHHHIIHIIHHIUHIUHUIUHHIHHHUHHHIUIUHIIHIIHIIHIIII 


の WS 


4 | 日 本 の スポ ー ツ 


単語 


太字 三 覚 える 単語 


1:ー を 通し て を と お し て | pe : 介 ie ] 
2 (を) 学ぶ まな ぶ . u-Vt 3 learn; study; take lessons IT 
3 現代 : げん だ い 7 3 Present day/agei today ] 1 
4 (お ) 年 寄り § (お ) と し より N に PT Person 
5. 種類 | し ゅ る い N 1 andz sop6 pe | 2 
健康 | けん こう N ihealth | 健康 (な ) (ANa) healthy (used for human/ | 
i : : i animal health only) 1 3 
7 番組 1 ぱん ぐみ : N 1 (TV/madio) program 
8 | 代表 的 (な ) だ いひ ょ う て き (な ) ANa 1 representative; typical 4 
9: 相撲 : す も う : N wrestling ] 
10 1 国内 | こく な い N . a country's interior | 国内 の (Phr) domestic; internal 
11 : 試合 し あい N ne match 
12 | 選手 : せん し ゅ Rt athlete; player Si 
計 す べ て 4 0 all | すべ て (N) everything: al ; 
14 リア ル タ イ ム N 1 
5! 観戦 | か ん せん | VN iwatching (a sports game) | (を ) 観戦 す る | 7 
16 (に / で) 勝つ | か つ a u-Vi 5 win 
17 成長 | せい ちょ う VN EO (一 が ) 成 長 する to grow (up) 1 8 
18 : 国技 i こく ぎ N ; national sport 
19: カ 二 上 りき し N aar Mi 9 
_20| 土 依 : ど ひょう N i sumo ring : 
21 i 笑顔 : えがお N ni face 
22 : ガッ ツ ポ ー ズ を する : Phr : to raise one's fist(s) in triumph : 10 
23 : 大 声 : お お ご え | N iloudvoice 
24 (一 が ) 叫ぶ さけ ぶ u-Vi 8 shout; yell; cry (out) 
25 (~ に / で) 負け る まけ る RR 
2 くやし い | A : (someone is) frustrated; (something is) regrettable Tl 
27! べら べら 義 す | べら べら は な す 。 | pmr fto talk glibly; blab _ 記 
28 (を ) ば か に する も 。 オ i 1 make fun of 
29 絶対 (に ) ぜったい (に ) | lv isheolntedis eteiy 1 1 
30 | 武道 ぶどう 3 6 martial arts 
31 : 礼 : れい b N 1 etiquettei thanks | 礼 を する (Phr) to bow 1 14 
32 : 道場 : の NB の) N : training hall for martial arts 16 
33 ~ に 向かっ て | ご に むか っ て a toward: fo to: in the Ak 1 17 
34 | お 互い に | お た が い に : Phr : (to) each other; (to) one another 18 
35 : 挨拶 1 あい さ つ ; VN greeting | (に) 挨拶 する 1 20 
36 § 尊敬 | そん け い VN | respect | (一 を ) 尊 敬 す る to respect look up to; 
: : ; ; show one's respect for 
37 : 感謝 ; か ん し ゃ VN gratitude; appreciation | (~ に ) 感謝 する to thank; 
: : ; express One's gratitude 
内 (を ) 表 す あら わす u-Vt Io express, represent 
39 1 (ご を ) 含 む ふく お | we ito include; contain; hold 1 21 
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ーー 


40 | 礼儀 正しい 
4 (一 が ) 育つ 
42 | (一 に) 通う 
| 心 ・ 技 ・ 体 
4 | 精神 

45 能力 

46 ブレー 

47: 三振 

48 | (を ) 折 る 
491 (を) 打つ 
01 グ ロー プ 
31 (~ を ) 投 げ る 
52 ! (に ) 驚く 
531 そ ん な 

54 | 彼 

551 ス パイ ク 
56: 手 入れ 
57: デ ッ ド ボール 
58 (に 一 を) 与え る 
59: ロ サン ジェ ルス 
601 金 

el : (を ) 育 て る 
62! 席 

63 1 (ご を ) 譲 る 

64! (一 に) 迷う 

65 (を ) 生 か す 
66 : 一 般 的 (な ) 


: れい ぎ た だ し い 
っ 

: か よう 

: し ん きた い 

| せい し ん 

の うり ょ く 


5 きん じん 
| お る 
2P 


| な げ る 
: お どろ く 


: か れ 
i て いれ 
| あたえ る 


きん 

: そだて る 

: せき 

ゆず る 

: ま よう 

i いかす 

: い っ ぱん て き ( な ) 
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: A : well- mannered; courteous; polite | 正しい (Arghec correct 
: eVi ito grow (up); be brought up : 
| eVi i to go to (school, work, etc.) regularly 

| N spiribt ique (s), and physical strength 

N |mind: spirit; will | 精神 力 (N) emotional strength 
: Nability; capacity; competence | 運動 能力 (N) athletic ability : 25 
1 27 


iplay | プレ ー を する (Phr) to play 


| VN 二天 (一 が ) 三 振 す る 

1 u-Vt ito break (a stick-tike object) fracture 
| wV io hit sike 

N agebal glove 

: i to throw; pitch 

| u-Vi io be surprised: be shocked 


5 DemA like that 


; N i he one 's boyfriend 

| N ispikes (shoes) 

SN : maintenance; care; repair (s) 
| N :(batter) being hit by a pitch 
i ru-Vt tm giVe 


N [LosAngeles 


igold | 金メダル (N) gold medal 


5 mrVe {to rear; bring up train (a person) 

: N i seat 

; u-Vt ito givei hand over give up (one's seat to a senior) 
: u-Vi ; to lose one's way; be uncertain; hesitate 

uwVt i to make the most of (one’s abilities) 


i ANa : generali common 


1 23 


124 


| 28 


: 30 


4 月 | 日 本 の スポ ー ツ 


4 


高橋 君 、 ちょ っ と 相談 し た いこ と が ある ん だ けど 。 


た か は 


えっ 、 何 、 相 談 っ て ? 


: 実は 、 部 活 の こ と な ん だ 。 空手 部 に 入ろう か と 思っ て る ん だ けど 、 どう 思う ? 


う 一 ん 、 そ うだ れ ねえ 。 日 本 の スポ ー ツ だ し 、 い いと 思う よ 。 

う ん 、 で も 、 日 本 の クラ ブ は 、 先 募 と 後 曹 の 上 下関 係 が 滅 し いっ て … そ れ で 、 ちょ っ 
と 心配 し て る ん だ けど …。 

そう だ な 。 そ れ は そう か も し れ な いね 。 で も 、 空手 の 場合 、 どこ の 道場 に 行っ て も 、 
先 募 と 後 曹 の 関係 は 滅 し いん じゃ な いか な 。 

そっ か 。 


: アメ リカ に 帰っ た ら 、 空 す な ん て あま り 出 来 な いか ら 、 日 本 に いる うち に 経験 し て み 


た ら ? 

そう だ ね 。 じ ゃ 、 入 っ て みよ うか な 。 
う ん 。 い いと 思う よ 。 頑 張っ て ね 。 
あり が と う 。 


ミラ ー .: すみ ませ ん 、 ち ょ っ と よろ し いで て しょ うか 。 

木 村 : は い 、 何 で すか 。 

ミラ ー : あの 、 私 、 留 学生 の ミラ ー と 申し ます が 、 実 は 、 空 手 部 に 入り た いん で す が 。 

木 村 っ 、 AN 僕 は 空手 部 の マネ ー ジ ャ ー の 木村 で す 。 よ ろ し く 。 今 、 主将 が 
練習 中 だ か ら 、 ち ょ っ と ここ で 待っ て いて も ら え ます か 。 

ご ラー で 村 い い 全 か り ま し た 。 

(練習 の 休憩 中 ) 

主将 : お っ 、 お 待た せ 。 主将 の 山田 で す 。 

ミラ ー : ミラ ー と 申し ます 。 ど う ぞ よろ し く お 願 いし ます 。 

主将 : こっ ちこ そ 、 よ ろ し く 。 空 才 や り た い の !? 

ミラ ー 5s は Ws ひび 。 
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この クラ ブ は 遊び の サー クル と は 違う よ 。 毎日 練習 が あぁ る けど 、 大 丈夫 ? 
は はい 幸二 80 が よろしく お 願い し ます 1! 


太字 = 覚え る 単語 


4 月 | 日 本 の スポ ー ツ 


そっ か 、 分 か っ た 。 じ ゃ あ 、 ま ず 、 マネ ー ジ ャ ー の 木村 に 詳し いこ と を 聞い て よ 。 ぶ か つ i N : short for 部 活動 (club activities) 
は い 。 |- ぶ : Suf iclub division: department 4 
CN E : せ ん ば ぱい | N ionessenior 
練習 に は 、 い つか ら 来 られ そう ? PE | cor の 
: こう は い : N ionesjunior 
: 明日 か ら 大 丈夫 で す 。 そ れ か ら 、 で きれ ば 、 今 日 、 練 習 を 見 学 さ せ て いた だ け ま せん か 。 | か ん けい | N irelationships | 
0 : : : 上 下関 係 (N) superior-subordinate relationships 6 
お っ 、 い いよ 。 その 稼 で 見 て て 。 練習 の 後 、 他 の 部 員 に も 紹介 する よ 。 
あり が と う ざ ござ WW ます (だ う ぞ よ ろり く お 願 いい た じ ま ず すず 。 | 
| 6: マ ネー ジャ ー | N imanager 
' 7 入部 : に ゅ うぶ : VN joining a club | (一 に ) 入 部 する 16 
| 8 部 員 1 いん | N imember (ofa club) | 新入 部 員 (N) new member 
: 佐藤 さん 、 ち ょ っ と 聞い て も いい で すか 。 9| 主将 しゅ しょ う | N thecaptain (ofa team) | 
3 と う gy ES RI る 1 23 
先 人 本 も い : を そっ 護 : 休 旬 ch 4 
11 : お 待た せ お ま 7 と で | Phr ! Sorry I kept you Waiting. : 24 
: 佐藤 さん は いつ か ら 空 寺 を し て いる ん で すか 。 | サー クル | : Girelé; club ! 記 
: 実は 、 僕 も 習い 始め た ば か りな ん で す よ 。 大 学 に 入っ て か ら 始 め た か ら 、 ま だ 半年 ぐ _13 [詳しい | くわ し い | A detailed; full Ea 
i~ ゝ ヽ た だ け ま せん か Phr Could 1~? | 33 
らい で す 。 だ か ら 、 ま だ 自 帝 。 2 の gr hg 
i 15 | その 辺 j その へ ん | N : (aspace/area) near there; around there : 94 
自 帯 っ て ? あれ っ 、 主 将 の 山田 さん の 帯 は 黒い で すね 。 
ええ 、 強 さ に よっ て 帯 の 色 が 培う ん で す よ 。 自 は 一 番 下 の レベ ル 、 黒 は 一 番 上 の レ 1 MR 
: は ん と し | N jhalf 40 
ベル で す 。 黒 帯 の 人 は 動き も 速い し 、 本 当 に すご いで す よ 。 | ea 8 A 
くろ お び 17 壮 : お び | N |bele sash 1 
な る ほど 、 じ ゃ 、 僕 も 自 帯 か ら ス ター ト で すね 。 佐藤 さ ん は どう し て 空手 を 始め た ん で すか >。 , 18 : 道具 ルル 3 | N tool; instrument; equipment ! 46 
そう で すね 。 僕 は 本 当 は 剣道 部 に 入り た か っ た ん だ けど 、 剣 道 は 道具 に お 金 が か か る | 
か ら 、 それ を 使わ な く て も 楽し め る 空手 に し た ん で す 。 
ペ え 、 そう だっ な ん た で すか 。 で の グラ ナブ 、 上 下関 係 は 厳し いで すか 。 
ええ 。 で も 、 み ん な いい 先 募 だ か ら 、 心 配 し な く て も いい で す よ 。 練習 の 後 は 、 一 緒 
に 食事 に 行っ た り 、 飲 み に 行 っ た りす る し 。 
そう で て すず か めい 楽 じ ぞう で ずれ ね 。 
CC RT GT 空 す を し よう と 思っ た ん で すか 。 
: 僕 は 日 本 に 留学 し て いる うち に 、 日 本 の スポ ー ツ を 経験 し て みよ うと 思っ た ん で す 。 
あー、 そ う で すか 。 そ れ は いい で すね 。 
じ ゃ 、 佐藤 さん 、 明日 か ら 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 
こち あら こ で 5 一 緒 に 頑張 り ま し ょ う 。 
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内 容 質問 


に や ※ み 物 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 

1. 8 行 目 の 「 ス ポー ツ を する こ と で 人 間 と し て 成長 する 」 ら W2i の (どう いう に どですか 4 
8 行 目 の 「 そ れ 」 は 何 を 指し ます (ergrto) か 。 
11 行 目 の 「 大 声 で 叫び た い 」 と 思う 人 は 誰 で すか 。 
日 本 の 京 道 で は どん な 気 桂 ち を 表す こと が 大 切 で すか 。 そ れれ を 表す た め に と ん な こと を し ます か 
子供 に 武道 を 習わ せる 親 は 、 子 供 が 武道 で 何 を 学べ る と 思っ て いま すか 。 そ れ は な ぜ で すか 。 
日本 の スポ ー ツ の 「・ 装 ・ 体 ] と は 、 ど うい う 考 え 方 で すか 。 例 を 挙げ て (prordy 説明 し な さい 。 
26.27 行 月 の 「 人 が 人 と し て 将 た な けれ ば な ら な い 「 心 と いう の は 、 ど うい うぶ だ と 思い ます か 
28 行 目 の 「 あ る 選手 | を 修飾 する (to modify) の は 、 どこ か ら どる まで で の 3 
ある 選手 が 計っ た こと は 、 ど こ か ら ど こま で で すか 。「 。 。 」 を 入れ な さい 。 
10 28.29 行 目 の 「 自 分 の バッ ト を 新 る 」、29 行 目 の 「 グ ロー プ を ロッ カー に 投げ る 」 の は 、 差 で すみ. 
1 30 行 目 の 「 そ ん な こと は 絶対 に 出来 な い ]」 の 「 そ ん な こと 」 は どん な こと て すみ 。 
2 32 行 目 の 「 彼 に 野球 を させ て くれ る も の ] は 何で すか 。「 そ の 後ろ に いる 人 達 」 は どん な 人 達 で すか 
13. 39 行 目 の 道場 で 学ん だ こ と ] と いう の ほ 、 どん な ご と で し ょ うか 。 
14 39 行 目 の 「 そ うい うと ころ 」 と いう の は 、 ど ん な 意味 て し ょ うか 。 


ざき の の ょ 6 pp 


詳 諾 語文 を 読ん だ 後 で 、 考え て みよ う 。 


@ 会 話 文 1 

1 ミラ ー さ ん は 高橋 君 に 何 に つい て 相談 し まし た か 。 

2 高橋 君 は な ぜ ミ ラー さん の 考え が いい と 思っ て いま すか 。 

3 * フー さん が 代 配 し て いる こと は 何で すか 。 そ れ に つい て 、 高 橋 君 は 何と 言っ て いま すか 。 
@ 会 話 文 ら 


1 空手 部 に 入る た め に は 、 誰 と 話さ な けれ ば いけ ませ ん か 。 

2 木村 さん と ミラ ー さ ん は どん な スピ ー チ レベ ル で 話し て いま すか 。 な ぜ で すか 。 

9. 山田 主将 は ミラ ー さ ん に どん な スピ ー チ レベ ル で 話し て いま すか 。 な ぜ で すか 。 
会 話 文 3 

M 佐藤 さん と ミラ ー さ ん は どん な スピ ー チ レベ ル で 話し て いま すか 。 な ぜ で すか 。 

2. 佐藤 ん は 初め は どん な 武道 を し よう と 思っ て いま し た か 。 な ぜ そ れ を し ませ ん で し た か 。 
9. 体 藤 さ ん は 空手 部 の 先 募 達 に つい て どう 思っ て いま すか 。 


ゆみ ん な で 話し て みよ う 。 


1. あな た の 国 で は 、 スポ ー ツ で 何 が 大 切 で すか 。 

2. あな た の 国 で は 、 人 気 の あ る 選手 や 尊敬 され る 選手 は どん な 選手 で すか 。 

3. あな た は スポ ー ツ で 何 を 学び ま し た か 。 スポ ー ツ で 何 が 教え られ る と 思い ます か 。 
4. 


日 本 の クラ ブ 活 動 の 先輩 と 後輩 の 関係 に つい て 、 どう 思い ます か 。 あ な た の 大 学 の クラ ブ 活 動 に 
は 、 こ うい う 関 係 が あり ます か 。 


5. あな た の 町 や 大 学 に は 、 日 本 の 武道 や 他 の 国 の スポ ー ツ を 楽し む ク ラブ が あり ます か 。 それ は 
どん な スポ ー ツ で 、 ど ん な 人 が 教え て いま すか 。 
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TR 生 が 先生 に 留学 に つい て 相談 する 。 


4 | 日 本 の スポ ー ツ 


学生 文 文 太 


い お い 


だ 季 先生 婦 太 


ql 


生 : あの う 、 先 生 、 ち ょ っ と ご 相談 し た いこ と が ある ん で す が …。 

生計 は い 、 何 で し ょ うか 。 

生 : 留学 の こと な ん で す が 。 

生え 。 

生 : 実は 、 東 京 へ も 北海 道 へ も 行っ て みた い の で 、 ど ちら が いい か 決め られ な いん で す 。 

生 : ああ 、 ど ちら も いい 所 で すか られ 。 

生 : は い 。 先生 は どちら が いい と お 考え に な り ま すか 。 

生 : う 一 ん 、 そ う で すね 。 ミ ラー さん は 、 彼 強 の 他 に 、 日 本 で どん な こと ど が し て みた いん で すか 。 
生 : えー と 、 私 は スポ ー ツ が 好き な の で 、 日 本 の 武道 を 習っ て みた いで す 。 

生 : そう で すか 。 じ ゃ 、 東 京 に ある 大 学 に し た ら ど う で すか 。 

生 : 東京 で すか 。 

A 東京 に は 武道 の 道場 が た く さん あり ます か ら 。 ち ょ っ と 物価 (pnce) が 高い で すけ ど …。 
生 の そう で すか 。 物価 が 高い の は ちょ RR 

先生 : そう で すね 。 で も 、 色々 な 奨学 金 が あり ます か ら 、 申し 込ん で (appy) み た ら ど う で すか 。 
生 : そう で すね 。 も うす 少し 考え て み ま す 。 どう も あり が と う ご ざ いま し た 。 


呈 性 帯 性 帯 性 帯 性 事 性 事 性 


性 


性 


紀生 記 瘍 学生 が 先生 に 小 テ スト を 受け る 日 に つい て 相談 する 。 
学 生 : あの う 、 先 生 、 ち ょ っ と ご 相談 し た いこ と が ある ん で す が …。 


2 GE で は WCYOER わ のち 

EMI 明日 の ボテ スト 。。 ご (| mmmew 7 、) 。 
RU 

学生: 、 明 日 の 2 時 の 授業 に の て 小 テ スト 


先生 : それ は 困り まし た ね 。 ど うし て 、 投 業 に 出 ら れ な いん で すか 。 

学生: 実は 、 明 日 、1 時 に 、 仕事 の 面接 に 行か な く て は いけ な いん で す 。 

先生 : ああ 、 そ う で すか 。 じ ゃ 、 朝 の 授業 に 出 た ら ど う で し ょ うか 。 

学 生 : ° o と どう も あり が と うざい まし た 。 


: あの う 、 先 生 、 ち ょ っ と ご 相談 し た いこ と が ある ん で す が …。 
生 : は い 、 何 で し ょ うか 。 
生 : と ん です が 。 


生 : 実は 、 の で 、 ん で す 。 
生 : ああ 、 そ う で すか 。 
(先生 は 相談 内 容 に つい て 学生 に 質問 し 、 ア ドバイ ス す る ) 


学生: そう で す 1 れれ 7 か が}。 


事 性 吾 性 事 


a ども あり が と みか で ざさ A いま し た 。 


し 


0 


会 話 練習 良 杜 に: あ * | 


SD 友 守 9 は る か が マイ ク に 車 に つい て 相談 する 。 


は る か : マイ ク 、 ち ょ っ と 相談 し た いこ と が ある ん だ けど …。 

マイ ク : えっ 、 何 、 相 談 っ て ? 

は る か : 車 の こと な ん だ けど 。 

マイ ク ん 

は る か : 実は 、 新 し い の を 買お うと 思っ て る ん だ けど 、 ど う 思 う ? 

メイク 2 べ ズ え 、 新 じい 車 か 。 い いれ え 。 

は る か : これ な ん だ けど 、 ど う ?  ( 車 の 写真 を 見 せる ) 

マイ ク : う 一 ん 、 そ うだ ね れ 。 い い 車 だ けど 、 高 そう 。 お金 ある の ? 
は る か : 実は 、 これ 新車 じゃ な いん だ 。 

ペン あの 2 の の だ 。 

は る か : この 車 を 持っ て る 人 が 、 来 月 、 外 国 に 行く こと に な っ た か ら 、 売 り た いん だ っ て 。 
マイ ク ・ ふう ん 。 じ ゃ 、 一 度 見 に 行っ て みた ら ? 

は る か : そう だ ね れ 。 じ ゃ 、 そ うす る 。 マ イク も 、 一 緒 に 行っ て くれ な い ? 
マイ ィ イク 21662VWN 

は る か : ほん と ? 助かる ! あり が と う 。 


記 輸 議 記 放 は る か が マイ ク に ルー ム メ ー ト に つい て 相談 する 。 


は る か : マイ ク 、 ち ょ っ と 相談 し た いこ と が ある ん だ けど …。 

に ? 

は る か : ルー ム メ ー ト 3 

の のり 

は る か : 来年 か ら ア パー ト に 住み た いか ら 、 ルー ム メ ー ト を 探 そう と 思っ て いる ん だ けど 、 
マイ ク : ああ 、 ル ー ム メー ト れ ね 。 

は る か : どう し た らい い ル ー ム メー ト が 探せ る か な 。 

マイ ク : 。 イ ンタ ーネット で 探し て みた ら ? 

は る か : うん 。 で も 、 ど ん な 人 か 分 か ら な いし 。 

マイ ク : じゃ 、 何 回 か メー ル し て みて 、 よ さそ うな 人 だ っ た ら 会 っ て みた ら ? 
は る か : あっ 、 そ っ か 。 。 あり が と う 。 


> パートナー と 練習 し て み ま し ょ う 。A が 日 に 相談 し な さい 。 
A : B、 ち ょ っ と 相談 し た いこ と が ある ん だ けど …。 
B : えっ 、 何 、 相 談 っ て ? 

As 4 どん 7 ご 1 

B 

A 


う ん 。 
は 、 ん だ けど 、 ど う 思 う ? 
BS うー ん 作 四 だ ね 5 
(B は 相談 内 容 に つい て A に 質問 し 、 ア ドバイ ス す る ) 
人 = 全う だ 07 直す 訂 剖 生き が 9 じゃ (そう する 。 あり が と う 。 


ee 


軸 4 衣 | 日 本 の スポ ー ツ 


| ベア ワー ク 較 計 


ゅ バー トナ ー と 、 ク ラブ 活動 や 趣味 な ど に つい て 質問 し 合い な さい 。 
質問 する 時 は 、「 い つか ら 一 」 や 「 ど うし て 一 」 な ど を 使っ て 質問 し な さい 。 


| ロー ルフ レイ 還 還 YY* > 計 


クラ ブ の 後輩 が 先輩 に 学期 に 取る 授業 に つい て 相談 する 。 


らい が っ 


あな た は 日 本 の 大 学 で 勉強 し て いる 学生 で す 。 あな た は 日 本 の 大 学 で 勉強 し て いる 学生 で す 。 
クラ ブ の 先輩 に 来 学期 に 取る 授業 に つい て 相談 し クラ ブ の 後輩 が 来 学期 に 取る 授業 に つい て 相談 し 
に 行き ます 。 先輩 び ど ん な クラ ス を 取っ た か 聞い に 来 ま し た 。 自分 が 取っ た クラ ス に つい て 教え て 
て 下さ い 。 そ し て 、 そ の クラ ス が どん な クラ ス か 、 あげ て 下さ い 。 そ れ か ら 、 ど ん な クラ ス を 取っ た 
他 に どん な クラ ス を 取れ ば いい か 相談 し て 下さ い 。 らい いか アド バイ ス し て あげ て 下さ い 。 


ロー ルフ レイ 叉 居 EY あ 


yy 留学 生 A が 留学 生 B に 日 本 語 の 勉強 の 仕方 に つい て 相談 する 。 


た は 日 本 の 大 学 で 勉強 し て いる 留学 生 で す 。 あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 
日 本 語 が も っ と 上 手 に な り た いと 思っ て いま す 。 友達 の 留学 生 A に 日 本 語 の 勉強 の 仕方 に つい て 
友達 の 留学 生 B に どん な 勉強 の 仕方 を し て いる か 相談 され まし た 。 自分 が どう や っ て 勉強 し て いる 
聞い て 、 い い ア ドバイ ス を も ら っ て 下さ い 。 か 教え て あげ て 下さ い 。 


a | az の スポ ーッ 


文法 ノー ト 


・ 武道 で は 、 ま ず 「 礼 に 始ま り 礼 に 終わ る 」 と いう 考え 方 が 大 切 だ と 教え られ る 。 【 革 414.18) 


⑨ 毎 の ょ うに 
職 較 . テニ し ビ で も 毎日 の よう に 、 色々 る な スポ ー ツ 番組 が 見 られ る が 1 本 文 ・ 武道 を 習う 人 は 、 ま すず 道場 に 入る 前 に 、 道場 に 向かっ て 礼 を する 。 【 読 4.16-17 
: < | ® じゃ あ 、 ます 、 マネ ー ジ ャ ー の 木村 に 詳し いこ と を 聞い て よ 。 [会 2:1.30】 


説明 The literal meaning of this phrase js “like every ~ ,” but it is used to mean “almost every て | 
説明 ます is an adverb which means “first of all.” 


英訳 almost every て 0 | 
文型 毎 +X の よう に (X=time word): 毎 週 / 月 / 年 / 回 の よう に 
1 映画 が 好き な の で 、 毎 週 の よう に 映画 を 見 に 行っ て いま す 。 
例文 | 2. 子供 の 頃 は 、 毎 年 の よう に 夏休み に 海 に 行っ て いた 。 
3. この サイ ト に アク セス する と 、 毎 回 の よう に フリ ー ズ し て し まう 。 


英訳 first of all; first; to begin with; before everything " 
| 1. 朝 、 起 きた ら 、 私 は まず コー ヒー を 飲む 。 

同文 2. 家 に 帰っ て 、 ま ず 最 初 に する こと は 、 手 を 洗っ て うがい (grge) を する こと で す 。 

3. 今日 は みそ 汁 を 作り ます 。 ま /9 次 の 材料 (ingredient) を 準備 し て 下さ い 。 


ーー 


(⑤)Verb-asu 合 う 
| 載 了 - hg い に れれ も を し 合っ て か ら 始 め 、 終 わっ た 時 に も 礼 を する 。 O:418-19 


説明 合う ,when combined with another verb, forms a compound verb, adding the meaning “to each other.” 


⑲@ Sentence と {考え られ て いる / 思 われ て いる } 


・ それ と 同じ ぐら い 大 切 だ と 考え られ て いる 。 【 読 :/.8-9】 

本 文 ・ ガ ッ ツ ポー ズ を し た りす る の は 、 い いこ と だ と 思わ れ て いな い 。 【 読 :/10】 

・ どん な スポ ー ツ で も この 三 つ が な けれ ば 上 手 に な ら な いと 考え られ て いる 。 [ 読 :.25.26】 
S と 考え られ て いる and S と 思わ れ て いる are used to introduce a in i 

る : 忌 る : generally-accepted opinion d 
説明 Some matter 考え られ て いる usually indicates an opinion arrived at EVR logle a 思わ れ て い 


る usually indicates an opinion derived from intuition. Note that S と 考え ら 
る nu 6 えら れる 思 
: indicate the speaker's/writer's opinion. Re 


英訳 V (to/for) each other, V with 
文型 Vmasu 合 う : 話し 合う : 見 せ 合う : 助 け 合う : 信 じ 合 う 
) 1. この 問題 に つい て 、 グ ルー プ で 話し 合っ て 下さ い 。 

1 有休 2. 大きな 炎 害 (aisaster) の 時 は 、 み ん な で 助け 合う こと が 大 切 だ 。 

ド 3. 高校 生 の 時 、 よ く 友 達 と 写真 を 撮り 合っ た り 見 せ 合っ た り し て 遊ん だ 。 


It is considered that ~; It is believed that ~ 

S-plain と (考え られ て いる / 思 われ て いる )】 

1. 日 本 人 は 一般 的 に 丁寧 だ と 思わ れ て いる 。 
3. 将来 は 、 宇 宙 に も 人 間 が 住め る よう に な る だ ろう と 考え られ て いる 。 


(③④ な ど ( は )/ ~ な ん て 


ーッ 介 手 を 笑っ た り 、 ば か に し た ジェ スチ ャ ー を する な ど は 、 絶 対 に し て は いけ な い 。 [ 講 :i13 
 " 容 す な ん て あま り 出 来 な いか ら 、 日 本 に いる うち に 経験 し て みた ら ? [会 411-12] 


| ⑲Verb-non-past よ うに 
本 文 ・ 子 供 が 礼儀 正しい 人 間 に 育 つよ うに 、 子供 を 武道 の 道場 に 通わ せる 親 も いる 。 【 読 : 22-29】 


| (1) This construction is used to state either a purpose or the way in which something is to be done. In 
X よ うに Y,X represents a state or eVent which is beyond the control of the subject of Y. The verb form 
before よう に is often a potential form or a negative form. 

(2) Im the similar construction X た め に Y, X represents an action which can be controlled by the subject 
ofY, while X よ うに Y implies that a certain consequence (X) will arise as the result of an action (Y). 

説明 Thus, in the following example, よう に cannot be used. 

| ・ 新 し い 車 を 買う {た め に /x よ うに }、 お 金 を た め て いま す 。 
| In the next example, both た め に and よう に can be used because the subject of the main clause (i.e., 
the teacher) is 中 fferent from that of the subordinate clause (i.e., students) , and therefore, he/she 
cannot necessarily control the action in the subordinate clause. 


・ 学 生 が 勉強 する {ため に / よ うに }、 先 生 は 毎日 宿題 を 出し ます 。 


英訳 | so that ~ ; in such a way that ~ 


文型 V-plainnon-past よ うに : 分 か る よう に : 読 め る よう に : 遅 れ な いよ うに 


(1) Sentence な ど ( は ) is an abbreviated form ofS な ど と いう こと は ,which means “things like S$.” 


(2) Noun な ど ( は ) isa sh ょ ど > 5 
説明 1 a shortened form of Noun な ど と いう {も の / 人 /etc.} は , which “hi 
」 people/etc. like N.” な ん て isa colloquial version of な ど ( は ). NO 


] (3) When S is a quotation、S な ど と is an abbreviated form ofS な ど と いう こと を (Ex.5). 
: things/people/etc. like ~ 


1 日 本 語 が 上 手 に な る よう に 、 毎 日 練習 し て いる 。 

先生 は 、 学 生 が 分 か る よう に や さ し い 単語 を 使っ て 説明 し た 。 
、 みん な に 聞こ える よう に 、 大 きい 声 で 話し て 下さ い 。 

: 朝寝坊 を し な いよ うに 、 目覚 ま し 時 計 を セッ ト し て お きま す 。 
日 本 で 働き た い の な ら 、 日 本 の 会 社 に 就職 で きる よう に 、 日 本 語 を も っ と 練習 し て お いた 方 
が いい で す よ 。 


8. Type 1 
「b. N{ な ど (は )/ な ん て }: 子 供 { な ど ( は )/ な ん て } | 
1. 今日 、 小 テス ト が ある な ん て 、 知 ら な か っ た 。 (ニー な ど と いう こと は ) 

2 寿司 が 嫌い な 日 本 人 な ん て 聞い た こと が な い 。 (ニー など と いう 人 は ) 

に ロー ラー ブレ ー ド な ん て 簡単 だ よ 。 ス ケー ト の 方 が 難し いと 思う よ 。( ニ ン な ど と いう の は ) 
.「 す ご い | や 「 か わい い 」| な ど は 、 若い 人 達 が よく 使う 表現 だ 。 (= ニー な ど と いう 言葉 は ) 

5. こん な まず い 料 理 を お いし いな ど と 言っ た の は 誰 だ ? (ニン な ど と いう こと を ) 隊 | 


例文 


91 


(⑦ あ る Noun 
本 文 ・ 今 は アメ リカ の MLB で 活躍 し て いる ある 選手 が イン タビ ュー に 答え て 、… 【 読 : 27-28】 


: あ る X is used when the speaker has a specific X in mind, but he/she does not need to or want to be 
説明 specific. In the above sentence, for example, ある 選手 refers to a baseball player and the ある indicates 

:that the speaker has a specific player in mind. In Exs. 1, 2 and 3, ある 日 refers to a specific day, ある 有 
: 名 人 refers to a specific person and ある 所 refers to an imaginary place in a folk tale, respectively. 


| a; a certain; some; some (one/thing) 
ある N: あ る 人 : あ る 町 : あ る 年 
1. ある 日 、 突 然 (saddenly) 、 日 本 人 が 話す 普通 の 日 本 語 が 分 か る よう に な っ た 。 
例文 2. 私 は 、 何 年 か 前 、 ニ ュー ヨー ク で 、 あ る 有名 人 に 会 いま し た 。 

3. 昔 、 昔 、 あ る 所 に 、 お じい さん と お ば あさ ん が 住ん で いま し た 。 


(8⑧)Sentence {の / ん } {で は な い だ ろ うか / で は な いで し ょ うか / じ ゃ な いか な ) 


ま ・ これ も 「 心 ] を 大 切 に する 例 の 一 つ だ と 言え る の で は な い だ ろ うか 。 【 読 : /,34-35】 
i どこ の 道場 に 行っ て も 、 先輩 と 後輩 の 関係 は 厳し いん じゃ な いか な 。 【 会 1: 7.8-9】 


This ending indicates the speakers conjecture and is used to express an opinion in an indecisive fashion. 
説明 Although the negative form で は な い is used, there is no negative meaning. の で は な い {だ ろう / で し ょ 
: う } か are used only in written language, and の で は な い だ ろ うか js the more formal form. ん {で は な 


: い でしょ うか / じ ゃ な いか な } are used only in spoken language. ん じゃ な いか な is more casual. 


本 文 


英訳 Tthink that ~ ; Isn’t it that ~? 
文型 Type 2a 
1. 地球 温暖 化 (global warming) 問題 は も っ と 大 きく な っ て いく の で は な いで し ょ うか 。 
例文 2 あの クラ ス は 、 毎 日 宿題 や 小 テ スト が ある の で 、 大 変 な の で は な い だ ろ うか 。 
3. この アパ ー ト は 広い か ら 、 二 人 で 住め る ん じゃ な いか な 。 
⑥ ーー すず (に ) 
本 文 ・ 困 っ て いる 人 が いた ら 迷 わ ず 助 け て あげ る 。 【 読 :39】 


: ず に js synonymous with な いで when な いで means “without doing something” or “instead of doing 
: something.” に is sometimes omitted. 


] without V-ing; instead of V-ing 
Va ず に : 行 かず に : 食べ ず に (Exception: する う せ ず に ) 
1. 辞書 を 見 ず に 新聞 が 読め る よう に な り た いで す 。 
2. この 作文 は コン ピュ ー タ を 使わ ず に 手 で 書い た 。 
3. 試験 は ペン で 書か ず に 、 鉛 筆 を 使っ て 下さ い 。 
4. 両親 に 相談 せ ず に 、 留 学 す る こと を 決め て し まっ た 。 

{そう / こ う / あ あ } い う Noun 

本 文 ・ そ うい うと ころ で 生か す の が 柔道 の 精神 な ん だ よ 。 [ 読 :39-40】 

(1) When そう いう , こ うい う and ああ いう refer to something/someone the speaker sees or perceives, 


: they are used for something/someone close to the hearer, close to the speaker, and away from both the 
: SPeaker and the hearer, respectively, 


: (2) These phrases are also used to refer to something/someone the speaker or the hearer has just 
mentioned. Specifically。 そう いう is used when the speaker has just mentioned something/someone 
: (Exs. 1 and 2). こ うい う js used when the speaker has just stated something factual about something/ 
: someone (Ex.3) . And, ああ いう is used when the information the speaker or the hearer has just mentioned 
Sis known to both (Ex. 4) . 


0: | 日 本 の スポ ー ツ 


英訳 that/this kind of ; such 
文型 (そう / こ う / あ あ } い う N 
1. 日 本 人 は 丁寧 で 親切 だ 。 そ うい う 話 を よく 聞く 。 
2. 面白 く て 元気 が 出る 、 そ うい う 本 を 探し て いま す 。 
例文 3. 動物 園 (oo) で パン ダ の 赤ちゃん が 3 区 生ま れ た そう だ 。 こ うい う ニ ュー ス は うれ し い 。 
| 4. トム : 日 本 の スポ ー ツ クラ ブ の 先輩 と 後輩 の 関係 っ て 面白 いね 。 
| 山田 : うん 、 あ あい う 関 係 っ て 、 他 の 国 で は あま り 見 られ な い だ ろ う ね 。 


⑪ Sentence と 言え る {だ ろう / で し ょ う } 
本 文 ・ ス ポー ツ に つい て の 一 般 的 な 考え 方 を 分 か りや すく 表し て いる と 言え る だ ろう 。 ([ 読 :41-42] 


This pattern is used when the speaker is quite certain that his/her statement is correct but wants to 
: soften the statement so as not to appear too assertive. This is a formal expression. 


] It probably can be said that ~ ; It is probably all right to say that ~ 
S-plain と 言え る だ ろう 
1. 奈良 は 日 本 で 一 番 歴史 の 古い 町 の 一 つと 言え る で し ょ う 。 
例文 2. 日 本 語 を 勉強 し て いる 外国 人 は 多く な っ て き て いる と 言え る だ ろう 。 
3. 現代 は 、 コ ンピュータ が な けれ ば 暮らし に くい 時 代 に な っ た と 言え る だ ろう 。 


— 


⑫X は Y( と いう ) こ と な の {で ある / な だ } 
本 文 ・ ス ポー ツ で 大 切な こと は 、~ に つい て 考え 方 も 学ぶ こと な の で ある 。 【 読 :.42-43】 


: This structure is used to indicate what X is or what X means. な の だ makes the statement more emphatic. 
「 で ある isa formal form of だ 。 


| XisY;X means that Y 


上 還 5 Type1 
「b.N の こと な の で ある : 日 本 人 の こと な の で ある 
1. 外国 語 を 勉強 する と いう こと は 、 他 の 国 の 文化 を 勉強 する と いう こと な の だ 。 
例文 2. お 金持ち に な る こと は 、 幸 せ に な れる と いう こと な の だ ろう か 。 
は に モナ ョ コピ ー ド くい うま は 件 CE0P9 を と や 導 


お ~ ん {だ けど / で すか } 回 


・ 空手 部 に 入ろう か と 思っ て る ん だ けど 、 どう 思う の 【 会 74 

・ ち ょ っ と 心配 し て る ん だ けど …。 【 会 1:7.6-7】 

・ 私 、 留 学生 の ミ ラーゼ 晴 し ます が 、 実 は 、 空手 部 に 入り た いん で す が 。 [会 2:719】 
・ 僕 は 本 当 は 剣道 部 に 入り た か っ た ん だ けど 、 剣 道 は 道具 に お 金 が が か か る か ら 、 一 【 会 3:.46-47】 


本 文 


S ん だ けど / で す が js used as a preliminary remark by the speaker to inform the hearer of the speaker’s 
desire, the current situation, etc. before (a) asking a question related to that desire/situation, (b) 
asking for an opinion or for advice, or (c) making a request. This phrase can also be used to extend an 

説明 invitation or an offer. When making a request, the request is often unstated, as shown below. 

。・ も ら っ た メー ル を 間違っ て 消し て し まっ た ん で す が 、( も う 一 度 送 っ て も ら え ませ ん か 。) 
| (1 mistakenly deleted the email you d sent me. (Could you resend it to me?) ) 
| ん だ けど is more casual than ん で す が . 


英訳 but (in Fnglish,g in most situations) (See p.126, 言 語 ノー ト 6「 が and けれ ども 」) 


文型 | Type 2a 
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| 文法 ノー ト | 


1. 大 阪 まで 新幹線 で 行き た いん で す が 、 い くら で し ょ うか 。 
2. 先生 、 こ の 文法 が よく 分 か ら な いん で す が …。 
例 六 3. 友達 の 誕生 日 に プレ ゼン ト を 送り た いん だ けど 、 何 が いい と 思う ? 
4. 私 は 野球 を 見 る の が 好き な ん だ けど 、 ト ム さ ん は スポ ー ツ は 何 が 好き ? 
5. この 映画 、 面 白 そ うな ん だ けど 、 一 緒 に 見 に 行か な い ? 


人 それ で 
本 文 ・ そ れ で 、 ち ょ っ と 心配 し て る ん だ けど …。 【 会 1 46 


| ョ 4 れ で isa sentence-initial conjunction. It precedes a fact, conclusion, decision, etc. In “S⑮。。 そ れ で 、$⑤。” 
Si is the cause/reason for the information stated in S。. それ で cannot be used when S, is the speaker's 
: Judgment, request, or command. In this situation、 だ か ら should be used, as shown in the following 
説明 : examples: 
・ ト ム は 明日 試験 が ある 。 {だ か ら / それで}、 今 日 の パー ティ ー に は 来 な いと 思う 。 
tg 明日 は 大 事 な 文 法 を 教え ます 。 {だ か ら / x それ で }、 休 まな いで 下さ い 。 
「 Note that だ か ら can be used in situations where それ で js used. 


英訳 because of that; so that's why; for that reason 
文型 S.。 そ れ で 、S。。 
1. 今日 は 試験 が こつ も あっ た ん で す 。 それで 、 昨 日 は コン サー ト に 行け ませ ん で し た 。 
2. 子供 の 時 、 ア ニ メ が 大 好き だ っ た ん だ 。 それ で 、 日 本 語 を 勉強 し よう と 思っ た ん だ 。 
例 凛 3. 昨 日 は と て も 天気 が 悪く て 、 寒 か っ た 。 そ れ で 、 試 合 (gam) を 見 に 来 た 人 が 少な か っ た 。 


4.A: 明日 か ら 春休み な ん で す 。 
、 B : ああ 、 そ れ で 、 み ん な うれ し そう に し て いる ん で すね 。 


Question Word ~ て も 
本 文 ・ どこ の 道場 に 行っ て も 、 先 輩 と 後輩 の 関係 は 厳し いん じゃ な いか な 。 [会 8.9 


説明 ; When て も is used with a Question Word, the phrase means “no matter” or “without regard to.” 

英訳 | no matter what/who/when/where/how 

・ QW (Prt) + {V/A} -te も : 何 を 見 て も : いつ 聞い て も : どん な に / い くら 頑張 っ て も : どん な に / 
いく ら 暑 く て も SN 

b. QW (Prt) + {ANa/N} 十 で も : どん な に / い くら 不便 で も : 誰 が 先生 で も 

. 世界 中 、 ど こ に 行っ て も る 、 マ ク ド ナ ルド が 食べ られ る 。 

. この 漢字 は 何 回 覚え て も る 、 す ぐに 忘れ て し まう 。 

・ 彼 は ギタ ー が と て も 上 手 だ 。 どん な 曲 (tune) で も 弾け る 。 

6 試合 (game) に 負け て どん な に くやし く て も る 、 泣 いて は いけ な い 。 

. この 問題 は いく ら 考 えて も 分 か ら な い 。 


例文 
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4 月 | 日 本 の スポ ー ツ 


| ・ 日 本 に いる うち に 経験 し て みた ら ? [会 11-19] 
| ・ 僕 は 日 本 に 留学 し て いる うち に 、 日 本 の スポ ー ツ を 経験 し て みよ うと 一 [会 3.753) 


| (な い ) うち に is used when someone does something before a situation or state changes. 間 に is used 
in similar situations, but it cannot be used with the negative forms of verbs, as seen below: 

| ・ 忘 れ な い { う ち に /% 間 に } 今 日 習っ た こと を 復 玉 し た 。 

説明 | Another difference between the two phrases is that う ち に always implies that it is not possible, easy or 
a good idea to do something after the time specified by the う ち に clause. However, this is not always 
the case with 間 に . Thus, if it is not a problem for the speaker to go to Japan after finishing his Japanese 
「 dlass, 間 に should be used, as shown below: 


・ 日 本 語 の 勉強 を し て いる 間 に 日 本 に 行っ て みた い 。 
while still て な いう ち に =before (something happens) 
. Vplain.nonpast うち に : {覚え て いる / 時 間 が ある / 雨 が 降ら な い / 忘 れ な い } う ち に 
. A-plain.nonpast うち に : {温か い / 若 い } う ち に 
. ANa な うち に : 元気 な うち に 


. N の うち に : {子供 の / 大 学生 の / 休 み の } う ち に 
(N cannot be an event or action noun, Such as 試合 , 試験 , 勉強 and 買い 物 .) 


. 日 本 に いる うち に 、 色 々 な 所 に 旅行 に 行き た い 。 
. 熱い うち に 、 ど う ぞ 召し 上 が っ て 下さ い 。 

. 暑く な ら な いう ち に 、 犬 の 散歩 を し て きた 方 が いい よ 。 
. 子供 の うち に 外国 語 を 勉強 する と 発音 が よく な る そう だ 。 
. 両親 は 、 元 気 な うち に 外国 に 旅行 する こと に し た 。 


文 天 


ド に 
油 
nn お OO MN 一 


【 会 2: 7.33】 


| The phrase literally means “if possible.” It is also used when the speaker asks a favor of someone in a 
less direct way. で きれ ば is slightly more formal than で きた ら . 


| if possible; if you dont mindi i it's all right 

| 1. で きれ ば 医者 に な り た い が 、 授 業 料 が 高い の で 難し いか も し れ な い 。 
2. スミ ス さ ん 、 で きれ ば 、 こ の 英語 、 直 し て くれ る と 助かる ん だ けど 。 

本 。 先月 人 し た 本 、 で きた ら 明 日 まで に 返し て も らい た いん だ けど 。 

4. ケー キ は 私 が 焼く か ら 、 山 下さ ん は 、 で きた ら 果 物 (frus) を 持っ て 来 て くれ な い ? 


一 た ば か り 
本 文 ・ 実 は 、 僕 も 習い 始め た ば か りな ん で す よ 。 [会 3:740) 


説明 | V-plain.past ば か り indicates that someone has just done something or something has just happened. 
1he noun-modification form is ば か り の . 

英訳 | have just V-ed 

a. V-plain.past ば か り だ : 食 べた ば か り だ : 読 ん だ ば か り だ 

| D.Vplainpast ば か り の N: 買っ た ば か り の 自転 車 : 生 まれ た ば か り の 子 獲 

: 1. 今 、 食 べた ば か り で すか ら 、 お 腹 が いっ ぱい で 、 何 も 食べ られ ませ ん 。 
. この 建物 は で きた ば か り だ か ら 、 新 し く て 、 と て も きれ い だ 。 

. 日 本 に 来 た ば か り の 頃 は 、 日 本 の 習慣 が よ く 分 か ら な く て 困っ た 。 

. 先週 、1 年 生 に な っ た ば か り の 学生 の た め の オ リエ ン テ ー シ ョ ン が あっ た 。 


中 
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漢字 表 


i : 日 本 と 単位 (unitofmeasure) 
画 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 園 R 読み 方 を 覚え る 漢字 | ュ : > 。 た ん い 
1 学ぶ まな ぶ 1 お 年 寄り お と し より 計 | Ol 
2 現代 げん だ い 読 2 種類 し ゅ る い 読 
3 番組 は ん ぐみ 読 3 健康 けん こう 読 一 区 一 千 備 百 億 十 億 一代 一 千 万 百 万 万 万 千 特 + ーー 
4 代 ヵ だ いひ ょ う な ) 読 3 互い に 3 た が い に 読 
か A gd RC} A 人 ot ra 1) 世界 の 人 口 (population) は 約 65 億 (6.500.000.000) 人 で す 。 
es た ゝ 読 ¥ a と ん こう や く お く 
Su 且 際 0 5 5 尊敬 スル そん けい スル 読 2) 日 本 の 人 口 は 約 1 借 2 千 万 (120.000.000) 人 で す 。 
ミト * sk a ん くす や く お く 
ti 和 上 Po ee ド 3) 世界 で 一 番長 い 川 は ナイ ル 別 で 6,650 キロ (メー トル ) あり ます 。 
7 選手 せん し ゅ 読 7 精神 せい し ん 読 4) 世界 で 一 番 高 い 山 は エベレスト で 8,848 メー トル あり ます 。 
8 勝つ 読 8 折る お る 計 5) 世界 の 海 で 一 番 深い 所 は 10.920 メー トル で す 。 
9 成長 スル せい ちょ う ぇ ル 読 9 打つ うめ の 読 6) 小錦 と いう 相撲 力士 は 身長 (heigh0 が 184 セ ンチ で 、 体重 (body weight) は 285 キロ (グラ ム ) 
10 例 " え ば た だ と そば 読 10 投げ る な げ る 読 あっ た そう で す 。 
11 笑顔 えがお 読 11 お どろ 読 
Ur 本 < 6 2. 小数 (decima) の 言い 方  .= 点 (pon 
12 大 声 お お ご え 読 12 席 せき 読 93 で 
= pe 所 = d 
13 負け る まけ る な 13 迷う キー 0.5 = れい て ん 13 いっ て ん さん (いち えん さん ) 
4.8 = よん て ん は ち 9.76 = きゅう て ん な な ろく 
14 表現 え ル ひょう げん メル 「 読 14 一 般 的 (な ) いっ ぱん て き ( な ) 読 
ホテ 上 E。 点 で す 。 
15 絶対 ぜったい 読 15 相談 メル そう だ ん ヌル A」 1) 私 の 小 テ ス ト の 点数 (score) は 18.5 点 で し た 。 満点 (perfectscore) は 20 点 で す 
2) 今 の 気温 は 摂氏 33.4 度 (Celsius 33.4) で す 。 と て の 
16 礼 れい 読 16 先輩 せん ぽい と ) 今 の 気温 ( 摂 談 4 度 (Celsius す も 暑い で す 
3) 円 周 率 (x) は 3.1415926535.… で す 。 
17 一 に 向かっ て ーー に むか っ て 読 17 後輩 こう は い 会 1 えん し ゅ うり っ } 
こ に NN, 4) 今 、100 メー トル の 世界 記録 (world record) は 9.69 秒 (second) で す 。 
18 Verb 合 う ーー あう 読 18 道具 どう ぐ 会 3 き ろく の 3 
19 表す あら わす 読 3. 分 数 (tacion) の 言い 方 [denominator] 分 の [numerator] 
\ > だ ゝ 読 
2 下 し ただ し 読 1 ムー に 分 の いち 24 = さん 分 の に 多 = ご 分 の よん 
21 育つ / 育 て る そ だ つ / そ だ て る 読 
2 通う か よう 読 * 昌和 カ の 約 1725 で す 。 
2) カッ プ に 73 ぐら い 入 れ て ぐだ さい 。 
23 能力 50 り ( ド で 読 6 Wf 1 
Ft 注 : 1/2 は 半分 と いう こと が 多い 。 
24 彼 か れ 読 
25 後ろ うし ろ 読 4. 倍数 (muitiple) の 言い 方 
26 与え る あたえ る 読 2 償 3 倍 4 倍 5 倍 100 倍 100 万 倍 
27 - 部 BR 半 T 
関係 So 1) アメ リカ の 面積 は 日 本 の 面積 の 約 25 倍 で す 。 
28 浴 ゝ い 会 1 めん せき ゃ てく ば い 
お 2) 大 学 に 入っ て か ら 、 高校 の 時 の 3 倍 ぐ らい 勉強 し て いま す 。 
29 部 員 ぶ い ん の i 
30 半年 Rs 3 : 新しい 漢字 5. パー セン ト の 言い 方 
91 速い は や い 会 ey gd od 1 制 =10% 。 15 割 =1 
=: 前 に 習っ た 単語 SU NN ER 
・ 前 に H で 習っ た 漢字 1) コン ピュ ー タ が セー ル で 2 割引き (-%of) で 買え た 。 
2) この 大 学 で は 、 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 の 3 割 ぐ らい が 、 JET プ ログ ラム に 申し 込む 
(toapply) よう で す 。 
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は つめ いも の かり 


マン ガ で 読む 「 カ ッ プ ヌー ドル 」 
イン スズ タン ドラ 写 ※ 以 史記 スト ター ニー ド $ 


…「 イ ンス タン トラ ー メ ン 人 発明 物 語 」 


め 


… 日 本 語 の 文字 表 


ME 


記 


ひょう き 


が and けれ ども 


本 文 を 読む 前 に 


1 下 の 写真 の 食べ 物 の 名 前 を | __ | か ら 選 ん で 、( 


表現 >>> A の 上 に B が の っ て いる 食べ 物 (food with B on top of A) 
A の 中 に B が 入っ て いる 食べ 物 (food with B inside A) 


) に 書き な さい 。 


うど ん そば スン お 好み や き た いや き 
寿 吾 和牛 た こ や き せん べ い 
す し ぎゅ うど ん 

( ) 


2 スー プ の 中 に 黄色 い 麺 (noodk) P 日 本 に 昔 か ら あ る 少し 色 が 黒 
が 入っ て いて 、 上 に 野菜 や 肉 い 麺 
が の っ て いる 食べ 物 


ご 飯 の 上 に 牛肉 や 野菜 が の っ 
て いる 食べ 物 


12 ご 飯 の 上 に 生 (qw の 魚や 卵 な 
ど が の っ て いる 食べ 物 


ゆ お 米 (ic か ら 作 られ る お か し 中 に タコ (octopn) が 入っ て いる 
丸い 食べ 物 


中 に キャ ベツ (cabbage が 入っ 


ぁ 日 本 に 昔 か ら ある 色 が 白い 類 


て いる ピザ の よう な 食べ 物 


MI NN 
ぁ 鯛 と いう 魚の 形 を し た あん (red 
beanpaste) が 入っ て いる 食べ 物 


sQ: | 日 本 の 食べ 物 


| | 2 | の -@ の 言 某 の 意味 を 調べ て 、 そ の 味 (ux) が する 食べ 物 の 例 を 一 つ 書 き な さい 。 


一 


日 本 語 | | ① 甘 い | @ 辛 い | @ 塩 辛い |@ 酸 っ ぱい | @ 著 い 
私 の 国 
言葉 | 叶 
食べ 物 の 例 
5 |3| 下 の 表 を 完成 し な さい (to complete) 。 
Me WW 
体 に いい と 思う 食べ 物 


よく 食べ る 食べ 物 


食べ て みた い 食 べ 物 


食べ 物 と 私 


体 に よく な いと 思う 食べ 物 


私 の 国 の 伝統 的 な 食べ 物 


で ん と う て き 


私 の 国 で 人 気 が あ る 食べ 物 


上 の 表 に 書い た 食べ 物 の 中 か ら ー つ 選ん で 、 そ の 食べ 物 に つい て 、[1] の よう に 説明 し 


な さい 。 
( ) 
A 1 
NE い ーー ジリ 
食べ 物 の 絵 を 描き まし ょ う 説 明 


作り 始め た た め 、2 年 ぐら い の 間 に イン スタ ント ラー メン を 作る 会 社 の 数 が と て も 増え て 、 競 錠 
が 激しく な っ て し まい まし た 。 それ で 、 安藤 は 日 本 国内 か ら 世 界 に 目 を 向け た の で す 。 
「 お いし さ に 国境 は な い 」 と 信じ た 安藤 は 、 イ ンス タン トラ ー メ ン は 国際 的 な 商品 に な る に 


の な に 太く 親しま れ て いる 食べ 物 、 イン スタ ント ラー メン 。 世 界 ラ ー ー メ ン 協 会 の ) 違い な いと 思い まし た 。 し か し 、 文 化 が 違え ば 食 習慣 も 遅い ます 。 例 えば 、 日 本 人 は 落 で ラー メ 


ー ク に よる と 、2008 年 に 全 世 界 で 消費 され た イン スタ ント ラー メン は 、 936.0 億 食 だ そう で 

す 。 世 界 で 一 番 イ ンス タン トラ ー ーー イン を た くさ ん 食べ る 国 は 中 国 で 451.7 俺 食 、 その 次 は イン 
ド ネ シア の 132.0 億 食 、 日 本 の 51.0 俺 食 、 ア メリ カ の 43.2 億 食 、 べ トナ ム の 391 侯 食 、 韓国 の 
134 人 人 続き ます 。 一 人 当たり の 当 か が 玉 も 多い の は 拓 還 で 妊 国 人 一 人 が 食べ た イン ス 用 フラー バン を 作り 出し た の で す 。 
タン トラ ー メン は 1 年 に 約 69 食 と いう こと で す 。 日 本 で は 、 年 に 一 人 当たり 約 40 人 を を を ペン 1 で は 、 カ ッ プ ラー メン が どう や っ て 生ま れ た か 、 こ の 話 の 続き は 、 マ ン が ガ で 読ん で み ま し ょ う 。 
いま 2 

イン スタ ント ラー メン に は 袋 入り ラー メン と カッ プラ ー メ ン が あり ます が 、 多 く 食 べら れ て 
る の は 、 カ ッ プ ラー メン の 方 で す 。 皆 さん も 一 度 は 食べ た こと が ある の で は な いで し ょ うみ 。 
カッ プ に お 湯 を 入れ て 3 分 待て ば 食べ られ る カッ プラ ー メ ン は 、 値 段 の 突 さ 、 簡 単 さ 、 種 類 の 
~ 人 で と で 、 特 に 著者 に 人 気 が 高く 、 一 人 暮 らし を し て いる 日 本 の 学生 の 中 に は 、 カ ッ プ ラー メン 
に 春日 の よう に お 世話 に な っ て いる 人 も いる と 聞き ます 。 

更 在 、 東 南ア ジア を は じゅ 南 米 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 ア フリ カ な ど 世 界 80 か 国 以上 の 国 で 食べ し 
れ て いる カッ プラ ー メ ン で す が 、 皆さん は これ が 日 本 で で きた と いう こと を 知っ て いま し た か 。 
ーー イン は 今 か ら 30 生 以上 も 前 に 変革 柱 と いう 人 に よっ て 茎 明 され まし た 。 変 藤 が 
一 番 物 め に 作っ た カッ プラ ー メ ン は 「 カ ッ プ ヌー ドル 」 と 言い ます 。 

安藤 は 「 カ ッ プ ヌー ドル 」 を 発明 する 13 年 前 に 、 世界 で 初め て 袋 入 り の イン スタ ント ラー ー メ 
ン も 考え た 人 で 、「 ラ ー ー イ の 人 と 土 ば れ て いま す 。1910 年 に 生ま れ た 容 藤 は 、 戦後 あま り 食 
べ 物 が な い 時 代 に 人 々 が ラー メン の 屋台 の 前 に 長い 列 を 作っ て いる の を 見 て 、 家 で お 瘍 さえ あれ 
ば すぐ 食べ られ る ラー メン を 作り た いと 思っ た そう で す 。 何 回 も 失敗 を くり 返し まし た が 48 
の 叶 、 つ い に 「 チ キン ラー メン 」 と いう 代入 り イン スタ ント ラー メン の 商品 化 に 成功 し 。 その 
フー ズン は 大 ヒッ ト し まし た 。 と ころ が 、 容 藤 の 成功 を 見 て 他 の 会 社 で も イン スタ ント ラー メン を 1 

; 参考 資料 : 世界 ラー メン 協会 HP 


http://instantnoodles.org/jp/ 
noodles/expanding-markethtml 


ン を 食べ ます が 、 著 を 使わ な い 国 の 人 達 も いま す 。「 文 化 、 伝 統 、 習 慣 の 違い を 理解 し な けれ ば 、 
国境 を 越え られ な い 」 と 考え た 安藤 は 、 イ ンス タン トラ ー メ ン を 世界 に 広げ る ヒン ト を 見 つけ る 
た め 、1966 年 に アメ リカ に 行き まし た 。 そ し て 、 こ の 旅行 で す 得 た ヒン ト を も と に 、5 年 後に カッ 


1 発明 
2 物語 


太字 = 覚え る 単語 


| は つめ い 
「 ものがたり 


| VN 


| N 


iinvention | (を) 発明 する 
i tale; story 


3 (に) 親しむ 


| し た し む 


1 きょう か い 


0 


i N 


i to get famihiar with | : 
1 親 し まれ て いる (ru-Vt) to be popular (among peopk) | 
iassociation | 世界 ラー メン 協会 (N) 


1 World Instant Noodle Association 


引 金 - 


7| 億 
8i- 食 


| ぜん - 


| ぉ く 


1 PeE 
1 VN 
| N 


: whole; entire; all; full 
consumption; spending | (~ 
: one hundred million 
Cr : [counter for packaged food] 


を ) 消 費 す る 


9i イ ンド ネシア 


ts 


iN 


; Indonesia 


10! ベト ナム 


a 


| N 


i Vietnam 


1H1 (が) 続く 
12 | 量 


! りょう 


2 


| u-Vi 


| N 


ito continue last | 続き (N) continuation (ofa story) 


i quantity; amount 


13! 約 - 


Rk 


; Pref 


: about; approximately 


14 | 袋 


ふくろ 


NN 


i bag sack; pouch | 


i 袋 入り ラー メン (N) a Package of instant noodles 


15 値段 


: ね だ ん 


| N 


i ; price i 10 


16 | 若者 
17: 一 人 暮らし 


| わか も の 
:! ひ とり ぐら し 


a 


: young people 
: single life; living alone | 一 人 暮らし を する (Phr) to live done 1 


18 現在 
| 東南アジア 
「 南 米 
| ヨー ロッ パ 
| - か 国 


! げん ざい 
: と うな ん アジ ア 
: な ん べ い 


|- か こく 


| at present; now | 現在 (N) the present Gme 
: Southeast Asia 

South America 

Europe 


{ [counter for countries] 


23 | 戦後 


| せん ご 


: postwar 


24 | 時代 
25 ! 屋 台 
26! 列 


) じ だ い 
! や た い 
i れつ 


ご 


NN 
| N 
FN 


i times; period 


E ; Street stall: stand 


Me (of people, etc.): queue 


27 ! 失敗 
28 : (を ) く り 返 す 


| し っ ぱい 
|! くり か えす 


1 Ve i 


: ni 


「 failure | (~ に ) 失敗 する 


i to repeat; do something over again 


29! 商品 
30 : 成功 


し ょ う ひ ん 
| せい こう 


| N 
i VN 


; Product merchandise 
; success | (~ に ) 成功 する to succeed; be successful 


31「 大 ヒッ ト 


だい ヒッ ト 


i VN 


; great hit (success) | (が) 大 ヒッ ト す る 


32 ! 数 
33 : (一 が ) 増 える 
34 | 競争 


2 ず 
| ふえ る 
|! きょう そう 


IN 


; ru-Vi 


: number | - 数 (すう ) (Suf) the number of ~ 


: to increase (in number/amount) 


VN icompetition | (と) 競争 する 


35 激しい 
36: (に を ) 向 ける 


| はげしい 
| お ける 


| A 


i ru-Vt 


: severe; intense 


i to turn (one's eyes, etc.) to; look at 


37 : 国境 
38 | (を / と ) 信 じ る 
39 国際 的 (な ) 


1 こっ きょう 
| しんじ る 
こく さい て き ( な ) 


: N 
ru-Vi 


1 ANa 


ia nation's border 
i to believe: trust 


iinternational 


104 


40! し か し 
- 有 れ 習慣 
: 

42 伝統 
| 3 | (を ) 越 える 
i (~ を ) 広 げ る 
fs (を 見 っ ける 
46 : (一 
48| (を) 作り 出す 


sQ: | 日 本 の 食べ 物 


j i but; however 
: habit; custom | 食 習 慣 (N) eating customs/habits 


i tradition 


| し ゅ うか ん 
で ん と う 
まま 

「 ひろげ る 
: みつ ける 
を ) 得 る | える 


i to cross; PSS 
to spread; expand 


: to find (out); discover 


i to get; obtain; acquire 


: (hours, days, years, etc.) later 


i to create 


: つ くり だ す 


人 


日 本 で は 中 学校 を 卒業 する まで に 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ の 他 に 約 2.000 の 漢字 を 勉強 し ます 。 
その うち の 1.945 字 は 常用 漢字 と 言っ て 、 新聞 や 雑誌 に は 普通 この 漢字 が 使わ れ て いま す 。 常用 
漢字 の 他 に 人 名 や 地名 に よ く 使 われ る 漢字 も 入れ て 約 2.000 字 を 知っ て いれ ば 、 普通 の 日 本 語 の 
文書 を 読 読む こと が 出来 ます 。 

形 が 複雑 で 覚え に くい 字 も ある し 、 
者 は 多い で す 。 し か し 、 漢 字 は 読み 方 が 分 か ら な く て も 意味 が 分 か る の で 、 と て も 便利 な 表 記 な 
理 に は 同じ 音 で 違う 意味 を 表す 言葉 F び た くさ ん あり ます が 、 漢 字 を 使う と 意 


読み 方 も ー つ だ け で は な いた め 、 漢 字 が 苦手 だ と 言う 学習 
の で す 。 ま .x 日 本 語 
味 が すぐ に 分 か り ま す 。 


例 : に わ に は に わ に わ と り が いる 一 庭 に は 二 羽 鶏 が いる 


日 本 語 能力 試験 の 2 級 に 合格 する た め に は 、 約 1.000 の 漢字 を 覚え な く て は いけ ませ ん 。 こ 
れ は 日 本 人 が 小学 校 の 6 年 間 に 勉 強 する 漢字 の 数 と だ いた い 同 じ で す 。 
その 他 、 日 本 語 を 書く 時 に は 、1、2、 3 の よう な アラ ビア 数 字 や T や T の よう な ロー マ 数 字 
も 使わ れ ま すし 、CD や DVD、T シ ャ ツ の よう に アル ファ ベッ ト も 使い ます 。 こ の よう に 、 日 本 
語 は 色々 な 種類 の 文字 を 使っ て 書く 、 ユ ニー ク な 言語 な の で す 。 
・ 表 記 orthography 0 0 1 


り ひょう き 


sQ» | 日 本 の 食べ 物 


| R 困 填 記 唱 十 由 下 
拉 昧 し | 貴 噌 尽 

へ ハ K 必 ハー トー スペ へ G 
志 ほ や 窒 如 " 


o 


メン 
びっ 


られ て いる カッ プラ ー メ ン の 元祖 「 カ ッ プ ヌー 


: birth 


お いし い ラ ー 
消費 者 は 
が ん そ 
誕生 


か 。 そ の 前 の イン スタ ント ラー メン は どう や っ 


カッ プ ヌ ー ド ル 誕 生物 


日 本 の 


だ 


語 の 始ま り 、 始 まり 一 


ー 


の づり 
4 な NG 條 せ 
eg 
に よび ざい 
ms 
も ンー ege 
$2ucostv ーーー 0 | . RY Re 


元祖 : origin 


と うじ ょ う 


如 琴 つこ 
スポ 

とい 
織 公 SS 


油 で あげ る : to deep fry with oil 


や さり し た ま ご 
ドル の 登場 ( 
た ん じょう 


3DDearanCe 


7 


避 ぐ ぶ 法 勧 四 還 の ろく 心 し ゃ ? 


カウ カップ 


合う 


のせ つる る 


う 


ドル 」 は 誰が 発明 し た の た 
て 生ま れ た の だ ろう か 。 さ あぁ 、 


~ 


お 湯 を 入れ て 3 分 待て ば 、 肉 や 野菜 や 卵 の 入っ 


が り ! 1971 年 9 月 、 


くり し た 。 現在 、 世 界 中 で 食べ 


志 握 せき 「 中 ANー ス へ 


/ 店 
了 棚 き JNCK ロ 福 玉 つ し ・ | 記 4 iM すい 


ざ レ め 仙 億 更 WB で し っ ふ ? 凹 半 叩け つぶ で" 


ー 


カッ プ ( 
の 出来 上 


で き あぁ 


JiJO リ レ p 剛 っ ズ ロ RT 
60 RMR 相 鐘 可 角 て か 一 X へ 4 
人 ゴン 皿 て レ 

RS° 


つっ つっ * 8 ペーx へ へ 


放し p 丘 G ホ キハ トーx ハ へ ハゼ まめ 証 や 隊 っ か GS で mr 
TE で し て AKW へ て INー ペ へ せ 1 SKK 
| 音 選 ポン 8 っ て ペー へ 容 公職 せい x ユ R し 
レレ つっ へ K ふ ハー 
四 拒 人 喉 め KW っ ハーx 人 Aw 札 © 
ペー 導 選 也 で" JV” 
ト * ユ R ロ で レ 


区 N01J4J は つや? 


きる :to keep well 


存 が で 


ハー へ 全 代 し 

岳 千 避 

こる 会 
セン ロ 超 くべ で ビレ 


洒 


f 


に 


路 ン 貴 地 生じ W し 


to return 


ダメ ー ジ を 受け る : to be damaged 


戻る : 


も ど 


判 得 りあ 必 
| 製 区 0 


ES 


6 
JOS EY eo 和 
ハーx へ 起き ワレ 習 ざ 寝台 R* IN 一 スハ 
| 皿 玉 べ コ G ネ ペー ドー 父 振 近 つ し * 政 較 し せ 
| ホ い トーx へ 志和 つ お G 選 リト そつ 
る a 
トコ IS っ 【 さ 
ハー* へ ハビ GR 
や ツン 所 で 応 " 


方 法 : method 


ぐ で 
鶴 下 や シ 誤 8 


に 
<] 
te 

羽 送 谷 
SG 会 信人 S? 


悪い :of poor quality 


まさ れる :to be deceived 


麺 : noodles 


ーー 

や 
質 が 
し っ 


だ 


⑥ 藤井 龍二 ン PHP 研究 所 ン 
「 マ ン ガ で 読む 「 ロ ング セラ ー 商 品 」 誕 生物 語 
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Qs: | 日 本 の 食べ 物 


PR g 
人 突 公 本 SG ゴロ の に ロッ の る 
合 で 
ベレ 各 琴 時 る 
= nv ロー] 
3 還 や の Fo 
8 % 
上 ポ 3 
3 
© 
| 
の 
8 に 
由 7 8 
N 8 
月 けり 挟 人 6 0 
に : 守 $ 
りり 避 会 還 志 8 S&H Xs 
~~ ANKAN EHe. 2 ee 
IN 一 へ や 昌 
来る 8 
BR E 
り 8EL 9 
WS 1 
ハー へ M ロ 
に そこ ドン ) 細 
に 
る ® ET EY 
1 
MRI 8S 攻 * トーx ハ 
OR 1" 会 四 包 NV う っ 
7J0 2 He° Ee で) 


幸い RR 
RNR させ 
抑 促 G 堅 し 

KJ トー つっ 
「 但 YOS で で 8 
っ で し ゅ / JJ し め ] 
っ 心 せ キ S 中 トペ ユーK 
め K ズ 習 " 

索 つ っ 引 選 や せ 介 岡 け * 
つい し" 
KEK に 1 


pottery 


口 : 


陶 


旧 や し ・ 田 財 章 61R や 1 時 RS 中 7 
人 SS で 

いっ ら 境 暑 し 咽 屋 GK ト トト ふ 県 

中 RNNKー ミ ] Sh リロ ーー 


SO レ っ で" 


JAN QAJ 
所 午 し つ や 父 ^ 
部 倒 入 心 を で レ 
鹿 補 二 R 会 3 る 


の 紙 : aluminum foil 


今 も 同じ ! 


ミ さ 


アル 


で G ト さ の で 
案じ 
代 刀 生 an? 


ミキ ャ ッ プ 
et 


cover, lid 


で も 、 全 然 古い 感じ が し な い ! 


カッ プ の デザ イン は 


アル 


7 だ 


料理 の 
時 間 は 3 分 ! 


ふ 


109 


に お PX 信 > 説明 する / 考え を 言う 


VA 


日 本 の 若い 人 達 が 好き な 食べ 物 っ て 、 何 ? 
う 一 ん 、 ア メリ カ と 同じ で て 、 や っ ぱり ファ ー ス ト フ ー ド か な お 。 


: あ 、 そ う 。 じゃあ 、 ハ ン バ ー ガ ー と か ピザ と か ? 


う ん 、 若 い 人 達 は そう ゆう の 好き だ よ 。 


: ふう ん 、 日 本 人 も そう な ん だ 。 日 本 の ハン バー が ガー っ て アメ リカ の と 同じ ? 
: だ いた い 同 じ だ けど 、 肉 の 代わ り に えび や 豆腐 を 使う と か 、 パ ン の 代わ り に ご 飯 を 使っ 


た ライ スバ パ バー ガー と か 、 ア メリ カ の 店 に は な い メ ニュ ー も ある よ 。 


: へ え 、 パ ン の 代わ り に ご 飯 を 使う な ん て 、 日 本 人 らし いれ 。 
: そう だ ね 。 ア メリ カ と 違っ て 、 や っ ぱり 日 本 は ご 飯 の 国 だ か ら ね 。 ご 飯 を 使っ た 


ファ ー ス ト フ ー ド も 人 気 が あ る よ 。 


: お に ぎり と か ? 


リク お に ぎり も だ けど 、 和装 も ハン パー ガー の 店 みた い に 、 全 国 に チェ ー ン 店 が あ 
る ん だ 。 
牛 井 っ て ? 


ぎゅ うど ん 


生井 っ て の は 、 ご 飯 の 上 に 料理 し た 牛肉 と か 玉ねぎ が の っ て る 食べ 物 だ よ 。 ご 飯 の 上 


に 何 か の っ て る の を 「 井 も の 」 っ て 言う ん だ けど 、 日 本 人 は 、 こ うい う 食べ 方 が 好き 
な ん だ 。 天井 と か 、 カ ツ 井 と か 、 親 子 井 と か ね 。 
て ん どん と ん お や こ と ん 


:) へ え 、 そ う 。 他 に は どん な 日 本 的 な ファ ー ス ト フ ー ド が ある の ? 


う ん 。「 安 く て 速い | っ て いう キー ワー ド で 言う な ら 、 そば 、 う どん 、 ラ ー メ ン も 日 本 
の ファ ー ス ト フ ー ド っ て 言え る ん じゃ な いか な お あ 。 
な る ほど ね 。 僕 、 ラ ー メ ン 大 好き だ か ら 、 ア メリ カ に も 、 も っ と ラー メン の 店 が で き 


た らい ai \ の に な お あ 。 
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会 話 文 2 


0 導 。 チバ 


EC が) 


Ra ヘム も う な ん で すか 。 


sQ: | 日 本 の 食べ 物 


混ん で いま すね え 。 そ れ に 、 お 客 さ ん は ほとん ど ア メリ カ 人 だ し 。 寿司 と 便り 用 7/ 
で も 人 気 が あ る ん で すね 。 

そう で すね 。 最 近 よ く SUSHI っ て いう 文字 を 見 る よう に な っ た 気 が し ます 。 ス ー パ ー 
で も パッ ク に 入っ た 寿司 を 売る 店 が 多く な っ た し 。 

トム さん は 、 寿司 の 人 気 の 理由 は 何だ と 思い ます か 。 

う 一 ん 、 ま ず 、 お いし く て ヘル シー な こと か な あ 。 そ れ か ら 、 カ ウン ター に 座っ て 注文 
すれ ば 、 目 の 前 で 食べ た い 寿 司 を 作っ て くれ る の も 人 気 の 理由 な ん じゃ な いで し ょ うか 。 


: そう で すれ ね 。 料理 を 作っ て いる 人 が お 客 さ ん と 話 を し な が ら 料 理 す る と いう の は 、 他 


の レス トラ ン で は 、 あ まり あり ませ ん よね 。 


: ええ 、 作 っ て いる と ころ が 見 られ る の は 楽し いで す よ 。 
: それ は 、 日 本 人 も 同じ で す 。 
; て れ か ら 、 ド ラゴン ロー ル と か スパ イダ ー ロ ー ル と か 、 面 自 い 名 前 の アメ リカ 移 友 導 


が ある の も 人 気 の 理由 の 一 つの よう な 気 が し ます 。 


: 人 な る ほど 。 ユ ニー ク さ が 大 事 な の は 、 ア メリ カ ら し いで すれ ね 。 
: 寿司 は 、 日 本 で は 高い ん で すか ? 
: 前 は ちょ っ と 高かっ た ん で す が 、 回 転 寿司 が で き て か ら 、 安く て お いし い 寿 司 が 食べ 


られ る よう に な り ま し た 。 


Da 9 回 転 寿司 っ て ? 
: 寿司 が の っ た お 互 が ベル トコ ン ベ ア に の っ て 流れ て くる ん で す 。 それ で 、 自 分 の 好き 


な 寿司 が 目 の 前 に 来 た ら 、 それ を 取っ て 食べ る ん で す 。 回 転 っ て いう の は 、 何 か が 回 
る と いう 意味 な ん で す よ 。 


: へ え 、 ハ イ テ ク で 面白 そう で すれ ね 。 食 べ に 行っ て みた いな お 。 アズ リカ に は 回 転 寿司 は 


な い の か な お あ 。 
この 間 、 テ レビ で カリ フォ ルニア や ニュ ー ヨ ー ク の 回 転 寿 始 レス トラ ン を 紹介 し て い 
a RE 


: ほん と で すか 。 じ ゃ 、 寿司 も も うす ぐ ア メリ カ の ファ ー ス ト フ ー ド に な る か も し れ ま 


せん ね 。 


: そう 思い ます か 。 実 は 、 お 寿司 は 、 江戸 時 代 の 日 本 で は 、 区 アー ス トド 2 きた そ 


es 中 
面白 いで すね 。 


sQ: | 日 本 の 食べ 物 


ご 丘 丘 
内 容 質 問 
太字 覚え る 単語 
に に 甘み 物 と マン ガ を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
| ゆう じん | N |fiend [more fommal than 友達 ] : 1. 袋 入り ラー メン と カッ プラ ー メ ン と どちら の 方 が よく 食べ られ て いま すか 。 そ れ は どう し て で すか 。 
4 i Cia Ton RR) ; ! 2. 11-12 行 目 の 「 カップ ラー メン に 女 日 の よう に お 世話 に な っ て いる | と いう の は 、 ど うい 2 意 味 
3: だ いた い § : Adv i mostly; roughly : 6 MNO » 


4 えび : : N ishrimp 


5 奄 放 : a 3. 24 行 目 の 「 世 界 に 目 を 向け る ] と いう の は 、 ど うい う 意 味 で すか 。 
6| や っ ぱり / や は り i 4 紅 穫 起 号 二 96GA espettsd | 1 4. 25 行 目 の 「 お いし さ に 国境 は な い 」 と いう の は 、 ど うい う 意味 で すか 。 
7: お に ぎり | N incebal 5. 28 行 目 の 「 国 境 を 越え る ] と いう の は 、 ど うい う 意 味 で すか 。 そ の た め に は 何 を し な けれ ば いけ 
8 生井 | ぎゅ うど ん | N i bowl of rice topped with beef ませ ん か 。 
; i : 
N 


9 全国 : ぜ ん こく { the whole country 1 6. カッ プラ ー メ ン は 誰が 発明 し まし た か 。 

MM シッ ボン : の ary で ん i (fast-food) chain store i a この 人 の ニッ ク ネ ー ム は 何で すか 。 

に てら レッ b この 人 は 、 ど うし て イン スタ ント ラー メン を 作ろ うと 思っ た の で すか 。 

NS kk 1 Ninign “ c この 人 は 、 ど うし て イン スタ ント ラー メン を 外国 で も 売 ろ うと 思っ た の で すか 。 
N 


i i to be put (on top of something) ( d この 人 は 、 何 を し に アメ リカ に 行き まし た か 。 


: bowl of rice with food on top 


3 の EE 0 : 
14| 井 も の 
5 天井 N : bowl of rice topped with deep-fried prawns } 

16 | カツ 丼 i っ i N | bowl of rice topped with pork cutlet : 『 [A マン が を 思い 出 し て (torecal) 、 答 えな さい 。 
N 
N 


e. この 人 は 、 ど うし て 世界 の 国 の 中 か ら ア メリ カ を 選ん だ と 思い ます か 。 


17 ; 親子 井 ibowl of rice topped with chicken and eggs ] wt ン 発 明 者 の 子供 が 嫌い だ っ た 食べ 物 は 何で すか 。 
18 うど ん 


i thick white noodles : 1. 豚肉 2 牛肉 3. と り 肉 4 野菜 5 えび 
| 会 話 文 2 | M 
= YE " b 袋 入り ラー メン の 麺 の 形 は どん な 形 で すか 。 


19 : の ンダ : 2 ee seat | 1 2 3 4 
20 : (一 が ) 混 む りら i i to get crowded : A 介 
21 ヘル シー (な ) i : i healthy § 
22: 目 の 前 で : め の ま え で : iright in front of you 
23 ! ユニ ー ク (な ) ; 1 ANa の 
24 : 回 転 寿司 : か いて ん ず し : N : conveyor-belt sushi bar 
25 ベル トコ ン ベ ア : AN MAS を) 
26! (が ) 流 れる | な が れる LM eow 
27 回転 : か いて ん : VN rotating sPinning | (が ) 回転 す る 
_28 | (が ) 回 る まわ る u-Vi to rotate; spin 


i I 1 


29: ハイテク : | N high technology 


30 j 江戸 i 0 : N Edo (the former name for Tokyo) | 
| | : 江戸 時 代 (N) the Edo Period 


Cc.「 カ ッ プ ヌー ドル 」 が 誕生 し た (tobebom) の は 、 そ の 時 何 が な か っ た か ら で す か 。 
1 コー ビー カッ プ 2. どん ぶり 3. お 皿 4. 著 5. ふた 


dQ 「 カ ッ プ ヌー ドル | の カッ プ は 何で で き て いま すか 。 
1 プラ スチ パク 2. アル ミホ イル 3. ガ ラス 4. 発泡 スチ ロー ル 5 セラ ミツ ツ 


e.「 カ ッ プ ヌー ドル ]| の お 湯 は どこ に 入り ます か 。 


{ カッ プ ヌ ー ド ル の 中 に 入っ て いな い 色 は どれ で すか 。 
1. 赤 2. 黄色 9 紫 4. 茶色 5. 黒 6. 
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@ 会 話 文 1 : マイ ク と 勇太 の 会 放 


で 等 


1. 
2. 
9. 
4. 


会 話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 


日 本 に は 、 ハンバー が ガー の 他 に どん な ファ ー ス ト フ ー ド が あり ます か 。 
「 井 も の ] と いう の は 、 ど ん な 食べ 物 で すか 。 

「 親 子 井 」 と いう 丼 も の は 、 ど うし て そん な 名 前 に な っ た と 思い ます か 。 
「 日 本 は ご 飯 の 国 ] と いう の は 、 ど うい う 意 味 だ と 思い ます か 。 

「 あ な た の 国 は 何 の 国 ] と 言う こと が 出来 ます か 。 


@ 会 話 文 | : トム と 道子 の 会 話 


1. 
& 
3. 


や > みん な で 話し て みよ う 。 


1. 
2. 


トム さん 紅子 さん は どん な スピ ー チ レベ ル で 話 じ て いま すか 。。 そ れ は どう し て で すか 。 
トム さ 社 は 、 ア メ リカ で 寿司 が 人 気 が あ る 理由 を 三 つ 挙 げ て (ls り いま す 。 それ は 何で すか 。 
46 行 目 の 「 ハ イ テ ク 」 は カタ カナ 語 で す 。 「 同 転 寿司 」 ば で の WIW で ウイ ゲド 全 の で UTF うか 。 


ファ ー ス ト フ ー ド と 呼ば れる 食べ 物 に は 、 ど ん な 特徴 が あり ます か 。 

あな た の 国 で ファ ー ス ト フ ー ド と 呼ば れ て いる 物 に は 、 ど ん な 食べ 物 が あり ます か 。 

それ に は 1. で 話し 合っ た ファ ー ス ト フ ー ド の 特徴 が あり ます か 。 

道子 さん が 「 青 司 は 江戸 時 代 の ファ ー ス ト フ ー ド だ っ た そう で す 」 と 言っ て いま す が 、 ど うし て 
寿司 は ファ ー ス ト フ ー ド だ っ た と 思い ます か 。 . 

あな た な ら 、 ど ん な 「 丼 も の ] を 作っ て 食べ て みた いで すか 。 


健康 の た め に は 運動 する こと も 食べ 物 に 気 を つけ る こと も 大 切 で す が 、 あ な た は どちら の 方 が 大 
切 だ と 思い ます か 。 ど うし て そう 思う か 、 例 を 挙げ て (to provide) 説明 し て 下さ い 。 
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先 


大 性 帯 性 帯 性 帯 性 吾 性 


生 : 
生 : 
生 : 


生 : 
生 : 


生 : 
生 : 


件 用 肝 諾 時 用 時 時 肝 時 


sQ: | 日 本 の 食べ 物 


< ほ 衣 生日 本 の 大 学 で 留学 生 と 先生 が 寿司 に つい て 話す 。 
生 : 
: は い 。 最 近 は スー パー で も 、 パ ッ ク に 入っ た 寿司 を 売っ て いる ん で す よ 。 

: へ え 。 し ゃ 、 日 本 の こと を よく 知ら な い 人 達 で も 寿司 を 食べ て いる と いう こと で すか 。 
: さあ 、 そ れ は ちょ っ と 分 か り ま せん が 、 私 の 友達 は みん な 寿司 が 大 好き で す 。 
ぞう で すか 。 

: で も 、 私 の 国 の 寿司 は 、 日 本 で 食べ る 寿司 と ちょ っ と 違う ん で す 。 

: へ え 、 何 が 違う ん で すか 。 


寿司 っ て リュ ー さ ん の 国 で も 人 気 が あ る そう で すね 。 


ご 飯 が あま りお いし く な いよ うな 気 が し ます 。 


: えっ 、 そ うな ん で すか 。 
・ は い 。 私 は 寿司 は ご 飯 が と て も 大 切 だ と 思う か ら 、 残念 で す 。 
・ そう で すね 。 寿司 の ご 飯 は 魚 と 同じ ぐら い 大 切 で すか られ ねえ …。 


放 邊 放 日 本 の 大 学 で アメ リカ 人 の 学生 が 、 先 生 に アメ リカ の 食 習慣 に つい て 話す 。 
生 : 


最近 、 ア メ リカ で も 魚や 豆 府 を 人 が 増え て きた o 
は い 。 

アメ リカ で も 、 ヘ ル シ ー な 食べ 物 が 人 気 が 出 て きた と いう 
そう で すね 。 で も 、 ま だ 、 一 般 的 に は 、 日 本 人 の 方 が 健康 的 な 食べ 物 を 

上 よう な e 

そう xr: お か 。 


は い 。 日 本 料理 に は 、 負 や 喜 六 や 野菜 を 使っ た 料理 が た くさ ん あり ます が 、( 先 生 : ええ) 
アメ リカ の 一 般 的 な 料理 に は 内 を 使っ た も の が 多い ん で す 。 

ああ 、 ハ ン バ ー ガ ー と か フラ イド チキ ン と か ステ ー キ と か 。 

は い 、 そ う で す 。 私 も アメ リカ に いた 時 は 、 よ く 食 べ て いま し た 。 最 近 は 魚の 方 が 好き に な 
り ま し た が …。 


先生 すう で すか 、。 


> パー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。 学生 が 先生 に 質問 し な さい 。 


先生: _ さん の 国 で よく 食べ られ て いる 食べ 物 っ て 何で すか 。 
学生 : 
先生: (あい づち ) か 。 
学生 : 
{ 気 が し ます / ぐ U の 栓 選 
先 生 : (あい づち ) リ 
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=Q: | 日 本 の 食べ 物 


| ベア ワー ク 還 還 FT5 


ゅ バー トナ ー と 、 自 分 の 国 の 「 フ ァ ー ス ト フ ー ド 」 や 「 食 文化 」 や 「 食 習慣 」 に つい て 話し 合い な さい 。 


モデ ル 会 1 こ ス ポー ツ に つい て 聞く 。 » A 

(E7 克 秀太 が マイ ク に スポ ー ツ に つい て 聞 授業 で 読ん だ り 話し た り し た こと を も と に し て 、 自 分 の 意見 (epinion) を 言い な さい 。 
勇太 : マイ ク が 好き な スポ ー ツ っ て 何 ? | 。 米 
マイ ク : う 一 ん 、 剣 道 か な 。 ゅ バート ナー と 、「 ス ポー ツ 」 に つい て 話し 合い な さい 。 自 分 の 国 で 人 気 が あ る スポ ー ツ や 人 気 
男 太 : へ えー。 ど うし て ? ! が な い ス ポー ツ に つい て 、 そ の 理由 を 考え て 、 自 分 の 意見 を 言い な さい 。 


マイ ク : 日 本 の 武道 っ て 、 強く な る こと の 他 に 、 何 か 大 切な こと が 学べ る よう な 気 が す る か ら 。 
勇 太 : ふーん 。 例えば? 


先輩 太 後輩 大友 
勇 太 : ああ 、 相 手 を 尊敬 する 気持 ちっ て こと ? 
マイ ク : うん 。 尊敬 し た り 感 謝 し た りす る 気持 ち を 大 切 に し て いる っ て いう と ころ が いい か な 。 か 先輩 (日 本 人 ) と クラ ブ の 後輩 (留学 生 ) が 回 転 寿司 の 店 に つい て 話し て いる 。 
か ん し ゃ 『 
勇太 : そっ か 。 な る ほど ね 。 本 弟 ( 上 日 本 人 ) 還 困 
あな た は 日 本 に 留学 し て いる 学生 で 、 大 学 の クラ あな た は 日 本 人 の 学生 で 、 大 学 の クラ ブ に 入っ て 
モニ 力 が は る か に 日 本 の ファ ー ス ト フ ー ド に つい て 聞く 。 プ に 入っ て いま す 。 先輩 (日 本 人 ) に 回 転 寿司 の 店 いま す 。 クラ ブ の 留学 生 の 後 募 を 回 転 寿司 の 店 に 
: は る か が 好き な ? に 誘わ れ ま し た 。 あな た は 回 転 寿 司 の 店 に 行っ た 誘っ て 下さ い 。 食べ 方 も 教え て あげ て 下さ い 。 
えび バー が ー こと が な い の で 、 ど ん な 店 か 聞い て 下さ い 。 


四 ど 力 SSsm 売 ( た の 人 が 一 カー デリ 


は る か : うん 。 肉 じゃ な く て えび だ か ら 、 え び バ ー が ガー。 


モモ = 。 肉 の 代わ り に えび を 使う な ん て 、 日 本 人 れ ね 。 

は る か : れ 。 

モニ カ : 日 本 人 は 、 他 の 国 の 料理 を 日 本 的 に する の が 上 手 な 0 

は る か : そっ か 。 な る は ほど ね れ 。 

モニ カ : 私 の 国 に も えび バー ガー が いい の に な お 。 私 、 え び 、 大 好き な ん だ 。 


トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。A が B に 聞き な さい 。 


A : B が 好き な っ て 何 ? 

| ©David Lisbona 2006 "Running sushi” 

| BS か な 。 
A : (あい づち ) 

| 

人 で 信光 8 | | 
Nac 気 が す る 。 | 
B : (あい づち ) | 
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で 
六法 ソー トド 


(①Number + Counter 当たり 


隊 議 | "人 当たり の 消費 業 が 最も 多い の は 韓国 で 、 一 中 
ま * 目 本 3 池 全 1 年 に 一 人 当たり 約 40 食 を 食べ て いま す 。 【 読 : /.6-7】 


説明 当たり is used with 一 (or 1) and a counter to mean “per.” Sometimes numbers other than one are 
: used、as in Ex. 3. 


8.Number+Counter 当 た り Number+Counter: 1 時 間 当 た り 10 ドル 
: b.Number+Counter 当 た り の N: 一 人 当たり の コス ト 
1. 夏休み に 1 か 月 アル バイ ト を し て 15 万 円 も ら っ た 。1 日 当たり 5 千 円 も ら っ た こと に な る 。 
2. 子供 が 10 人 いま す 。 みか ん は 30 個 あり ます か ら 、 一 人 当たり 何 個 食べ られ ます か 。 
3. マラ ソン の 選手 は 100 メー トル 当 た り 16 秒 (second) ぐら いで 走る そう で す 。 こ の 速 さ で 42.195 
キロ 走り 続け る ん だ か ら 、 dv9 す ね 。 


例文 


(2②)Sentence の は X の 方 だ 
本 文 ・ 多 く 食べ られ て いる の は 、 カ ッ プ ラー メン の 方 で す 。 [ 読 : 選 8-9】 


説明 The structnre S の は X の 方 だ js used to emphasize that it is X that makes the proposition in S true. 
英訳 ItisXthatS. 
文型 Type2a 
1. 彼 が 住み た が っ て いる の は 関東 だ が 、 私 が 住み た い の は 関西 の 方 た だ 。 
の 育 が 高い の は 弟 の 方 た 。 で も 、 足 が 速い の は 僕 の 方 だ 。 

3. ひらがな と カタ カナ で は 、 難 し い の は カタ カナ の 方 だ 。 

4. あの レス トラ ン は 静か だ 。 で も 、 食 べ 物 が お いし い の は この レス トラ ン の 方 だ と 思う 。 


例文 


Number(+Counter) ({( ぐ らい / く らい } ) は : Noun (だ け ) は 
本 文 ・ 皆 さん も 一 度 は 食べ た こと が ある の で は な いで し ょ うか 。 【 読 :19】 


説明 hentheparticle は follows a quantifier (ji.e., a word of quantity such as 3 本 and 少し ) , it adds the 
meaning “at least.” だ け は and ぐら い は (or くら い は ) after a noun have the same meaning. 


文型 a.Number (+Counter) は b.N だ け は  c.N{ ぐ らい / く らい } は 
1. 1 週間 に 1 回 は プー ル で 泳ぐ よう に し て いる 。 
2. この 町 は 車 が な いと 生活 が 出来 な いか ら 、 ど の 家 で も 1 台 か 2 台 は 車 が ある 。 
例文 3. 仕 事 が 忙し く て も 、 昼 ご 飯 だ け は 食べ て 下さ いね 。 
: 4.30 人 も パー ティ に 誘っ た か ら 、 10 人 ぐら い は 来 て くれ る だ ろう 。 
MS: くだ けた 話し 方 は まま だ あま り 慣 れ て いな いけ れ ど 、 少し は 話せ る よう に な っ た 。 


(④ Noun を は じ め 
本 文 ・ 東 南ア ジア を は じ め 南 米 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 ア フリ カ な どー [中 :713 


| Noun を は じ め is used to present a primary example when mentioning a group of things or people. 


beginning with ~ ; starting with including 


『_N を は じ め 


| 日 本 の 食べ 物 


| 1. 日 本 に は 、 本 州 を は じ め 四 つの 大 き な 島 が ある 。 
例文 2. 私 の 家族 は 、 父 を は じ め み ん な 辛い も の が 大 好き だ 。 
: 3. 日 本 に 留学 中 は 、 ホ ー ム ステ イ の 家族 を は じ め 色 々 な 人 に お 世話 に な っ た 。 


間 


一 上 ノー 以下 


・ 世界 80 か 国 以上 の 国 で 食べ られ て いる カッ プラ ー メ ン で す が 、 一 【 読 :.13-14】 
: ・ カ ッ プ ラー メン は 、 今 か ら 30 年 以上 も 前 に 一 発明 され まし た 。 【 読 :/15】 


X 以 上 and X 以下 mean “equal to or more than X” and "equal to or less than X,” respectively. A Number 
説明 + Counter or a demonstrative pronoun such as これ and それ commonly occurs before 以上 and 以下 . 
When the topic is academic grades, grade symbols such as Cand B can be used (e.g., C 以 上 ). 


本 文 


1 間 


以上 = more than; or more 以下 =less than; or less 


a. Number ( + Counter) 以上 / 以 下 : 3 年 生 以上 : 1 万 円 以下 ; 4 以上 
b. Demonstrative pronoun 以上 / 以下 : これ 以上 ; それ 以下 
1. 健康 の た め に は 、 毎 日 6 時 間 以 上 寝る よう に し た 方 が いい そう だ 。 
2. も うこ れ 以 上 は 食べ られ ませ ん 。 
3. アメ リカ で は RR 指定 (R-rated) の 映画 は 、 18 歳 以上 の 人 し か 見 られ ませ ん 。 
4. あ まり お 金 が な い の で 、 プ レ ゼ ント は 50 ドル 以下 の 物 に し よう と 思う 。 
、 5. コー ス を 開く (oop) た め に は 、 学 生 が 五 人 以上 必要 で す 。 そ れ 以 下 の 場合 は 、 キ ャ ン セ ル で す 。 


SR _【: 


本 文 ・ 家 で お 湯 さ え あ れ ば すぐ 食べ られ る ラー メン を 作り た い … 【 読 :/.19-20】 


Noun & 2 with a verb conditional form is used when the condition presented in the clause is the only 

condition to make the statement in the main clause true. さえ replaces the particles が and を in this 
説明 structure; however, when other particles occur with さえ here, they do not drop, as shown in the 
following examples. 


・ お 金 が さえ あれ ば : 友達 と さえ 話せ れ ば 
| if ~ only ~;if ~ just ~; as long as 
_N さ え V-cond: お 金 さ え あ れ ば : お 酒 さ え 飲 まな けれ ば 
1. 私 は 、 愛 (love) さえ あれ ば 幸せ で す 。 
2. 一 緒 に 住ん で くれ る ルー ム メ ー ト さえ 見 つか れ ば 、 い つ で も 引っ 越せ る 。 
例文 3. いい 友達 さく えい れ ば 、 他 に 欲し いも の は あり ませ ん 。 
4. 雪 さ え 降 ら な けれ ば 、 車 の 運転 は 怖く な い 。 
5. お 酒 さ え 飲 まな けれ ば 、 何 を 飲ん で も 食べ て も いい で す よ 。 


・ つ い に 「 チ キン ラー メン 」 と いう 袋 入り イン スタ ン トラ ー メ ン の ーー 【 読 :721】 


The adverb つい に indicates that something happens or something expected doesnt happen after waiting 
説明 for it, longing for it expecting it to happen, making an effort to make it happen, or after struggling/ 
suffering in a hard situation, for a long time. 


英訳 atlast: finally: in the endi after all 
1. 4 年 間 頑 張っ て 勉強 し て 、 つい に 卒業 の 日 が 来 た 。 うれしい けれ ど 、 ち ょ っ と 寂し い 。 
2. 2007 年 の 夏 、 子 供 達 は つい に ハリ ー ポ ッ タ ー の 最後 の スト ー リ ー を 読む こと が 出来 た 。 
3. 兄 は 長い 間 頑 張っ て きた が 、 つ い に プ ロ の フッ ト ボ ー ル 選手 に な る 夢 を あき ら め た 。 
4.20 年 も 乗っ て いた 車 が つい に 動か な く な っ て し まっ た 。 
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{Noun/no-Adjective} 化 (する ) 
” ・ イ ンス タン トラ ー メ ン の 商品 化 に 成功 し 、 一 [ 読 :721】 


The suffix 化 is affixed to nouns and no-adjectives and adds the meaning “-ization,” as in 
“mechanization” and “digitization.” 


< 化す る = -ize; make; become change to 
< 化 = -izationi making へ ; becoming ~ ; changing to ~ 
a.N+ 化 : 日 本 化 : 専門 化 : 機 械 化 (mechanization) "カタ カナ 化 
_b.ANo+ 化 : 一般 化 ; 最適 化 optimization) 
1. 日 本 の 有名 な 小説 が ハリ ウッ ド で 映画 化 さ れる こと に な っ た 。 
. この 大 学 は 外国 人 の 学生 が 多く て 、 国際 化 が 進ん で (to advance) いる 。 
.「 デ ズー ト 」 と いう マン ガ は アニ メ 化 も ゲー ム 化 も され まし た 。 
. 一 人 の 人 し か 言わ な いこ と を 一 般 化 する の は 、 よ く あ り ま せん よ 。 
. 英語 の 言葉 を カタ カナ 化す る と 、 元 の 言葉 が 全然 分 か ら な く な る 場合 が ある 。 例 えば 「 テ ー 
マ (theme) 」 と か 「 ア ワー(hour) 」 の よう な 言葉 だ 。 


中 88 ・ と ころ が 、 安藤 の 成功 を 見 て 他 の 会 社 で も イ ンス タン トラ ー メ ン を 作り 始め た た め 、… 【 読 : 422-23】 


と ころ が is a sentence-initial conjunction used when something takes place which is unexpected from 
the preceding context. The sentence after と ころ が represents an event or action the speaker cannot 
説明 Control as shown in the following examples: 


・ 友 達 が 電話 を し て と 言っ た か ら 、 電 話 を し た 。 と ころ が 、 友 達 は 家 に いな か っ た 。 
、 ・ 友達 が 電話 を し て と 言っ た 。 {で も /x と ころ が } 私 は 電話 し な か っ た 。 
文型 5,。。 と ころ が 、8。。 
. 先生 の オフ ィ ス アワ ー に 研究 室 に 行っ た 。 と ころ が 、 先 生 は いら っ し ゃ ら な か っ た 。 
・ 天気 予報 は 、 今日 は 雨 だ と 言っ て いた 。 と ころ が 、 と て も いい 天気 に な っ た 。 
・ 試験 の た め に 徹夜 を する つも り で コー ヒー を た くさ ん 飲ん だ 。 と ころ が 、 す ぐ 寝 て し まっ た 。 
. 山田 : 旅行 どう だ っ た ? 
田中 : うん 、 スー ツケ ー ス を 持っ て 空港 まで 行っ た ん だ 。 と ころ が 、 飛行 機 が キャ ン セ ル に 
な っ て 行け な く な っ ちゃ っ た ん だ 。 


・ イ ンス タン トラ ー メ ン は 国際 的 な 商品 に な る に 違い な いと 思い まし た 。 【 読 : 725-26】 


This structure indicates that the speaker is certain that something is true or is the case. It is used 
primarily in written language. 


must: Tm sure/certain that ~ ; It is certain that ~ jTm certain that ~ ; be sure to V 


: Type3 

1. スミ ス さ ん は 日 本 に 10 年 も 住ん で いた か ら 、 日 本 語 が 上 手 に 話せ る に 違い な い 。 

2. あの 二 人 は と て も 仲 が 良かっ た か ら 、 卒 業 し た 後 、 結 婚 し た に 違い な い 。 

3. あの アパ ー ト に は 大 学生 が た くさ ん 住ん を で いる か ら 、 う る さい に 違い な い 。 

4. 昨日 、 弟 の 友達 が た くさ ん 来 て いた か ら 、 こ の ゲー ム を 壊し た の は 、 弟 達 に 違い な い 。 


sQ: | 日 本 の 食べ 物 


⑪~ を も と に (し て ) 
: ・ こ の 旅行 で 得 た ヒン ト を も と に 、5 年 後に カッ プラ ー メ ン を 作り 出し た の で す 。 【 読 : /.29-30】 


| を も と に し て isa compound particle meaning “based on.” し て here is optional. The noun-modification 
: formis を も と に し た -. 


based on 


a.N を も と に (し て ) 。 b.N。 を も と に し た N。 
1. 加藤 先生 は 大 学院 の 時 に 書い た 論文 を も と に 本 を 書き まし た 。 


2. 日 本 の マン ガ を も と に し て た くさ ん の アニ メ や ゲー ム が 作ら れ て いる 。 
| 3. 自由 と 独立 (independence) と いう 考え を も と に その 憲法 (consttution) が 作ら れ た 。 
4. これ は 、 私 の 子供 の 時 の 経験 を も と に し た 小説 で す 。 


と {同じ で / 違 っ て } 
・ ア メリ カ と 同じ で 、 や っ ぱり ファ ー ス ト フ ー ド か な あ 。 [会 1:/3 
・ ア メリ カ と 違っ て 、 や っ ぱり 日 本 は ご 飯 の 国 だ か ら ね 。 (会 1:/.10】 
The comparison phrases と 同じ で and と 違っ て mean “just like ~” and “unlike ~ "respectively. Note 
: that the particle と is used when X and Y are in a reciprocal relationship, as seen in the following 
| examples: 1 
・X は Y と {同じ だ / 違 う / 似 て いる }。(X is {the same as/different from/similar to} Y.) 
・X は Y と (結婚 し た / け ん か し た / 話 し 合っ た / 別 れ た }。 
(X {married/had a fight with/discussed something with/separated from} Y.) 
|N と 同じ で = justlikeN  N と 違っ て =unlike Ni di 人 rent from N 
「N と (同じ で / 違 っ て ) 
1. 母 と 同じ で 、 私 も えび (shrimp) の アレ ルギー が ある の で 、 え び は 食べ られ な いん で す 。 
ま 2. 数 学 と 同 Pre 物理 も 公式 (formuls) を 勉強 し な く て は な ら な い 。 
3. スノー ボー ド は スキ ー と 違っ て 、 ス ティ ッ ク を 使わ ず に すべ り ま す (to slide) 。 
4. 多く の 国 と 違っ て 、 日 本 で は 20 歳 に な ら な いと 投票 (voting) で き な い 。 


・ パン の 代わ り に ご 飯 を 使う な ん て 、 日 本 人 らし いね 。 [会 1:79】 
・ ユ ニー ク さ が 大 事 な の は 、 ア メリ カ ら し いで すね 。 会 2:1.38】 


In addition to the meaning “seem,” N ら し い means that something/someone is representative of N. 
: 又は N ら し い often conveys the idea that X has the positive characteristics of N. 


・ ビ リー は 言う こと が か わい く て 子供 らし い 。 
。 ' こ の 町 は 昔 の 城下 町 (castle town) らし い 夫 囲 気 (atmosphere) が 残っ て いる 。 
:※ らし い is an た adjective. Thus, the noun-modification form and the adverbial form are らし い and ら 
: し く ,respectively. 


so much like ~ ; typical of ~ ; typical ~ ; -like 
_N らしい: 男らしい ; 日 本 らし い 
1. 剣道 は と て も 日 本 らし い ス ポー ツ だ と 思う 。 
. 田中 さん は 長い 間 ア メリ カ に 住ん で いた の で 、 あ まり 日 本 人 らし く な い 。 
. 今年 の 夏 は 寒い 日 が 続い て (to contnue) 、 ぜ ん ぜん 夏 ら し く あ り ま せん 。 
.「 男 らし い ] と か 「 女 らし い ] と いう 言葉 は 、 あ まり 好き で は あり ませ ん 。 誰 で も 、 
。 らし く 生 きれ (toliv) ば いい の で は な いで し ょ うか 。 
5. 何 か 言 い に く いこ と が ある 時 、 最 後 ま で 言わ な い の は 日 本 人 らし い 話し 方 だ 。 


・ 他 に は どん な 日 本 的 な が ファー スト フー ド が ある の ? 会 1:719】 
・ 面 白い 名 前 の アメ リ カ 的 な 寿司 が ある の も 一 【 会 2 7.36-37】 


」 


The suffix 的 is attached to nouns in order to change them to zg-adjectives. When these adjectives 
: modify nouns, な is sometimes omitted (Ex.5). 


| -iCi -ive; -al; -like 


| N+ 的 : ア メリ カ 的 : 文学 的 : 書き言葉 的 : 一 般 的 


NR 京都 や 奈良 は 歴史 的 な 建物 が た く さん ある 伝統 的 な 町 で す 。 

2. オ リン ピッ ク を する こと に 決ま っ て か ら 、 その 国 は 国際 的 に な っ て きた 。 
3. 私 は 技術 的 な こと は よく 分 か ら な い の で 、 他 の 人 に 聞い て 下さ い 。 

4. 一 般 的 に 日 本 語 は 難し い 言 語 と 考え られ て いる が 、 本 当 は 難し く な い 。 
5. この 本 は 、 話 し 言葉 的 表現 で 書か の れ て いる の で 、 と て も 分 か りや すい 。 


⑯)Sentence た らい い の に (な あ ) 営 


本 文 


1 = ・ 
:※ た らい い の に (な あ ) js used to express the speakers wish, which, in this structure, js usually counterfactual. な 


本 文 


ほとん ど means “almost all; most of.” Thus, it is used only when the amount of something is the issue. 


・ ア メリ カ に も 、 も っ と ラー メン の 店 が で きた らい い の に な あ 。 [会 1:/722-23】 


_ あ makes the wish more emotive. Verbs are commonly in the potential form and refer to the Speaker's action. 


] I wish; I hope 


S-plain.past らい い の に (な あ ) 

1. 漢字 が も っ と 簡単 に 覚え られ た らい い の に な あ 。 

2. 寮 の 部 屋 が も っ と 静か だ っ た らい い の に 。 う る さく て 勉強 が 出来 な い 。 
3: 4 し いな あ 。 恋人 (sweetheart) が で きた らい い の に な あ 。 


・ お客 さん は ほとん ど ア メリ カ 人 だ し 。 [会 2:125】 


Note that ほとん ど cannot be used in the following examples: 
・ Tom almost drowned.> トム は も うち ょ っ と で お ぼ ぽ れ る と ころ だ っ た 。 
(x トム は ほとん ど お ぼ ぽ ぼれ た 。) 
・Td almost forgotten the appointment.> も う 少 し で 約束 を 忘れ る と ころ だ っ た 。 
(x 私 は ほとん ど 約 束 を 忘れ た 。) 


ほとん ど =almost all; most of (it/the time/etc.) 
ほとん ど ~ な い = hardly (ever) ; rarely; almost no (thing) 
ほとん どの N=almost al Ni most of N 


a ほとんど V  、b. ほとん どの N 名 


・ 量 (amoun) は 多かっ た けれ ど 、 お 腹 が すい て いた か ら 、 ほとん と 食べ て し まっ た 。 
5 昨日 は 疲れ て いた か ら 、 1 日 中 ほとん と ど 寝 て いま し た 。 

- おいしい 料理 だ っ た が 、 お 腹 が 痛く て ほとん と 食べ られ な か っ た 。 

・ 寝 られ な く な る の で 、 私 は ほとん ど コ ー ヒ ー は 飲ま な い 。 

・ 彼 は この 大 学 の 有名 人 だ 。 ほ と ん どの 人 が 彼 の こと を 知っ て いる 。 

・ 今日 の 試験 の ほとん どの 問題 が 、 宿 題 と 同じ だ っ た 


Qs: | 日 本 の 食べ 物 


《 ゆ 一 ( よ うな ) 気 が する 
・ 最 近 よ く SUSHI っ て いう 文字 を 見 る よう に な っ た 気 が し ます 。 [会 2: 727】 


よう な 気 が する indicates that the speaker is not certain about something, but has a feeling that it's 
true. よ うな can be dropped without a change in meaning. 


| I feel that ~ ; have a feeling that ~ ; have the impression that ~ ; it seems to me that ~ 


この 頃 前 よ り 日 本 語 が 話せ る よう に な っ て きた よう な 気 が し ます 。 

. 先生 の 説明 を 聞い て 、 分 か っ た よう な 気 が し た けど 、 家 に 帰っ て も う 一 度 勉強 し 直し た (tosudyovey) 
ら S、 まだ 分 か らく な うつ で じ ま ち た 。 

. 誰か が ドア を ノッ ク し た よう な 気 が す る か ら 、 ち ょ っ と 見 て くれ な い ? 

4. この 辺 (around here) は 、 あま り 安 全 じ ゃ な い 気 が する 。 

5. 2 年 生 の 日 本 語 より 3 年 生 の 日 本 語 の 方 が 簡単 な 気 が する 。 


人 Verb と ころ 
本 文 ・ 作 っ て いる と ころ が 見 られ る の は 楽し いで す よ 。 会 2:734】 


: When used with verbs, と ころ indicates a point in time. Depending on the tense of the preceding 
verb, it can be (a) the moment just before the action begins, (b) a moment in the midst of the 
action, or (c) the moment just after the action finishes. When the particle に follows と ころ , the と 

ころ clause is a time clause (Exs. 2 and 3). When the と ころ clause is the object or subject of such 

verbsas 見 る and 撮 る , と ころ indicates the scene in which the action takes place (Exs. 4 and 5). 


| V-non-past と ころ = (when) ~ is about to V 
V- を いる と ころ = (when) ~ is V-ing: (while) ~ js V-ing: (when) ~ is in the midst of V-ing 
V-past と ころ = (after) ~ have just V-ed 

| a.V-non-past と ころ : 見 る と ころ : 話 す と ころ 

、b. Vig い る と ころ : 食べ て いる と ころ : 考 えて いる と ころ 

] c.Vpast と ころ : 食べ た と ころ : で きた と ころ 


2 これ か ら 公 園 へ サッ カー を し に 行く と ころ で す 。 

] 友達 の 携帯 に 電話 を か け て いる と ころ に その 友達 が 現れ た (toappear) の で 、 びっ くり し た 。 
. ち ょ うど 勉強 が 終わ っ た と ころ に 友達 か ら 電 話 が か か っ て きた (togeta call) 。 

. こ ご ここ か ら ペ ン ギ ン (penguin) が 水 の 中 で 泳い で いる と ころ が 見 られ ます 。 

5 子犬 が 寝 て いる と ころ を 写真 に 撮っ た 。 と て も か わい い 写 真 が 撮れ た 。 


圏 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 


発明 スル 
語 

全 - 

億 


東南 アジ ア 
南米 

- か 国 
以上 / 以 下 
時 代 
失敗 メル 
くり 返す 
で ル 
成功 スル 
数 

増え る 
向け る 
信じ る 

ーー に 人 違い な い 
広げ る 
見 つけ る 
得る 

- 後 

友人 

全国 

- 的 


は つめ い ぇ ル 
も の が た り 
ぜん 

お く 

EE て < 

- あ た り 

YS 
わか も の 

げん ざい 

PND な YO ワッ ジア 
な ん べ い 

- か こく 

いじ ょ う / い か 
じ だ い 

し っ ぱい ぇ ル 

くり か えす 
が スル 
せい こう スル 
か ず 

ふえ る 

むけ る 

し ん じ る 

~ー に ちがい な い 
ひろ げ る 

みつ ける 

える 


> 
a 


ゆう じん 
ぜん こく 
- て き 


(お ) き ゃ く 」 


~ー き が する 
な が れる 

か いて ん ぇ ル 
まわ る 


崩 前 前 剖 癌 


癌 


誤 癌 


剖 前 前 前 前 弄 性 弄 己 


唱 前 前 前 前 前 弄 弄 弄 


政 紗 紗 剖 


比 小 紗 政 


IO 


消費 え ル 
量 


袋 


(お ) 湯 
値段 


一 人 暮らし / 
暮らす 


戦後 


競争 え ル 
国境 
国際 的 (な ) 
習慣 

伝統 

牛肉 


圏 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


生ま う も ひえ 
りょう 

ふく ろ 
(お ) ゆ 
ね だ ん 


ゆとり ぐら し / 
くら す 


せん ご 

れつ 

< ささ 

し ょ う ひ ん 
きょう そう ぇ ル 
こら きょう 
こく さい て き ( な ) 
し ゅ うか ん 
で ん と う 
ぎゅ うに く 
こむ 

すわ る 

さら 

し ょ うか いえ ぇ ル 


: 新しい 漢字 
: 新しい 読み 方 
『: 前 に 習っ た 単語 


中 


当 前 軸 議 肖 半 


癌 


当 前 肖 刀 剖 。 主 」」 


紗 地 問 


いな ほ 


稲 に 稲穂 が 実 


いね “いなほ 


4 ! 
日 本 人 の 主食 は お 米 で す が 、 お 米 の 漢字 は 、 八 と 十 と 八 を 組み 合わ せ て で 
き て いる こと を 知っ て いま し た か 。 も み ( お 米 の 種 ) か ら お 米 が で きる まで に 、 
色々 な 世話 を 八 十 八 回 も し な けれ ば な ら な いか ら 「 米 」 と 書く よう に な っ た と 
言わ れ て いま す 。 お 米 を 作る の は 本 当 に 大 変 な の で 、 昔 の 子供 達 は ご 飯 つ ぶ を 
ー つ で も 残し た りす る と 、 罰 が あたっ て 目 が 見 えな く な る と お じい さん や お ば 
あさ ん に 叱 ら れ ま し た 。 お 米 を 作る こと は 「 稲 作 ] と 呼ば れ 、 お 米 が で きる ま 
で に は 、 色 々 な 段階 が あり ます 。 
だ ん か い 
@ 稲 : 
苗 を 田んぼ (水田 ) に 苗 が 稲 に な る 
な え た すい で ん な え 。 いね 
丁 え る = 田植え 


@ ご 飯 : 


稲穂 か ら お 米 を 取る ご 飯 を た く 


稲 を 刈り 取る = 稲刈り 1 
の 


共 へ 、 
の De SO 


梅坪 が あっ て 雨 が た くさ ん 降り 、 夏 暑い と いう 日 本 の 気候 は 稲作 に と て も 適し て いま す 。 お いし い 
お 米 を た くさ ん 作る た め に 、 人 々 は 昔 か らい つも 毎日 の 天気 を と て も 心配 し て いま し た 。 日 本 人 が 誰 
か と 会 っ た 時 に 一 番 初 め に 天気 の 話 を する の は 、 いつ も お 米 が た く さん で きる よう に と 祈っ て いて 、 
それ が 習慣 に な っ て し まっ た か ら か も し れ ま せん 。 

と らら ころ で アメ リカ の と 枯 を 「 米 国 ] と 言う こと が あり ます が 、 これ は お 米 と は 全然 関係 が あり ま 
せん 。 アメ リカ を 漢字 で 書く 時 は 「 亜 米 利 加 ] と 書き ます が 、 そ の 二 番 目 の 文字 を 使っ て 「 米 国 」 と 
言う よう に な っ た の で す 。 漢字 を 使う と あま り ス ペー ス が いら な い の で 、 こ の 言い 方 は 新聞 な ど で よ 
く 使わ れ ま す 。 例 えば 、「 日 米 関係 ] と 書い て あっ た ら 、 それは 「 日 本 と アメ リカ の 関係 ] と いう 意味 
で 、「 米 大 学 」 と 書い て あっ た ら 「 ア メリ カ の 大 学 」 と いう 意味 で す 。 日 本 が 「 お 米 の 国 ] な の に 、 ア 
メリ カ を 「 米 国 」 と 書く の は 面白 いで すね 。 こ の 「 米 一 ]」 と いう 書き 方 は ニュ ー ス な ど で よ く 見 る の 
で 、 覚 えて お いて 下さ い 。 


が and けれ ども (uses and meanings other than "bu ) 


In certain uses, が and けれ ども (and variations such as けれ ど and けど ) are equivalent to “but' in 
English. However, these expressions have other meanings and functions. Sentences (a)—(e) present a 
set of examples where が , けれ ど and けど are not interpreted as “but.” 
a. 日 本 に は 東京 の よう な 、 世 界 に よく 知ら れ て いる 都市 が た くさ ん あり ます が 、 皆 さん は ど 
ん な 都市 の 名 前 を 聞い た こと が あり ます か 。 (L1 読 , p4 2.3) 


8 昔話 は 名 所 や 地名 に 関係 が ある と お っ し ゃ いま し た けれ ど 、 そ うい う 話 は その 地方 の 人 達 
し か 知ら な いん で すか が 。 (L1 会 1. ヵ 8..23-24) 


. スピ ー チ スタ イル に は 、「 と て も くだ けた 話し 方 ] か ら 「 と て も 丁寧 な 話し 方 」 まで 色々 な 
レベ ル が あり ます が 、 ど の 部 分 が 違う で し ょ うか 。 (L2 読 , 28./7.9-10) 
d. 木村 大 介 と 申 し ます が 、 久美 さん は いら っ し ゃ いま すか 。 (L2 会 1 ヵ 34 75) 


e. 英語 の クラ ス の レポ ー ト を 書い た ん だ けど 、 ち ょ っ と この 部 分 を 読ん で も ら え な い ? (L3 会 1 ヵ 61.7? 


The fanction of が , けれ ど and けど in the above sentences is to introduce S。 and to connect S, closely 
to S。. In such situations, these conjunctions are necessary. Without them the sentence flow is interrupted. 


The sentences (⑳-(1) , which end with が , けれ ど and けど , present other situations where these 
conjunctions should not be interpreted as “but.” 


f まず 、 先 生 の ご 専門 の 昔話 に つい て 、 お 聞き し た いん で す が …。 (L1 会 1 p8.75) 
9. 日 本 に は た くさ ん 昔話 が ある そう で す が …。 (Ll 会 1 p8.77) 

h. は い 、 小林 で ご ざい ます が 。 (L2 会 1 p34.74) 

|. あの う 、 今 、 ち ょ っ と 外 に 出 て いる ん で すけ れ ど …。 (L2 会 1.p34 712) 

1 ね え 、 シ ョ ー ン 君 、 ち ょ っ と お 願い が ある ん だ けど 。 (L3 会 1 ヵ 61.72) 

k. 実は 、 今 度 の 発表 の トピ ッ ク に つい て ご 相談 し た いん で す が 。 

| 先生 、 この 点数 (score)、 間違っ て いる と 思う ん で すけ ど 。 


が and けれ ど in (⑪-G) are used to elicit responses from the hearer. けど and が are also used to 
soften the tone of a request (人 )) and (k) ) or an otherwise strong or confrontational statement ((]) ) . 
Additionally が and けど in Sentences (m) and (n) correspond more closely to “and,” and cannot be 
interpreted as “but.” The conjunctions here indicate that S」 provides supplementary information on 
the common topic in Si and S。. 


m. この バッ グ は 私 が 作っ た も の で すけ ど 、 全 部 、 紙 で で き て いま す 。 


n。 オノ マ トペ も 副詞 の 一 つ で す が 、 そ の 中 に も 名 詞 修飾 が 出来 る も の が あり ます 。 
(L11 言語 ノー ト 12, ヵ 265) 


In summary が , けれど も , けれ ど and けど have a variety of uses in addition to their function 
corresponding to “but” in English. In some situations, there is no equivalent expression in English for 
these conjunctions. The most common uses for the conjunctions discussed above are: 

(1) When the speaker introduces S。 with an introductory remark (i.e., S」) , as in (a)-(e) . In this use, 
Sentences 1 and 2 are closely linked. 

(2) When the speaker is eliciting a response from the hearer (as in ⑪-G) ) , or softening the tone of 
a request as in (j) and (k) or an otherwise strong or confrontational statement (as in (1) ) . 

(3) When the speaker presents S」 as supplementary information on the common topic in S」 and S。,as 
in (m) and (n). 


「 日 本 人 の 生活 と 宗教 」 

「 日 本 の 神話 : 天 の 岩 戸 」 

宗教 、 宗 教 的 習慣 、 行 事 、 信 仰 、 神 記 
会 話 文 用 グラ フ を 使っ て 説明 する / 

自分 の 意見 を 言う 

グラ フ や 図 を 使っ て 発表 を する 

日 本 の 色々 な 迷信 

も の and こと 


本 文 を 読む 前 に 


の 中 の 分 か ら な い 単 語 の 意味 を 調べ て 、 〇 の 中 に 適当 な (appropriae) アル ファ ベッ 
ト を 入れ 、 表 を 完成 し な さい (tocomplee) 。 8 


g. 仏 様 b. 宗 孝 C. お 寺 


ほ と け さま 


きょう 


| 2 | ちな た の 国 や 地方 に は 、 ど ん な 宗孝 的 行事 や 習慣 が あり ます か 。 二 つ 書き な さい 。 


行事 / 習 慣 の 名 前 何 の た め に 、 ど ん な こと を する ? 
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|3| あな た の 国 や 地方 に は 、 ど ん な 迷信 (superstitiom) が あり ます か 。 ニ 二 つ 書 き な さ い 。 


日 本 語 に は 「 苦 し い 時 の 神頼み ] と いう 言葉 が ある 。 何 か 苦し い 事 や 困っ た 事 が ある と 「 神 様 、 
仏 様 、 ど うか 助け て 下さ い 」 と 言っ て 一 生 懸 命 お 願い する けれ ど 、 何 も な い 時 は 、 和 神様 や 仏 様 の 
こと は あま り 考 えて いな いと いう 意味 で ある 。 ま た 、 家 の 中 に 神棚 と 仏壇 の どちら も 置い て あっ 
て 、 朝 晩 、 神 様 と 仏 様 の 両方 に お 祈り を する 人 々 も いる 。 神道 も 仏教 も 共に 生活 の 中 に ある の だ 。 
ー つ の 和 神 だ け を 信じ て いる 一 神 教 の 人 が この こ と を 聞い た ら 、 ど うし て 神様 と 仏 様 を 同時 に 祭 
る こと が 出来 る の か 不思議 に 思う か も し れ な い 。 


日 本 人 の 生活 を 見 る と 、 神棚 と 仏壇 を 祭る 他 に も 、 も っ と 色々 な 宗教 的 習慣 や 行事 が ある こ 
と に 気がつく だ ろう 。 ま ず 、 お 正月 に は 「 初 議 」 と いっ て 、 人 々 は 神社 や お 寺 に お 参り に 行き 、 
お 守り や お 札 を も ら う 。 そし て 、 そ れ を 車 に つけ た り リ 財布 の 中 に 入れ た り し て 、 不 幸 が 起き な い 
よう に 、 幸 福 が 来る よう に と 願う 。2 月 に は 「 節 分 ] と いう 行事 が あっ て 、「 鬼 は 外 、 福 は 内 」 と 
大 声 で 叫び な が ら 、 豆 を まく 。 こ れ は 、 幸 福 は 家 の 中 に 、 不 幸 は 外 に 、 と 析 る 行事 だ 。 ま た 、 春 
と 秋 の お 彼岸 や 8 月 の お 分 は 、 先祖 を 漠 う 日 と し て 、 多く の 人 が お 基 参 り に 行く 。 

その 他 、11 月 に は 「 七 五 三 」 と いう 行事 が あり 、 男 の 子 の 場合 は 3 歳 と 5 歳 、 女 の 子 の 場合 は 3 歳 
と 7 歳 に な る と 、 親 が 子供 を 神社 に 連れ て 行く 。 元 気 な 子供 に 育っ た こと を 竹 様 に 感謝 し 、 そ し 
て 、 こ れ か ら も 健康 に 育つ よう に と 神様 に 折る の だ 。 


本 ーー 
に \ 
R 

+ 4 3 


0 6 | 日 本 人 と 宗教 ーーーー. 
12 月 に は 、 ク リス マス の 行事 を 楽し む 。 キ リス ト 教 信者 で は な い 人 で も 、 ク リス マス ツリ ー ま 持 語 し 太字 = 覚え る 単語 
を 飾っ た り 、 クリ スマ スプ レ ゼ ント を 交換 し 合っ た り し て 、 ク リス マス を 祝う 。 ま た 、 結 婚 す る 1 | し ゅ うき ょ う jn lg [iE 
時 に は 、 式 を 教会 で 挙げ る 人 も いれ ば 、 お 寺 や 神社 で 挙げ る 人 も いる 。 そ し て 、 死 ん だ ら 、 た い 2120 1 くる し い : 計 1 hard; difficult 1 
て い 仏教 式 の お 葛 式 を し て も ら っ て 、 お 基 に 入る 。 3 神頼み : か み だ の み | VN praying to Ood for help | 神頼み する | 普 し い 時 の 神 頼 
っ は か | 語 : 和 | : み (Phr) Men pray to God only when they are in trouble. i 1 
日 本 で は な ぜ こ の よう に 色々 な 宗教 が 共に 存在 する こと が 出来 る の だ ろう か 。 こ れ は 、 日 本 に 4 (9) | ほ と け ( さ ま ) | Buddha; Buddha image : 
昔 か ら あ る 種 道 に つい て 考え て みれ ば 、 分 か る か も し れ な い 。 神 道 と いう の は 多神教 で 、 日 本 4 本 | どう か (一 下さ い ) 衝 RK だ さい ) I Aay please 
で は 普 か ら 海 や 山 や 木 や 石 な ど 、 周 り の 色々 な か 物 や 場所 に 神様 が いる と 考え られ て きた 。720 年 あい RR RE di aero Tio 2 
に 書か れ た 「 日 本 書 紀 ] と いう 古い 歴史 の 本 に は 、 そ ん な 神々 に つい て の 物語 が た くさ ん ある MM pr Ee Fea Te | 
C+ き W か み が み ト いき ft の 8: 仏壇 : ぶつ だ ん | N famihy Buddhist altar 10% 
その 神話 の 神様 達 は 、 楽 し く 歌 っ た り 路 っ た te 起 っ て 喧嘩 し た リ り し て 、 と て も 人 間 的 だ 。 日 本 _ 9: 朝晩 : あ さば ん 1 Adv {morning and evening 
25 全国 に は そん な 神様 を 祭っ た 神社 が た くさ ん あっ て 、 日 本 人 は 何 か が ある と 、 そ の 色々 な 神様 の da 「 りょう ほう | N iboth 
時 っ に 抽 失 りく 1 (祈る i い の る ir itopryswish | お 祈り を する (Phr) to pray 
12 : 神道 : し ん と う i N IShintoism 
例え ば 、 家 や ビル を 建て る 時 は 土地 の 神様 に 、 い い 高 校 や 大 学 に 合格 し た い 時 は 受験 の 神様 に 、 Oe ty RC | 
を 人 が 欲し い 時 は 縁結び の 神様 の と ころ に 行っ て お 祈り を する 。 目 的 に よっ て 、 そ れ ぞ れ お 参 り 14 1 共に と も に kaytboth 肛 
に 行く 神様 が 培う の だ 。 最 近 で は 、 イ ンタ ーネット ビジ ネス の た め の [TIT の 神様 ] な ん て いう 神 一神教 i いっ し ん きょう | N jmonotheism | 
様 も 現れ た らし い 。 = 同時 に i どう じ に . Phr ok the same time 
17 : (~ を ) 祭 る : ま つる i uwVt ito deify; enshrine 5 
この よう に 、 和 神道 は 、 自 然 や 場所 、 物 な ど 、 あ ら ゆ る と ころ に 神様 が 存在 する と い 3 う 日 本 人 の 1 前 不 思 障 (な ) | ふしぎ (な un ebndet strange; mysterious 記 6 
宗教 的 意識 を 作っ た と 考え られ る 。 だ か ら 、 外 国 か ら 他 の 宗教 や 新しい 神様 が 入っ て き て も 、 自 | 補語 i は つも う で | N iones first visit to a shrine in the New Year | 
然 に 受け 入れ られ た の か も し れ な い 。 そ し て 、 神 道 が 人 々 の 生活 の 中 で 生き 続け て きた よう に 、 es ia ト | 
ウ の 1 : H ヽ H ーー 
仏教 や キリ スト 教 の 行事 な ども 、 日 本 人 の 生活 の 一 部 に な っ て いる の だ 。 em て [ Pa 0 g ンコ PF 
宗教 に つい て の ある 調査 で 「 あ な た は 何 か 宗教 を 熱心 に 信じ て いま すか 」 と いう 質問 に 「 は い 」 23 お札 お ふ だ | TN ema jswued ata Shinto shdine 
と 答え た 人 は 、 日 本 国民 全体 の 9% だ け だ っ た らし い 。 そ れ で は 、91%% の 人 は 宗教 を 全然 信じ て Fe に つめ つけ る > 1 つけ る | mW ito attach; put something on 
いな いと 言え る だ ろう か 。 実 は 、 日 本 人 は 宗教 を 強く 信じ て いる と い 2 意識 は な く て も 、 契 日 の 1 ER 3 ト PDG 
26 : (一 が ) 起 きる i お きる ; ra-Vi : to happen; take place; get up Pd 
生活 の 中 で お 参り し た り 祈っ た り 祝 っ た りす る な ど 、 宗 教 的 習慣 や 行事 を 大 切 に し て いる 。 そ し i こう ふく 人 わ PO (YS2・ 症 EE RE 
て 、 そ ん な 人 々 の 生活 が 、 神 様 や 仏 様 が 一 緒 に 存在 で きる 社会 を 作っ て いる と 言え る の で は な い 28 (を / と ) 願 う | ね が う | rve ito hope 
PP 2 節分 | せつ ぶん EN gee | 
30: 鬼 は 外 、 福 は 内 ! お に は そ と 、 ふく は うち | hr : Out with the demons and in with good fortune! : 10 
31: 豆 : まめ | N Eee で 
32 (一 を ) ま く まく u-Vt 1 (casecati : 1 
33: (お ) 彼岸 | (お ) ひ が ん | N ithe equinoctal week 
34 (お ) 答 : (お ) ぼ ん N i of the Dead 
a 35 先祖 | せん ぞ | N ianeestor 
キリ スト 教 と Re 36 : (一 を ) 敬 う kd 2 iu-Vt i to respect honor 
いり 時 靖 3 と i Ne 大 回 | 37( お | (お ) は か 1 N igmmwe| (お ) 募 参り に 行く (Phr) to visita perons grave | 12 
0 本 2 時 OM を | 38: キリ スト 孝 : キリ スト きょう | NIChristianity § 
: 39 信者 し ん じゃ | N jbekewsfslowee 6 
40: (を ) 飾 る 「 か ざる i Ve itO decorate 
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単語 


sQ: | 日本 人 と 宗教 


6.? 


PY > グラ フ を 使っ て 説明 する / 自分 の 意見 を 言う 


p 太字 三 覚え る 単語 
1| ギリ シャ 神話 1 ギリ シャ レ ん わ | N Greekmythology 押 
2 : 大 普 : お お むか し | Ady i in ancient times 1 5 
3: 偉い 1 えらい 1 A 1 great admirable respectable; (person) in a high position : 0 宗教 的 行事 と 信仰 と いう トピ ッ ク で リザ サー チ を し て いる ん だ けど ぞ 、 ち ょ っ と モニ 
4 耕介 4 計 he dn i 6 カ の 意見 を 聞い て も いい ? 
5 : (一 を ) 治 め る : お さめ る 1 mrVt : to rule (a country) : 
6 乱暴 (な ) : らん ぽう (な ) : ANa i violent; rough; rude : 8 モカ : うん 、 私 て よけれ は 、 も ちろ ん 。 
7 侍女 じじ ょ ; N ilady attendant maid : 半 は る か : 日 本 人 は 子供 が 生ま れ た 時 は 神社 に 行っ て お 参り し て 、 結婚 共 は キリ スト 教 式 で 挙げ て 
8 (~ | こ ieV itok あ 5 2 
ES ST SE まま 1 才 だ たら 仏 救 式 の お 葬式 を する っ て いう 人 、 結 構い る ん だ けど 、 そ れ に つい て モニ カ 
9: 岩 1 いわ 1 N irock| 岩戸 (N) rock door (to a cave) 1 1 も を る すす 
10 (に) 隠れ る | か く れる i mrVi i to hide oneself: be hidden : は 、 と どう 思う 5 
11! 急 (な ) きゅう (な ) : ANa i sudden; abrupt | 12 モニ カ : う 一 ん 、 そ うれ ね え 。 こ ん な こ と 言っ て いい か どう か 分 か ん な いけ ど 、 実 は 私 は それ は 
: 大 騒ぎ : お お きわ ぎ i vN imaki ise (yelling, cheeri 3 
くっ | と を わ ぎ VN っ yelling cheering and laughing) | か と て も 変 だ と 思っ て いる ん だ 。 キリ スト 教 信者 じ ゃ な い 人 が キリ ス ト 教 の 教会 で 結婚 
15 : 瞬間 | し ゅ ん か ん 上 N 1 moment; instant 10 式 を する っ て いう の は 、 私 の 国 で は 考え られ な いか ら 。 
14 力持ち | ちから も と LN i ; i | 1 
10 LO の も の ーーーー ーー ーーー ば とっ ぱり 、 も う 思 う ? 私 も 克 だ と 思う ん だ けど 、 で も 、 私 の 友達 に も 純 埼 基 は 絶 対 教 
15 日 食 i に っ し ょ く i N 5solar eclipse | 27 
16 : 親しみ や すい : し た し みや すい A iapproachable (person/things) 1 31 会 で し た いと 思っ て いる 人 、 結構 いる ん だ 。 キ リス ト 教 信者 じゃ な い の に 。 
17: (を ) 訪 れる : お と ずれ る im i to visit call (on a person,at a Place) ! 33 臣 カ : へ え 、 ど うし て 
aE A し 07 ( は ぁ か : ロマ ンチ ッ ク だ し 、 ウ ェ デ ィング ドレ ス も きれ い だ し 
6 9 6 と PR グッ AM ンプ ENT YS 
i9 大 忙し (の ) | お お いそ が し (の ) | ANe ivery busy | 24 ' v す 


2 その 5 私 は 着物 の 方 が きれ い だ と 思う け と …。 
は る が か NN モニ カ は 着物 を 着 て 神道 式 で 結婚 式 を 挙げ て みた い : 


モニ カ : う 2 相思 還 机 練 病 旧 の と "< 両親 が 熱い な プロ テス タン ト の 信者 だ か ら 、 絶 対 許し て 


15 = 


くれ な いと 思う 。 
は る か : そう で し ょ 、 や っ ぱり 。 いろ ん な 宗教 的 行事 が 混ざっ て いる 日 本 の 習慣 は 特別 な の か な あ 。 
20 モニ カ : さあ 、 そ う で も な いか も し れ な いよ 。 私 の 国 で も 信仰 に 関係 な く 楽 し まれ て いる 宗教 
的 行事 が ある か ら 。 例 えば 、 セ ント バト リッ ク デ ー と か イー スタ ー と か ハロ ウィ ー ン 
と か 。 
は る か : へ え 、 そ うな ん だ 。 ね 、 その こと に つい て も う 少 し 、 詳し く 話し て くれ な い 『 
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: 森田 先生 、 「 日 本 の 宗教 ] に つい て 研究 発表 を し よう と 思っ て いる ん で す が 、 分 か ら な 
いこ と が ある ん で す 。 教え て いた だ け ま せん か 。 

ええ 、 い いで す よ 。 何 で し ょ うか 。 

デン 月 2008 年 の 文化 庁 の 調査 を 見 る と 、 日 本 の 宗教 人 口 は 全部 で 二 億 一 千 百 万 人 で らい だ そ 
う で す 。 で も 、 こ の 数 は 日 本 の 人 口 の 2 倍 で らい に な る ん で す が 、 ど うし て で し ょ うか 。 
: な か な か 面白 いこ と に 気がつき まし た ね 。 日 本 人 の 中 に は 色々 な 宗教 的 行事 に 参加 す 
る 人 が 結構 いる か ら 、 宗 教 人 ロ が 日 本 の 人 口 より 多く な っ て し まう ん で す よ 。 

: そう 言え ば 、 私 の ホス ト フ ァ ミ リー は 、 お 正月 に は 神社 に 初 語 に 行っ て 、 お 彼岸 に は 
お 基 に お 参り に 行く よう で す が 、 そ れ は 、 仏 教 も 神道 も る 価 じ て いる と いう こと で し ょ 


うか 。 

: 初 語 や お 彼岸 の お 基 参 りな ど は 、 年 中 行事 の 一 つと し て 習慣 的 に 行わ れ て いる よう で 
すね 。 宗 教 的 な 行事 と いう 意識 は あま り 持 っ て いな いん で は な いで し ょ うか 。 

そう で すか 。 それ は 、 日 本 人 は 信仰 選 が な いと いう こと で し ょ うか 。 

: いや 、 そ う で は な いと 思い ます よ 。 こ れ は 私 の 個人 的 な 意見 で す が 、 特 に 何 か の 宗教 
は 信じ て いな く て も 、 神 様 の 存在 を 信じ て いる 人 は 結構 多い ん じゃ な いで し ょ うか 。 
この 考え に は 、 反 対す る 人 も いる か も し れ な いけ ど 、 私 は そう 思い ます 。 

あっ 、 私 も 森田 先生 の ご 意見 に 夏 成 で す 。 日 本 で は 、 毎 日 の 生活 の 中 に 宗教 的 な 考 
え や 習慣 が 自然 に 生き て いる っ て 感じ が し ます 。 色 々 な 所 に 神様 が いる みた いな 。 

: 私 も そう 思い ます よ 。 今度 の 発表 は 、 日 本 の 宗教 に つい て 色々 な デー タ や グラ フ を 使っ 


て 紹介 する と 面白 いん じゃ な いで すか 。 
: そう で すれ ね 。 頑 張り ます 。 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 


が ん 


QO: | 日本 人 と 宗教 


私 は この 円 グラ フ に は 、 神 様 は 一 人 だ け で は な いと いう 日 本 人 の 宗教 的 意識 が よく 表れ て 
いる と 思い ます 。 


2008 年 日 本 の 信者 数 21,100 (単位 : 万 人 ) 


| | 神道 系 10,756 


園 仏教 系 9399 


1% 5%_ 


50% 
較 キリ スト 教 系 216 


| | その 他 1,012 


図 1 : 日 本 の 宗教 信者 数 (GOOB 年 文化 庁 調 べ ) 


太字 = 覚え る 単語 
1 | 意見 いけ ん N i ; Ttl 
2 信仰 し ん こう - VN (religious) faith; belief | (を) 信仰 する | 信仰 心 (N) 

: ; (religious) piety 3 科 】 
(~ を ) 許 す ゆる す : u-Vt a allow; permit 17 
4 (~ が ) 混 ざる まざる u-Vi , to mix; blend 19 
5 文化 庁 ぶん か ちょ う : N the Agency for Cultural Affairs 
6 人 口 : じん こう N . population (used only for people) 「 29 
21- 僅 1- ば い 1 Suf i~times 1 90 
8 参加 さん か | VN Meta | (に) 参加 する ah 
9 年 中 行事 | ね ん ちゅ う ぎょ うじ  N yearlyevent | 36 

10 個人 こじ ん N ad | 個人 的 (な ) (ANa) personal 1 39 
11 反対 | は ん た い ; VN 1 opposition; being against | (一 に ) 反 対す る | 反対 (の ) 

i | : (ANo) the opposite (direction) ; the reverse (side) i 
12 | 区 成 ; さん せい i VN 0 approval | (~ に ) 賛成 する : 42 
13 | 感じ が する | か ん じ が する WR | 43 
14 ] ず N figure; chart; drawing ; 

15 : 円 えん N | 遇 | 円 グラ フ (N) pie chart 「 

16 結果 | けっ か RE 1 48 
17- 系 - けい : Suf | system; lineage; family; group | 52 
18 : 割合 : わり あい | N |ratio: percentage 53 
19 | (ご に ) 表 れる | あら われ る - 交 4 56 86 
20 単位 Sie N Me (of measure): credit 57 


=O: | 日 本 人 と 宗孝 


内 容 質問 


に に 読み 牧 1 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 


中 


2. 
3. 
4 
5. 
6. 
が 


ー ト 


0. 


( 
2. 
3. 


nn A oO = 


や > みん な で 話し て みよ う 。 


「 苦 し い 時 の 和 神頼み 」 と いう の は 、 ど うい う 意 味 で すか 。 

一 神 教 の 人 に と っ て 、 日 本 人 の 生活 の どん な と ころ が 不思議 に 思え る の で し ょ うか 。 
日 本 人 は 何 月 に どん な 行事 を し ます か 。 ど うし て その 行事 を し ます か 。 

お 守り や お 札 は 何 の た め の 物 で すか 。 

日 本 の 結婚 式 は どん な 所 で 行わ れ ま すか 。 お 葬式 は 一 般 的 に どん な 宗教 で 行い ます か 。 

「 日 本 書 紀 」 と いう の は 、 ど ん な 本 で すか 。 

神社 は 日 本 全国 に た くさ ん あり ます が 、 そ こ に は どん な 神様 が いま すか 。 人 々 は どん な 時 に 、 
そこ に 行き ます か 。 

神道 は 日 本 人 の どん な 宗教 的 意識 を 作り まし た か 。 

日 本 で は どう し て 様々 な 宗教 が 同時 に 存在 する こと が 出来 る の で し ょ うか 。 

あな た が 日 本 の 神社 に お 参り に 行く と し た ら 、 ど ん な 神様 に 何 を お 願い し に 行き た いで すか 。 


読み 物 a を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
この 神話 は 何 の た め に 作ら れ た の で し ょ うか 。 
この 神話 か ら ど ん な こと が 分 か り ま すか 。 
この 神話 を 自分 の 言葉 で 説明 し て 下さ い 。 

① 天 照 大 神 と いう 神様 は 


+ 
② 大 照 の 弟 の 希 佐 之 男 は と て も 乱暴 な 神様 で 、 あ る 日 、 


+ 
④ 天 照 が 岩 の 中 に 隠れ た 後 、 世界 は 


あま て ら す お お みか み 


も 
⑤ 困っ た 神様 達 は 


⑥ 最後 に 


日 本 人 は 苦し い 時 に よく 神頼み を し ます が 、 あ な た は 苦し い 時 に 何 を し ます か 。 
あな た の 国 や 町 で 行わ れる 行事 は 宗教 に 関係 し て いま すか 。 そ の 行事 で は どん な こと を し ます か 。 
あな た は どん な ギリ シャ 神話 を 知っ て いま すか 。 ギ リ シ ャ 神 話 に は どん な 話 が あり ます か 。 

あな た の 国 に も 神話 が あり ます か 。 そ れ は どん な 話 で すか 。 


世界 の 国 の 中 に は 、 宗 教 に つい て 話す こと が 難し い 国 も あり ます が 、 日 本 で は 宗教 に つい て 話す 
こと は タブ ー で は あり ませ ん 。 それ は な ぜ だ と 思い ます か 。 あな た の 国 で は 宗教 や 信仰 に つい て 
話す こと は 大 丈夫 で すか 。 , 


だ いじ ょ う ぶ 


| ※ き 較 還 ほこ 


> 興味 を 持っ て いる トピ ッ ク に つい て 調査 を し て 、 グ ラフ を 使っ て 発表 し まし ょ う 。 
下 の 発 表 例 を 参考 に し な さい (torefer to) 。 
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発 表 例 
1 私 は に 興味 が ある の で 、 今 日 は この グラ フ を 使っ て 、 (SN 
調べ た こと を 発表 し た いと 思い ます 。 
この ダラ フ は 、 が 、 年 に 行っ た 、 に つい て の 
調査 結果 を 表し た も の で す 。 
5 まず す 、 が Ct が で 、 
は と な っ て いま す 。 
Rg は と いう こと が {言え ます / 考 えら れ ま す )}。 
この 調査 で 、 と いう こと が 分 か り まし た 。 | 
私 は は 、 と 思い {ます / ま し た }。 


A : 折れ 線 グ ラフ の 例 
お せん 

450000 

400000 

350000 

300000 

250000 

200000 

150000 

100000 

50000 

0 


東京 都 の 外国 人 人 口 


(人 ) 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 
(2008 年 東京 都 総務 局 調べ ) 
B : 棒グラフ の 例 
セブ ン イ レブ ン の 店 の 数 
1800 


1600 
1400 
1200 
1000 
800 
600 
400 
200 


0 
(店 ) 北海 道 東京 長崎 
(2008 年 セブ ン イ レブ ン ・ ジ ャ パン 調べ ) 


QO: | 日 本 人 と 宗孝 


Ed ra 


か クラ ス メ ー ト の 発表 を 聞い て 、 そ の 発表 内 容 に つい て 質問 し た り 、 意 見 を 言っ た り し まし ょ う 。 


(1) 発表 内 容 に つい て 質問 する 。 


と いい の NR で すか 5 
ば : と いう {意味 / こと } で し ょ うか 。 


(2) 相手 A の 意見 を 聞く 。 


(3) 


(4 


(5 


) 


ニン 


A さん は 、 に らい て 、 どう 選 いま すか 
自分 の 意見 を 言う 。 
これ は 、 私 の 個人 的 な 考え で す が 、 
私 は 、 と 思い ます 。 か ら で す 。 
は 、 ん じゃ な いで し ょ うか 。 
私 は 、 と 思う ん で す が …。 
は 、 ん じゃ な いか と 思う ん で す が …。 
じ に よう な 気 が す る ん で す が …。 
相手 の 意見 に 賛成 する 。 
私 も そう 思い ます 。 
私 も さん と 同じ {意見 / 考え} で す 。 
私 {も / は } 、 と いう さん の 意見 に 養成 で す 。 
あっ 、 さん も そう 思い ます か 。 私 も と 思い ます 。 
相手 A の 意見 を 認め (oscknowledge) な が ら 、 違う 考え を 言う 。 
私 は 、A さ ん の 考え と は 少し 違っ て 、 と 思い ます 。 
A さ ん の {言う こと も / 考 えも } 分 か り ま す が 、 私 は と 思い ます 。 


A さ ん の {言う こと も / 考 えも } 分 か り ま す が 、 私 は そう で は な いと 思い ます 。 
A さ ん の 人 {言う こと も / 考 えも } 分 か り ま す が 、 そ う で は な いか も し れ ま せん よ 。 
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pil 「 lat 
リル リル ャ キト キト ョ コ ユ ね ちろ へろ へ フス OO ププ OR 
文法 ノー ト 月 有 】 ④⑳- の た 3 ぅ ヵ 固 
| ・ 日 本 で は 、 な ぜ こ の よう に 色々 な 宗教 が 共に 存在 する こと が 出来 る の だ ろう か 。 【 読 1:20 
⑨⑪ 一 に 気がつく | Sentence の {だ ろう / で し ょ う } か jisaself ad 
SE 9 | Sentence の {だ ろう / で し ょ う } か jsa selFaddressed question. The question can be eith - 
St も っ と 色々 な 宗教 的 習慣 や 行事 が ある こと に 気がつく だ ろう 。 【 読 7 ] | question or a wh-question. 9 SE 半 
・ な か な か 面白 いこ と に 気がつき まし た ね 。 [会 2:/31】 | Twonder こ 
こ に 気がつく can be preceded by nouns or sentences, and means “notice N” or "realize/notice that 
S The first sentence in 本 文 above js an example of S こ と に 気がつく , and the second sentence is | 
説明 an example of N に 気がつく .Note that the こと in the two sentences are different. The frst ご と isa 1. 漢字 を 練習 する 時 いつ も 、 ど うし て こん な に た に る ドー 画 = 
"nominalizer meaning “that,” and the second こと isa noun meaning “thing.” (See p.150, 言語 ノー ト 7 「 も aa Ss ms M な 7 な 4 uki ある の だ ろう か と 思う 。 
| の and こ と 」) 例文 2. な ぜ 彼 は 私 の こと を 愛し て (to low) くれ な い の だ ろう か 。 私 は 彼 が こん な に 好き な の に 。 
英訳 notice (that こ ) : realize that ~ 3. 田中 さん は 1 日 中 咳 を し て いる 。 熱 も ある よう だ 。 病院 に 行か な く て 大 丈夫 な の だ ろう か 。 
a.N に 気がつく | そん な / こ 
な / こ ん な / な 
駐 民 。 。 こ と に 気がつく :Type2c | ⑤{ Se あん な } Noun 
1. 試験 が 終わ っ て か ら 、 答 え を 間違え た こと に 気がつき まし た 。 9 ・ 古い 歴史 の 本 に は 、 そん な 神々 に つい て の 物語 が た くさ ん ある 。 【 読 1:723 
編 = 、 鐘 こ た た 
2. 家 に 帰っ て 初め て か ば ん の 中 の 財布 が が なく な っ て いる こ と に 気がつい た 。 ' 日 本 全国 に は そん な 神様 を 祭っ た 神社 が た くさ ん あっ て 、 一 【 読 1: 24-25】 
3. 引っ 越す 前 は 、 アパ ー ト の 前 の 道 が こん な に うる さい こと に 気がつか な か っ た 。 説明 そん な , こ ん な and あん な are synonymous with そう いう , こういう and ああ いう , respectively. 
4. 人 は 失敗 し て 初め て 、 自 分 の し た こと が 間違っ て いた こと に 気がつく 。 ae ンジ ネッ ま キー A tas 
還 |) そん な / あ ん な = that kind of ~; ~ like that こん な = this kind of ~; ~ like thi 
(②)Verb-non-past よ うに (と ) {願う / 祈 る } 4 | 」 ーー 
Se {そん な / こ ん な / あ ん な }N: そん な 映画 : こん な 問題 : あ ん な シャ ツ 
本 文 ・ こ れ か ら も 健康 に 育つ よう に と 神様 に 折る の だ 。 【 読 1715 PT TTT en 
よう に (と ) is used with such verbs as 願う “hope” and 祈る “pray” and expresses the speaker's hope に gi oun 19 1 ci し を を 
説明 BD スミ ス さ ん が そん な 夢 を 持っ て いる な ん て 、 全然 知ら な か っ た 。 


or desire that what is stated in the sentence will become reality. 


例文 | 2. 絶対 に 想 ら な い 人 が いる の だ ろう か 。 私 は 絶対 に そん な 人 は いな いと 思う 。 
3. 田中 さん が 昨日 着 て いた よう な 、 あ ん な シャ ツ が 欲し いな あ 。 
4. ちょ っ と 聞い て みて 。 最 近 、 こ ん な 音楽 が 人 気 が あ る ん だ っ て 。 


英訳 よう に (と ) 願 う =hope that~  ~ よ うに (と ) 祈 る = pray that ~ 
文型 V-non-past.plain よう に (と ) {願う / 祈 る } 

WV 子供 達 が 幸せ な 人 生 Gife) が 送れ る よう に と 願っ て いま す 。 
2. 多く の 人 々 が 早く 世界 が 平和 に な る よう に 願っ て いる 。 
3. 弟 が 大 学 の 入学 試験 に 合格 で きる よう に と 毎日 社 っ て いま す 。 

4. 毎年 お 正月 に 神社 に 行っ て 、 今年 も 大 き な 病 気 を し な いよ うに 神様 に 祈る こと に し て いる 。 


【 読 1: /.28-29】 


それ ぞ れ is used to focus on each individual or thing in a group of people or things, and means “each 
(one of them).” In some contexts a more natural interpretation may be “one's own" rather than “each 


| (③)Noun も Verb ば 、Noun も Verb | ones* (Ex. 3) 
| ま 文 ・ を 救 会 て 挙げ る 人 も いれ ば 、 お 寺 や 神社 で 挙げ る 人 も いる 。 【 | 


読 1: .18】 


a それぞれ Predicate: それ ぞ れ 自 分 の 経験 を 話す : そ れ ぞ れ お い し い 

: b. それ ぞ れ の N: それ ぞ れ の 国 : それ ぞ れ の 考え 
. 学校 が 終わ っ て 、 子 供 達 は それ ぞ れ 自分 の 家 に 帰っ て 行っ た 。 
. ここ は セル フサ ービス で すか ら 、 そ れ ぞ れ 自 分 の 好き な 食べ 物 を 取っ て 食べ て 下さ い 。 
. それ ぞ れ の 国 に は 、 そ れ ぞ れ の 文化 や 習慣 が ある 。 


This sentence structure is used to present some members in a group, things in a category, actions 
| someone takes, characteristics of something/someone, etc., among others. Although the form of the 
verb here is conditional, the meaning is not conditional in this usage. The structure “Ni も V-plain し 、 
説明 N, も V” is similar in meaning. 
・ 寿司 が 好き な 人 も いる し 、 嫌い な 人 も いる 。(=Ex. 1) 
・ この 教科 書 は 、 会 話 も 練習 で きる し 、 文 化 も 学べ ます 。(=Ex.2) 
Some do ~ and others do ~; do ~ and ~ among other thingsi sometimes ~ and sometimes ~; there 
are times when ~ and times when ~; ~ and also ~; ~ and ~ as wel 
] N, も V-cond、N。 も V 
1. 寿司 が 好き な 人 も いれ ば 、 嫌 いな 人 も いま す 。 
"この 教書 は 、 会 放 半 習 で きれ ば 、 文 化学 べ ます 。 
3. この リゾ ー ト は きれ いな 海 で 泳ぐ こと も 出来 れ ば 、 山 に ハイ キン グ に 行く こと も 出来 る 。 
| 4. 田中 先生 の 研究 室 に は 、 百 年 以上 前 の 辞書 も あれ ば 、 最 近 の 映画 の DVD も ある 。 


【 読 1: 1.29-30】 
・ [は い 」| と 答え た 人 は 、 日 本 国民 全体 の 99%% だ け だ っ た らし い 。 【 読 1: 7.35-36】 


he auxiliary た -adjective らし い is used to express the speaker's conjecture based on what he/she has 
earned through an information source or his/her own observation. 
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文法 ソート | 


1. 来 月 山田 先生 が 結婚 する らし いで す よ 。 
2. 昨日 卓 本 で 大 きい 地震 が あっ た らし いで すね 。 田 中 さん の ご ご 家族 は 大 丈夫 で し ょ うか 。 
例文 3. スミ ス さ ん の 日 本 の ホー ムステイ の 家族 は と て も よかっ た らし い 。 
| 4. 先輩 に よる と 、 あ の 先生 の 授業 は 大 変ら し い 。 
| 5. 道子 さん は ちょ っ と 冷た そう に 見 える けど 、 本 当 は と て も 優し い 人 らし い 。 


⑨vob_n 員 続け る 
| ・ 神 道 が 人 々 の 生活 の 中 で 生き 続け きた よう に 、 仏 教 や ヤキ リス ト 教 の 行事 な ども [ 読 1: 33-34】 


説明 ) V-aiz 続け る means “continue doing something.” This phrase is used when the subject continues 
doing something volitionally. 


英訳 continue to; continue V-ing; go on V-ing; keep (on) V-ing; all the way; all the time 
文型 V-masu 続け る 
1. 外国 語 が 上 手 に な り た か っ た ら 、 あ きら め な いで 毎日 勉強 し 続け る こと が 大 切 で す 。 
例文 2. 朝 か ら 晩 まで コン ピュ ー タ の スク リー ン を 見 続け て いる の で 、 目 が 悪く な っ て し まっ た 。 
9 赤ちゃん が 朝 ま で 泣き 続け た の で 、 お 母さん は 全然 寝 ら れ な か っ た 。 


⑨ 一 ば か り 
『・ 須佐 之 男 は と て も 乱暴 で 悪い こと ば か りす る の で 、 ーー 【 読 2: /.8-9 


ば か り is used to express the idea that someone does one thing all the time and does nothing else, or 
| that someone chooses just one thing among others when doing something, as shown in the following 
examples: 
、 ・ 政夫 は マン ガ ば か り 読ん で いる 。 
( (4) Masao does nothing but read comics. (=All Masao does is read comics.) (b) Masao reads 
only comics. (= When Masao reads, he reads nothing but comics.) ) 
・ ア ン は 日 本 語 の 勉強 ば か り し て いる 。 
((a) Ann does nothing but study Japanese. (=All Ann does is study Japanese.) (b) Ann studies 
only Japanese. (= When Ann studies, she studies nothing but Japanese.) ) 
: ばっかり is more colloquial than ば か り . 


英訳 「 nothing but ~; alwaysi all the time 
a.N (PH) ば か り V: アニ メ ば か り 見 る : 美 代 子 と ば か り 踊る 
文型 b. VN ばかり する: 勉強 ば か りす る 
 C. V@ ば か り い る : 遊ん で ば か り い る 
1. た けし さん は コン ピュ ー タ ゲー ム ば か り し て いて 全然 勉強 し な いそ う で す 。 
2. 弟 は 肉 ば っ か り 食べ て 、 野 葉 や 果物 (rui) は 全然 食べ よう と し ませ ん 。 
例文 3. 勉強 ば か り し て 運動 し な いと いう の は 健康 に よく あり ませ ん よ 。 
4. ル ー ム メー ト は 、 毎 日 寝 て ば っ か り い る 。 授業 に 行か な く て も いい の か な あ 。 
5. 赤ちゃん が 泣い て ば か り い る の で 、 母 親 に な っ た ば か り の 洋子 さん は と て も 困っ て いる 。 


⑩) 真 (っ ) + た Adjective-stem/Noun 


・ 世 界 は 何 日 も 真っ 暗 な 日 が 続き まし た 。 【 読 2: 14-15】 
・ 神様 達 は 真っ 暗 な 中 で 、 ー 生 懸命 p 歌 っ た り 踊 っ た り 一 【 読 2: /.20-21】 


っ し ょ うけ ん めい 


に 3 


d The prefix 真 + Adjective ae that the degree of something is very high or is at the highest level. 
| | The prefix 真 + Noun indicates the center of a space or time span. The English translation of 真 varies 
説明 according to the word which follows it. A glottal stop (っ ) precedes the sounds [k], [s] and [sh]. 


hoses | Exceptions are: 赤 う 真っ赤 ; 青 う 真っ 青 ; 北 > 真 北 ; 昼間 > 真っ 昼間 
に : あか ま か あお ま さ お きた まき た ひる ま ま びる ま 


英訳 | Veryi Purei totally: right; mid- | 


人 め | 日 本 人 と 氷 示 


 a. 真 (っ )+A-stem: 真新しい : 真っ 暗 : 真っ白 

| b. 真 (っ )+N: 真 上 ; 真夏 ; 真 冬 ; 真 東 ; 真 南 ; 真向かい; 真横; 真っ先 
| 1. 真っ 赤 な 夕日 ( (the evening sun) が 海 に 沈ん で (to set) いく 。 
例文 2. 橋 (bidge) の 上 か ら 真 下 に ある 川 を 見 る と 、 と て も 怖い 。 

8. タ ベ 隣 の 人 が 真 中 (mameh まで パー ティ ー を し て いて うる さか っ た の で 、 全然 寝 ら れ な か っ た 。 


文型 


⑳ー ち けた 


・ そう すれ ば 、 天 照 は 一 外 に 出 て 来る と 考え た わけ で す 。 【 読 2:.18-20】 
| わけ だ is used in the following situations: 
(a) when the speaker provides the reason for a previous statement (本 文 and Ex.1): 
(b) when the speaker reaches a logical conclusion from what he/she has learned from the hearer or 
has discovered (Ex. 2); 


(c) when the speaker understands the reason for what he/she has learned from the hearer or what 
he/she has discovered (Exs. 3~5). 


英訳 | The reason is that ~; It means that ~; Thats why ~; No wonder ~; Naturally 


文型 | Type 2a 

1. 東京 は 電車 や 地下 鉄 や バス が 便利 な 街 な の で 、 車 が な く て も 生活 で きる と いう わけ で す 。 
. A: 1 月 か ら 6 月 まで の 半年 間 、 日 本 に 留学 する こと に な り ま し た 。 
B : じゃ あ 、 夏 休み は アメ リカ に 戻っ て 来る わけ で すね 。 
. あっ 、 ヒ ー タ ー が 止ま っ て いる 。 寒い わけ だ 。 

| 4.A: スミ ス さ ん は 、 日 本 に 20 年 も 住ん で いた ん で す よ 。 

、 B: な る ほど 、 そ れ で 日 本 語 が と て も 上 手 な わけ で すね 。 

| 5.A: ロボ ッ ト が 作っ た 商品 を 、 こ こ で 私 達 が チェ ッ ク す る ん で す 。 

| B: あ ー、 最 後に チェ ッ ク す る の は 、 や っ ぱり 人 間 な わけ で すね 。 


・ う ん 、 私 で よけれ ば 、 も ちろ ん 。 [会 1:74】 


| X で よけれ ば presents a condition for doing something. It is also used when the speaker politely offers 
| Something to the hearer. 


| if ~ is all right; if ~ works; if ~ is acceptable if you dont mind 

N で よけれ ば 

1. この 辞書 で よけれ ば 、 ど う ぞ 。 

| 2 今日 は 忙し いけ ど 、 来 周 の 日 曜日 で よけれ ば 、 一 緒 に 行け る よ 。 

3. 何 も な いん だ けど 、 コ ー ヒ ー で よけれ ば 、 す ぐ 入 れ ら れる よ 。 飲 む ? 


* 死ん だ ら 仏教 式 の お 葬式 を する っ て いう 人 、 結構 いる ん だ けど 、 一 [会 1:76】 
・ 私 の 友達 に も 結婚 式 は 絶対 教会 で し た いと 思っ て いる 人 、 結 構い る ん だ 。 [会 1:11-12】 
・ 神 様 の 存在 を 信じ て いる 人 は 結構 多い ん じゃ な いで し ょ うか 。 [会 2:740】 


3 The adverb 結構 indicates that the speaker feels that the degree/level/amount/etc. of something is not 
high but is higher than average. 


| fairly; pretty; rather; quite 
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| 六法 ノー ト ] 


⑥ 


⑥ 


: a. 結構 (AANa+ Da} : 結構 お いし い : 結 構 不便 だ 

 b. 結構 Verb Phrase: 結構 上 手 に 書く : 結構 誰 と で も 話す : 結構 昔 か ら あ る 
1. この 辞書 の サイ ト は 結構 便利 な の で 、 よ く 使 う 。 

例文 2. 先週 か ら 始 まっ た ドラ マ は 結構 面白 い 。 

3. 子供 は 5 歳 ぐ らい に な れ ば 、 一 人 で 結構 何で も 出来 る よう に な る 。 


文型 


 ・ な か な か 面白 いこ と に 気がつき まし た ね 。 


会 2: 1.31】 


The adverb な か な か is synonymous with 結構 . The major difference is that な か な か is not usually 
| used with adjectives and adverbs with negative meanings, such as つま ら な い “boring” and 不便 だ 
“inconvenient.” Note that な か な か also indicates that the speaker is impressed by the way something/ 
someone is or the way someone does something. 


quite; fairly; pretty considerably 
 a. な か な か {AANa+Dal : な か な か 広い : な か な か きれ い だ 
. な か な か Adv: な か な か 上 手 に 

・ と の 携帯 電話 の コマ ー シ ャ ル は な か な か 面白 い 。 犬 が 話す の が と て も か わい い 。 
. この 間 の 旅行 は な か な か 楽し か っ た 。 泊まっ た ホテ ル も な か な か よかっ た し 、 料理 も 結構 お 
=※ いし か っ た 。 

3. 私 は 絵 を 描く の は 得意 じゃ な いけ れ ど 、 こ れ は な か な か 上 手 に 描け た と 思う 。 


そう 言え ば 
本 文 ・ そ う 言 えば 、 私 の ホス ト フ ァ ミ リー は 、 お 正月 に は 神社 に 初 語 に 行っ て 、 一 会 2133) 


説 The conjunctive phrase そう 言え ば is used when the speaker is reminded of something by the hearer’s 
: remark or the speaker's own remark. 


英訳 That reminds me: Now I remember: indeed 


文型 そう 言え ば 、S。 
1. A: 今日 、 田 中 さん 、 ク ラス 休ん だ ね 。 
、 B: そう 言え ば 、 昨 日 、 お 腹 が 痛い っ て 言っ て た よ 。 病気 か も し れ な いね 。 
2. A: 昨日 、 友 達 の 誕生 パー ティ に 行っ て きた ん だ 。 

B : あっ 、 そ う 言 えば 、 明 日 は 母 の 誕生 日 だ 。 忘れ て た ! 

93. A : ね え 、 あ の 人 、 ど こ か で 見 た こと な い ? 

: そう 言え ば 、 昔 、 ど こ か で 会 っ た こと が ある よう な 気 が す る 。 


ab い つの: と 
| ・ー つ 以上 の 宗教 を 信じ て いる 人 が た くさ ん いる と いう こと が 分 か り ま す 。 [会 9: 750-51】 
. i 神道 と 仏教 を 同時 に 信じ て いる 人 が 多い だ ろ うと いう こと が 考え られ ます 。 会 3:7.54】 


本 文 
: ・ こ の 結果 か ら 、 _ は 、 と いう こと が {言え ます / 考 えら れ ま す }。 [ 発 1:77】 


・ こ の 調査 で 、 と いう こと が 分 か り ま し た 。 【 発 1:78】 


と いう こと changes a sentence into a noun clause, but does not add any meaning.S と いう こと can 
説明 と 区 い 
be marked by が, を ,etc.S と いう こと is usually used in written language. 


英訳 that; V-ing 
文型 S-plain と いう こと 
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本 文 


例文 


人 』 | 日 本 人 と 宗教 


1. この 本 を 読む と 、 昔 の ギリ シャ に も 日 本 の よう に 色々 な 神様 が いた と いう こと が よく 分 か る 。 
、 2. 日 本 語 の 授業 で 、 日 本 に は 宗教 的 習慣 や 行事 は た くさ ん ある が 、 宗 教 に 熱心 な 信者 は あま り 
。 いな いと いう こと を 学ん だ 。 

3. この 大 学 は レベ ル が 高い と いう こと で 知ら れ て いる 。 

4. ファ ー ス ト フ ー ド の 特徴 は 色々 ある が 、 ま ず 、 速 く て 安い と いう こと が 言え る だ ろう 。 

5. 奨学 金 を も わら う た め に は 、 な ぜ 日 本 に 留学 し た いか と いう こと に つい て 、 エ ッ セ ー を 書か な 


、 しょうがく きん 


く て は いけ な い 。 


・ 日 本 の 信者 数 は 二 億 一 千 百 万 人 で 、 日 本 の 全 人 口 の 約 2 倍 と な っ て いま す 。 [会 3: 749-50】 
・ そ の 他 の 宗教 の 信者 数 の 割合 は 5% と な っ て いま す 。 [会 753) 
・ は と な っ て いま す 。 発 :/6】 


と な っ て いる indicates that what is stated in the preceding sentence is something beyond the speaker's 
control. The preceding statements are often fndings or matters decided by others. The structure of the 
: sentence before と な っ て いる is“A は B.” Note that だ does not occur after B. 


§ happen to be; It turns out that ~; Its been decided that ~; The rule is that ~ 


A は B と な っ て いる (Bisa noun or a noun equivalent, which includes “Number+Counter” and “N + Prt.” ) 
1. この 映画 は 午後 7/ 時 か ら と な っ て いま す 。 
2 調査 に よる と 、 この 大 学 で の 大 学院 生 の 割合 は 25% と な っ て いま す 。 
3. その スピ ー チ コン テス ト に 出 ら れる の は 、 日 本 に 1 年 以上 住ん を だ た こと が な い 外 国人 だ け と な っ 


て いる 。 
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漢字 表 


画 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 


苦し い 
Re 
両方 
気がつく 

神社 
信者 
式 /- 式 


建て る 
土地 
受験 え ル 
現れ る 
受け 入れ る 
生き る 
一 部 
調査 え ル 
熱心 (な ) 
国民 
急 ( な ) 


世紀 


くる し い 


RT 


りょう ほう 
き が つく 
じん じゃ 

し ん じゃ 
し き /- し き 
きょう か い 
いし 
し ん わ 

た て る 

と ち 

じゅ けん ぇ ル 
あら われ る 
うけ いれ る 
いき る 
いち ぶ 
ちょ うさ ぇ ル 
ね っ し ん (な ) 
こく みん 
きゅう (な ) 


WOK の の 時 


せい き 


宗教 

仏 

祈る / お 祈り 
神道 

仏教 
不思議 (な ) 
お 参り ぇ ル 


圏 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


し ゅ うき ょ う 
ほ と け 

い の る / お いのり 
し ん と う 
ぶっ きょう 
ふし ぎ ( な ) 
お まい り ぇ ル 
ふ こ う 

こう ふく 

ね が う 
こう か ん ぇ ル 
いわ う 

そん ざい ぇ ル 


A 


お RL 
AN 


いし き 
ころ す 
いわ 

ま ( っ )- 
も どる 
けっ こう 
ゆる す 


だ の 


4 5 
あな た の 国 や 地方 に は どん な 迷信 が あ り ま すか 。 日 本 に は 面白 い 迷 信 が た 
くさ ん あり ます 。 昔 か ら あ る 日 本 の 代表 的 な 迷信 を 紹介 し ます の で 、 あ な た 
の 国 の 迷信 と 比べ て みて 下さ い 。 どの 迷信 が 宗教 に 関係 が ある か も 考え て み 
まま SS 


数 字 の 迷信 

① 四 や 九 の 数 字 は よく な いこ と が ある と 考え られ て いる 。 だ か ら 病 院 に は 四 や 
の 番号 の 部 屋 が な い 。 四 は 「 し 」 と 発音 し て 「 死 ] と 同じ 音 、 刀 は 「 く ] 
と 発音 し て 「 苦 | と 同じ 音 の た め 。 


② 厄年 に は よく な いこ と が ある 。 男性 の 厄年 は 25 歳 、 42 歳 、61 歳 、 女 性 の 厄年 は 19 歳 、33 歳 、37 
歳 と 言わ れ て いる 。 特 に 、 男 性 の 42 歳 は 「 死 に 」 と 同じ 音 、 女 性 の 33 歳 は 「 散 々 」 と 同じ 音 な の で 、 
と て も 悪い こと が 起き る と 言わ れ て いる 。 厄年 の 始ま る 前 に 人 々 は よ く 神 社 に 行っ て お 守り を も ら う 。 

③ 八 は 日 本 の ラッ キー ナン バー ! 八 の 字 は 「 未 広がり 」 と 言っ て 、 上 が 狭く 

すえ ひろ せま ベン 
て 下 が 広 が っ て いる 形 を し て いる の で 、 将 来 は も っ と よく な る と いう 意味 
を 表す 。 ま た 、 八 は 富士山 ] の 形 に 似 て いる こと も 日 本 人 が 八 が 好き な 
理由 で ある 。 


動物 の 迷信 
① キツ ネ (fox) や タヌキ (raccoon) は 人 を だ ます (to deceive) か ら 、 気 を つけ た 方 が いい 。 
② 白い ヘビ (snake) は 神様 の お 使い (messengery だ か ら 、 白 い ヘ ビ を 見 る と いい こと が ある 。 
③ 朝 の クモ (spider) は いい こと の サイ ン だ か ら 殺 し て は いけ な い 。 夜 の クモ は 悪い - 写 埋 . 
こと の サイ ン だ か ら 、 す ぐ 殺 し た 方 が いい 。 前 
④ 食べ て か ら す ぐに 横 に な る (tojie down) と 、 牛 に な る 。 
⑤ ナマ ズ (catfish) が あばれ る (to behave violently) と 地震 が 起き る 。 


天気 の 迷信 
① 靴 を 足 で 投げ 飛ば し て (to fingaway) 上 を 向い た (to turn up) ら 、 明 日 は 晴れ 。 


比 此 政 


w 


意見 いけ ん わり あい 
人 品 じん こう 
- 倍 - ば い 
参加 ぇ ル さん か ぇ ル 
個人 こじ ん 
反対 スル は ん た い ぇ ル 
賛成 えん きん せい ぇ ル 
図 を 
結果 けっ か 

あら われ る 


ーー 


下 を 向い た ら 、 明 日 は 雨 。 
② 天気 雨 (天気 が いい の に 雨 が 降っ て いる ) は 、「 キ ツネ (fox) の 嫁 入 り (wedding) 」。 
③ カミ ナリ (thunder) が 鳴る (to rol) と お へ そ (belly button) を 取ら れる の で 、 す ぐに お 
腹 を 隠す (ohide) こと 。 


MD OO NG 


その 他 の 迷信 

① 入れ た お 茶 の 中 に 茶柱 (stalk) が 立っ て いた ら 、 何 か いい こと が ある 。 

② 誰か の 噂 を する (to gossijp) と 、 噂 を され た 人 は くし ゃ み (Gneczng) を する 。 

③ 新年 に 富士 山 や タカ (hawk) や な す び (eggplant の 夢 を 見 る と 、 そ の 年 は いい こと が ある 。 
a eC ④ 夜 、 口笛 を 吹く (to whiste) の は よく な い 。 


くち ぶ え ふ 


きき =: 前 に 習っ た 単語 ⑤ 夜 、 爪 (ngema) を 切っ て は いけ な い 。 親 が 死ぬ 時 に 会 えな く な る か ら 。 


IO IO 


1 の ) 


太字 : 新しい 漢字 


w 


紗 紗 紗 小 小 直 比 牙 小 紗 


w 


も の and こと 


も の and こと are both translated as “thing” in English, but they are used to refer to very different 
kinds of things and, therefore, are not interchangeable. 1 
も の is generally used to refer to objects, i.e., things which one can see, touch, taste, or smell, as shown 3 a 第 
in the following examples. 3 
日 本 で は どん な も の を 食べ まし た か 。 
・ 東京 に は 面白 いも の が た くさ ん あり ます 。 
この 部 屋 の も の に 触ら な いで 下さ い 。 


For solid objects, the kanji 物 is sometimes used instead of も の .It is customary to use 物 for certain 


words (e.g., 食べ物 飲み物 , 着物 and 乗り物). の 
こと , on the other hand, is used to refer to something which is not an object, as shown in the following 3 


examples. - 
・ 日 本 で は どん な こと を し まし た か 。 [activity] - O 
・ 友達 か ら 面白 いこ と を 聞き まし た 。 [news:information] ー 小 # グ 7 力 ルナ ヤ トー ーー 
困っ た こと が 起こ り ま し た 。 [happening:problem] 


こと js also used to change verbs, phrases and sentences into noun equivalents, as shown below. (The こ 
と in this use is called a nominalizer. When こ と is used as a nominalizer it is always written in hiragana, 
while こと in other situations may be written as 事 ). 


・ 走る こと は 体 に いい 。 (Running is good for your body) 
問題 は 授業 料 が 高い こと だ 。 (The problem is that the tuition is expensive) 
『 | E 文 の 宿題 が あ ビン た る と を 忘れ て い し (Td forgotten that there was a writing assignment.) 山田 田 用 用 軸 軸 岬 軸 軸 軸 UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
胃 「 マ ン ガ の 神様 : 手塚 治虫 」 
て づか お さむ 
「 日 本 語 の オノ マト ペ ]」 
日 本 0 の ポップ カル チャ ー、 マ ン ガ 、 


The nominalizer こと and “Noun の こと " often appear in sentence patterns, as seen in the following: 

日 本 語 を 話す こと が 出来 る 。[abiliy] 
中 国 へ 行っ た こと が ある 。 [experience] 2 血液 

・ 喫茶 店 で 勉強 する こと が ある 。 [occasionalact] 1 La 困っ た 状況 を 説明 する 苦情 や 不平 を 
来年 、 日 本 へ 行く こと に し た 。 [a decision made by the speaker] = カウ) けり 

・ 毎週 月 曜日 に 友達 と 会 話 の 練習 を する こと に な っ た 。 連 滞 :「・」 の つく 言葉 

[a decision made by someone with or without the speaker] れん だ く 

で きる だ け 漢 字 を 書く こと に し て いる 。 [arule made by the speaker] 

・ 毎週 ビデ オ を 見 る こと に な っ て いる 。 [arule made by someone with or without the speaker] 
「 手 を 貸す 」 と いう の は 他 の 人 の 仕事 を 手伝う こと だ 。 [meaning] 
「 ス タバ 」 (と いう の ) は 「 ス ター バッ クス | の こと だ 。 [meaning] 
私 は 両親 に ガー ルフ レン ド の こと を 話し た 。「["(various things) about"] 


も の also appears in sentence patterns. 
・ 学生 は 勉強 する も の だ 。 (Students should study.) 
・ 子供 の 時 は よく 妹 と けん か を し た も の だ 。 (When Iwas a child, I often used to fight with my sister.) 


本 文 を 8 読む 前 に 読み 物 ・1 


ン ガ の 神様 : 手塚 治虫 


づか お さ お む 


[1 あな た は どん な 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー に 興味 が あり ます か 。 下 の 棒グラフ (bargsp を 
完成 し な さい (tocomplet) 。 ま た 、 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー に つい て 知っ て いる こと を 書き ま 今 、 世 界 中 で 日 本 の マン ガ 、 ア ニ メ 、 ゲ ー ム 、 キ ャ ラク ター グッ ズ 、】 ポ ッ プ な どの ポッ プ カ 


し ょ う 。 NR mt ルチャ ー・ フ ァ ン が 増え て いる 。 海 外 で 「MANGA] と いえ ば 日 本 マン が の こと を 、「ANIME] 

ー- 4 ュー ンー バス スエ 記 と 言え ば ディ ズ ニ ー な どの アニ メー ショ ン で は な く 日 本 アニ メ の こと を 言う 。 ま た 、 日 本 て 生 
、 人 昌 昌明 「 まれ た テレ ビ ゲ ー ム も 「VIDEO GAME」 と し て 世界 中 に 広まっ た 。 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー は 
oe WN Mey | 5 様々 な 国 の 経済 や 文化 や ファ ッ シ ョ ン に 系 響 を え 、 ビ ジネス と し て も 大 きい マー ケッ ト に な っ 


何で も 知っ て いる 


まあ まあ 興味 が ある MD を | Wh て いる の だ 。 
9 | NN | 4 で は 、 そ の ポッ プ カ ル チャ ー の 元 に な っ て いる も の は 何だ ろう か 。 そ れ は 、 日 本 の スト ー リ ー 


全然 興味 が な い | 4 マン が だ と 言え る か も し れ な い 。 今 、 日 本 の スト ー リ ー マ ン が は 世界 中 で 楽し まれ て いて 、 ア ジ 
| | = | ア 、 オ セア ニア 、 ヨ ー ロ ッ パ な ど 色 々 な 国 の 言葉 に 翻訳 され て 本 に な り 、 読者 を 広げ て いる 。 そ 

= し て 、 多 く の ア ニ メ や テレ ビ 番 組 や ゲー ム な ど が マン が の 原作 を 元 に し て 作ら れる た め 、 マ ン ガ 、 

了 アニ メ 、 映 画 、 ド ラマ 、 ゲ ー ム な どの ファ ン が それ ぞ れ お 互い に 影響 を ちえ 合い な が ら 、 フ ァ ン 

を 増やし て いる 。 日 本 の スト ー リ ー マ ン が ガ は メデ ィ ア コン テン ツ と し て 、 大 きい ビジ ネス に な っ 


て いる の だ 。 
( 侍 円 ) 日 本 の アニ メ 市場 ( 国 ) ゲー ム ソ フ ト 市 場 (推定 ) 


し じょう すい て い 
3000 和夫 


あま り 興 味 が な い 


イン ド 
2500 


①[ リ ンク 集 ] を クリ ッ ク 中 還 
填 ② [ 救 科 書 に 出 て くる サイ ト ] を クリ ッ ク 還 粒 ER 1 
ざ [第 07 課 ] を クリ ッ ク H 1500 : 
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( 億 円 ) 
(2007 年 メデ ィ ア 開発 線 研 発表 ) (ファ ミ 通 ゲー ム 白 書 G006) 


3. Ye SS その 上 、 日 本 の マン ガ は 欧米 人 の 本 の 読み 方 さえ 変え よう と し て いる 。 ア メリ カ で は 2002 年 
に 日 本 の 少年 マン ガ が 週刊 誌 、 次 の 年 に は 少女 向け の マン ガ 週 刊 誌 が 出版 され た 。 そ れ ま で 欧米 
の 本 や 雑誌 は 右 か ら 左 に ペー ジ を めく る 読み 方 が 一 般 的 だ っ た が 、 マ ン が ファ ン の 「 右 上 か ら 左 
下 に 読む 日 本 の マン が ガ と 同じ スタ イル に し て ほし い | と いう リク エス ト で 、 ア メリ カ て で 売ら れる 
日 本 の マン ガ カ 雑 誌 も 、 日 本 と 同じ よう に 左 か ら 右 に ペー ジ を 開く スタ イル で 作ら れる よう に な っ 
た の だ 。 
それ で は 、 日 本 マン ガ の 畑 力 は 何だ ろ うか 。 そ の こと を 考え る 時 、 一 番 初 め に 思い 浮か ぶ の 
が 手塚 治虫 の 名 前 だ 。 音 は 日 本 で も 、 マ ン ガ は 子供 の た め の も の と 思わ れ て いた が 、 考 塚 は それ 


so: | 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー 


を 小説 や 映画 と 同じ よう な 物語 の 表現 方 法 の 一 つと し て 確立 し 、 大 人 で も 楽し ん で 読め る も の に 胃 | ei 
変え た 。 現 在 の 日 本 の スト ー リ ー マ ン ガ の 元 を 作っ た の だ 。 「 1 キャ ラク ター グッ ズ | | op character merchandise 
手塚 治虫 は 第 二 次 世 界 大 戦後 、 医学 部 を 卒業 し て 医学 博士 に な っ た が 、 医 者 に は な ら ず に 漫画 家 2 リポ ッ プ ジェ イ ポ ッ プ : N : short for Japanese pop (refers to Japanese popular 


こ - か な i と の : ロ Rs な 上 ; music/musicians) 
に な っ た 。 そ し て 、1989 年 に 60 歳 で て く な る まで 700 以 上 の 作品 を 残し た 。 本 名 は 治 だ が 、 i as a 


子供 の 頃 か ら 虫 が 好き だ っ た の で 、 ペン ネー ム を 治虫 に MM た そ う だ 。 ベレ ー 帆 を か ぶ リ 丸 \ ‘眼鏡 1 4| 様々 (な ) : さま ざま (な ) : ANa i Various 


を か けた 丸い 鼻 が トレ ー ド マー ク で 、 彼 の マン が ガ に は 、 自 分 と 同じ よう な 人 物 が よく 出 て 来る 。 一 5: 経済 | けい ぎ い | N ieeonomy 
5 ー a ] 6 : 影響 § えい きょう : VN : influence; effect; impact | (~ に ) 影響 する | 
i : i (~ に ) 影 響 を 与え る (Phr) to have an influence/impact | 
1 : 79 も な に ) 影 響 を 受け る (Phr) to be infuenced/affected 
7 元 : も と {Nforigin; root 


— 


jp 


8 | 2 Goo に lc924。4 | : N : story manga [a style of manga using a time-control 
3 1 : technique on each double-page spread] 

9 | 翻訳 : ほん や く | VN iwritten translation | (一 を 一 に ) 翻訳 する 

10 | 読者 : ど くし ゃ | N ireader 


手塚 が 描い た 自分 自身 の マン ガ | 1 原作 1 げん きく | N ioriginalwork 1 10 
て づか か じしん 1 っ Ta TT i 
©Tezuka Productions @Tezuka Productions 12 : (~ を ) 増やす : ふやす ; u-Vt to increase ! 


手塚 が 描い た マン が の 中 で 初め て テレ ビア ニ メ に な っ た の は 、「 鉄 腕 ア トム 」 と いう 少年 ロ RT SS TT ON SE ニニ ーー に 
My 2 14 : 欧米 i お うべ い : N :Europeandthe US | 欧米 人 (N) Europeans and Americans : 14 


ボッ ト が 活躍 する SF マン が ガ だ 。60 年 代 に 子供 達 の 人 気 を 集め 、 そ の 後 の 日 本 の SF アニ メ プ ー si2 年 。。 Is2 ね ん Niyeumgboy 
ム の きっ か け に も な っ た 。 アジ ア の 国々 や 、 ヨー ロッ パ 、 ア メリ カ の テレ ビ で も 放送 され た の て で 、 16 | 週刊 誌 : し ゅ うか ん し | weekly magazine : 
知っ て いる 人 も 多い は ず だ 。 そ の 他 に も 、『 ジ ャ ング ル 大 帝 」[ リ ボン の 騎士 [どろ ろ 』『 火 の 鳥 」 な キル a OME BE | 


ト に 上 で 9 5 ト =: 18 i 出版 § し ゅ っ ぱん 「 | publication; publishing | (一 を ) 出 版 す る (used only for 
『 ブ ッ ダ 」『 ブ ラッ クジ ャ ッ ク 』「7 ドル フ に 告ぐ 』 な ど 、 ア ニ メ や 映画 に な っ た り 、 世 界 中 の 言葉 : i が ; { books, magazines and newspapers) ; 


に 翻訳 され た 手塚 作品 は た くさ ん ある 。 「 | (ペー ジ を ) め くる | rw ito fip (a page) 
手塚 の マン ガ に は 、 宗 教 、 替 学 、 医 学 、 芸 術 、 歴 史 、SF、 宇 宙 、 自 然 な ど 様々 な テー マ が あり 、 Ra の INN 
苑 し いき 業 や 理論 で は な く て 、 面 白く て 楽し い 絵 と 分 か りや すい き 大 切 さ 、 自 然 i 夫人 1 
い 言 ま 遇 は な て 楽し 分 か りや すい 言葉 で 、 命 の 大 切 さ 、 自 然 の 大 | 22! (が) 思い 浮か ぶ  「 お も いう か ぶ irVi ito come to one's mind 
きり 戦争 の 無 意 味 さ 、 人 類 の 未来 な ば に つい て 教え て くれ る 。 手塚 の マン ガ の 特徴 で ある オ 23 | 方法 「 ほう ほう | Nimethod; way; plan 
ノ マ ト ペ が た くさ ん 入っ た マン ガ が を 笑い な が ら 読 ん で いる うち に 、 読 者 は 人 間 が 生き さる こと や 死 。 年 Ei | か くり つっ [VN ieatablishment | (を ) 権 する 
ぬこ と に つい \ \ て 深く 考え させ られ て し ま う の だ 25 | 第 二 次 世界 大 戦 「 だ い に じ せ か いた いせ ん : N | World War II 
/ ま 26 医学 ! い が く | N imedical science | 
手塚 が す ば ら し い の は 、 マン が を 描く a CO NE 自分 の 後に 続く 漫画 家達 も 有 て SESS 7 i : i : 医学 部 (N) the medical department (for a university) 
彼 は 漫画 家 に な る の を 夢見 て 自分 の と ころ に 集まっ て 来 た 若者 に 、 住 む 場所 や 仕事 の 世話 な ど を も PM RC PE 
1 まん が RE 表す i 4 e / 28 :- 家 :- か : Suf ispecialist | 漫画 家 (N) manga artist animator 
て 、 多 く の 肖 画 家 を 育て 、 世 の 中 に 計り 出し た 。 そし て 、 寺 塚 や す 塚 に 育て られ だ 人 人 四 の マン 「 29 (ご が ) 亡 く な る | な く を な る | cw ito die [euphemism] 
ガ を 読ん で 、 次 の 世代 の 漫画 家達 が 育っ NS 現在 の 日 本 人 浸 画 家 で 手塚 の 影響 を 受け て い 本 30 : 作品 : さ く ひ ん ; N 1 (a piece of) work 
な い 人 は いな い は ず だ 。 人 々 は 、 愛 情 と 間 敬 と 、 人 間 を 起 え た オ 能 を 持っ た 人 と いう 気持 ち を 込 「 | 下 本 名 : ほ ん みょう | N ionesrealname 
33 : ベレ ー 帽 1 ペレ ー ぼ ぽう | N jiberet 
こと を 、 彼 は 空 の 上 で どう 思っ て いる だ ろう か 。 35 : | は な | N inose 


め て 、 す 塚 治虫 を 「 マ ン が の 神様 ] と 呼ぶ 。 も し 、 手 塚 治虫 が 存在 し な か っ た ら 、 今 の アニ メ や 
づか お さ む づか お さ む 
34 ) ! まるい | A fcircular; round 
UU UL TU FTE TET TCD TIT EET TU OT UR IU OD トド 36 1 じん ぶつ N 1 figure: character (from history drama, novel, etc.) 


32 虫 : む し | N ibug 
マン ガ が の グー ニム は な が 品 誠 VN 手塚 の 残し た も の が 、 今 、 世 界 中 に 影響 を えて いる 


37: 生え スプ | N iscience fiction 
38: :- ね ん だ い 1 suf ithe (1960)s 


40 : 放送 : ほう そう : VN broadcast broadcasting | (一 を ) 放 送 す る 
41 : 匠 学 : て つが く | N iphilosophy 
42 芸術 ツ げ い じゅ つ N (fine) art; the arts 
43 : 補 宙 | うち ゅ う ; N iniveree 
44 re i ] N ! theme 
45: 理論 i りろん | N itheory 
46| 命 | いのち | N iife 
47 : 無 意 味 (な ) : な いみ (な ) 1 ANa : ; meaningless 
48 ] 人 類 : じん る い jn NM 1 mankind; human beings 
49 : 未来 : みらい 」 N future [a more distant future than 将来 ] 
50 オノ マト ペ | i N i onomatopoeia [a word that imitates the sound it is describing] : 
51 : 深い : ふかい ; A ideep 
52: すばらし い : | A iwonderful; superb; great 
53 1 (一 の) 後に 続く : あ と に っ づく | phr ito follow after (a person, thing, ete.) 
54: (一 を ) 夢 見 る : ゆめ みる 1 m-Vt ito dream 
55 : 世の中 : よ の な か : Ni society; the world 
56 : 世代 : せ だ い | N igeneration 
i あい じょう | Nilove; affection 

| (~ を ) 超 える こえ る i ru-Vt ' to exceed; surpass 
59 > | きい の う 1 N abiiyi talent 

ー に ) 気 持ち を 込め る | きも ち を こめ る | Phr ] to put one's mind/feelings (into something) 


連 潤 :「*」 の つく 言葉 


れん だ く 


日 本 語 に は 二 つ の 言葉 が ー つ の 言葉 に な っ た 時 、 後ろ の 言葉 の 初め の 音 に 「*」 が つく こと が よく あ 
り ま す 。 こ れ は 連 濁 と 呼ば れ て いま す 。 例え ば 、「 苦 十 話 = 苫 話 」「 恋 + 人 三 恋人 ]「 人 十 刷 = 人 製 11 見 


味 + 深 い ー 具 味 深い 回転 寿司 = 回 転 寿司 な ど で す 。 [人 + 人 | [ 国 + 国 も 「 人 々 」、 「 園 々 ] 
と な り ま す 。 他 に も 例 が た くさ ん あり ます 。 の 言葉 を 読ん で み ま し ょ う 。 


手 十 紙 三 手紙 、 島 十 国王 島国 、 露天 十 風呂 一 起 天 風呂 アニ メ 十 好き ニア ニ メ 好 き 、 
一 人 十 暮 らし ニー 人 暮らし 、 二 全部 屋 = ニ ニニ 人 部 屋 、 ア マゾ ン 十 川 ニ アマ ゾン 川 


つの 言葉 が ゲー つ の 言葉 に な っ て も 、 後 ろ の 言葉 の 発音 が 変わ ら な いこ と も あり ます 。 
(1) 後ろ が 外来 語 (loan words) の 場合 : 
に て 4 ラブ 、 電気 スト ー ブ 、 留学 生 セ ンタ ー、 野菜 サラ ダ 、 3 分 間 ス ピー チ 
(2) 後ろ が 漢語 (Chinese origin words) の 場合 : 
ユー ラ シ ア 大 陸 、 関東 地方 、 日 本 国内 、 野 球 選手 、 入 学 試験 、 観光 客 、 学生 生活 
(「 会 社 」 は 漢語 で す が 例外 (exception) で 、 旅 行 十 会 社 三 旅行 会 社 と な り ま す 。) 


その 他 に も 、[ 子 供 達 」「 読 み 書 き 」「 礼 儀 正しい 」 な ど 、「^」 が つか な い 例 も た くさ ん あっ て 、 連 濁 に 完 
Ok = よー を れい ぎ れん だ く か ん 


全 な 規則 (perfect rules) は な いと 言わ れ て いま す 。 だ か ら 、 連 濁 に な る 言葉 だ け よ く 覚 えて お きま し ょ う 。 


「 責 が ザー ザー 降る ] と か 「 赤 ちゃ ん が よちよち 歩く ] と いう 面白 い 言葉 を 聞い た こと が あり リ 
ます か 。 こ ん な 言葉 を 使っ た こと が あり ます か 。「 ザ ー ザ ー」 や 「 よ ちよ ち 」 の よう な 音 や 様子 
を 表す 言葉 を オノ マト べ と 言 いま す 。 日 本 語 の オノ マト べ に は 、 援 声 語 一 動物 や 人 間 の 声 を 表す 
言葉 、 拓 音 語 = 物 の 音 を 表す 言葉 、 拓 角 語 = 動作 や 様子 を 表す 言葉 、 の 三 つ の 稚 類 が あり ます 。 
次 の 言葉 は どの 種類 に 入る と 思い ます か 。 


1 犬 が ワン ワン (と ) ほ える 。 
3. お 腹 が すい て ぺこ べ こ だ 。 
。5, 待た を され て イラ イラ し た 。 


2. チャ イム が ピン ポン と 鳴る 。 
4. 水 を ご く ご く ( と ) 飲 ん で いる 。 
6. ドア が バタ ン と 閉まっ た 。 


日 本 語 は 、 オ ノ マ ト べ が 世界 一 多い 言葉 だ と 言わ れ て いま す が 、 ど うし て この よう に 多く 使 
われ る の で し ょ うか 。 実は 、 日 本 語 は も と も と 動詞 の 数 が 少な い 言葉 で 、 例 えば 「 笑 う ] と いう 
動詞 に 当たる 言葉 は 日 本 語 に は 「 笑 う ] し か あり ませ ん が 、 甘 語 に は laugh, smile, giggle, grin, 
guffaw と 色々 あり ます 。 こ の 英語 を 日 本 語 で 表す と それ ぞ れ 「 笑 う 」「[ に っ こり / に こ に こ 笑 う 」 
「 ク スク ス 笑 う 」「 に や り と 笑う 」「 げ ら げ ら 笑 う ] と な り 、「 笑 う ] の 前 に オノ マト べ を つけ て 表現 
する こと に な り ま す 。 オ ノ マ ト べ は 動詞 に バリ エー ショ ン を つけ る た め に 使わ れる 表現 な の で す 。 
また 、 オ ノ マ ト べ は フォ ー マ ル な 場面 で 話す 時 や 文 を 書く 時 に は あま り 使 われ な いと いう 傾向 も 
あり ます 。 

と ころ で 、 オ ノ マ ト べ ぺ が と て も た くさ ん 使わ れ て いる の が 、 日 本 の マン ガ で す 。 次 の ペー ジ の 
マン が に ある それ ぞ れ の オノ マト べ は 、 ど ん な 様子 を 表し て いる で し ょ うか 。 ち ょ っ と 考え て み 
て くだ さい 。「 シ ー ン | と いう の は 、 音 の な い 様 子 を 表し た 言葉 で 、 浸 画家 の 手塚 治 束 が 作っ た 
と 言わ れ て いま す 。 世 界 16 か 国 で 読ま れ て いる 日 本 の 人 気 マ ン が ガ が 「 ワ ン ピ ー ス 」 の 中 で 「 シ ー 
ン 」 と いう 言葉 が どの よう に 翻訳 され て いる か を 見 て みる と 、 蘭 語 版 で は HMMMMM と 全然 直 
う 意味 に な っ て いて 、 ス ペイ ン 語 版 で は 何 も 書 いて な いそ う で す 。 中 国語 や 韓国 語 や アラ ヒア 語 
で は 、 何 と 書い て ある の で し ょ うか 。 み な さん は 「 シ ー ン 」| を 自分 の 国 の 言葉 で 表現 する と し た 
ら 、 ど ん な 言葉 を 使っ て みた いで すか 。 

オノ マト べ は 面白 く て 簡単 そう に 見 えま す が 、 実 は 、 使 い 方 に は と て も 複雑 な ルー ル が ある の 
で す 。 例 えば 、 初 め に 挙げ た 例 を 見 て 下さ い 。 動 詞 の 前 に 「 と ] が ある も の と な く て も いい も の 、 
「 す る 」 と 一 緒 に 使わ れる も の 、 ひ ら が な 書き と カタ カナ 書き の も の な ど 、 色々 な 例 が あり ます ね 。 


また 、 清 音 か 濁音 か で も イメ ー ジ が 培っ て きま すし 、 長 音 が ある か 、 俣 音 (小さ い 「 っ 」) が ある 
か で も 、 聞 いた 感じ は ずい ぶん 変わ り ま す 。 下 の 例 の 右 と 友 で は どん な 違い を 感じ ます か 。 


例 : ころ ころ vs. ご ろ ご ろ し て ん vs. し ん 
さら さら Vs. ざら ざら ブー ブー Vs. ブッ ブッ 
じ し と や ら さ Vsi 還 到 と と ワッ ハッ ハ vs. ハハ ハ 


オノ マト べ が 上 手 に 使え る よう に な る と 、 も っ と 日 本 語ら し い 話 し 方 に な り ま す 。 それから 、 
いい 言葉 が 見 つか ら な い 時 に 、 イ メー ジ を 音 に 置き か えて 表現 する こと で 、 こ ちら の 言い た いこ 
35 と が 相手 に 伝わる こと も あり ます 。 皆さん も 機会 が あっ た ら 、「 ど ん どん | オノ マト べ を 使っ て 
みて 下さ い 。 
ぁ 実 際 の マン ガ の オノ マト ペ の 例 : 


1) それ ぞ れ の マン ガ の オノ マト ペ ぺ は どん な 様子 や 音 を 表し て いる と 思い ます か が 。 
2) 1b、2b、3a、4a の マン ガ は 右 と 左 の どちら の コマ (frame) か ら 読ま な く て は いけ ませ ん か が 。 


@ 手 塚 治虫 『「 ブ ッ ダ Vol.3 一 賢者 へ の 道 の 巻 
潮 出 版 社 (希望 コミ ックス CASUAL) 
/ 2002 / P.295,296 


『 の だ め カ ンタ ー ビ レ 第 1 巻 】 
講談 社 / G002 / P.38, P.99 


の き mW 


の 叶 古 皿 閉 yiulSSrt 


⑥⑤ 有 藤沢 と お る 「GTO 第 3 巻 ] 
講談 社 / 6002 / P.16. P.57 


@ 津 田 雅美 「 彼 氏 彼 女 の 事情 第 1 巻 】 
白泉社 ( 花 と ゆ め COMICS) / 
1886 / P.18. P.52, P.136 


⑤ 植 田 ま さ し 「 コ ボ ち ゃ ん 第 ら 1 巻 】 
蒼 鷹 社 (Goyosha Comics) / 
1989 / P.28. P.39, P.82, P.86 


補 峰 | ~” | の 中 か ら 適 当 な オノ マト ペ を 選ん で に 番号 を 入れ な さい 。 同 じ 言 葉 を 


二 回 使っ て は いけ ませ ん 。 


(1) 田中 さん は いつ も 大 きい 声 で と 笑う 。 
(2) 洋子 さん は 友達 と 笑い な が ら 、 楽 し そう に 話し て いる 。 

(3) つと む 君 は 今日 1 日 中 し て いた 。 何 か いい こと が あっ た に 違い な い 。 
(④ 佐藤 さん は いつ も 

(5) 和子 さん が 、 ロ を 大 きく 開け て 


し て いて ちる 弱 疾 吉 。 
と 楽し そう に 笑っ て いる 。 


(5) アハ ハ 


(ZX (OY 5 に (3) ゲラ ゲラ (4) に や に や 


(1D) 友子 さん は 、 悲し く て 、 泣い て いる 
(2) ネコ が か わい い 声 で 

(3) 赤ちゃん が ミル ク が 欲し く て 、 
(4) 弟 が 友達 に いじ め ら れ て 、 


(5) 子供 達 は 試合 に 負け て くやし く て 、 大 きい 声 で 


と 導い TN 


と 泣い て いる 。 


Il て いる に 


と 泣い て いる 。 


(5) エ ー ン エー ン 


(4) し くし く 


(3) オギ ャ ー オ ギャ ー 


(1) ニャ ー ニ ャ ー (2) めそ めそ 


と 気持 ちよ さそ うに 寝 て いる 。 
と いび き を か いて 寝 て いる 。 
と 寝 ら れ た 。 
し L て U お 吉 


(1) 赤ちゃん が 
(2) ルー ム メ ー ト が 
(3) 夜 か ら 朝 まで 一 度 も 起き ず に 
(④) 療 れ て いた の で 、 電 車 の 中 で 


(4) うと うと 


ーー 人 (3) すやすや 


(1) ぐっ すり 


4. (1) 体 が Me 頭 が 痛い 。 
(2) セー ター が 古く な っ て 

(3) 熱い フー ヒー を 飲ん で 、 志 (ongu が 

(④) 緊張 し て 買 (stomach) が する 。 


する 。 


(4) きり きり 


(2) ひりひり (3) ぞくぞく 


(1) ちく ちく 


HIHHHHUHHHHETHHHHHHHIHIHIHHHHHTHHEHHIIHIIHII [TEETER EIEIO 


LUTITIIIITITTIERTTTITITETTITIETITTETTTTITTIITITIT TOT TOTTFIEEETITTITTEITITTTTTTTTTTITN 


7 | 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー 


較 人 の 気持 ちや 様子 を 表す オノ マト ペ 


る @ が ん が ん (する ) 


る @ に や に や (する ) @ ア ハハ 


NN ke ll 
@ ち くち く ( す る ) ひりひり (する ) “ 「 | 


so: | 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー 
~~ へ = 時 本 ー 
人 4 て PX 個 > 困っ た 状況 を 説明 する / 苦情 や 不平 を 言う 
太字 三 覚 える 単語 く じょう ふ へ い 
1: 様子 : よ うす ; aspect; state; appearance 1 話 文 ] ん に 借り て いる 部 屋 . 
2! 擬 声 語 / 擬 音 語 : ぎ せい ご / ぎ お ん ご i phonomime (= onomatopoeia) 
3 撫 態 語 1 ぎ た い ご 1 phenomime マイ ク : 大 家 さ ん 、 ち ょ っ と よろ し いで すか 。 
4 動作 1 だ うき : actions: movements; motions 了 家 : ああ 、 マ イグ ペル 、 こん ば ん ば 。 どう じ ま じ だ が 3 
5: (一 に ) 入 る : は いる i ito be included: enteri join る 
eo 1 マイ ク : あの う 、 ち ょ っ と 困っ た こと が ある ん で す が …。 
6 : (一 が ) ほ える | i i to bark 
7: (一 が) 鳴る : な る i to ring 5 大 家 : また 、 ど こ か 壊れ た ん で すか 。 
8 | 世界 一 | せ か いい ち : AM | the -cet > in he みあ 10 1 in the wotld マイ ク : いえ 、 そ うじ ゃ な く て 、 あ 、 そ れ も あ る ん で す が …。 
9: も と も と ; Adv :originally: from the start 
の に っ か に 実は 、 先 週 隣 に 引っ 越し て 来 た 学生 が 夜中 に うる さく て 、 寝 られ な いん で す よ 。 
10 動詞 : aa Ne : N i Verb と な り ひ で 
11: (一 に ) パ リエ ーション : : Phr i to add variation 大 家 あお あお 、 小林 君 ね 。 
: を つけ る ; 生ま の tH 
12 | 傾向 | けい こう | N iend:tendency マイ ク : ええ 、 衝 暁 友達 が 来 て 、 夜 中 まで 大 声 で ワイ ワイ 話す し 、 音 楽 は ガン ガン う る さい し 、 
9 販 - ば ん | Suf jedition; version 10 階段 を バタ バタ 上 が り 下 りす る し 。 こ の 間 、 一 度 注意 し た ん で すけ ど 、 全 然 静 か に し 
14: ( 例 を ) 挙 げ る : あげる : ru-Vt i to give (an example) か なれ な て 
15 清音 : せい おん | N junvoiced sound ン 
16 潤 音 1 だ くおん | N ivoiced sound 大 家 : へ え 、 彼 は まじ めそ うに 見 えた けど れ え 。 
17: 1 人 8 作 > iimage impression マイ ク : まじ めじ ゃ あり ませ ん よ 。 ま だ 、 学 生 の くせ に よく お 酒 、 飲 ん で ます よ 。 タバ コ も プ 
18! 長音 i ちょ うお ん : prolonged sound 
"3 ; 1 カプ カ 表 っ て る し 。 
19 : (~ を ~ に ) 置 さき か える : お きか える ; Ve ito replace 
20: (~ が ~ に ) 伝 わる : つた わる i eVi i to come across; be passed along; be introduced : 15 大 家 あ 、 そ う 。 ち ょ っ と 注意 し な けれ ば いけ な いな あ 。 
es da lic due oppostyolpy [ マイ ク : と に か く 、 夜 中 は 静か に する よう に 言っ て いた だ け ま せん か 。 
aia a ae 大 家 : 分 か り ま し た 。 よ く 注 意 し て お きま す 。 と ころ で 、 何 か 壊れ た っ て 言い ませ ん で し た か ? 
23 : (一 が ) 鳴 く : な く : uVi ito sing [birds]; cry [animals] 5 i お 0 
24 : いび ぴき i N isnore| いび き を か く (Phr) to snore : マイ ク : ああ 、 ト イレ で す 。 壊れ た わけ じゃ な いん で す が 、 パ イ プ か ら ゴ ボブ ゴ ボ と 変 な 音 が 聞 
= 0 | こわ 
こえ る ん で す 。 水 も よく 流れ な いみ た い だ し 。 
20 大 家 : ああ 、 そ う 。 何 か つま っ て いる の か も し れ な いか ら 、 明 日 、 見 て み ま す よ 。 
マイ ク : は い 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 す み ま せ ん 、 い つも 、 お 願い ば か り し て 。 
売上 挟 に と まい い k く で すま よ 。 ク さ ん は 交 月 遅れ な いで 家賃 を 払っ て くれ る し 、 部 屋 は さき され 
い に 使っ て くれ る し 、 い い 人 に 部 屋 を 借り て も ら っ た と 思っ て いる ん で す よ 。 
マイ ク : そう で すか 。 あ り が と う ご ざ いま す 。 じ ゃ 、 す み ま せ ん が 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 
湯量 PFU 間 9 
163 


so: | 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー 


モニ カ : ね 、 は る か の 血液 型 、 何 型 ? 
は る か : えっ 、 血 液 型 ? A 型 。 ど うし て そん な こと 聞く の ? 


EN i complaint; grievance 


モニ カ : 今 、「 血 液 型 で 分 か る 性 格 ] っ て いう 記事 、 読 ん で た ん だ 。 | N :discontent dissatisfaction i 
は る か : ああ 、 そ れ で 。 | N lateatnight 7 
| Adv i boisterously; rowdilyi noisily 
30 モニカ: 血液 型 で 性 格 が 分 か る な ん て 、 面 白い よね 。 で も 、 当 た る の か な あ ? A 型 の 人 は まじ の Sh BM 
めで 協調 性 が ある 。 B 型 は 楽天 的 で マイ ペー ス 、O 型 は お お ら か で 負け ず 嫌 い 。AB LT | か い だ ん Rt | 
型 は 個性 的 で 二 つ の 性 格 を 持つ 傾向 が ある っ て 、 書 いて ある よ 。 本 当 か な あぁ 。 IA i FE ET HID EH ny | 
NR 8: 上 が り 下 り : あがり お り ! VN :going up and down | (一 を ) 上 が り 下 りす る : 10 
は る か : さあ 、 私 は 全然 信じ て な いけ ど 、 結 構 儲 じ て る 人 、 い る か も 。 血 液 型 に 関係 し た こと っ | 9: ま じ め ( な ) 1 1 ANa i serious; earnest | 12 
て 、 日 本 で は 、 す ご く 人 気 が あ る し 。 A Phr fto puff (ata cigarette) 1 19 
35 モ 三 カベ え だ な 7 11 | ゴ ボ ゴ ボ SN 1 aouod of gushing water 5 | 8 
は る か : 例え ば 、 競 液 型 いと か 。 ど の 競 液 型 と どの 右 液 型 の 恋 人 は いい と か 悪い と か 、 古 う ん た 。 12 | (~ が ) つ まる : 1 Vi ito be clogged 1 20 


それ に 、「[B 型 人 間 と の 付き 合い 方 ] な ん て 本 や 、 右 液 型 の ラン キン グ も ある らし いよ 。 
2 


こら 人 いし が 6 イズ) i 血液 型 | けつ えき が た | N iblood pe | 血液 (N) blood | 26 | 
は る か : な ん で も 1! 例え ば 「 も て る 血液 型 は 、 男 性 の 場合 、1 位 が O 型 、 2 位 が A 型 、3 位 が 14 性格 : せい か く | N icharacteri personality 28 | 
% AB 型 で 、4 位 が B 型 」 な ん だ っ て 。 その 他 、 将 来 お 金持ち に な れる 感 液 型 の ラン キン | な uh (by へ トーー ーーー ポーン OR | 
を 16: 協調 性 i きょう ちょ う せ い  : N ficooperation | 
の の 風邪 を ひき や すい 血液 型 な ん て の も ある らし いよ 。 . | i 「 協調 性 が ある (Phr) to work well with others 
b | ね ) 1Awiopemmm 
モニ カ : うっ そ 一 ! それ っ て 、 変 だ よね 。 液 型 で そん な こと 分 か ら な いよ 。 AS Oc AF CH 
1 18: マイ ペー ス (な ) 5 ! ANa : (do one's work) at one's own Pace or in one's own way 
は る か : うん 、 私 も そう 思う 。 人間 に は 4 種類 の 人 し か いな いな ん て 、 あ りえ な いよ ね 。 19 おおらか (な ) ; 1 ANa | broad-minded; generous } 
モニ カ : そう だ よね 。 こ の 間 、 友 達 に モニ カ は O 型 で し ょ っ て 言わ れ ち ゃ っ た ん だ 。 20 : 負け ず 嫌 い ( な ) : まけ ず ぎ らい (な ) AN i hating to lose; competitive 1 81 
: な : こ せい 1 ANa ; i 1 32 
4 隊 机 へ きま どう し テア ャ 21 個性 的 (な ) : せい て き ( な ) Ne with a great deal of personality | 
8 22 : 占い : うらない | N ifortune-telling | 占う (u-Vt) to tell fortunes : 36 | 
に 5 pk ーーーーーーーーー EE po | 
コー ンド 負け ず 嫌 い だ か ら っ て 。 ちょ っ と ムツ と きた 。 23 : (と) 付き 合う : つき あう im-Vi i to associate/keep company with 37 | 
は る か : モニ カ は 負け ず 嫌 いっ て わけ じゃ な いけ ど 、 が ん ば りや さん だ し 、 そ れ に 、 お お ら か 24 | (に ) も て る : : m-Vi ito be popular (with women men, etc.) 
ペ x 25:- 位 :- い | Suf irank 39 
クコ 26 i ありえ ない i 1 Phr {No way! ; That can’t be (rue). [colloquial] 1 43 
モニ カ : ええ 一 、 そ うか な あ 。 で も 、 私 、 自 分 が 何 型 か 知り た く な っ て きた 。 27: ム ッ と くる ; | Phr ito tick me off [colloquial] | 46 
50 “は る か : 今 、 硬 液 型 に 関係 し た こと は な ん で も ビジ ネス に な る ん だ っ て 。 日 本 の 厨 液 型 占い っ て 、 Nr A A MS ul ie PC Ro TE 4 GN td | 
- 2 | 29 : (が ) 流 行 る 」 : は や る irVi i to flourish; be in fashion; be popular 1 51 
> 国 流行 だ ーー Le ae っ 5 
アジ ア の 国々 で も 結構 流行 っ て る みた い ヽ だ よ 。 30: 明る い ^ ! あか る い | A icheerful (personality) | 
モニ カ : へ え 、 そ うな ん だ 。 将 来 血 液 型 占 いっ て 、 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー の 一 つ に な る か も ね 。 31 1 恥ず か し が りゃ や ^ | は ず か し が りや 1 N imypemon 。 | 
NN RN | が ん こめ" | | Ate subboms hardheaded “ | 
33! 我慢 強い へ sw : が まん づ よ い 1 A ipatent 。 CO NN } 
34 : 積極 的 (な )^ せっ きょく て き ( な ) | ANa ioutgoing; active 
95| 清 柱 的 (な )^ し ょ うき ょ く て き ( な ):ANipswe 7 0 
36 悲観 的 (な )^ : ひか ん て き ( な ) 1 ANa | pessimistic 
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内 容 質問 


に 欠 甘み 和 1 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 


8 
2. 
3. 


1. 


3. 


の Aw mM = 


区 > みん な で 話し て みよ う 


日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー は 世界 の どん な 分 (area) に 影響 を えて いま すか 。 


で 


(書い た 人 ) は ポッ プ カ ルチャ ー の 元 に な る も の は 何だ と 考え て いま すか 。 それ は どう し て で すか 
で ぜ 日 本 の マン ガ は メデ ィ ア コン テン ツ と し て 大 きい ビジ ネス に な っ て いま すか 。 
最近 の 欧米 の マン ガ 雑 誌 は 、 ど ん な スタ イ ル で 作ら れ て いま すか 。 な ぜ そ うな り ま し た か 。 

手塚 マ ン の 魅 カ や 特徴 を 三 つ 以 上 挙げ な さ 2。 

手塚 が 残し た も の を 二 っ 以上 挙げ な さい 。 

人 々 は 、 な ぜ 手 塚 の こと を 「 マ ン ガ の 社 様 ] と 呼び ます か 。 

40 行 目 の | 住む 場所 や 仕事 の 世話 を する | と いう の は 、 何 を し て あげ る こと で すか 。 

4 行 目 の 「 世 の 中 に 送り 出し た ] と いう の は 、 ど うい う 意 味 で すか 。 

46 行 目 の 「 空 の 上 |」 と いう の は 、 ど うい う 意 味 で すか 。 


読み 物 ら を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 

日 本 語 に は 、 な ぜ オ ノ マ ト べ が 多い の で し ょ うか 。 
フォ ー マ ル な 場面 で は 、 な ぜ オ ノ マ ト ぺ は あま り 使 われ な い \ の だ と 思い ます か 。 

EU Ps, に は 動物 の 名 前 を 入れ て 、 ご 、 に は オノ マト ペ を に] か ら 選 ん で 入れ て 下 *、、。 
ジュ ー ジ みこ 。、 ワイ ライ ゲロ ゲ が 日 


ピョン ピョン 


日 本 の アニ メ 市 場 (mate) や ゲー ム ソ フ ト 市 場 に つい て 、 p153 の グラ フ か ら ど ん な こと が 言え ます か 。 
手塚 マン ガ の 中 で 、 何 か 読 ん だ も の 、 知 っ て いる も の が あっ た ら 、 簡単 に 説明 し て 下さ い 。 
手塚 マン ガ の 色々 な トピ ッ ク の 中 で 、 あな た は 何 に 興味 が あぁ あり ます か 。 どう し て で すか 。 

あな た の 国 の 言葉 に は オノ マト ペ が あり ます か 。 あっ た ら 、 簡 単に 説明 し て 下さ い 。 

あな た は 自分 の 血液 型 を 知っ て いま すか 。 

知っ て いる 人 : あな た の 性 格 は 、 会 語文 に 説明 し て ある 自分 の 血液 型 性 格 と 似 て (bcsimiy) いま すか 。 
知ら な い 人 : 会 語文 に 説明 し て ある 性 格 の 特徴 か ら 、 自分 の 血液 型 が 何 型 だ と 思い ます か 。 


so: | 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー 


詩人 》 部 屋 を 借り て いる 勇太 が 大 家 さ ん に 困っ た 状況 を 説明 する 。 
男 太 : すみ ませ ん 、 ち ょ っ と よろ し いで すか 。 


大 家 : ええ 、 何 で すか 。 

勇 太 : 実は 、 ち ょ っ と 困っ て いる ん で す 。 

大 家 : えっ 、 ど うし た ん で すか 。 

勇太 : あの う 、 下 の 部 屋 の 人 が うる さい ん で す が …。 

大 家 : ああ 、 下 の 人 で すか 。 

男 太 : ええ 。 夜 中 の 2 時 頃 に 帰っ て 来 て 、 大 声 で 電話 で 話す し 、 シ ャ ワー を ジャ ー ジ ャ ー あ びる し 、 


が ガン ガン と 大 きい 音 で 音楽 を 聞く し …。 
: それ は 、 困 り ま すね 。 ちょ っ と 注意 し な いと いけ な いな お あ 。 
: すみ ませ ん が 、 夜 中 は 静か に する よう に 言っ て も ら え ませ ん か 。 
・ 分 か り ま し た 。 下 の 人 と 話し て み ま し ょ う 。 
: すみ ませ ん が 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


学生 が 先生 に 教科 書 が 買え な い 状 況 を 話す 。 
: 先生 、 8 
: ええ 、 何 で すか 。 


んで > 


呈 多 っ 、 と うし た ん で すか 。 

: あの う 、 大 学 の 本 屋 に 教科 書 を 買い に 行っ た ん で す が 、 ん 
Ci と 2 たら ww で Ei か 。 

先生: そう で すか 。 他 の 本 屋 に も 行っ て み ま し た か 。 

学 生 : ええ 。 他 の 所 に も 行っ て みた ん で す が 、 (= Ls 

先 生 : それ は 、 困 り ま し た ね 。 じ ゃ 、 私 が 大 学 の 本 屋 に 電話 を か け て 聞い て み ま し ょ う 。 

学 生 


o 


> バー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 


A が B に 困っ た 状況 を 説明 し な さい 。B は A を 助け て あげ な さい 
: すみ ませ ん 、 ち ょ っ と よろ し いで すか 。 

ええ 何で すか 。 

: 実は 、 ち ょ っ と 困っ て いる ん で す 。 

5 区 つく SU と どう 5 だ ん CO の か 


: あの う 、 ん で す 。 
と © 
ん で す が し 。 res 

: それ は 。 
: すみ ませ ん が 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 


RU > 。 軌 、 ち の. - 
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sg: | 日 本 の ポッ プ カ ルチャ ー 


て 訂 


ゅ 今 ま で に 経験 し た こと の ある 困っ た 状況 に つい て 、 パ ー ト ナー に 説明 し な さい 。 


(用 度 共 モニ カ が は る か に プリ ンタ の 問題 に つい て 話す 。 
は る か : どう し た の ? 
モニ カ : 今 、2 階 の コン ピュ ー タ ルー ム で レポ ー ト を プリ ント し て た ん だ けど 。 
は る か : うん 。 』 | ロー ルフ レイ 較 園 の 参 大 | 
モー ニカ: プリ ンタ が 壊れ ちゃ っ て 。 キー キー っ て 音 が し て 、 動 か な く な っ ちゃ っ た 。 ョ 留学 生 A と が 日 本 の 大 学 の 寮 の 部 屋 で 話し て いる 。 
は る か : えー、 ほ ん と ? 
モニカ : レポ ー ト 、 今 日 の 4 時 まで に 出さ な きゃ いけ な い の に 。 困 っ ちゃ う 。 | 
は る か : 困っ た ね 。 あ っ 、 図 書館 の プリ ンタ が 使え る か も し れ な いよ 。 行 っ て みた ら ? | 
モニ カ : そう だ ね 。 そ うし て みる 。 あ り が と う 。 


留学 生 B 
あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 
体 の 一 部 が 痛く て 、 起 き て し まい まし た 。 どこが ルー ム メ ー ト の A が どこ か 痛い そう で す 。 どこが 
どう 痛い の か 、 ルー ム メ ー ト の B に 説明 し て 下さ い 。 どう 痛い の か 聞い て 下さ い 。 そ し て 、 ど うし た ら 


で " の i ) * 教科 書 に ある オノ マト ペ を 使っ て 説明 し まし ょ う 。 いい か アド バイ ス て あげ て 下さ い 。 
回国 マイ ク が 勇太 に コン ピュ ー タ の サー バ の 問題 に つい て 話す 。 Llz 0 や Pe 


勇太 : ? 
EE AE Rt A CT EE EE Se ttc da VY ii tN 


勇 太 : e 


he サーバ ガ 2 グ co の boCAC 人 0 月 日 に ま CI NUTS TWO DUC/ 0 “ 
| ロー ルフ レイ 動 者 暫 了 る 


勇太 : 

マイ ク : 今日 中 に 、 調 べ て お きた いこ と が あっ た 。 困 る な お 。 日 本 の ユー ス ホ ス テル で 、 ホ ステ ル の マネ ー ジ ャ ー に 客 の 留学 生 が 困っ た 状況 を 説明 し て いる 。 

勇太 : ) だ ね ね 。 1 a 
LC TILLEN こも | ユー ス ホ ス テル の マネ ー ジ ャ ー 


あな た は 日 本 の 大 学 に 留学 し て いる 学生 で す 。 大 | あな た は 日 本 の ユー ス ホ ス テル の 日 本 人 の マ 
学 が 休み な の で 、 日 本 国内 を 旅行 し て いま す 。 お | | ネー ジャ ー で す 。 お 客 さん の 苦情 を 聞い て 下さ 
金 も な いし 、 色 々 な 人 と 知り 合い (qcquaintanc に | | い 。 そ し て 、 問 題 の ある 人 に 話 を する と 言っ て 下 


や > バー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。 


B が A に 困っ た 状況 を 説明 し な さい 。A は B に アド バイ ス を し な さい 。 


A : どう し た の ? な り た い の で 、 ユ ー ス ホス テル に 泊まっ て いま す 。』 | さい 。 

B ん だ けど 。 で も 、 同 じ 部 屋 の 人 に ちょ っ と 困っ て いま す 。 ホ 

人 ステ ル の マネ ー ジ ャ ー に 状況 を 説明 し て 、 注 意 し 

1 て も ら っ て 下さ い 。 

Am 人 は 大 導 .? | 
の に 。 o 
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Qo: | 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー | 


に すそ で 
2 な グー- ト 


⑨ Sentence。 {で は / そ れ で は / じ ゃ } 、Sentence。 
・ で は 、 そ の ポッ プ カ ル チャ ー の 元 に な っ て いる も の は 何だ ろう か 。 ( 読 1:77】 
・ それ で は 、 日 本 マン ガ の 魅力 は 何だ ろう か 。 【 読 1: 1.20】 


で は jis an abbreviated form of それ で は . それ で は Hiterally means “jf that is the case” and そ れ refers to 
説明 whatis stated in the preceding sentence(s). それ で は and で は are usually used in written language or 
| formal spoken language. In ordinary or casual conversation, the contracted form それ じゃ or じゃ isused. 


: The suffix 向け adds the meaning "made for: for the use of directed toward.” 向け is often affixed to 
nouns which refer to people, countries and organizations. 


for: made for: for the use of directed to 

| a.N 向 け だ b. N 向 け に V c. N, 向け の N。 

1. この サイ ト は 携帯 電話 向け だ か ら 、 コ ンピュータ で は 見 に くい 。 

2. 子供 向け に 作ら れ た 映画 の 中 に も 、 大 人 が 見 て も 楽し いも の が た くさ ん ある 。 

1 3. 日 本 経済 新聞 や ウォ ー ル ス トリ ー ト ジャ ー ナ ル に は 、 ビ ジネス 向け の 記事 が 多い 。 

4. 日 本 の 電車 や バス に ある シル バー シー ト と いう の は 、 お 年 寄り や 体 の 弱い 人 向け の 席 の こと 
1 すす 。 


If thats the case; If so; In that case; Then: Well then 
| 8,。 {で は / そ れ で は }、8S。。 
1.A: 先生 、 す み ま せ ん 。 実は 、 金 曜日 に 就職 の た め の 面 接 が あっ て 、 ク ラス を 休ま な く て は 
いけ な い の で 、 試 験 が 受け られ な いん で す が 。 
。 そう で す か 。 じ ゃ 、 前 こ < こ 避け に 

B: そう で すか 。 じゃ 、 前 の 日 の 木曜 日 に 、 研 究 室 に 受け に 来 て 下さ い 。 ) で ある js the formal plain form of だ and can be affixed to nouns as well as to stems of na-adjectives 
A : は い 。 それで は 、 木 曜日 の 先生 の オフ ィ ス アワ ー に 研究 室 に うか が いま す 。 and zo-adjectives. で ある js used in formal writing. In very formal speech the polite form で あり ます 
2. 日 本 の 「 オ タク 文化 | は 世界 中 に 広がり (to spread) 、 日 本 を 代表 する 文化 の 一 つ に な っ た と い | mapbeusedi Compérethetollowi bo 


5 ea に て Lg で ある (formal plain affirmative) で あり ます (formal polite affirmative) 
っ 人 ちい る 。 で は オチ テグ 党 放 が る の よめ 結界 選 応 革 っ が 埋 賠 人 は 本 だ 入 9 が で は な い (formal plain negative) で は あり ませ ん (formal polite negative) 


(2 】 その 上 で ある can occur before nouns in relative clauses while だ cannot. 
・ 田 中 先生 は 私 の 日 本 語 の 先生 {だ / で ある }。 う 私 の 日 本 語 の 先生 {で ある / の /x だ} 田中 先生 
(Mr. Tanaka, who is my Japanese teacher) 
「 で ある can also occur in other situations where だ cannot be used. 


・ そ の 上 、 日 本 の マン ガ は 欧米 人 の 本 の 読み 方 さえ 変え よう と し て いる 。 【 読 1:7.14】 


その 上 is used when the speaker wants to emphasize an additional piece of information. S。 usually 
contains the particle も or まで . 


・ 彼 は フラ ンス 人 {で ある /① /x だ} {( ら し い / か も し れ な い / に 違い な い }。 


on top of that; in addition (to that): what's more; besides: moreover 


Si その 赴 。 S$。。 

1. 運動 は 体 に いい 。 そ の 上 、 心 の 健康 に も いい 。 

9 最近 の ケー タイ は 写真 が 撮れ る だ け で な く 、 メー ル も 出来 る 。 そ の 上 、 イ ンタ ーネット や テ 
レビ も 見 られ る 。 こ れ は 、 も う 電 話 じ ゃ な い 。 


a. Affirmative: で ある / で あっ た b. Negative: で は な い / で は な か っ た 
c. {N/ANa/ANo} {で ある / で あっ た / で は な い / で は な か っ た }N 
a 哲学 者 (philosopher) の パス カル は 、 人 間 は 考え る 華 (a thinking reed) で ある と 言っ た 。 
. こ ん な に た くさ ん の 人 が 読ん で いる の だ か ら 、 面 白い 本 で ある に 違い な い 。 
3. 日 本 語 の 漢字 は 音読 み と 訓 読み が あっ て 、 覚 える の が 大 変 だ 。 そ の 上 、「 一 人 」 と か 「 今 日 」 . あの 話 は 本 当 で は な いと 言わ れ て いた が 、 最 近 、 本 当 だ と いう こと が 分 か っ た 。 
の よう な 特別 な 読み 方 の 漢字 も ある の で 、 漢 字 の 勉強 に 時 間 が か か る 。 . 子供 の 頃 嫌い で あっ た 食べ 物 が 、 大 人 に な っ て 好き に な る と いう 話 を よく 聞く 。 
ころ きら 


@ Noun(Particle) さ え ky : 5. 新型 で は な い ケ ー タ イ を 使っ て いる の で 、 ケー タイ で E メ ー ル が 出来 な い 。 
(⑥)Verb-asu 出 す 
BE ・ 多く の 漫画 家 を 育て 、 世の中 に 送り 出し た 。 【 読 1:/.41】 


_V-masu 出す has two meanings: 


・ 日 本 の マン ガ は 欧米 人 の 本 の 読み 方 さえ 変え よう と し て いる 。 【 読 1:714】 


さえ is an emphatic particle. In non-conditional clauses it means “even.” When さえ is used, the particle 
説明 が neveroccurs, を usually does not occur, へ and the directional に are optional, and the other 
| particles, including the locational に , で , と and か ら ,are mandatory: 


(1) Someone makes something available/accessible which hasnt existed or hasnt been available 
3 or accessible. 


Exs. 生み 出す (to create): 見 つけ 出す (to fnd out) : 掘 り 出 す (to dig up/out) 
(2) Someone begins something or something begins: 
Exs. 笑い 出す (to start laughing) : 動き 出す (to begin to move) 


V 出 す differs from V 始 め る in thatV 出 す is used for abrupt and non-volitional actions while V 始 め | 
る is used for both volitional and non-volitional actions but not for actions which begin abruptly, as | | 
: the following examples show: 


・ 和 男 は 急 に { 女 り 出し た /» 起 り 始め た }。 (Kazuo suddenly began to get angry) 
・ 田 中 さん を 待っ て いな いで 、 {食べ 始め まし ょ う /% 食 べ 出 し まし ょ う }。 


N (Prt) さえ : 先 生 さ きえ : ア フリ カ ( へ / に ) さ え : 小 学校 か ら さ え 

| 1. 忙し すぎ て 、 寝 る 時 間 さ え あ り ま せん 。 

2. トム さん は 日 本 食 が 大 好き だ そう だ 。 納豆 さえ 食べ る らし い 。 

例文 3. 私 は 旅行 が 大 好き で 世界 中 を 旅行 し た 。 南極 (the Antarctic) (へ / に ) さ ぇ 行っ た こと が ある 。 
4. あの 人 は 動物 の 言葉 が 分 か る ん で す 。 猫 や 犬 と さえ 会 話 が 出来 る ん で す よ 。 

5. 会 議 に は 世界 中 か ら 人 々 が 集まっ た 。 一 番 遠 い 品 シア か ら さ え 参 加 者 (paricipant) が あっ た 。 


の ー 向 け | (Lets start eating without waiting for Mr. Tanaka.) | 
本 文 ・ 次 の 年 に は 少女 向け の マン ガ 週 刊 誌 が 出版 され た 。 【 読 1:15) | V out: begin to Vi start to Vi begin V-ing: start V-ing 


| V-masu 出 す | 
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:@: | 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー 


UE ク の 途中 で (halfway) 、 急 に 雨 が 降り 出し た 。 
2. 赤ちゃん が 泣き 出し た の で 、 お 母さん は 急い で ミル ク を あげ た 。 

3. イン スタ ント ラー メン を 作り 出し た の は 、 安藤 自 福 と いう 人 で す 。 

4. 図書 館 で 1 時 間 ざ ぐら いか か っ て 、 つい に その 本 を 探し 出し た 時 は 、 うれ し か っ た 。 


(の ~ な い ~ は {な い / い な いり } 
・ 現在 の 日 本 人 漫画 家 で 手塚 の 影響 を 受け て いな い 人 は いな い は ず だ 。 【 読 1: /.42-43】 


This construction is used to create sentences containing double negatives.V な い N は ( い ) な い is 
: equivalent to “all Ns V.” 


| have a tendency to ; have an inclination to; There is a tendency to; tend to 
a. {V/A} -plain.non-past (と いう ) 傾向 が ある b. ANa な 傾向 が ある c. N の 傾向 が ある 


| 1. 日 本 の 学生 は 高校 まで は よく 勉強 する が 、 大 学 に 入っ て か ら は あま り 勉 強し な い 傾向 が ある 。 
2. 日 本 人 は 自分 の 家族 の こと を 誰か に 話す 時 、 あ まり いい こと を 言わ な い 傾向 が ある 。 

| 3. 初め に くだ けた 話し 方 で 日 本 語 を 覚え て し まっ た 人 は 、 助 詞 (paride) を よく 間違え る 傾向 が ある 。 
4. 若い 人 の 方 が 、 年 を 取っ た 人 より 、 フ ァ ー ス ト フ ー ド を よく 食べ る と いう 傾向 が 見 られ る 。 


例文 


例文 


(も し )Sentence と し た ら 、 
本 文 ・ 自 分 の 国 の 言葉 で 表現 する と し た ら 、 ど ん な 言葉 を 使っ て みた いで すか が 。 【 読 2: 23-24】 


_S と する means “to assume/suppose that S$.” Thus, S と し た ら literally means “if 1/We/you suppose that 
5.” This construction is usually used to present a hypothetical situation. It can also be used for an actual 
説明 situation (see Ex. 3), in which case the speaker is presenting the situation as if it were hypothetical 
in order to indicate something indirectly. も し here is optional. It emphasizes that the speaker is 
presenting the situation as a hypothetical one. 


: V-zg7 な い N は {な い / い な い )}= There is no N which/who does not V 
Va7 な い N は {な い / い な い }: 読め な い 漢 字 は な い : 分 か ら な い 人 は いな い 
. こ の クラ ス に は 、 宿 題 を し な い 学生 は いな い 。 休む 時 に 、 先 生 に 連絡 し な い 学 生 も いな い 。 
アニ メ が 好き な 若者 で 、 宮 崎 駿 の アニ メ を 見 た こと が な い 人 は いな い 。 

酸素 (oxygen) や 水 を 必要 と し な い 生 物 (if form) は 地球 に は いな い 。 

. やま ない 雨 は な いん で す よ 。 落ち 込ん で いな いで 元気 を 出 し まし ょ う 。 


例文 


英訳 Suppose ~; If ~; If you were to ~; If ~ was/were ~; If ~ V-ed; If ~ did notV 


文型 S-plain.non-paSt と し た ら 


1. も し タイ ム マ シー ン が ある と し た ら 、 ど の 時 代 に 行っ て 、 誰 に 会 っ て みた いで すか 。 
例文 2. これら の 辞書 の 中 で 、 も し どれ か 一 つ を 選ぶ と し た ら 、 や は り 電 子 辞書 に する だ ろう 。 
3. この 問題 が な 分から な いと し た ら 、 そ れ は あま り 勉 強し な か っ た と いう こと で す よ 。 


人 Noun が する 
頭 が が ん が ん する 。 【 人 の 気持 ちや 様子 を 表す オノ マト ペ 】 
・ 指 (snger) が ず き ず きす る 。 【 人 の 気持 ちや 様子 を 表す オノ マト ペ 】 


wm 一 


⑬X は Y に 当たる ;Y に 当たる X 
・「 笑 う 」 と いう 動詞 に 当たる 言葉 は 日 本 語 に は 「 笑 う ] し か あり ませ ん が 、… 【 読 2..10-11】 


説 に 当 た る in this context means “be equivalent to correspond to.” It is often used to contrast words/ 
phrases in two languages or organizations/professional titles in two countries. 


又は Y に 当たる =X corresponds to Y: X is equivalent to Yi X is equal to Y 
Y に 当たる ZZ は X だ =theZwhich is equivalent to Y is X: the Z which corresponds to Y is X 
文型 Ni は N。 に 当たる 
た: 押 本 の 環境 省 は アメ リカ の Fnvironmental Protection Agency に 当たる 。 
2. 日 本 語 の 「 い た だ きま す 」 や 「 ご ち そ うさ ま 」 に 当たる 言葉 は 英語 に は な い 。 
例文 3. 彼女 は 私 の 母 の 姉 の 娘 (daughter) で すか ら 、 私 の いと こ に 当たり ます 。 
4. 英語 の president に 当たる 言葉 は 、 日 本 語 の 場合 、 会 社 で は 「 社 長 ]、 大 学 で は 「 学 長 ]、 米 国 
政府 (government) で は 「 大 統領 」 で す 。 呼び 方 が 違う の で 気 を つけ て 下さ い 。 


英訳 本 文 


説明 This construction with onomatopoetic phrases is used to describe one's physiological/psychological 
state or the way something feels or looks. 


Note: There is no general structure or phrase in English which is equivalent to this construction. In 
English the equivalent ideas are expressed using adjectives or verbs (and sometimes verb plus adverb) . 


文型 N が [onomatopoeial する 
1. 机 が ガタ ガタ し て 、 書 き に くい 。 
. お 星 さ ま (sar) が キラ キラ し て 、 き れい だ な あ 。 
(⑨Sentence( と いう ) こ と に な る | 面接 の 前 は 緊張 し て 心臓 (the hear) が ドキ ドキ し た 。 
本 文 ・「 笑 う ] の 前 に オノ マト べ を つけ て 表現 する こと に な り ま す 。 [ 読 2 13-14] . 歯 が シ クシ ク す る 。 歯医者 に 行か な きゃ な ん な いけ ど 、 い や だ な あぁ 。 


S( と いう ) こ と に な る is usually preceded by a topic phrase (Ex. 1),a conditional clause (Ex. 3), or a . 明日 か ら 夏 休み が 始ま る と 思う と 、 心 が うき うき する 。 
説明 reasonclause (Ex. 2) , and indicates that the (non-)action, event or situation stated in the preceding 
| Phrase/clause leads to a logical conclusion or a certain situation. 


、・ ま だ 、 学 生 の くせ に よく お 洒 、 飲 ん で ます よ 。 (会 1:/13] 


: The conjunction くせ に is used when something commonly expected from information in the subordinate 
: clause (ie., the くせ に phrase/clause) does not happen or is not the case. In most situations, くせ に 
expresses the speakers anger, frustration or disagreement. This emotion is not directed toward the speaker 
himself7herself but toward the hearer or a third person. When < せ に js used, the subject of the main cause 
|and that of the subordinate clause must be the same. Thus, くせ に cannot be used in the following sentence: 


・ メ アリ ー は まだ 学生 {な の に /x の くせ に )}、 両 親 は 彼女 に 高い 車 を 買っ て や っ た 。 


英訳 end up (with):mean that ~; cause 


文型 Type1, Type 2c or Type 3 (Any forms are acceptable.) 


1. メ ー ル が 戻っ て 来 た と いう こと は 、 こ の アド レス は も う 使わ れ て いな いと いう こと に な る 。 
例文 2. 家賃 が 上 が っ た の で 、 引 っ 越 さ な け れ ば な ら な いこ と に な っ て し まっ た 。 
3. 今 の うち に 勉強 し て お か な いと 、 後 で 卒業 で き な い と いう こと に な る か も し れ な い 。 
⑩) (と いう ) 傾 向 が {ある / 見 られ る } 
本 文 ・ あ まり 使わ れ な いと いう 傾向 も あり ます 。 【 読 2 15.16) 


although ~; in spite of the fact that ~; and yet ~ 


This construction is used when someone or something has a tendency to do something. It is 
説明 a が る 
: commonly used in written language and formal speech. と いう is optional. 
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王 問 職 7 削 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ーーーー ド ボド 刊 
. 兄 は 自分 で 料理 し な いく せ に 、 いつ も 私 の 作っ た も の に 文句 を 言う 。 | 渓 字 表 
2. 妹 は 怖く て 夜 眠 れ な く な る くせ に 、 ホ ラー ムー ビー ば か り 見 て いる 。 
3. トム さん は 貧乏 な くせ に 、 ガ ソリ ン を た くさ ん 使う 高い スポ ー ツ カー に 乗っ て いる 。 画 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 圏 R 読み 方 を 覚え る 漢字 
4. 昔 は 、「 男 の くせ に 泣く の は よく な い 」 と か 「 女 の くせ に 強 す ぎる ] と か 言い まし た が 、 今 1 広まる ひろ まる 読 1 1 影響 メル を いい 部 有 の 向い 講 1 
で は そう 思う 人 は 少な く な っ て きた と 思い ます 。 ' 2 様々 (な ) さま ざま (な ) 1 2 欧米 お うべ い 読 1 
⑤ 話 し 言葉 の 縮 約 形 (contracted forms) 営 3 経済 けい ざい 読 1 3 出版 スル し ゅ っ ぱん ぇ ル 読 1 
- 動 よく お 酒 、 飲 ん で ます よ 。 [会 1:3 1 4 RD も と 読 1 4 第 二 次 世 界 大 戦 だ い に じ せ か いた いせ ん 読 1 
・ 記事 、 読 ん で た ん だ 。 (会 2 28】 5 読者 どく し ゃ 読 1 5 る 款 る な く な る 読 1 
説明 In casual conversation contracted forms are commonly used. | 「 6 増やす ふやす 読 1 6 - 頃 で 読 1 
0 1 7 少年 し ょ う ね ん 0 7 鼻 は な 読 1 
C. て な くち ゃ = ンー な く て は (いけ な い / な ら な い ): こ な きゃ = ニー な けれ ば (いけ な い / な ら な い ) 8 少女 COLE 読 1 8 活躍 スル か つや く ぇ ル 読 1 
同 E d こ ー ち ゃ う ニ = ニー て し まう : こ ちゃ っ た =ー て し まっ た | 9 - 向 け - むけ 読 1 9 放送 スル 8 そう ムル 読 ] 
@. ご と く = ニ ー こ て お く : こ と いた = ニー て お いた が 
tf こ た げ る = ニー て あげ る : こ た げた = て て あげ た 10 開く ひら く 読 1 10 芸術 げ い じゅ つ 読 1 
9. ご と いた げ る =ー こ て お いて あげ る | 11 方法 ほう ほう 読 1 1 人 類 2 る VS 読 ] 
1. レポ ー ト 、 今 、 書 いて る と こ ( ろ ) だ か ら 、 書 き 終わ っ た ら 見 て くれ る ? ss Lu i 9 AP > 
2. この 部 屋 じゃ 小さ すぎ て 、30 人 も 集まる パー ティ な ん て 出来 な いな あ 。 明 2 1 We 
3. 友達 を 空港 まで 送っ た げ な きゃ いけ な いか ら 、 明 日 は 、 早 く 起 き な く ちゃ 。 - 議 較 1 の 慰め や a 
上 先生 の 言っ た こと 、 ノ ー ト に 書い と か な いと 、 忘 れ ちゃ う よ 。 14 作品 " きく ひん 読 1 14 降る ふる 読 2 | 
5. 飲み 物 、 買 っ と いた か ら 、 何 も 持っ て 来 な く て いい よ 。 基 | jm むし 読 1 15 動作 どう き 読 | 
6. 私 も 宿題 を 出し に 行か な くち ゃ いけ な いか ら 、 マ イク の 宿題 も 出し と いた げ る 。 3 16 丸い まる い 読 1 16 鳴る な る 読 2 
⑬~( と いう ) わ け { で は な い / じゃ な い } 央 7 人物 じん ぶつ 読 1 17 傾向 けい S32 時 2 
本 文 ・ 壊 れ た わけ じゃ な いん で す が 、 パ イプ か ら ゴ ボ ゴ ボ と 変 な 音 が 一 [会 1:718】 8 - 年 代 - ね ん だ い 読 18 挙げ る あげ る 読 ら 
説明 (と いう ) わ け で は な い is used to deny a statement. The use of と いう does not change the statements 19 命 いのち 読 1 19 機会 きか い 読 ど 
で 20 生ん まう 1 読 1 20 適当 (な ) て きとう (な ) 練習 
英訳 Itsnot that ~; It doesnt mean that ~; I dontmean that ~; Is not true that ~; ITs not the case that ~ 21 ふみ ら ふ 読 1 21 鳴く な く 練習 
CSN SN we |  、 。、 還 旨 時 
文型 。ANa デキ エバ 23 よ の な か 読 1 23 階段 か い だ ん 会 1 
N/ANo {と いう / だ っ た / じ ゃ な い / じ ゃ な か っ た } わけ で は な い 24 より 読 2 24 血液 ( 型 ) けつ えき (が た ) 会 2 | 
.・ こ と いう わけ {で は な い / じ ゃ な い }:Type 3 25 し 学 肖 読 2 | | 
1. 漢字 が 苦手 だ と 言っ て も 、 全 然 書 け な い わけ で は な い 。 26 せ か いい ち 読 2 | 
2. 試験 の 点 が よけれ ば いい 成績 が 取れ る と いう わけ で は な い 。 宿題 や プロ ジェ クト も 大 切 だ 。 9 に る ー に あたる 読 2 
例文 3. お 金 の た め だ け に 働い て いる わけ で は な いけ れ ど 、 給料 は 高い 方 が いい 。 が 1 読 
: 4. この 料理 は まず いわ け で は な いけ ど 、 油 (oi) が 多い か ら 、 あま り 食 べら れ な い 。 seo | 
5. あの 人 が 嫌い な わけ で は な いん で す が 、 デ ー ト し た いと は 思い ませ ん 。 時 CE SR 
RN | 太字: 新しい 漢字 
__: 新しい 読み 方 
テバ 前 に 習っ た 単語 
TP : 前 に H で 習っ た 漢字 
174 175 


日 本 の 「 オ タク 文化 ] は よく 知ら れ て いま す が 、 
日 本 に は 「 カ ワイ イ 文 化 ! と いう の も ある こと を 
知っ て いま すか 。 例 えば 、 世 界 中 で 大 人 気 の ハ ロー 
キテ ィ は 日 本 で 生ま れ た 「 カ ワイ イ 文 化 」 の 代表 的 
な キャ ラク ター で す 。 キ ティ ちゃ ん の イラ スト は 、 
ニッ ポン ! 6 supplies) か ら 洋 服 、 時 計 、 本 の 

な も の に 使わ れ て いま すね 。 あ な た の 周り に も キ 


ティ ちゃ ん グッ ズ を 持っ て いる 人 が いま せん か 。 


⑥1976. 20098 SANRIO CO., LTD. 


「 か わい い 」| と いう 言葉 は どん な も の に 使わ れる の で し ょ うか 。 子 イヌ や 子 ネコ ? 赤ちゃん の 手 ? 
フリ ル の た くさ ん つい た (frilly) 洋服 ? 

日 本 で は 、 小 さい も の や 、 丸 く て フワ フワ し て いて や わら か そう な 感じ の も の を 「 か わい い ] と 表 
現す る 傾向 が あり ます 。 そ し て 、 ど ん な も の に で も 動物 や マン ガ 的 な か わい い シ ン ボ ルキ ャ ラク ター 
を 作っ て 楽し み ま す 。 下 の か わい い キ ャ ラク ター 達 は 何 の シ ン ボ ル か 分 か り ま すか 。 (8) ~(e) か ら 選 
/C0X92K 和 し よし うち 

① 


⑥ 滋 賀 県 彦根 市 

⑥ 日 清 食品 株 式 会 社 
⑥FUJIYA 
⑥DAIKIN.H.T.,2000 
⑥ 新 潮 社 / 大 買 デ ザイ ン 


清 食品 の 「 チ キン ラー メン 」 の キャ ラク ター 「 ひ よこ ちゃ ん 」。 


に っ し ん 


子 メ ー カ ー 不 二 家 の キャ ラク ター。 1958 年 生ま れ 永 遠 の (eermaD 6 歳 、 身長 100cm、 
15kg、 名 前 は 「 ペ コ ち ゃ ん 」。 


た いじ ゅ う 


これ ら の キャ ラク ター に つい て 、 も っ と 知り た い 人 は イン ター ネッ ト で 調べ て みて 下さ い 。 


日 本 の 


伝統 芸能 


げ い 


「 狂 言 と 笑い ] 

日 本 の 伝統 芸能 、 狂 計 
eee スト ー リ ー を 話す 
04963 物語 を 紹介 する 


の 形容 詞 


けい よう し 
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次 の 文 は 、 上 の どの 伝統 芸能 に つい て の 説明 で すか 。 
写る 人 れ な ぐさ MA。 


説明 が 難し いで すか ら 、 読 解 補助 ツー ル Geading-aid tool) を 使っ て 読み ま しょ う 。 (SeeL3 「 本 文 を 
読む 前 に 」) 同じ テキ スト が ht hobire: 9640.jp/preactivity/08/performance.html に あり ます 。 


イン ター ネッ ト な ど で 調 べ て 番 


( ) 「 能 ] と 「 能 | の 問 に 演じ られ る 喜劇 。 日 常 生活 に 見 られ る 「 笑 い 」 が テー マ 。 
演じ る 時 に 、 化 粧 を し た り 、 面 を つけ た り し な い 。 音楽 も あま りな い 。 


(  ) 人 形 を 使っ て 演じ られ る 江戸 時 代 の 悲劇 。 男女 の 恋愛 が 多い 。 
普通 は 三 人 で 一 つの 人 形 を 動か す 。「 浄 瑠璃 ] と 呼ば れる 伝統 的 な 音楽 で 物語 を 表す 。 


(  ) 「 能 面 ] と 呼ば れる 面 を つけ て 演じ られ る 悲劇 。 上 幽玄 の 世界 を 表す 。 ゆ っ くり し た 歌 
や 動き が 特徴 。 男 性 だ け で 演じ られ 、 女 性 の 役 も 男性 が する 。 


(  ) 顔 を 白く する 化粧 や 独特 の ジェ スチ ャ ー が 特徴 。 音 楽 も 歌 も 動作 も ダイ ナミ ッ ク で 
に ぎ や か な も の が 多い 。 男性 だ け で 演じ られ 、 女 性 の 役 も 男性 が する 。 


2 


あな た の 国 の 代表 的 な 伝統 芸 


QQ: | 日 本 の 伝統 芸能 


能 を 一 ー つ 選ん で 、 下 の 表 を 完成 し な さい (to complete) 。 


①~③ は 選ん だ 伝統 芸能 に 合 に ] うこ cs と 全部 に 〇 を し 証 じ 内 


リ よく 出 て くる 話 


・ 面 白い 話 

・ 悲し い 話 

・ 怖い 話 

ラブ ス トー リー 

ヒー ロー の 話 

ハッ ピー エン ド の 話 
・ 動物 の 話 

その 他 : 


パフ ォ ー マ ー の 特徴 
ユニ ー ク な 化粧 を する 
ユニ ー ク な コス チュ ー ム を 着る 
面 (mask) を する 
服 を 着 な い 

女性 だ け で 演じ る (toperorm) 
男性 だ け で 演じ る 
その 他 : 


日 本 の 「 桃 太郎 」 の よう に 、 


ん で 、 主 な 3 
以上 挙げ て 、 書き な さい 。 


話 の タイ トル | 


する こと 


| バ パフォー マン ス の 特徴 
・ 歌う 

WW る 

・ 楽 器 を 使う 

道具 を 使う 
ステ ー ジ セッ ト を 使う 
ユニ ー ク な 話し 方 歌い 方 を する 
ユニ ー ク な 動き を する 
一 人 で する 
その 他 : 


・ 始め た 人 、 ま た は 、 
大 き な 影 響 を 与え た 人 


伝統 芸能 の 名 前 


・ 始ま っ た 時 代 


・ 始ま っ た 場所 


あな た の 国 で 多く の 人 に 知ら れ て いる 有名 な 話 を 一 つ 選 


登場 人 物 (characters in a play) 守 人 挙げ 、 a 人 が 話 の 中 で する こ と を 三 "Dy 
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5 


きょう げん 


日 本 語 で は 、 笑 い は 様々 な 表現 で 表わさ れ ま す 。 例 えば 、 大 声 で 笑う 時 は 「 ゲ ラ ゲ ラ 」 笑い 、 
恥ず か し そう に 小さ い 声 で 笑う 時 は 「 ク スク ス 」| 笑い ます 。 他 に も 「 き ゃ っ きゃ っ 」 と 笑っ た り 、 
「 ワ ハハ 」 と 笑っ た り し ます が 、 皆 さん は 、 こ れ ら の 「 笑 い 」 に は 不 思 識 な カ が ある こと を 知っ 
て いま すか 。 実は 、「 笑 い 」 は 人 間 の 健康 と 深い 関係 が あり 、 そ の 効果 は 科学 的 に も 証明 され て 
いる の で す 。 

糖尿 病 (diabete と いう 病気 は 、 生 液 中 の 古 稿 値 blood-sugar leveD が 高く な る こ と に よっ て 起こ 
る 病気 で す が 、 あ る 科学 者 が 、 面 白い 話 を 聞か せ た 後 の 悪者 と 難し い 講 義 を 聞か せ た 後 の 悪者 の 
旭 糖 値 を 比べ る と いう 実験 を し て み ま し た 。 す る と 、 難 し い 講義 を 閉 い た 後 で は 平均 123 ミ リグ 
ラム も 上 が っ た 硬 矯 値 が 、 面 白い 話 を 聞い て 笑っ た 後 で は 、 平 均 77 ミ リグ ラム し か 上 が ら な か っ 
た と いう 結果 が 出 た そう で す 。 

また 、 血 液 の 中 に は 、 キラ ー 細 胞 (natural killer cells) と 呼ば れる ユニ ー ク な 名 前 の 細胞 が あり ます 。 
この 細胞 は 名 前 の 通り 、 ウ イル ス や 冶 細 胞 を 壊す か を 持っ て いて 、 キ ラー 細胞 が 増え れ ば 増え る 
ほど 、 多 く の 悪 い 細胞 が 減る の で す が 、「 笑い 」 に は この キラ ー 細 胞 を 増やす 効果 が ある と いう 
と も 爺 意 呈 計 (5E 

さて 、 人 間 の 健康 に と っ て 大 切な 行為 で ある 「 笑 い 」、 こ れ を 取り 入れ た 日 本 の 伝統 芸能 と 言 
えば 、 一 番 に 狂言 」 が 挙げ られ ます 。 手 言 と いう の は 、 歌 や 踊り が あま り 出 て こない 、 言 
を 中 心 と し た 劇 で 、14 世 紀 頃 に 劇 の 形 が 完成 し まし た 。 狂言 に は 、 主人 と 家 来 、 ce 
上 作 な ど 色 々 な 人 物 が 登場 し ます が 、 ど の 人 物 も どこ に で も いる 書 通 の 人 達 ば か り で 、 ス ー パ ー 
マン の よう な 超人 的 な ヒー ロー は 出 て きま せん 。 また 、 悲劇 の 主人 公 の よう な 人 物 も 出 て きま せ 
ん 。 こ の 普通 の 人 達 が 、 失 敗 し た り 、 う そ を つい た り 、 困 っ た りす る 様子 を 、 言 葉 や 動作 で ユー 
モラ ス に 表現 し て いる の が 手 言 で す 。 

また 、 狂 言 に は 、 話 の 途中 で 強い 人 と 謙 い 人 の 立場 が 逆 に な っ て し まう と いう 風刺 的 な 面白 
さも あり ます 。 例 えば 、「 主 人 は 自分 の 「 家 来 」 に 簡単 に だ まさ れ て し まい ます し 、 偉 そう 
に し て いた 「 親 ] が 「 子 供 ] に か ら か われ た り 、 超 人 的 な 力 を 持っ て いる は ず の 山伏 が 実際 は 


OR OI RI [ITCTTITTT TLLEITETI ETITIITTTTTOOTI TI TLIODTTTTOETED TOT TILE LIT ILIITT ELIITEEOITTTTT TCDDTITTTTT TEODOR FEITTTTODTTTOTTETDTT OTD 


取 ず か し 効果 科学 。 証明 起こ る 幅 者 。 請 逆 表 陸 - 
よ が っ た 通り 減る a 放し 。 雪 募 記 


間 堆 人 3 圭 8 立場 2 


無力 で 弱かっ た りす る と いう 話 が よく 出 て きま す 。 

昔 の 日 本 は 身分 の 差 が 大 き く 厳 し い 上 下関 係 が あり まし た 。 が 5 狂言 の 中 で は 、 身分 が 
高く て 立派 だ と 思わ れ て いる 人 が 、 バ カ な こと を し て 身分 が 低い 人 に 笑わ れる と いう 話 が よく 出 
て きま す 。 音 の 人 々 は 、 狂 言 の 中 に 偉い 人 や 超人 的 な 人 が 自分 達 と 変わ ら な い 普 通 の 人 と し て 
描か れ て いる 点 に 、 面 白 さ を 感じ た の で は な いで し ょ うか 。 

代表 的 な 狂言 の ー つ 、「 ぶ す 」 と いう 話 を 紹介 し まし ょ う 。 ある 日 、 主 人 が 二 人 の 家 来 に 、 自 
分 の 留守 中 に 「 ぶ す 」 と いう 名 前 の お そろ し い 幸 が 入っ て いる 桶 に は 絶対 に 近づか な いよ うに と 
言っ て 出かけ ます 。 し か し 、「 見 て は いけ な い 」| と 斉 わ れ て ます ます 見 た く な っ て し まっ た 二 人 
は 、 教 慢 で きず に 桶 の ふた を 開け て み ま し た 。 す る と 、 桶 の 中 か ら 、 甘 く て お いし そう な に お い 
が し て きま し た 。 実 は 、 桶 に 入っ て いた の は 「 お そろ し い 毒 ] で は な く て | 甘く て お いし い 黒 落 
灯 」 だ っ た の で す 。 も ちろ ん 、 二 人 は それ を 全部 食べ て し まい まし た 。 

さて 、 二 人 は 主人 に 謝っ た と 思い ます か 。 い いえ 、 二 人 は 逆 に 、 主 人 が 大 切 に し て いた 掛け 
軸 を 成っ た り 、 高 い 茶碗 を 割っ た り し まし た 。 そ し て 、 主 人 が 帰っ て 来る と 、 泣 き な が ら 「 大 変 
悪い こと を し て し まっ た の で 、 ぶ す を 食べ て 死 の うと 思っ た けれ と 死ね な か っ た | と 言い まし た 。 
自分 が 出かけ て いる 間 に 黒 落馬 を 食べ られ な いよ うに 、 素 だ と 言っ て 、 家 来 を だ まそ うと し た 主 
人 。 し か し 、 遂に 家 来 に 最 砂 導 を 全部 食べ られ て し まい 、 そ の 上 、 大 事 な 掛 け 電 を 成ら れ 、 高 い 
茶碗 も 割ら れ て し まっ た の で す 。 

皆さん は この 話 の どん な と ころ が 面白 いと 思い ます か 。 皆さん の 体 の 中 の キラ ー 細 胞 は 増え た 
で し ょ うか 。 こ の よう に 「 笑 い 」 は 伝統 芸能 の 中 に も 生き て いま す 。 そし て 、 芸術 の 中 の 「 笑 い 」 
も 、 毎 日 の 日 常 生活 の 中 で 生ま れる 「 笑 い 」 も 、 効 果 は 同じ で す 。 皆さん も 、 身 近 な 健康 法 と し 
て 、「 笑 い 」 を 見 直し て み ま せ ん か 。 


みる デー 
の うぶ た い 


UE 


人 


- 生 っ た 割っ た 


ぁ 太字 覚え る 単語 


: 3 で ん と う げ い の う : Nitraditional performing arts F 
i きょう げん FN kyogen (play) [comical plays performed during Noh : 
i RM ; : intermissions] i Ttl 
i リ ; は ず か し い : A fto be shy; be embarrassed; be ashamed 2 
! 3 ; か が く N science | 科学 的 (な ) (ANa) scientific | i 
i : : : 科学 者 (N) scientist : 
5 証明 1 し ょ うめ い : VN iproof| (を) 証明 ずる 4 
6 | (が ) 起 こる : お こる Wi i to occur; happen : 6 
7 愚者 1 か ん じゃ 1 N Rm ; 
8 | 講義 | こう ぎ N eee 7 
9 実験 じっけん : VN jexperiment;test | 実験 (を ) す る (Phr) to eee 8 
10j 平 均 上 : へ いき ん | N 1 mean : 8 
11 (が) 上 が る | あがる Wi i to rise; go up | 9 
12 : 細胞 : さい ぽう | N jcell (of living things) 1 11 
13 ウイ ルス : Eee ; 
14| 夫 | が ん に 5 : 12 
15 3 の 減る の NE0W1 : to decrease 許 3 
16: 行為 i ご うい ; N WC conduct 『 
17 (を ) 取 り 入 れる : と り い れる 8 adopt; take in 15 
18 踊り : お どり i N dance | 踊る (u-Vt) to dance 16 
19 中心 | ちゅ う し ん N center 
20 劇 i げき N | Play (performed on stage) 
21 | 完成 | か ん せい | VN completion | (一 が ) 完 成す る to complete; be completed ] 
22 : 主人 : し ゅ じん N | master; head of household; owner (of shops):one's husband 
23 : 家 来 けら い N subordinate warrior; servant : 17 
24 山伏 : や まぶし N iitinerant Buddhist monk ] 
25 : 登場 : と うじ ょ う i VN entering (on stage); appearing (on screen) | 
1 8 : ! 登場 する | 登場 人 物 (N) characters (in a play or novel) 18 
26 超人 的 (な ) また よう の あな MSA Luoda 
27 悲劇 ひげ き : N tragedy ] 
28 ! 主人 公 ツ し ゅ じん こう に NR main character : 19 
29i ユー モラ ス ( な ) 01 1 AN humorous ! 20 
30 i 途中 で i と ちゅ う で : Phr as the way; halfway eR 
31 | 立場 : た ちば : N : position; standpoint ] 
32 ! 風刺 1 ふう し | VN Me | (て を ) 風 刺す る [ 22 
33 ; (~~ を) だ ます iu-Ve ito deceive SD 
34 : 偉 そ うに する | えら そう に する Phr ie act important ; 23 
_35 | (ご を ) からかう 1 i Ve i to tease | 24 
36 i 無力 < 寺本 りく : N | powerless | 25 
37 身分 : み ぶ ん ; N ione's social position/status 上 
38 : 立派 (な ) りっぱ (な ) 1 ANa | splendid; fine; prominent; admirable | 
39 | パカ な こと を する | pmr ito dosfooHish thing | 27 
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リ 


QQ: | 日 本 の 伝統 芸能 


40 ; (を ) 描 く : えがく : u-Vt : to depict; describe 129 
臣 留守 3 す : N 5 away from home ; 
| 毒 1 どく | N LM 

43 3 棚 : お け ; N dea bucket 

44 i (~ に ) 近 づく : ちか づく . u-Vi to get closer; come near; approach : 31 
| が まん 7 VN ipatiencei tolerance |( 一 を / に ) 我 慢 す る 閣 

: i to have patience/put up with (something or someone) ] 

46 : ふた N ilid: cover 

471 に お い 0 ame | に お い が す る (Phr) to smell 潤 33 

48 : 黒 砂糖 We くろ ざと う : N i brown sugar | 34 
- 4 掛け軸 : か け じ く 9 二 の nioe scroll painting or calligraphy 1 36 
20! ( こ を ) 直 る | や ぶる Le JROsear | 

51 : 茶碗 ちゃ わん : N も rice bowl; teacup (for tea ceremony) 

52 : (~ を ) 割 る わる | u-Vt to break (a glass, window, plate, etc.) 
ji 常 MS じょう | N idaily routinei daily ~ 

54 : 身近 (な ) みち ぢ か (な ) . ANa - close to someone; handy; easily accessible 

55 - 法 1- ほ う : Suf we method 


日 本 語 に は よく 知ら れ て いる 「 イ 形容 詞 (:sdjeciw)]「 ナ 形容 詞 (zzadiectw)」 の 他 に 、 も う 一 つ 、 
あま り 知ら れ て いな い 形 容 詞 が あり ます 。「 本 当 ] 最高 和 「 特 別 ] な ど が その 例 で す 。 こ の よう な 


形容 詞 は 、 名 詞 を 修飾 する 時 (when they modify nouns) 、 「 の 」 を 付け る の で 「 ノ 形容 詞 ] (この 教科 
けい よう し めい し し ゅ うし ょ く っ けい よう し きょう か 


書 で の 記号 は ANo) と 呼ぶ こと に し ます 。 ( 例 : 本 当 の 話 、 最 高 の プ レ ゼ ント ) 

詞 を 修飾 する 時 に 「 の 」 を 使い ます が 、 名 詞 で は あり ませ ん 。 理由 は 、「 ノ 形 

の の 性 質 (nature; property) や 状 態 (state) を 表わす 言葉 で 、 名 詞 の よ hi te 主語 (subject や 目 
に な る こと は 出来 な いか ら で す 。 (例え ば 、 「 本 当 を 話す ] や 「 最 高 が 好き だ 」 と 〔 

「 ノ 形容 詞 」 が 動詞 (ve) や 他 の 形容 詞 を 修飾 する 時 は 、 形容 詞 」 と 同じ よう に 、「 に 」 が 
付き ます 。( 例 : 本 当 に 困っ て いる 、 最高 に うれ し い ) また 、 「 ノ 形容 詞 ] は 後ろ に 「 だ 」「 で す 」 
「 だ っ た 」「 じ ゃ な い 」 な ど が 付く きも 「 ナ 形容 詞 」 と 同じ で す 。( 例 : 本 当 だ 、 最 高 だ っ た ) 
「 ノ 形容 詞 ] で けけ 形容 詞 」 は 、 双子 の 兄弟 (twin brothe) の よう に 大 変 よ く 似 て いる (to look alike) 


sQ: | 日 本 の 伝統 芸能 


i 選手 > ストー リー を 話す 


きのこ に 追い か けら れ て 山伏 が 逃げ 出す 場面 と か 、 す っ ご く 面 白く て 笑え る ん だ 。 


還 昌 モニ カ : ほん と 、 面白 そう 。 
で も 、 よ く 考 えた ら 、 自 信 満 々 だ っ た の に 和 失敗 し た 山伏 が か わい そう に な っ ちゃ っ て 。 


E だ 力 あ 胡 で 9 机 光 。 
勇太 : 自分 に 自信 を 持つ こと も 大 切 だ と 思う けど 、 自 分 の 本 当 の カカ を 知る こと も 大 切 だ な っ 
て 、 結 構 、 考 えさ せら れ ち ゃ っ た 。 


モニ カ : 田 太 君 、 何 見 て る の ? 
> あ 、 モ ニカ 。 これ 、「 狂 言 」 の 写真 集 。 | 
中 三 カ ae 牡 法 っ で 。 日 本 の 伝統 芸能 の ? 


敵 あ 
5 一 末 : う ん 。 記 モカ | ラー ん 。 詳 を 聞い て た ら 、 私 も 視 た く な っ て きち ゃ っ た 。 
モニ カ : 狂言 っ て 、 確 か 日 本 の 昔 の コメ ディ な ん だ よね 。 勇 太 : うん 、 ぜ ひ 、 観 て みた らい いよ 。DVD が ある は ず だ か ら 。 
男 太 : う 一 ん 。 確 か に 章 劇 な ん だ けど 、 で も ちょ っ と 達 う よ う な 気 も する ん だ 。 モニカ : そう ね 。 探 し て みる 。 あ り が と う 。 
モー ニカ : ふう ん 。 で も 、 笑 える 話 な ん で し ょ 。 
10 モニカ: ふう ん 。 深 さ の ある 笑い ? 1 
男 太 : うん 、 例 えば 、 こ の 写真 の 「 く さび ら 」 っ て いう 話 山伏 と きのこ の 話 な ん だ けど PR 
さび ら 」 っ て いう 話 、 山 伏 と きのこ の 話 な ん だ けど 。 0 。 [< さび ら 」 と いう 話 を 皆さん に 紹介 し た いと 思い ます 。 こ 
モニ カ : 山伏 っ て ? 3 の 「 く さび ら 」 は 、 家 の 中 に きのこ が どん どん 生え 出し て 
男 太 : 簡単 に 言う と 、 山 で 仏教 の 修行 を し て いる 人 。 その 修行 の お か げ で 、 ス ー パ ー マ ン み | きた の で 、 困 っ て し まっ た 村人 が 、 山 伏 に きのこ を 消し て 
た いな 力 を 持っ て いる と 考え られ て いる ん だ 。 「 も ら お うと する 店 で す 。 山伏 と いう の は 、 山 で 仏教 の 修 在 
モー ニカ : へ え 。 で 、 そ れ は どん な 語 な の ? を し て いる 人 の こと で 、 登 場 人 物 は 、 村 人 と 山伏 と きのこ 
「 ta SU くさ びら 。 交会 
四 大 : うん 、 家 の 中 に 、 き の こ が ど ん どん 生え 出し て 困っ た 笠 人 が 、 山 伏 に 助け て 下さ いっ 衣 昌 です.。 て は 、 地 め ま す 。 
て 頼み に 行く ん だ 。 6 ァ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー PO 
rt | ある 日 、 突然 、 村 人 の 家 の 中 に 、 き の こと が ニョ キ ニ ョ キ 生 え 出 し まし た 。 び っ くり し た 和 村人 は 、 
で の ん それ で Y | きのこ を 一 生 懸 命 抜き まし た が 、1 本 抜く た びに 、 ま た 新しい きのこ が ニョ キ ニ ョ キ 生 えて き て 
秀太 : それ で 、 そ の 山伏 が 自分 の 祖 り の カ で きのこ を 消 そう と する ん だ けど 、 祈 れ ば 折る は | し まい ます 。 困 っ た 村人 達 は 、 山 伏 に お 願い し て 助け て も ら うこ と に し まし た 。 自分 に は 特別 な 
ど 、 き の こ が 増 え ち ゃ うん だ よ 。 | カ が ある と 信じ て いる 山 人 は 、「 私 が 折っ て 、 き の こ を 消し て あげ よう ]」 と 言っ て 村人 の 家 に や っ 
モニ カ : えー。 そ れ じ ゃ 、 逆 じゃ な い …。 TE | て 来 まし た 。 


と ころ が 、 こ の きのこ は 普通 の きのこ で は な く 、 目 や 鼻 や 手足 の よう な も の が ある の で す 。 る 
れ を 見 た 山伏 は と て も 驚き まし た が 、 き の こ を 消す た め に 「 ボ ロン ボロ 、 ポ ロン ボロ 」 と 祈り 始 | 
め ま し た 。 し か し 、 山 伏 が 析 れ ば 祈る ほど 、 消 える は ず の きのこ が 消え ず に 、 逆 に 増え て し まい 1 
ます 。 山 伏 は 一 生 革命 祈り まし た が 、 き の こ は ど ん どん 増え 続け 、 と うと う 家 中 が きのこ で いっ | 


いっ し ょ うけ ん めい 


55 | ば い に な っ て し まい まし た 。 そ れ で も 、 山 伏 が 祈り 続け て いる と 、 今 度 は きのこ 達 が 動き 出し 、 


勇太 : て 2 を ん だ よ 。 で 、 最 後 は 、 山 伏 が 自分 の 祈り の せい で も っ と 増え ちゃ っ た きのこ 達 
に 追い か けら れ て 、 逃 げ 出し ちゃ うっ て いう 話 。 
モニ カ : えっ 、 き の こ が 追 いか ける の ? 


男 太 そう な ん だ よ 。 こ の きのこ は 、 実 は 、 普通 の きのこ じゃ な く て 、 目 と か 鼻 と か 手 
k 3 


あし 


まで ある ん だ 。 
「 か みつ く ぞ ! か みつ く ぞ ! 」 と 言い な が ら 山 人 を 追い か け 始め まし た 。 i 
モニ カ : わあ ~。SF み た い だ ね れ 。 | | 
6 | 山伏 は 怖く て 怖く て 、 祈 っ て な ん て いら れ ま せん 。 そ し て 、 と うと う 「 助 け て くれ 、 助 け て く 
し 山伏 の 祈っ て いる 様子 と か 、 RA | れ 」 と 言い な が ら 逃 げ 出 し て し まい まし た 。 お し まい 。 
TT OTT OOOO TOTTIIOTTTTTTTIOTTTTTTTITTTTIIITITTITITTTTTTTIIITITTTTTTTTITITITITTTTTTTTTTTITITTTTTT TT ーー 。 の さ う ミ ーー に の ょ 4 EN 
r 4 泊 圭 っ A ・ 寺 § eo 送り i age a 喘 姜 a LM 隊 M 0 8 ETT A OOO 


1 | 
84 185 


ss | 日 本 の 伝統 芸能 


容 質問 
太字 = 覚え る 単語 


| 主人 、 家 来 A 家 来 B 
スト ー リ ー を 紹介 する 13 生生 間 間 CG AE Rb : 


14 : 突然 : とつぜん : Adv i suddenly 


会 語文 て 9 甘み 物 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
1 写真 集 : し じゃ し ん じ あ う i N 「book oF | s 1. 笑う こと は 、 何 と 関係 が あり ます か 。 そ の 例 と し て 、 ど ん な こと が 紹介 し て あり ます か 。 
2 確か た し か ; Adv : IfI remember correctly; if Tm not mistaken | : 2. 競 液 の 中 に は 、 ど ん な 細胞 が あり ます か 。 笑う こと と その 細胞 に は どん な 関係 が あり ます か 。 
i | i : 確か (な ) (ANa) certain; sure SD6 7 1 
HL Fe FR し 3 本 の の や いう の は 、 ど ん な 理 て すか 生 す の 各 を 上 よ 症 げ て さ い 
4 きのこ 上 才 NR | 1 4 狂言 に は 、 ど ん な 風刺 的 な 面白 さ が あ り ま すか 。 
5| 修行 : し ゅ ぎょ う ; VN | training and practicing religion, martial arts, et ] 5. 主人 は 出かけ る 時 に 、 二 人 の 家 来 に 何 を し て は いけ な いと 言っ て 出かけ まし た か 。 
i i : with an austere manner or attitude | (一 の ) 修行 を する 13 13 
6 | (一 が ) 生 える ! は える | EO sprout; come up; grow (plant, hair, etc.) | 9 ー 人 の 家 来 は 、 主人 が 出かけ た 後 、 何 を 見 て し まい まし た か 。 二 人 は 見 た も の を どう し まし た か 。 
7: も 5 N ivillage | 村人 (N) village people 1 16 1 7. 二 人 は その 後 、 何 を し まし た か 。 な ぜ そ ん な こと を し た と 思い ます か 。 
8 (~ を ) 消 す : け す | u-Vt io removei erase; turn off; put out (fire) | 19 8. 主人 が 帰っ て 来 て か ら 、 家 来 達 は 主人 に 何と 言い まし た か 。 
0 (て を) 追い か ける MK ri eG hs | を 9 主人 は 、 な ぜ 家 を 出る 時 、 家 来 達 に うそ を つい た と 思い ます か 。 
10 : 逃げる i に げ る i ru-Vi i to run away : 23 i 4 
1 自信 lb し ん i N | self-confidence | | 10. この 話 の 中 で 本 当 に だ まさ れ た 人 は 誰 だ っ た と 思い ます か 。 どん な 点 が 風刺 的 だ と 思い ます か 。 
. . 自信 満々 (な ) (ANa) with abundant self-confidence  : 4 多 で LR 60 いり MT 
12 か わい そう (な ) No i ANa | poor; pitiable : 31 9 : 
13 | (を ) 観 る 1 みる 人 My : to see/watch (a play, movie, sports game, etc.) | 35 読み 物 に ある 「 ぷ ぶす]」 の 話 を 演じ て (to act) み ま し よう 。 


15: ニ ョ キ ニ ョ キ | | Adv i springing up rapidly | 46 ま [ 通 放 融 会 話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
16 : ーー を u- ; : 1 > > > uh 
et be veitopulont 7 | 1 1 狂言 は コメ ディ で す が 、 勇 太 は 、 狂 言 は た だ の 面白 い 話 と 何 が 違う と 言っ て いま すか 。 
17: や っ て 来る や っ て くる i irr-V ito comei come up; show up ; 49 ees 人 いい 
: 人 ニュ ーー と いう "ん な 人 で すか こい る と 思い ます か 。 
18: 家 中 i い え じ ゅ う | N ithe whole house 5 2 山伏 てい う の は 、 ど ん な 人 で すか 。 今 の 日 本 に いる と 思い ます カ 
| (~ が ~ で ) い っ ぱい | i ; 3. 村人 達 は どん な こと に 困っ て 、 山 伏 に 何 を 頼み まし た か 。 それは 成功 し まし た か 。 
19 | に な る i Phr :to be filled up; be full 1 54 1 や まぶし 
1 ェ ー ーーーー ト ーー 4. 勇太 は 山伏 が か わい そう な 感じ が する と 言っ て いま す が 、 そ れ は な ぜ で すか 。 
20j そ れ で も ; ; Conj but (still); even so [55 MM 
21 | (に ) か みつ く : : u-Vi i to bite ; | 1 1 
22!- ぞ 3 1 i i 
: flexpress assertion (used mainly by men) ] 56 : 会 話 文 に ある 「 く さび ら 」 の 話 を 演じ て (to ad) み ま し ょ う 。 ! 
23 | Verb て くれ ; ; Phr i [a phrase used to make blunt informal commands or requests] 57 ! 0 えん | 
24! お し まい : ; N ithe end; closing : 58 | 村人 、 山伏 、 さ の こ ! 


や > みん な で 話し て みよ う 。 


日 本 の 伝統 芸能 の ビデ オ を 借り て 、 観 て み ま し ょ う 。 
どれ が 一 番 面 白かっ た で すか 。 どれ を 実際 に 観 て みた いと 思い まし た か 。 


a 自分 の 国 や 出身 地方 の 伝統 芸能 に つい て 話し な さい 。 
b それ は 日 本 の 伝統 芸能 と どん な と ころ が 似 て (wbesimilar) いま すか 。 ど ん な と ころ が 違い ます か 。 


げ い の う に 


勇太 の 意見 に つい て どう 思い ます か 。 自 信 を 持つ こと と 、 自 分 の 本 当 の 力 を 知る こと と 、 ど ちら 


ゆう た 


の 方 が 大 切 だ と 思い ます か 。 
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ペア ワー ク 回 国 昌 5 


kk リー レポ で 「3 匹 の こぶ た 」 の 話 を 紹介 し な さい 。 


人 


Pu EN RD pp BN pF NR ee 


ん 5 「3 匹 の こぶ た 」 っ て いう 話 、 知 っ て る ? 
うう ん 、 知 ら な い 。 ど ん な 話 ? 


< 「3 匹 の こぶ た ] っ て いう の は 、 こ ぶた と オオ カミ の 話 な ん た 。 
NISISSD7S2I = つの 

SI が た だ は 5 の だ の 政 供 の ご と 。 

: ああ 、 ぶ た の 子供 ね 。 じ ゃ 、 ぶ た の 子供 と オオ カミ の 話 か 。 


う ん 、 そ う 。 


えー、 面白 富 9 用 た 條 る 上 モ 万 
: 昔 、 ある 森 に 、 3 匹 の こぶ た が お 母さん と 一 緒 に 住ん で いた ん た 。 


う ん 。 


: みん な で 楽し く 暮 らし て いた ん だ けど 、 大 きく な っ た こぶ た 達 は 


家 を 作る こと に し て 、… 
92 それ が IT 


・ へ えー。 


の 9 
sr お ts お ids 


・ ぶ う ん 。 最後 が ハッ に ーー ゴーン ド で よ か っ 7 な 
RL gp 


、 あ る 日 、 そ れ ぞ れ 自 分 の 


9> 下 の パ ター ン を 使っ て 、 自 分 が 知っ て いる 話 を バー トナ ー に し て み ま し ょ う . 


(ER ED OD 


」 っ て いう 話 、 知 っ て る ? 
| っ て いう 映画 、 見 た ? 
」 っ て いう 本 、 読 ん だ ? 


EESTI 
。 ど ん な スト ー リ ー? 


の 話 な ん だ 。 


( 何 か コ メン ト す る ) 


お じまい 。 


o 


ss | 日 本 の 伝統 芸能 


»» 下 の 絵 を 見 て 、 バ パー トナ ー に 発表 形式 (form) で ス トー リー を 紹介 し な さい 。 


赤 ず きん ちゃ ん 


導入 (jntroduction 

私 は 「 赤 ずきん ちゃ ん 」 と いう 話 を 紹介 し た いと 思い ます 。 

これ は 、 小 さい 女の子 が 森 の 中 に 住ん を で いる お ば あさ ん に 食べ 物 
を 持っ て 行っ て 、 オ オカ ミ に 食べ られ て し まう と いう 話 で す 。 
登場 人 物 は 、 赤 ずきん ちゃ ん 、 お 母さん 、 お ば あさ ん 、 オ オカ ミ 、 
猟 師 (hune) で す 。 で は 、 始 め ま す 。 


あら すじ plot summary 
下 の 表 現 を 使っ て み ま し ょ う 。 順番 (ordey は 違っ て も いい で す 。 


ある 日 
それ で 


さて 


お か げ / せい 


最後 の 言葉 
(《 め で た し 、 め で た し 〉 
(〈《 お し まい 〉 


私 は 、「 」 と いう 話 を 紹介 し た いと 思い ます 。 
これ は 、 
( 話 の 内 容 を 1 文 か ら 文 で 簡単 に 紹介 する ) 
登場 人 物 は 、 
で は 、 始 め ま す 。 


あら すじ plot summary 
下 の 表 現 を 使っ て み ま し ょ う 。 順番 (order) は 違っ て も いい で す 。 


ある 日 


それ で 


お か げ / せい 


最後 の 言葉 
(めで た し 、 め で た し ) 
(《 お し まい 〉 


と いう 話 で す 。 


| ⑩ Noun は Noun (と / に ) 関係 が ある 


sQ: | 日 本 の 伝統 芸能 


文法 ノー ト 


| ・「 笑 い 」 は 人 間 の 健康 と 深い 関係 が あり 、 そ の 効果 は 科学 的 に も 証明 され て いる の で す 。 ( 陸 :45】 


‘This sentence pattern is used to show that X is related in some way to Y. The particle after the first 
: noun can be either と or に. When this pattern is used in relative clauses, の is commonly used after 関 
係 n place of が. (In general, の often replaces the particle が in relative clause constructions.) 


訳 IX は Y{ と / に ) 関係 が ある =X is related in some way to Yi X has something to do with Y 
ja.N, は N{ と / に } 関係 が ある 。  b.N( と / に } 関 係 【 が / の } あ る N。 
| s 経済 は 政治 (politics) と 深い 関係 が ある 。 
2. その トピ ッ ク に 関係 の ある 本 は この 列 に あり ます よ 。 
3. 授業 に 関係 の な い 質問 は し な いよ うに し まし ょ う 。 

4. それ は 、 僕 に は 関係 が な いか ら 、 知 ら な いな あ 。 


、・「 血 糖 値 (blood-sugarleve)」 が 高く な る こと に よっ て 起こ る 病気 で す が 、 一 [ 読 :6.7】 

| に よっ て jindicates the cause, the means, or the agent in passive sentences. 

| becausei because of due to; by V-ing; by means of via; throughi by 

|a.N に よっ て b. ~ こ と に よっ て :Type 2c 

1. ハイ ブリ ッ ド の 車 が 増え た こと に よっ て 、 町 の 空気 が きれ い に な っ て きま し た 。 [cause] 


2. 地球 温暖 化 (global warming) に よっ て 北極 (the North Pole) の 氷 (ice) が 溶け て (to mel) いる らし い 。 
お ん だ ん か ほっ きょく こおり っ [cause] 


3. イン ター ネッ ト で 調べ る こと に よっ て 、 世 界 中 で 今 起こ っ て いる こと を 知る こと が 出来 る 。hmeans] 
| 4. 言葉 は 、 話 し た り 読 ん だ り 書 いた りす る こと に よっ て 学ん で いく の で す 。 [means] 


5. 万 有 引 力 の 法則 (thelaw of universal gravitation) は ニュ ー ト ン に よっ て 発見 され まし た (tobe discovered) 。 
ば ん ゆう いん り ょ く ほう そく は っ けん [agent] 


| する と connects two sentences, Siand S。, in the following situations: 
説明 (1) The action in Scauses what is said in S。. (Exs. 1 and 2) 
(2) The action in S, leads to the discovery of what is said in S。. (Ex. 3) 
(3) From the information implied in Sthe speaker confirms that S。is the case. (Ex. 4) 


i ・ 青 と 黄色 の 絵の具 (colors) を 混ぜ ます (to mix) 。 す る と 、 緑 色 に な り ま す 。 


2. か め (turtle) は 一 生 懸 命 走っ て 行き まし た 。 す る と 、 う さ ぎ (rabbi) が 途中 で 寝 て いる の が 見 え 
ま じ レ た 。 いっ し ょ うけ ん めい と ちゅ う 


3. この アイ コン を クリ ッ ク し て 下さ い 。 す る と 、 コ ンピュータ の 画面 (sqeen) の 文字 が 大 きく な | 
、。 り ま す 。 | 
4. A: 田中 さん は 、 明 日 の 会 議 に 出 ら れ な いそ う で す よ 。 

| B: す る と 、 誰 か 他 の 人 が 出 な く て は いけ な いと いう こと で すね 。 


* この 細胞 は 名 前 の 通り 、 ウイ ルス や 癌 細胞 を 壊す 力 を 持っ て いて 、 ーー 【 読 :712】 
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sQ: | 日 本 の 伝統 芸能 


: When 通り is modified by a verb or a noun, it means “the way as someone does; as something indicates.” 
「 通り can also be used as a suffix, in which case 通り js directly affixed to nouns and the pronunciation 
changes to どおり . 


: the wayi as exactly like; following; according to 
_a.Vplain 通 り ( に ): 言 う 通り (に ) 聞い た 通り (に ): 教 え て も ら っ た 通り (に ): 思 っ た 通り (に ) 
文型 b,N の 通り に : 約 束 の 通り (に ): 説 明 の 通り (に ): 計画 の 通り (に ) 

・N 通 り ( に ): 約 東通 り (に): 説 明 通 り (に ): 計画 通り (に ) 

母 が 教え て くれ た 通り 作っ た ら 、 お いし い ケ ー キ が で きた 。 

空手 部 で は 、 先輩 に 言わ れ た 通り に し な いと 、 怒 られ て し まう 。 

日 本 の ファ ミリ ー レ ス トラ ン の 店 員 は 、 みん な マニ ュ ア ル の 通り に 話す か ら 、 ロ ボッ ト み た い だ 。 
ここ に 答え を 書い て 下さ い 。 


ES 
・「 狂 言 ] と いう の は 、 歌 や 踊り が あま り 出 て こない 、 言 葉 を 中 心 と し た 劇 で 、~ 【 読 :.16-17】 


きょう けん 
'N を 中 心 【 と / に } す る literally means “to make N the center.” This phrase is usually used in two forms: 
| (a)N を 中 心 { と / に } (し て ) to modify verbs, and (b)N を 中 心 1{ と / に } し た to modify nouns. The 
‘phrase indicates that something takes place around N or with N as the center/focus, or that someone 
i does something focusing on N. 


oo 


[ (centering) aroundi focusing on; mainly; with N as the center/focus/leader/etc. 
ja.N を 中 心 【{ と / に } (し て ) b. N, を 中 心 【 と / に } し た N。 (=N; 中 心 の N2) 

1. 古代 (ancient times) の ヨー ロッ パ は ロー マ を 中 心 と し て 発展 し た (to develop) 。 

2 地球 や 火星 、 木星 、 金星 な どの 惑星 (planesy) は 、 太陽 を 中 心 と し て 回 っ て いる 。 

例文 3. 宗教 に 熱心 な 信者 は 、 宗 教 活動 を 中 心 に 生活 を し て いる 。 

4 

5 


例文 


A の や 一 


指示 (instruction) 通り に 、 
Pt ど お 


4. 台風 が 近づい て いる た め 、 九 州 を 中 心 に 大 雨 が 降っ て いる 。 
た いふ う ちか お お あめ 


一 ば ー ほ ど と 
. 私 は 、 最 近 、 日 本 の 若者 言葉 を 中 心 と し た 言葉 の 研究 を し て いま す 。 


・ キ ラー ー 細 胞 が 増 えれ ば 増え る ほど と 、 多 く の 悪 い 細胞 が 減る の で す が 、…- 【 読 :/.12-13】 


本 文 ・ 祈 れ ば 祈る ほど 、 きのこ が 増え ちゃ うん だ よ 。 [会 : 19-20】 ⑨※ー 
・ 山伏 が 祈 れ ば 祈る ほど 、 消 える は ず の きのこ が 消え ず に 、 逆 に 増え て し まい ます 。 ス : /53-54) 」 


・ 強い 人 と 弱 い 人 の 立場 が 逆 に な っ て し まう と いう 風刺 的 な 面白 さも あり ます 。【 読 : 22-23】 
・ 二 人 は 逆 に 、 主 人 が 大 切 に し て いた 掛け 軸 を 破っ た り 、 高 い 茶碗 を 割っ た り し まし た 。【 読 :36-37】 
2 が レミ 逆 に 家 来 に 黒 砂糖 を 全部 食べ られ て し まい 【 読 :740】 
・ え ーー。 それ じ ゃ 、 逆 じゃ な い …。 (会 :721】 
: 逆 is used to indicate that X's way of doing something is the opposite of Y's way of doing it or that 
「 the way X is or the way X happens is the opposite of the way Y is or the way Y happens. In different 


contexts, 逆 indicates that X's way of doing something, the way X is or the way X happens is the 
opposite of the way which is common expected or intended. 


逆 だ =be opposite; the other way 逆 に V= in the opposite direction; the other way; the wrong way; 
英訳 contrary to one's expectation; contrary to one's intention; conversely 逆 の N = opposite Ni the reverse 
ofN 


a.X は 逆 だ b. 逆 に V c. 逆 の N 
. 日 本 と 私 の 国 は 、 朝 と 夜 が 逆 だ 。 今 、 こ ちら は 午後 9 時 だ が 、 日 本 は 午前 10 時 だ 。 
私 と 両親 の 考え は いつ も 逆 だ 。 ど うし て こん な に 意見 が 違う の だ ろう 。 
. ダイ エッ ト の た め に 運動 を 始め た ら 、 お 腹 が すい て た く さん 食べ て し まい 、 逆 に 太っ て し まっ た 。 
日 本 語 で 数 字 (numeral) を 100 か ら 逆 に 数 えて ( (to count) みて 下さ い 。 
on ) の 道 だ と いう こと を 知ら な いで 、 逆 の 方 向 (directon) に 進 ん で (to go forward) し ま 
\、 警察 に つか まっ て し まっ た 。 


This structure is used when the more something happens or is in some state, the more another thing 
happens or is in some state. 


英訳 The (more) ~ , the (more) ~ 

a. {V/A} -cond {V/A} -plain ほど (When V is a suru-verb, the second VN is usually omitted.): 食べ れ ば 食べ 
る ほど : 勉 強 す れ ば (勉強 ) す る ほど : 安 けれ ば 安い ほど 

b. ANa な ら ANa な ほど : 便 利 な ら 便利 な ほど 

c. {ANa/NP} で あれ ば (ANa/NP} で ) ある ほど : 便利 で あれ ば (便利 で ) ある ほど : いい 学生 で あれ ば 
(いい 学生 で ) ある ほど 

1. 外国 語 は 話せ ば 話す ほど 、 上 手 に な り ま す 。 そ し て 、 読 め ば 読む ほど 、 ON 

2. 運動 すれ ば (運動 ) す る ほど 、 健 康 に な れる し 、 や せら れる か ら 、 運 動 は 一 一 鳥 で すね 。 

8 アパ イー ト は 駅 に 近けれ は 近い ほど 家賃 が 高 < な 逆 に 、 EE 

4. 親 が 立派 で あれ ば ある ほ と 、 子供 は プレ ッ シ ャ ー を 感じ て し まう よう だ 。 

5. いい 大 学 で あれ ば ある ほど 入る の が 難し いで す 。 


本 文 


例文 


dt 


・ さて 、 人 間 の 健康 に と っ て 大 切な 行為 で ある 「 笑 い ]、 一 【 読 :415】 
6 二 人 は 主人 に 謝 っ た と 思い ます か 。 【 読 :736】 
さて always occurs at the beginning of a sentence and signals that (a) the speaker/writer is beginning a [9 】 ~ は ず 
new topic (the new topic and the previous topic may be part of the same discourse), (b) the speaker/ | : 


writer is going to ask a question about the information just provided, or (c) the speaker is leaving. さ 
て is not used in casual situations. 


英訳 well; now; well now 
文型 ーー さて 、:85。 


、 観 た ビデ オ か ら 、 文 楽 や 歌舞 伎 は 江戸 時 代 に 一 般 の 人 々 に も 広 が っ た と いつ うこ 88 お か 
さて 次 に 紹介 する の は 、 これ も 江戸 時 代 に 一 般 の 人 に も 楽し まれ る よう に な っ た 


本 文 


「・ 超 人 的 な 力 を 持っ て いる は ず の 山伏 が 実際 は 無力 で 懐か っ た りす る と いう 話 が ー 【 読 :2425) 
本 文 ・ ぜひ 、 観 て みた らい いよ 。DVD が ある は ず だ か ら 。 会 :739 
|・ 山伏 が 祈 れ ば 祈る ほど 、 消 える は ず の きのこ が 消え ず に 、 逆 に 増え て し まい ます 。 ス :53.54】 


The dependent noun は ず indicates that the speaker/writer or someone he/she empathizes with (e.g., 
the main character in a story) believes or expects that what is stated before は ず is true based on his/her 
説明 knowledge or memory at the moment of speech or at the time of the event stated in the main clause. The 
" negative form can be either ~ な い は ず だ or~ は ず が な い . However, the sense of negation is stronger in 


茶道 で す 。 は ず が な い . When S は ず だ modifies a noun, の must be used between は ず and the noun. 
2. ある 日 、 う さ ぎ (rabbit と か め (turtle) が 競走 (race) を し まし た 。 さ て 、 ど ちら が レー ス に 勝っ た 英訳 | should; I expect that ~ ; I believe that ~ 

で し ょ うか 。 | 
| a 。 文型 Type2b 
3. さて 、 も う 遅 いで すか ら 、 今 日 は これ で 失礼 し ます 。 
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. あの 映画 は 面白 い は ず だ よ 。 映画 専攻 の 友達 が 3 回 も 観 た っ て 言っ て た か ら 。 
. その 本 な ら 、 大 学 の 図書 館 に 行け ば 、 あ る は ず だ よ 。 僕 も 前 に 借り た こと が ある か ら 。 
9 田中 さん か ら メ ー ル の 返事 が 来 な い 。 送っ た は ず の メー ル が 届か (toreach) な か っ た よう だ 。 

・ 今月 の 家賃 を 払っ た は ず な の に 、 大 家 さ ん に まだ も ら っ て いな いと 言わ れ た 。 変 だ な あ 。 

. その 野球 選手 は 、 道 具 を 作っ て くれ た 人 達 の こと を 考え た ら 、 バ ッ ト を 折っ た り 、 グ ロー ブ 
を 投げ た りす る な ん て 出来 る は ず が な いと 言っ た 。 


例文 


CTW Pe CO 


 ・ 普通 の 人 と し て 描か れ て いる 点 に 、 面 白 さ を 感じ た の で は な いで し ょ うか 。 


点 is used to mean “point” (in the sense of a single fact, idea, or opinion in an argument, discussion, 
: etc.) , “aspect,” or “viewpoint/standpoint.” 


【 読 : /.28-29】 


: Pointi aspect standpoint viewpoint respect  S( と いう ) 点 が =the fact that ~ 
i Nt と いう / の } 点 で (は )= in terms of ~ ; with regard to ~ : with respect to ~ S( と いう ) 点 で =in that ~ 


a.S+ と いう 点 :Type 1 b. S+ 点 :Type 2c c. DemA 点 : その 点 d. N{ と いう / の } 点 

1. この 点 に つい て 、 も う 一 度 、 説 明 し て いた だ け ま せん か 。 
2. この 留学 プロ グラ ム は 、 ホ ー ム ステ イ が 出来 る と いう 点 が 、 セ ー ル スポ イン ト で すね 。 

例文 3. 店 に 行か な く て も 買い 物 が 出来 る と いう 点 が 、 ネ ッ ト シ ョ ッ ピ ング に 人 気 が あ る 点 で す 。 
4 
5 


英訳 


4. サー ビス と いう 点 で は 、 日 本 の デパ ー ト は 最高 だ 。 
. この 車 は ガソリン が な く て も 走れ る と いう 点 で 環境 (environment) に いい で す が 、 値 段 が 高い で す 。 


:・ し か し 、「 見 て は いけ な い ] と 言わ れ て ます ます 見 た く な っ て し まっ た 二 人 は 、- 【 読 :.32-33】 
EN 山伏 の 祈っ て いる 様子 と か 、 山伏 が 祈る た びに ます ます 増え て し まう きのこ と か 、-。 会 :/28】 


ます ます occurs with verbs the adverbial forms of adjectives and adverbs. It indicates that something 
: happens to an even greater (or lesser) degree than before. ます ます is not used for future controllable 
説明 actions, as seen below: 


・{ も っ と も っ と /xX ま すま す } が ん ば っ て 下さ い 。 
・ 漢 字 を {も っ と も っ と /Xx ま すま す } 勉 強し ます 。 
: more and morei -er and -eri increasingly even more; even -er; still morei still -er 
a ます ます (~)V: ます ます 減る ;, ます ます 雪が 降る ; ます ます 興味 を な くす 
文型 b. ます ます A-stem く な る : ま すま す 寒 く な る c. ます ます ANa に な る : ま すま す 元 気 に な る 

d. ます ます Adv: ます ます ゆめ っ くり 

・ 漢字 を 覚え れ ば 覚え る ほど 、 単 語 の 数 が ます ます 増え て 、 ま すま す 日 本 語 が 分 か る よう に な 

| り ま す よ 。 
例文 2. 台風 が 近づい て きた の で 、 風 が ます ます 強く な っ て きた 。 

3. デー ト を し 始め て 、 彼 の こと が ます ます 好き に な っ た 。 

4. 歌 の 次 に ダン ス が 始ま り ま し た 。 す る と 、 ま すま す た く さん の 人 が 集まっ て 来 ま し た 。 


上 り Verb-asu 直 す 
本 文 ・ 皆 さん も 、 身 近 な 健康 法 と し て 、「 笑 い 」 を 見 直し て み ま せ ん か 。 ( 読 : 44-45】 


説明 直す ,whenattached to the zz-stems of verbs, creates compound verbs with the meaning “again; re-.” 


英訳 again; re-V 


文型 V-masu 直す: 書き 直す : 読 み 直す : 考 え 直 す 


た oOo PO 一 


ss» | 日 本 の 伝統 芸能 


. この 作文 は 、 コ ンピュータ で 書き 直し て 、 来 週 の 月 曜日 に 出し て 下さ い 。 

. 分 か ら な い 時 は 、 も う 一 度 、 読 み 直 し て みる と いい で す よ 。 

. ビデ オ の 日 本 語 が 分 か ら な か っ た の で 、 も う 一 度 、 聞 き 直 し た ら 、 今 度 は よく 分 か っ た 。 
. 今 、 ち ょ っ と 忙し く て 、 電 話 で 話し て られ な いか ら 、 後 で 私 か ら か け 直 し て も いい ? 


⑬~ こ と は 一 (が / け れ ど ) 


本 文 


⑯) どん どん 


™ ・ 山 伏 が 自分 の 祈り の せい で も っ と 増え ちゃ っ た きのこ 達 に 追い か けら れ て 、 て [会 : 22-23】 


例文 


本 文 ・ 


・ 笑 える こと は 笑え る ん だ けど 、 そ の 笑い に 深 さ が ある よう な 気 が す る ん だ よ 。 会 :79 


This structure is used when the speaker/writer admits that a proposition is true but wants to qualify 
: the proposition with an additional remark. 


It is certainly true that ~ , but; indeed ~ , but; do V ~ , but; ~ IS/ARE/WAS/etc. ~ , but 
a. {V/A}-plain.aff こと は {V/A} -plain.af: 行く こと は {行く / 行 っ た } が : 行っ た こと は 行っ た が : 安い こ 


と は {安い / 安 か っ た } が : 安 か っ た こと は 安かっ た が 

. ANa {な / だ っ た } こ と は ANa {だ / だ っ た } が : 便利 な こと は 便利 {だ / だ っ た } が; 便利 だ っ た こと は 
便利 だ っ た が 
iC.NP は NP {だ / だ っ た } が: いい 人 は いい 人 {だ / だ っ た } が 
jd. NP {だ っ た } こ と は NP {だ / だ っ た } が : い い 人 だ っ た こと は いい 人 だ っ た が 
] ・ 黒澤 明 の 「 七 人 の 侍 」 と いう 映画 は 面白 いこ と は 面白 いけ ど 、 ち ょ っ と 長 す ぎる と 思う 。 
2. 作文 を 書い た こと は 書い た けれ ど 、 ま だ 間違い が た くさ ん ある か ら 書 き 直 さ な く て は いけ な い 。 
3. 私 は テニ ス を する こと は し ます が 、 あ まり 上 手 じ ゃ あり ませ ん 。 

. この アパ ー ト は 駅 に 近く て 便利 な こと は 便利 だ けれ ど 、 家賃 が と て も 高い で す 。 

.- あの 人 は 、 い い 人 は いい 人 だ けど 、 ち ょ っ と が ん こ (stubborn) だ ね 。 


・ その 修行 の お か け で 、 スー パー マン みた いな 力 を 持っ て いる と 考え られ て いる ん だ 。 [会 :/13-14】 


Both お か げ and せい are dependent nouns indicating cause. The former is used when the cause brings 
: about a desirable result, and the latter when the cause brings about an unwanted result. 


1. 友達 が 手伝っ て くれ た お か げ で 、 仕 事 が 早く 終わ っ た 。 
2. 大 学院 で 勉強 で きる の は 、 授 業 料 を 払っ て くれ る 兄 の お か げ だ 。 

3. 昨日 、 学校 へ 行く 途中 で 交通 事故 に あっ た (to encounter traffic accident) が 、 シ ー ト ベル ト の お か げ 
で 、 命 が 助かっ た 。 

4. ゆう べ 飲 み 過 ぎ た せ いで 、 朝 か ら 頭 が ガン ガン する 。 

5. 1 日 中 ユン ピュ ー タ を 使っ て いる せい で 、 目 が 悪く な っ て し まっ た 。 

6. A: チー ム が 負け た の は 、 ピ ッ チ ャ ー が 弱かっ た せい だ 。 
B: そん な こと な いよ 。 ピッ チャ ー だ け の せい じゃ な いよ 。 


・ き の こ が ど ん どん 生え 出し て 困っ た 村人 が 、~ [会 :/16】 
この 「 く さび ら 」 は 、 家 の 中 に きのこ が どん どん 生え 出し て きた の で 、~ [【 ス :740-42】 
・ 山 伏 は 一 生 懸 命 折 り ま し た が 、 き の こ は ど ん どん 増え 続け 、~ 2:/54 


いっ し ょ うけ ん めい 
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1 日 本 の 伝統 芸能 
本 エー っ 
どん どん expresses the idea that something proceeds from one stage to another or continues to happen 7 類 に 表 
at a fast pace with no delay, or that someone keeps doing something with no hesitation. In some | 
situations, both ます ます and どん どん can be used. For example, ます ます can be used in place of ど ュ っ < を 覚え る 漢字 
説明 ん どん in Exs. 1, 2 and 3、although ます ます does not convey the idea that something happens at a fast 圏 RW _ 読み 方 ・ 書 を 方 を 覚え る 漢字 画 R 読み 方 覚 
pace. Thus, ます ます cannot replace どん どん jn Ex. 2 , where the point of the sentence is the fact that 臣 効果 こう か 読 1 陣 ず か し い は ず か し い 読 
the ice in Greenland is melting at a fast pace. ます ます cannot be used in Ex. 4, either, because this is a 3 
fature controllable action. (See 文法 ノー ト ⑳ above.) Ei 2 科学 (者 ) か が く ( し ゃ ) 読 2 証明 ぇ ル し ょ うめ い ぇ ル 読 
at a fast pace; one after another; keep V-ing vigorously; with no hesitation; with no delay 9 起こ る お こる 読 3 患者 か ん じゃ 読 
4 実験 じっけん 読 4 講義 こう ぎ 読 
1. [と びら 」 で 勉強 する よう に な っ て 、 学 生 た ち は 日 本 語 が どん どん 上 手 に な っ て きた 。 5 上 が る あがる 読 5 平均 へ いき ん 読 
"3 地球 温暖 化 (global warming) の せい で 、 の りー ニシ ウッ ド の 氷 (ice) が どん と ん 溶け て (to melt) いる そ 6 通り (に ) 、 ァ お ぉ り ( に ) 読 6 踊り / 踊 る お どり / お どる 読 
うだ 。 0 
例文 2 読 7 劇 げき 読 
3. 日 食 (olredips を 見 て いる うち に 、 ど ん どん 空 が 暗く な っ て き て 、 つ い に 真っ 暗 に な っ て し | 7 減る eR s 
まっ た | 8 取り 入れ る と り い れる 読 8 普通 ふつ う 読 
まっ た 。 
4. 分 か ら な か っ た ら 、 ど ん どん 質問 し て 下さ い 。 フ ィ ー ド バッ ク も どん どん し て 下さ いね 。 因 9 中 心 ちゅ うし ん 読 9 悲 劇 ひげ き 
一 た びに | 10 完成 スル か ん せい ぇ メル 読 10 途中 と ちゅ う 4 読 
3 と ぅ じょう い うに えら い / え ら そ うに する 読 
山伏 が 祈る た びに ます ます 増え て し まう きのこ と か 、~ 会 728) 11 登場 えッ と うじ ょ う ス ん 時 eK 10 
・1 本 抜く た びに 、 ま た 新しい きのこ が ニョ キ ニ ョ キ 生 えて き て し まい ます 。 は ス :747-48】 12 主人 公 し ゅ じん こう 読 12 身分 み ぶ ん 
た びに expresses the idea that each time someone does something, something else takes place. When 13 立場 た ちば 読 13 立派 (な ) りっぱ (な ) 読 
説明 た びに is modified by a noun, the noun refers to an action (e.g., 旅行 、 計算 (calculation) ) ,event (e.g., ーー る す 読 
お 祭り 、 テ スト )、or a certain time (e.g., クリ スマ ス 、 休み) . むこ a 14 逆 ぎゃ く 読 14 留守 2 
まつ 読 
every time; each time; on every ~ ; whenever 15 低い ひく い 読 15 毒 どく 
a.V-plain.non-past た びに b. N の た びに 0 16 一点 ー て ん 読 16 甘い あま い 読 
1. 私 は も う 5 回 も 日 本 に 行っ て いま す 。 行 く た び に 、 新 し いこ と を 学ん で 帰り ます 。 17 近づく ちか づく 読 17 謝る あや まる 読 
2. ポチ は 僕 が 大 学 に 入る 前 は まだ 子犬 だ っ た の に 、 休 み に 家 に 帰る た びに 、 ど ん どん 大 きく な っ 18 日 常 (3 きち 馬 み う 読 18 破る や ぶる 読 
2 て いる 。 19 - 法 - ほ う 読 19 割る わる 
き の チ ー ム は 試合 に 出る た びに 3 な な 、 3 
3. 私 の 大 学 の チー ム は 試合 に 出る た びに 、 負 け て し まう 。 も っ と 強く な っ て ほし いな あ 。 20 Verb 直 す ーー なおす 読 20 身近 (な ) みち ぢ か (な ) 読 
4. 母 が 病気 な の で 、 休 み の た びに 家 に 帰る よう に し て いま す 。 a 和 2| 喜劇 き げ き 会 
5. 彼 は 、 デ ー ト の た びに お いし い レ スト ラン に 連れ て 行っ て くれ る 。 「 21 写真 し 3 ん 
ゆ と う と 2 22 確か (な ) た し か (な ) 会 22 追い か ける お いか ける 
う と コ と っ 
を う : 23 生え る は える 会 23 逃げ る に げ る 会 
- 自 きのこ は どん どん 増え 続け 、 と うと う 家 中 が きのこ で いっ ぱい に な っ て し まい まし た 。[ ス : 754-55】 トー & る 1 
a どー x 
・ と うと う 「 助 けり て くれ 、 助 け て くれ ] と 言い な が ら 逃 げ 出 し て し まい まし た 。【 ス :1L57-58】 24 村 9 お a a 
ご ゅ へ 
と うと 3 う indicates that an expected situation has occurred after an extended period of time. The 25 自信 じしん 25 探す き が す 
説明 adverb つい に is similar to と うと う and can be used in place of と うと う . つい に is more 26 突然 と つ ぜ ん ス 
formal. (See L5, 文法 ノー ト ) 
27 抜く ぬく ス 
英訳 finally; at (long) last; eventually: in the end; after al ーー 
28 怖い こわ い ス 
se と うと う V 
と の と う 博士 論文 (dissertation) が 完成 し た 。 5 年 も か か っ て し まっ た 。 
12. 子供 の 時 か ら 長 い 間 練 習 し 続け て 、 と うと う オ リン ピッ ク に 参加 する こと が 出来 た 。 ーーー 
3. 彼 は 、 そ の 数 学 の 問題 を 何時 間 も 考 えた が 、 答 え が 分 か ら な か っ た の で 、 と うと う あ きら め て 洒 所 び 条 DI 本 
例文 | し まっ た 。 _  : 新 し い 読 み 方 
4 彼 は 医者 の アド バイ ス を 聞か な いで タバ コ を 吸い 続け 、 と 28 う 肺 ガン (lung cancer) に id し mh : 前 に 習っ た 単語 
( まっ た 。 大 に FR ・ 前 に R で 習っ た 漢字 | 
5. 15 年 も 飼っ て いた 犬 が 、 年 を 取っ て と うと う 死ん で し まっ た の で 、 と て も 悲し い 。 ES EN ノ 
197 


現在 の 日 本 に は 様々 な 音楽 が あふ れ て (to overHow) いま す 。 世 界 の 若者 に 大 人 
寺 の り ポア 詞 メ タン グ 、 太鼓 や 三味 線 や 琴 な ど を 使っ た 日 本 の 伝統 音楽 、 
それ か ら 、 ク ラシック 、 ロ ッ ク 、 ジ ャ ズ な ど な ど 。 日 本 は 世界 中 で 最も 音楽 の 
種類 の 多い 国 の 一 つと 言え る で し ょ う 。 し か し 、 日 本 人 に 「 あ な た の 心 に 残る 
日 本 の 歌 ri と 聞く と 、 子 供 の 時 に 覚え た 歌 を 挙げ ける 人 が 多い の で は 

な いで し ょ うか 。 大 人 で も 子供 で も 男性 で も 女性 で も 、 メ ロディ ー を 聞い た ら 


誰 で も すぐ に 歌え る 歌 。 日 本 に は そん な 歌 が た くさ ん あり ます 。 特に 季節 や 自 
然 の 歌 が 多い の で す が 、 その 中 か ら 春 の 歌 を 1 曲 紹介 し ます 。 や さ し い メ ロディ ー で すか ら 、 先生 や 
日 本 人 の 友達 に 歌っ て も ら っ て か ら 、 一 緒 に 歌っ て み ま せ ん か 。 ち ょ っ と 難し いで す が 、 歌 詞 (song lyricy) 
の 意味 も 考え て み ま し ょ う 。 c 


は る が き た は る が きた ie AN お き だ 


TTTTITTTTTTTITTTTTTTTITTTTTTTTITTTTTTTTIITTITTTTOTTTTOTOO TO 


野 ? 山 1 = の ~~ 
Fe. る が = も 野山 ど 夫 ED … [日 本 の 教育 の 現状 」 
が に & ※ ま ママ も 素 に 未 番 【 な トピ ッ ク 0 較 8 日 本 の 教育 制度 の いい 点 と 問題 点 、 学歴 社会 、 
株 る 本 < 受験 戦争 、 い じ め 、 全校 5 
で に と 2 E35 と うこ うき ょ ひ 
か “< で む に ほめ る / ほめ られ る 
‘ \ < く た た 日 本 人 の ジェ スチ ャ ー 


その 他 に も 簡単 で すぐ に 歌え る 日 本 の 歌 が た くさ ん あり ます 。 日 本 人 に 教え て も ら っ た り 、 ネ ッ ト 
で 探し た り し て 、 歌 っ て みて 下さ い 。 


春の 歌 : 「 さ くら さく ら ] 「 春 の 小川 」「 春 よ 来 い 」「 ひ な まつ り ]「 鯉 の ぼり 」「 お ぼろ 月 夜 
夏 の 歌 : 「 茶 摘み 」 「 ほ た る 来い ] 「 て る て る 坊主 」 [われ は 海 の 子 」「 夏 は 来 ぬ 」 i 
秋 の 歌 : [紅葉 ] 「 虫 の こえ 」「 七 つの 子 」 「 夕 焼け 小 焼け ] 「 赤 と ん ぼ 」 
を の 歌 : 「 雪 ] 「 た き 火 ]「 お 正月 の 歌 ] 「 故 郷 」 

: 「 鳩 ぽっぽ ] 「 シ ャ ボン 玉 ] 「 め だ か の 学校 ]「 ど ん ぐり ころ ころ 」 


和信 め | 晶 本 の 教育 一 


皆さん の 大 学 に は どん な 学部 (colese school) ) が あり ます か 。 それ は 日 本 語 で 何と いう か 知っ て 
いま すか 。 下 の 表 を 見 な が ら あな た の 今 勉強 し て いる 学部 と 学科 (dsparmen / 専攻 を 探し な 
さい 。 漢字 を よく 見 る と 、 読 み 方 が 分 か ら な く て も 何 を 勉強 する 学部 や 学科 か 分 か る は ず 
で す 。 辞書 で 調べ な いで 、 ま すず 漢字 を 見 て 意味 を 考え て み ま し ょ う 。 


甘 この 学部 の 表 は 、 日 本 の 一 般 的 な 大 学 の 例 を も と に し まし た が 、 大 学 に よっ て 学部 の 言い 方 や 
分 類 (dassifcaton) ) の 仕方 が 違う の で 、 気 を つけ て 下さ い 。 


1| 小学 校 、 中 学校 、 高 校 で どん な 科目 ij。。) を 勉強 し まし た か 。 表 の 左 に 日 本 の 一 般 的 
ao 表 の 右 に あな た の 勉強 し た 学校 の 一 一 般 的 な 科目 を 入れ な さ 
。 分から な い 言 葉 は 自分 で 調べ て み ま し ょ う 。 


画 日 本 の 大 学 の 学部 ・ 学 科 還 
文 表 コ レー 理 : 箇 | | その 他 
し シロ EL 


) の 小学 校 (  ) 年 間 


) の 中 学校 (  ) 年 間 文学 部 OO 文学 科 | | 理学 8 OC 学科 | 芸術 学部 音楽 学科 
国語 数学 、 社 会 (歴史 地理 な ど )、 理 科 Moto px 0 聞 OM 
て て すう が KM 。 、 補 Mm > 日 本 文学 科 : 生物 学科 

| 英語 、 音 楽 、 美術 、 技 術 家庭 科 、 保 健 休 育 国学 科 人 
0 英 米 文学 科 環境 学科 
画 日 本 の 高校 3 年 間 ) の 高校 (  ) 年 間 仏文 学科 i な 
必修 (mandatory) 科目 現代 国語 、 古 典 、 数 学 、 英 語 緒戦 文学 村 | | 工学 部 ーー 〇 学科 
(日本. 世界 理科 ( 抽 学 、 生 牧人 物理 有 | (90 機械 学科 
選択 ( (elective) 科目 : 音楽 、 体育 美術 、 書 外国 語学 部 〇 語学 科 : eat 
ーーーー i) 英 米語 学科 本 第 工学 和 
中 国語 学科 : 情報 工学 科 
[2| 大 学 に 入る た め の 試 験 や 大 学生 活 に つい て 、 下 の 表 を 完成 し な さい 。 韓国 語学 科 i 
大 学 に 入る た め に 、 ど ん な 準備 を し まし た か 。 | 
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大 学 に 入る た め に 、 ど ん な 試験 を 受け まし た か 。 | 


導 政治 学部 


| 勉強 し て いる 大 学 は 、 あ な た が 一 番 入 り た か っ た 大 学 で すか 。 | 


! ! 
| どう し て この 大 学 に 入り た いと 思い まし た か 。 本 当 は どの 大 学 に 行き を た か っ た で すか 。 


質問 1 : 今 、 あ な た が 勉強 し て いる 学部 と 学科 / 専 攻 は 何で すか ? 
' 大 学 / 大 学院 学部 ”" "学科 7 専攻 
この 大 学 に 入れ な か っ た ら 、 ど うす る つも り で し た か 。 どう し て その 大 学 に 行き た い 攻 
行 と 思っ て いま し た か 。 質問 2 : 卒業 する た め に 必要 な 単位 (credi) 数 は 何 単位 で すか 。 _ 単位 


現在 の 学生 生活 で 、 満足 し て いる (to be satisfied) こと と 変え て みた いこ と を 書き まし ょ う 。 
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皆さん の 国 の 教育 制度 は 、 現 在 、 どの よう な 制度 に な っ て いま すか 。 ど ん な いい 点 、 どん な 問題 点 
が あり ます か 。 自分 達 が 受け て きた 教育 に 満足 し て いま すか 。 この 課 で は 、 教 育 に つい て 考え て み ま 
し ょ う 。 まず 始め に 、 日 本 の 教育 制度 や 現在 の 状況 に つい て 紹介 し ます の で 、 る その 後 で 皆さん の 国 の 
教育 に つい て 話し 合っ て みて 下さ い 。 


本 の 教育 制度 は 、6・3・3・4 制 と 言わ れ 、 小 学校 が 6 年 、 中 学校 が 3 年 、 高 板 が 3 年 、 そ し て 
大 学 が 4 年 と な っ て いる 。 それ ぞ れ に 公立 と 私 立 が あり 、 小学 校 と 中 学校 は 義務 教育 だ が 、 高校 か ら 
すっ て も 行か な く て も よい 。 し か し 、 高校 入学 率 は 約 98% な の で 、 実 際 に は 高校 に 行か な い 人 は 
と ん どい な い 。 4 年 制 の 大 学 へ の 進学 率 は だ いた い 502% ぐ らい だ が 、 短大 や 専門 学校 へ の 進学 率 も 含 
め る と 80% 近 く の 高 校生 が 、 上 の 学校 に 進む 。 義務 教育 の 後 で も 進学 率 が 高い 日 本 だ が 、 教育 の 現状 
に は 問題 点 も 多く 、 特に 以下 の 三 つ っ の こと が 挙げ られ る 。 


1.「 学 歴 社会] と 「 愛 験 戦争 」 
2 [いじめ] や [「 代 校 拒 否 | 
3.「 偏 差 値 才 育 | 対 「 ゆ と り 教 育 


1 災 の 「 令 験 戦争 」 と いう の は 、 中 学 や 高校 や 大 学 の 入学 試験 に 合格 する た め の 競 作 は 戦 の 上 う 
だ と い 2 意味 だ 。 入 学 試験 は 普通 1 年 に 1 回 し か 受け られ な い 。 生徒 達 は その 1 回 の チャ ンス の た め に 、 
学校 の 後 も 王 に 通っ た り し て 、 ー 生 部 命 に 勉強 する 。 そ し て 、 大 学 の 入学 試験 に 失敗 し た 高校 生 は 、 
も う 一 度 、 次 の 年 の 試験 に 挑戦 する た め に 「 渡 人 生 」 に 4 る ご と が 多い 。[ 洲 人] と いう の は 、 も と 
も と 「 主 人 の いな い 侍 」 の こ と を 意味 し た が 、 今 は 、 希 望 の 大 学 に 入れ な か っ た た め に 予備 校 に 行っ 
た り し な が ら 受 験 勉強 を し て いる 人 達 の こと を 指す 。 そ の 他 、 受 験 の 厳し さ を 表 す 言 業 に は [mm 当 
落 ] や 「 人 受験 地獄 ] と いう 表現 も ある 。 前 者 は 、 和 日 4 時 間 し か 寝 ず に 勉強 すれ ば 大 学 に 合 人格 で きる 
が 、5 時 間 以上 寝 た ら 試験 に 落ち る と いう 意味 、 後 者 は 、 受験 で 苦し む の は 地獄 の よう だ と いう 意味 だ 。 
そん な 受験 生 が いる 家庭 で は 、 家族 も 芝 元 に 協力 す る 。 自 分 較 が 見 た い テ レビ を 夕 昼 し た り 、 な 
で 亀 強 す る 子供 の た め に 夜食 を 用 意 し た り し て 、 受 験 生 が 勉強 し や すい 可 塊 を 作る の だ 。 ま た 、 作 族 
に 特 替 の 思い 業 「 す べ る 」「 准 ちる 」 な ど は 使わ な いよ うに 気 を つけ 、 肖 験 の 神 森 が 祭っ て ある 神社 


2 
5 に 行っ て 合格 を 祈る と いっ た こと も する 。 


で は 、 ど うし て 日 本 で は この よう な 厳し い 受 験 の 状況 が 生ま れ た の だ ろう か 。 理 由 の 一 つと し て 
「 学 礎 社 会 」 が 挙げ られ る だ ろう 。 日 本 で は 、 有 名 大 学 出身 者 は いい 会 社 に 就職 し や すく 、 地 位 も 早く 
上 が り 、 給 料 も た くさ ん も ら え る と いう 傾向 が ある 。 一 方 、 あ まり 有 
名 で は な い 大 学 を 出 た 人 、 あ る い は 、 大 学 に 行っ て いな い 人 は 、 ど ん 


| な に 能力 の ある 人 で も 、 能 力 の ある こと を な か な か 認め て も ら え な い 。 


つま り 、 学 歴 社会 は 、 そ の 人 が どん な 学校 を 卒業 し た か に よっ て 人 内 
生 が 決ま る 社会 、 い い 大 学 に 入れ ば 将来 、 幸 せ に な る 可能 性 も 高く な 高 

る と いう 社会 な の だ 。 そ こ で 、 親 達 は 自分 の 子供 を 琵 に 行か せ 、 受 験 で 

を し な く て も 有名 私 立 大 学 に 進め る エス カレ ー タ ー 式 の 小学 校 や 中 学 

校 に 入れ よう と する 。2008 年 の 文部 科学 用 (文科 用 ) の 統計 で は 、 小 


学生 の 約 37%、 中 学生 の 約 62%、 高 校生 の 約 43% が 誤 に 通っ て い 
る そう だ 。 


この よう な 現状 が ある 一 方 、 今 の よう な 学歴 社会 を いい こと だ と は 思っ て いな い 日 本 人 も た くさ ん 
いる 。 子供 が 学校 や 姜 の 勉強 で 忙し すぎ て 、 子 供 ら し く 外 で 遊ぶ 時 間 が な いこ と を 心配 する 人 、 学 大 
だ け で 能力 を 判断 され る こと を よく な いと 思っ て いる 人 は 多い 。 日 本 で は 以前 は 、 首相 に な る 人 は は ほ 
と ん ど 東 京 大学 (東大 出身 者 ば か り だ っ た が 、 最 近 は 東大 出身 者 以外 の 人 も 音 相 に な る よう に な っ た 。 
この こと を 歓迎 する 人 が 多い の も 、 学 礁 社 合 が 決し て よく 思わ れ て いな いか ら だ ろう 。 

2 番目 の 問題 は 「 い じ め 」 と [登校 拒 琉 ] だ 。「 い じ め 」 で は 、 ひ どい 場合 は いじ め ら れ た 子供 が 自殺 
し て し まう こと ゞ え あ る 。「 登 校 拒否 ] と いう の は 、 い じ め ら れ た と か 学校 の 勉強 に つい て いけ な い 
と いう 理由 で 、 学 校 に 行か な く な っ て し まう こと だ 。 こ れ ら の 問題 の 原因 は た くさ ん あっ て 複雑 だ が 、 
日 本 社会 の 「 他 人 と 同じ よう で ある こと が 求め られ る 」「 他 人 と 培う こと が あま り い いこ と だ と 思わ れ 
人 ない] と いう 意識 と 受験 教育 の プレ ッ シ ャ ー が 、 い じ め や 登校 帯 の まな 原因 だ と きわ れ て いる 。 


上 に 挙げ た よう な 問題 か ら 、 日 本 の 教育 制度 を 見 直 そ うと 1980 年 代 に 「 ゆ と り 教 育 ] が 取り 入れ 
られ た 。 し か し 、 こ れ が 別 の 大 き な 問題 を 生み 出す 原因 に な っ て し まっ た 。「 受 験 の た め に 偏差 値 
(学力 を 表す 数 字 ) を 上 げ る こと を 目的 と し た 教育 ] に 対し て 、「 も っ と 子供 達 の ぶ を 成長 させ る プレ ッ 
シャ ー の な い 教 育 」 と いう 考え で 始め られ た 「 ゆ と り 教 育 ] が 、 日 本 の 子供 達 の 学力 を 低下 させ て し 


まっ た の だ 。 以 前 は 世界 で も トッ プレ ベル だ っ た 学力 が 、 今 で は と て も 低く な っ て し まい 、 ア ジア の 
国 で 4 番目 か 5 番目 で らい に まで 下がっ て し まっ た 。 ゆ と り 教 育 で 学校 で 教え る 内 容 が 減ら され た た め 、 
その 教育 を 受け た 子供 達 は 常識 的 に 誰 で も 知っ て いる は ず の こと で ミ え 知 ら な いと いう 現象 も 出 て き 

55 た 。 例 えば 、 円 周 率 は 一 般 的 に は 3.14 だ が 、「 ゆ と り 教 育 ] で は 円 周 率 は 3 まで 覚え て お け ば いい と 
いっ た こと を 始め た の だ 。 その 結果 、 自 分 の 子供 達 の 学力 低下 を 心配 し た 親 達 は 、 い い 大 学 に 合格 す 
る た め に は 義務 教育 だ け に 頼る こと は 出来 な いと 思い 、 ます ます 子供 を 事 に 送る よう に な っ た =。 悪循環 


あて じゅ ん か ん 
と 言え る だ ろう 。 そこで 、2007 年 に 「 ゆ と り 教 育 」 が 見 直さ れる こと に な り 、 文 科 省 で 新しい 教育 
の 方 法 が 話し 合わ れ て いる 。 


60 以上 述べ た よう に 、 日 本 の 教育 に は 様々 な 問題 が 存在 する が 、 い い 点 も ある 。 そ れ は 、 日 本 国民 で 
ある 限り 、 誰 で も 、 ど こ に 住ん で いて も 、 ど ん な 状況 で も 、 義 務 教 育 が 受け られ る と いう こと だ 。 日 
本 語 の 読み 書き は 大 変 難し い に も か か わら ず 、 文 字 を 読ん だ り 書 いた り 出 来 な い 日 本 人 は ほとん どい 
な いし 、 計 算 が 出来 な い 人 も 0 % に 近い 。 


また 、 義 務 教育 で 使わ れる 教科 書 は 全部 、 国 の 検定 を 受け て いて 、 日 本 国民 に 与え られ る 基本 的 な 教 
65 育 に は 、 住 む わ 所 な ど で 大 きい 差 は 出 な い 。 誰 で も 教育 が 平等 に 受け られ る と いう の は 、 日 本 の 教育 制度 
の すばらし い 点 の 一 つ だ 。 問題 は 色々 ある が 、 全 体 的 に は 日 本 の 教育 レベ ル は 高い と 言え る だ ろう 。 


教育 の 問題 は どの 国 で も 最も 難し い 問題 の - つ で 、 な か な か いい 解決 方 法 は 見 つか ら な いよ う で す 。 
これ を 機会 に 、 皆 さん も 自分 の 国 の 教育 を 見 直し て 、 い い 点 と 問題 点 を 挙げ け 、 で きれ ば どう や っ て 解 
決し た らい いか も 考え て みて は どう で し ょ うか 。 


MMUUUUUUUIUUMUMUUUUUUUUUUUUUUIEUIHHUIUUHUUHUUUUIUUIUUUUUIUUHHIUIUHUIUUHHHHUUHHUUUUIUUHHIIUIUIHUUHHHIUUIIUUUUUUUUUHIHIIUUIIIUIIUIUIUIIIHIUUUUULUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUIUUUIUUUUUUUUUI 


下がっ て 内 減ら され 常識 頼る 。 述べ た 限り 計算 


な いよ う へ じょう し きま けい さん きょう か しょ 


き ほん びょう どう 解決 


軸 9 表 | 日 本 の 教育 一 一 一 ーー 一 一 上 | ! 


太字 三 覚え る 単語 


; | きょう いく VN iedncation | (一 を) 教育 する to train; educate 本 
2 現状 | げん じょう | N :present condition; status quo 手中 
| 拉 i せい ど i N TY institution | - 制 (Suf) system : 
4 i 問題 点 も ん だ いて ん N ] the point at issue 1 
5 満足 : まん ぞ く ; VN icontentment satisfaction | 
世 | (に) 満足 する to be satisfied (with -) 2 
6 : 公 立 | こう りつ I (institution) 
7 : 私 立 し りつ : N ndivde (institution) 
義務 ( ぎ む N 1 dat obligation | 義務 教育 (N) compulsory education : 6 
9 : 進 学 SR し ん が く PS wi 1 ging on (to the next stage of education) | (~ に ) 進 学 す る 
10 :- 率 : - りつ Suf 1 rate; percentage 7 
本 短大 回 た ん だ い ; N ijunior college 
12 ! 専門 学校 : せん も ん が っ こう N vocational/technical school ! 
3 (を) 含め る | ふく め る 1 arWe ito include 8 
nt) 近く i - ち か く i Suf | almost; nearly i 
15 § (~ に ) 進 む : すす む ; u-Vi ; to go on (to a university) make progress; advance | 9 
16 学歴 | が くれ き N academic/educational background 1 1 
17 1 いじ め 中 N jpg (を ) い じ め る (ru-Vt) to bully | 
18 i 登校 拒否 i と うこ りき で ひ N Paul to go to school [psychological problem] ee 12 
19 : 偏差 値 8 | Nideviation score indicating the degree of difficulty of 
: 1 : i each schools entrance exam 
20 ! 対 ー だい N [ets ~ : 
21 1 ゅ と り ; ; N 1 room space; time (to spare) 13 
22 i 生徒 E せい と | N judeat (usually at janior/senior high school) : 15 
3 折 隊 | ちょ う せ ん | VN ts challenge | (に) 挑戦 する 
24 浪人 4 i ろう に ん 1 VN ; waiting for another chance to enter a university | 
: : 浪人 する | 浪人 生 (N) student waiting for another ; 
§ ; | chance to enter a university 
25: 侍 : さ きむ らい N i Japanese warrior : 
26 | 意味 いみ t VN ineenine | (を) 意味 する | 
7 希望 | き ぼう | vr hope; wish | (一 を ) 希 望 す る | 
28 | 予備 校 i よび が どう | Ni preparatory school for university entrance examinations | 18 
(ご) 指す 1 EEC to Point indicate | 19 
30 | 地獄 て 4 | N ihell | 
所 | (~ で / に ) 音 し むく る し む Vi ito suffer 6 
32 家庭 : か て い i N ; homei family 
33 ; 必死 (の ) : ひっ し (の ) | AN 1 desperate; frantic | 
34 | 協力 } きょう り ょ く wt HO | (一 に ) 協 力 す る 1 を 
35 : 夜食 | ゃ し ょ く | N |mightmeal i 
36 | 用 意 : よ うい | VN ipreparation | (一 を ) 用 意 する . 
37 「 受 験 生 : じゅ けん せい ; N i student preparing for an examination : 
38 環境 i か ん きょう | N 1 cmyironment E 23 
39 : 縁起 の 悪い : えん ぎの わる い ; Phr iunlucky : 


205 


軸 の 表 | 日 本 の 教育 一 一 ーー 一 一 一 上 | 
IO ] 剛直 


40 | すべ る ; i u-Vi :to slide; skate; be slippery | 


へ = 6 
: 試験 に すべ る (Phr) to fail in a test も 24 5 話 駐 > ほめ る / ほめ られ る 


42 : 地位 : ちい : N !(social) Position: status : 27 潮 . : 


43 | (> を) 認め る みとめ る mrVe ito recognize; notice; admit | 30 
本 ーー | AN さん が 京 部 に 合格 し た ん だ っ て 。 す ご こい ね 。 
44 | 人生 : じん せい i N ioneslife i 31 [ - 高橋 第 ずん が 率 才 実 の 硬 吉信 李 古 向 机 開 
5 幸せ : し あわ せ ; N i happiness | 幸せ (な ) (ANa) happy ] ト 勇 太 : いや あ 、 す ご いっ て 言っ て も 、1 年 、 浪人 し て る か ら ね 。 
0 は る か : 浪人 し た っ て 、 京 大 の 医学 部 に は な か な か 入れ な いよ 。 
47 : 文部 科学 省 / 文 科 省 : も ん ぶ か が くし ょ う /: N Ministry of Education, Culture, Sports, 9 97 5 
0 : も ん か し ょ う ; i Science and Technology [often shortened to 文科 省 ] 。: | 1 勇 太 : で も 弟 の クラ ス メ ー ト は 、 去 年 、 浪 人 し な いで スト レー ト で 合格 し た らし いか ら 、 そ れ 
48 | 統計 ! と うけ い | N istatistics | 35 7 MA 
49 | 判断 「 は ん だ ん | VN jndgment | (を ) 判 断 する : 3 に Bt 
50 以前 ! い ぜん 1 Adv i before は る か : で も 、 す ご いよ 。 ご 両親 も 豆 ん で いら っ し ゃ る で し ょ う ? 
に PP ュー ot 勇 大 : そう だ ね 。 ま あ 、 京 大 は 公立 だ か ら 私 立 に 行く より 学費 も 安い し 、 よ か っ た か な 。 
52 : 東大 とう 売 い i N ishort for 東京 大 学 (University of Tokyo) ; 41 . きょう だ い が く ひ 
53 ! 歓迎 : か ん げ い | VN i welcome | (一 を) 歓迎 す る | 42 1 で も 、 せ っ か く 入 れ た ん だ か ら 、 将 来 は いい 医者 に な っ て も らい た いな あぁ 。 
54 | 自殺 |! じ さ つ VN suicide | 自殺 する to commit suicide 1 43 
56 ! 原因 i げん いん : N i cause; origin : 45 a 2 ; 
57 | 他人 : た に ん . N ; other people; others 1 | | 道 子 : ね え 、 は る か 、 で ゼミ の 今度 の レポ ー ト 、 何 に つい て 書く か 決め た ? 
58 : (を) 求め る |! も と め る 1 ru-Vt ito seek; request; demand : 46 2 も る ん だ けど 
59 : 主 (な ) : お も (な ) 1 ANa | main; leading: major 1 47 ほる か : うん 、 ア メリ カ と 日 本 の 教育 制度 の 違い に つい て 書 こ うと 思っ て い 5 に 
6 別 ( の ) : べつ (の ) ANo | another different; cxtra § 道子 : ああ 、 は る か は アメ リカ に 行っ た こと が ある か ら 、 ア メリ カ の こと 、 よ く 知 っ て る し ね れ 。 
61 | (を ) 生 む : うむ ; u-Vt i to produce; bear : 49 ) に エコ すご = 
ET Ni 行っ た だ き < み に 1 か 月 ホー ムステイ し た だ け だ か ら 、 そ ん な に 知っ て 
62 | 学 カ | が くり ょ く | N lacademic ability を 
63 | 数 字 : す うじ | N inumera fgure : 15 る っ て わけ じゃ な いん だ 。 いろいろ 調 べ な くち ゃ いけ な いか ら 、 大 変 。 
64 | (~ を ) 上 げ る | あげ る | mrW | to raise; elevate; increase i 50 ] 道 子 : あ 、 そ う 。 と ころ で 、 は る か の その カバ ン 、 お し ゃ れ で いい れ え 。 
65 : 低下 : て いか : VN ifalling; dechining | (一 が ) 低 下す る : 51 4 
66 : 今 で は i いま で は : Adv | now; nowadays : 52 は る か : ああ 、 こ れ ? 先週 パー ゲン で 買っ た の 。 
67 | (が) 下がる : さがる : uwVi ito drop; go down ] 道子 : えっ 、 バ バーゲン? いい な あ 、 そ の 色 。 ど の 洋服 に で も 合い そう だ し 。 
68 | (る) 減らす : へ ら す 1 urVe ito reduce; cut down 1 53 3 J ょ 
の 挫 諸 。 DE3 し W RC] は る か : うん 。 本 も た くさ ん 入る か ら 、 便 利 な こと は 便利 か な 。 で も 、 ち ょ っ と 重い ん だ 。 
; ; | 常識 的 (な ) (ANa) common-sense; ordinary : と os EE i tas bi 会 
70 ! 現象 : げ ん し ょ う : N 1 phenomenon 1 54 導 す の その セー タ あい で 拓夫 痢 生ま る 
1 円 周 率 : え ん し ゅ うり つ i N :Pi(3.1415926…) | 55 道子: そう ? これ 、 姉 の な ん だ けど 、 ち ょ っ と 借り ちゃ っ た 。 姉 は 働い て る か ら 、 色 々 な 
27 SE る 9 お な : wi tomeiy:ons depend on ] 洋服 を 持っ て る ん だ 。 そ の お か げ で 、 私 も ちょ っ と だ け お し ゃ れ が 出来 る っ て わけ 。 
73 ! 悪循環 : あく じゅ ん か ん ; N ivicious circle : 57 
74 : (~ を / に つい て ) 述 べ る ! の べ る | m-Vt : to state; express | 以上 、 述 べた よう に (Phr) : で も 、 自 分 の じゃ な いか ら 、 あ ん まり 自由 に 着 ら れ な いん だ け と 。 
: : i as stated/described above 1 60 
75 : 読み 書き : よ みか き | N jreading and writing 1 62 
76 | 計算 |! けい さん ! VN calculation; count | (一 を ) 計算 する to calculate 1 63 
77 1 検定 : け ん て い | VN 1 giving official approval; inspecting | (一 を) 検定 する E 
78 | 基本 : き ほん ! Nfoundation; basis | 基本 的 (な ) (ANa) fundamental; basic 1 64 25 先生 : ロバ ー ト さん 、 ず いぶ ん 日 本 語 が 上 手 に な っ て 、 帰 っ て 来 ま し た ね 。 
29 : 平等 (な ) : ぴ びょう どう (な ) : ANa i equal even | 平等 (N) equality; impartiality | 65 ロバ ー ト : いい え 、 ま だ まだ で す 。 日 本 に 行っ た ば か り の 頃 は 全然 思う よう に 話せ な く て 困り まし た 。 
80 | 解決 : か いけ つ ; VN isolution; closure of problem| 
; 1 ; : (一 を ) 解 決する to solve; resolve; settle 67 MM 
81 : を 機会 に : 一 を きか い に | Phr :taking this opportunity 
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単語 表 
1 同級 生 


s:Q: 0 教育 レーーーーーーーーー | 


先生 : そう で すか 。 ロ バー ト さ ん の 日 本 で の 経験 に つい て 書い た 作文 も 読み まし た けど 、 = 代え る 上 
書く の も 上 達し まし た ね 。 [ 
ロバ ー ト : 本 当 で すか 。 先 生 に そう 言っ て いた だ ける と 嬉し いで す 。 み ん な 先生 の お か げ で す 。 [どう きゅう せい ! N iclssmae 1 
これ か ら も 頑張 り ま す の で 、 よ ろ し く お 願 いし ます 。 か パソ | N MG っ 「 3 
PR] 本 EPS3 : 還 | phr istraight (out ofhigh schoo1) _ 事 
4 | (を ) 喜ぶ : よろ こぶ : Ve ito be delighted (about ~); be glad | 喜び (N) joy delight 7 
完 生 : エミ リー さん 、 ず いぶ ん 日 本 語 が 上 手 に な り ま し た ね 。 | ンー も 0 トー 
エミ リー: え 、 本 当 で すか 。 あ り が と う ご ざ いま す 。 この 大 学 で 勉強 し た お か げ で 、 日 本 の 大 学 
の 日 本 語 の クラ ス で も 、 一 番 上 の レベ ル に 入る こと が 出来 まし た 。 ei セミ FE | N :shortfor ゼ ミナ ー ル (seminar) 1 1 
先生 : そう で すか 。 そ れ は よかっ た で す 。 日 本 で は 「 日 本 語 が 上 手 で すね 」 っ て ほめ られ た rmo | A 
で も ゞ け 。 昌 上 切 ーッ ン | N imleybargatn _ 竿 
エミ リー: ええ 、 よ く …。 で も 、 ど う や っ て 返事 を し て いい か 分 か ら な く て 、 ち ょ っ と 困り まし た 。 i MCE | N | (Westem) clothe NE 
先生 : そう で すね 。 は ほめ られ た 時 の 答え 方 は 難し いで すね 。 エ ミリ ー さ ん は どう 返事 し た ん ーー ーー 
PS 
エミ リー: 初め は 「 い いえ 、 ま だ まだ で す 」 っ て 言っ て た ん で す 。 で も 、 一 番 上 の クラ ス で 勉強 正す いぶ ん SR nee mh _ 記 
を 変え る よう に し まし た 。 臣 | C20 上 電 する [28 
先生 : それ は 、 い いこ と で す よ 。 会話 は 状況 や 相手 に よっ て どん どん 変わ り ま すか ら ね れ ね 。 
エミ リー: そう で すね 。 先 生 、 そ れ で 、 実 は 、 一 つ 気がつい た こと が ある ん で す 。 14 返事 | へんじ | VN | epamwwer | (に ) 授 事 す る | 97 
先生: 所 で し ょ うか が 。 15 ! 謙 選 : けん そん | VN {modesty; humbleness | 謙 避 する to be modest; be humble : 
エミ リー: 日 本 人 は ほめ られ る と 、 た いて いま ず 謙 居 す る ん で す が 、 謙 避 し な いで お 礼 を 言う 時 Ee ーー ON 私 計 ーー に 
も ある ん で すね 。 で も 、 そ ん な 時 で も 、 ほ め ら れ た こと に つい て 何 か ち ょ っ と よく な ce ee ET = 
いこ と を 付け 加え て 、 謙 用 の 気持 ち を 表す と いう こと が 分 か っ た ん で す 。 19 否定 | ひ て い | VN | denial; negative | (> を ) 否 定 す る todeny 。。 | 
先生 : 面白い こと に 気がつき まし た ね 。 そ の 通 リ り で す 。 せ っ か く ほ め て も ら っ た の だ か ら 20: ほめ 言葉 : ほめ こと ば | N wordsofpraise : 50 
すぐ に 否定 し な いで 、 ま ず 相 手 の ほ め 言 葉 を 受け 入れ る ん で すね 。 で も 謙 居 の 気持 ち 
も 表し た い の で 、 何 か ちあ ょ っ と マイ ナス の こと も 付け 加え る ん で す 。 
エミ リー: その よう で すね 。 誰 か を ほめ る た びに 、 そ の 人 は 「 あ り が と う 」 っ て 言っ て いる に も 
か か わら ず 、 は ほめ られ た こと に つい て よく な いこ と を 言う の で 、 ち ょ っ と 変 だ な 
思っ て た ん で すけ ど 、 最 近 は 日 本 人 の 謙 居 の 習慣 が 分 か る よう に な り ま し た 。 
先生 : エミ リー さん は 日 本 で 、 様 々 な こと を 学ん で きた よう で すね 。 
エミ リー: は い 、 日 本 に 留学 で き て 本 当 に よかっ た と 思い ます 。 
UM 
209 


208 


5 | 日本 o 才 痛 ーーーーー| 


会 話 練習 較 較 本 み 参 先生 学生 | 


(3 先生 が 学生 の 日 本 語 を ほめ る 。 
先生: モニ カ さ ん 、 こ の ご ろ 、 ず いぶ ん 日 本 語 が 上 手 に な っ て きま し た ね 。 
モニ カ : えっ 、 本 当 で すか 。 
先生 : ええ 。 


内 容 質 問 

| / 識 読み 物 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 

1. 日 本 で は 入学 試験 は 1 年 に 何 回 受け られ ます か 。 あ な た の 国 で は どう で すか 。 
2. 「 渡 人 生 ] と いう の は 何 を し て いる 人 で すか 。「 浪 人 ] と いう 言葉 は も と も と は どん な 意味 で し た か 。 
3 「 愛 験 戦争 [相当 五 落 「 受 験 地獄 ] と いう 言葉 の 意味 に つい て 説明 し な さい 。 

4 受験 生 に と っ て 、「 す べ る 」「 落 ちる 」 と いう 言葉 は 、 な ぜ 縁 起 が 悪い の で し ょ うか 。 


の 6 うつ 月 還 錠 ご い ぞ コ 


中 デカ : 先生 に そう 言っ て いた だ ける と 嬉し いで す 。 で も 、) まだ ま 778G936 
5. エス カレ ー タ ー 式 の 学校 と いう の は 、 ど うい う 学 校 の こと で すか 。 あ な た の 国 に も あり ます か 。 hd 先 生 : いい え 、 自 分 の 意見 も 日 本 語 で 上 手 に 言え る よう に な っ た し 。 
6. 学歴 社 会 と いう の は 、 と どん な 社会 の こと で すか 。 モニ カ : あり が と う ご ざ いま す 。 み ん な 先生 の お か げ で す 。 
7. | 営 校 握 任 ] と いう の は 、 ど うい う 理 由 で どう な る こと で すか 。 4 先生 : ハハ ハ 、 お 世 終 (ocalcompimen り も 上 手 に な り ま し た ね 。 こ れ か ら も 頑張 っ て 下さ いね 。 
8. 「 ゆ と り 教 育 」 と いう の は 、 ど うい 3 う 教 育て で て すか 。「 人 受験 教育 ]」 と 何 が 違い ます か 。 EN 頑張 り ま す 。 
9. 57 行 目 に 「 悪 循 環 ] と いう 言葉 が あり ます が 、 何 が 「 悪 循環 ] な の で すか 。 
10. 日 本 で 受け られ る 教育 に つい て 、 い い 点 を 二 つ っ 挙げ な さい 。 還 証 語 杖 》 先生 が 学生 の 日 本 語 で の 発表 を ほめ る 。 
_ 岳人 
| 1 あな た の 国 の 教育 や 教育 制度 に つい て 説明 し て 下さ い 。 | 人 6 
a. どん な 制度 で すか 。 義 務 教 育 は 何 年 で すか 。 テ 先 生 : ええ < 
b. どん な 点 が いい で すか 。 マイ ク : 。- で も 、。 ま だ あな で 
c. どん な 点 が 問題 で すか 。 ど ん な 解決 方 法 が ある と 思い ます か 。 | 先 生 : いい え 、 聞 いて いて 分 か りや すか っ た し 、 そ れ に 、 be 
2。 あな た の 国 の 教育 は 平等 に 与え られ て いま すか 。 誰 で も 同じ よう な 教育 を 受け る こと が 出来 ます か 。 | マイ ク : 。 実は 、 昨 日 、 日 本 人 の 友達 に 聞い て も ら っ て 、 少 し 練習 し た 
3. 教科 書 に つい て 説明 し て 下さ い 。 ん で す 。 
a あな た の 国 で は 、 学 校 や ヤク ラス に よっ て 使う 教科 書 が 違い ます か 、 同 じ で すか 。 た 党 。 これから も 頑張 っ て 下さ いね 。 


b 教科 書 が 違う こと 、 ま た は 同じ こと に つい て 、 あ な た は どう 思い ます か 。 
c 教科 書 は 検定 を 受け て いま すか 、 い ませ ん か 。 | イク 
d. 誰が 教科 書 を 選び ます か 。 
4。 あな た の 国 は 学歴 社会 で すか 。 そ う で は あり ませ ん か 。 な ぜ そ う 思 うか 例 を 挙げ て 説明 し て 下さ い 。 
5 「 い じ め ] に つい て 話し て み ま し ょ う 。 


| | 先生 : { と て も よかっ た で す よ / な っ て きま し た れ ) 。 
| a あな た の 国 に は 「 い じ め 」 が あり ます か 。 ] | ーーーーーーー | 
| b どん な 「 い じ め 」 が あり ます か 。 | | 学生: えっ 、( そ う で すか / 本 当 で すか }。 | 
| 
c. どん な 子供 が いじ め ら れ ま すか 。 い じ め ら れ た 子供 は どう し ます か 。 先生 : ええ 。 
0 す 「 い じ め ] は な く な る と 思い ます か 。「[ い じ め ] を な くす た め に 、 何 を し た らい いと 思い ます か 。 | | を: 先生 に そう すっ て いた だ ける と 地 し いで す 。 で も 、 ‘ 
に KC 30 を 
1。 エミ リー さん は 、 日 本 人 は ほめ られ た 時 どの よう に 返事 を する と 言っ て いま すか 。 ' で 
5 \ ら も 頑張 っ さい ね 。 
2 な ぜ 、 日 本 人 は その よう な 返事 の 仕方 を する と 思い ます か 。 そ れ に つい て どう 思い ます か 。 | い し RT NE RE 
3 あな た の 国 で は ほめ られ た 時 、 ど の よう に 返事 を し ます か 。 そ の 返事 の 仕方 は 日 本 で は 大 丈夫 だ | 学生 : は い 、 頑 張り ます 。 J 
| と 思い ます か 。 に ra | の また 3 A と 
4 あな た の 文化 で は 、 議 飛 の 気持 ち を 持つ こと と 自信 を 持つ こと と どちら が 大 切 だ と 考え られ て い | ? 
ます が か 。 | 
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9 | 日 本 の 教育 一 | | 


| ベア ワー ク 較 還 rs 


(S27) 叶 が マイ ク を ほめ る 。 yyA : パー トナ ー の 持ち 物 、 服 、 い い 点 な ど を ほめ な さい 。 
3 B : ほめ られ た ら 、 そ れ に つい て お 礼 を 言っ て か ら 、 ほ め ら れ た こと や 物 つ いて 、 謙 腺 の 気持 ち 
田 太 : 今日 教育 問題 ] に つい て 発表 し た ん だ っ て ? どう だ っ た ? EE が J Pr 


を 加え な さい (to add) 。 
マイ ク : 実は 、 先 生 に ほめ られ ちゃ っ た 。 は 
骨太 (えつ UE (まり る {よかっ た ね / す ご いね れ / や っ た A 


マイ ク : うん 。 | と > 大学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 が 、 自 分 の 日 本 語 の 先生 に 道 で 会 う 。 
勇 太 : マイ ク の 発表 が 、 す ご く よ か っ た ん だ よ 。 
マイ ク : そう か な あ ? あり が と う 。 


マイ ク : うん 、 で も 、 ち ょ っ と 文法 を 間違え ちゃ っ た ん だ けど … | 
ff lid | Ts た Ax | | 
勇 太 : 大 丈夫 だ よ 、 発 表 は や っ ぱり 内 容 が 一 番 大 切 だ か ら 。 メメ | 


あな た は 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 で す 。 | | あな た は 大 学 で 日 本 語 を 教え て いる 先生 で す 。 
= ' 大 学 の 日 本 語 の 先生 に 道 で 会 いま し た 。 先 週 の 宿 | | 道 で 学生 に 会 いま し た 。 先 週 の 宿題 は 作文 で 、 
練習 問 量 \ が モニ i 
@ 国 国 了 は る か が モニ カ を ほめ る 。 1 題 は 作文 で し た 。 この 学生 は と て も 上 手 に 書い て いま し た 。 ま ず 、 


は る か : 昨日 、 ス ピー チコ ン テ ス ト に 出 た ん だ っ て ? ? 上 手 に 書け て いた こと を ほめ て あげ て 下さ い 。 
モニ カ : 実は 、 優勝 し ちゃ っ た (towin first prize) ん だ 。 1 で ぞ で じ :< 何 が よかっ た か も 言っ て あげ て 下さ い 。 
は る か : ? 


o 


モニ カ : で も 、 優勝 っ て 言っ て も 、 コン テス ト に 出 た の は 10 人 だ け だ っ た か ら 、 そん な に 大 きい 


コン テス ト じ ゃ な か っ た ん だ 。 
は る か : ロー ルプ レイ 陸 局 短 日 本 の 会 社員 太 太 学生 雪 太 文 


モー ニカ : そう か な あ ? あり が と う 。 』 ゅ 日 本 の 会 社 が スポ ン サ ー に な っ て いる 日 本 語 ス ピー チコ ン テ ス ト で 、 コ ン テ ス ト に 出 た 学生 と 
スポ ン サ ー の 会 社 の 社員 が 話し て いる 。 


会 社員 


あな た は 日 本 人 の 会 社員 で す 。 今 、 外 国 で 仕事 を 
し て いま す 。 今日 は 、 あ な た の 会 社 が スポ ン サ ー 
に な っ て いる 日 本 語 の スピ ー チ コン テス ト に 行き 
まし た 。 コ ン テ ス ト の 後 の パ ー テ ィ で 、 優 勝 し 
た 学生 と 話し て 下さ い 。 

まず 、 ス ピー チ が と て も よかっ た こと を ほめ て あ 
げ て 下さ い 。 何 が よかっ た か も 言っ て あげ て 下さ 
い 。 それ か ら 、 日 本 語 の 勉強 を 始め た 理由 は 何 か 、 
将来 どん な 仕事 を し た いか な ど を 聞い て 下さ い 。 


あな た は 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 で す 。 

日 本 語 の スピ ー チ コン テス ト で 優勝 し まし た (to 
win first prize) 。 その 後 、 コ ン テ ス ト に 出 た 人 達 の 
た め の パ ー テ ィ に 行き まし た 。 コ ン テ ス ト の スポ 
ン サ ー だ っ た 日 本 の 会 社 の 会 社員 と 話し て 下さ い 。 


A : ん だ っ て ゃ どう だ うろ うた? 


eR OG GN CA TR 


SOHO MT 二 が よい | 
BB 


Ag 


B : そう か な あ ? あり が と う 。 
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ote 
文法 ノー ト 


人 W ~ て も ~ な く て も 
本 文 ・ 小 学校 と 中 学校 は 義務 教育 だ が 、 高 校 か ら は 行っ て も 行か な く て も よい 。 [ 誤 :76.7 


EE 


っ 4 
⑳ 一 方 (で ) 、 : Sentence 一 方 (で ) 
: 一 方 、 あ まり 有名 で は な い 大 学 を 出 た 人 、 あ る い は 、 大 学 に 行っ て いな い 人 は 、 一 【 読 :728-29] 
"・ こ の よう な 現状 が ある 一 方 、 Sn 

くさ ん いる 。 【 読 : .37-38】 


本 
て も X な く て も means "whether X or not.” § : The conjunction 一 方 is used to present two contrastive situations or two concurrent states, events or 
1 actions. 一 方 can be used either as a sentence-initial conjunction or a sentence-final conjunction. In 
TA | the latter case, で may follow いっ ぽう . 一 方 is usually used in Written language. 


a.Vte も V-nai な く て も b.A-te も A-nai な く て も c.{ANa/ANo/N} で も {ANa/ANo/N} { じ ゃ / で } な く に コ 
1. この 漢字 の 書き 方 は 、 覚 えて も 覚え な く て も いい で す 。 
・ 書 いて ある こと が 分 か っ て も 分 か ら な く て も 、 と に か く 最 後 ま で 読ん で み ま し ょ う 。 


・ 犬 は 外 で トイ レ を する か ら 、 天 気 が よ く て も よく な く て も 、 毎日 散歩 に 連れ て 行か な く て は いけ 
な い 。 ん ほぼ 


ia. Si。 一 方 、S。。= on the other hand 

'b. S」 一 方 (で ) 、S,。= while wheni at the same timej; on the other hand 

Sr 一 方 S35 

Eb. S,- 一 方 (で )、_S。。: Type 2c 

c. VN の 一 方 (で ): 増加 (Gincrease) の 一 方 (で ) 

1 日 本 の 義務 教育 は 小学 校 が 6 年 、 中 学校 が 3 年 で ある 。 一 方 、 私 の 国 で は 、 小 学校 だ けが 義務 


ー ト 


CO Mm 


4. この アパ ー ト は 家賃 が 安い か ら 、 静 か で も 静か {じゃ / で } な く て も 、 借 り よ うと 思っ て いま す 。 


5. この 映画 は 子供 で も 子供 人 じゃ / で } な く て も 、 楽 し め ま す 。 | 教育 で 、 中 学校 か ら は 行っ て も 行か な く て も いい 。 し か し 、 ほ と ん どの 子供 達 は 中 学校 に 進 
前 ~ ~ て 学 する (to go on to) o。 
re - 2. カタ カナ は 外国 か ら 日 本 に 入っ て きた 言葉 や 、 動 物 、 花 の 名 前 な ど 、 特 別 な 名 詞 noun) に 使わ 


- 生 前 者 は 、 毎 日 4 時 間 し か 寝 ず に 勉強 すれ ば 大 学 に 合格 で きる が 、… 【 読 :.20-21】 
・ 後 者 は 、 受験 で 苦し む の は 地獄 の よう だ と いう 意味 だ 。 【 読 : 721】 


This sentence structure is used to refer separately to the two things, people etc. mentioned in the 
previous sentencc. 


れ ま す 。 一 方 、 ひ ら が な は 、 助 詞 (paricle) や 文末 、 送 り 仮名 な ど に 使わ も れる こと が 多い で す 。 
3. 日 本 に 留学 し た いと 思う 一 方 、 外 国 に 住む こと に 不安 も ある 。 
4. 子供 達 の 学力 が 低下 する 一 方 で 、 受 験 戦争 は ます ます 激しく な っ て いる 。 
5. 勉強 が 忙し い 一 方 で 、 学費 (tuiton) の た め に アル バイ ト も し な けれ ば な ら な いか ら 、 毎 日 本 当 に 
大 変 だ 。 


: The former ~ and the latter ~ 

前 者 は (~) {V-te/A-te/ANa で /N で } 、 後 者 は 孤 

1. 日 本 の 代表 的 な 伝統 芸能 に 、 能 と 竹 言 が ある 。 前 者 は 悲劇 で 後者 は 斉 劇 だ 。 と るい は ao s 
2. 日 本 の お 城 と 言え ば 、 姫 路 城 や 大 阪 城 が 有名 だ 。 前 者 は 兵庫 県 に あっ て 、 後 者 は 大 阪 府 に ある 。 本 文 ・ 一 方 、 あ まり 有名 で は な い 大 学 を 出 た 人 、 あ る い は 、 大 学 に 行っ て いな い 人 は 、 一 【 読 : 28-29) 

9. 手提 治 昌 が 拉 ‘た マ ン ガ で ば 「 ジ ャ ン グ カ レ 大 帝 」 や ゃ や 「 ブラ ツタ が の が 人 気 が あ る 。 説明 ある い は is used to connect alternatives.It is usually used in formal speech or written language. 

前 者 は 自 い ライ オン の 話 で 、 後 者 は どん な 病気 で も 治す (om) こと が 出来 る 医者 の 話 だ 。 


(③⑬~ と いっ た Noun 
全文 ・ 受験 の 神様 が 祭っ て ある 神社 に 行っ て 合格 を 祈る と いっ た こと も する 。 時 M242) | 


と いっ た X is used to present examples of X. X is always a noun or a noun phrase. Nouns, phrases 
: or sentences can precede と いっ た . When nouns precede と いっ た , usually two or more nouns are 
: Presented, but when sentences or phrases precede と い っ た , usually only one sentence or phrase js 
presented. な どの Nand の よう な N are similar to と いっ た N,but they are usually preceded by nouns 
: Or noun phrases, not by sentences. 


like; such as 間 | (6 ) な か な か ~ な い 
a Ni {や ん }N。({ や ん 人 }N。 ~) と いっ た {N/NP} i 
b. Sr-plain(、S。-plain、 こ >) と いっ た {N/NP} 
Cc. Phrase, (、 Phrase。、~) と いっ た {N/NP} 
1. この 大 学 に は 、 韓 団 、 中 国 、 人 台湾 と いっ た アジ ア の 国々 か ら の 留学 生 が た くさ ん いる 。 | 
2. 日 本 語 が 上 手 に 話せ る よう に な る に は 、 丁寧 な 話し 方 や くだ けた 話し 方 、 敬 語 と いっ た スピ ー 
: チレ ベル が 違う 話し 方 の 練習 も し な けれ ば な ら な い 。 

3. どの 国 の 言葉 で も 、 丁 寧 こ なれ ば な る ほど 文 が 長く な る と いっ た 傾向 が ある 。 


英訳 or; either ~ or ~ 

aN, (、N。、~)、 あ る い は N;: 日 本 、 韓国 、 ある い は 中 国 
b.S, か 、 あ る い は 、S。 か :Type3 * 講 
1. 将来 は 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 あ る い は 、 ア ジア で 仕事 が で きた らい いと 思っ て いる 。 

2. この 大 学 で は 、 日 本 語 、 あ る い は 、 英 語 で 卒業 論文 を 書く こと に な っ て いる 。 

' 3. メール を 出す か 、 あ る い は 、 電 話 を する か 、 ど ちら で も いい が 、 と に か く 連 絡 し な く て は いけ な い 。 
4. 就職 し よう か 、 あ る い は 、 大 学院 に 進ん で 勉強 を 続け よう か 、 今 、 迷 っ て いる 。 


・ 能 力 の ある こと を な か な か 認め て も ら え な い 。 [ 読 :30】 

本 文 ・ な か な か いい 解決 方 法 は 見 つか ら な いよ う で す 。 ( 読 :767】 

、・ 浪人 し た っ て 、 京 大 の 医学 部 に は な か な か 人 れ な いよ 。 [会 1/4 
な か な か with the negative form of a verb means “not easily” or “not readily.” Usually it is used when | 
‘something desirable doesn’t happen easily or when something that js supposed to happen doesnt 
: happen. 

説明 Compare the following sentences: 

・ こ の ドア は な か な か 開か な い 。 (in situations where you want to open the door) 


・ こ の ドア は (簡単 に は /X な か な か が か} 開か な いよ うに し た 。 
(in situations where you do not want the door to open easily) 


英訳 not easily; not readily difcult to ~ ; slow to; to refuse to 
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文型 


な か な か V-nai な い 
1. バス が な か な か 来 な い 。 授業 に 遅れ て し まい そう だ 。 困っ た な あ 。 
2. 1 年 生 の 時 は 漢字 が な か な か 覚え られ ませ ん で し た が 、 今 は 、 あま り 時 間 を か けず に 覚え られ ます 。 
例文 3. も う 10 年 も ピア ノ を 練習 し て いる が 、 な か な か 上 手 に 弾け な い 。 
4. コンサ ー ト が な か な か 始ま ら な い の で 、 客 が 起り 出し た 。 
5. 今年 は 12 月 に な っ て も な か な か 寒く な ら な い 。 地球 温暖 化 (global warming) の せい だ ろ う か 。 


8 私 は ウニ (sea urchin) 以外 の 寿司 は 、 何で も 食べ られ る 。 
2. A: 今度 の ミー ティ ング は 金曜 日 で いい で すか 。 
B : あ 、 す み ま せ ん 。 その 日 は ちょ っ と …。 そ れ 以 外 の 日 に し て いた だ け ま せん か 。 
この クラ ス は 、 田 中 さん 以外 は 、 誰 も 外国 に 行っ た こと が な いそ うだ 。 
4. 週末 は 、 勉 強 以外 に 、 テ ニス を し た り 映 画 を 見 た り し ます 。 
5. 私 は 楽器 (instrumen は 、 ギ ター 以外 弾い た こと が な い 。 


本 


EC を 歓迎 する 人 が 多い の も 、 学歴 社会 が 決し て よく 思わ れ て いな いか ら だ ろう 。【 読 :/41】 
決し て with negative endings of verbs, adjectives, etc. expresses strong negation of an idea, situation, 
Possibility etc. or strong prohibition. 
美 訳 never: by no means: not ~ at all; not ~ in the least; definitely not | 
a. 決 し て V-af な い / な か っ た }: 決 し て V-masu{ ま せん / ま せん で し た )} | 
文型 b. 決 し て A-naf( な い / な か っ た / あ り ま せん / あ り ま せん で し た )} | 
c. 決し て {ANa/ANo/N} {で は / じ ゃ } {な い / な か っ た / あ り ま せん / あ り ま せん で し た } 
1. どん な に 大 変 で も 、 日 本 語 の 勉強 は 決し て や め な い 。 

2. 今日 の 試験 は 決し て や さ し く あり ませ ん で し た が 、 み ん な よく で き て いま し た 。 
3. 彼 は 決し て 悪い 人 間 で は な い 。 ち ょ っ と わが まま な (selfish) だ け だ 。 

4. 危な いで すか ら 、 こ の フェ ンス の 中 に 決し て 入っ て は いけ ませ ん よ 。 


あぶ 


~ と いう 社会 な の だ 。 


【 読 : 7.31-33】 


説明 | つま り is used to rephrase or restate what has just been mentioned or stated. 
英訳 Thatis (to say); in other words: namely; (That) means; You mean こ ? 
a. Ni;/NP,、 つ まり 、N。/NP。 


文型 
b.NINP( と いう の ) は 、 つ まり ~{ だ /( と いう ) こ と だ } 
1. 来週 、 母 の 弟 、 つ まり 、 叔父 が 中 国 か ら 遊 びに 来 ま す 。 
2. 両親 は 20 年 前 、 つ まり 、 私 の 生ま れ た 年 に 結婚 し た 。 
例文 3. 日 本 の 伝統 芸能 の 狂言 と いう の は 、 つま り 、 日 本 の 昔 の コメ ディ な ん で すね 。 
4. 受験 戦争 と いう の は 、 つ まり 、 い い 学校 に 入る た め に 、 戦争 の よう に 勉強 で 競争 する こと で す 。 
5. 登校 拒否 と いう の は 、 つま り 、 いじ め な どの 理由 で 学校 に 行か な く な る と いう 意味 で す 。 


本 文 


文 ・ つ まり 、 学 歴 社会 と は 、 そ の 人 が どん な 学校 を 


の 


OO Sentence と いう 理由 で 
本 次 | ・ 勉 強 に つい て いけ な いと いう 理由 で 、 学 校 に 行か か なく な っ て し まう こと だ 。 【 読 :743-44】 | 


説明 と いう 理由 で (lit. for the reason that ~) is used to present the reason for a state, event, or action stated 
in the main clause. This phrase is usually used in written language. 


英訳 because 
文型 S-plain と いう 理由 で 
・ アルバ イト で 忙し いと いう 理由 で 、 学 校 を 休む 学生 が いま す 。 
科 登録 し た (to register) 学生 が 少な いと いう 理由 で 、 その 授業 は キャ ン セ ル さ れ て し まい まし た 。 
: ・ と の ゲー ム 機 は 、 安く て 使い や すい と いう 理由 で 、 よ く 売 れ て いる そう だ 。 
4. 日 本 で は 外国 人 だ と いう 理由 で 、 ア パー ト を 貸し て も ら え な いこ と が ある らし い 。 信 じ ら れ な い 。 


【 読 : /.33-35】 


MR 親 達 は 自分 の 子供 を 塾 に 行か せ 、 ー 小 学校 や 中 学校 に 入れ よう と する 。 


そこ で js used to indicate an action(to be) taken because of the situation Presented in the previous 
| Sentence. それ で (SeeL4. 文 法 ノ ー ト @) can be used jn place of そこ で : however そこ で can replace それ 
説明 で onlywhen the action in S。 is controllable, as shown below: 


・ 日 本 の アニ メ を 日 本 語 で 見 た いと 思っ た 。 {そこ で / そ れ で )}、 日 本 語 を 勉強 する こと に し た 。 
・ 昨 日 と て も 天気 が 悪く て 、 寒 か っ た 。 {それ で /x そこ で }、 試合 を 見 に 来 た 人 が 少な か っ た 。 


英訳 because of that; therefore: so 

OS,、 そこ で 、 S。。 

1. 学生 達 は 、 先 生 と だ け で な く 、 一 般 の 日 本 人 と も 日 本 語 で 話し た い は ず で す 。 そこ で 日 本 
人 の 留学 生 の グル ー プ と パー ティ を する こと に し ま じ だ 5 

2. 将来 、 小学 校 の 先生 に な り た いと 思っ て いま す 。 そこ で 、 ボ ラン ティ ア で 子供 達 を 教え て み 
る こと に し まし た 。 

GikBit す 4 ペ クリ スマ ス ( で す 。 そ と で 、 日 本 の ホス ト フ ァ ミ リー に 何 か プ レ ゼ ン ト を 送り た いと 
思っ て いる の で す が 、 どん な 物 を 送っ た らい いで し ょ うか 。 


w 


た 


・ これ ら の 問題 の 原因 は た くさ ん あっ て 複雑 だ が 、~ 【 読 :/44】 


The plural marker 5 is often used with demonstrative pronouns and certain personal pronouns. 
: Personal pronouns with 5 are not used in situations where politeness must be shown. 


4 邊 懸命 に 就職 活動 を し た が 、 日 本 の 会 社 に 就職 で き な か っ た 。 そ こ で 、 大 学院 に 進む こと - 
た 。 ド these: those: they; -s: and others 
©- 以外 {の Noun/ に } a. Demonstrative pronoun ら : これ ら : それ ら ,; あれ ら (These can be used in polite speech.) 
es の | b.Personalpronoun ら : 彼ら ; 彼女ら; 僕ら ; 君 ら 


本 文 ・ 最 近 は 東大 出身 者 以外 の 人 も 首相 に な る よう に な っ た 。 隔 .40 


の ] X 以 外 の Y means *Y exclnding X.” の Y is often omitted (Ex. 1). 
X 以 外 に means *besides X.” に js sometimes omitted (Ex. 4). 


1. これ ら の 問題 に つい て も っ と 話し 合っ て みる 必要 が ある 。 
例文 2 それ ら の 点 に つい て も う 一 度 調べ て みる つも り で す 。 
3. 彼ら が 言っ て いる こと は よく 分 か ら な い 。 私 達 の 考え に 反対 な の だ ろう か 。 


英訳 | but; except; other than; besides 
a. IN/DemP] 以外 の N: 日 本 人 以外 の 人 : これ 以外 の 問題 
b. (NDemP} 以外 に : スポ ー ツ 以外 に : それ 以外 に 
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本 文 ・「 受 験 の た め に 一 教育 」 に 対し て 、「 も っ と 子供 達 の 心 を 成長 させ る 教育 ] 一 【 読 :7.49-51】 


説明 に 対し て is used when contrasting two actions, states, situations, etc. (See L10, 文法 ノー ト @ for olher uses of 
に 対し て .) 


: whereas: on the other hand; in contrast 


a N に 対し て 


1. 男の子 が 興味 を 持つ オタ ク 文 化 に 対し て 、 カ ワイ イ 文 化 は 女の子 に 人 気 が あ る よう だ 。 
2. 日 本 語 は 文法 が 難し い の に 対し て 、 中 国語 は 発音 が 難し い 。 

3. 中 学生 の 約 6 割 が 塾 に 行っ て いる の に 対し て 、4 割 は 家 で 勉強 し て いる 。 

4.B 型 の 性 格 は 楽天 的 (optmistic) な の に 対し て 、A 型 は まじ め な 性 格 だ と 言わ れ て いる 。 


5. 日 本 で は ケー タイ で メー ル を する 人 が 多い 。 それに 対し て 、 ア メリ カ で は コン ピュ ー タ で メー 
ル を する 人 が 多い 。 


・ 日 本 国民 で ある 限り 、 誰 で も 、 一 受け られ る と いう こと だ 。 【 読 :/.59-60】 


| X 限 り is nsed when something is the case or is true as long as the condition X holds true. 限り is also 
used to indicate the extent to which one can do something or one knows something (e.g., as far as one 
cani as far as one knows) . 


as long as; as far as; whilei until: unless; as much as (one can) 

Vplain 限り : いる 限り : 見 た 限り : や め な い 限 り : で きる 限り 

b. N で {ある / な い } 限り : 人間 で ある 限り : 子 供 で な い 限 り 

iC. ANo で {ある / な い } 限り: 本 当 で ある 限り : 本 当 で な い 限 り (The use of i-/na-adjectives here is very limited.) 
私 の 知っ て いる 限り 、 外 国人 が 使い や すい 日 本 語 の 辞書 は な いん で す よ 。 

明日 まで に この レポ ー ト を 番 訳 する の は 結構 大 変 で す が 、 で きる 限り 頑張 っ て み ま す 。 

プレ イス メン ト テ スト に 合格 し な い 限 り 、 上 の レベ ル の クラ ス に は 入れ ませ ん 。 


注 
に 
 p 


例文 


b. S の に 対し て :Type 2a | 


4. この 大 学 の 学生 で ある 限り 、 大 学 が 決め た ルー ル は 守ら な く て は いけ ませ ん 。 
5 一 に も か か わら ず 


本 文 ・ 日 本 語 の 読み 書き は 大 変 難し い に も か か わら ず 、 一 は ほとん どい な いし 、… 【 読 :/.60-62】 


:X に も か か わら ず Ymeans “Y in spite of (the fact that) X.” This sentence construction is used when Y 
iis the case even though Y is usually not expected from X. 


in spite of (the fact that ~) ; despite (the fact that ~); althoughi though: nevertheless 
i Type 3 2 | 
1. 雨 が 強く 降っ て きた に も か か わら ず 、 サ ッ カ ー の 試合 は 続け られ た 。 

2. 問題 が 難し か っ た に も か か わら ず 、 試 験 は よく で きた 。 

3. 彼女 は 外国 人 (で ある ) に も か か わら ず 、 日 本 人 より 日 本 の 文化 を 愛し て (tolove) いる 。 

4. オオ カミ (wolf) 少年 の 言っ た こと は 本 当 だ っ た に も か か わら ず 、 そ の 前 に 何 回 も うそ を つい て 
いた の で 、 誰 も 少年 の 言う こと を 信じ な か っ た 。 較 - | 


_⑥ 


一 【 と / っ て )} 言 っ て も 


せっ か が く 


、・ せ っ か く 入 れ た ん だ か ら 、 将 来 は いい 医者 に な っ て も らい た いな あ 。 [会 1.79 
:・ せ っ か く ほ め て も ら っ た の だ か ら 、 す ぐに 否定 し な いで 、 ま ず 相 手 の ほ め 言 葉 を 一 [会 4:7.49-50】 


せっ か く js used in the following situations: 


本 文 


(1) when the speaker/writer does something with a lot of effort or at great pain and therefore he/she 
説明 E wants to make use of it; or, in spite of the effort or pain, he/she cannot make use of it; 
(2) when a given opportunity is a rare one and therefore he/she wants to make use of it or in spite of 
this opportunity, he/she cannot make use of it. 


せっ か く often appears with の だ か ら or の に . せっかく with の can also modify nouns. 


with effort; at great pain; take the trouble to do ~; ~, which is a rare occasion/event/etc. 
ja. せっ か く V{ の だ か ら / の に } b. せ っ か く の N 
c. せっ か く { で す が / で すけ ど / だ けど /eteJ d. せ っ か く { で す / だ } から 
1. せっ か く 日 本 語 を 3 年 も 勉強 し た の だ か ら 、 ぜ ひ 一 度 、 日 本 に 行っ て みた いで す 。 
2 の. せつ が く ケー キ を 焼い た の に 、 誰 も 食べ て くれ な か っ た か ら 、 が っ か り し た 。 
3. せっ かく 日 本 に 行っ た の に 、 ホ ー ム ステ イ が 出来 な く て 、 残 念 だ っ た 。 
4. せっ か く の 野球 の 試合 が 雨 で 中 止 に な っ て (to be called of) し まっ た 。 
5. A: 今夜 、 私 の 家 に 食事 に いら っ し ゃ いま せん か が 。 
B : あり が と う ご ざ いま す 。 で も 、 せ っ か く で す が 、 今 日 は 仕事 が 忙し く て …。 


、・ すご いっ て 言っ て も 、1 年 、 浪 人 し て る か ら ね 。 【 会 1:73】 
「・ 行 っ た っ て 言っ て も 、 夏 休み に 1 か 月 ホー ムステイ し た だ け だ か ら 、 ン [会 2:714】 


: と 言っ て も is used when clarifying what has just been said in order to avoid misunderstanding. っ て is 
: used in place of と in casual conversation or writing. 


although ~ say/said that ~ ; even though ~ say/said that ~ 


1. 春 だ と 言っ て も 、 寒 く て まだ セー ター を 着 て いる 。 

2. 漢字 が 読め る と 言っ て も 、 ま だ 300 ぐら いし か 読め ませ ん か ら 、 新聞 の 内 容 は 全然 分 か り ま せん 。 
例文 3. この 文法 は 難し いと 言っ て も 、 全 然 分 か ら な いわ け で は な い 。 

4. 大 学 に 近く て 便利 だ っ て 言っ て も 、 家 賃 が 高 す ずる か ら 、 こ の 部 屋 は 借り られ な い 。 

5. 子供 だ と 言っ て も 、 バ カ に し て は いけ な い 。 


ーー 


思う よう に 一 な い 
本 文 ・ 日 本 に 行っ た ば か り の 頃 は 全然 思う よう に 話せ な く て 困り まし た 。 


: This phrase means that something is not in accord with the speaker's/writer's (or the subjects) wish 
: or desire. The verb potential form is usually used in this structure. 


【 会 3: /.26】 


| not as one wishes 
1. 予定 が 思う よう に 進ま な い の で 、 と て も 困っ て いる 。 
例文 2. 人 の 前 で は 自分 の 考え が 思う よう に 言え な い 。 

3. 子供 の 時 、 ピ アノ を 一 生 懸 命 に 練習 し た けど 、 思 う よ う に 弾け な か っ た の で 、 や め て し まっ た 。 


\ っ し ょ うけ ん めい 
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、 


1 


0 NM の On か -C5 PO 


教育 
制度 / - 制 
問題 点 
満足 え ル 
公立 
私 立 
進学 え ル 
進む 
落 " ち る 
前 者 
後者 
苦し む 
協力 ぇ ル 
用 意 え ル 


幸 『 せ (な ) 
可能 性 
以前 

ーー 以外 
決し て 一 な い 
原因 
他人 
求め る 
主 (な ) 
別 ( の ) 
生む 
数 字 
上 げ る 
に 対し で 
低下 ぇ ル 
下がる 
内 容 
減ら す 
計算 メル 
平等 (な ) 
解決 スル 


きょう いく 


せい ど / - せい 
も ん だ いて ん 


し ん が く ぇ ル 
すす を む 

お ちる 
ぜん し ゃ 
こし ゃ 
くる し む 
きょう り ょ く ぇ メル 
よう い ぇ ル 
ちい 

いっ ぱ ぽう 
じん せい 

し あわ せ ( な ) 
か の う せ い 
いぜん 

ー い が い 
けっ し て 一 な い 
げん いん 

た に ん 
も と め る 

お も (な ) 
べつ (の ) 
うむ 

キレ 

あげ る 

SS に だ VS て 
て いか ぇ ル 
さがる 

な いよ う 
へ ら す 

けい さん ぇ ル 
50 の で の (が) 
か いけ つ ぇ ル 


画 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 


誤 


剖 


誤 


に 剖 


剖 


剖 癌 


前 前 詞 癌 


前 前 骨 前 弄 前 


章 剖 


品 剖 


間 


剖 剖 


中 


量 前 前 前 弄 凍 尋 


癌 


誤 誤 章 


去年 
喜 " ぶ 
洋服 
自由 (な ) 
返事 スル 
仕方 


き ょ ね ん 
よろ こぶ 
よう ふく 
じゅ う ( な ) 
へ ん じ ぇ ル 
し か た 


圏 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


と 


CO. っ の 〇 > の ね CS DO 


判断 え ル 
自殺 スル 
学力 
常識 
頼る 
述べ る 
ー 限 り 


教科 書 


基本 
食堂 
似合う 


げん じょう 
ぎ む 

- りつ 
ふく め る 

が くれ き 
せい と 
き ぼ ぽう ぇ ル 
さす 

きび し い 

か て い 
ひっ し (の ) 
か ん きょう 
ビ じゅ めし よく スス 
きゅう りょう 
みとめ る 

と うけ い 

は ん だ ん ぇ ル 
じ さ つ ぇ ル 
AO 
じょう し き 
さよ る 

の べ る 

ー か ぎり 
きょう か し ょ 
き ほ ん 

し 8 
に あう 

ひ て い ぇ ル 


: 新しい 漢字 
: 新しい 読み 方 


軍 : 前 に 習っ た 単語 


ーー つ 


あな た の 国 で は 、 誰 か に ほめ られ た 時 どん な ジェ ス 
チャ ー を し ます か 。 日 本 で は 、 顔 の 前 で 手 を ヒラ ヒラ と 左 
右 に 速く 動か すこ と が あり ます 。 これ は [いいえ 、 達 いま 
す 」 と いう 意味 の ジェ スチ ャ ー で 、 ほ め ら れ て 謙 用 し て い 
る 動作 で す 。「 く さい よー ! 」 と いう 意味 で は あり ませ ん 。 
その 他 、「 い や あ 」] な ど と 言い な が ら 、 頭 を か いた りす る 
こと も あり ます が 、 こ れ は 「 ほ め ら れ て 恥ず か し い ] と い 
う 気 持ち を 表す ジェ スチ ャ ー で す 。 

よく 聞く 笑い 話 に 、 日 本 で は 「 こ っ ち に 来 て ! 」 と 言い た い 時 、 手 の 平 (palm) を 
下 に 向け て 上 下 に ふる の で 、 日 本 人 が アメ リカ の レス トラ ン で ウエ イタ ー を 呼び 
た い 時 に そう し た ら 、 彼 が も っ と 遠く に 行っ て し まっ た と いう の が あり ます 。 ア メ 
リカ で は この ジェ スチ ャ ー は 「 あ っ ち に 行け ! 」 と いう 意味 で す 。 西 洋 (the wes) で 
は 人 を 呼ぶ 時 は 、 たい てい 手 の 平 を 上 に し て 指 を 自分 の 方 に 向け て 曲げ ます 。 で 

も 、 こ の ジェ スチ ャ ー を 日 本 で し て も 、 日 本 人 に は 何 の こ と か 分 か り ま せん 。 


ー つ 


比 路 紗 紗 下 
IO 


NR ト 


開 剖 


弄 剖 


誤 


誤 


誤 品 


ジェ スチ ャ ー と いう の は 、 国 に よっ て と て も 人 違い ます 。 下 に 日 本 の ジェ スチ ャ ー の イラ スト が あり 
ます が 、 そ れ ぞ れ ど ん な 意味 を 表し て いる と 思い ます か 。(* 答 え は この ペー ジ の 一 番 下 ) 


① 


紅 前 詳 


六部 表 前 


剖 剖 


引 


その 他 、(a) ~(d) の 時 、 日 本 人 は どん な ジェ スチ ャ ー を する か が 知っ て いま すか 。 あ な た の 国 で は ど 
う で すか 。 


前 半 


(a) 初め て 会 っ た 時 の 挨拶 の 仕方 


前 癌 


(b) お 腹 が すい た 時 
(c) 座っ て いる 人 の 前 を 通る (to passby) 時 


紅 本 避 


(d) 「 静 か に し な さい 」] と 言い た い 時 


こう で すか ? ジェ スチ ャ ー と いう の は 、 そ れ ぞ れ の 国 の 文化 が よく 表れ て いて と て も 面白 いで す 
ね 。 で も 、 自 分 の 国 で は 使え る ジェ スチ ャ ー で も 、 他 の 国 で は と て も 和 失礼 だ っ た り 、 変 な 意味 を 表し 
た りす る こと が よく あり ます 。 ジェスチャー の 違い は 、 外 国語 を 勉強 する 時 、 言 葉 だ け で な くそ の 国 
の 文化 も よく 知ら な けれ ば いけ な いと いう こと を 教え て くれ ます 。 


TO 


紗 夷 
ト 


答え : ①a. OK の 意味 b. お金 の 意味 @ 自 分 の こと ③ 頼 ん で いる  ④ ダ メ と 言っ て いる 


: 前 に R で 習っ た 漢字 


ご や 


と いう , which is derived from と 言う (to say (that-) ) , is used in many ways. The most common uses 
are shown below. (The と いう introduced here is always written in hiragana. ) 


(1) N, と いう N。 

This noun-phrase structure is used to refer to a specific person or thing (N」) in a general set or 
category of people or things (N). For example, (a) refers to a specific kind of food called “natto” in 
the category “foods,” and (b) refers to a specific person called Mr./Ms. Nakamura in the category 
“people.” Thus, this structure indicates the general category that N, belongs to. 


a. 納豆 と いう 食べ 物 
な っ と う 
b. 中 村 さん と いう 人 (the person with the name (lit.called) Mr. Nakamura) 
らら 


The difference between (c) and (d) is that (c) is used when both the speaker and the hearer know 
Mr./Ms. Nakamura while (d) is used when the speaker believes that the hearer docsn t know Mr./Ms. 
Nakamura. 


C. 中 村 さ ん に 会 いま し た 。 
d. 中 村 さ ん と いう 人 に 会 いま し た 。 


(2) S と いう N 


This noun-phrase structure is used to indicate the specific content of N. The specific content is 
expressed in S. Some examples follow. 


e. ジョ ン と エミ リー が 結婚 する と いう {うわ さ (rumor) / 知 ら せ (news) / 事実 (ac 
地球 温暖 化 が ま すま す (increasingly) ひ どく な る と いう (意見 / 考 え / 問題 ) 
9. 入学 試験 で 失敗 する か も し れ な いと いう (気持 ち / 心 配 ) 


However when N is something perceptible (e.g., something one can see, hear, or smell) , と いう is not 
used as shown in the following examples. 


h. 子供 た ち が サ ッ カ ー を し て いる 9 の / で いう} 写真 
ii ドア を ノッ ク す る 似 / そ いす } 音 
} 魚 を 焼く 2/ 二 いす} に お い (smell) 


(3) Other uses 


と いう also occurs in structures which provide the meaning/definition of a word, as in (k) , or the meaning/ 
implication of someone's action (or non-action) or the state of something。 as in (1) and(m) . 
(See p.20 文法 ノー ト ⑳@ in L.1 for more examples.) 


k.「 フ リー ター| と いう の は アル バイ ト や パー ト タ イ ム で 仕事 を し て いる 人 の こと だ 。 
| 先生 が 何 も 言わ な か っ た と いう こと は 、 明 日 小 テ スト は な いと いう こと だ ね 。 
m. 電気 が 消え て いる と いう こと は 、 誰 も いな いと いう こと で す 。 


省 


日 本 の 
便利 な 店 


IIIIIIIUIUUUIUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


「 自 動 販売 機 大 国 ニ ッ ポ ン 」 


じ どう は ん ぽい き た いこ く 


自動 販売 機 の 便利 さと 問題 点 、 


じ どう は ん ば い き 


日 本 の コン ビニ (エン スス ト ア ) 
情報 を 求め る / 伝 える 
標準 語 と 方 計 


0 ょ うじ ek ご ほう げん 


よく 買い 物 に 行く 店 近く に あっ て ほし い 店 


2 自動 販売 機 (vending machine) で よく 買う も の | 自動 販売 機 で 売っ て ほし いも の 


は ん ば い き 


日 本 と あな た の 国 の コン ビニ エン スス ト ア に つい て 、 下 の 表 を 完成 し な さい 。 日 本 の 
コン ビニ エン スス ト ア に つい て は 、「 と びら サイ ト 」] の リン ク 集 の 中 か ら 1 店 選ん で 調 
べ ま し ょ う 。 軸 3 


と びら サイ ト ① [リン ク 集 ] を クリ ッ ク ; 
る 表れ 雷 に 出 て くる サイ ト ] を クリ ッ ク | 考 旨 > トニー ニー 
の [第 10 課 を クリ ッ ク EE 1 


日 本 の コン ビニ の 名 前 手 放 ! ちな た の 国 の コン ビニ の 名 前 


買い 物 の 他 に 出来 る こと : | 日 本 の コン ビニ と 違う こと 
SME) | (ー っ 以上 ) 


食べ 物 ・ 飲 み 物 ( 三 つ 以上 ) 


その 他 ( 三 つ 以上 ) 


東京 の 街 を 歩く 。 次 々 と 目 に 入っ て くる カラ フル な デザ イン の 自動 販売 機 。 日 本 を 訪れ た 外国 
人 は 自動 販売 機 が 街中 に ある 風景 に 驚く らし い 。 ア メリ カ で は 自動 販売 機 は た いて い 建 物 の 中 に 
あっ て 、 外 に 置か れ て いる こと は ほとん ど な い が 、 日 本 で は どこ に で も 自動 販売 機 が ある 。 街 の 
中 だ け で な く 、 田 舎 の 誰 も 通ら な いよ うな 道 や 、 山 の 中 に さえ 、 自 動 販売 機 が 置い て ある ほど だ 。 

自動 販売 機 は どこ の 国 で も 発達 し て いる わけ で は な く 、100 万 台 以上 ある 国 は 世界 で も アメ リ 
カ と 日 本 そし て ドイ ツ だ け だ 。2005 年 の デー タ で は 、 ア メリ カ が 世界 一 (783 万 台 ) で 、 日 本 
が 世界 二 位 (558 万 台 ) だ っ た が 、 人 口 と 国 の 広 さ を 考え た 場合 、 普 及 率 は 日 本 が 世界 一 と 言え る 
だ ろ う 。 自 動 販売 機 に よる 売り 上 げ も 日 本 が 世界 一 で 、 日 本 一 忙し い 自 動 販 売 機 は 、1 台 で 1 か 
月 に 2 万 5000 本 の 飲み 物 を 売り 、 そ の 売り 上 げ は 300 万 円 に も な る と いう 。 

「 お 茶 を 買っ た ら 温 か か っ た 」 「 自 動 販売 機 が 話し て びっ くり し た | と いう の は 外国 人 か ら よ く 
聞く 話 だ 。 日 本 の 自動 販売 機 は 、 夏 に は 冷た い 飲み 物 、 冬 に は 温か い 飲 み 物 と いう よう に 、 和 気温 
の 変化 に 合わ せ て 、 飲 み 物 を 冷た くし た り 、 温 か くし た り し て 出し て くれ る 。 ま た 、 話 す 自 動 販 
売 機 も ある 。 例 えば 、 あ る 飲み 物 の メー カー が 関西 地区 に 置い て いる 「 お し ゃ べり 自動 販売 機 」 
は 、 関 西 介 で 話 を する そう だ 。 お客 が 自動 販売 機 の 前 に 立つ と 、「 い らっし ゃ いま せ 」 で は な く 
「 ま い ど ! 」 と きい 、 お つり が な い 時 は 「 す ん ませ ん 。 今 、 つ り 銭 切ら し て ます ね ん 」 と 、 ま る 
で 関西 人 の よう に 詰 す らし い 。 

この 他 に も 、 ひ いた ば か り の 豆 で コー ヒー を 入れ る と か 、 冷 凍 食品 を 電子 レン ジ で 温め て か ら 
出す 、 カ ッ プ ラー メン に お 湯 を 入れ て 出す と いっ た 自動 販売 機 も あっ て 、 日 本 の 自動 販売 機 は 驚 
《 ほ ど 賢 い 。 自 動 販売 機 で 売っ て いる 商品 も 色々 で 、 飲 み 物 や 食品 は 言う まで も な く 、 タ バ コ か 
ら マ ン が 、 週 刊 誌 、CD、 花 、 ネ イル アー ト 、 ス トッ キン グ 、 お も ちゃ 、 そ し て 名 刺 ま で も ある 。 

で は 、 日 本 で は 、 な ぜ こ の よう に 広く 自動 販売 機 が 普及 し た の だ ろう か 。 一 番 の 理由 は 、 犯 罪 
が 少な く て 安全 だ と いう こと だ ろう 。 泥 棒 に と っ て 無人 の 販売 機 は 「 こ こ に は お 金 が 入っ て いる 
か ら 、 盗 ん で 下さ いよ 」 と 言っ て いる よう に 見 える 。 し た が っ て 、 犯 罪 が 多く 危険 な 所 で は 、 販 
売 機 は 壊さ れ 、 中 の 現金 は すぐ に 次 まれ て し まう 。 日 本 は 以前 ほど 安全 で は な く な っ た と 言わ れ 
て いる が 、 海 外 の 多く の 国 と 比べ れ ば 、 ま だ それ ほど 危険 と いう わけ で は な い 。 だ か ら 、 自 動 販 
売 機 が 外 に 置い て あっ て も 、 壊 され る よう な こと は ほとん ど な い の だ 。 
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SN 


四 10 月 | 日 本 の 便利 な 店 


「 自 動 販 売 機 の 文化 史 ] と いう 本 の 著者 で ある 区 時 力 拓 は 、 日 本 が 自動 販売 機 大 国 と な っ た 理 i 太字 覚え る 単語 
由 と し て 、「 技 術 に 対す る 信頼 感 」 と 「 自 動 化 を 好む 社会 ] の 二 つ を 挙げ て いる 。 確 か に 日 本 の | は ん ば い selling; sale | (を ) 販売 する | 
高い 技術 力 は 世界 的 に も 認め られ て いて 、 日 本 製 の も の は 車 で も 冷蔵 庫 で も 性 能 が よく 、 な か な | 自動 販売 機 (N) vending machine 


i- た いこ く : i major power; giant 


か 嫌 れ な い 。 し た が っ て 、 機 械 に 対す る 人 頼も 高い 。 ま た 、 日 本 人 は 自動 化 さ れ た も の が 好き だ i 2 ee 

8 : ; i ; town; ci 
と いう の も 事実 だ ろう 。 タ クシ ー に 乗れ ば 、 ド ア が 自動 で 開い た り 義 まっ た りす る し 、 電車 の 切 i ! つ ぎ つ ぎ (と / に ) : ione after another 
符 を 自動 改札 機 に 入れ れ ば 、 すぐ に 改札 を 通る こと が 出来 る し 、 手 を た た け ば 電気 が つく 電気 ス : こ | め に は いる : ito come into view 


i カ ラフ ル ( な | ANa | 
タン ド ま で も ある 。 OO EC 
: (一 を ) 訪 れる : お と ずれ る : ru-Vi : to visit call (on a person。at a place) 


ビジ ネス と いう 点 か ら 考 える と 、 コ スト が あま りか か ら な いこ と も 自動 販売 機 が 普及 し た 理由 1 | 風景 | ふう けい | N iseenem 
の 一 つた だ 。 自動 販売 機 は 、 無人 で 24 時 間 も の を 売る こ と が 出来 る 上 に 、 街 の 中 に 置い て ある か 6 3 に お 症 る | と 5 る op go hog SEE 
ら 商 品 の 宣伝 に も 役に立つ と いう わけ だ 。 面 折 い こと に 、 パ リ の 街 の 主 な 通り に は 自動 販売 機 が 8 ! 普及 | ふき ゅ う i spread: popularization | (一 が ) 普及 する to become 
: 1 6 : widespreadi become popular (not used for the spread of! 
1 台 も な いそ うだ 。 日 本 が 自動 販売 機 大 国 に な っ た の に は 、 日 本 社会 の 特徴 や 日 本 人 の 考え 方 が | | mmmo) 
大 きく 影響 し の な ロン : 売り 上 げ うり あげ i N 0 
きく 影響 し て いる の か も し れ な い 。 ) _12「 び っ くり : | VN istartle: surprise| (一 に) ぴっ くり する to be surprised 
自動 販売 機 は いつ で も 利用 で き て 便利 だ と いう 一 方 で 、 エ ネル ギー の 無駄 遣い と か 未成 年 者 で 1 変化 | へ ん か | VN ichange | (が ) 変 化す る 


せい ね ん し ゃ 


も 酒 や ク バ コ が 買え る な ど と いっ た 批判 が ある 。 だ が 、 こ の よう な 批判 に 対し て は 、 す で に 様々 刻み 物 / 食 べ 物 を) 出す だ す | rV ito serve 


、 8 3 < 本 ha 
な 対策 が と られ て いる 。 例 えば 、 省 エネ 対策 の 代表 的 な も の に は 、 エ コ ベ ン ダー と 呼ば れる 向 入 の $< 1 の 
央 i お し ゃ べり : : VN ichat | お し ゃ べり する to have a chat 


り の 飲み 物 の た め の 自動 販売 機 が ある 。 エ コ ベ ン ダー は 、 夏 の 間 (7 月 一 9 月 ) は 午前 中 に 商品 を | 1 
冷や し て お き 、 電 力 消費 が ピー ク に な る 午後 に は 冷や す の を や め る と いう 省エネ 型 自動 販売 機 で て 、。 年 EN Nchange (money) | つり銭 (N) change (money) 
現在 、 ほ と ん ど 日 本 全国 で 使わ れ て いる 。 こ の シス テム の 導入 に よっ て 、1 年 の 電力 消費 量 が ! AS A ZAi: 者 

k 1 : 豆 を ひく : ま め を ひく i Phr i to grind (coffee) beans 
10%~ 15% 減 っ た そう だ 。 未 成年 に 酒 や タバ コ を 売ら な い 対 策 と し て は 、 深 夜 の 販売 を 規制 する | | Py PE OEE 
と か 、ID カー ド や 特別 な IC カ ー ド が な いと 買え な いよ うに する と いっ た こと が 行わ れ て いる 。 | 命 章 食品 (N) frozen food 

日 本 中 の どん な 所 に も あっ て 、 日 本 の 特徴 の 一 つと 言え 本 dat a 
: 電子 レン ジ : で ん し レン ジ | N :microwave oven 

る 自動 販売 機 。 あ る 調査 に よる と 、 日 本 人 の 8 割 以 上 が 生 B a | | (一 を) 温め る | あたため る eeit0wada (up); heat (up) 
活 に 必要 な も の だ と 答え て いる 。 最 近 で は 飲み 物 を 買う と 請 還 本 本 軒 | | [買い | か し こい A 
本 全 が 出来 る 「 チ ャ リティ ー 自 販 機 」 も 増え て いる そう だ 。 デ \ ; et Re N [Nmet) nail art 
ぼ きん OR 。 肖 ] : 名 刺 : めい し i N business card 
便利 な だ け で な く 、 楽 し く て 、 社 会 の 役 に も 立つ 自動 販売 = 還 I 。,。。。。! は ん さい 1 N 
機 ! これ か ら も 日 本 の 自動 販売 機 は どん どん 進化 を 続け て ーー 和紀 _29 無人 (の ) も ヒ ん の ⑦) EN 
いく だ ろう 。 将 来 、 ど ん な 自動 販売 機 が 出 て くる か 楽し み aki Aa OS Perilons 


で ある コウ ノ ト リ 支 援 の 自販 機 比 よ 、。:30 旨 3 っ 
‘ i 32 文化 史 | ぶん か し | N icultaral history 


33 : |! ちょ し ゃ ! ; author 


34 : i- し ; i Mr./Ms. 
TTC EEE TOTTI EE EE TEETER ETT EE TE ERE EE TS TTT TE EE ETRE EE TET EE EE + 


癌 ま 人 の の 買 。 寺 れ 欄 革 。 夫 吉 理 伝 令 に すっ) 壮 り 35 | し ん らい | VN is rehance | (を ) 信 頼 す る | 信頼 感 (N) trust 
ょ し ゃ せ を 


9 0 sR ON NY |. 36 ! じ どう (の ) | ANo |automatic | 自動 化す る (VN) to automate 
特徴 利用 折 判 ) 省エネ 向 冷や し て 電力 混入 深 を 規制 - 着 | i 。 | ei 


2 対策 いう で ん り ょ く どう に % う し ん や き せい 
38 : | - せい | Suf |-made; -make: made in ~ 


i 


~ 
© 


i Wise; clever 


i Crime 


参考 : 「 自 動 販 売 機 の 文化 史 」/ 荻 巣 力 ( 著 )/8G003 年 / 集 英 社 新書 


39 性能 せい の う 


: N i performance : 29 
40| 機械 : き か い : N | machine so 
41 : 事実 AR じじ つ ; N IEct truth at 
42 1 改札 か いさ つ | N ticket validation; ticket check-in | | 

i ; : : 改札 機 (N) automatic ticket gate ; 
43; (~ を ) た た く weVeito strike: clap | 手 を た た く (Phr) to clap one's hands ] 
4 ! 電気 スタ ンド | で ん き ス タン ド も le 1 32 
45 : 宣伝 . せん で ん : VN i advertising; promotion; publicity | EE 
: : : (一 を ) 宣伝 する to publicize; advertise | 
46 (一 の) 役に立つ : や くに た つ - u-Vi 0 be useful (for ~) | 
7 パリ . 0 ] 
48 通り | と お り N 1 | 36 
る 利用 1 り よ う 1 VN i use; usage | (~ を ) 利用 する to make (good) use of; 1 
: ; ; put something to (good) use ] 
50 エネ ルギー : : N ; energy : 
無駄 遺 い 「 むだ づか い : VN :wasteful use; waste | (を ) 無 駄 遣い する ] 
52; 未成 年 者 |! みせ いね ん し ゃ N | minor under age people 39 
53 批判 ひ は ん | VN lcriticism | (~ を ) 批 判 す る ed 
54 : すでに | | Adv Lee 40 
55 | 対策 NT < | N icountermeasure | 対策 を と る (Phr) 
: : i to take measures to meet the situation 
56 | 省エネ ! しょう エ ネ : N Oi 
57 : エコ ベン ダー : : N eco-vendor 
58i 毎 : か ん N 5 | 千 入 り ( の ) (ANo) canned 41 
5 (を ) 冷 や す ! ひ やす irVe ito cool; refrigerate chill 
60 | 電力 : で ん り ょ く | N electric power | 43 
61 | 導入 ; どう に ゅ う : VN 1 introduction; installation | (一 を ) 導 入 す る to introduce 
; : i import (method; system; technology, ete.) ; 44 
62 ] 深夜 | し ん や i N : midnight | 深夜 (Adv) late at night : 
63 : 規制 | きせ い | VN iregulation | (を ) 規 制す る 1 45 
64 |- 割 | - わ り | Suf iunitoften percent [10 割 = 100%] 1 48 
65 . 募金 : ぼ き ん § VN |contribution (of money) solicitation (of money) : 
: A : (を ~ に ) 募 金 す る ! 50 
_6: 進化 We し ん か ! VN evolution | (一 が ) 進 化す る to evolve; develop 1 52 
67 楽し み : たのしみ i enjoyment; pleasure : 53 
68 コウ ゥ ノ ト リ : ET 
69 支援 | し えん | VN isupport | (~ を ) 支 援 す る 1 54 
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10 


etHPY 個 | 情報 を 求め る / 伝え る 


CT グ コ : 
: 一 番 人 気 が あ る の は 、 お 弁当 と お に ぎり な ん だ っ て 。 


27 5 


マイ タグ 
: 安 ぶ し た ? 今 、 日 本 で は 、 学 生 や 独 身 の サ ラリ ー マ ン が アパ ー ト を 探す 時 、 近 所 に 


ング 
: 確か に スー パー の 方 が 安い か も し れ な いけ ど 、 で も 、 フ コンビニ は 24 時 間 開 いて いる 店 


Cr 


TTITTTITIITDTITIIOTIIITTTTIOTIDTTITIITIDITITTIIITITIIITIIT TI TITITITI TI TO TOI uu 
3 に さ 3 の Et 


人 


四 10 月 | 日 本 の 便利 な 店 


: 先生 か ら 聞 いた ん だ けど 、 日 本 で イン ター ンシップ する ん だ っ て 『 


う ん 、 そ うな ん た だ 。 

前 か ら 日 本 で 働き た いっ て 言っ て た か ら 、 よ か っ た ね 。 

あり が と う 。 

楽し み だ ろ う ? 

う ん 、 仕 事 は 。 で も 、 一 人 暮らし する こと に な り そ う だ か ら 、 そ れ が ちょ っ と 心配 で 。 
僕 は 全然 料理 が 出来 な いか ら 。 


: 必 配 する こと な いよ 。 日 本 に は 一 人 暮らし の 強い 味方 、 コ ン ビ ニ が ある か ら ね 。 


え 、 コ ン ビ ニ ? アメ リカ の コン ビニ は 、 サ ンド イッ チ か ホッ トド ッ グ ぐら いし か 亮 っ 
KUM 

そう だ よれ 。 で も 、 日 本 の コン ビニ は 、 ど ちら か と いう と スー パー の よう な 所 な ん だ 。 
店 は 小さ いけ ど 、 食 料 品 か ら 生 活用 品 、 雑 誌 、CD、 映 画 の チケ ッ ト ま で 何で も 売っ て 
る ん た 。 

へ ええ 、 ア メリ カ と ずい ぶん 違う ん だ ね 。 

う ん 。 聞 いた と ころ に よる と 、 一 つの 店 に 3000 点 ぐら い の 商 品 が 置い て ある らし いよ 。 
へ え 、 す ご いれ ね 。 何 が 一 番 よ く 売 れる の ? 


お 弁当 っ て 、 ご は ん と お か ず が 入っ た ラン チ ボ ックス の こと 5 
そう 。 いろいろ な 種類 が ある し 、 お いし いし 、 洋 食 も 生食 も 7 人 
ある か ら 、 マ イク も 困ら な いと 思う よ 。 

へ え 、 い いね え 。 そ れ な ら 料 理 が 出来 な く て も 困ら な いか も 。 


コン ビニ が ある こと が 一 番 大 切な ん だ っ て 。 
な る ほど ね 。 で も 、 ス ー パ ー の 方 が 安い ん じゃ な い の 『 


が 多い し 、 コ ン ビ ニ で し か 売っ て な い オ リ ジ ナ ル 商 品 も ある し …。 す ぐに 欲し いも の 
が 買え て 便利 だ か ら 「 安 く て も 遠い スー パー より 、 高 く て も 近く の コン ビニ | っ て い 
う 人 、 多 いよ 。 

そう か 。 僕 が 住む アパ ー ト の 近く に も 、 コ ン ビ ニ あ る と いい な あ 。 


HIUUIIIHHUUUIHHIUUIHIUUUIUUUUUUUUUUUUUUUU 
に 2 計り SSH 


身 、 近所 2 遠い 


味方 食料 農 用 昌江 食 和食 こ 
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先生 、 日 本 の コン ビニ っ て すご く 便 利 ら し いで すね れ 。 

ええ 、 便 利 な だ け じ ゃ な く 、 結 構 面 折 い ん で す よ 。 実は 、 私 は 大 学 の 時 、 コ ン ビ ニ で 
Fah Et TST: 

そう で すか 。 ど ん な 仕事 を な さっ て いた ん で すか 。 

レジ に 立っ た り 、1 日 に 何 度 も 商品 を 並べ 替え た り 、 な く な っ た 商品 を 注文 し た り 、 
掃除 し た り 。 忙 し か っ た で す よ 。 

て そう で すか コン ビニ の バイ トト つて 色々 な ぐも を する ん で すず ね 3 

ええ 。 実は 、 コ ン ビ ニ っ て いう の は 、 買 う 人 の 心理 が よく 研究 され た 店 な ん で す 。 
MG 放す で 

そう で すね 、 例 えば 、 日 本 の コン ビニ は 普通 の 店 より も 明る いん で すけ ど 、 こ れ は 
どう し て だ RN まお が 

明る いと 、 き れい に 見 える か ら で す か 。 

それ も ある だ ろう けど と 、 人 間 に は 明る い 所 に 集まる と いう 習性 が ある NR で よ 。 
魚や 虫 が 明る い 所 に 集まる の と 同じ よう に ね 。 だ か ら 、 そ の 習性 を 利用 し て いる ん で 
す 。 

そう な ん で すか 。 知り ませ ん で し た 。 さ っ き 、1 日 に 何 度 も 商品 を 並べ 替え た と お っ 
し ゃ っ て いま し た が 、 そ れ も 消 費 者 心理 と 何 か 関係 が ある ん で すか 。 

ええ 、 あ る ん で す よ 。 私 が アル バイ ト を し て いた 店 で は 、1 日 に 4 回 、 朝 、 昼 、 夕 方 、 
そし て 深夜 と 棚 に 並べ る も の を 替え て いま した よ 。 

それ は 商品 が な く な る か ら で す か 。 

いい え 、 コ ン ビ ニ で は 、 例え ば 、 朝 は サラ リー マン や 高校 生 、 昼 は OL を 中 心 と し た 
若い 女性 と いう よう に 、 時 間 に よ っ て お 客 さ ん が 違う か ら な ん で すね 。 

な る ほど 。 お 客 さ ん が 違え ば 、 売 れる も の が 違う か ら 、 並 べ る も の も 替え た 方 が いい 
と いう わけ で すね 。 

その 通り で す 。 

コン ビニ の 仕事 も ビジ ネス と いう 点 か ら 考 える と 、 身 が 深い ん で すね れ 。 勉強 に な り ま 
TR NEE 


UEFA TT TE TET TT TE TT TTT A ET 


べ ベ 
普 


えた 人 東 消 半 2 


太字 覚え る 単語 


i じょう ほう 


i N iinformation 


: みか た 


ーー トー 


i N ifriend; supporter 


1 し ょ くり ょ う ひ ん 


| せい か つよ う ひ ん 


; N i foodstuff, groceries 


: N idaily commodities 


5 聞い た と ころ に よる と : き いた と ころ に よる と | Phr iaccording to what Tve heard 


6!- 点 


ぶさ 


1 に で ん 


: Cr ; [counter for (kinds of) commercial goods] 


】 7 (か) 売れ る 


rm 


| うれ る 


: ru-Vt : to sell; be in demand 


8 お に ぎり 


i 


| N i rice ball 


9i お か ず 


: N : accompaniment for rice dishes; side dish 


cE 


10 洋食 
11! 和食 


1 よう し ょ く 
1 わし ょ く 


i N !Western food 


| N Pt food 


12 安心 
13 独身 (の ) 
14 | 近所 


: あん し ん 
: どく し ん (の ) 
i きん じ ょ 


: VN i peace of mind; reassurance | 安心 する to feel relieved 
; ANo i single; unmarried 


: N 1 neighborhood; vicinity 


| 会 話 文 2_ 
15 | レジ 
16 ! (を ) 並べ 替え る 


| ならべ か える 


N ; cashier; short for レジ スタ ー (cash register) 


i ru-Vt i to rearrange 


17 心理 


し ん り 


; mentality; psychology 


18 | 習性 


: し ゅ う せ い 


: acduired trait: second nature 


19 消費 者 
201 夕方 
21 | 棚 
22 (に 一 を) 並べ る 

23 (ご る) 替え る 


しょう ひし ゃ 
| ゆう が た 


: た な 
! な ら べ る 


: か える 


N 
N 

: N : consumer 
N 


i evening | 夕方 (Ady) in the evening 


| N ishelf 
: ru-Vt : to place; line up; set up 


1 mrV ; to exchange; replace 


24i OL 


: オ ー エ ル 


: N : female office worker 


25 : 奥 が 深い 


1 お く が ふか い 


a 


Phr ivery deep; complex 


回 10 所 | 日 本 の 便利 な 店 


内 容 質問 


| / 訪 読み 物 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
1. 自動 販売 機 が 発達 し て いる 国 に は 、 日 本 の 他 に どん な 国 が あり ます か 。 ど うし て その 国 で 発達 し 


6 誠人 了 マイ ク が 先生 に 先生 の 子供 時 代 の 話 を 聞く 。 
上 共 先生 、 こ の 間 、 明太 さん か ら 聞 いた ん で す が 、 先生 は 子供 の 時 、 柔道 を や っ で いら ちっ じゃ っ 


て いる と 思い ます か 。 
2. 日 本 に は どん な 機能 (nncion) を 持つ 自動 販売 機 が あり ます か 。 三 つっ 挙げ な さい 。 cu 
3. 日 本 で 自動 販売 機 が 発達 し た 理由 は 何で すか 。 四 つ 挙 げ な さい 。 |】 先 生 : ええ 。 実は 、 私 は 子供 の 頃 、 よ く 病 気 に な っ て 学校 を 休ん だ ん で す よ 。 
4 。 パリ の 街 に は どう し て 自動 販売 機 が な いと 思い ます か 。 議 そう な ん くす の 


5 自動 販売 機 の いい 点 と 問題 点 を 挙げ な さい 。 問題 京 に は どん な 対策 が と られ て いま すか 。 0 MKMebkke AKI 


マイ ク : ええ 。 
és 庄 ム 7 だ 名 で ラ = 
ET の 完 生 : 柔道 を や れ ば 、 う ちの 竹 供 も 元気 に な る ん じゃ な いか っ て 、 両 親 が 私 に も 習わ せる こと に 
1. 日 本 の コン ビニ で は どん な 商品 が 売ら れ て いま すか 。 し だん.C あ よ 5 
2. 日 本 の コン ビニ で は 、 お 客 さ ん を 集め る た め に どん な こと を し て いま すか 。 本 放 ウ の へ えー、 そ うだ っ た ん で すか 。 


3. あな た の 国 に は コン ビニ が あり ます か 。 ど ん な 商品 が 置い て あり ます か 。 ど ん な 人 達 が よく コン 


ビニ を 使っ て いま すか 。 1 すい 
生得 モニ カカ が 先生 に 大 学 時 代 の 話 を 聞く 。 


馬 呈 力 : 先生 、 勇太 さん 、 先 生 は 大 学生 の 時 、 狂言 の クラ ブ に 入っ 


や > みん な で 話し て みよ う 。 


て に 
先 生 : ええ 。 で も 、 実 は 、 私 は 若い 頃 は 日 本 の 伝統 芸能 に あま り 興味 が な か っ た ん で す 。 


2. 自動 販売 機 で 売ら な い 方 が いい と 思う も の 、 売 っ て いて も 買い た く な いも の は 何で すか 。 ど うし 
て そう 思う か 理由 も 話し 合い まし ょ う 。 


3. 本 文 で 読ん だ 他 に 、 自 動 販売 機 に は どん な いい 点 と 問題 点 が ある と 思い ます か 。 問題 を 解決 する 
た め に は 、 ど ん な 対策 が 必要 だ と 思い ます か 。 クラ に AS る で Q1S じ た 0 で の 


モニ カ : 。 それ で 、 先 生 も ? 
生え え 、 そ れ で 、 私 も 一 緒 に 入る こと に し た ん で ず す 。 


| 1. 何 か を 買う 時 、 あ な た は お 店 と 自動 販売 機 と どちら で 買う 方 が 好き で すか 。 そ れ は どう し て で すか 。| 
| 


ニカ ・ 0 
先 生 : で も 、 そ の 時 仲 が 良かっ た 留学 生 の 友達 が 、 日 本 の 伝統 文化 を 勉強 し た いと 言っ て 、 狂 人 言 の 


きょう げん 


7 o 


占 前 題 点 1 ma 
いい 泉 問題 点 対策 >> パー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。 
4. あな た が 自動 販売 機 を デザ イン する と し た ら 、 ど ん な 自動 販売 機 を 作っ て みた いで すか 。 最近 ニュ ー ス な ど で よ く 聞 く ト ピッ ク や 授業 で 習っ た 内 容 な ど に つい て 話し な さい 。 
AE の 学生: この 間 、 {聞い た / 習っ た / 調べ た } ん で す が 、 そう で すね 。 | 
上 9 先生: ええ 。 ド | 
学 : や = リ り 、 た だ! 
・ 何 を 売っ て みた い ? に (コメ ント し た り 、 質 問 し た りす る ) 
・ どこ に 置き た い ? 先生 : 
i 学生 : 
・ 名 前 は ? 
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* 穫 り = | 日 本 の 便利 な 店 


か 


会 話 練習 


| ベア ワー ク 較 較 Ts 


ゅ y 最 近 の ニュ ー ス 、 他 の 人 か ら 聞 いた こと 、 授 業 で 習っ た こと な ど に つい て 、 パ ー ト ナー と 話し 
な さい 。 


ノ | な 妥 軒 


EE 9 マイ ク が は る か に 自動 販売 機 に つい て 聞く 。 全う 
マイ ク : この 間 、 先 生か ら 聞い た ん だ けど 、 日 本 は 自動 販売 機 大 国 」 な ん だ っ て ? ] 
は る か : うん 。 私 が 開い た と ころ に よる と 、 お 客 と 会 話 を する 自動 販売 機 も も ある らし いよ 。 


マイ ク : へ え 、 す ご い ! ね っ 、 日 本 っ て 自動 販売 機 が 外 に も ある よね 。 大 丈夫 な の ? 1 ロー ルプ レイ 菩 園 に 用 志 て 湊 謀 工 到 て て 


は る か : うん 、 日 本 は 結構 安全 だ か られ ね 。 こい 
学 で 日 本 語 学生 が 、 コン ビニ に つい て 語 
マイ ク : え ? 安全 っ て ? > 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 が 、 先 生 と コン 


は る か : 犯罪 が 少な いっ て いう こと 。 
la - あな た は 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 で す 。 || あな た は 大 学 で 日 本 語 を 教え て いる 先生 で す 。 
は る か : 外 に 自動 販売 機 を 置い と いて も 、 機 械 が 壊さ れ て 中 の お 金 が 盗ま れる こと は あま りな いん 1 他 の 人 か ら 、 日 本 語 の 先生 が 大 学生 の 時 、 コ ン ビ あな た は 大 学生 の 時 、 コ ン ビ ニ で アル バイ ト を 
だ っ て 。 ニ で アル バイ ト を し て いた こと を 聞き まし た 。 し て いま し た 。 学生 が 、 そ の こと を 聞い て 、 コ ン 
マイ ク : な る ほど 。 外 に お 金 の 入っ た 機械 が 置い と ける な ん て 、 ず いぶ ん 安全 な ん だ ね 。 ' その こと を 先生 に 確認 し て (to conm) 下 さい 。 ビニ に つい て 質問 し ます 。 答 えて あげ て 下さ い 。 
そし て 、 コ ン ビ ニ に つい て 質問 し て 下さ い 。 


庄 語 記 当 マイ ク が は る か に ラー メン に つい て 間 く 。 


マイ ク : 、 日 本 の ラー メン が 宇宙 食 に な っ た ? 
は る か : うん 。 私 が 、 実 藤 百 福 ミ さん の 会 社 が 作っ た らし いよ 。 名 前 

CT ス ペー ス ・ ラス だっ で っ | ロー ルプ レイ 良 莉 本 本 
マイ ク : へ え 、 。 ど ん な 味 な ん だ ろう 。 [ 


ゅ 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 が 、 自 分 の 大 学 に 留 学 し て いる 日 本 人 の 留学 生 と 自動 販売 機 に つい て 話 


は る か : カッ プ ヌ ー ド ル の スー プ が ベー ス で 、 し ょ う ゆ 味 と か カレ ー 味 と か が ある らし いよ 。 
し て いる 。 


マイ ク : ふう ん 。 宇 軍 で ラー メン 食べ る っ て どん な 患 じ か な 。 } 


は る か : も っ と お いし くく 感じ る か も ね れ 。 


』 朱 学 生 ( 日 本 人 ) 還 
あな た は 外国 の 大 学 に 留学 し て いる 日 本 人 で す 。 
日 本 語 を 勉強 し て いる 友達 が 、 日 本 の 自動 販売 機 
に つい て 質問 し ます 。 色 々 教え て あげ て 下さ い 。 


あな た は 大 学 で 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 で す 。 
日 本 人 の 留学 生 の 友達 に 、 日 本 の 自動 販売 機 に 
つい て 質問 し て 下さ い 。 


に と ルン 人 o 


ぁみ 下 の バ ター ン を 使っ て 、 パ ー ト ナー と 練習 し て み ま し ょ う 。 


最近 ニュ ー ス な ど で よ く 聞 く ト ピッ ク や 授業 で 習っ た 内 容 な ど に つい て 話し な さい 。 

A : この 間 、 (聞い た / 習っ た / 調 べた} ん だ けど 、 だ だ っ | 1 
B : うん 。 人 ( 到 / 僕 ) が {聞い た / 習 っ た / 調 べた } と ころ に よる と 、 e | 

。 (コメ ント し た り 、 質 問 し た りす る ) | 

B o 

A o | 
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・ 田舎 の 誰 も 通ら な いよ うな 道 や 、 山 の 中 に さえ 、 自 動 販売 機 が 置い て ある ほど だ 。 【 読 :/.4】 
本 文 ・ 日 本 の 自動 販売 機 は 驚く ほど 賢い 。 【 読 : /.18-19】 < 
: ・ 日 本 は 以前 ほ と 安 全 で は な く な っ た と …、 ま だ それ ほど 危険 と いう わけ で は な い 。 【 読 : 24-25】 


説明 : The particle ほど is used to express the degree of a state. When a sentence precedes ほ ど , the element 
Just before ほど isaverb. 


to the extent that ~ ; so that ~ (almost) ~; not as ~ as Ni to (this/that) degree; (this/that) much 
a.V-plain.non-past ほ ど : 死ぬ ほど : 寝 られ な い ほ ど : 薦 く ほ ど 
b.N ほ ど : ス ミス さん ほど : 日 本 語 ほ ど c.DemP ほ ど : こ れ ほ ど : そ れ ほ ど : あ れ ほ ど 
・ 私 達 は 話 も 出来 な い ほど 疲れ て いた 。/ 疲 れ て いて 話 も 出来 な い ほ ど だ っ た 
. この カ レー は 涙 (tear) が 出る ほど か らい 。/ こ の カレ ー は か らく て 涙 が 出る ほど だ 。 
フォ トシ ョ ッ プ を 使う と 、 写真 の 編集 (editing) が 驚く ほど 簡単 に 出来 る 。 

. 私 は チョ コレ ー ト が 死ぬ ほど 好き だ 。 毎日 で も 食べ られ る 。 

日 本 語 は 、 話 せる こと は 話せ る が 、 通訳 (interpretation) が 出来 る ほ と で は な い 。 

. 私 は 日 本 語 が 上 手 に 話せ る こと は 話せ る が 、 ス ミス さん ほど で は な い 。 

. こ れ ほ と ど と すばらしい 絵 を 見 た こと が な い 。 


(②)Sentence と いう 。 


本 文 ・1 か 月 に 2 万 5000 本 の 飲み 物 を 売り 、 そ の 売り 上 げ は 300 万 円 に も な る と いう 。 


文型 


例文 


つつ の am RE oo o aN 


【 読 : /.8-9】 


RE ドン の 大 英博 物 館 (The British Museum) に は 、 約 700 万 点 の コレ クシ ョ ン が ある と いう 。 


例文 2. 聖徳 太子 と いう 人 物 は 、 一 度 に 十 人 の 人 が 話し て いる こと が 分 か っ た と いう 。 
3. 世界 で 最も 観光 客 が 多い 国 は フラ ンス で 、 1 年 に 700 万 人 以上 の 人 が 訪れ る (tovisi) と いう 。 


・ 気温 の 変化 に 合わ せ て 、 飲 み 物 を 冷た くし た り 、 温 か くし た り し て 出し て くれ る 。 


The literal meaning of X に 合わ せ て js “ftting/matching/adjusting something to X.” It is often used to 
: mean “making something suitable for X” or “according to X.” The noun-modification form is X に 合っ た . 


【 読 : .11-12】 


英訳 N に 合わ せ て = making ~ suitable for Ni according to N 
: N」 に 合っ た N,= N。suitable for Ni 


: a.N に 合わ せ て : 学 生 の レベ ル に 合わ せ て 
. N」 に 合っ た N。: 学生 の レベ ル に 合っ た カリ キュ ラム 
病状 (the condition of the patient) に 合わ せ て 、 いろ いろ な 薬 が 使わ れる 。 
8 人 々 の 生活 の 変化 に 合わ せ て 、 家 の 形 も 変わ っ て きま し た 。 

・ この リス ト の 中 か ら 、 予 算 (budge0 に 合っ た 商品 を 選ぶ こと が 出来 ます 。 
. 子供 に は 、 子供 の 年 齢 (sge) に 合っ た 本 を 与え た 方 が いい で す よ 。 


例文 


た oO OO | oo 


《 まる で 一 よう {に / な / だ } 
本 文 ペ まる で 関西 人 の よう に 話す ら し い 。 【 読 : 15-16】 


説明 This structure is used to introduce a simile, i.e., to describe a thing, person, action, etc. by comparing 


: it with a similar thing, person, action, etc. まる で is an emphatic marker. 


* 負 り = | 日 本 の 便利 な 店 


英訳 as if ~ (were/-ed); just like 
a. ま る で V-plain よう に : ま る で {知っ て いる / 知 ら な い / 知 っ て いた / 知 ら な か っ た } よ うに 
b. まる で N{ の / じ ゃ な い / だ っ た / じ ゃ な か っ た } よう に: まる で 子供 {の / じ ゃ な い / だ っ た / じ ゃ な 
sg か っ た } よ うに 
iC. Noun-modification form: こよ うな N 
d. Sentence-ending form: こよ うだ 
1. 冬 の 間 、 カ エル (frog) は 、 ま る で 死ん だ よう に 動き ませ ん 。 
例文 2. まだ 春 な の に 、 今 日 は まる で 夏 の よう に 暑い 。 
3. この ロボ ッ ト は 、 ま る で 人 間 の よう に 歩く こと が 出来 ます 。 


(⑤) 言 うま で も な い : は 言う まで も な く 、ー も 


本 文 ・ 飲 み 物 や 食品 は 言う まで も な く 、 タ バ コ か ら マ ン ガ 、 一 名 刺 ま で も ある 。 【 読 :419.20】 
This phrase is used when the speaker mentions something obvious or something assumed to be 
known to the hearer. It is commonly used in written language. 


英訳 Needless to say; It goes without saying that~; It is obvious that ~; not to mention ~; let alone ~ 
a. (X は ) 言う まで も な く 、8。: 言 うま で も な く 、 夏 は 暑い : 東京 は 言う まで も な く 、 人 が 多い 
文型 b.S (こと / の } は 言う まで も な い 。 : 地 震 が 怖い の は 、 言う まで も な い 

c. N」 は 言う まで も な く N。 も 
1. 明日 の 試験 で は 、 言 うま で も な く 、 文 法 の 問題 が 出 ま す 。 
2. 図書 館 で は 静か に し な く て は いけ な いこ と は 、 言 うま で も な い 。 


3. 世界 で 人 気 が あ る 日 本 の ポッ プ カ ル チャ ー に は 、 ア ニ メ は 言う まで も な く 、 フ ァ ッ ショ ン や 
音楽 な ども ある 。 


(6)Noun まで (も )~ 


・ タ バ コ か ら マ ン ガ 、 一 、 お も ちゃ 、 そし て 名 刺 ま で も ある 。 【 読 : /.19-20】 


.。 時 手 を た た け ば 電気 が つく 電気 スタ ンド まで も ある 。 【 読 :.32-33】 


説明 まで (も ) is used to present something which is considered to be beyond one's expectation or imagination. 


英訳 even: to even 


a.N まで (も ): 話 す オロ ボッ ト ま で (も ) あ る 
文型 b.N」 か ら N。 ま で (も ): ラップ か ら ク ラシック 音楽 まで (も ) 
iC. Ni だけ で な く N。 ま で (も ): 子 供 だ け で な く 大 人 まで (も ) 
1. 日 本 の トイ レ に は 、 お 湯 が お 尻 (botom) を 洗う トイ レ か ら 、 ふ た が 自動 で 開く トイ レ ま で も ある 。 
例文 2. こ の 教科 書 で は 、 漢 字 や 文法 だ け で な く 、 日 本 の 現代 の 文化 か ら 歴 史 まま で も 学べ る 。 
3. 最近 で は 、 歩 くだ け で な く 、 サ ッ カ ー を する ロボ ッ ト ま で ある 。 


9 Noun」 で も Noun。 で も 


本 文 ・ 日 本 製 の も の は 車 で も 冷蔵 庫 で も 性 能 が よく 、 な か な か 壊れ な い 。 【 読 :2930 


X で も Y で も is used to provide examples for the statement in the sentence. This structure implies that 
説明 thereare also things other than the examples which make the statement true. Note thatX も Y も (both 
: X and Y) does not carry such an implication. 


including X and Yi whether (it is) XorY 

IN」 で も N。 で も : 漢 字 で も カタ カナ で も : 子 供 で も 大 人 で も 

1. 健康 の た め に は 、 肉 で も 、 野 菜 で も 、 何 で も パラ ンス よく 食べ な く て は いけ ませ ん よ 。 
| 2.「 と な り の トト ロ ] で も 「 風 の 谷 の ナウ シカ 」 で も 、 宮 崎 駿 の アニ メ は みん な すばらし い 。 
3. この ゲー ム は 、 子 供 で も 大 人 で も 楽し むこ と が 出来 ます 。 

4. コン ビニ に は 、 生 活用 品 で も 食べ 物 で も 雑誌 や 新聞 で も 、 何 で も 置い て ある 。 


TO 
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⑧) し た が っ て 話 


・ 混 棒 に と っ て 無人 の 販売 機 は 「~~~」 と 言っ て いる よう に 見 える 。 し た が っ て 、 生 が あく 
危険 所 で は 、 販 売 機 は 壊さ れ 、 中 の 現金 は すぐ に 盗ま れ て し まう 。 ( 読 : 22-24】 

・ 日 本 製 の も の は 車 で も 冷蔵 庫 で も 性 能 が よく 、 な か な か 壊れ な い 。 し た が っ て 、 機 械 に 対す る 
信頼 も 高い 。 【 読 :.29-30】 


本 文 


し た が っ て indicates that the following statement is a/the logical consequence of what is stated in the 
preceding sentence. It is usually used in written language. 


therefore: accordingly: consequentlyi as a result: so 


S, (reason/cause) 。 し た が っ て 、8。 (consequence) 。 

1. オリ ン ピ ビッ ク は 4 年 に 1 度 行わ れる ご と に な っ て いま す 。 し た が っ て 、 次 の オリ ン ピ ッ ク は 今回 
の オリ ン ピ ッ ク か ら 4 年 後 で す 。 3 

2. 英語 は 世界 で 最も 使わ れ て いる 言葉 の 一 つ だ 。 し た が っ て 、 英 語 を 義務 教育 の 中 に 入れ て い 
る 国 は 多い 。 

3. コー ヒー に は た くさ ん カフ ェ イ ン が 入っ て いる 。 し た が っ て 、 飲 み 過 ぎる と 寝 ら れ な く な る 。 


⑥) 一 (と いう ) の は 事実 だ 


本 文 ・ ま た 、 日 本 人 は 自動 化 さ れ た も の が 好き だ と いう の も 事実 だ ろう 。 【 読 : //30-31】 


説明 > (と いう ) の は 事実 だ js used when the speaker wants to claim that something is true or is a fact, or when 
he/she admits that something is true or is a fact. The presence of と いう does not change the meaning. 


iTtis {true/a fact} that ~ 
. て と いう の は 事実 だ :Type 1 
< の は 事実 だ : Type 2a 

この 教科 書 を 使う よう に な っ て 、 学生 達 の 日 本 語 が どん どん 上 達 し た (toimprove) と いう の は 事実 だ 。 
東京 は 物価 (prices) が 高い こと だ け で な く 、 土 地 も 狭い の で 、 暮 らし に くい と いう の は 事実 だ 。 
私 が 彼 の こと が 好き だ と いう の は 事実 だ が 、 将 来 彼 と 結婚 し よう と 思っ て いる わけ で は な い 。 


例文 


w MN 一 | どら 


び ⑪ Noun と いう 点 か ら 考 える と 
・ ビ ジネス と いう 点 か ら 考 える と 、 コ スト が あま りか か ら な いこ と も 一 【 読 :/34】 
・ コンビニ の 仕事 も ビジ ネス と いう 点 か ら 考 える と 、 奥 が 深い ん で すね 。 [会 2: 757】 


本 文 


説明 と いう 点 か ら 考 える と is used to indicate someone's view from the standpoint of X. Examples of X 
include business, environment, education, etc. 


to view from the standpoint of ~; from the perspective of ~ 

N と いう 点 か ら 考 える と : 環境 と いう 点 か ら 考 える と : 健 康 と いう 点 か ら 考え る と 
1. 教育 と いう 点 か ら 考 える と 、 マ ン ガ に は いい 点 と 悪い 点 が ある 。 

2. 便利 さと いう 点 か ら 考 える と 、 こ の アパ ー ト が 一 番 だ 。 


3. 面白 さと いう 点 か ら 考 える と 、 こ の 小説 は あま り 面 白く な い が 、 で も 、 歴 史 的 な こと が 分 か る 
の で 勉強 に な る 。 


4. 教育 の 平等 と いう 点 か ら 考え る と 、 現 在 の 教育 制度 に は 問題 が ある 。 


Sentence 上 に 
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本 文 


・ 無人 で 24 時 間 も の を 売る こと が 出来 る 上 に 、 街 の 中 に 置い て ある か ら 商 品 の 宣伝 に も 役に立つ 
と いう わけ だ 。 【 読 :/735-36】 


説明 Theconjunction 上 に introduces additional information emphatically 


四 1 月 | 日 本 の 便利 な 店 


英訳 in addition to ~; besides ~; not only ~ but also; moreover; ~ as well 
文型 Type 2b 
1. 最近 の 子供 は 、 外 で 遊ば な い 上 に 本 も 読ま な いら し い 。 

2. この クラ ス は 毎月 試験 が ある 上 に 宿題 も た くさ ん ある か ら 、 と て も 大 変 だ 。 
例文 3. 東京 は 人 が 多い 上 に 、 物価 (prices) が 高い 。 だ か ら 、 住 みにくい 。 
4. この ホテ ル は 静か な 上 に 、 サ ービス が と て も いい 。 
5 アイ ン シ ュ タイ ン は 物理 学者 (physics) だ っ た 上 に 、 音楽 家 と し て も すばらし か っ た そう だ 。 


⑫~ こ と に 


本 文 ・ 面 白い こと に 、 パ リ の 街 の 主 な 通り に は 自動 販売 機 が 1 台 も な いそ うだ 。 【 読 :.36-37] 


明 こと に is used to express the speaker's feeling or subjective judgment about what js said in the main 
clause. こ と に can only be used with a limited set of words. 


た wo ーー 


ie 


英訳 Itis ~ that ~; I am/We are ~ that ~; To my ~ 
A-plain.non-past こ と に : 悲 し いこ と に ; 嬉 し いこ と に : 面 白い こと に 
文型 ANa な こと に : 残念 な こと に (toone'sregret : 幸 せな こと に 
Vplain こ と に : 和 驚い た こと に (toone's surprise): 腹 の 立つ こと に (whatmakes meangry is that 一 ) 


1. 嬉し いこ と に 、 奨学 金 が も ら え る こと に な っ た 。 


し ょ う が く きん 


2. 悲し いこ と に 、 大 学 を 卒業 し て か ら 、 大 学 時 代 の 友達 と 会 え を な く な っ て し まっ た 。 


例文 3. 残念 な こと に 、 私 達 の チー ム は 最後 の 試合 で 負け て し まっ た 。 
| 4. 幸せ な こと に 、 年 を 取っ て も 、 体 だ け は 健康 で す 。 
5. 驚い た こと に 、 こ の 鳥 は 人 間 の 言葉 が 話せ る らし い 。 


⑯⑬)Sentence」。 だ が 、Sentence。。 
本 文 ・ タ バ コ が 買え る な ど と いっ た 批判 が ある 。 だ が 、 こ の よう な 批判 に 対し て は 、 一 【 読 :/40】 


だ が is a disjunctive conjunction. The preceding sentence (S) and the following sentence (S。) present 

contrastive statements or opposing ideas. Note that で も , けれ ど and けど are colloquial. けれ ども , し 
: か し な が ら , だ が and が are used primarily in written language. し か し can be used in both written and 
spoken language. 


1. 私 は 日 本 文学 を 研究 し た いと 思っ て いる 。 だ が 、 両 親 は 私 に 医者 に な っ て ほし が っ て いる 。 
2. Wikipedia は 何 か を 調べ る 時 に と て も 便利 だ 。 だ が 、 間違っ た 情報 も た く さん ある の で 、 注 意 
し た 方 が いい 。 

3. YouTube は 面白 い 。 だ が 、 問 題 の ある 動画 (video dips) も 多い 。 


g) Noun に 対し て 
本 文 」・ だ が 、 こ の よう な 批判 に 対し て は 、 す で に 様々 な 対策 が と られ て いる 。 【 読 :40.41 


: The compound particle に 対し て is used to mark something to/toward/about which one does something, 
or mark someone to/toward whom one does something or owes something. In different contexts, に 対し 
説明 て is used to mark something one has an interest in. に 対す る js a noun-modification form. (The に 対し 
て introduced here should not be confused with に 対し て inL. 9 文法 ノー ト ⑱, which is used to contrast 
| two actions, states situations, etc.) 


英訳 | toward; for; in; with regard to 
文型 a.N に 対し て b.N, に 対す る N。 
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文法 ノー ト 


1. いつ 起き る か 分 か ら な い 地 震 に 対し て 、 対 策 を 考え て お か な けれ ば な ら な い 。 
・ 日 本 語 で は 、 目 上 の 人 に 対し て 「 あ な た ] と 呼ぶ の は と て も 和 失礼 な こと だ 。 
例文 3. 税金 (tax) を 払う こと は 、 国 民 の 国 に 対す る 義務 で ある 。 
日 本 語 を 勉強 し て 、 日 本 の 歴史 に 対す る 興味 が さら に 強く な っ た 。 
5. 日 本 語 や 中 国語 を 勉強 し て 、 ア ジア の 国々 に 対す る 見 方 が 変わ っ た 。 


】 


erb-non-past こ な い 
Verb こと (は ) ヵ 


本 文 ・ 心 配 す る こと な いよ 。 [会 1:79】 


説明 ~ す る こと は な い means “there is no need to do ~.” In casual conversation は may drop. 


英訳 donthave to ~; don't need to ~; Is not necessary to ~; There is no need to ~ 


文型 Vplain.non-past こ と は な い 


1. 次 の 電車 が すぐ 来る か ら 、 急ぐ こと は あり ませ ん 。 ゆっ くり 行き まし ょ う 。 
2. イ ンタ ーネット で 注文 すれ ば いい か ら 、 店 まで 買い に 行く こと は な いよ 。 
ら 、100 点 を 取っ て も 、 驚 く こ と な いよ 。 


3. よく 勉強 し た ん だ か 
| 4 彼 と 別れ て も が っ か りす る こと な いよ 。 も っ と いい 人 が すぐ 見 つか る か ら 


一 か と いう と 


本 文 ・ 日 本 の コン ビニ は 、 ど ちら か と いう と スー パー の よう な 所 な ん だ 。 [会 1:712】 


hearer in suspense or to stall while recalling it どちら か と いう と jsaset phrase meaning “fanything: rather” 
{どう し て / な ぜ } か と いう と requires that the sentence end with か ら {だ / で す /etcJ. 
どちら か と いう と = anything: rather; ifT have to decide 
英訳 {どう し て / な ぜ } か と いう と =The reason is (that <) : because 
| (いつ / だれ /etc.) か と いう と = to tell you when/who/etc. ~ (itis ~) 


Question Word+ か と いう と Hiterally means “jf I were to tell you who/whatwhen/etc.” In general this | 
is used to emphasize the information which follows or to delay providing the information in order to keep the 


文型 :QW か と いう と : {だ れ / ど こ / ど ちら / い つ / ど うし て /etc} か と いう と 


1. スミ ス さ ん は 、 日 本 語 が 上 手 だ 。 な ぜ か と いう と 、 日 本 に 長く 住ん を で いた か ら だ 。 
2. 私 は 辛い 食べ 物 が 好き だ か ら 、 ど ちら か と いう と 日 本 料理 より 、 韓国 料理 の 方 が 好き だ 。 
Hx 3. A: 今度 の ミー ティ ング は いつ で すか 。 
B : えっ と 、 今 度 の ミー ティ ング は いつ か と いう と 、 あ っ 、 来 週 の 水曜 日 で すね 。 
4. こ の コン ピュ ー タ の メモ リ は 、 ど の ぐら いか と いう と 、2GB ぐら いで す 。 
5. 次 に 発表 する 人 は 、 誰 か と いう と 、 田 中 さん で す 。 


それ な ら 


本 文 ・ そ れ な ら 料 理 が 出来 な く て も 困ら な いか も 。 


: statement or the statement which was just made by the hearer. 


【 会 1: 7.22】 | 
それ な ら literally means “if that's the case.” それ meaning “that” refers to the speaker's previous 


英訳 thensi in that case; if so 1 


1 A: 頭 が 痛い ん だ けど 。 
B : それ な ら 、 すぐ に 寝 た 方 が いい よ 。 
EE 今後 、 ど こ か お いし い レ スト ラン で 食事 し た いと 思っ て いる ん だ けど 。 
 B: あ あ 、 そ れ な ら 、 新 し く で きた 和食 レス トラ ン に 行っ て みた ら ? な か な か お いし か っ た よ 。 


し て いる 時 、 弟 や 妹 に 静か に する よう に 言っ て ほし いと 思い ます 。 


3. 両親 は 毎日 の よう に 、 よく 勉強 し て いい 大 学 に 入り な さい と いい ます 。 それ な ら 、 私 が 勉強 


0 
、 凌 較 
の 


漢字 表 


較 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 


1 


こ ! EO SO 


訪れ る 


温か い 
冷た い 
変化 え ル 
ーー に 合わ せ て 
地区 
食品 
温め る 
安全 (な ) 
危険 (な ) 
信頼 え ル 
自動 (の ) 
好む 
事実 
役に立つ 
通り 
利用 ぇ ル 
省エネ 
冷や す 
電力 
深夜 
将 " 来 
情 " 報 
洋食 
和食 
安心 スル 
独身 『( の ) 
近所 
遠い 


お と ずれ る 


ふう けい 


と お る 
i 


あたたか い 


つめ た い 

へ ん か ぇ ル 
ーー に あわ せ て 
ちく 

し ょ く ひ ん 


あたため る 
あん ぜん (な ) 


きけ ん (な ) 
し ん らい ス ぇ ル 
じ ど う ( の ) 


この む 


Eo 
や くに た だ たつ 
と お り 
り よ う ぇ ル 
C89 コネ 


ひ す 


で ん り ょ く 


し ん や 


人 う らい 
じほう 
よ 2 の Uih く 
お 山 よ < 


あん し ん ぇ ル 


どく し ん (の ) 
きん じ ょ 
と お い 
ゆう が た 
な ら べ る 


弄 剖 


H 旨 当 当 請 馬 導 当 


] 
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癌 


器 品 


誤 


問 


比 政 紗 紗 政 小 賠 


= 氏 り 』 | 日 本 の 便利 な 店 


圏 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


販売 ( 機 ) 

街 

普及 ぇ ル 
売り 上 げ 
冷凍 スル 
電子 レン ジ 
犯罪 

盗む 
壊す / 壊 れる 
現金 


宣伝 え ル 
特徴 
批判 え ル 
対策 

告 
導入 ぇ ル 
規制 スル 
味方 
食料 品 
生活 用 品 
心理 
消費 者 
替え る 


は ん ば い ( き ) 
まち 

ふき ゅ う ぇ メル 

うり あげ 
れい と う ぇ ル 

で ん し レン ジ 
は ん ざい 
ぬ す む 
こわ す / こ われ る 
げん きん 

ちょ し ゃ 

- し 

- せい 

きか い 
せん で ん ぇ ル 
と ちら ( 9 

ひ は ん ぇ ル 

た いさ く 

か ん 

どう に ゅ う ぇ メル 
きせ い ぇ ル 

みか た 

し ょ くり ょ う ひ ん 
せい か つよ う ひ ん 
し ん り 
Er つう ひし ゃ 
か える 


: 新しい 漢字 
: 新しい 読み 方 


前 に 習っ た 単語 


前 前 性 璧 


旨 


日 


に 
可 


表明 間 


間 
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電導 書 弓 


TO 


比 由 紗 紗 小 
IO 


IO 
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241 


「 ち ょ うじ ょ う 」「 だ ん だ ん 」「 お お き に [わり いっ け ね え ] と いう の は 、 同 じ 
意味 を 表す 方言 で す が 、 ど ん な 意味 だ と 思い ます か 。 実 は 、 こ れ は みん な 「 あ 
り が と う 」 と いう 意味 な の で す 。 

ル 「 す ご く お い し い 」 を 各地 の 方 言 で 言う と ? 


D8 


+ 


それ ぞ れ の 方 言 を 声 に 出 し て 読ん で みて 下さ い 。 面 白い で し ょ う ! この よう に 日 本 に は 地方 に よっ 
て 色々 な 方 言 が あり ます 。 方 言 は 「 東 北 弁 」「 名 古屋 発 ]「 州 弁 ] と いう よう に 、 普 通 「 地 方 の 名 前 弁 ] 
で 表し ます が 、 中 で も 「 関 西 弁 ] は メデ ィ ア の お か げ で と て も 一 般 的 に な っ て いて 、 話 せな く て も ほ と 
ん どの 日 本 人 が 理解 する こと が 出来 ます 。 皆 さん も どこ か で 聞い た こと が ある の で は な いで し ょ うか 。 

放言 に 対し て 、 ア ナウ ン サ ー が 話し た り 教 科 書 や 新聞 や 雑誌 な ど で 使わ れ て いる 日 本 語 は 標準 語 

っ て 、 日 本 人 すべ て が 学校 で 勉強 する 言葉 で す 。 昔 は それ ぞ れ の 地方 で 日 本 語 が 全然 違い 、 日 本 人 
同士 (among) で も スム ハー ズ に コミ ュ ニ ケー ショ ン が 出来 な か っ た の で 、 明 治 時 代 に 誰 で も 話せ て 分 か る 
言葉 と し て 、 東 京 の 言葉 を も と に し て 標準 語 が 作ら れ た そう で す 。 ま た 、 方 言 と は 別に 「 な まり 」 と 
いう 言葉 も ありま す が 、 こ れ は 地方 独特 (dsdnc) の アク セン ト や イン ト ネ ーション の こと で 、 言 葉 その 
も の の 違い で は あり ませ ん 。 だから 「 日 本 人 は 日 本 な まり の 英語 を 話す ] と 言う こと も 出来 ます 。 


友達 が ある 地方 の 家 に 行っ た 時 「 あ ん た 、 え ら そ うな けど ?」 と 言わ れ た 。 彼 女 は 「 そ ん な こと な い 
で す 」 と 否 定 を し た が 、「 絶 対 え ら そ うな 」 と 何 度 も 言わ れ た 。 い くら 否定 し て も そう 言わ れる の で 、 か 
な り シ ョ ッ ク を 受け た 。 し か し 、 後 で 「 え ら そ う 」 は 「 具 合い が 悪 そう 、 病気 の よう に 見 える 」 と いう 
意味 だ と 知り 、「 私 は えら そう な 人 間 じ ゃ な い 」 と いう こと が 分 か っ て 安心 し た そう だ 。 


日 本 の 歴史 


「 日 本 の 輸入 の 歴史 」 
日 本 の 輸入 の 歴史 、 織 
等 

過去 の 出来 事 に つい て 話す 

自分 の 国 の 歴史 的 な 出来 事 、 歴 史 的 人 物 
な ど に つい て 発表 する 

カレ ー ラ イス っ て 日 本 料理 ? 

ちょ っ と 変わ っ た イ 形 容 詞 「 多 い ] 

尋 詞 (名) の 旬 詞 蛋 航 


だ の ぷ な が 


本 文 を 読む 朋 に 


la に le は 日 本 の 歴史 RS (inhistory) 大 切な 出来 事 (wene happening) で す 。 
1) いつ 頃 起き た か 調べ て 、[ ] の 中 に アル ファ ベッ ト を 入れ な さい 。 
2) 自分 の 国 の 歴史 上 の 大 き な 出来 事 を 三 三 つ 選 ん で 、 年 表 ( (chronology) の 中 に 書き まし ょ う 。 


あな た の 国 の 大 きか な 出来 事 ( 三 つ ) 


治 品 肉 新 ( ace Restoration) 
政府 0 が 終 わ る mmm "QO 年 CIIDITTTITTTIOTTTTTTTTTTOTTTOTTTTOTTTOTTTOOTTTITTTIDTTTT 


lc 


仏教 が 伝え られ る 。 


江戸 時 代 (sq。 Period) の 始ま | 
り 。 徳川 家康 が 将軍 に な 
と く が わい え や す し ょ う で ん 
り 徳川 幕 府 wegime) が で きる 。 Py に 
安土 ・ 桃 山 時 代 


あ づち も も や ま 


縄 文 時 代 (Jomon period) 。 
縄文 土器 ( earthenware) と 呼ば れ 
る 、 縄 (op9 の パタ ー ン を 


使っ た 土器 が 作ら れる 。 


OT 源氏 物語 空 妹 」 大 分 市 歴史 資料 館 所 蔵 . 〇 [徳川 家 康 ( 東 照 大 権現 像 )」 徳 川 美術 館 所 蔵 


鎖国 と は どう いう こと で すか 。 明治 維新 で 変わ っ た こと は 何で すか 。 イ ンタ ーネット 
や 本 で 調べ て a … e の 中 か ら 適 当 な 言葉 を 選び 、(  ) の 中 に 入れ な さい 。 


| a 計 土 b 天仙 c 欧米 d 外国 と 関係 を 持た な い e comnetw ntp) | 
鎖国 と いう の は (  ) と いう 意味 で 、 日 本 で は 江戸 時 代 が 鎖国 の 時 代 で し た 。 し か し 、 江 戸 時 代 
の 終わ り 頃 に な る と 、 ア スリ カ か ら (  ) が 来 た り し て 、 日 本 は 鎖国 を 続け る こと が 出来 な く な り 
まし た 。 江 戸 時 代 は (  ) が 政権 (poiaqlpowe を 持っ て いま し た が 、 明 治 維 新 で 政権 が (  ) に 戻 
り 、 日 本 は 近代 的 な (modem) 国 に な る た め に 、(  ) の 考え 方 や も の を 取り 入れ る よう に な り ま し た 。 


日 本 に は 様々 な 文化 や 伝統 的 な 習慣 が あり ます が 、 そ れ ら の すべ て が 日 本 で 独自 に 生ま れ た も の な 
の で し ょ うか 。 答え は 「 い いえ 」 で す 。 現在 、 一 般 的 に 日 本 の 伝統 的 習慣 や 文化 と 考え られ て いる も 
の の 中 に は 、 も と も と は 外国 か ら 入 っ て 来 て 日 本 的 に 変化 し た も の が 少な く あ り ま せん 。 例 えば 、 ひ 
ら が な や カタ カナ は 古代 中 国 か ら 入っ て 来 た 漢字 を も と に し て 日 本 人 が 作り 出し た も の で すし 、 和食 
の 代表 的 な 料理 で ある 天ぷら も 、 ポ ルト ガル の tempero と いう 揚げ 物 料理 が 日 本 に 伝わっ て 変化 し た も 
の な の で す 。 こ の 課 で は 、 日 本 の 歴史 を 通し て 、 日 本 人 が どの よう に 人 外国 の 文化 を 取り 入れ 、 それ を 
日 本 独自 の も の に し て いっ た か を 見 て み ま し ょ う 。 


日 本 人 が 初め て 外国 か ら 輸 入 し た も の は 、 米 だ と 言え る か も し れ な い 。 米 の 発祥 地 は 中 国 の 雲南 か 
ら イ ンド の アッ サム 地方 に か け て だ と 言わ れ て いる 。 日 本 の 時 代 で 言う と 縄文 時 代 の 後期 ( 約 四 千 年 
前 ) の 間 に 、 中 国 や 朝鮮 半島 を 通っ て 日 本 に 米 の 作り 方 が 伝わっ た そ う だ 。 その 後 、 弥生 時 代 に な っ て 
各地 に 広がり 、 日 本 人 の 主食 に な っ た 。 そし て 、 米 は 主食 に な っ た ば か り で な く 、 も っ と 後 の 時代 に は 、 
税金 と し て 集め られ た り 給 料 と し て 武士 に 支払 われ た りす る よう に な り 、 日 本 の 経済 に が かく て は な ら 
な いも の に な っ た 。 日 本 人 は 季節 や 天候 の 変化 を 大 変 気 に する が 、 こ れ は 日 本 人 が 米 作り を 非常 に 大 
事 な こ と と 考え 、 ど う や っ て 効率 よく 米 を 生産 する か が 、 日 本 人 の 生活 の 仕方 や 考え 方 に 強い 逐 紋 を 
与え て きた こと と 関係 が ある と 言わ れ て いる 。 


弥生 時 代 に 続く 古墳 時 代 か ら 奈良 時 代 に か け て は 、 日 本 は 中 国 や 朝鮮 の 影響 を 強く 受け 、 法 律 を は 
じ め 、 建 築 、 服 装 、 料 理 な ど を これ ら の 国 か ら 輸入 し た 。 和 神道 中 心 だ っ た 日 本 の 宗教 を 大 きく 変え た 
仏教 が 伝わっ た の も 、 こ の 古墳 時 代 だ っ た 。 日 本 の 歴史 書 に よる と 、 朝 鮮 半島 に あっ た 百済 と いう 国 
の 王 が 日 本 に 仏像 と 教典 を 送っ た の が 日 本 で の 仏教 の 始ま り だ そう た 。 

奈良 時 代 の 次 の 平安 時 代 は 、 外 国 と の 交流 が ほとんど な く な り 、 そ れ ま で 日 本 に 伝わっ た 様々 な も 
の が 日 本 的 に 変化 し て いっ た 時 代 で ある 。 ひ ら が な が で きた の も この 時 代 で 、 中 国 風 の 服装 が 着物 に 
変化 し た り 、 仏 教 の 新しい 宗 洲 が 生ま れ た り 、 源 多 物 語 と いう ひら が な を 用 いた 世界 一 古く て 長い と 
言わ れ て いる 恋愛 小説 が 書か れ た の も 、 平 安 時 代 だ っ た 。 

2 で DC 禅 と いう 言葉 を 聞い た こと が ある だ ろう か 。 禅 は 「 祥 款 」 と いう 仏教 の 款 洲 の ー つ な の 
だ が 、 禅 と 聞く と 日 本 の 国 を 思 思い 浮か べ る 人 は 多い に 遅い な い 。 し か し 、 実は 禅 の 始ま り は 日 本 で は な 


に た の が お 茶 を 飲む 習慣 で 、 それ が 日 本 の 代表 的 文化 で て あ 2 へ 上 と 発展 し て いっ た 。 
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MO 寺 委 落 i 
者 に 店 計っ 本 9 


| | に LY 
平安 時 代 の 次 の 鍵 信 時 代 は 武士 の カ が 強く な っ た 時 代 で 、 彼 ら が 禅 と お 茶 を 好 ん だ た め 、 日 本 全国 太字 = 覚え る 単語 
こ 禅 SN が ミ ミ こ ざ 道 が さ 2 る 9 ; 
, 祥 や お 茶 を 飲む 習慣 カ 広がっ た 。 そ し て 、 その 後 、 寺 利 休 に よ っ て 茶道 う 確立 され 、 少 し ずっ 変化 : ゆ に ゅ う : VN iimport | (を ) 輸 入 す る (not used for culture or ideas) i Ttl 
30 し な が ら 、 現 代 の よう な 茶道 の 形 に な っ た の で ある 。 2 1 どく じ ( の ) : ANo ioriginali one's own ~ i 1 
3 「 こ だ い | N iancient N) ancient Chin | 4 
さて 、 古 代 か ら 室町 時 代 に 至る まで 、 日 本 は 主 に アジ ア の 国々 か ら 強 い 影 響 を 受け て きた が 、 日 本 cr a ーー ニー ンー 
こ な い むろ まち | 1 * 4: ポル ト ガ ル ; : N i Portugal | 
中 で 多く の 大 名 が 戦っ た 戦国 時 代 か ら 16 世紀 後半 の 安土 桃山 時 代 に な る と 、 ボ ルト ガル 人 や スペ ゴイ 5 揚げ 物 : あ げ も の | Nideep-fried food ] 5 
ン 人 が キリ スト 教 の 布教 や 賀 易 を 目的 に 日 本 を 訪れ る よう に な っ た 。 そ し て 、 日 本 の 文化 の 中 に ヨー 6| 米 i こめ N irice 
ロッ パ の 尺 響 が 現れ る よう に な っ た 。 その 当時 の 日 本 人 は 彼ら の こと を 「 南 褒 人 ]、 つ まり 「 南 に 住む 7 発祥 地 | は っ し ょ うち N thebirthplace: where something started 8 
35 野 褒 な 人 々 」 と 呼ん だ の で 、 そ の 文化 も 南 褒 文 化 と 呼ば れ て いた 。 今 で 言う 西洋 文化 の こと だ 。 人 な 名 | ! 
Ff と 0 9: 後期 i こ うき N the atter period 9 
戦国 時 代 に 日 本 統一 を 目指 し た 織田 信長 と いう 人 物 は 、 特に 南 論文 化 に 異 味 を 持っ た 大 名 KG キリ 10 半島 : は ん と う N jpeninsuls | 朝鮮 半島 (N) Korean Peninsula 1 10 
次 ト 教 の 布教 を 許し 、 ワ イン を 飲ん だ り 、 マ ント を 着 た り し て 洋風 の 生活 様式 を 積極 的 に 生活 の 中 に ui (~ が ) 広 が る | ひろ が る u-Vi to spread (out) ; stretch; get around | 
取り 入れ た そう だ 。 ヨ ー ロ ッ パ か ら 入 っ て 来 た 鉄砲 を 大 名 同士 の 戦い に 最初 に 用 いた の も 信長 で ある 。 EE ンー "ギニー ニーー ーーー トー 
て っ ぽう だ いる 4 ょ 3 の ぶな が 13 : 税金 : ぜ いき ん N itax } 
次 の 江戸 (徳川 時 代 は 鎖国 の 規制 に よ 6 長崎 の 出島 と いう 場所 以外 で は 、 外国 人 が 自由 に 日 本 14 武士 : ぶ し N { samurai; Japanese warrior 
4⑳ を 訪れ た り 、 日 本 人 が 外国 の も の を 輸入 し た りす る こと が 出来 な か っ た 。 江 戸 時 代 は 約 250 年 も 続き 、 も om シン i Ve ito pay (expenses, bills, etc) 12 
16 ! 天候 MG ん こう N :weather (over an extended period) | 
当時 の 江戸 ( 今 の 東京 ) は 世界 中 で 一 番 人 口 の 多い 、 の 芸 が 発達 し た 清潔 で バル の か 
叶 の (人 の 東 ) は 世 因 て 一 邊 人 ロ の 多い 、 松 邊 の 美人 が 逸し た 肖 で 化 レベ ルツ OR ALR 
い 都 市 だ っ た と 言わ れ て いる 。 18 : 非常 (な ) : ひ じょう (な ) : ANa i extreme; great | 13 
江戸 時 代 が 終わ り 明治 災 新 が 始ま る と 、 日 本 は 、 洋 服 や 靴 、 和 便 制度 、 法 律 な ど 、 欧 米 の も の や 制 Le cig LE A ey 
2 AA 3 i 20 : 生産 i せい さん ! VN iproduction| (一 を ) 生 産 する to produce; manufacture 5 14 
度 や 文化 を 積極 的 に 取り 入れ 、 近 代 化 を 目指 し た 。 そ の 中 の 一 つ に 肉 を 食べ る こと が ある 。 日 本 で は 21 彰 鮮 | ちょ う せ ん 5 | Kore | 
45 仏教 の 影響 で 平安 時 代 か ら 江戸 時 代 ま で は 、 特 別 な 場合 以外 は 肉 を 食べ る こと は 禁止 され て いた 。 し ) 22 : 法律 | ほう りつ | N iaw 1 16 
か し 、 明 治 政府 は 日 本 人 も 欧米 人 の よう に 肉 を 食べ る べき だ と 考え 、 国 民 に 内 を 食べ る こと を 勧め た 。 23 | 建築 | けん ちく | N [architecture 
そん な 状況 の 中 で 牛肉 を 使っ た 日 本 の 代表 的 な 食べ 物 「 す き 焼き ] が 生ま れ た の で ある 。 し 0 tia ae, SEs OO RE 7 
¢ 25 : 歴史 書 : れ き し し ょ | N :history book 1 18 
の) ES 長い 歴史 の 中 で 日 本 は 数 多く の 国々 の 影響 を 受け て きた 。 日 本 独特 の 習慣 や 文化 に 見 26: 王 : お う : N i king; monarch | 
える も の で も 、 実 は その 元 に な る も の は 外国 か ら 入っ て きた も の が 少な く な い の だ 。 今 で は クリ スマ 27: 仏 像 : ぶつ ぞう | N |Buddha statue 
90 ス や バレ ンタ イン デー な ども 一 般 的 な 日 本 の 行事 に な っ て いる が 、 そ れ ら も 欧米 の 習慣 を 取り 入れ な a a あの 0 EMI ] 
29 : 始ま り は じ ま り i N iorigini beginni : 19 
が ら 、 日 本 独自 の 方 法 で 祝っ て いる 。 [ : RR RRA 
30 : 交流 i こう りゅう | VN ihaving contact (with people): 
e a ; : i exchange (of culture, people, etc.) | (~ と ) 交 流す る : 20 
と きど き 日 本 の 文化 は 真似 ば か り で 独自 の 文化 が な いと 言わ れ 、 批 判 さ れる こと が ある 。 し か し 、 て : = as 
ま ね 31 : 款 派 : し ゅ う は ; N ireHigious sect/school 
日 本 に 輸入 さ れ た 文化 や も の は 長い 年 月 を か け て 日 本 的 に 変化 し 、 日 本 の 伝統 文化 と な り 、 歴 史 と な 32 : (~ を ) 用 いる | も ちい る 1 m-Vt ito use; employ 1 の 
り 、 習 慣 と な っ た の だ 。 日 本 人 は これ か ら も 多く の 外国 の 文化 や も の を 輸入 し 、 そ れ ら に 日 本 的 な 味 33 恋愛 : れん あい | N ilove romance | 恋愛 小説 (N) love story | 23 
55 を 加え て 発展 させ て いく だ ろう 。 そ し て 、 今 度 は 日 本 が 世界 に 向かっ て 新しい 文化 を 輸出 する よう に 4 (一 を ) 思い 浮か べ る | お も いう か べ る | "Vt | to recall; be reminded ofi call to mind 5 
な っ て いく は ず だ 。 す で に 日 本 の 寿司 が 世界 中 で 食べ られ 、 ア ニ メ や マン が 、 ゲ ー ム な ど が 世界 の 若 0 0 時 
と いみ のり 『 36 : 茶道 すま i N !teaceremony | 
者 文化 に 大 き な 影 響 を すえ て いる よう に 。 37 | 発展 : は っ て ん | VN 1 dewelopment (ofa country, society, etc.) | (一 が ) 発展 する | 27 
A NA NN NN NR 38 : 確立 : か く りつ H VN i establishing | (一 を ) 確 立 す る 29 
5 剖 っ た に i 前 は ダ 。 2 に ^ In が 39 国々 くに ぐに N :countries 1 31 
0 の 
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40 | 大 名 : だ いみ ょ う N 1 Japanese feudal lord 1 
41 (と ) 戦 う ] た た か う | ru-Vi | to fight (a battle) ; wrestle (with difficulty/a problem etc.) | 
i : 戦い (N) battle; fight; struggle : 
| 後半 | | こう は ん Nithe second half i 32 
43 布教 ふき ょ う VN ] propagation | (一 を) 布教 する to propagate (religion) 
4 | ぽう えき | VN itade (と) 貿易 する | 33 
45 a § と うじ | Adv jat that time; in those days : 34 
46| 野 秦 ( な ) | や ば ん (な ) | ANa | savage; uncivilized | 
71 今 で 計 3 いま で いう | Phr 2 now called 
48 も 西洋 | いよ う N | he West; Western countries 35 
9 : 統一 | どう いつ ! VN junifying | (を ) 統 一 する i 
50 | (~ を ) 目 指す | めざす u-Vt i aim; aspire 36 
51 ] マン ト 0 N FPW cloak 
2 生活 様式 | せい か つよ うし き | N fifesgie 
53 | 積極 的 (な ) を っ きょく て き ( な ) | AN positive; active; proactive | 37 
54 鉄人 : て っ ぽう : N BOEING 38 
55 江戸 | えど | N Edo (the former name for Tokyo) | 江戸 時 代 the Edo period 1 
3 鎖国 きこ く 2 national isolaton| 鎖国 する to close/isolate a country : 39 
57 | 清潔 (な ) | せい けつ (な ) 1 ANa icleanz tidy | 4 
58 : 明治 維新 めい じい し ん i N Meiji Restoration : 
59 | 午 便 i® う び ん |N mail; postal service 43 
60 NE : きん だ いか : VN RE | 近代 化す る 上 ん 
61 a きん し i wm i prohibition; ban | (一 を ) 禁 止 する | 45 
62 政府 1 せい ふ : Ni government 
63 ; (~ に ~ を ) 勧 め る すす め る | mVei to encourage; suggest (doing something); recommend | 46 
64 すき 焼き i すき や き i N sukiyaki [thin slices of beef, cooked with various ] 
3 8 : Vegetables in a table-top pan] | 47 
65 数 多く (の ) . か ず お お く ( の ) . ANo in great numbers; many [ 
66 : 半 特 (の ) も だく と く ( の ) ; ANo 1 distinct; unique : 48 
67 aa | まね | VN imitation; mimicking | (一 を ) 真 似 す る [ 52 
68 年 月 : ね ん げ つ : N RMba and years | 
69 RE か ける 1 ; ru-Vt to take (time); spend (money) 53 
70: (~ に ~ を ) 加 える : くわ える PP add : 
271: 輸出 | ゆ し ゅ つ | VN lexport | (を ) 輸 出す る | ss 
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ge に 人柱 過去 の 出来 事 に つい て 話す 


勇太 が 言っ て た け ど 、 マ イク さん は 歴史 が 好き だそ う だ ね 。 

ええ 、 好 き で すね 。 歴史 小説 な ん か よく 読み ます よ 。 

勇太 の 父 : 日 本 の 歴史 の 中 で 、 誰 か 好き な 人 は いる の か な 『? 

日 本 の 歴史 は あま り 知 ら な いん で す が 、 こ の 間 、 日 本 語 の 接 業 で 織田 信長 と いう 人 の 
名 前 が 出 て きま し た けど 。 

勇 太 : へ え 、 そ ん な こと 日 本 語 の 授業 で 勉強 する ん だ 。 

勇太 の 父 : 織田 信長 と 言え ば 、 戦国 時 代 に 日 本 を 統一 し よう と し た 人 物 と し て よく 知ら れ て いる ね 。 
CS ME or ig 織田 信長 は どん な 人 だ っ た ん で すか 。 

放 0 更 大 の 父 : その 当時 の 人 と し て は 、 と て も 近代 的 な 考え 方 を 持っ て いた と 言わ れ て いる よ 。 
ME 

男 太 の 父 :「 信 長 公記 」 と いう 信長 に つい て 書か れ た 記録 か ら す る と 、 若 い 頃 の 信長 は 今 て 言う 


不良 で 、「 う つけ | と 呼ば れ て いた らし いよ 。 
勇 太 : 「 う つけ 」 っ て 、 ち ょ っ と 言葉 は 悪い けど 「 バ カ 」 っ て いう よう な 意味 か な 。 
上 詳 マイ ク : そう な ん で すか 。 
勇太 の 父 : で も 、 父親 が 死ん で 今 の 名 古屋 の 辺り に あっ た 小さ な 国 の 大 名 に な る と 、 戦 いて 鉄砲 
を 使っ た り 、 自 由 経 済 を 取り 入れ た り し て 、 自 分 の 国 を どん どん 大 きく し て いっ た ん 
だ よ % 
_ | マイ ク : 信長 は 新しい こと が 好き だ っ た みた いで すね 。 教科 書 に も ワイ ン を 飲ん だ っ て 者 いて 
20 あり まし た 。 
勇太 : う ) ん 。 新 し 物好き だ っ た けど 、 と て も 冷た い 人 だ っ た よ う で 、 自 分 の 意見 や 考え に 信 
わな い 人 が いる と 、 す ぐに 殺し ちゃ っ た らし いよ 。 
勇太 の 父 : 「 鳴 か ぬ な ら 殺し て し まえ ホトトギス 」 だ ね 。 
マイ ク : えっ 、 ど うい う 2 意味 で すか 。 
25 勇太 の 父 : 信長 の 性 格 に つい て 話す 時 に よく 挙げ られ る 俳句 で 、 ホトトギス は 鳥 の 名 前 な ん だ け 
ど 、 簡 単に 言え ば 、 自 分 の する こと に 反対 する 、 あ る い は 役に立た な いよ うな 人 は 殺 
し て し まっ た 方 が いい と いう よう な こと か な お 。 
マイ ク : そう で すか 。 信 長 は な か な か 旨味 深い 人 物 で すね 。 


HOIIIBIHIUIUHHHUHUIUIUIIBIIUHIUUIUHIUUHUIUUIUIUIUIUUIUUUUUUHHHIHIHIUUUGIHIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


に 
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| | に と 


| | FT に CY 


ーー 
凍 礎 : 名 邊 旨 和 6 歴史 上 で は 豊臣 委 吉 と 並ん で 、 日 本 人 に 最も 人 気 が あ る 人 物 の 一 人 か な 。 
30 勇太 の 父 : も し 信長 が 日 本 を 統一 し て いた ら 、 お そら く 日 本 の 歴史 は まっ た く 変 わっ て いた だ ろ 
う ね 。 
マイ ク : へ え 、 そ うな ん で すか 。 面白 いて すね 。 僕 、 豊臣 秀吉 の 名 前 も 聞い た こと が あ リ ま す 。 
彼ら の こと も う 少 し 知り た いか ら 、 ネ ッ ト て で 調べ て み ま す 。 ま た 、 分 か ら な いこ と が 
あっ た ら 、 教 えて 下さ い 。 


aes 2| マク c 杉 Bemtcua。 


WESS 玩 が か っ こい いね 。 

勇 太 : うん 、 ほ ん と か どう か 分 か ら な いけ ど ね 。 テ レビ ドラ マ で は よく その シー ン が 演じ ら 
れる よ 。 

選 2 ク - ヘ え 、 見 て みた いな 。 明智 は どう し て 信長 を 殺 そ う と し だ の ,? 

勇 太 : 明宏 は 非常 に 賢く て 気持 ちの 温か い 人 だ っ た らし いよ 。 だ か ら 信 長 が 人 を た くさ ん 殺 


す の が 許せ な か っ た ん じゃ な いか な お あお 。 
マイ ク : 信長 が 死ん で か ら 、 明 割 が 日 本 を 統一 し た の ? 
勇 太 : いや 、 「 本 能 寺 の 変 」 の 後 す ぐに 、 信長 の 家 来 だ っ た 秀吉 に 殺さ れ て 、 最後 に 秀吉 が 日 


に こ が 徳 川 家康 の 祭っ て ある 日 光 東 照 宮 か あぁ 。 きれ い だ れ 。 本 を 統一 し た ん た だ た 。 
勇太 : うん 、 と て も 青 華 で 神社 の よう な 感じ が し な いよ ね 。 平成 11 年 に は 、 ユ ネス コ の 世界 マイ ク : ふーん 、 そ うか あぁ 。 秀吉 っ て 、 大 阪 城 を 作っ た 人 で し ょ 。 今度 は 大 阪 城 に 行っ て みた 
SA ひで よし お お さか じょう ) お さか じょう 
遺産 に 選ば れ た ん だ っ て 。 いな あ 。 


マイ ク : へえ 、 す ご いね 。 ネッ ト で 調べ た と ころ に よる と 、 家康 っ て いう 人 は 守 耐 強い 人 だ っ 
40 TY NE 
勇太 : うん らし いれ ね れ 。 「 繕 か ぬ な らら" 鳴く まで 待 と う " ホトトギス 」 だ か られ ね 。 
マイ ク : あ 、 信 長 の 俳句 と よく 似 て る ね 。 
勇太 : うん 、 信長 は ホ ト ト ギ ス が 只 か な か っ た ら 殺 し て し まう けど 、 家康 は 爾 く まで 待っ て 
あげ る ん た 。 
4 パン | 5 nt 7 人 0 で つの) の 6" じ や S 豊臣 秀吉 は ? 
秀 太 : 邦 吉 は 「 鳴 か ぬ な ら 鳴か せ て みせ よう ホトトギス | だ よ 。 
Sb 郁 吉 は 殺さ な いけ ど 、 待っ て も あげ な いで 、 自 分 で 鳴か せる ん だ 。 
勇太 : うん 、 こ の ホ ト ト ギ ス の 俳句 は 三 人 が 本 当 に 作っ た わけ じゃ な いん だ けど 、 三 人 の 性 
格 を よく 表し て いる っ て 言わ れ て る ん だ 。 
50 マイク: この間 、 勇 太 の お 父さん と 話し て た 時 、 も し 、 信長 が 日 本 を 統一 し て いた ら 、 日 本 の 
歴史 は 変わ っ て た だ ろう っ て お っ し ゃ っ て た ね れ 。 
| ON 
マク タム SM29 し て 信長 は 日 本 を 統一 で き な か っ た の ? 
田 太 : 明智 光 季 っ て いう 自分 の 家 来 に 殺さ れ て し まっ た ん だ よ 。 そ の 戦い の こと を 「 本 能 キ の 
55 変 ] っ て 言う ん だ けど 、 信 長 は 日 本 統一 の た め に 室町 幕府 の 将軍 に 会 お うと し て 、 京 
都 の 本 能 寺 と いう お 寺 に 泊まっ て いた ん だ 。 そこ に 明 毎 が 攻め て き て 殺さ れ そ うに な っ 
た か ら 、 自分 で 切腹 し て 死ん だ ん だ よ 。 死ぬ 前 に 、 燃え る お 寺 の 中 で 能 を 舞っ た 後に ね 。 


勇 太 : いい れ ね 、 僕 も 行っ た こと な いか ら 、 今 度 、 一 緒 に 行こ うか 。 


マイ ク : うん 。 ぜ ひ 。 秀 吉 の こと も も っ と 知り た いし 。 


ぁ 太字 覚え る 単語 


| かこ : N { the past : 
2 出来事 で 諸富 ら N incident: event; happening 1 Ttl 
3 近代 的 (を ) : きん だ いて き ( な ) 1 ANa modern | 10 
4 記録 : き ろく 1 VN } record; document | (一 を ) 記 録 す る 
5 ! 不良 時 りょう | N ] (juvenile) delinquent | 不良 (の ) (ANo) defective ] 12 
6! パカ / ば か | N ek 1 14 
2 } 辺り 「 あ た り N YNS nearby ; 16 
8 新 し ( い ) 物 好き 1 あたら し ( い ) も の ず き ド N ilove of new things: neophilia | 21 
9 ホトトギス 衝 議 RR iede cuckoo i 23 
10 : 俳句 ; は いく N i haiku poetry [17-syllable poem usually in 3 lines] | 25 
1 ネッ ト N iihettior イ ンタ ーネット | 3 
[会 話 文 2 | 
12 柚 華 (な ) ; ご うか (な ) 1 ANa i luxurious; gorgeous : 
13 ; 平成 へ いせ い : N Heisei (era of the current emperor) (1989- ) 
14 世界 遺産 | せ か いい さん hoe i 37 
15 忍耐 強い i に ん た いづ よい | A i persevering; very patient 】 39 
6 (< と / に ) 似 る : に る ; ru-Vi : to resemble; be similar | 42 
17 | 家 来 けけ らい MR N subordinate warrior ! 54 
18 : 幕府 け ば く ふ : N 0 : 
19 - 将軍 : で ん N 折 general : 55 
20 | (を ) 攻 め る せめ る : to attack ] 56 
21 : 切腹 | せっ ぷく | VN :ritual suicide by disembowelment | (一 が ) 切 腹 す る 
22 (一 が ) 燃 える | も える mVi EE 
23 能 | の う N ee lyrical Noh drama 
24 (~ を ) 舞 う まう wVi ee ] 57 
25 : (を ) 演じ る |! えん じ る ET の が perform (a play): play (a part) : 59 
26 大 阪 城 : お お さか じょう RO Cu | 67 
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内 容 質問 


9 甘み 物 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
1。 仏教 が 伝わる 前 に 日 本 に あっ た 宗教 、 日 本 独自 の 宗教 は 何で すか 。 そ の 宗教 は 何 を 信じ て いま すか 。 
第 6 課 の | 日 本 人 と 宗教 で 学ん だ こと を 思い 出し て み ま し ょ う 。 
2. 日 本 人 は な ぜ 欧 米 人 を 野 訟 人 だ と 思っ だ の ' で Ui23 
3. 明治 政府 は な ぜ 日 本 人 も 内 を 食べ る べき だ と 考え た の で し ょ うか 。 
4 この 読み 物 を 書い た 人 は 、 文 化 と 外国 の 影響 に つい て どの よう に 考え て いる と 思い ます か 。 
あな た は どう 思い ます か 。 


5 半 計 開会 話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
1. 勇太 と 勇太 の お 父 さ ん に よる と 、 織田 信長 は どん な 人 物 で すか 。 
2. 日 本 の 歴史 上 で 最も 人 気 が あ る 三 人 の 人 物 の 「 ホ トト ギ ス 」 を 用 いた 俳句 が あ り ま す 。 


織田 信長 : 鳴か ね ぬ なら 殺し て し まえ ホトトギス 
豊臣 秀吉 : 鳴か ぬ な ら 鳴か せ て みせ よう ホトトギス 
と よ と み ひ で よし 

徳川 家康 : 鳴か ぬ な ら 鳴く まで 待 と う ホトトギス 


これ ら の 俳句 は 実際 に 彼ら が 作っ た 俳 名 で は あり ませ ん が 、 そ れ ぞ れ の 性 格 が よく 表れ て いる と 
言わ れ て いま す 。 この 俳句 か ら 三 人 は どの よう な 人 物 だ っ た と 思い ます か 。 誰 に 一 番 魅 カ を 感じ 
る か も 話し 合っ て み ま し ょ う 。 


やゆ > みん な で 話し て みよ う 。 


あな た の 国 に は 日 本 の 「 米 」 の よう に 人 々 の 生活 に な く て は な ら な いも の で 、 生 活 様 式 や 考え 方 

に まで も 影響 を 与え た も の が あり ます か 。 

2. あな た の 国 に は 、 外 国 か ら 入っ て 来 て 自分 の 国 の 文化 や 習慣 こ に な っ た も の が あり ます か 。 そ の 文 
化 や 習慣 は 、 入 っ て きた 形 が 変わ ら ず に 残っ て いま すか 。 あ る い は 、 あ な た の 国 の 味 が 加え られ 
て 変化 し まし た か が 。 

3 歴史 上 、 あ な た の 国 が 最も 影響 を 受け た 国 は どこ で すか 。 ど ん な 影響 を 受け まし た か 。 


現在 、 あ な た の 国 は 文化 的 に どの 国 か ら ど ん な 影響 を 受け て いま すか 。 
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Ds sous 


2 革 9 マイ ク と 勇太 の お 母さん が 「 お に ぎり 」 に つい て 話す 。 


田 太 の 母 : 田 太 が 言っ て た けど 、 マ イク さん は 、 お に ざり が 好き な ん だ っ て ? 
マイ ク : は い 。 特 に 梅干し (pickied plum) や さけ (salmon) の お に ぎり が 大 好き な ん で す 。 
: へ え 、 そ う 。 マ イク さん は 、 お に ぎり が いつ 頃 か ら あ っ た か 知っ て る ? 
: いい え 。 い つ 頃 か ら 食 べら れ て いた ん で すか 。 
: お に ぎり が 、 今 の 形 で 一 般 的 に 食べ られ る よう に な っ た の は 、 江 戸 時 代 ら し いわ よ 。 
: へ え 、 そ うな ん で すか 。 フ ァ ー ス ト フ ー ド みた い だ か ら 、 も っ と 最近 の 食べ 物 か と 思っ て まし た 。 
: 実は 、「 お に ぎり の 化石 (siD] な ん て の も 、 見 つか っ た ん だ っ て 。 
: えっ 、 お に ぎり の 化石 
: そう 。 弥 生 時代 の も の だ っ た そう よ 。 
CR 
: だ か ら 、 日 本 人 は その 時 代 か ら お に ぎり を 食べ て た っ て こと が 分 か っ た ん だ っ て 。 
: な る ほど 。 お に ぎり の 歴史 っ て 、 古 いん で すね 。 
勇太 の 母 : そう ね 。 


モニ カ と 勇太 の お 父さん が お 茶 に つい て 話す 。 


勇太 の 父 : 勇太 か ら 聞 いた ん だ けど 、 モ ニカ さん は 大 学 の 茶道 部 に 入る こと に し た 
モニ カ : は い 。 日 本 に いる う ち に 、 日 本 の 伝統 文化 も 経験 し て お こう) と 思っ て 。 
勇太 の 父 : な る ほど 。 モ ニカ さん は 、 お 茶 を 飲む 習慣 を 日 本 に 広め た (topopularize) の は 、 
ten WR A AF 
勇太 の 父 : 栄西 っ て いう 禅宗 の 僧 な ん だ 。 
モー ニカ : あっ 、 聞 いた こと が あり ます 。 有 名 な 禅僧 です よね 。 
父 : う ん 。 鎌 倉 時 代 に 、 彼 が 中 国 か ら お 茶 の 種 (seed) を 日 本 に 持っ て 帰っ て 来 て 、 お 茶 が 体 に い 
いこ と や お 茶 の 飲み 方 を 、 日 本 に 紹介 し た ん だ よ 。 


3 


や > バー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。 週 去 の 出来 事 に つい て 話し な さい 。 


* 友 達 の 親 : いつ 、 ど こ で 、 誰 が 、 何 を し た か 、 何 が 起き た か 、 そ の 後 ど うな っ た か な ど を 話す 。 
* 留 学生 :「 へ え / な る ほど / ふ ー ん / そ うな ん で すか | な どの あい づち を 使っ て 話 を 聞く 。 
友達 の 親 : _ _ さん は 、 知っ て る ? 
留学 生 : いい え 。 か 。 

友達 の 親 : 。 (トピ ッ ク に つい て 話す ) 

留学 生 : 。 (質問 し た り 、 コ メン ト し た りす る ) 


友達 の 親 : 


sD | og 


モニ カ と は る か が 源氏 物語 に つい て 話す 。 


教科 書 に 書い て あっ た けど 、 京 都 っ て 音 は 日 本 の 首都 だ っ た ん だ っ て ? 
う 2 ん 。 平 安 時 代 や 室町 時 代 れ 。 
: あっ 、 平 安 時 代 っ て 、 あ の 有名 な 「 源 多 物 語 」 が 書か れ た 時 代 だ よね 。 
う ん 。 誰 が 書い た か 知っ て る ? 
うう ん 、 そ れ は 知ら な い 。 誰 が 書い た の ? 
: 書い た の は 、 紫 式 部 っ て いう 女性 。 
So6 の が だ 。 
う ん 。 平安 時 代 っ て 、 女 性 が ひら が な て 小説 や エッ セー を 書き 始め た 時 代 な ん だ 。 
sv うん そう な ん だ 。 
:「 源 人 物語] は アニ メ や マン が に も な っ て 、 今 で も すご く 人 気 が あ る ん だ よ 。 
!: べ え 、 ア ニ メ に も な っ て る ん だ 。 見 て みよ うか な 。 
う ん 。 モ ニカ は 恋愛 小説 、 好 きだ か られ 。 


人 @ 還 田 還 | マイ ク と は る か が 鉄砲 に つい て 話す 。 


: 本 _ _  、 日 本 に 鉄 破 を 伝え た の は ポル ト ガ ル 人 _ _ 」 ? 
う ん 。 ボ ルト ガル 人 を 乗せ た 船 が 、 日 本 に 流れ 着い て (todnitashor) 、 鉄 砲 が 伝わっ た らし いよ 。 
Do CS 
: その 鉄砲 を 戦い で 上 手 に 使っ た 大 名 が いた ん だ けど 、 誰 か 
うう ん 、 知 ら な い 。 の ? 
| 相 人 胡 
あお 、 っ て 計 え ば 。 
う ん 。 彼 は 、 歴 史上 の 人 物 の 中 で 、 特 に 日 本 人 に 人 気 が あ る ん だ よ 。 
: SM2k ん 。 


だ みん で し まぁ 


や > バー トナ ー と 練習 し て み ま し ょ う 。 過 去 の 出来 事 に つい て 話し な さい 。 


*A: いつ 、 ど こ で 、 誰 が 、 何 を し た か 、 何 が 起き た か 、 そ の 後 ど うな っ た か な ど を 話す 。 
* B :「 へ え / な る ほど / ふ ー ん / そ うな ん だ / ほ ん と | な どの あい づち を 使っ て 話 を 聞く 。 


B さ ん は 、 知っ て る ? 


うう ん 。 の ? 


。 (質問 し た り 、 コ メン ト し た りす る ) 


o 


A 
B 
A : 。 (トピ ッ ク に つい て 話す ) 
B 
A 
B 


o 


自分 の 国 で 起こ っ た 歴史 的 な 出来 事 や 人 物 、 興 味 の あ る 時 代 な ど に つい て 発表 し まし ょ う 。 
下 の 発 表 例 を 参考 に し な さい (to refer to)。 


SEE 表 


し た いと 思い ます 。 
な ぜ か と 言う と 、 
(この トピ ッ ク を 選ん だ 理由 を 説明 する 。) 


く 使 っ て みた い 表 現 > 
. X か ら Y に か け て 
. を 通し て 
で 本 2 と 
a 
. N の 上 で /N 上 
. と で 読ん だ と ころ に よる と / 一 で 調べ た と ころ に よる と 
. その 他 


上 の 内 容 に つい て 考え た こと 、 感 じ た こ と 、 今 、 思 っ て いる こと を 言う 。 


・ お そら く {だ ろう と 思い ます / で し ょ う }。 
べき だ と 思い ます 。 
と いう こと が 、 {言え ます / 考 えら れ ま す }。 
は 、 と 思い {ます / ま し た }。 


Mr (PT に つい て の 発表 を 終わ り ま す 。 
何 か 質 問 は あり ませ ん か 。 


も と も と は 外国 か ら 入 っ て 来 て 日 本 的 に 変化 し た も の が 少な く あ り ま せん 。 [ 読 :3】 
: ・ 実 は その 元 に な る も の は 外国 か ら 入 っ て きた も の が 少な く な い の だ 。 【 読 :/49】 


少な く な い is a double negative meaning “many; much” and is commonly used in written language. 
説明 Notethat 少な く な い cannot modify mouns. 


・X こ の 国 で は 少な く な い 人 が 英語 を 話す 。 
manyi muchi plenty of; not a few 
1N {は / が / も } 少 なく な い : 外 国人 は 少な く な い : 本 屋 が 少な く な い 
| 1. 漢字 が 難し いと 思っ て いる 学生 は 少な く な い 。 
2. この 大 学 に は 、 外 国 か ら 来 て いる 留学 生 も 少な く な いそ うだ 。 
例文 3. 給料 は 少な く な い の に 、 あ まり 貯金 saving) が 出来 な い の は どう し て だ ろう か 。 
22NKWPWes こ rearyi 
で いた と 


oun を 通し て 


を ・ こ の 課 で は 、 日 本 の 歴史 を 通し て 、 日 本 人 が どの よう に 外国 の 文化 を 取り 入れ 、~ 【 読 :/6】 


説明 を 通し て indicates a medium (X) through which someone does something or something happens. X 
: can be things, people, activities, or actions. 


| throughi via 


| 1. イン ター ネッ ト を 通し て 、 色 々 な 情報 を 得る こと が 出来 る 。 

2. スポ ー ツ を 通し て 、 子 供 達 は と て も 仲良 く な り まし た 。 

3. 伝統 芸能 を 通し て 、 日 本 の 古く て 美しい 文化 を 学ん だ 。 

4. 彼 が 私 を 好き だ と いう こと は 、 彼 の 友達 を 通し て 聞い た 。 と て も 嬉し か っ た 。 

「 5. コ ンピュータ ウイ ルス は 、 イ ンタ ーネット や メー ル だ け で な く 、DVD や CD を 通し て も 入る 
こと が ある の で 、 気 を つけ て 下さ い 。 


⑬③ ay か ら Noun。 に か け て 


・ 米 の 発祥 地 は 中 国 の 雲南 か ら イ ン ド の アッ サム 地方 に か け て だ と 言わ れ て いる 。 【 読 : 8-9】 
・ 弥生 時 代 に 続く 古寺 時 代 か ら 奈良 時 代 に か け て は 、 日 本 は 中 国 や 朝鮮 の 一 障 :16】 


説明 i X か ら Y に か け て indicates a span of time or space and is used primarily in written language. 
文型 N, か ら N。 に か け て : 東 京 か ら 大 阪 に か け て :1900 年 か ら 1950 年 に か け て 
1. 昨夜 (stnigh) か ら 今朝 に か け て 、 た くさ ん 雨 が 降っ た 。 
例文 2. 年 末 か ら 年 始 に か け て 、 ヨ ー ロ ッ パ を 旅行 し まし た 。 
| 3. ここ か ら 隣 の 町 に か け て 、 ス ー パ ー や レス トラ ン が 並ん で (to ine) いる の で 、 道 が と て も 混む 。 
《⑳ Noun で 言う と 
本 文 ・ 日 本 の 時 代 で 言う と 縄文 時 代 の 後期 ( 約 四 千 年 前 ) の 間 に 、 ( 議 :9.10 


説明 | で 言 言う と is used to restate something according to a different system or framework (e.g., a calendar, a 
measurement system, a language, a country's history) . 
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tt nD B+oge 


文型 N で 言う と : 日 本 の 習慣 で 言う と ; キ ログ ラム で 言う と : メー トル で 言う と , 本 文 ・ そ の 時 、 禅 と 共に 伝わっ た の が お 茶 を 飲む 習慣 で 、~ [ 読 :26.27】 時 
・ 今 の 気温 は 華氏 (Fahrenhei) で 50 度 だ か ら 、 摂氏 (Celsius) で 言う と 10 度 ぐら い だ 。 N と 共に indicates that someone does something or that something happens with N. 
2 イタ リア の ルネ ッ サ ンス 時 代 は 、 日 本 の 歴史 で 言う と 鐘 倉 時 代 か ら 室町 時 代 に 当たり ます 。 DR yh 

例文 3. 西暦 (AD)2000 年 は 、 平 成 で 言う と 平成 12 年 に 当たり ます 。 「N と 共に 1 
4 僕 の 身長 (egh0 は 6 フィ ー ト 、 メー トル 法 で 言う と 約 180 セ ンチ だ 。 


| kk な み が 起 こっ た 
5. 病気 の 人 に 言う 「 お 大 事 に ] と いう 表現 は 、 英 語 で 言う と “Please take care.” に 当たり ます 。 電 陸 生音 (nr や つなみ が 起こ っ た 。 
2. 両親 が 亡くな っ た 後 、 私 は 兄 と 共に 二 人 で 助け 合っ て 生き て きま し た 。 


:3. 言葉 は 時 代 と 共に 変化 する 。 
・ 弥生 時 代 に な っ て 各地 に 広がり 、 日 本 人 の 主食 と な っ た 。 【 読 : 区 10-11】 1 4. コ ンピュータ の 普及 と 共に 、 セ メー ル を 使う 人 が 増え た 。 


A prefix which adds the meaning “each; various.” When the referent of the noun after 各 is not known, it (9 】 ~ ず っ つ 
: means “various.” 


each So 9 本 文 ・ 少 し ずつ 変化 し な が ら 、 現 代 の よう な 茶道 の 形 に な っ た の で ある 。[ 読 : 29-30] 


] 各 N - : The number/amount X+ ず つ indicates that someone does something (or something happens) with X 
説明 astheunit (e.g., the teacher teaches ten new kanji a week: the woman gave three chocolates to each child; 


1. ここ に は 各 先 生 の メー ル ア ド レス と 、 各 セク ショ ン の 教室 の 番号 が 書い て あり ます 。 : the students came for their interviews two at a time) . 
2. 各 学 年 か ら 選 ば れ た 学生 が 、 ス ピー チコ ン テ スト に 出る こと に な っ た 。 英訳 per/a;ata time; each; (little) by (little) 
3. アメ リカ で は 、 お 酒 が 飲め る 年 齢 (ge) に つい て の 規制 は 、 各 州 で それ ぞ れ 違 う 。 "EE {Number (+ Counter)} ずつ : 二 つ ず つ 
4. 各国 の 代表 者 が 集まっ て 、 テ ロ の 犯罪 に つい て 会 議 を 開い た 。 「b. Non-specifc amount expression+ ず つ : ち ょ っ と ずつ : い くら か ずつ 
か っ こく ・ 
1. 私 は 毎日 漢字 を 五 つ ずつ 覚え る こと に し て いる 。 
(⑥:X ば か り で な く Y( も ) 用 ト | Wes ha 6 
2. みん な が 同時 に (at the same time) 話さ な いで 、 一 人 ずつ 順番 に (in turns) 話し て 下さ い 。 
18. この 和紙 を 2 枚 ずつ 取っ て 、 鶴 (crane) を 2 羽 ず つ折 っ て ほし いん で す が 。 
説明 This structure is similar to X だ け で な く Y( も ) and means "not only X but also Y” It is usually used in 4.「 と びら 」 サイ ト を 利用 する 人 が 毎日 少し ずつ 増え て いる 。 


tn 5. ホテ ル の ビュ ッ フ ェ で 色々 な 種類 の 料理 を ちょ っ と ずつ 食べ て みた 。 
英訳 not only X but also Y 


4 
a.S ば か り で な く :Type 2c b.N, (Prt) + ば か り で な く N。 (Part) + (も ) Noun か ら Noun。 に 等 る まで 
1. あの レス トラ ン は 、 安 い ば か り で な く 、 と て も お いし い 。 本 文 ・ 古代 か ら 室 町 時 代 に 至る まで 、 日 本 は 主 に アジ ア の 国々 か ら 強 い 影 響 を 【 読 :/31】 
例文 2. 一 生 懸 命 勉強 し た ら 、 日 本 語 が 上 手 に な っ た ば か り で な く 、 成績 も よく な っ た 。 1 : This construction indicates a span of time or space and emphasizes the size of that span at the same 


いっ し ょ うけ ん 


3. 京都 に は 日 本 国内 か ら ば か り で な く 、 世 界 中 か ら 観 光 客 が 来る 説明 time. It can also be used for other than spatial or temporal spans, as shown in Ex. 3. It is used in 
紀生 る ョ | written language. 


4 
英訳 in terms of in; according to from the viewpoint of (⑧)Noun と 共に 1 


本 文 ・ 米 は 主食 に な っ た ば か り で な く 、 も っ と 後 の 時 代 に は 、 一 【 読 :711】 


(の Noun+ 風 | ‘from X all the way through Y; from X even to Y 
| ・ ひ ら が な が で きた の も この 時 代 で 、 中 国 風 の 服装 が 着物 に 変化 し た り 、 【 読 :421.22] Ni か ら N。 に 至る まで : 北 海道 か ら 沖縄 に 至る まで :2 月 か ら 3 月 に 至る まで 
洋風 の 生活 様式 を 積極 的 に 生活 の 中 に 取り 入れ た そ うだ 。 【 読 : 7.37-38】 | 1. 日 本 で は 、12 世紀 か ら 19 世 紀 に 至る まで 、 武士 が 活躍 し た 。 


風 js a suffix and js added to nouns to make ze-adjectives.X 風 means “X style/type” or “look like X.” 2. 北海 道 か ら 沖 縄 に 至る まで 、 同 じ 時 間 に 同じ NHK ニ ュー ス が 見 られ ます 。 
3. この ゲー ム は 子供 か ら 大 人 に 至る まで 、 誰 で も 楽し め ま す 。 


] ~ style; ~ typei look like 0 
a.N 風 だ : こ の ドレ ス は 着物 風 だ 。 b. N。 風 の N。: カウ ボー イ 風 の 帽子 | ⑪Noun + 同士 

1. 洋風 の ホテ ル も 和風 の 温泉 旅館 も 、 ど ちら も 好き で す 。 本 文 ・ ヨ ー ロ ッ パ か ら 入っ て 来 た 鉄砲 を 大 名 同士 の 戦い に 最初 に 用 いた の も [ 読 :138】 

2. この さむ ら い 風 の 人 形 ( (do は 、 い くら で すか が 。 X 同 士 indicates that Xs do something together, that Xs do something to/for/against each other, or that 
3.A: 今 、 誰 か ここ に 来 ま せん で し た か 。 i someone puts Xs together in some way. 

| B: え え 、 ち ょ っ と 前 に サラ リー マン 風 の 人 が 来 ま し た 。 each other: between: among: together: with 

a.N 同 士 { が / で / を }: 友 達 同士 (が / で } 集 まる : ユ ー ザ ー 同 士 を 結び つけ る (to unite) 

b.N, 同士 の Nz: 日 本 の メー カー 同士 の 競争 


文法 ノー ト | 


例文 


1. 友達 同士 で 話し 合っ て 決め て 下さ い 。 
2. この サイ ト で は 、iPod の ユー ザー 同士 が 意見 を 交換 し 合う こと が 出来 ます 。 

3. お 盆 に は 毎年 兄弟 同士 で 集まっ て 、 両 親 の お 墓参 り に 行く こと に な っ て いる 。 

- 次 の 試合 は 、 強 い チ ー ム 同士 の 戦い に な る か ら 、 ど ちら が 勝つ か まっ た く 分 か ら な い 。 
. 子供 同士 の けん か が 原因 で 、 親 同士 の 関係 も 悪く な っ て し まっ た 。 


nn た 


3Verb べき 


説明 
英訳 


文型 


例文 


5. する べき こと が 多 す ぎ て 、 時 間 が いく ら あ っ て も 足り な い 。 


本 文 


 b.V べ き N: 取 る べき 授業 : 今 日 中 に す ( る ) べ きこ と 


・ 明治 政府 は 日 本 人 も 欧米 人 の よう に 肉 を 食べ る べき だ と 考え 、 [大 49 


: The auxihiary べき expresses the speaker's strong judgment that one should do something. The form of 
する before べき can be either す or する (ie., す べき or する べき ) . | 


should; ought to 


a V-plain.non-past.aff べき {だ / じ ゃ な い / で は な い / だ っ た / じ ゃ な か っ た / で は な か っ た ]}: 
行く べき {だ / じ ゃ な い / だ っ た / じ ゃ な か っ た } (Exception: する + べき > すべ き ) 


1. 自分 で 出来 る こと は 、 自 分 で すべ きだ 。 | 
2. 電車 の 中 や 病院 な ど で は 、 携 帯電 話 を 使う べき で は な い 。 

3. この レス トラ ン は 人 気 が あ る の で 、 昨 日 の うち に 予約 を し て お くべ きだ っ た 。 
4. 彼 は 彼女 と 結婚 する べき で は な か っ た と 思う 。 


⑯⑬)Noun か ら す る と 回 


本 文 


例文 


⑭Verb 


本 文 


例文 


| Vngf ぬ 琴 
a. 7U-Verbs: 食べ ぬ : 起 きぬ 
1. 思わ ぬ 結 果 に な っ て 、 び っ くり し て いる 。 
2.「 聞 く は 一 時 の 聡 (shame) 、 聞 か ぬ は 一 生 の 恥 」 で す よ 。 だ か ら 、 ど ん どん 質問 し て 下さ い 。 
3. も の 言わ ぬ (silent) 自然 に 代わ っ て 、 自 然 の 大 切 さ を 話し た いと 思う 。 


・ 「 信 長 公記 ] と いう 信長 に つい て 書か れ た 記録 か ら す る と 、 若い 頃 の 信長 は 一 【 会 1:712】 


か ら す る と introduces the source or basis for the speaker's conjecture or jndgment. The information 
Can be of any sort, including visual information (e.g., a shape, a color, a mannerism) and verbal 
iinformation (e.g., an explanation, a conversation,a report) . 


judging from ~ 
ijN か ら す る と : 顔色 (complexion) か ら す る と : 話し 方 か ら す る と 


1. 空 の 様子 か ら す る と 、 夕 方 に は 雨 に な る よう だ 。 

2. あの 話し 方 か ら する と 、 彼 女 は 、 多 分 、 関 西 地方 出身 の 人 だ ろう 。 

3. キッ チン か ら 流れ て くる に お いか ら す る と 、 今 日 の 晩 ご 飯 は カレ ー ラ イス か な あ 。 
4. この 内 容 か ら す る と 、 こ の マン ガ は 子供 向け で は な く 、 大 人 向け の マン ガ だ ろう 。 


ママ 
$ 


マ 


ぬ 


:・「 鳴 か ぬ な ら 殺し て し まえ ホトトギス ] だ ね 。 [会 1:723】 
 ・「 鳴 か ぬ な ら 鳴く まで 待 と う ホトトギス ] だ か ら ね 。 [会 2.741】 
用 秀吉 は 「 鳴 か ぬ な ら 鳴か せ て みせ よう ホトトギス 」 だ よ 。 会 2:746 


: ぬ isa Verb negative ending in classical Japanese and is equivalent to な い in meaning and form. For 
: example, 言わ ぬ is equivalent to 言わ な い . In modern Japanese,it often appears in set phrases. 4 


: not 


b. uverbs: 飲ま ぬ : 会 わ ぬ 


c.irr. verbs: 来る 一 来 ぬ : す に = 


Noun の 上 で : Noun 上 (で ) 
本 文 ・ 歴 史上 で は 豊臣 秀吉 と 並ん で 、 日 本 人 に 最も 人 気 が あ る 人 物 の 一 人 か な 。 [会 1:7.29】 


と よ と み ひ で よし 


: N の 上 で and N 上 indicate that the speaker's statement refers only to N. The phrase is commonly used 
: in written language. 


in terms of; from the viewpoint of ~ ; as far as ~ is concernedi according to ~ 


a. N の 上 で : 記録 (record) の 上 で : 書類 (documen の 上 で b. N_ の 上 で の N。: 記録 の 上 で の 間違い 
CN 上 : 記録 上 書類 上 d. N 上 の N。: 記録 上 の 間違い 


し ょ る い 


上 日 本 の 国土 (nationalland) は 狭 そ うに 思わ れ て いる が 、 数 字 の 上 で 見 る と 、 そ う で も な い 。 
2 翻訳 の 上 で の 間違い が 、 お 互い の 国 の 間 に 詞 解 (misnnderstanding) を 生ん で し まっ た 。 

3. この 公園 は 地図 の 上 で は 家 か ら 近 いよ うに 見 える が 、 歩 く と 結構 時 間 が か か る 。 

4. 田中 さん は 、 健 康 上 の 問題 が あっ て 、 仕事 を 辞め た 。 

i 5. 日 本 の 歴史 上 、 明治 維新 (the Meiji Restoration) は 大 きい 意味 を 持っ て いる 。 


⑯)Noun と 並ん で 
、・ 歴 史上 で は 豊 攻 秀吉 と 並ん で 、 日 本 人 に 最も 人 気 が ある 人 物 の 一 人 か な 。 [会 1.729 


: と 並ん で is used when introducing one or more examples to be compared to the subject of the 
: sentence. It is used primarily in written language. 


as well as: just like 

N と 並ん で 

. アラ ビア 語 は 、 日 本 語 や ロシア 語 と 並ん で 難し い 言 葉 だ と 言わ れ て いる 。 

. この 大 学 の ビジ ネス 学部 は 、 医 学部 と 並ん で 入る の が 難し いら し い 。 

・ 奈良 は 京都 と 並ん で 、 古い 歴史 の ある 町 で 、 日 本 の 首都 だ っ た こと も ある 。 


人 M ゆ お そら く 一 (だ ろう ) 
本 文  ・ お そら く 日 本 の 歴史 は まっ た く 変 わっ て いた だ ろう ね 。 [会 1:/.30-31】 
説明 お そら く means “probably” and usually occurs with the conjecture auxiliaries だ ろう or で し ょ う . 


英訳 probably 
1. お そら く 来 年 は 、 日 本 に 行け る だ ろう 。 
. 宗教 の 問題 が 解決 し な い 限り 、 お そら く こ の 戦争 は 終わ ら な い だ ろ う 。 
3. 今度 、 隣 の 土地 に 新しい ビル が 建つ の で 、 お そら くう る さく な る で し ょ う 。 
4 まっ た く 同 じ 絵 を 美術 館 で 見 た こと が ある か ら 、 こ の 絵 は お そら く 人 物 (miaqon) で し ょ う 。 
人 まったく 
本 文 ・ お そら く 日 本 の 歴史 は まっ た く 変 わっ て いた だ ろう ね 。 [会 1..30.31 


まっ た く js used for emphasis in affirmative sentences. It is often used to express the speakers emotion. 
説明 In negative sentences まっ た く indicates complete negation. It is used with verbs (often potential verbs) 
: and adjectives in negative sentences. まっ た く ~( と いう ) わけ で は な い indicates partial negation. 


1 に 】 


例文 


ww 


まっ た く (in afirmative sentences) = totally; utterly; entirely; completely; extremely; absolutely; really 
英訳 まっ た く ~ な い = not ~ at all; not ~ in the least 
まっ た く ~( と いう ) わ け で は な い = It's not that ~ totally/completely/extremely/etc. ~ 
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P 4 ss| 抽 字 の 本 昌 ーーーーーーーーーー] 
a. まったく {V/AANa/ANo/( の )N} : まっ た く { 腹 が 立つ (to beangry)/ 感 心 す る (to be impressed)/ 驚い 漢字 表 
た / あ きら め た }: まっ た く { す ご い / え らい / す ば らし い }: まっ た く {だ め だ / 不 思 議 だ }: まっ た く 
ーー 画 RW 読み 方 ・ 書 さ 方 を 覚え る 漢字 画 R 読み 方 を 覚え る 漢字 
c. ま っ た く ~ (と いう ) わ け で は な い : まっ た く あ きら め た (と いう ) わ け で は な い : まっ た く 安い (と 1 歴史" 読 1 輸入 ゆ に う ヌル 読 
de 2 を 通し て ー を と お し て 臣 。 2 独自 (の ) どく (の ) 
1. 彼 と 私 の 考え は まっ た く 同 じ だ 。 me 水 こめ 読 3 半島 は ん と う 読 
ji2. この レポ ー ト は まっ た くだ め だ 。 もう 一 度 、 書 き 直 し た 方 が いい と 思う 。 4 各 - か く - 読 4 天候 て ん こう 読 
ま cu が と 思う 。 5 広がる ひろ が る 読 5 効率 (よく ) こう りつ (よく ) 読 
ーー トー Ce DG 
M 『 つ 98 っ た 。 時 席 SR つ 78 も 0 > きま 
6. 納豆 は 嫌い だ が 、 ま っ た く 食 べら れ な いと いう わけ で は な い 。 馬 っ つう we 0 yh が 
7. その 人 の こと を まっ た く 知 ら な いと いう わけ で は な い が 、 あ まり 話し た こと は な い 。 _8 季節 きせ つ 読 8 建築 けん ちく 読 
9 気 に す る き に する 読 9 服装 ふく そう 読 
10 非常 (な ) ひじ ょ う ( な ) 読 10 恋愛 れん あい 読 
11 交流 メル こう りゅう スル 読 11 発展 メス ル は っ て ん ぇ ル 読 
12 - 風 - ふ う 読 12 確立 スル か くり つ ぇ ル 読 
13 用 い も ちい る 読 13 一 に 至る まで ーー に いた る まで 読 
14 一 と 共に っ と と も だ に 読 14 貿易 スル ぽう えき ぇ ル 読 
ちょ っ と 変わ っ た イ イ 形 容 語 [多い 」 15 戦う た た か う 読 15 統一 スル 6 ' と うい つ ぇ ル 読 
Se ai 16 後半 こう は ん 読 。 間 旧 興味 0 読 
17 当時 っ 中 読 17 積極 的 (な ) せっ きょく て き ( な ) 読 
「 多 い 」 は イ 形 容 詞 で す が 、 普 通 の イ 形 容 詞 と 少し 違い ます 。 次 の 例 を 見 て 下さ い 。 18 西洋 せい よう 読 18 江戸 えど 読 
(1) a. ジョ ー は 友達 が 多い 。 19 目指 『 す めざす お 19 郵便 ゆう びん “ 
b. x ジョ ー は 多い 友達 が いる 。 20 - 同 士 の + し 読 20 禁止 スル きん し ぇ ル 読 
英語 で は many friends と 言え ます が 、 日 本 語 で は この よう に 「 多 い 友 達 ] と は 言え ませ ん 。 つ まり 、 21 近代 化 メ ル きん だ いか ぇ メル 読 。 21 独特 (の ) どく と く ( の ) 衣 
「 多 い 」 は 名 詞 を 直接 修飾 する こと が 出来 な い の で す 。many friends と 言い た い 時 は 「 多 く の 友達 ] や 22 政府 " せい ふ 読 22 輸出 メル ゆ し ゅ つ メ ル 上 
「 た くさ ん の 友達 ] と 言い ます 。 "Joe has many friends." は 、(1a) の 他 に 「 ジ ョ ー は 多く の 友達 が いる 」 23 加え る くわ える 読 23 出来 事 で きき と 会 1 
「 ジ ョ ー は た くさ ん の 友達 が いる 」「 ジ ョ ー は 友達 が た くさ ん いる 」 の よう に 言い ます 。「 多 い 」 の 他 に 24 過 『 去 ュー 会 1 24 記録 スル きろ く ぇ ル 会 1 
も 、 こ れ と 同じ よう な 「 イ 形容 詞 ] が いく つか あり ます 。 25 近代 的 (な ) きん だ いて き ( な ) 会 1 25 平成 へ いせ い 会 ら 
次 の よう な 例 で す 。 Rb 26 不良 ふり ょ う 会 1 26 似る に る 会 2 
(2) 少な い : この 作文 は 間違い が 少な い 。 x 文 に 少な い 間 違い が ある 。 27 Noun 上 (で ) ーー セ お うれ や) 会 1 27 燃え る も える 会 ら 
(3) 近い : スー パー が 家 に 近い 。 近 く の ス ー パ ー に 行く 。 x 近 い ス ー パ ー 28 一 と 並ん で ー と な らん で 会 1 28 演じ る えん じ る 会 2 
(4) 遠い : 学校 が 遠い 。 遠 く の 学校 に 通っ て いる 。 x 遠い 学校 29 泊まる まる し 会 2 
し か し 、 次 の よう に 文 が 名 詞 を 修飾 し て いる 場合 は 「 多 い ] の よう な 形容 詞 の すぐ 後に 名 詞 が あっ ers 
て も か まい ませ ん 。([ ] の 中 は 文 ) GO RN 
(5) 京都 は [お 寺 が 多い ] と ころ だ 。 im: 前 に 習っ た 単語 
(6) [ 家 に 近い ] ス ー パ ー で 買い 物 を する 。 Ra > 
: 前 に R で 習っ た 漢字 
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は い 、 そ う で す ! カレ ー ラ イス は 日 本 の 家庭 料理 の 代表 と 言っ て も いい 食 
べ 物 で す 。 日 本 人 の 「 好 き な メ ニュ ー の ベス ト 3」 に いつ も 入っ て いる カレ ー 
ライ ス 。 カレ ー ル ー の CM に 「 イ ンド 人 も びっ くり !」 と いう キャ ッ チ フレ ー 
ズ が ある ほど 、 と っ て も お いし く て 、 子 供 か ら 大 人 まで 誰 に で も 愛さ れ て いま 
す 。 日 本 は イン ド の 次 に カレ ー を よく 食べ る 国 だ そう で す 。 


日 本 的 な カレ ー は どん な 味 か と いう と 、 ま ず あ ま 
り 辛 く あ り ま せん 。 肉 と 野菜 が た く さん 入っ て い 
て 、 肉 は 牛肉 、 豚肉 、 鶏肉 の どれ で も OK、 野菜 は た まね ぎ (onion) 、 に ん じ 
ん (carrot) 、 じ ゃ が いも (potato) を よく 使い ます 。 そ し て 、 白 い ご 飯 の 上 に か 
け て (to pour over) 、 ご 飯 と 一 緒 に スプ ー ン で 食べ ます 。 


ー は も と も と イン ド 料 理 の スパ イス で す が 、 な ぜ イ ンド の スパ イス が 日 本 に 入っ て 来 て 「 カ レー 
ライ ス 」 と いう 日 本 の 料理 が で きた の で し ょ うか 。 簡単 に カレ ー ラ イス の 歴史 を 見 て み ま し ょ う 。 


イン ド か ら イ ギリ ス に イン ド の カレ ー 料 理 が 紹介 され る 
y 
EERefEi&t 議 イン ド の カレ ー 料 理 が イギリス か ら 日 本 に 入っ て 来る 。 カ レー 料理 は 肉 が 食べ や すい 


の で 、 政 府 か ら 肉 を 食べ る の を 勧め られ た 日 本 人 に と っ て 、 い い 料 理 法 だ っ た 
+ 


信和 湯 野 と 内 の 入っ た 日 本 的 な カ レー の 誕生 。 料 理 が 簡単 で 食べ や すい し 、 栄 養 が ある 


(nutriious) の で 、 軍隊 食 (army food) の メニ ュー に な る 
内 で ん た い 


sie 壮 日 本 の オリ ジ ナ ル の イン スタ ント の カ レー 和 粉 (powder) や カレ ー ル 一 (roux) が 開発 され る 


(to be developed) 家庭 で も 料理 が し や すく な っ て 、 大 ヒッ ト ! 
+ 


平成 の 時 代 味 や 辛 さ が 色々 と 開発 され て 、 材 4 料 (ingredient) も 様々 に な る 
激 議 8 hot) カレ ー、 子供 向け の 甘い カ レー、 ジー タデ ドガ レー、 野菜 カ レー etc. 


ある 人 が 言っ て いま す 。 「 西 洋 と 東洋 が 一 つの 皿 の 上 に 混じっ て 存在 する 。 それ が カレ ー ラ る ス だ 」 
と 。 日 本 の カレ ー は 様々 な 日 本 的 な も の を 取り 入れ る こと に よっ て 、 イ ンド の カレ ー 料 理 と は まっ た 
く 違 う 料 理 へ と 変わ り ま し た 。 元 の も の の 特徴 を 残し な が ら 、 日 本 の 味 を 加え る 。 カ レー ライ ス は 日 
本 人 の 性 格 を よく 表し た 料理 な の か も し れ ま せん 。 


実は 、 カ レー に は カレ ー ラ イス だ け で な く 、 他 の 料理 の 仕方 ち も た を くさ ん あり ます 。 カ レー うど ん 、 
カレ ー そ ば 、 カ レー 味 の お せん べ い な ど な ど 。 昔 か ら の 日 本 の 食べ 物 と カレ ー 味 の ドッ キン グ ! 日 本 
人 っ て 、 伝 統 的 な も の か ら 新 し いも の を 作り 出す の が 、 本 当 に 好き な 民族 (ethnicgroup) な ん で すね 。 


| 一 調 ( 句 ) (adverb/adverbial phrase) の 名 詞 修 人 用 師 ( noun modification) 


ふく し めい し し ゅ うし ょ 


日 本 語 で は 一 一 部 の 副詞 (全部 で は あり ませ ん ) が 名 詞 を 修飾 する こ と が 出来 ます 。 その 場合 、 


し ゅ うし ょ く 


副詞 ( 句 ) と 名 詞 の 間 に 「 の ] が 付き ます 。 


. 初め て の 海外 旅行 は カナ ダ だ っ た 。 
. この間 の テス ト は あま り よ く な か っ た 。 
. 最近 の ファ ッ シ ョ ン は あま り 好 き で は な い 。 
. 私 は 少 々 の 熱 で は 学校 を 休み ませ ん 。 
エリ カ は た いて い の こと は 日 本 馬 語 で 言え る 。 
. いつ も の コー ヒー ショ ッ プ で 会 いま し ょ う 。 
今 学期 の 日 本 語 天 は まあ まあ の 成績 だ っ た 。 
. 多く の 学生 が 働き な が ら 勉 強し て いる 。(「 多 く ]」 は 「 多 い ] の 副詞 形 で す 。 
[多い 学生 ] と は 言え を ませ ん 。「 た くさ ん の 学生 ]」 と 言う こと は 出来 ます 。) 
オノ マ ト べ も 副詞 の 一 つ で す が 、 その 中 に も 名 詞 修飾 が 出来 る も の が あり ます 。 


し し 


ji. ガタ ガタ の (shaky) イス し か な い 。 
| ピカ ピカ の (dazzling) 新車 に 乗せ て も ら っ た 。 


を 修飾 す する 例 は 第 1 課 の 文法 ノー ト ⑨ で 出 ま し た が 、 こ こ に も う 少 し 例 を 挙げ 


le 明日 か ら の 予定 を お 知ら せ し ま す 。 

| ジョ ー と の デー ト は キャ ン セ ル し た 。 

m. 明後日 まで の レポ ー ト を まだ 書い て いな い 。 
n. 相撲 に つい て の 論文 を 読 読ん だ 。 


の 後に 「 の 」 が な いと 、 動詞 (verb) を 修飾 し ます の で 、 意 味 が 変わ っ た り 、 意 味 が 

ょ い 文 に な っ た りす る こと も あり ます 。 例え ば 、(k) の 意味 は 英語 で "『m going to let you 
know the schedule that begins tomorrow" です が 、「 の 」 が な いと 、“Starting tomorrow 「ll let you know 
the schedule." と いう 意味 に な っ て し まい ます 。 同じ よ うに 、(!) の 意味 は “| cancelled the date with 
Joe… で す が 、「 の 」 が な いと 、"With Joe | cancelled a/the date." と いう 意味 に な っ て し まい ます 。 
また 、(m) は 「 の 」 が な いと 、 意 味 の な い 文 に な っ て し まい ます 。 こ の よう に 、「 の 」 を 忘れ る 
と 意味 が 変わ っ た り 意 味 の な い 文 に な っ た りす る 場合 も ある の で 注意 し まし ょ う 。 


沸 


日 本 の 
伝統 工芸 


i 


読み 物語 半 凍 0 「 和 紙 か ら の メッ セー ジ 」 
4 和紙 の 特性 、 千羽 鈴 の 話 
せ … も の の 作り 方 を 紹介 する 
が 3 も の の 作り 方 、 使 い 方 、 仕 方 な ど に つい て 
発表 する 
も の づく り ニ ッ ポ ン 
言語 ノー ト 大 きい vs. 大 き な 
The absence of particles( 無 助詞 ) 


本 文 を 読む 前 に 


1 | 伝統 工芸 品 (traditional arts and crafts) や 工芸 品 (handiwork; art work) に つい て 、 次 の 表 を 完成 し な さい 。 


分 か る こと 


*、 誰 に 作ら れ た 、 何 で で き て いる 、 な ど 


ゅ それ は 伝統 工芸 品 合う 量 準 
だ と 思い ます か criteria 


持っ て いる 工芸 品 
扇子 


せん す 


江戸 時 代 に 、 京 都 で 作ら れ た 。 
和紙 (handmade japanese paper) で 
で き て いる 。 


あな た の 国 の 代表 的 な 
工芸 品 ( 二 つ ) 


() 


画 日 本 で は 、「 伝 統 工 芸 品 | に は 法律 で 決め られ た 6 つの 基準 (criteri) が あり ます 。 


3905 
. 特別 な 技術 を 必要 と し 、 芸 術 的 (rsi) で ある こと 

. 主 に 日 常 生 活 の 中 で 使わ れ て いる こと 

. 主 に 手 で 作ら れ て いる こと 

. 作り 方 の 基本 が 江戸 時 代 ま で に 完成 し て いた も の で ある こと 

原料 taw materials) や 材料 (naterial) が 、 木 、 土 (ds)、 石 な どの よう な 自然 の も の で ある こと 
, どこ で も 作ら れ て いる も の で は な く て 、 あ る 地方 だ け で 作ら れる 特別 な も の で ある こと 


し あな た が 表 の 中 に 書い た 工 革 品 は 、 上 の どの 基準 に 合う か 考え まし ょ う 。 
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12 戸 | 日 本 の 伝統 工芸 


下 の 写 真 は 、 日 本 の 有名 な 工芸 品 の 写真 で す 。 こ れ ら の 工芸 品 が 、 ど ん な 目的 で 使わ 
れる か 調べ て 、 ( ) の 中 に アル ファ ベッ ト を 入れ な さい 。 


! a. 雨 を 避け る (toavoid) た め d. 茶道 で お 茶 を た て る (toprepare) た め 
b. 人 や お 金 を 呼ぶ た め e. 手 を 洗う た め 
! c. 女の子 の 成長 を 祈る た め {悪い こと が 起き な いよ うに 願う た め 


原材料 : 紙 ゃ 木 な と 


げん ざい りょう 


4 料 : 


らち 
げん ざい りょう 


原材料 : 石 


げん ざい りょう 


目的 :( 


竹 (bamboo) 


た け 


) 


読み 物 


皆さん は 「 和 紙 ] と いう 言葉 を 知っ て いま すか 。 和 紙 の 「 和 |] と いう 字 に は 色々 な 意味 が あり 
ます が 、 そ の 一 つ に 「 日 本 「 日 本 風 ] 「 日 本 製 ] と いう 意味 が あり ます 。 例 えば 、 皆 さん も よく 
知っ て いる 和室 は 日 本 風 の 愛 の 部 屋 の こと で 、 和 服 は 日 本 の 服 、 つ まり 着物 の こと で す 。 だ か 
ら 和 紙 は 日 本 の 紙 と いう こと に な り ま す 。 で は 、 日 本 の 紙 で ある 和紙 と は 、 い っ た い ど ん な 紙 な 
の で し ょ うず 

紙 は 紀元 前 176 一 141 年頃 に 中 国 で 発明 され た と され て いま す 。 この 紙 の 作り 方 が 奈良 時 代 
に 朝鮮 半島 か ら 日 本 に 伝わっ て きま し た 。 中 国 で 発明 され た 紙 が な ぜ 「 和 紙 ] と 呼ば れる よう 
に な っ た か と いう と 、 日 本 に し か な い 植 物 を 原料 に し た り 、 日 本 独特 の 「 流 し すき 」 と いう や り 
方 で 紙 を 作っ た りす る よう に な っ て 、 原 料 や 作り 方 が 日 本 風 に 変わ っ て きた か ら で す 。 

和紙 の 第 一 の 特長 は 、 薄 く て 強い こと で す 。 そ の 強 さ に 関す る エピ ソー ド の 一 つ に 、 江 戸 の あ 
る 商人 が 火事 の 時 、 大 事 な 帳 簿 が 燃え な いよ うに 井戸 の 中 に 隠し 、 火 が 消え た 後 、 井 戸 か ら 出 
し て 乾かし て 、 ま た 使っ た と いう 話 が 残っ て いま す 。 つ まり 、 和 紙 は 水 に ぬれ て も 不 れ ず 、 も う 
一 度 電 か せ ば 前 と 同じ よう に 使え る ほど 強かっ た と いう こと で す 。 こ れ は 、 現 在 、 私 達 が 日 常 生 
活 で 使っ て いる 紙 で は 考え られ ませ ん 。 


竹 と 和 紙 で で きた 生活 用 品 


せん す 
© ニッ ポン 高度 紙工 業 ノ 平 凡 社 NIPPONIAI No.15 
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Ma co dt Rr 
乾かし て 破れ 


和紙 に は 強 さ だ け で な く 和 柔らか さや 温か さも あり ます 。 日 本 人 は 普 か ら こ れ ら の 和紙 の 特長 を 
生か し 、 籠 や 呈 の よう な 小さ い 生 活用 品 か ら 筆 御 な どの 大 きい 家具 まで 、 晶 常 生活 に 必要 な 様々 
な も の に ね 約 を 使っ て きま し た 。 竹 や 木 と 和紙 で 作ら れ た 和 、 亜 、 筆 逢 な ど は 、 ど れ も 軽 く て 克 
な 上 に 触り も よく 、 約 の 温か さ が 癌 じ ら れ ます 。 ま た 、 和 紙 を 通し た 光 は 柔らか く 優し く 
な る こと か ら 、 障 や 電気 スケ タン ド に も 使わ れ て いま す 。 そ し て 、 何 度 も 義 じ た り 広 げた り し 
な けれ ば な ら な い 全 や 選 子 に は 、 和 紋 の 強 さ と 柔らか さ の 両方 の 特長 が 生か され て いま す 。 

和紙 の 使い 方 は 時 代 と 共に 、 も っ と 多様 に な っ て きま し た 。 例 えば 、 和 和紙 の 新しい 利用 法 を 開 
発し よう と し た 枝 術 者 達 は 、 そ の 薄 さ と 強 き を さら に 改良 し 「 電 解 コ ン デ ン サ 紙 」 と いう も の を 
生み 出し まし た 。 この 電解 コ ン デ ン サ 約 は 、 私 達 が 日 常 的 に 使っ て いる テレ ビ 、 ヒ デオ 、 携帯 電 
語 、 コ ンピュータ な ど に 不可 欠 な も の で 、 ほ と ん どの 電気 製品 が これ な し で は 動か な い の だ そう 
で す 。 

実は 、 面 白い こと に 、 和 和紙 の 「 和 」 の 字 に は 、「 仲 良く する 」』「 う まく 混ざる 」 と いう 意味 も 
あり ます 。 日 本 特有 の 紙 で あり 「 仲 良く し て 、 う まく 混ざる 」 と いう 意味 を 持つ 「 和 和紙 」 は 、 
昔 も 今 も その 特長 を 生か し な が ら 、 他 の も の と 上 手 に 混ざり 合っ て 違う も の に 生ま れ 変 わっ て い 
ます 。 和紙 の この よう な 生か され 方 を 考え る と 、 和 和紙 は 私 達 に 「 調 和 ] の メッ セー ジ を 送っ て 
くれ て いる よう な 気 が し ませ ん か 。 


紙 の 手すき の 様子 
© ニッ ポン 高度 紙工 業 ノ / 平 凡 社 [NIPPONIA No.15 


HIHHI HA EEA EE AI IIHIIIIIHIIUHIHHHIHHHIHIHUUIUBIUHHIIHHHIHHIHHHHHHHHHUHIHUHIIUUHIUUUUUHUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


i 
広げ る 開発 改良 不可 欠 製品 仲良 く 混ざる 
ひろ か い は つ き 


か いり りょう か けつ せい ひん 


軽く て 。 夷 到 通し た 光 優し く 閉じ た 
か る と お ひ a と 


ビ ょ うぶ か リ 


由 12 記 | 日 本 の 伝統 工芸 


EGR 
単語 表 
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と 太字 覚え る 単語 ni (一 と) 仲良 くす る : な か よく する Phr ito become friendly; get along well 
8 と 42 うま い : : A i good; skillful; clever : 
1 伝統 工芸 SN うこ う げ い 『 a traditional craftsmanship ド F 議 : (が ) 混 ざる : まさ ざる ツ iew to mivs blend | 26 
a: Pb | NiJapanese paper iT 4 特有 (の ) i と く ゆ う (の) 1 ANo | distinctive; specific 7 
3 : 和室 . わし つ : N Japanese-style room | 45: (~ に ) 生 まれ 変わ る : う まれ か わる : RE to appear in a different form: be reborn 28 
+ ] 辿 た た み N : tatami mat [Japanese straw flooring] § 46 調和 ちょ うわ | VN 1 harmonization | (一 と / に ) 調 和 す る | 29 
5: 和 服 : わ ふく | Nikimono;Japanese-style clothing 1 3 
6 紀元 前 ! き げん ぜん | N itGmebefore Christ B.C. i 6 - 
7 植物 しょく ぶ つ | N iplnt : | 
8 原料 ! げん りょう | N i raw materials | 3 | 
9: 流 し すき : な が し すき | N i Nagashisuki method (of paper making) | 8 売 佑 い VS. 大 き な | 
10 特長 と くち よう i N i good characteristics i ー | 
11 : 薄い : う すい i A ithin ; 10 1 
12 商人 「 じ ょ うに ん Nr de merchant ; 「 大 きい / 小 さい 」 と 「 大 き な / 小 さ な ] は どちら も よく 使わ れ ま す が 、 何 が 違う の で し ょ うか 。 | 
13 火事 か じ | N ifre 下 の 例文 で 違い を 考え て みて 下さ い 。 | 
i と ょ う | N jaceountbook (1) a. 教室 に は 大 きい 日 本 地図 が ある 。 b 私 に は 大 き な 夢 が ある 。 還 | 
本 | Nj water well (2) &. ゾウ は 大 きい 体 を し て いる 。 | 
EE ers eb eos to RR b. 相撲 力士 を 目 の 前 で 見 た 。 と て も 大 き な 体 を し て いた の で 、 び っ くり し た 。 | 
ite ; i uVe : : i 
を ) 乾 か す 0 Ve i to dry (clothes, etc.) } (3) 今 は 一 人 暮らし な の で 、 小 さい 家 に 住ん で いる が 、 結 婚 し た ら 、 大 き な 家 に 住み た い 。 1 | 
18 : (一 に ) ぬれ る | mrVi ito get wet , | 
19 | (が ) 破 れる | や ぶれ る ep te 移 (4) この シャ ツ は ちょ っ と 大 きい で す 。 も っ と 小さ い サ イズ は あり ます か 。 | 
Ne Be ; mVi {to tear : に i 本 | 
20 : 柔らか い 「 や わら か い td か (5) 田中 さん は 心 が 大 き な 人 だ か ら 、 小 さ な こ と は あま り 気 に し な い 。 | 
aa ma cw : デイ ズ こ に 0 | 
21: 条 か ご : N | basket (6) ウォ ル he は 手塚 治虫 に 大 き な 影 響 を 与え た 。 ーー | | 
22 : 重 逢 |: た ん す NR Pd (7) 家族 みん な で 晩 ご 飯 を 食べ る 時 、 小 さ な 幸 せ を 感じ ます 。 | 
23 | 家具 1 か で 人 i 16 ] (8) ネコ や 犬 を 捨て な いで 下さ い 。 小 さ な 命 を 大 切 に し まし ょ う 。 
24 衝 | た け | N bamboo 「 上 の 例 か ら 分 か る よう に 、「 大 きい / 小 さい | と 「 大 き な / 小 さ な 」 の 主 な 違い を 比べ る と 次 の よ 略 
25 : 丈夫 (な じょう ぶ 1 AN 2 "で 〔 還 時 還 還 還っ 注 人 で ます 才 の ヤキ ま を tt 訓 
(な ) よう ぶ ( な ) 1 : 17 うに な り ま す 。 
26 : 手触り : て ざわ り uN i feel; touch 1 | 
271 (を ) 通 す と お す 0 RN : [ 大 きい / 小 きい" ] 大 き な / 小 さ な |] : | 
2 衣 光 1 か り : h ロ | ① 客観 的 (objective) 、 具体 的 ( (concrete) : ① 主観 的 (subjective) 、 抽 象 的 (abstract) 5 
| H H i Hght H H ゅ か ゅ うし ょ 3 
H H : H 3 の 人 \ 3 
29: 優し い : や さ し い | A tender; kind; ntle i 18 か と 大 きき を べき いか = 
PP ーー ーー キト ES _ 乱 目 に 見 える 大 き さ を 表現 する | 目 に 見 えな い 大 き さ を 表現 する 
30 : 障子 ; し は うり io i sliding door made of paper and wood ; (の) 名 詞 を 修飾 する ; ⑥) 名 詞 を 修飾 する x | 
31: (~ を ) 閉 じ る : とじる 9 i to close (book, eyes, etc.): shut 19 NN i 大 き な Noun | 
32 5 扇子 : せん す j N i folding fan “ 20 ③⑨ 述 部 (predicae) と し て 使え る ; G) 述 部 と し て 使え な い 。 = | 
33 : 多様 (な ) : た よう (な ) 1 AN : wide wariety of diverse : 大 きい (で す )。 : x 大 き で す 。x 大 きだ 。x 大 き な だ 。 PS | | 
34 開発 : か い は つ ; VN development (of a new thing): exploitation (of 人 ee)| | ④ 活用 (conjugation) が ある 1 ④ 活用 が な い | | 
: } } に | | 
ポー ーー と に 大 きか っ た (で す )。 | x 大 きだ っ た 。 | 
35」 技術 者 いも: 8 ; engineer; technical expert 大 きく な い (で す )。 x 大 きじ ゃ な い ( で す )。 ー | 
36: さら に i i Adv additionally; further; again H 大 きく あり ませ ん 。 x 大 きじ ゃ あり ませ ん 。 3 | 
37 : 改良 2 VN iimprovementi u (of performance, qualit etc.) 3 5 BS | 
| ES Pe Se 「 大 きい / 小 さい 」 と 「 大 き な / 小 さ な 」 の どちら を 使っ て も いい 場合 が あり ます が 、 ニ ュ ア ンス | 
38 : 電解 コン デン サ 紙 | で ん か い コン アッ サ し ! N elecrolytic-capacitor paper a が 変わ り ま す 。 次 か ら 「 大 きい / 小 さい 」 と 「 大 き な / 小 さ な 」 が 出 て きた ら 、 そ の 使わ れ 方 に 注 i | 
39 不可 欠 (な ) : ふか けつ (な ) 1 ANa § iindispensable: essential 意 し て み ま し ょ う 。 2 | | 
40! 製品 : せい ひん i N 1 manufactured goods | 電気 製品 (N) electrical SPP 24 | 
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勇太 、 何 や っ て ん の ? あっ 、 折 り 紙 ? 
う ん 。 鶴 を 折っ て る ん だ た 。 

へ え 、 鶴 っ て 英語 で 何 ? 

Crane 

そう 言え ば 、 堆 の よう に 見 える ね 。 
私 も 作っ て みて も いい ? 


① 
⑥) 
この 紙 、 ち ょ っ と 変わ っ て 
ご 触っ た 感じ が 普通 の 紙 と 培う みた い 。 肛 
これ は 「 和 紙 ] っ て 言っ て 、 日 本 の 伝統 的 
な 紙 な ん だ 。 
へ え 。 私 も 使っ て も いい の か な お 。 る ⑤ 
折り 紙 な ん て 折っ た こと な いん だ けど 。 
も ちろ ん だ よ 。 紙 は 見 る だ け じ ゃ な く て 、 
使っ て こそ 意味 が ある と 思う よ 。 ® 
う ん 、 確 か に そう だ れ ね 。 
じゃ 、 折 り 方 の 絵 を 見 な が ら 、 折 っ て みよ 上 < 
う か 。 ま ず 、① 番 、 紙 を 半分 に 折っ て 、 三 
月 に し て 。 それから 、. ま た 、 そ れ を 半分 に 
折っ て ⑧ 番 の 形 を 作る 。 E 
は Wa 208 
う ん 、 そ う 。 で 、 今 度 は 、⑳ を 開い て 、⑧ の 先 と 〇 の 先 を 合わ せる 。 
こう する の ? 
そう そう 。 それから 、③ 番 を ひっ くり 返し て 、① も 同じ よう に する と ④⑰ 番 の 形 が で き 
る だ ろう ? 次 に も ⑥⑥ の 線 を つけ る た め に 、 一 度 折 っ て か ら 、 も う 一 度 開く 。(④ 番 
の よう に 線 が で きた ね 。 次 は ちょ っ と 難し いん だ けど 、⑪ を 上 に 上 げ な が ら 、⑥⑥ の 
線 に 沿っ て ⑤ 番 の よう な 形 を 作る ん だ よ 。 で きる か な 。 
えっ 、 ち ょ っ と 複雑 。 も う 一 度 や っ て みて 。 あ 、 で きた 。 


a 
ドー 

① 
® 

こ 
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| 
きん か く き 
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勇 太 : 次 に 、 反 対 側 も 同じ よう に 折る と 、⑥ 番 の よう な 形 が で きる 。2 本 に 分 か れ て いる 方 は 、 
頭 と し っ ぱに な っ て 、 分 か れ て いな い 方 は 、 羽 に な る ん だ 。 

= うん 。 

太 : 次 に 、 分 か れ て いる 方 の D と ① の 部 分 を どちら も 真ん中 に 向け て 折る 。 絵 の 線 が ある 

と ころ を 折っ て みて 。 

4 

勇 太 : うん 、① の と ころ を 曲げ て し っ ぽ に する 。 そ れ か ら 、① の と ころ を 曲げ て 頭 を 作る 。 

きとう 

勇太 : うん 、 な か な か よく で き て る よ 。 初め て 折っ た ん で 
し ょ ? すご いれ ね 。 最 後に 羽 を 広げ て の と ころ か ら 息 \ 
を 吹き 込ん で 、 ふ くら ませ た ら 、 出 来 上 が り ! 

モニ カ : すこ い 、 鶴 た ! あり が と う 、 教 えて くれ て 。 で も 、 ど 
うし て 、 こ ん な に た くさ ん 作っ で て る の ? 

勇太 : 日 本 に は 「 千 届 堆 ] っ て いっ て 、 玲 を 千 麗 折る と 重い 
病気 が 治っ て いう 言い 伝え が ある ん だ 。 ど う し て か は 、 僕 も 知ら な いん だ け と < 

モニ カ : えっ 、 じ ゃ あ 、 田 太 も 誰か の た め に 折っ て る の ? 
うん 。 実 は 、 高 校 の 時 の 友達 が 入院 し た か ら 、 同 級 生 みん な で 彼 が 早く よく な る よう に 
千羽 堆 を 折 ろ うっ て 決め た ん だ 。 千羽 で きた ら 、 糸 で つない て 病院 に 持っ て 行く ん だ よ 。 

ニク 2 で 27 こら 

5 それ か ら さ 、 千 羽 堆 は 平和 の シン ボル で も ある ん だ よ 。 

モニ カ : えっ 、 ど うし て 平和 の シン ボル な の ? 

勇 太 : 2 歳 の 時 、 広 島 で 原爆 に あっ て 12 歳 で てく な っ た 佐々 木 積 子 "ちゃ ん て いう 女の子 が 
いる ん だ けど 。 

モカ っ めん 。 

勇太 : その 子 が 、 病 室 で 自分 の 病気 が よく な る よう に っ て 、 ず っ と 堆 を 新 り 続け て いた ん だ 。 


「 2: ee 


Ee hss 

勇太 : それ で 、 視 子 ちゃ ん が 亡くな っ た 後 、 そ の 話 が みん な に 知ら れる よう に な っ て 、 そ れ 
か ら は 、 病 気 が 治 ち っ て だ け じ ゃ な く 、 世 界 の 平和 も 願っ て 千羽 堆 が 折ら れる よう に 
な っ た ん だ っ て 。 


DUDDUUUUUUUUUUIUIIHIUUUUUIUUIIUUHIIIUIUUUHUIUUIUUMIUUUUUUUIUMMUUUUUUUHUUUUUEUHUUUUUUUUUUUUUUUJIUUUUUUHUUUUUUULUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUM 


- 側 分 か れ て 頭 羽 昌和 滑 訂 0 状 二 が り 
治る A 陸 帳 合 条 あ i CC 


*』 | 日 本 の 伝統 工芸 


モ = カ : ふう ん 。 千 和 骸 っ て 病気 で 等 し ん で いる 人 や 平和 の た め に 折る ん だ ね 。 玲 は 誰 で も 新 - 重 も の の て 
60 る こと が 出来 る し 、 何 か の た め に どん な 小さ な こと で も 自分 が 出来 る こと を する っ て 、 | 
いい よね 。 | | ; i お り が み origami (paper folding) 
勇 太 : うん 。 僕 も そう 思う 。 | | つる crane | 千羽 観 (N) (string of) 1000 paper cranes 
8 』 3 : ( 紙 を ) 折 る : お る to fold (paper) 
NM よかっ ae 舞 (に ) 見 える | みえ る ru-Vi | to appear; Seem 
勇太 : うん 、 も ちろ ん 。 こ っ ちの 和紙 も 使っ て 。 ] 5 | (が ) 変 わっ て いる 「 か わっ て いる | 6 Bo di 
4 さん か く triangle 
; like this; this way 
; : さき end; point; tip 
~ を / に ) 合 わせ る あわ せる to put together; fit in 
10 : ~ を ) ひ っ くり 返す eS くり か えす to turn over; knock over; overturn 
ツ | せん line | 線 を つけ る (Phr) to make a line 
ト そう to follow 
- 1- が わ side 
| 14 (~ に ) 分 か れる ; わか れる to branch off; divide into; split 
15 | しっぽ i tail [animal] 
65 16 羽 : は ね wing; feather 
17 真ん中 | まん な か | N | center; middle 
18 (~ を ) 曲 げ る to fold down; bend 
19 : 息 breath 
原爆 の 子 の 像 4 寺地 唱 の 塔 ル づる 20 : (~~ を ) 吹 く : $ to blowi play (flute, etc.) 
21 (一 を ) ふ くら ませ る : to blow up; inflate 
* 佐 々 木 複 子 : 1943 年 に 生ま れ 、 ら 歳 の 時 広島 で 被爆 。 11 歳 で 原爆 症 を 発症 、 12 歳 で 死亡 。 i 22: (一 が ) 出来 上 が る | できあがる to be finished: be ready | 出来 上 が り (N) fnish 


23 : - 羽 :- わ [counter for birds/rabbits] 

“24 (病気 が ) 治 | な お る -Vi | to get well; be cured 

25 : 言い 伝え | いい つた え legendi tradition 

26 | 入院 | に ゅ うい ん hospitalization | (一 が ) 入 院 する to be hospitalized 


: 茶 : い と string; thread 


| (~ を ) つなぐ i -Vt | to tie connect 


: 原爆 1 げ ん ば く atomic bomb 
| (一 に ) あ う urVi | to encounter [undesirable nuance] 
31 病室 Yk うし つ | hospital room 
32 : 小さ (な ) : ちい さ ( な ) ANs | small [used only as a noun modifier] 
際 被爆 ひば く VN | suffering from the bombing | (一 が ) 被爆 する 
34 原爆 症 げん ば くし ょ う N |atomic bomb sickness 
35 : 発症 : 計っ じょう VN | occurrence/development (of sickness) | (~ を ) 発症 する 
36 死亡 | し ぼう death | (一 が) 死亡 する | 
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et 考え て みよ う 。 
1. 漢字 の 「 和 ] に は どん な 意味 が あり ます か 。「 和 | を 使っ た 言葉 に は どん な 言葉 が あり ます か 。 
2 和紙 の 特長 は 何で すか 。 
3. 和紙 は どん な も の に 使わ れ て いま すか 。 


議会 話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 


1. 日 本 で は 、 誰 か が 重い 病気 に な っ た 時 に 、 あ る い は 、 平 和 を 祈っ て どん な こと を する 習慣 が あり ま 
すか 。 な ぜ そ の よう な 習慣 が で きま し た か 。 


あな た の 国 に も 、 誰 か が 病気 に な っ た 時 、 何 か し て あげ る 習慣 が あり ます か 。 


@ 答え が 「 は い ] の 場合 中 それ は どん な こと で すか 。 
な ぜ そ れ を する よう に な り ま し た か 。 


| @ 答え が 「 い いえ ] の 場合 際 あな た は どん な こと を し て あげ た いと 思い ます か 。 
それ は な ぜ で すか 。 


あな た の 国 や 町 に は 、 ど ん な 平和 の シン ボル が あり ます か 。 な ぜ そ れ が 平和 の シン ボル に な り ま し 
た か 
本 
こと を 知っ て いま し た か 。 何で その こと を 知り まし た か 。 


か 。 ど ん な 


中 > みん な で 話し て みよ う 。 


も 核 (nudear(enerey) ) の 利用 法 (a) ~(d) の 中 で 、 
的 で 何 に 使わ も れ て いま すか 。 


あな た の 国 に は 何 が あり ます か 。 そ れ は どの よう な 目 
昌 の 中 に 話し 合っ た こと の キー ワー ド を 入れ な さい 。 


(a) 


(@) 核兵器 
校 爆弾 


か くば くだ ん 


(b) 原子 力 発電 ( nuclear power) 


げん し り ょ く は つ 


(c) 核燃料 ( (nuclear fuel) 


が か くね ん り ょ 


(9) その 他 


(nuclear weapon)/ 
( 


nuclear bomb) 


"A あな た は 自分 の 国 が 核 (nudear (weapon) ) を 持つ こと に つい て 、 ど う 思 いま すか 。 


— 
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12 也 | 日 本 の 伝統 工芸 


ゅ も の の 作り 方 を 発表 する 


| 押し 花 の 作り 方 YYKTYYYKY は YY の て と に いい いい こつ いも ALSCLSEDOYCPL FOOT て 


皆さん は 、 押 し 花 を 作っ た こと が あり ます か 。 日 本 で は 桜 や 
スス > ピュ 四 業 ヴ の クワ ー バ ー、 紅葉 の 葉 な ど 、 きれ いな 草花 で 押し 
花 を 作り 、 し お りや カー ド に し た り 、 壁 に 飾っ た り し て 楽し み ま 
す 。 今 日 は 皆さん に 押し 花 の 作り 方 を 紹介 し た いと 思い ます 。 


業 作る に 用 放す る も の で が 、 全部 で 二 つ あ り ます 。 
① 押 し 花 に し た い草 花 
⑧② ボー ル 紙 (本 か 新聞 で も OK) 
2 枚 


2 枚 
③ ティ ッシュ ペー パー 
(④ ハサミ 

⑤ クリ ッ プ 4 個 


まず 、 最 初 に チ ィ ッシュ ペー パー を 1 枚 ボ ー ル 紙 の 上 に 
置き ます 。 次 に 、 そ の ティ ッシュ ベー パー の 上 に 草花 を 
並べ て 置き ます 。 こ の 時 、 あ まり た くさ ん 置き すぎ な い 
ef et 草花 は 花 や 葉 を 広 Ne 基 は 折ら な 
いよ うに な る べく きれ いな 形 に な る よう に 置い て 下さ い 。 


それ か ら 、 並 べた 草花 の 上 に 、 も う 1 枚 チ ィ ッシュ ペー 
パー を 置き 、 そ の 上 に ボー ル 紙 を 置き ます 。 つ まり 、 花 
が ティ ッシュ と ボー ル 紙 に は さま れ て いる 、 サ ンド イッ 


チ の よう な 状態 で す 。 


最後 に クリ ッ プ で 、 ボ ー ル 紙 の 四 つ の 角 を と め ま す 。 花 
を 入れ た ボー ル 紙 は 暗い 所 に 置き ます 。4、5 日 その まま に し て 、 草 花 が 電 い た ら 、 出 来 
上 が り ! 出来 上 が り の 日 数 は 、 天 気 や 地 人 節 な ど に よっ て 変わ り ま すか ら 、 注 意 し て 下さ い 
押し 花 が 出来 上 が っ た ら 、 そ れ を 各紙 に の り で 賠 っ て 、 し お りや 手作り カー ド を 作っ て み 


IE 
HHIHEHIHIHIHHIHHHHHHHHHIHHIHHIHHHHHHHHUHHILHHIHHHEIIUHHLHHHUUUUUUUUUUUUUIIUUIEUHHHUUUUHIUUHHIEHHHULHIEHIIUIHIHHIHHHIHHHBHLHHEEHIHUIHUUEIHIEHHHHUHUHHHEHIHHHU 有 HU 有 UIHIBIIHIHIUHIELUIIEUJILHHILLUHII 
3 
葉 飾っ た - 枚 - 個 状態 角 乾い た 日 数 手作り 
は か ざ まい と じょう た い か ど か わ ね に っ すう て づく 
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o 


ss | 日 本 の 伝統 工芸 


と 太字 覚え る 単語 

Ye ie yy「 も の の 作り 方 ]「 何 か の 使い 方 / 食 べ 方 / 書 き 方 / 仕 方 (スポ ー ツ etc.)」 な ど を 発表 し まし よう 。 
MM : お し ば な : N pressed Hower 1 

a に : し を 参考 に し な さい (to refer to) 。 
2: スミ レ / す みれ | N fujidawn | p.279 の 「 押 し 花 の 作り 方 や 下 の 発 表 例 る に ご O 
3 . 紅葉 : も み じ | N : (Japanese) maple : 
4 p 葉 は : N i Jeaf | 四葉 の クロ ー バ ー (Phr) four-leaf clover : 
5 草花 i くさ ば な | Ni flower; flowering plant 1 3 導入 
6i し お り 1 N bookmark i 4 

ーー i 5 > ーー な ぜ こ ラス メー ト に 紹介 し た い の か を 説明 する 。 

7: ボ ー ル 紙 : ボール が み N cardboard ! 8 eK サー は fc 
8i テ ィ ッ シュ (ペー パー) : | N tissue (paper) | 9 
9| ハサミ / は さ み | N :scissors | 10 
10 ! 茎 a | Nfstalk | 15 
11 : (~ を ) は さむ : i uwVe i to hold ; sandwi 

i ) | 3 いこ old between: sandwich 19 ⑧「 も の の 作り方 ] の 紹介 の 例 
12 1 状態 ) じ よ うだ い i N ishapei state of things: condition ! 20 
1 | 角 RE | N fcomer CC Ei op K の * 

AN (を) と め る : i mV} to hold on: fasten | 21 まず 、 用 意 し ます 。 
15 ! (一 が ) 乾 く か わく ; uVi ito get dry | 22 
16 日 数 |! に っ すう | N ianumber of days | 23 
RB “ Nighe ] 作っ て み ま し ょ う 。 
18 : (に を ) 貼 る : は る : u-Vt ito stick paste v 0 ま 
19 手作り : て づく り | Nhandmade; homemade 1 24 今 か ら 一 緒 に 作っ て いき まし ょ う 。 
まず 、 人 (最初 に / 初め に } 


{それ か ら / その 次 に / 次 に / そし て } 


最後 に 、 た ら 、 出 来 上 が り で す 。 


出来 上 が っ た ら 、 ます 
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| 条 員 | ee る 
に 4 

(① い っ た い Question word 

本 文 ・ 日 本 の 紙 で ある 和紙 と は 、 い っ た い ど ん な 紙 な の で し ょ うか 。 【 読 :.4.5】 


いっ た い is an intensifier used with questions. It usually occurs immediately preceding the question 
word, but it may appear in other locations before the question word, as seen in Ex. 2. 


ーー 


(what who, where, how, etc.) on earth | 
いっ た い QW 

1. そん な に や せ て し まっ て 、 い っ た い ど うし た の ? 

2. いっ た いあ な た は 何 を 考え て そん な こと を し た ん で すか 。 

3. 会 議 が 始ま っ て か ら も う 3 時 間 以 上 経っ て (to elapse) いる 。 いっ た いい つ 終 わる の だ ろう か 。 


(2②)Sentence と され て いる 
大 は 紀元 前 176 141 年 順に 中 国 で 発明 され た と され て いま す 。 [時 :(9 


ニャー 


英訳 it is thought/believed/considered that ~ ; is considered/believed to ~ 


説明 と され て いる is used to introduce a commonly-accepted idea or belief. 


文型 S-plain と され て いる 。 
ke 中 ン 層 (ozone layer) の 破壊 (destruction) が 地球 温暖 化 (global warming) の 原因 の 一 つ だ と され て い 
『 る 。 
0 2. 昔 は いい と され て いた こと が 、 今 は よく な いと され て いる こと が ある 。 タ バ コ は その 一 つ だ 。 
ck この 絵 は モ ネ に よっ て 描か れ た と され て いる が 、 絵 の 中 に モネ の サイ ン は 入っ て いな い 。 


第 一 (の / に ) 
示 文 . 和 紙 の 第 一 の 特長 は 、 薄 く て 強い こと で す 。 読 :L10) 較 | 


第 一 modifies either verbs with に or nouns with or without の , and means “first.” It is also used as a 
predicate with だ or で す . 


英訳 first: frst of all: to begin withi the first; the primary 回 | 
a. 第 一 に V: 第 一 に 考え られ る こと は : 第 一 に 挙げ られ る 例 は 
b. 第 一 の N: 第 一 の 問題 : 第 一 の 原因 : 第 一 の 注意 すべ き 点 

人 第 一 N: 第 一 条件 (term): 第 一 印象 Gmpression) 

d.N が 第 一 だ : 安 全 が 第 一 だ : 練 習 が 第 一 だ 


1. 家 に 帰っ て 、 い つも 第 一 に する こと は 、E メ ー ル の チェ ッ ク だ 。 

2. 試験 に 合格 で きた 第 一 の 理由 は 、 覚 えた 言葉 や 漢字 が 全部 試験 に 出 た こと だ 。 
3. 彼女 の 第 一 印象 は 悪かっ た の に 、 な ぜ か 私 と 彼女 は と て も いい 友達 に な っ た 。 
4. 私 の モッ トー は 「 健 康 が 第 一 ] で す 。 


Noun に {関す る / 関 し て } 
本 文 ・ そ の 強 さ に 関す る エピ ソー ド の 一 つ に 、 江 戸 の ある 商人 が 火事 の 時 、 一 【 読 :.10-11】 


に 関す る literally means “related to,” but it is also used to mean “with regard to concerning.” に 関す 
説明 る modifies nouns and に 関し て modifies verbs. に つい て js similar in meaning to に 関し て ,but is less 
formal and is used in both written and spoken language. 


英訳 with regard to; regarding: concerning; about om related to 
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軸 12 衣 | 日 本 の 伝統 工芸 


ja.N」 に 関す る N。: 日 本 の 教育 に 関す る 問題 

b.N に 関し て V: 家 康 の 政治 (poiitic) に 関し て ディ スカ ッ シ ョ ン を する 

ic.N に 関し て は S: 読み 方 に 関し て は 色々 ある と 言わ れ て いる 
1. この 大 学 の 図書 館 に は 、 ア ジア 経済 に 関す る 本 が た くさ ん あり ます 。 
2. ウィ キ ペ ディ ア の この 人 物 に 関す る 情報 は 正しく な いよ うだ 。 

例文 3. 和紙 の 利用 法 に 関し て 調べ て みた ら 、 と て も 面白 いこ と が 分 か っ た 。 
4 
5 


; コン ピュ ー タ の 知識 (knowledge) に 関し て は 、 彼 が 一 番 だ と 思う 。 
. この サイ ト は と て も 役に立つ けれ ど 、 セ キュ リティ に 関し て は 、 問 題 が 多い 。 


考え られ な い 
本 文 ・ こ れ は 、 現 在 、 私 達 が 日 常 生 活 で 使っ て いる 紙 で は 考え られ ませ ん 。 【 読 :/.13-14】 


考え られ な い (lit. cannot think) is preceded by either nouns or sentences. 


「 unimaginable: unthinkable: inconceivable 

a.N{ は / な ん て } 考 えら れ な い 

b. S-plaint と いう こと は / な ん て } 考 えら れ な い 

1. 現代 人 に と っ て 、 コ ンピュータ の な い 生 活 は 考え られ な い だ ろ う 。 

例文 2. 漢字 が 800 も 書け る よう に な る な ん て 、 日 本 語 の 勉強 を 始め た 時 に は 考え られ な か っ た 。 

3. 将来 、 誰 で も 宇宙 旅行 が 出来 る よう に な る と いう こと は 、 考え られ な いこ と で は あり ませ ん 。 


・ 日 本 人 は 昔 か ら こ れ ら の 和紙 の 特長 を 生か し 、 籠 や 皿 の よう な 小さ い 一 ([ 暁 :.15-16】 
・ 傘 や 扇子 に は 、 和 紙 の 強 さ と 柔らか さ の 両方 の 特長 が 生か され て いま す 。 了 :720) 
・ 昔 も 今 も その 特長 を 生か し な が ら 、 他 の も の と 上 手 に 混ざり 合っ て 陣 :72H 

、・ 和 紙 の この よう な 生か され 方 を 考え る と 、 [ 計 :L29] 


生か す literally means “to keep alive,” but it is also used to mean “to make the most of one's ability, skills, 
説明 experience, etc.,” “to utilize to the fullest a special property of something,” or “to take advantage of an 
opportunity.” 


| make the most of; make the best use of; use effectively; maintain 


1. 将来 は 、 自 分 の 能力 を 生か すこ と が 出来 る 会 社 で 働き た い 。 
還 日本 人 は 、「 サ ービス が 第 =] と いう 考え 方 を 、 ビ ジネス の 様々 な と ころ で 生か し て いる 。 
3. プラ スチ ッ ク (plastic) が 持つ 様々 な 特長 は 、 多 く の 製 品 の 中 で 生か され て いる 。 


4. 日 本 に 留学 し た 経験 を 生か し て 、 大 学 の 留学 アド バイ ザー に な る つも り だ 。 


(⑦Sentence こと か ら 
本 文 ・ 和 紙 を 通し た 光 は 柔らか く 優し く な る こと か ら 、 一 に も 使わ も れ て いま す 。 【 読 :18-19】 


:S こ と か ら is used to express a reason. 


: becausei from the fact that ~ 


・ エコカー は 空気 を 汚さ ず 、 ガ ソ リ ン 代 (cos) も あま り か か ら な いこ と か ら 、 環 境 に や さ し い 車 


だ と 言え る 。 


「 2 どん な 所 に で も 自動 販売 機 が 置い て ある こと か ら 、 日 本 は 犯罪 が 少な い 安全 な 国 だ と 言う 人 

| も いる 。 

E . 土 の 中 か ら 魚 の 骨 (bone) や 具 (shel) な ど が 出 て きた こと か ら 、 ここ は 大 昔 、 海 だ っ た と いう 
と が 分 か っ た 。 


本 文 


本 文 


a 
本 文 
説明 


英訳 
文型 


⑬Noun な し 


・ ほ と ん どの 電気 製品 が これ な し で は 動か な い の だ そう で す 。  【 読 : /.24-25】 


X な し means “without X” and is used with で to modify verbs, with の to modify nouns, and with だ to 
form a predicate. 


i without ~ ; with no ~ 


N な し {で / の / だ } 


例文 


= | 日 の 伝 涼 エミ 


1.A: あれ っ 、 そ の 足 、 ど うし た の 。 

B: 実 は さあ 、 昨 日 、 階 有 段 で ころ ん じゃ っ て さあ 、 骨 (bone)、 折 っ ちゃ っ た ん だ よ 。 

2. レス トラ ン 、 予 約 し と いた か ら さ 、7 時 に 来 て ね 。 

3. キム さん っ て さあ 、 フ ラン ス 語 が ぺら ぺら な ん だ けど 、 日 本 語 も 上 手 な ん だ っ て さ 。 す ご いね 。 


1. 早く 辞書 な し で 新聞 が 読め る よう に な り た い 。 

2. 今 は も う コ ンピュータ な し の 生活 は 考え られ な い 。 

3. あの レス トラ ン は 週末 は 混ん で いる けど 、 今 日 は 水曜 日 だ か ら 、 予 約 な し で も 大 丈夫 だ ろう 。 
4 ダイ エッ ト 中 だ か ら 、 今 日 は デザ ー ト な し だ 。 


:・ 紙 は 見 る だ け じ ゃ な く て 、 使 っ て こそ 意味 が ある と 思う よ 。 会:/.15-16】 


: こそ emphasizes the preceding word, phrase or clause. When こそ is used, the particles は , が and を drop. 


the very <jItisthat ~ ; in particulari precisely definitely: only (when, by doing ~ , etc.) 


ia.N こ そ : 今 度 こ そ ; これ こそ b. V-e こ そ :( 日 本 語 で ) 話 し て こそ 

1.A: ど う ぞ よろ し く お 願 いし ます 。 
B: こ ちら こそ 、 ど う ぞ よろ し く お 願 いし ます 。 

E2. 今年 こそ 日 本 に 留学 し た いと 思っ て いる 。 

3. サッ カー の 面白 さ は テレ ビ で 見 て いる だ け で は 分 か ら な い 。 スタジアム に 行っ て 実際 に 見 て 
こそ 本 当 の 面白 さ が 分 か る の だ 。 


⑩)Verb-masu 込 む 


・ 最後 に 羽 を 広げ て の と ころ か ら 息 を 吹き 込ん で 、 ふ くら ませ た ら 、 出 来 上 が り ! [会 :.39-40) 
The compound verb base 込む can mean the following: 
a. Taking or putting something/someone into something (Ps 飲み 込む お: 取り 込む : つ め 込 お: 押し 込む ) 
b. Getting into something (Exs. 入り 込む ; 乗り 込む ; 飛び 込む , あがり 込む ) 
c. Being heavily involved in something (Exs. 考え 込む ; 話し 込む ; 寝込む ) 
d. Doing something thoroughly or completely (Exs. 教え 込む ; 思い 込む : 信じ 込む ) 


in; into; deeply; heavily; thoroughly; completely 


V-masu 込む 

1. 大 きい 音 に 驚い て 、 ガ ム を 飲み 込ん で し まっ た 。 

#3 この 書類 (document) に 住所 (address) と 名 前 を 書き 込ん で 下さ い 。 

i 3. 日 本 の 電車 の アカ ナウ ンス で は 、 よ く 「 か け 込 み 乗車 (rshing aboard) は お や め 下 さい | と 言う 。 
4 昨日 は 、 久 し じ ぶ り に 会 っ た 友達 と 一 晩 中 話し 込ん で 、 徹夜 し て し まっ た 。 

5. 自分 は 絶対 に 正しい と 思い 込ん で いる 人 と は 、 あ まり 話し た く な い 。 


( ぁ ) 


、・ それから さ 、 千羽 鶴 は 平和 の シン ボル で も ある ん だ よ 。 会:49) 


: さ occurs after phrases, clauses or sentences in Very casual conversation. One function is to catch the 
: hearer's attention、 but it is also used as a filler with no meaning. 


: (you know) 


phrase/clause/sentence さ 


《2)Noun で も ある 
本 文 ・ そ れ か ら さ 、 千 羽 骸 は 平和 の シン ボル で も ある ん だ よ 。 [会 :49 


IX は Y で も ある is used to introduce the second property of X when X has more than one property. 
: Note that X も Y だ js used when someone/something else is also Y. Compare the following sentences: 


・ 田 中 さん は 先生 だ 。 田中 さん は 画家 で も ある 。 
・ 山 下さ ん は 先生 だ 。 田 中 さん も 先生 だ 。 


| be also 


N/ANa で も ある 
. レオ ナル ド ・ ダ ・ ビ ンチ は 芸術 家 で も あり 、 科 学者 で も あっ た 。 
. 私 と 弟 は 年 は 3 歳 違 う が 、 同 じ 日 に 生ま れ た の で 、 今日 は 私 の 誕生 日 で も あり 、 第 の 誕生 日 で 
。 も ある 。 
3. 京都 と いう 町 は 、 古 い お 寺 が ある だ け で な く 、 日 本 の 伝統 文化 の 中 心地 で も ある 。 
4. 私 が 住ん で いる アパ ー ト は 、 周 り が 静か な だ け で な く 安 全 で も ある の で 、 学生 に 人 気 が ある 。 | 


・ 病 室 で 自分 の 病気 が よく な る よう に っ て 、 ずっ と 鶴 を 折り 続け て いた ん だ 。 【 会 : 154】 


ずっ と means that a state or action is ongoing, from one point in time to another point in time (often 
the moment of speech) . 


all the tmei all along; all the way; all through ~ ; throughout ~ ; ever (since) : never (since) 
1. 今日 は 朝 か ら ず っ と 雨 が 降っ て いる 。 

2. 何 年 も 前 か ら ず っ と 戦争 が 続い て いる 。 い っ た いい つ 終 わる の だ ろう か 。 

3. 私 は 彼 の こと が 小学 校 の 時 か ら ず っ と 好き だ っ た ん で す 。 


Two successive numbers are used to indicate an approximate number or amount. 


| (two or three) days/times/etc., (three, four) hours/cars/etc. 


」 Number,、Number。 + Counter 【Number。 is the subsequent number.】: 

:2、3 回 : 3、4 時 間 :3、4 日 :5、6 枚 :5、6 本 

: に きん きん よ きん ょ っ か ご ろく まい ご うろ っ ぽん 

1. 今 か ら 2、3 時 間 、 図 書館 に 勉強 し に 行っ て きま す 。 

2. あの 車 は 、3、4 日 ずっ と 家 の 前 に 止ま っ て (topark) いる 。 いっ た い 誰 の 車 な ん だ ろう が 。 
3. あの 人 に は 5、6 回 会 っ た こと が ある が 、 話 し た こと は 一 度 も な い 。 | 


本 文 ・4、5 日 その まま に し て 、 草 花 が 乾い た ら 、 出 来 上 が り ! 発 :22:23) 


| まま indicates that the state of X remains unchanged or that someone does something without changing 
: the current state of X. 


IX ま まだ = remain the same as ご X ま ま ( で )V=Vwith ~;V while ~;V as (itis); V without ~ 
:X ま ま に す る =leave ~ as (it is) 


| 
| | 
l 草 字 | 
ia.N の まま :T シ ャ ツ の まま : 子 供 の まま b. DemA まま: このまま: その まま : あ の まま 漢字 表 | 
交 型 | c. A まま : 冷 た いま ま d. ANa な まま : き れい な まま | | 
e. V-plain.past まま: 置い た まま : 作 っ た まま 較 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 較 R 読み 方 を 覚え る 漢字 | 
っ に > 計 | 
| 1. 今 の まま だ と 、 地球 温暖 化 (global warming) は 止ま ら な い 。 1 和紙 わし 読 1 原料 げん りょう ES | 
2. あの まま 日 本 に 残っ て いた ら 、 も っ と 日 本 語 が 上 手 に な っ た だ ろう 。 2 植物 し レ し ょ く ぶ つ 読 2 薄い うす い 読 | 
3. この お 菓子 は 、 冷 た いま ま 食べ る より 、 電 子 レ ンジ で 温め た 方 が お いし く 食べ られ ます よ 。 2 ¢ 3 隠す か くす 読 | 
4 疲れ て いた の で 、 電気 を つけ た まま 寝 て し まっ た 。 ネ クタ イ も し た まま だ っ た 。 4 特長 RE 1 5 読 4 乾かす / 乾 く か わか す / か わく 和 読 : 発 | 
5. 日 本 の 家 に は 、 靴 を 履い た まま 入っ て は いけ な いと いう こと を 知っ て いま し た か 。 , | | 
を 5 一 に 関す る ーー に か ん する 読 5 破れ る や ぶれ る 読 | 
ーー ゴ | | 
6 火事 か じ 読 6 柔らか い や わら か い 読 
SR 7 生かす いか す 読 7 家具 か ぐ 計 
es js ev か る い i sir ti 0 本 | 
ーー 鐘 計 』 ュ The absence of particles ( 無 助詞 ) 1 9 通す と お す 9 優し い や さき しい に: | 
本 | 計 | 誠人 | 
に 3 敵 ES ee | 
ees 11 閉じ る と じ る 読 11 改良 え ル か いり ょ う ぇ ル 読 | 
Ez で 
ーーー Some particles often drop in casual conversation. (a)—(g) are examples where は drops. 12 技術 『( 者 ) ぎじ ゅ つ ( し ゃ ) 読 12 不可 欠 ( な ) ふか けつ (な ) 読 
ーーー a この ケー キ 9 の 、 お いし いね 。( 王 この ケー キ は ) 19 伸 良 くす る な か よく する 読 13 製品 せい ひん 読 
ーー b. この 映画 の 、 面 白い よ 。 (この 映画 は ) 14 折 『 る お る 会 14 混 ぎ る まざる 読 | 
に あの 人 の 、 先 生 ? (= あの 人 は ) 放さ = 6 
irs cie teen 15 三角 さん か く 会 15 沿う 02 
ーーー d. ーー ュー ニー ら だ っ た ? (= その コー ト は ) 人 た きき 2 16 羽 は ね 会 
ーー 6。 これ の 、 昨日 デパ ー ト の セー ル で 買っ た ん だ 。 (= これ は ) 17 合わ せる あわ せる 会 17 真ん中 まん な か 会 
ーー { は る か の 、 明 日 の パー ティ に 行く ? ( 三 は る か は (Y 6 に へ 
に < KN 明日 6 8 行く ? ( は (You) ) 馬 AceNage 3 りか お ) 18 曲げ る まげ る 会 
EE g. 美 の 、 年 日 本 へ 行く ん こ O (= 僕 は ) 19 線 せん 会 19 息 いき 会 
ーー As seen above, は tends to drop when the topic noun is a demonstrative noun (これ , それ , あれ ), a 20 - 側 - が わ 会 20 吹く ふく 会 
ーー noun phrase with a demonstrative adjective (この / そ の / あ の N) or a noun referring to the speaker or が る わか れる 会 21 Verb 込 む 1 会 
ーー the hearer. 21 分 か れ 6 
es 2 頭 あ た ま 会 22 出来 上 が り で き あ が り 会 | | 
に っ Note that は never drops even in casual conversation when は marks contrastive elements. For example, に y | 
に in (h) あの パイ and この ケー キ are contrasted using は . Similarly in (G) 僕 and クリ ス are contrasted 23 (病気 が ) 治 る な お る 会 23 - 羽 - わ | 
M9 と 、 時 1 | | 
using は .In these cases, は never drops. ; 24 入院 メル に め ゅ ゆい ん メル 会 24 同級生 どう き ゅ う せ い 会 | 
= 上 あの Ws の 3 PY 発 25 原爆 げん ば く 会 
に 0 | 僕 は 来 ら れる けど 、 ク リス は 用 事 が あっ て 来 られ な いら し いよ 。 で 2 科 し bis 26 病室 びょう し っ 会 
に 
に Additionally を , へ and the directional に often drop in casual conversation, as seen in (j)-(n) . 27 角 ks 発 27 業 は 発 
が 0 発 
ーー ) これ の 、 見 て 。( 王 これ を ) 28 手作り て づく り 発 600i る 0 RS  8 
= k. 今 、 何 9、 し て る の ? ( 三 何 を ) 29 状態 の だい 発 
3 | 後 で メー ル の 、 く れ な い ? (= メー ル を ) 30 日 数 に っ すう 
CD か = a ゲー - 
a m. どこ の @、 行く の ? (= どこ {へ / に }) 太字 : 新しい 漢字 
n. 今晩 、 映 画 の 、 行 か な い ? (映画 {へ / に 
人 _  : 新 し い 読み 方 
a As seen above, these particles tend to drop more often in questions. 還 拓 : 前 に 習っ た 単語 
ーー 一 FR : 前 に H で 習っ た 漢字 
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も の づく り 


日 本 の も の は ポッ プ で クー ル ! 車 、 オ ー デ ィ オ 、 家 電 (home electronics) 製品 、 
ファ ッ シ ョ ン 、 文房具 (school supplies) な ど な ど 。 日 本 料理 は カラ フル で ヘル 
シー! 折り 紙 や 盆栽 は アー ト と 自然 の フュ ー ジ ョ ン ! アニ メ や マン ガ や ゲー 
ム は サイ コー ! 


pe ” 
ニッ ポン 今 、 日 本 で 作り 出さ れる も の や 日 本 か ら 発信 され る も の は 、 NE2S708 ン シブ 


ラン ド 」 や 「 ク ー ル ジャ パン |] な ど と 言わ れ て 世界 中 で 人 気 を 集め て いま す 。 デ ザイ ン が よく て 質 
(quality) も 高く 、 そ の 上 使い や すい も の 。 見 て 美しく 洗練 され て いて (sophisticated) 芸術 的 な も の 。 実 
は 、 この よう な 優れ た (excellent) も の を 作っ て いる 日 本 人 の 心 の 底 (bottom) に は 、 昔 か ら ず っ と 生き 
続け て いる 伝統 工芸 の 「 も の づく り 」 の 精神 が 流れ て いま す 。 


文字 書き 人 形 
東野 進 氏 所 基 


例え ば 、 今 、 日 本 の ロボ ッ ト 技 術 は 世界 で トッ プク ラス で す が 、 こ の 
ロボ ッ ト の ルー ツ は 江戸 時 代 に 作ら れ た 伝統 工芸 「 か らく り 人 形 ] に あ 
る と 言わ れ て いま す 。 「 か らく り 人 形 ] と いう の は 、 自 分 で お 茶 を 運ぶ 
と か 、 字 を 書く と か 、 楽器 を 演奏 する と か 、 まる で 人 間 の よう に 色々 な 
動き を する 人 形 の こと で す 。 


当時 は 電気 が あり ませ ん で し た か ら 、 人 人形 を 動か す た め に は 水 や 砂 


(sand) 、 糸 な ど 様 々 な も の を 利用 し た そう で 、 昔 の も の づく り の 技術 の 
レベ ル の 高 さ が 分 か り ま す 。 


現代 日 本 の 「 も の づく り ] の キー ワー ド は 、 ぐ 伝統 技術 を 生か す ② 材 
料 (material) や 質 の 良さ ③ 洗 練 さ れ た デザ イン ④ 使 いや すさ ぐ ⑥ 安 全 と 安 
心 で す 。 そ の コン セプト を 生か し た 技術 を 育て る た め 「 も の つく り 大 学 ] 
と いう 大 学 ま で で きま し た 。 国土 が 狭く て 資源 (natural resources) が 少な い 
日 本 を 救う (to save) の は 「 も の づく り の 精神 ] と 考え て いる 日 本 人 は 多 
いで す 。「 も の づく り 」 と いう 言葉 は 、 日 本 の 伝統 の 力 と 新しい 技術 と 
芸術 的 セン ス を 融合 させ た (to integrate) 日 本 人 の 「 も の 」 に 対す る 気持 ち 
が 深く 表れ て いる 言葉 だ と 言え る の で は な いで し ょ うか 。 


「 私 と 先生 」「 俳 句 : 世界 一 短い 詩 ] 
日 本 の 自然 、 自 然 描 写 、 俳 句 、 川柳 、 


話 を 発展 させ る 

(追加 質問 を する / 感 想 を 言う ) 
発表 2 イン タビ ュー を し て 発表 する 
和歌 / 短 歌 と 万 葉 集 


た ん か まん よう し ゅ うぅ 


Sentence-final particles ( 終 助 詞 )-Parl 2 


se | 昌 本 人 と 自然 一 ーーーーー | | 


本 文 を 読む 前 に = ' 今 まで 見 た 自然 の 景色 の 中 で 、 一 番 印 象 に 残っ て いる (to wand outin ones memory) 景色 に 
つい て 書き な さい 。 


あな た が 子供 だ っ た 時 の こと を 思い 出し て 、 次 の 表 を 完成 し な さい 。 


ゅ よく ほめ て くれ た の は 、 ど ん な 人 達 で すか 。 2 どん な 夢 を 持っ て いま し た か 。 
ほめ られ て 一 番 嬉 し か っ た の は どん な 時 で すか 。 まだ その 夢 を 持ち 続け てい ます か 。 


一 番 よ く 覚 えて いる 先生 は ? 2 叱 ら れ て (to be scolded) 一 番 悲 し か っ た の は 
どう し て その 先生 の こと を よく 覚え て いま すか どん な 時 で すか 。 


な 尾 介 薫 と 小林 一 茶 と いう 人 に つい て イン ター ネッ ト や 本 で 調べ て 、 下 の 表 を 完成 し な さい 。 


まつ 


> 参考 (reference) に で きる サイ ト 


① [リン ク 集 ] を クリ ッ ク 由 = 上 

日 を む J に 2] 計 | 
H ⑨ [教科 書 に 出 て くる サイ ト ] を クリ ッ ク 1 こす 5 
を クリ ッ ク 

③ [第 13 課 ] を クリ ッ ク H 


次 の 文 は どちら の 人 物 に つい て の 文 で すか 〇 を し な さい 
日 本 中 を 旅行 し て 、「 奥 の 細道 」 と いう 俳句 を 含ん だ 日 記 を 書い た 。 
子供 や 動物 な ど が 好き で 、 そ れ ら に つい て た くさ ん 俳句 を 作っ た 。 
「 わ OJT さび ] の 気持 ち を 俳句 に 入れ て 、 便 殺 を 術 に まで 高め た (erg。 
人 間 の 素直 な (honest) 気持 ち を 表し た 分 か り や すい 俳句 を 作っ た 。 
3 居 の 時 に 貞 親 が に く な り 、 税 し い 子 代 時 代 を 過ごし た (espend) 。 


1763 年 に 生ま れ て 、1827 年 に 亡くな っ た 。 


5 


に 


ss 陣 味 と 自 導 ーーーーーー 


10 
5 
た 中 WE で 
幕 < も 年 先 = 
れれ の の 人 た の を の まで 単語 
すず す る を , . の い 軸 が 太字 覚え る 単語 
9 日 S : や 
は 衝 守 ーー ーー しゅう せん 
の - 基 人 < 私 2: 校舎 ドー | N iendofawar 
ゅ 2 We 0 H : こ 2 し ゃ : 1 | 
3 » 小 ! He 村 1a 1 
ーー : に ET 6 i 
て か か い 四 が ず 校 : あお ぞ ら きょう し つ ! N : . 
そ くる な 先 を ER の 5: 印象 ro : Open-air classes 
の 前 れ と pM 生 で E 近 - 幸一 先 6: 揚 作 | た ん に ん い imprewion | 印象 に 残る (Ph to stand outin on ー 
9 も ん ペ N | homeroom teacher; person in charge mm 
(4 も M 1 3 RI RE | 6 
は で | ye 紫 % だ 景 ( 生 ) - 当 計 : す が た CS (traditional) work pants | 
故 = あ め ま 細 た れ が 色 ん 色 9: 僕 ん ち | ぼく ん と RN 1 appearance; figure | 
EA だ を 10: (を ): に | N icolloquial ft ie 
郷 ミ ら くく 誠人 稀 ッ ら を 作 : (を) 通り か か る | と お りか か る I orm of 僕 の 家 1 
の ゆ た “ 人 ー: の だ " 人 ii (を ) の ぞ く bKVI JO NPV Ph 
経 ダ 0 品 で て } 煙い る 書 12! (~ に ) 声 ツ | we ito peep / looki = 
中 マニ サ 5 治 1 い き : な ず む : ; お: o 
な 面 ボ ま の 季 感 ん * も よ 3 で を 14 | 日 が 落 ake ilingering eveni dl 
る 時 イア 作 と < 性 W484 の < 名 。 9 キ 9 だ デラ | ひ が お ちる 人 
本 イタ 作 と だ じい 表す き 3 6 js 辺り | あたり | Phr | the sun sets / goes down = 
1 45 4 PD | を た ご Hr 写 と る や 0 3 中 16 紫色 YY い N iones surroundingsi neighborhood | 
コ ?z で ほお 08 コ 、 記 ー 家 た 育 35 に 17: だ いだい 色 6 いう | N ipurple color ; 15 
る > 。 僕 た ここ ば 30 2 : : だ いだい いろ : : 
ッ ke i だ 立 6 5 NN 
系 は 計っ ん - モ ろ な 間 を 導 を 肖 居 / 還 補 。 18: 夕 仙 あげ ee | 
ひえ を で くす り 全 る を 思 て た - さ ー また うた 5 文 し 勝 3 環 19 : 煙 り La | N jewening mealsupper に 
つ を ま ウッ す リ 行 た 出 れ 両 に * a 教 章 か 手 今 1 けむ り a : P 
人 の 4 つ そ た 手 導 レン で 財 を 党 な 本 20 ! 刻 一 刻 いつ こく | N ismoke fumes 
っ が いい ・ こ に < な 1 II こつ いら 1 ! 1 
返 な だ Jpe ニ 2 な た に E ペー に > 0 れ Ke 書 レ も 21: 描 1 os be mom tb 7 
し く で て 9 を 4 て 年 ま が か ケ ヶ バ いせ よく て 2 史 < rm | ぴょ うし ゃ 本 [ 
4 全 す 9 来 味 国 一 初 し だ か ぁ ッ ケム な 。 の だ 作 CPP の し | こま か い 本 iption; depiction | (一 を) 描写 する 衝 
EC is が る の Sa No ちあ 玉 に せ は し た 妥 : も の すず どい | A jfineiminute 
に て 、 と は なさ 
ます 大 し きす 宮 生 ン ーーー 人 a だ | まる ほう ず ーー ーー 
0 すす まま て そ き 馬 夫 9 25 (を ) な で る | | N jclean-shaven head 思 
70 上 Ri だ まま ら A te 』 せ 人 た 4 26 : (一 を) 思い 出す Pe きも i to Pet pat someone's head に 
| を く 子 は 60 27 ! 勝手 1 iu-V i to recall; ! 23 
九 っ 含 れ 供 新 % 人 な 対 Ft i 55 。 (な ) 「 か っ て (な ) : ee し 
O 先 た 邊 地 ぁ 故 = ゆ て 然 る い し 景 が 学 を する ナ 流 ちり 生 ーー | ぶん し ょ う SEP 
に A CE > ; ei トー PAR | 25 
ES 先 郷 : る 行 と 思 ふも 横 校 作 が < 落 ぉ か の だ と 。 も 29 1 夢 ea 
に RN いう ek 1 i N id 
月 > 婦 3 と 温 は 相性 ぶん 触 : 厳 い 列 帰 て り れ い ば た う 30 : い た ずら を する [ Ei : 
に に 人 と 全 思 か 野 2 奉 を じ の 者 し な 出 に りす ) 葉 c ナ た に の の の 31 両手 | Phr {to act up (child | 30 
本 かる 由 1 だ 博信 4 と て で は あ 。 飯 km そえ (直っ も | りょう て HMS 「 
ー Cd a 32: バケ ッ | N both hands 9 
制 人 12 が 7 いで て す せ あえ ルリ っ すま な ne 3 上京 5 kPa | 
onda dt * se 0 7 に カ 、 移 ぅ = 人 : きみ 1 o the capital (Tokyo) | (一 が ) 上 京 
較 生 、。 < る る の あ 人 PA 由 和 % 0 も 人 析 覆 35 : (作品 を ) 出 す i IN ; you [men to friends, lovers mmm キン : 37 
COTTIER TT TT a ” トド ! 層 5 u- | 3 < a s to subordinat ] 39 
足り ず 印象 拍 人 MM 「 “ な Sy 和 の (一 が ) 通 じ る : つう じ る ーー release; distribute (one’s work) ー | 
J し ょ う た ん に ん iv 次 景色 HUHIIIHHIHIHIIIIIIIIHIUIUIIIUUHIIIIIIIIIIUIIIIIIII 37 : 最大 (の ) さい ES : Ob uo be understood; be accepted : 
2 両手 通じ 9(8 。 が ん 思い 出し 勝手 則 38: ほ め 言 葉 に A i 
Late 2 る 最大 EN を か っ て i ほめ こと ば っ 
つ ' 1 1 
2 39 東北 な まり の i 1N jors olpraise = 
< | 0:( が ) 気 に な る 「 き に な る : : oku accent ーー | 
1 H ; Phr : to feel uneasy 1 | 
| 
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41 : コン プレ ックス N inferiority complex 

42 : 四季 : し き N : four seasons : 

43 i 移り 変わ り ; うつ りか わり N : change (of season, weather, etc.) 49 
の ちゃ い | A : colloquial form of 小さ い | 

45 小川 : お が わ N 時 brook 51 

46 メダ カ jh N | (Japanese) ricefish : 

47 : ナナ N ; crucian carp; gibel (freshwater fish) | 52 

48 | 022 N : catfish : 53 
“49! 落ち 葉 ; お ちば N : fallen leaves 1 54 

50 | 氷 . こおり N : ice | 水 が 張 る (Phr) to be frozen over : 56 

51 渡り鳥 : わたり どり N i migratory bird sg 

52 ! 横 一 列 に よ こい ち れ つ に Phr i in a single horizontal row : 

3 (が) 飛ぶ : と ぶ wVi 0 fly 59 

54 | 光景 : こう けい N : sight; scene : 60 

55 | し っ か り : Adv isteadily: frmly : 

56 | (を ) は げ ま す u-Vt to encouragei cheer 61 

57 思い や り |! おもい やり N caring: consideration 

58 そう いっ た Noun DemA ] that kind of 64 
gE 触れ 合い : ふれ あい N : personal contact i 65 

60 : 感性 ; か ん せい N : sensibility; sensitivity : 67 

61 : 履 郷 : こき ょ う N : hometown; native place : 68 

62 野山 i の や ま N hills and fields : 

6 (を ) か け ま わる wVi on anound 69 

64 | (を ) 見 つめ る : み つめ る ru-Vt ; to watch intently; gaze at ! 70 
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RS 


皆さん は 俳句 を 作っ た り 、 鑑賞 し た り し た こと が あり ます か 。 俳 名 は 17 の 音 だ け で 作ら れる 世界 で 
最も 短い 圭 で す 。 日 本 語 だ け で な く 、 色 々 な 国 の 言葉 で 楽し まれ て いて 、 世 界 各 国 の 小 ・ 中 学校 の 教科 
書 に も 紹介 され て いま す 。 あ まり に も 一 般 的 に な っ て し まい 、 俳 名 が も と も と 日 本 の も の だ と いう こと 
を 知ら な い 人 達 さ えい る ほど で す 。 皆 さ ん の 中 に も 小 ・ 中 学校 の 時 に 、 自 分 の 国 の 言葉 で 俳句 を 作っ た 

5 人 が いる の で は な いで し ょ うか 。 最 近 は 、 日 本 語 を 勉強 し て いる 人 達 が 日 本 語 で 俳 名 を 作る こと も 多く 

な り ま し た 。 下 に 挙げ た の は 、 ア メリ カ の 大 学生 が 日 本 語 の 授業 で 作っ た 俳句 の 例 で す 。 


静か だ ね 雪 の 音 し か 聞こ えな い 
子 が 母 が 。 呼び 合う ご と く 堪 の 鳴く (ご と く = よ うに ) 


秋 の 歌 落ち た 木の葉 に 
10 春の 午後 ホー ムレ ス た ち 


書い て ある 
昼寝 し て 


どう で すか 。 そ れ ぞ れ の 俳句 か ら 、 どん な 情景 が 浮か ん で き ます か 。 作 っ た 人 の どん な 気持 ち が 感 
じ ら れ ます か 。 この 俳句 に 詠 ま れ て いる 季節 は いつ で し ょ う か 。 自 分 達 と 同じ よう に 日 本 語 を 勉強 し 
て いる 若い 人 達 の 俳句 だ と 思う と 、 皆 さん も 「 ち ょ っ と いい 俳 名] が 作れ る よう な 気 が し ませ ん か 。 


俳 名 を 作る に は いく つか 規則 が あり ます が 、 主 な も の は 次 の 三 つ で す 。 


15 (① は は っ と し た 感動 、 発 見 の 喜び 、 想 像 の 楽し さ な ど を 詠み 込む 
② い = いつ : 季語 に より 四季 の 自然 や 季節 感 を 表す 
③ く = 組み 立て 2 五 七 五 の 17 音 で 表す 


① の 「 は っ と する 」 と いう の は 、 何 か に 突然 気がつく と か 、 英 く と か 、 感 動 す る と いっ た 意味 の オ | 

ノ マ ト ペ で す 。 ② の 「 い っ つっ]」 を 表す の は 俳句 を 作る 時 の 最も 大 切な 要素 で 、 そ の た め に 「 符 語 ] と 呼 
ば れる 季節 を 表す 俳句 独特 の 言葉 が あり ます 。 皇 語 は 俳句 の 中 に 必ず 一 つ 入 れ な く て は いけ な いと い 
う 決ま り が ある の で す が 、 だ いた い 次 の 四 つ の カテ ゴリ ー に 分 類 で きま す 。 括 施 の 中 の 言葉 は どの 地 | 
節 を 表し て いる と 思い ます か 。 | 
1) 直接 季節 を 示す (春の 海 、 夏 に 入る 、 秋 の 所 ) | 

2) 自然 現象 (残雪 、 枯 れ 野 、 五 月 晴れ 、 北 風 ) | 

25 3) 動物 ・ 植 物 (赤とんぼ 、 猫 の 恋 、 木 の 芽 、 も み じ ) 

4) 行事 ・ 生 活 (田植 え 、 こ い の ぽ り 、 お 正月 ) 


PS 
© 


③⑬ の 「 組 み 立 て 」 で 大 切な 五 五 と いう 音 の リズ ム は 、 日 本 語 の 文 の 構成 や 語調 に 合っ て いる よう 
で 、 俳 句 だ け で な く 、 短 歌 も 五 五 も も の 決ま り で 詠 ま れ 、 読 、 歌 詞 、 標 語 な ど に も 五 士 五 の リズ 
ム が よく 使わ れ ま す 。 ま た 、 俳 名 に は 「 か な 」「 け り 」「 や 」 と いっ た 言葉 が よく 見 られ ます が 、 こ れ 


UEUHUEUHUUHHUUUUUUEHUEHHHHHHHHHHHHHUHHIHHUUHUHHHHHHHHIIHIUUHIUUUUUHIUUUIUUHHHUHUUUHUUUHUUUUHUUHUHUUHHHHHUHHHHHHIHUHHHEHUIUUHUUUHUUUUUUUUUUUIEUHUUUUAUUHUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUEUUMU 
NE D 日 6 8 a SINNER 


人 * 本 cw 林 時 筆 稚 香 
ET 


* 人 )』 | 日 本 人 と 自然 


30 ら は 「 切 れ 字 」 と 言っ て 、 俳 名 独特 の 表現 で す 。 切 れ 字 は 俳 名 の リズ ム に お ける 休み の よう な も の て で 、 
使っ て も 使わ か が く て も いい の で す が 、 才 語 と 同じ で 一 つの 俳句 に 1 回 し か 使え ませ ん 。 
[俳句 の 形式 の 例 ] 


ぁ 太字 覚え る 単語 


し | N ipoem 


| か ん し ょ う | VN § appreciation / viewing (of haiku, movie, painting, etc.) 
Nb 込む 1 (~~ を) 鑑賞 する 
か わ ず 飛 び 込 む 水 の 音 な 世 


ば し ょ う 


Ei 切れ 字 : ホ : PS Person 

MA 株 一 ※ | ひる ね | VN mp| (~ が ) 恒 補 する 
る に 3 MC 1 6: 情景 | じょう けい に ーーー 
松尾 凶 薫 も 小林 一 茶 も 江戸 時 代 の 俳人 で す が 、 彼 ら の 俳句 は 現在 で も 広く 親しま れ て いて 、 多 く の 7 (が) 浮かぶ : うか ぶ 


ito come to mind; float 


日 本 人 が (彼ら の 名 を トト 暗唱 で き る ほど で す 。 葛 燕 は 現代 の 俳句 の 形 を 作っ た 人 で 、 俳 名 の 中 に 
人 生 の 「 わ び ・ さ び 」| の 心 を 表し て 、 俳 名 を 芸術 性 の 高い 文学 と し て 確立 し まし た 。 上 の 匂 は 、 山 の 
中 の 古い 静か な 池 が 持つ 「 わ び ・ さ び 」 と 、 そ れ に 対す る 新しい 命 の 誕生 に 感動 し た 気持 ち を 表し て 


8 (俳句 を ) 詠 む 1 よむ 


i u-Ve {to compose (haiku and tanka) 


9 規則 


: き そく 


i rules; regulations 


10 ! は っ と する 


: to be startled 


11 : 感動 


; か ん どう ; sensation; impression | | 
: : : (~ に ) 感動 する to be deeply moved emotionally; be jn 
1 discoveryi fnding | (一 を ) 発見 する 
iimaginations guess | (一 を ) 想像 する 


: seasonal word (in haiku) 


OE 一 茶 は 子供 や 動物 な ど 、 小さ いも の 、 弱い も の に 対す る 優し い 気持 ち を 詠ん だ 名 が 多 
CG 和 上 の 名 も その 一 例 で す 。 皆さん の 心 の 中 に は 、 一 茶 の こ の 名 か ら どん な 情景 が 浮か ん で き ます か 。 12 発見 時 ec も 
一 茶 の どん な 気持 ち を 感じ ます か 。 二 ヨーー だ る 
ha 14 : 季語 「 き ご 
俳句 は 言葉 の 数 が 少な いた め 、 理解 や 解釈 が 大 変 難し いと きえ ます 。 俳句 も 含め て 詩 の 解釈 と い 15 : 季節 感 : きせ つか ん 
う の は 、 本 来 個 人 の 興 性 に 頼っ た 自由 な も の で すか ら 、 どの よう に 鑑賞 し て も いい の で す が 、 作 者 が 「 16 | 組み 立て も の Pe 
意図 し た 意味 を 理解 で きる か どう か も また 、 と て も 大 切な こと で す 。 時 要素 CE ュー ニー 
18 : 必ず : かならず | Adv i without fail; certainly 
それ で は 、 俳 名 は 何 を も と に 、 ど ん な こと に 注意 し て 鑑賞 し た らい い の で し ょ うか 。 次 は 俳句 を 鑑 ) 19 : 分 類 1 ば 4s い 1 classification grouping | (を 一 に ) 分 類する 
賞 す る 時 に 、 注 意 す べき 点 で す 。 20 : 括弧 が かっ ご | : parenthesis 
1) どん な 場所 、 情 景 が 目 に 浮か ぶ か | 直接 | ちょ くせ つっ eri RR 
2) 季節 は いつ か 。 それ は どの 言葉 で 分 か る か | | : (~ を ) 示 す | し めす : to indicate show 
3) 作者 が 見 た り 、 聞 いた り し て いる 物事 は 何 か 」 : 衣 i よ い 
4) 作者 は どん な こと に 感動 し た と 思 うか 現象 : げん し ょ う 
5) 作者 の どん な 気持 ち が 伝 わっ て くる か 1 | : か れ の も 
6) 作者 の どん な 性 格 が 表 わ れ て いる か 五月晴れ i さつき ば れ 1 fine weather in early summer 


7) どん な メタ ファ ー が 使わ れ て いる か 27 | 赤とんぼ | あか と ん ぼ | N iddmgonfy 
8) 面白 い 、 う まい と 思っ た 表現 は ? 28 : 木の芽 : き の め : leaf bud 


i a sense of the season (s) 


i construction; framework 


: early evening 


: phenomenon 


: desolate field 


この 鑑賞 の 仕方 は 、 自分 で 俳 匂 を 作る 時 に も 参考 に な り ま す 。 日 本 で は 、 俳 名 は 昔 か ら 人 気 が あ っ 
て 老 男女 様々 な 人 達 が 俳句 を 作っ て 楽し ん で いま す 。 携帯 電話 で 俳句 を 送り 合 っ て 遊ぶ 若者 も い 


ろう に ゃ (か 


ます し 、 外 国人 が 日 本 人 以上 に す ば ら し い 俳句 を 発表 する こと も あり ます 。 


29i もみじ 


| (Japanese) maple 


30: 田植 え 
31: こい の ぼり 


"だ うえ 


1 ice Planting 


carp-shaped streamer 


32 : 構成 : iw 1 organization; composition | (一 を ) 構 成す る to make up | 

33 i 語調 i に ちな の : N i tone (of voice) | 27 
34 | 短歌 ! た N ; 31-syllable Japanese poem 

35: 謙 結い proverb 

36 : 歌詞 i | N isong lyrics 

37 | 標語 : が) : N 1 motto slogan: catchword 

38 : 池 : } N ipond | 古池 (N) old pond 

39! か わ ず : | Nffrog [old word for カエ ル ] 


皆さん も これ を 機会 に 、 いろ いろ な 俳句 を 鑑賞 し て みて は どう で し ょ うか 。 そ し て 、、 自分 で も 作っ 
て み ま せ ん か 。「 世 界 一 短い 詩 ] の 面白 さ を 味 わ う こと で 、 日 本 語 を 学ぶ 青 び や 楽し み が ま た 一 つつ 増え 
る と 思い ます 。 


MMUUUUUUUUUUUUUUOUUUUUUUUUUUUUUUUUIIUIUUUIUUUHUIUUIUHUUHIUHIUUUUUUHUUIUHIHUUIIHUHHUIIUIIIIIIIHUUIIUIHHUTUIUUUUIUUIIUIUUUUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


人 


いけ ほん らい 


40 : (一 が ) 溶 ける と ける 


i ru-Vi 


: to melt; dissolve : 35 


俳人 「 は いじ ん 
42 1 (に) 親しむ : し た し む 


| N 
5 Tu-Vi 


i haiku poet 
| to become familiar with | (に) 親しま れ て いる (mr-Vo) to 


お | 名 
44 | 暗唱 


| N 


| VN 


i be popular (among people) 87 
: haiku : 


i recitation | 


(を) 暗唱 す る 


45! わ び 


1 さび 


47 芸術 性 1! げ いじ ゅ つ せ い 


| N 


NN 


1 aesthetic concept: suggests beauty that is natural 
i simple, humble,asymmetric 


| Japanese aesthetic concept: suggests beauty that is: 
1 graceful, fleeting, aged, weathered (Ex. the essence of 
i loneliness captured in Basho’s haiku) 


: artistic quality 


48 誕生 : た ん じょう 


| VN 


ibirth| (一 が ) 誕 生 する to be born; come into the world : 


49! 解釈 | か いし ゃ く 


i VN 


iinterpretation explanation | (を) 解釈 する 


50 : 本 来 | ほん らい 
51 [作者 「 さ くし ゃ 


§ Adv 


| N 


i by nature; originally 


3 1 Author 


52 意図 | いと 


EE 


: VN 


intent intention | (一 を ) 意 図 する 


53 : 物事 : も の ご と 


es 


| N 


5 ! things 


54 | 参考 | さん こう 


! N 


ireference | 参考 に な る (Phr) to be of some help; 


; serve as a reference 


55| 老若 男女 | ろう に ゃ く な ん に ょ 


: 1 N 


1 men and women of all ages 


56 (を) 味わう 「 あじ わ う 


1 25207 


! tO TeCiate: enjoy; savor 
H 


13 有 月 | 日 本 人 と 自然 


i 区 仁 » 話 を 発展 させ る (追加 質問 を する / 感想 を 言う ) 


マイ ク : 今日 、 学 校 で 俳句 に つい て 勉強 し た ん で すけ ど 、 俳 名 っ て と て も 面白 いで すね 。 お 父 
さん は 誰 の 俳句 が 好き で すか 。 

加藤 : 俳句 か あ 。 実 は 、 僕 は 俳句 より 、 川柳 の 方 が 好き な ん だ けど ・ 

葬 ポ ウー えつ 、 川柳 っ て ? 

加藤 : ユー モア 俳句 と 言っ た らい いか な あ 。 社会 風刺 と か 、 自 分 の 身近 に 起き た こと を 17 音 
で 面白 お か し く 表 現す る ん だ よ 。 

マイ ク : へ え 、 俳 名 と 同じ よう な 規則 が ある ん で すか 。 

加藤: うん 、 俳 句 と 同じ 五 二 即 な ん だ けど 、 で も 、 俳 名 の よう に 規則 は あま り 気 に し な く て 
いい ん だ よ 。 寿 語 も 入れ な く て も いい し 、 庄 し 言葉 で 作る し 。 そ れ に 、 17 音 よ リ 多 
くっ て も 、 少 な くっ て も OK。 そ の こと を 「 字 余り 」 と か 「 字 足ら ず 」 と か 言う ん だ 
けど ね れ 。 俳 名 に も 「 字 余 リ 」「 字 足ら ず ] が な いわ け じ ゃ な いけ ど 、 俳 名 の 方 は な る べ 
形式 通り に 作ろ うと する ね れ 。 

マイ ク : へ ええ 、 じ ゃ 、 川 柳 の ほう が 作り や すい で すれ ね 。 

較 導く em se そう 志和 川柳 も 俳句 と 同じ くら い 歴 史 が あっ て 、 昔 か ら 庶 民 に 親 し まれ て さき 
た だ よる 征 1& 川柳 は カ を 持た な 庶民 に ia 当時 の 社会 状況 を 批判 する 唯一 
の 手段 だ っ た と いう 気 が す る な 。 

マイ ク : ふう ん 、 そ うな ん で すか 。 お 父さん 、 何 か 面白 い 旬 を 知っ て いま すか 。 

加 藤 : うー ん 、 覚 えて な いな あ 。 あ れ っ 、 俳 名 は 色々 と 覚え て いる の に 、 変 だ ね え 。 

マイ ク : 不思議 で すね 。 川柳 の ほ う が 簡 単 そ うな の に 。 

加藤 : た ぶん 、 そ の 時 々 の 社会 的 な 出来 事 や 個人 的 な 気持 ち に つい て 詠む こと が 多い か ら 、 
記憶 に 長く 残ら な い の か も し れ な いね 。 ち ょ っ と イン ター ネッ ト で どん な 川柳 が ある 
か 調べ て みよ うか 。 

OO RCO RA RO UR 
台 蜂 琴 較 
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マイ ク : ええ 、 ミ そう し まし ょ う 。 あ 、 お 父さん 、 こ こ に 面白 の が あり ます よ 。 
25 「 宿 丁 に 押し つぶ され て 死ぬ か も ね 日 本 語 の 学生 | 
僕 、 気 持ち 分 か る な あ 。 
「 デ ジ カ メ の エサ は な ん だ と 承 に 開く 浦島 太郎 | (第 15 回 第 一 生命 サラ リー マン 川柳 優秀 作品 ) 
笑っ ちゃ うな あ 、 こ れ 。 ベ ペン ネー ム も 最高 で すね 。 
加 藤 : マイ ク は 浦島 太郎 っ て 知っ て る の ? 
30 マイク : は い 、 日 本 語 の クラ ス で 先生 が 約 芝居 を 見 せ て くれ た ん で す よ 。 
加 藤 : な ん だ 、 そ うか 。 ほ ら 、 こっ ちの 川柳 の サイ ト も 面白 いよ 。 ベ ペンネ ー ム と 合わ せ て 見 
る と も っ と 面白 いね 。 
[パパ 似 だ と 言わ れ 泣き 出す わが 娘 美人 妻 を も つ 夫 | (第 10 回 第 一 生命 サラ リー マン 川柳 優秀 作品 ) 
「 意 見 より くし ゃ み が 多 い 会 議 室 。 花粉 症 ] (第 1 回 花粉 症 川 柳 入 選 作 品 ) 
35 「 明 日 や ろう そう 考え る バカ 野郎 すぐ に や れ な い 人 ] (「 と びら 」 サイ ト ) 


マイ ク : お 父さん 、 僕 、 今 思っ た ん で す が 、 俳 名 は 自然 を 詠ん で 、 川 柳 は 人 間 を 詠む っ て いう 
は だ つま も て か 。 
ほお 、。 な る ほ と 。 な か な か うま いこ と を 土 う 和 ねえ 。 マ イク 、 も 3 う 一 つ 、 あ る ん だ よ 。 
俳句 や 川柳 ば か り 7673 標語 や キャ ッ チ フレ ー ズ な ん か も 5 音 や 7 音 で 作ら れ で \ る 
40 も の が 多い ん だ 。 例 えば 、「 飲 ん だ ら 乗 る な 乗る な ら 飲む な 」 と か 「 飛 び 出 す な 車 は 急 
に 止ま れ な い ] な ん て いう 交通 標語 は 誰 で も 知っ て いる ね 。 
マイ ク : あ 、 そ れ な ら 子 供 で も 簡単 に 覚え られ ます ね 。 
加藤: うん 、 リ ズム も いい し ね れ 。 


マイ タコ 生 茨 さん に 杜 、 あ うり 消し, ネッ ト で 川柳 や 標語 を 探し て み ま す 。 


45 加 藤 : うん 、 ま た 、 面 白い の が あっ た ら 、 教 えて よ 。 
出典 :・ 第 一 生命 サラ リー マン 川柳 J 
第 10 回 、 第 15 回 入賞 作品 
・ 第 1 回 花粉 症 川柳 
・「 と びら ] サイ ト 
珠 - 人 弟 E 義人 者 お っ と 交通 
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13 有 月 | 日 本 人 と 自然 


太字 = 覚え る 単語 


「 っ いか 1 VN faddition | (~ に を) 追加 する ] 
か だ そう N | impressions; thoughts : Ttl 
せん りゅう 0 N icomic haiku : 4 
| Fn NO humor MS 
: し ゃ か いふ うし N 1 atie on society 6 
| お も し ろ お か し い | ん enc amusing 7/ 
けい し き MN | 形式 通り (Phr) according to (haiku) form fa 

: 席 hd ょ みん i N : common people | 15 

: ゆい いつ (の ) 1 ANe only sole RS 16 
: し ゅ だ ん : Ni Wayj measure | 17 
: そ の と きど き の | Phr iat different times 21 
: き お く 1 VN memog | (を) 記憶 する to commit something to memory; : 

5 ; | i memorize :122 
Bi (一 を ) 押 し っ ます お し つぶ す ; u-Vt ito squash; crush | 25 
141 デジ カメ At | short for デジ タル カメ ラ (digital camera) 

15: ェ サ / ぇ さき も 1 N ifood (for animals); bait ] 
16 t 孫 お ご N grandchid i 27 
17:- 似 i- に | Saf ito resemble (someone) : 

18 ; (一 が ) 泣 き 出す な きだ す [ u-Vi to burst into tears; burst out crying 
19: わが ' | im | 
20 娘 | むす め N | daughter [humble form] | 
21 : 美人 : びじん N : beautiful person; a beauty [used only for women] 
22 | 妻 つま FN 1 [humble form] “ 
23 夫 : お っ と | N iusband [humble orm] | 3 
24! く しゃ み 「  N jemeeee | 
25 会 議 室 か い ぎ し つ N . conference room F 
26 ツ 花粉 症 | か ふん し ょ う i N ] pollen allergy : 34 
27: パカ 野郎 ば か や ろう | N Hidet 和紀 

_28 | (が) 飛び 出す : と ぴ び だ す 1 eVi to ea out; jump out : 40 

29 | 交通 つう i : traffic; transportation 1 41 


内 容 質問 


読み 物 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
ノ 森 章太郎 の 小学 校 の 先生 は らん な 先生 で し た みか 』 石 ノ 森 は な ぜ そ の 先生 が 忘れ られ ませ ん か 。 
と っ て 、 学 校 の 先生 以外 に どん な 先生 が いま し た か 。 石ノ森 は な ぜ そ う 思 っ て いま すか 。 


上 信 会 話 文 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 


前 俳句 と 川柳 の 違い は 何で すか 。 


2 俳 色 や 川柳 は 去 七 の 17 音 で 作ら れ て いま す 。「 っ 」、「 ん 」「 き ゃ ]「 ぴ ょ 」 な ど は 1 音 と し て 数 
えま す 。 カ レー の 「 一 ] や が くせ い の 「 い | な ども 1 音 で す 。 次 の 言葉 は いく つの 音 で で き て い 
ます か 。 数 えて み ま し ょ う 。 


a. 英語 一 ( ) 音 b. 東京 一 ( ) 音 
c. 三 輸 車 一 ( ) 音 d. 一 生 懸 命 一 ( ) 音 
さん りん し ゃ いっ し ょ うけ ん めい 


9. 次 の 川柳 と 標語 は どこ で 到 七 五 に 分 か れ ま すか 。 二 七 五 の 音 の 切れ 目 に ( / ) を 入れ て み ま し ょ う 。 
8. 明日 や ろう そう 考え る バカ 野郎 
b. 飛び 出す な 車 は 急 に 止ま れ な い 


> 有名 な 俳句 を 鑑賞 し て みよ う 。 


1. それ ぞ れ の 俳句 を 声 に 出し て (to vocalize) 何 回 も 読ん を で み ま し ょ う 。 リ ズム や 音 が 切れ る (to pause) と 
ころ に 気 を つけ て くだ さい 。 


季語 と 切れ 字 を 見 つけ まし ょ う 。 | 
本 文 の 「 俳 句 の 鑑賞 の 仕方 」 を 参考 に し て 、 そ れ ぞ れ の 俳句 に つい て 話し 合っ て み ま し ょ う 。 
どの 俳句 が 好き か 話し 合っ て み ま し ょ う 。 


それ ぞ れ の 句 の 作者 が 活躍 し た の は 何時 代 で し ょ うか 。 他 に どん な 有名 な 句 を 残し て いま すか 。 
本 や イン ター ネッ ト で 調べ て み ま し ょ う 。 


E 
に 
g 
| 


菜 * 3。 | わ 旅 ; 閑 : 
の | れ | 記 け 
花 時 | | 病 * に 
や | 来 ん や 
負 | て で 
月 i 舌 涯 
2 = 
東 な | べ は し 
に ーー | Ne 枯 : み | 
茶 * 親 れ 入 | 
日 の 野 ? る 
西 れ な 虹 ? 
に Ea い か の 
第 守 け 間 
NS 6 
きよ 0 | 小 a し 松 : 
謝 林 | 林 f | 尾 : る 尾 
無 DD リ | 間 意 
菜の花 : rape blossom | これ に あり : ここ に いま す | われ : 私 | 枯れ 野 : desolate field し み 入 る : to penetrate 


か け め ぐる : torun around 


| すずめ : sparrow 


[0] [9] [8] [Z] [6] 
こ 梅 朝 * 机 . 
が た お ya | 食 
ら 輪 : に 葉 え 
上 | ば 
っ = つ 日 | 
輸 る あ れ 
海 ほ の 「 が 
に ど 取 り ) 鳴 
ジジ の りな な る 
日 れ が な 
を あ KG ら リ 
た 4 加 内 
* た 所 # | 
克 4 の っ 高 6 | 
を 部 キネ 0 
激 : す 風 / 代 : 虚 : 1 ) 子 
こ が ら し : wintry wind 梅 : plum blossom 朝顔 : morning glory | 桐 : paulownia | 柿 : persimmon, 鐘 : bel 
タタ 日 : the setting sun 一 輪 : a single flower | つる べ : well bucket 


| 日 が あたる :tocatch the sun | 法隆寺 : 奈良 の 古い お 寺 


* [1]~[10] の 中 で 一 番 好 き な 俳 句 を 縦 (vertical) 書き で 書き な さい 。 「 旬 か ら 浮 か 点 情景 」 も 
繧 に 描い て み ま し ょ う 。 


句 か ら 浮 か 点 情 景 


好き な 俳句 


“CIEED 


自分 で 俳句 を 作っ て 「 と びら 」 サイ ト (http:/tobira.9640.jp/tobiralogin) の 俳句 川柳 コー ナー 
に 送っ て くだ さい 。 1 年 に 一 度 、「 と びら 」 俳句 川柳 コン テス ト を 行い ます 。 
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簡単 な 自己 紹介 の 後 で : 
モー カ : あの う 、 実 は 、 今 、 日 本 語 の 投 業 で 俳 匂 と 川柳 に つい て 勉強 し て いる ん で す 。 
加藤 : そう で すか 。 日 本 語 で 俳句 を 勉強 し て いる ん で すか ? 


モー カ : は い 、 そ う で す 。 それで 、 ぜ ひ 加 藤 さ ん に 俳句 や 川柳 に つい て お 話 を 伺い た い の で す が 、 
少し お 時 間 を いた だ け な い で し ょ うか 。 

加藤: ええ 、 い いで す よ 。 

モニ カ : あり が と う ご ざ いま す 。 如 藤 さ ん は 、 いつ が に こ 都 含 が よろ し いで し ょ うか 。 

加 藤 そう で すね 。 じ ゃ 、 明 日 の 6 時 頃 は どう で すか 。 

モニ カ : 明日 の 6 時 頃 で すか 。 は い 、 結 構 で す 。 場 所 は 、 ど こ が よ ろ し いで し ょ うか 。 

加 藤 : う 一 ん 、 じ ゃ 、 大 学 の 前 の 喫茶 店 は どう で すか 。 

モー カ | あ 、 い いと 思い ます 。 そ れ で は 、 明 日 の 6 時 に 大 学 の 前 の 只 茶 店 で お 待ち し て いま す 。 

加藤: 分かり まし た 。 じ ゃ 、 明 日 、 6 時 に 喫茶 店 で 。 

モニ カ : は い 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 どうぞ よろ し く お 願 いい た し ます 。 


モニ カ : 今日 は 、 お 忙し いと ころ 、 お 時 間 を 作っ て 下さ っ て どう も あり が と う ご ざ いま す 。 

加 藤 : いえ いえ 。 

モー カ : 後 で も う 一 度 聞き 直し た い の で 、 録 音 させ て (torecor) い た だ いて も よろ し いで し ょ うか 。 

加 藤 : ええ 、 も ちろ ん いい で す よ 。 

モニ カ : で は 、 イ ンタ ビュ ー を 始め させ て いた だ きま す 。 

加 藤 : は い 、 ど う ぞ 。 

モー ニカ : 今日 は 、 俳 名 と 川柳 に つい て お 伺い し た いん で す が 、 如 藤 さ ん は 俳 名 と 川柳 と どちら の 
方 が お 好き で すか 。 

加藤 : う 一 ん 、 川 柳 で すね 。 俳 名 も 好き だ けど 。 

モー カ : そう で すか 。 実 は 、 私 も 川相 の カ が 好き な ん で す が 、 加 藤 さ ん は 、 川 柳 の 魅 旋 は どん な 点 
に ある と お 考え で すか 。 

加藤: そう で すれ ね 。 ど ちら か と いう と 、 俳 名 より 川柳 の 方 が 親しみ や すい し 、 読 ん で いて 笑え る 
と いう 点 で し ょ うか 。 

モー カ : ああ 、 な る ほど 。 ど うし て 俳句 より 川柳 の 方 が 親しみ や すい と お 感じ に な り ま すか 。 

(イン タビ ュー を 続け る ) 

モニ カ : 今日 は 、 お 忙し いと ころ 、 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 大 変 勉強 に な り ま し た 。 
加藤 さん の お か げ で 、 い い レ ポー ト が 書け そう で す 。 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 

加藤 : どう いた し まし て 。 お 役に立て て 、 私 も 嬉し いで す 。 レ ポー ト 、 頑 張っ て 下さ い 。 


13 | 日 本 人 と 自然 


四 イ ィ インタビュー 還 | 


い 日 本 人 ( 目 上 の 人 や よく 知ら な い 人 ) に イン タビ ュー し まし ょ う 。 
・ イ ンタ ビュ ー で 聞く 質問 を 五 つ 以上 用 意 し な さい 。 


・ 初 め て 会 う 人 に は 自己 紹介 を し て か ら 、 イ ンタ ビュ ー を 始め な さい 。 


や > 目 上 の 人 や よく 知ら な い 人 に イン タビ ュー を 依頼 する (to request 


学生 : あの う 、 実 は 、 今 、 日 本 語 の 投 業 で に つい て 旬 強 し て いる ん で す 。 

日 本 人 A: 6 

時 生 記 それ で 、 選び A さん に に つい て お 庄 を 伺い た い の で す が 、 少 し お 時 間 
を AA た だ け ょ YO し ょ の み > 

日 本 人 A: o 

学生 : あり が と うこ ざい ます 。A さ ん は 、 い つが ご 都 含 が よろ し いで し ょ うか 。 


(会 う 日 、 時 間 、 場所 を 決め て 確認 する (to confirm) ) 


学生 : それ で は 、 ど う ぞ よろ し く お 願 いい た し ます 。 あ り が と う ご ざ いま す 。 


や > 目 上 の 人 や よく 知ら な い 人 に イン タビ ュー する 


学 生 : 今日 は 、 お 忙し いと ころ 、 お 時 間 を 作っ て 下さ っ て どう も あり が と う ご ざ いま す 。 

日 本 人 A: 0 

党 生 : 後 で も う 一 度 開き 直し た い の で 、 録 音 さ せ て (torecord) い た だ いて も よろ し いで し ょ うか 。 
日 本 人 A: o 

学 生 : で は 、 イ ンタ ビュ ー を 始め させ て いた だ きま すず 。 

日 本 人 A: o 

学生 : 今日 は 、 に つい て お 伺い し た いん で す が 、 
日 本 人 A: e 

学生 生 : 1 ぞ で 20 ボカ まき の 


(イン タビ ュー を 続け る ) 


学生: 今日 は 、 お 忙し いと ころ 、 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 ( 何 か 一 言 付 け 加え る ) 


へ 
へ 


岡 : は い / え え 
そう で すか / そ う で すね 
な る ほど 
その 通り で すね / お っ し ゃ る 通り で すね 
そう か も し れ ま せん ね 


ィ インタビュー 切な 


> 親しい 日 本 人 に イン タビ ュー し まし ょ う 。 
・ イ ンタ ビュ ー で 聞く 質問 を 五 つ 以上 用 意 し な さい 。 


>> 親しい 日 本 人 に イン タビ ュー を 依頼 する (to request) 。 

学生: 実は 、 今 、 日 本 語 の 授業 で に つい て 勉強 し て いる ん だ けど 。 

日 本 人 A: o 

学生 : それ で 、A に に つい て 色々 聞き た いん だ けど 、 ち ょ っ と 時 間 な い ? 

日 本 人 A: の 

学生 : あり が と う 。 い つ な ら れい り 大 丈夫 } ? 

日 本 人 A: o i 

学生: うん 、 分 か っ た 。 場 所 は どこ に し よう か ? 

日 本 人 A: o 

学生 : うん 。 じゃ 、 で れ ね お あり が と 9 。 


(会 う 日 、 時 間 、 場所 を 確認 する (to confirm) ) 


や > 親しい 日 本 人 に イン タビ ュー する 。 


学 生 : 今日 は 、 忙 し い の に ご めん ね 。 

日 本 人 A: o 

学 生 : 後 で も う 一 度 開き 直し た いか ら 、 録 音 し て (torecord) も いい か な ? 

日 本 人 A: 

学 生 : じゃ 、 始 め る れ ね 。 

日 本 人 A: 0 

学 生 : 今日 は 、 に つい て ちょ っ と 聞き た いん だ けど 、 ? 
日 本 人 A: o 

学生: そう 8 ? 


(イン タビ ュー を 続け る ) 
学 生 : 今日 は 、 ほ ん と に どう も あり が と う 。( 何 か 一 言 付け 加え る ) 


東 護 


ゅ ょ イン タタ ビ ピュー の 報告 を し て みよ う (to report) 。 
〇 名 前 : 
QO 職 業 (occupation) 8 
O 〇 面白 か っ た 話 : 
0 勉強 に な っ た こと :: 
〇 その 他 : 


* ぁ | 日 本 人 と 自然 


・ 小 さい 二 十 代 の 優し い 先 生 で し た 。 【 読 1: 7.8-9】 

The suffix 代 is used with ten or its multiples to describe someone's approximate age, Or With ten or its 
multiples and 年 to refer to a certain decade. 

10/20/30/etc. + 代 = one's teens/twenties/thirties/etc. 

1900/1910/1920/etc. + 年 代 = 1900s/1910s/1920s/etc. 

a. 10/20/30/etc. + 代 b. 1900/1910/1920/etc. + 年 代 | 


1. 彼 は 20 代 で 会 社 を 作り 、30 代 で 、 大 金持ち に な っ た 。 

例文 2. 私 は 10 代 で 結婚 し て すぐ 子供 を 産み 、 40 代 で 孫 が 産ま れ 「 お ば あさ ん ] に な り ま し た 。 

9. 1980 年 代 の 後半 か ら 1990 年 代 の 初め にかけ て の 日 本 の 経済 は 「 バ ブル 経済 」 と 呼ば れ て いる 。 

(②~( の ) 次 
・ も ん ペペ 姿 だ っ た か な あ 、~ 【 読 1:79】 

8 . 野山 を か け ま わる 子供 の 姿 を 温か く 見 つめ て いて くれ た の だ と 思い ます 。 【 読 1: 769-71】 


: 姿 means “appearance figure.” It is used to describe someone's external appearance, i.e., SOmeone's 
説明 form or physical appearance: someone's appearance in certain clothing or the Way someone appears 


when he/she is doing something. 」 
iN 姿 =in~;wearing て N の 姿 = one's appearance; in ~ ; wearing ~ 
| V-plain.non-past 姿 =the way one V 5 


「a.N( の ) 姿 : 着物 姿 : 女性 の 次 b.V-plain,non-past 姿 : 歩 く 姿 : 話 し て いる 姿 
1. 日 本 で は 秋 に な る と 仕事 の 面接 に 行く スー ツ 姿 の 学生 が 増え る 。 

例文 2 現代 の 日 本 の 女性 の 姿 を 見 て いる と 、 女 性 は 本 当 に 強く な っ た な あと 思う 。 
3. 母 が 病気 で 苦し む 姿 を 見 て 、 私 は 将来 医者 に な ろう と 心 に 決め た 。 


(3③)Verb て は 、Verb 
本 文 ・ 僕 ん ちの 前 を 通り か か る と 、 中 を の ぞい て は 声 を か け て くれ た も の で す 。 【 蔽 410-19 


The construction Ve は V is used when a set of actions is repeated over a period of time. Ve は V can 
be repeated, as seen in Ex. 3. 


: V」 and V repeatedly/over and over again/many times/etc. 


コ 


Vr-te は 、V2 

1. 作文 が うま く 書 け な く て 、 書 いて は 消し 、 消 し て は 書い て いた ら 、 朝 に な っ て し まっ た 。 
2. 僕 の 犬 は 散歩 に 連れ て 行く と 、 ち ょ っ と 歩い て は 立ち 止ま っ て 鼻 を クン クン させ 、 な が な か 
前 に 進ま な い 。 

3. 今日 は 朝 か ら 、 雨 が 降っ て は や み (to stop) 、 降 っ て は や み し て いて 嫌 な 天気 だ 。 


例文 


《⑩Verb た も の だ 
示 支 ・ 僕 ん ちの 前 を 通り か か る と 、 中 を の ぞい て は 声 を か け て くれ た も の で す 。 [区 10-12 


説明 V-plain.past も の だ is used to describe in a nostalgic fashion what someone did or what happened in the past. 


英訳 used to ~ ; would 
文型 Vplain.past も の だ 


| | 人 と が ーーー 


本 本 会 社 へ の 行き が け に 銀行 に よっ て 、 お 金 を お ろ し て 行こ う 。 | 
2. 高校 生 の 頃 は 、 学 校 の 帰り が け に 友達 と 映画 を 見 た り 、 本 屋 に 行っ た り し た も の で す 。 | 


・ 俳 句 は 17 の 音 ま け で 作ら れる 世界 で 最も 短い 詩 で す 。 【 読 2:11-2】 


N/V だ け で is used to express the idea that just X or just doing X is fme or good enough or that one 
説明 
: can do something just with X or by doing X. 


1. 子供 の 頃 は 、 毎 年 夏休み に な る と 、 家 族 と 海 に 泳ぎ に 行っ た る の で す 。 < 
:2. 大 学 時 代 は 、 よ く 遊 び 、 よく 勉強 し 、 そし て よく スポ ー ツ を し た も の ただ 。 

3. 携帯 電話 が な か っ た 頃 は 、 よく 友達 を 待た せ た り 、 逆 に 待た せら れ た り し た も の だ が 、 今 は 
すぐ 連絡 で きる の で と て も 便利 だ 。 


た ん だ ん 回 
本 文 ・ だ ん だ ん 日 が 落ち て 、 辺り が 紫 色 か ら 、 だ いだい 色 に 変わ っ て いく 一 [ 読 ル 415-17] 


: だ ん だ ん is used to indicate that a state chan es gradually. Thus, it ith ~ 
ghgrin dhe oiiy geS gradually. Thus it often occurs with ~ て いく ,~ て く 


英訳 gradually;little by little; bit by bit 
1. 毎日 日 本 語 で 話す よう に し て いる と 、 だ ん だ ん 上 手 に 話せ る よう に な り ま す よ 。 
2. 春 に な っ て 、 だ ん だ ん 暖か く な っ て きた 。 
例文 3. せっ か く 4 年 間 も 日 本 語 を 勉強 し た の に 、 大 学 を 卒業 し て か ら あ まり 使わ な か か っ た ら 、 だ ん た だ 
ん 忘れ て し まっ た 。 
:4. この ネコ 、 捨 っ て きた 時 は 死に そう だ っ た けど 、 だ ん だ ん 元気 に な っ た ん だ 。 


⑥~ に っ れ て 用 
暗く な る に つれ て 刻 一 刻 変わ る 自然 描写 を し た 。 【 読 1:7717-19】 


人 に つれ て indicates that something takes place as X Occurs. X be ei 
Sr Ss DC g p s. X can be either a verb or the stem of a 


英訳 as ~;with ~ 


例文 


| just with ~ ; just by V-ing; just V-ing (is fine/enough/etc.) ; just N (is fine/enough/etc.) 
a.N だ け で : 日 本 語 だ け で : 漢 字 の 勉強 だ け で 
D.Vr-plain だ け で WV:( イ ンタ ーネット で ) 注 文 (する / し た } だ け で 
NR {V-plain.non- pastN} だ け で {いい / 十分 (enough) ) だ /etc}: ビデ オ を 見 る だ け で いい : 英和 辞典 だ け で 
夫人 分 だ 
1. 日 本 に 行っ た ら 、 英 語 は 使わ な か いで な る べく 日 本 語 だ け で 生活 する つも り だ 。 
2. この 植木 (plant) は 2 週間 に 一 度 水 を や る だ け で いい で す よ 。 世話 が 簡単 で す 。 
例文 3. スミ ス さ ん は 自分 で 勉強 し た だ け で 、 日 本 語 が 話せ る よう に な り ま し た 。 
4. お 金 を 入れ て ボタ ン を 押す だ け で 、 温 か い ラ ー メ ン が 出 て くる 自動 販売 機 が ある 。 
5.「 飲 な だ け で や せら れる 薬 ] な ど と いう 広告 (adverisemen) は 信じ な い 方 が いい で す よ 。 


⑩ あ まり に (も ) | 
本 文 ・ あ まり に も 一 般 的 に な っ て し まい 、 俳 句 が も と も と 日 本 の も の だ ~ 【 読 2:73】 


説明 あま り に (も ) indicates that the degree of something is excessively high. It is commonly used in formal 
language. 


文型 a.Vnon-pasLaff に つれ て : 文法 が 分 か る に つれ て b. N に つれ て : 経 済 の 発展 に つれ て 

1 暖か く な る に つれ て 、 雪が 溶け 、 木 が 緑 に な っ て いく 。 
例文 2. 日 本 語 き が 上 手 に な る に つれ て 、 日 本 人 と 話す の が 取 ず か し く な く な っ て きた 。 
に 1 技術 の 進歩 (progresy) に つれ て 、 私 達 の 生活 は 便利 に な っ た 。 


英訳 too: excessively so 
「a. あま り に (も ) {AANa だ } : あま り に (も ) 古い: あま り に (も ) 不 自然 だ 
. あ まり に (も ) {AdWANa に /A-stem く }: あま り に (も ) っ くり : あ まり に (も ) 簡 単に に あま り に (も ) 速 く 
. この 読み 物 は 、 あ まり に も 漢字 が 多 す ぎ て 、 何 が 書い て ある の か まっ た く 理 解 で き な い 。 
2. 隣 の 家 の パ ー テ ィ ー が あま り に うる さか っ た の で 、 警 察 に 連絡 し た 。 
- あま り に 便利 な 生活 は 、 人 間 を 駄目 に する と 思う 。 


(の Verb-7asu 上 げ る 
本 文 ・ 教 室 で よく 作文 を 8 読み 上 げ ら れ 、~ [ 読 1: 選 28.29】 


Affixed to the masu-stems of verbs, 上 げ る forms compound verbs, adding meanings such as “finish 
something up,” “upward” or “to a great extent.” The meaning is determined by the preceding verb. 


英訳 up; finish up V-ing 


・ 俳 句 を 作る に は いく つか 規則 が あり ます が 、 主 な も の は 次 の 三 つ で す 。 【 読 2: 714】 


に は indicates purpose in general statements (often stating the speaker's judgment about an action in 
terms of its effectiVeness, convenience, necessity etc.) . に は can also mean “when” (= ~ 時 に は ). Verbs 

or nouns can precede に は . Note that when た め に js used, the predicate in the main clause describes 
: an action. Compare the following examples: 


説明 漢字 を 覚え る に は フラ ッシュ カー ド { が 効果 的 だ [judgment] /x を 使っ て いる [action]}。 
| ・ 漢 字 を 覚え る た め に フラ ッシュ カー ド { を 使っ て いる / x が 効果 的 だ } 。 
た め に は can be used to indicate judgment。 as shown below: 
| ・ 漢 字 を 覚え る {に は / た め に は } フ ラッ シュ カー ド が 効果 的 だ 。 


英訳 to: in order to for; for the purpose of; when 


mu ] a. V-plain.non-past.aff に は : 見 る に は : 話 す に は 
b. N に は (N:the stems of suru-verbs (i.e., VN) or the direct object of する ): 旅行 に は : 仕事 に は 


Vas り 上 げ る : 書き上げ る : し 上 げ る : 縛り 上 げ る ( (to tie up) ; 磨き 上 げ る (to polish) ; 
読み 上 げ る (to read aloud) : 持ち 上 げ る : : 攻 あ 上 げ る (oon up, boot up) 

1. 今日 中 に この レポ ー ト を 書き 上 げ て し まわ な けれ ば な ら な い 。 

2 この 荷物 は 重 す ぎ て 誰 も 持ち 上 げ る こ こと は 出来 な い が 、 機 械 な ら 簡 単に 持ち 上 げ ら れる 。 
記 日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 達 が 、 自分 達 で 日 本 語 の ブロ グ サ イ ト を 立ち 上 げた 。 
: 4. 泥棒 は コン ビニ の 店 員 を 縛り 上 げ て 、 レジ の お 人 金 を 盗ん で 行っ た 。 


例文 


(⑧)Verb-masu が け に 
本 文 ・ 学 校 の 帰り が け に 見 た 、 渡り 鳥 が 横 一 列 に な っ て 飛ん で 


説明 が け に with the zzsz-stems of motion verbs like 行く , 来 る and 帰 る means “on oness way.” 


行く 光景 も 【 読 1:/.58-60】 


英訳 on ones way 


文型 Vas が け に (V=motion verbs) : 行き が け に i 来 が 
き 


け に : 帰 り が け に 


1. 漢字 を 覚え る に は 、 フ ラッ シュ カー ド を 作る の が 一 番 で す 。 

2. 東京 か ら 京都 に 行く に は 、 新 幹線 が 速く て 便利 で す よ 。 

: 3. この 情報 を 見 る に は 、 こ の ソフ トウ ェ ア を イン スト ー ル する 必要 が あり ます 。 

4. 風邪 の 予防 (prevention) に は 、 ビ タ ミ ン C を た くさ ん 取っ て 、 よ く 寝 る の が 効果 的 で す 。 
i 5. 海外 旅行 に は は 、 こ の スー ツケ ー ス を 持っ て 行く と 便利 で す よ 。 


《 だ いた い 
本 文 ・ 季 語 は だ いた い 次 の 四 つ の カテ ゴリ ー に 分 類 で きま す 。 【 読 2 720.21】 


: だ いた い means “most; almost: nearly (all) : approximate.” The meaning changes depending on what 
説明 : だ いた い modifes, as seen in 英訳 . 
えい 


: だ いた い V=mostly Vi nearly V; almost V ] 


英訳 だ いた い の N = most Ni almost all Ni approximate Ni rough N 
だ いた い Number/Amount = approximately Number/Amount 


| 文型 :a. だいたい V b. だ いた い の N c. だ いた い NumberAmount 大 
1. 先生 の 説明 を 聞い て 、 こ の 言葉 の 意味 は だ いた い 分 か っ た けれ ど 、 ま だ 上 手 に 使え な い 。 
2. この 大 学 で は 、 だ いた い の 学 生 が アル バイ ト を し て いる 。 
例文 3. だ た いたい の 数 は 分 か り ま す が 、 正確 な accurate) 数 は 調べ て みな いと 分 か り ま せん 。 
4. 1 年 生 の クラ ス で は 、 だ いた い 20% ぐら い の 学 生 が 、 日 本 に 行っ た こと が ある よう で す 。 
に 鍋 (pop に 、 だ いた い 3 分 の 2 ぐら いま で 、 水 を 入れ て 下さ い 。 


⑬Noun に {お ける / お いて } 
本 文 ・ 切 れ 字 は 俳句 の リズ ム に お ける 休み の よう な も の で 、… 大 2.730】 昌 


説明 The compound particle に お ける indicates the place or time of an action, event or state. The Pre-Verbal 
form is に お いて . Both are used only in formal language. 


in; at on; during 人 | 
a. Ni に お ける NL: 日 本 に お ける 生活 b. N に お いて V: 日 本 に お いて 生活 する 
1. アジ ア に お ける 歴史 に 関す る 問題 は 、 解 決 が 難し そう で す 。 ] 
2. 1964 年 に 東京 に お いて 夏 の オリ ン ピ ッ ク が 行わ れ た 。 1998 年 に は 、 長 野 に お いて 冬 の オリ ン 
例文 ピック が 開か れ た 。 
83. 7 時 か ら 大 学 の ホー ル に お いて 学生 会 議 を 行い ます 。 
4. 過去 に お いて 、 そ の 問題 に つい て 誰 も 対策 を 考え な か っ た と いう わけ で は な い 。 | 


本 文 ・ 作 者 が 意図 し た 意味 を 理解 で きる か どう か も また 、 と て も 大 切な こと で す 。 【 読 2. 7.45-46】 


説明 In this usage も また means the same as も : however it is more emphatic and formal than も . また has 
: SeVeral meanings, but in this use また is synonymous with も . 


| as well; also; too 

1. 暑い の は 好き で は な い が 、 寒 い の も また 苦手 だ 。 
例文 2. 日 本 語 は 話せ る だ け で な く 、 読 ん だ り 書い た り 出 来る こと も また 大 切 で す 。 
3. 俳 名 だ け で な く 、 短 歌 も また 日 本 を 代表 する 文学 の ー つ と し て 知ら れ て いる 。 
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= | 日 人 と 自然 


⑯⑮ な ん た 回 
:・ な ん だ 、 そ うか 。 [会 :731) ーー 
TCSS 


: The literal meaning of な ん だ is “What is X?” However it can also be used as an interjection to exp 
: the speaker's slight surprise. 


oh! H 

1 A: ね 、 田 中 先生 、 来 年 、 結 婚 す る ん だ っ て ! 

| B: え 一 、 知 ら な か っ た の 。 み ん な 知っ て る よ 。 先 生 が 先週 クラ ス で 話し た か ら 。 
A: な ん だ 、 そ うだ っ た ん だ 。 私 、 先 週 、 ク ラス 休ん じゃ っ た か ら 。 

52 な ん だ 、 も う 食 べ ち ゃ っ た の 。 一 緒 に 食べ た か っ た の に 。 

3. な ん だ 、 ま だ 宿題 終わ っ て な い の 。 早 くし な いと 、 授 業 が 始ま っ ちゃ う よ 。 


⑯ ほ 5 回 


:・ ほ ら 、 こっ ちの 川柳 の サイ ト も 面白 いよ 。 (会 :731】 


7 | 


: The interjection ほら is used to draw the hearer's attention to something. 


: Look!: See?; Come onl! 

: 1. ほら 、 こ れ 、 見 て 。 リ リー が 子犬 の 時 の 写真 。 か わい いね え 。 時 | 
: 2. ほら 、 私 が 言っ た 通り で し ょ 。 

名 。。 後 1 キロ で ゴー ル だ よ 。 が ん ば れ ! 

4 あ 、 ち ょ っ と 、 静 か に し て ! ほら 、 鳥 の 声 が 聞こ える ! 
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漢字 表 


日 本 に は 俳句 の 他 に も 和歌 / 短 歌 と いう 五 七 五 七 七 の 31 音 で 作る 詩 が あ り 


- 田 RW 読み 方 ・ 書 さ 方 を 覚え る 漢字 ” 較 H 読み 方 を 覚え る 漢字 | 5 祝 
1 足り る た り る 1 tg dn RR 9 ます 。 そし て 俳句 を 作る 人 を 俳人 と 言う の に 対し て 、 短 歌 を 作る 人 は 歌 人 と 言 
2 印象 PRS 0 0 上 | いま す 。 和 和歌 / 短 歌 の 歴史 は 俳句 より 古く 、 一 番 始 め に 作っ た 人 は 、 神 話 上 の 
8 だ も 本 - だい 読 ] 3 観察 Smo | 人 物 で ある 天 照 大 神 の 弟 の 須佐 之 男 命 だ と 言わ れ て いま す 。 な ぜ 31 音 の 詩 に 
4 景色 けし き 読 4 勝手 (な ) mar に i 「 和 和歌 ] と 「 短 歌 ] と いう 二 つ の 言い 方 が ある か と いう と 、 大 昔 は 和歌 に は 長 
5 自然 『 し ぜん 読 ] 5 文章 re " か ドル | 歌 な ど 他 の 形式 も あり まし た が 、 平 安 時 代 以 降 (andlate)31 音 の 詩 だ け を 和 油 上 と 
6 細か い こま か い 読 6 君 きみ し 呼ぶ よう に な り 、 そ し て 明治 に な っ て 和歌 は 短歌 と 呼ば れる よう に な っ た か ら 
7 思い 出す お も い だ す 読 1 7 ( 水 が ) 張 る は る lk EE > 
Aa ゆめ 読 1 8 飛ぶ と ぶ 
9 両手 りょう て 読 9 俳句 / 名 は いく 7/ く 販 8 世紀 に 完成 され た 万葉集 」 と いう 歌集 は 20 巻 
10 通じ る つう じ る 読 10 昼寝 ひる ね ぇ ル 読 (volume) で 4500 の 歌 が あり 、 一 番 古 い 歌 は 4 世紀 始め 
11 最大 (の ) さい だ い ( の ) 読 1 11 浮か ぶ うか ぶ 作ら れ た そう で す 。 歌 の 作者 は 天皇 や 貴族 (aristocrs り 
12 気 に な る き に な る 読 1 12 規則 き そ く < 販 っ か ら 農 民 (frmer 、 兵士 (soldier) な ど 様 々 で 、 男性 も 女性 
3 四季 上 き 読 13 季語 = hp も いま す 。 歌 に 詠ん で ある 内 容 は 、 恋 の 歌 、 人 生 の 副 
14 氷 こおり 読 14 要素 ょ うそ っ び や 苦 し み 、 日 常 生活 の 描写 、 社 会 問題 、 子 供 の 成長 
15 詩 し 読 1 15 分 類 ス ル 選ん る いえ ル 読 2 物語 や ファ ンタ ジー な ど が あり 、「 万 葉 集 ] を 通し て 当 上 
nt か ん どう メル 謗 2a 16 現象 げん し ょ う 読 2 時 の 人 の 考え や 生活 習慣 、 感 情 な ど を 知る こと が 出来 ーーー ーー 
| < ee tr M he こう せい ぇ ル 読 6 ます 。「 万 葉 集 と いう 名 前 は 「 万 の 言の葉 を 集め た ] htp:/www6 airnet.ne jp/manyo/main/index.html 
| 8 k Er か し 読 と いう 意味 で す が 、 と て も いい ネー ミン グ だ と 思い ませ ん か 。 最近 は 若い 人 で も 親しみ や すい よう に 、 
NN 6 6 いて TH 0 読 2 イラ スト な ど を 使っ て 楽し く 「 万 葉 集 」 を 説明 し た サイ ト も た くさ ん 出 て いて 、 万 業 の 心 は 現代 の 人 
人 Np va の は eh の 心 に も 深く 生き て いる と 思っ て いる 人 は 多い で す 。 
メ ” スル た ん じょう ぇ ル 読 ら 
22 池 いけ 読 2 本来 ほん らい 読 2 現代 の 短歌 で 有名 な の は 依 万 智 と いう 歌 人 が 出し た 「 サ ラダ 記念 日 』 と いう 歌集 で す が 、 そ の 中 の 
| og 2 の いと ぇ ル 読 2 短歌 を 紹介 し ます 。 五 七 石 モ セ の 音 の 切れ 目 に 「/」 を 入れ て 、 ど ん な 情景 や 気持 ち を 詠ん だ 歌 か 考 
w = し 24 形式 けい し き 会 えて み ま し ょ う 。 
25 味わう あじ わ う 読 ら 25 手段 し ゅ だ ん 会 に: 
26 感想 ここ なこ rr ーー - [この 味 が いい ね | と 君 が 言っ た か ら 七 月 六 日 は サラ ダ 記 念 
2 浅い ・ びじん 会 27 孫 と a [ 案 い ね 」 と 話し か けれ ば 「 案 いね 」 と 答え る 人 の いる あたたか さ 
2 a 
1 M に の 28 娘 むす め 会 一 年 は 短い けれ ど 一 日 は 長い と 思っ て いる 謎 生日 ( 字 余り ) 
30 交通 っ hs [サラ ダ 記 念 日] / 依 万 智 ( 著 )/1989 年 / 河 出 書房 新 社 


短歌 は 俳句 の よ うに 季語 は いり ませ ん し 、 俳 句 より 言葉 の 数 が 多い の で も っ と 気持 ち を 表し や すい 


: 新しい 漢字 
で すす 3 俳句 や 川柳 だ け で な く 短 歌 に も 挑戦 し て み ま せ ん か 。 


: 新しい 読み 方 


前 に 習っ た 単語 
: 前 に R で 習っ た 漢字 
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Sentence-final particles( 終 助詞 )-Part 2 


よ 


3. Gendered particles 


Some sentence-final particles are commonly interpreted as markers of gender. For example, な , a variant 


of ね ,is generally thought of as masculine and is typical of male speech. Some examples follow: 
8. ハリー は 明日 の パー ティ ー に は 行か な いな 。 [male] 
b. この 時 計 は 日 本 製 だ な 。 了 [male] 


Note that な also indicates that the hearers status is equal to or lower than that of the speaker 
and that they have a close relationship. In casual conversation, な with falling intonation is also 
commonly used by female speakers (e.g., これ 、 い いな 。: 私 も 行き た いな 。). 


Another gendered particle, わ (with rising intonation) , is a Stereotypical feature of feminine speech. 
While widely used in literature, the use of わ is not common in actual Practice, particularly among 
young people. 


c. 私 も 行く わ 。 フ [female] 
dd. この ケー キ 、 本 当 に お いし いわ 。 ナ [female] 


4. Double sentence-final particles 


In some situations, two sentence-final Particles are used together. For example, か な indicates that 
the speaker is questioning himself/herself and in this way it is similar in function to “I wonder” in 
English. 


@. 今度 の テス ト は 難し いか な 。 [self-addressed question] 
{ 今晩 の パー ティ ー に は 何人 くら い 来 る か な 。 [selfLaddressed question] 


か な can be used with either rising intonation or falling intonation. When か な js used with rising 
intonation, the question sounds more like the speaker is addressing himself7herself 


Another double-particle, よね , functions similarly to ね , except that よね is used when the SDeaker 
is uncertain of his/her memory or judgment. Thus, when the speaker is certain that a statement is 
correct, よね cannot be used, as in (⑪). 


9. あの 人 は 日 本 人 だ ね 。 [confirmation] 
h. あの 人 は 日 本 人 だ よね 。 [confirmation:the speakeris not very certain] 
| A: 今日 は 暑い で す {ね /x よ ね }。 ゝ [asking for agreement] 

B: ええ 、 本 当 に 。 


RN 


日 本 の 政治 


「 政 治 家 に な る た め の 条 件 ] 
日 本 の 政治 制度 、 世襲 議員 、 
タレ ン ト 議員 の いい 点 と 問題 点 、 
マ 呈 受 后 2 ト 
馬 匠 .…………. 意 見 を 言う / 賛 成 を する / 反対 を する 


日 本 の 皇室 


に 
よう 


日 本 の 国会 (be Die) や 政治 (politics) 制度 に つい て イ ンタ ーネット や 本 で 調べ て 、 区 | 


多く 、 地 球 温 蝶 化 や 貧困 地域 の 子供 の 教育 な ど 、 世 界 的 問題 に 関し て リー ダー シッ プ を と れる 人 物 が 
いな い 、 つ まり 、 世 界 的 に 注目 され る 政治 家 が いな いと いう こと で ある 。 
さて 、 日 本 で は どん な 人 が 政治 家 に な る 、 あ る い は 、 な れる の だ ろう か 。 日 本 の 牙 治 の 基本 は 議 | 
会 抽 民主 主義 で 国会 は 和議 院 と 参議 院 で 構 成 さ れ て いる 。 人 々 か ら 攻 治 家 と し て 認め られ る 一 | 
の 方 法 は 、 選 挙 で 選ば れ て この 来 議院 議 買 か 参議 院 議員 に な る こと だ 。 し か し 、 こ の よう か 国会 
識 員 に な る こと は と て も 難し く 、「 選 挙 戦 ]、 す な わ ち 、 選 挙 の た め の 厳し い 戦 い に 勝た な けれ ば な 
ら な い 。 | 
で は 、 ど うす れ ば この 戦い に 勝て る の だ ろう 。 日 本 で は 昔 か ら 、 選 挙 に 勝つ た め に は 「 ジ バン 、 
15 カン バン 、 カ バン 」 の 三 つ が 大 切 だ と 言わ れ て きた 。 ま ず 、「 ジ バン | と いう の は 立候補 を する 地 | 
城 の こと で 、 候 補 者 が その 場所 に 地縁 や 血縁 な どの 縁 が あれ ば 選挙 に 勝て る と いう 意味 で ある 。 緑 
と いう の は 「 何 か と の つなが り 」 と いっ た 意味 で 、「 ジ バン が ある 」 と いう の は 、 す な わ ち 、 出 身 
| 地 や 出身 校 、 知 り 合い 、 友 達 、 親 成 な ど を 通し て その 地域 に 強い ネッ トワ ー ク を 持っ て いる と い 
| 2 | ちな た の 国 の 政 浴 に つい て 、 次 の こと を 調べ な さい 。 放 。 うこ と だ 。 次 の 「 カ ン バ ン 」 は 看板 の こと で 、 候 補 者 が 有名 人 で ある 、 い い 学 歴 や 経歴 が ある な | 
| tis | 20 ど 、 国 民 に 強く アビ ー ル する 個人 的 な 条件 の こと を 言う 。 例 えば 、 テ レビ タレ ント や スポ ー ツ 選手 | 
ドー he や 大 学 教授 が よく 選挙 に 出る の は 、 強 い 「 カ ン バ パン | を 持っ て いる か ら だ 。 そ し て 、 最 後 の 「 カ バ | 
語ら た 人 ん が 多い で 寺 か 。 | ニン 」 は 塊 の 中 に 入っ て いる お 金 、 つ まり 選挙 の た め に 使え る お 金 の こと で ある 。 選 挙 に 使う こと | 
が 出来 る お 金 は 一 応 法律 に よっ て 決め られ て いる が 、 実 際 は それ 以上 の お 人 金 が 必要 で 、 以 前 は 「 ニ 
当 一 落 ] と きっ て 、2 億 円 で 当選 、1 億 円 で 落選 と 言わ れ て きた 。 現 在 は 選挙 制度 や 法律 が 改正 さ 
25 れ 、 昔 ほど お 金 が か か ら な く な っ た が 、 そ れ で も た くさ ん の お 人 金 が 必要 な の は 事実 だ 。 
こ こま て で 読ん で 少し 不思議 に 思っ た 人 が いる か も し れ な い 。 選 挙 で 勝つ た め の 条件 の 中 に 、 国 民 


| 
NL か ら 適 当 な 言 言葉 を 選び 、 () の 申 に アル ファ ベッ ト を 入れ て 表 を 完成 し な さい 。 1 あな た は 今 の 日 本 の 総理 大 臣 の 名 前 が 言え る だ ろう か 。 他 の 日 本 の 政治 家 の 名 前 は ? 残念 な が ら 、 
UL i 0 = i 人 お そら く 多 く の 外 国人 は 日 本 の 政治 家 の 名 前 を あま り 知ら な い だ ろ う 。 ア ジア の 一 部 の 国 を 除い て 、 
ll I "て ん 人 MC の みん 1 お 6. 以 兄 f. 6 臣 

| ve し 4 ぎいん せい と う そう り だ いじ ん 日 本 の 政治 家 は 国外 で は ほとん ど 知ら れ て いな いよ う で ある 。 な ぜ 国 際 的 に 知ら れ て いる 日 本 の 
I HN 
| || (C0 と あな た の 国 の 政治 制度 を 図 を 使っ て 治 家 は 少な い の だ ろう か 。 そ れ に は 、 二 つの 理由 が 考え られ る 。 一 つ は 、 外 国 で は 日 本 の 経済 状況 
川 | £5 説明 し て み ま し ょ う ! 日 本 語 に な 5 に は 関 パ が 持た れる けれ ど 、 政 治 へ の 関 い は 低い た め に メデ ィ ア が 日 本 の 政治 に つい て あま り 報 道 
[NN い 言 葉 は 英語 を 使っ て も いい で す 。 
I HE (社会党 ) し な いと いう こと が ある 。 も う 一 つの 理由 と し て は 、 日 本 の 政治 家 の 関心 は 国内 に 向け られ る こと が 

| 


— 
© 


本 文 を 読む 前 に 


UN 
| し と ん な 選挙 (dscion) が あり ます か 。 


NI 選挙 で 勝つ た め に は どん な こと が 必要 だ と 思わ 
れ て いま すか 。 


か どん な 有名 な 政治 家 が いま すか 。( 二 人 以上 ) 
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MAA 天 9 大 臣 
9 に 王 土 9 
¥ 0 
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te 


14 朋 | 日本 の 政治 一 ーー 


と 太字 覚え る 単語 


に と っ て 一 番 大 切な は ず の 政策 が 入っ て いな いか ら だ 。 も ちろ ん 候補 者 は 選挙 演説 で 、 議 員 に な っ 
た ら ど の よう な 政治 を し た いか 、 政 治 家 と し て 何 を 目指 し て いる か と いっ た こと を 話す が 、 残 念 な が 


1 政治 : せ いじ 1 N ipolitics | 政治 家 (N) politician 「F 
ら 、 日 本 で 選挙 の 結果 を 左右 する の は 、 政 策 よ り も や は り ど の ぐら い 強 い 「 三 バン ] が ある か な の た 。 2! 条件 : じょう けん | N iconditions TH 
30 "その た め 、 強 い 「 三 バン | を 持っ て いて 何 回 も 当選 し た こと の ある 有名 議員 が 政治 家 を や め る 時 3 総理 大 臣 | そう り だ いじ ん 才 : Prime Minister | 1 
に は 、 その 子供 が 後 を つい で 立候補 する と いう こと が よく あり 、 そ うい う 人 達 は 二 世 議員 と 呼ば れ 4 [国外 こく が い ュ : outside the country 3 
: td 5: 関心 : か ん し ん 1 N : ji : 
る 。 ま た 、 議 員 の 中 に は 、 二 世 議 員 ば か り で な く 世 胃 識 員 も 多く 見 られ る 。 例 えば 、 戦 後 、 総 理 Pe PP 
に せい せ し ゅ う 6: 報道 ; ほう どう ij VN Lg report; press story | i 
大 臣 に な っ た 鳩山 一 郎 の 場合 は 、 子供 も 孫 達 も 政治 家 に な っ た し 、 最 近 で は 最も 長く 総理 大 臣 を 務 : ts SS | (を) 報道 する to cover (an event) ; report kr 
め た 小泉 純一 郎 も そん な 世 還 議員 の 一 人 で 、 祖 父 、 父 共に 政治 家 で あっ た 。 驚い た こと に 、2000 JE YE - miwmme | 
= ゅ ん い う ゅ う 8 : N i poverty 
35 議院 議員 : “3 に ん *ー. 世 き ンー 8 8 1 
年 の 衆議院 議員 選挙 て 当選 し た 候補 者 の 約 七 割 カ ー 世 議員 や 世襲 議員 だ ee た ジ \ う 2 2 も あ る 。 9: 地域 8 ちい き N i area; region ; 

し か し 、21 世紀 に 入り 3 日 本 で も よう や く 政 策 の 大 切 さ が 問題 に され る よう に な っ て きた 。 そ りー ダー ニン a : N ileadership | リー ダー シッ プ を と る (Phr) to act as leader : 7 
の た め 、 政 党 や 議員 候補 者 達 は 、 マ ニ フ ェ スト (政権 2 公約 ) を 発表 し て 選挙 を 戦う よう に な っ た 。 マ 二 : 注 目 ちゅう も く VN iattenGon | (に) 注目 する to pay attentioni take notice | 8 
ニラ フェ スト と いう の は 、 政策 の 具体 的 な 実行 計画 で 、 目 標 を 数 字 で 示し 、 ど こ か ら お 人 金 を も ら っ て も の ハン パル N Sehocof | 半 会 夫 民 記 者 NV prayesbor oo | 

が 13 : 国会 : こっ つかい SN : National Diet | | 
くる の か 、 い つま で に 実行 する の か な ど を 国民 に 分 か りや すく 約束 する も の で ある 。 最 近 で は 、 国 14 : 衆議院 : し ゅ う ぎ いん N 1 Lower House: House of RepresentatiVes | 
政 選挙 だ け で な く 、 知 事 や 市 長 な ど が 立候補 する 地方 の 選挙 で も 、 こ の マニ フェ スト が 発表 され る 15 参議 院 : きん ぎいん N Upper House; House of Councilors 1 10 
ト 上 うら 16 | 選挙 | せん き ょ N | election 

に = 17 : 議員 : ぎ いん N member of the Diet, Congress or Parliament 1 1 | 

この よう に 、 日 本 の 政治 家達 の 選挙 活動 の 仕方 や +2 ド に 、 — — ーーーーー ーー | 

家達 の 選挙 活動 の 仕方 や 内 容 は 少し ずつ 変わ っ て き て いる し か し 、 未 18 ! 選挙 戦 : せ ん き ょ せ ん i N ielection campaign/race 12 

だ に 「 ジ バン 、 カ ン バ ン 、 カ バン ] に 頼る 候補 者 が 少な く な い の も 事実 だ 。 選挙 の た びに 、 政 治 経 19 : 立候補 : り っ こう ほ Ww i candidacy | (~ に ) 立 候補 する NN ! 15 
験 の な い 有名 人 、 例 えば 、 テ レビ タレ ント や スポ ー ツ 選手 な ど が 候補 者 に な っ た り 、 引 退 す る 議員 20 候補 者 | こう ほし ゃ N icmndidat 「 
45 の 子供 が 親 に 代わ っ て 立候補 し た りす る 。 そ し て 、 毎 回 お 金 に 関係 し た 選挙 違反 の ニュ ー ス も 流れ 放線 : ね えん N territorial connection 
ン - 2 8 3 22 : 血縁 : け つえ ん N | lood relationship/tic ! 
る 。 い か に 日 本 の 選挙 が 「 ジ バン 、 カ ン バ ン 、 カ バン 」 と 結び つい て いる か と いう こと た 。 る 

むす 23 : 緑 : え ん N connectioni tie | 16 

も ちろ ん 、 ー 世 議 貞 や 世襲 議 貞 、 ある い は 、 有 名 人 か ら 議 員 に な っ た 人 で も 、 牙 治 家 と し て 立 24: つ な が り ; N ebghoot6n: link; relationship i 17 
派 な 人 は た くさ ん いる 。 し か し な が ら 、 政 治 は 国民 みん な の 生活 を 左右 する も の で ある か ら 、 父 や 2 | 出身 校 | しゅ っ し ん こう N ma mater : 
守 疾 が 議員 だ っ た か ら 、 テ レビ で 有名 に な っ た か ら と いう 理由 だ け で 、 そ の 人 た ち が 牙 治 家 に な れ kh ko EE 」 

0 る と し た ら 、 か な り 問 題 が あ 27 : 親戚 : し ん せき N irelative : 18 
ナハ dd ヾ ト * い アデ ュ カ ヽ a トキ ミ ム マス と 1 H ! 
ミタ 、 ] る の で は な い だ ろ うか 。 ま た 、 識 員 を 選ぶ 側 も 、 政治 家の子 供 だ か ら 、 28 : 看板 . か ん ば ん N iadvertising sign/display 
有名 人 だ か ら と いう 理由 だ け で 投票 する と いっ た 態度 を 考え 直す 必要 が ある と 思う 。 今 の まま の 29 : 経歴 : けい れき N personal history: career | 19 
状態 が 続く と 、 将 来 、 日 本 の 牙 治 は ある 一 部 の 人 達 だ まけ の も の に な っ て し まい 、 ま すま す 国 民 か ら 30: ア ビー ル | | fappeal| (- に / を ) ア ビー ル す る to appeal | 
能 れ て し まう 。 “aALAhA N | TV personality/talent の 
引 本 は ME 6 EE に 32 教授 : き ょ うじ ゅ | N iprofessor 21 
| っ か く 民 主 主 義 の 国 な の だ か ら 、 政治 家 は 国民 一 人 一 人 が 責任 を 持っ て 選ん で いか な け 33 当選 : と う せ ん : VN 1 getting elected; winning a prize | (一 に ) 当 選 す る 
55 れ ば な ら な い 。 い つか 、 日 本 人 政治 家 の 中 に も 世界 で 尊敬 され 、 名 前 を 知ら れる よう な 人 物 が 現れ る 34 : 落選 : ら くせ ん : VN ! failing to be elected | ( ~ー に ) 落選 する | 
よう に な る に は 、 ま ず 日 本 国民 一 人 一 人 の 意識 を 変え る べき な の だ ろう 。 35 改正 基き い | VN famendment; revision (of rules, law etcJ | (ご を も 改正 す る | 2 
参考 : 「 日 本 の 論点 GO04]/ 文芸 春秋 ( 編 ) /3003/ 文藝 春秋 36 政策 | せい さき く i N : policy; political measures ; 
EULA UA LDHIHUIUHHHIHUUUIUIHUIHIUUUUUIUUUHUUUIUUUUUUUUUUEUHUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUM 37 演説 えん ぜ つ VN (political) speech | 演説 する | } 
B 二 清 。 相 塊 め た 2 時 RRO 表 人 サ 誠 E | 較 訂 CO emptinessh 

東 知事 長 。 引 : 代わ っ て 5 記 傍 態 れ て 任 38: (一 の ) 後 を つく : あ と を つく | Phr Shariaomeone edooisteps : 

証 吉 " % 計 き 1 全 び 喜 39: 二 世 : に せい i i second generation : 31 
40! 世襲 : せ し ゅ う : N i heredity : 32 


14 朋 B*omaーーーーーー | 
中 | 


4 (一 を) 務め る | つと め る i mV ito serve; fill a post : 33 | } 討 庫 意見 を 言う / 賛成 を する / 反対 を する 


42: よ う や く | Adv finally : 36 | 
ね 政党 | せい と う | N iDoHGelDai ] 1 | トピック | | 
4 公約 や て | 


ij N i public commitmen/promise | 政権 公約 (N) manifesto ! 37 


5 具体 的 (な ) ET AN TRG ] 衣 上 すさん. 今日 は 、 僕 の 日 本 の 政治 に 関す る レポ ー ト の た め に 集まっ て いた だ いて どう 

46 実行 i は っ ごう | VN | cto odon | (~ を ) 実 行 する to put (ones) ideas into action 1 も あり が と う ご ざ いま す 。 も 2 すぐ 参 議院 選挙 が あ り ま す の で 、 日 本 の 選挙 に つい て 

7 計画 が VN : plan; Planning | (一 を) 計画 する : 色々 お 聞き し た い の で 、 ど う ぞ よろ し く お 願 いし ます 。 | 
48: 目標 : も く ひ ょ う | N Paimz target ; 38 | 
49 国政 こく せい i N ; national politics | 39 1 = 見 : よろ し く お 願 いし ます 。 | 
50 知事 1 ち じ 。 | N gowmer 司会 : 私 は アメ リカ 人 な の て で 、 日 本 の 選挙 権 は 持っ て いま せん が 、 皆 さん 、 選 挙 権 は ? | 
コー DS eg emm (from ofce, etc.) | (- を プ か ら ) 引 退 する 析 を AE | 
5 (に ) 代 わる | か わる : Vi ; to take the place of; replace i す 。 | 
54! 違反 ! い は ん ; iviolation (ofa law, a rule, etc.) | (一 に ) 違 反する 45 司 会 : 市 川 さん 以外 の 三 人 の 方 は 全員 選挙 権 を 持っ て お られ る ん で すか 。 | 
55: (と / に ) 結 び つ く : むす び つ く irVi {to be connected/related | 46 MA ni | 
26 投票 | と う ひ ょ う 。。 Ve (と に 胡豆 する 前 2 は 4 な あの ああ | 
57 | 態度 : た い ど ; N iatitude manner ] 51 市 川 : 司会 者 の ミラ ー さ ん の 国 は どう で すか 。 

281 (こら) 離れ る Mk 細 ま た fs move away; separate i 53 司 会 : 私 の 国 は 18 歳 で す 。 | 
59i 一 人 一 人 : ひ と り ひ と り | N ieachand every person 

60 | 責任 | せき に ん CN 964hy i 54 市 川 : へ え 、 早 いん で すれ ね 。 大 学 1 年 で 投票 で きる ん で すね 。 | 
61! いつ か ; Adv i some day; one day | 55 司 会 ええ 、 そ う で す 。 あ の う 、 選 挙 が 近 づい て き て 、 最 近 「 舞 党 洲 」 と いう 言葉 を よく 間 | 


fs くん で す が 、 若 い 人 て 政治 に 無関心 な 人 達 の こと を そう 呼ぶ ん で し ょ うか 。 

そう いう 意味 も ある か も し れ ま せん が 、 普 通 は 、 政 治 的 関 い は ある けれ ど 支 持 を し た 

い 政 党 が な く て 、 マ ス メ デ ィ ア の 報道 に 左右 され て 投票 する 人 達 の こと を 言う ん じゃ 

な いで し ょ うか 。 選 挙 っ て 人 気 投票 の よう な も の で すか ら ね 。 だ か ら プ ロレ スラ ー な 

ん か が 当選 する ん で す よ 。 

中 村 : そう で し ょ うか 。 私 の 考え は ちょ っ と 遅い ます 。 実 は 私 は 無 党 洲 の 一 人 な ん で す が 、 
で も 、 選 挙 の た びに どの 候補 者 に 投票 すべ きか 真剣 に 考え て ます よ 。 メ ディ ア の 報道 
も 一 応 参 考 に し ます が 。 | 

林 : そう で すか 。 じ ゃ 、 中 村 さ ん は 誰か と 選挙 に つい て 話し た り し ます か 。 

中 村 : ええ 、 家 族 で 話す こと も あり ます が 、 両 親 は ある 政党 を 強く 支持 し て いる か ら 、 話 が | 
合わ な く て いつ も 喧嘩 に な っ ちゃ っ て …。 選 挙 の 時 期 に な る と 家庭 内 の 雰囲気 が 悪く 
な る ん で すず よ 。 

ー 骨 :。( 笑 う ) 


H 
田 
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30 


35 


40 


45 


50 


55 


ii 
林 「 私 は 朱 洲 と いう の は 、 二 つの グル ー プ に 分 か れ て いる よう に 思う ん で す 。ー っ は 
政治 に あま り 筐 味 が な い 人 達 で 、 選 挙 に 行く の は 当日 の 天気 次 第 な ん て 思っ て る 人 達 
で し て 、 も うー つ は 、 政 党 で は な 〈、 名 候補 者 の 性 格 や 考え 方 、 マ ニ フ ェ スト な ど と に 
よっ て 投 昧 を 決め る 人 達 で す 。 ど ちら の 場合 も 若い 信達 だ け と は 限ら な いん じゃ な い 
か が か が 。 


A 
小 


。 そう で すか 。 し じゃ 、 無 劣 激 っ て 、 愚 い 意味 だ け で は な いん で すね 。 と ころ で 、 日 本 の 
選挙 の 投票 率 は どう な ん で し ょ うか 。 

は 悠 いで すね 。 国 舘 に 行く ほど 高 て な る よう だ けど 、 無 沈 光 も 大 都市 の が 多 
いん で す 。 私 は 選挙 に 投票 する の は 、 国民 の 義務 だ と 思う ん だ けど 。 

: 選挙 が 面白 く な いん で す よ 、 どの 政党 も 同じ よう な こと し か 言わ な いか ら 。 政党 に も 
候補 者 に も 魅力 が な いん で す よ 。 

林 : 私 も そう 思い ます けど 、 で も 、 選挙 が 面白 い 必 要 が ある ん で し ょ う か 。 選挙 が ショ ー 

の よう に な る の は 、 私 は あま リ い いと は 思い ませ ん が 。 
| | そう で すか 。 面白 け れ ば 、 み ん な の 関心 が 高く な っ て 、 い いと 思う けど . 


中 
田 


司 会 : さる は ど 、 す うす wv9 導 えも あり まず 御中 和 で は 、 デ レビ タレ ント や プロ レル ラ プー 
が 政治 家 に な る こと に つい て どう 思わ れ ま すか 。 

林 私 は いい こと だ と は 思い ませ ん ね 。 政治 を あま り 知ら な い 人 が 国会 に 行っ て 何 が 出来 
る の か な っ て 思い ます 。 プ ロレ スラ ー は リン グ の 中 で 戦っ て いれ ば ぱい いん で す よ 。 

ー 同 : (笑い ) 

市 川 : 林 さ ん 、 そ れ っ て 偏見 で す よ 。 

林 : そう か な あ …、 偏 見 か な お 。 

"あの 2、 これ は 私 の 個人 的 な 意見 で す が 、 牙 治 の プロ ば か り で 政治 を し て いる と 、 一 和 
の 人 達 の 声 が 政治 に 反映 され な いん じゃ な いか っ て 思う ん で す よ 。 

の 僕 も 市 桂 さん の 意見 に 維 成 で すね 。 国民 が 政治 に どん どん 参加 子 る た あめ に は 、 いろ ん 
な 濾 業 の 人 達 が 国会 議員 に な る の は 、 い いこ と な ん じゃ な いで し ょ うか 。 ミラ ー さ ん 
の 国 で は どう で すか 。 

司会 : で ) 国 に も 映画 スタ ー ヤ スポ ー ツ 退 手 か 政治 家 に な うた 人 信条 人 か いま す が 、 評価 

は 色々 で すれ ね 。 中 に は 政治 家 と し て 立 洲 な 仕事 を し た 人 も いま す よ 。 

も 、 議員 は 国民 の 代表 と し て 税金 を 使っ て 政治 を する ん だ か ら 、 や っ ぱり テレ ビ 

タレ ント が 政治 家 に な る の は ね え …。 


DH 
田 


Oia 


龍村 時 人 本 隊 攻 人 
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市 川 : 


較 14 衣 | 国 赤 の 下 痛 m デ ーーーーーー デ デキ 


: 政治 は プロ が する べき か 、 プ ロ で な く て も いい の か 、 難 し いと ころ で すね 。 
: あの う 、 牙 治 の プロ っ て どう いう 人 達 で すか 。 政 治 家 の 家 に 生ま れ て 育っ た 人 達 の こ 


と て すか 。 
う 一 ん 、 い い 質問 で すね 。 政治 の プロ っ て 「 ジ バン 、 カ ン バ ン 、 カ バン 」 を 持っ て い 


る 人 の こと じゃ な いか な お あ 。 


: 林 さ ん 、 そ れ 古 いで す よ 。 今 は 、 マニフェスト な ど で 自 分 の 政治 的 ブー ル を 国民 に 


ちゃ ん と 示せ る 人 の こと を 、 政 治 の プロ っ て 言う ん じゃ な いで すか 。 

じゃ 、 マ ニ フ ェ スト が きち ん と し て いれ ば 。。 テ レビ タレ ント で も いい わけ で す よ ね 。 
それ は そう か も し れ ま せん が 、 じ ゃ あ 、 マ ニ フ ェ スト の 作り 方 っ て どう や っ て 勉強 
する ん で すか 、 牙 治 を 全然 知ら な い 人 が …。 

治 家 が すべ きこ と っ て 、 マ ニ フ ェ スト だ け じ ゃ な いで す よ 。 マ ニ フ ェ スト は 政治 家 
に な り た い 人 が 選挙 に 当選 し た ら 何 を する か を 具体 的 に 示す も の で すか ら 、 ゴ ー ル で 
は な いん で す 。 ブー ル は マニ フェ スト の 内 容 が 本 当 に 実行 され る か どう か 、 そ し て 、 
国民 が その 結果 を 支持 する か どう か じゃ な いで すか 。 


中 村 4 確か に そう で すね れ ね 。 


議論 は 続く ) 
(議論 VN 
MIIHHIHIHHHHUUHIUUHHUUHHUHHIIIIII 
MMUUUUUUUUUUHUUUUUIUUUUUUUUUUUHUOUUUHUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUHHUHUUIHIUIUUIHUUHUUIHUIIHHIHIUHHIIUUUIUUIIUUUIIIIIIIU 
EE ET ET 
ぎ ろ ん 


太字 三 覚 える 単語 


4 討論 ペ : と うろ ん 1 VN 1 debate: discussion | (一 に つい て ) 討 論 する iT 
2 | 参加 者 | さん か し ゃ | N : participant : 
3 : 司会 (者 ) 1 し か い ( し ゃ ) N : moderator; chairperson : 1 
4 一同 いち どう | NR 1 1 5 
5 選挙 権 | せ ん き ょ け ん NS 6 
6 全員 | ぜん いん 間 NEPTTE | 9 
2: (~~ が) うな ずく : | iomd i 10 
8! 無党派 i か が とう は | N | political independents } 14 
9 無関心 (な ) ; むか ん し ん (な ) AN apathetic; indifferent ] 15 
10 支持 ! し じ | support; back up | (~ を ) 支 持 す る | 16 
11 人 気 投票 ! に ん きとう ひょう = N :popularity contest 8 
12 | 真剣 (な ) し ん けん (な ) 1 ANa 1 earnest : 21 
1 話 が 合わ な い は な し が あわ な い HN Phr disagree with (each other) 24 
14 時 期 「 じき 1 N 人 period; season i 
15|- 内 | - な い ! 
16 | 雰囲気 9 ふん いき | N Nh mood 25 
17 当日 ks うじ つ RW that day the day (of an event) ! 29 
18 1 も 1 この | も う ひ と つ : Phr 8 another: one more i 30 
8 大 都市 1 だ ‘と し : CS metropolis; large city 35 
20 : 偏見 1 へ ん けん i N a narrow view : 47 
21 反映 ; は ん えい wm | (~ を ~ に ) 反 映す る to reflect | 50 
2 いろ ん な | ANa | colloquial form of 色々 な ) 51 
23 | 職業 しょ くぎ ょ う | N ioeewpato | 52 
24! 評価 ひょう か ; VN levaluation: value | (一 を ) 評 価 す る : 1 54 
25 議論 : ぎ ろ ん VN largument; discussion | (~ に つい て ) 議論 する to argue a ME: 73 
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Em 


ED sen 後 で 、 考 えて みよ う 。 


2 5 


1. 


日 本 で 選挙 に 勝つ た め に 必要 だ と 言わ れ て いる 三 つ の 大 切な も の は 何で すか 。 それ ぞ れ に つい て 
どん な も の か 説明 し な さい 。 


日 本 で 「 二 世 議 上 員 ] や 「 世 井 議 員 ] と 呼ば れ て いる の は 、 どの よう な 人 達 で すか 。 あ な た の 国 に 
も そう いう 政治 家達 が いま すか 。 


日 本 の 音 の 選挙 と 現在 の 選挙 で は どん な こと が 違い ます か 。 


会 話 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 

無 党 洲 と いう の は 何で すか 。 

あな た は 討論 の 会 話 の 中 で 何 行 目 の 誰 の 意見 に 秦 成 で すか 。 反 対 で すか 。 
「 な ぜ か と いう と 一 | の 表現 を 使っ て 理由 も 説明 し な さい 。 


や > みん な で 話し て みよ う 。 


1. あな た の 国 の 「 政 治 家 に な る た め の 条 件 ]」 に は どん な も の が あり ます か 。 
2. あな た の 国 に は 国際 的 に 知ら れ て いる 政治 家 が いま すか 。 
@ 答え が 「 は い | の 場合 只 その 人 に つい て 説明 し て 下さ い 。 歴史 上 の 人 物 で も 、 
現在 活躍 し て いる 人 で も いい で す 。 
@ 答え が 「 い いえ 」 の 場合 只 あな た の 国 の 政治 家 の 中 で 、 外 国 の 人 に も 知っ て も らい た い 
人 は いま すか 。 歴史 上 の 人 物 で も 、 現 在 活躍 し て いる 人 で も 
いい で す が 、 そ の 人 に つい て 説明 し て 下さ い 。 
3. あな た の 国 の 政治 家 は 、 選 挙 の 時 、 主 に どん な こと に つい て 話し ます か が 。 
4. あな た の 国 に も ち テ レビ タレ ント や スポ ー ツ 選手 な ど 、 政 治 と 関係 が な い 世界 か ら 政 治 の 世界 に 入っ 
た 人 が いま すか 。 そ の 人 は 政治 家 に な る 前 は 何 を し て いま し た か 。 
5. あな た は 政治 家 に どん な こと を 求め て いま すか 。 あ な た に と っ て 、 政 治 家 が どの 政党 に 入っ て い 
る か 、 あ る い は 、 ど ん な 宗教 を ま 信じ て いる か な ど は 大 切な こと で すか 。 
6. あな た は 将来 、 政 治 家 に な る こと に 興味 が あり ます か 。 あ り ま せん か 。 も し 政治 家 に な っ た ら 
どん な こと を し た いで すか 。 
oe 時 
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回 14 月 | ia、e、_ | 


nkoma 


メメ | 


(GE 用 守 ) モニ カ が イン ター ン を し て いる 日 本 の 会 社 の 会 社員 と 選挙 に つい て 話す 。 


会 社員 : 


Gy 前 
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で 大 統領 (President) を 決め る 選挙 に は 一 般 市 民 (ordinary citizens) も 投票 する ん だ そ 
う で すね 。 
ええ 、 一 応 。 


YY 


18 歳 以上 な ら 、 誰 で も 投票 で きる ん で す が 、 投票 率 は そん な に 高く な いん で す 。 


ペペ そう が 10 お の から 


は い 。 この間 の 選挙 も 、 私 は 投票 に 行き まし た けど 、 友達 は ほとん ど 行か な か っ た し 。 


: そう で すか 。 この 間 の 選挙 は 、 関 心 が 高かっ た よう に 思い まし た が 。 


ええ 、 で も 、 私 の 周り で 行っ た 人 は 、 そん な に いな か っ た ん じゃ な いで し ょ うみ か 。 


: それ は 残念 で すね 。 
に 
"日 本 人 も そう で すけ ど 、 自 分 の 国 の 政治 を する 人 達 を 選ぶ ん だ か ら 、 み ん な 、 も っ と 選挙 に 


関 パ を 持っ た 方 が いい と 、 私 は 思い ます ね 。 
それ は そう で すね 。 せ っ か く 政 治 に 直接 参加 で き る チャ ンス を 与え られ て いる ん だ か ら 、 
みん な 、 ち ゃ ん と 考え る べき で す よ ね 。 


NE の RTR 


日 本 語 を 勉強 し て いる 学生 A が イン ター ン を し て いる 日 本 の 会 社 の 会 社員 と 選挙 権 に 
つい て 話す 。 


日 本 で は 、 20 歳 に な る まで 、 選挙 権 が な いそ う で すれ ね 。 


「 ええ 、A さ ん の 国 で は 、 何 歳 か ら 投票 で きる ん で すか 。 


: 私 の 国 で は 、 e 

「 そう で すか 。 海 外 で は 、 選 挙 権 を 18 歳 以上 に し て いる 国 が 多い みた いで すれ ね 。 
: そう みた いで すね 。 

: で も 、18 歳 っ て 、 ま だ 高校 生 の 人 も いま す よ ね 。 

2 12 


: 政治 の こと に つい て 真剣 に 考え て いる 高校 生 が た く さん いる と は 思え ませ ん けど れ 。 


まあ 、 そ うか も し れ ま せん ね 。 


: 私 は 日 本 の 高校 生 し か 知り ませ ん が 、A さ ん の 国 で は 、 ど う で すみ か 。 


: 私 の 国 で は 6 
: ああ 、 そ う で すか 。 

人 

: そう で すね 。 1 


a 1 a 店 
間 会 話 練習 


ベロ 


A 


練習 問題 


は る か : 
ュー コー 剛 
は る か : 
ーー 対 
は る か : 
et に 
は る か : 
モニ カ : 
は る か : 
= 
は る か : 


モニ ニカ 


勇 太 が マイ ク と 貧困 と 教育 に つい て 話す 。 


: 今度 、 日 本 の 会 社 と NGO が 協力 し 合っ て 、 アフ リカ の 貧し い (poop 地域 に 小学 校 を 建て る ん 


だ っ て 。 


2 和議 まれ ば Vn い こ と だ 枚 。 


う ん 。 ア フリ カ に は 「 絶 対 的 貧困 ] っ て 呼ば れ て いる 人 達 が 3 億 人 以上 も いる らし いよ 。 


: 「 絶 対 的 貧困 ] っ て どう いう こと ? 

: 1 日 1 ドル 以下 で 生活 する 人 達 の こと な ん だ っ て 。 

: そう か あ 。1 日 1 ドル 以下 の 生活 だ と 、 子 供 達 が 毎日 学校 に 通う の は 難し い だ ろ うれ ね 。 

: そう だ ね 。 そう 考え る と 、 小 学校 を 建て る より 、 何 か 他 の こと に お 人 金 を 使っ た 方 が いい の か 


も し れ な いな お 。 
う ん 。 で も 、 教 育 を 通し て 、 貧 困 を な くす っ て いう 考え 方 も ある よ 。 


: それ は そう だ ね 。 ま ず 子 供 達 が 読ん だ り 書 いた り の 基本 的 な こと が 出来 る よう に な れ ば 、 


お 金 も 稼 げ る (toeam money) よう 7 に が の 旧約 5 
う ん 、 僕 も そう 思う 。 そ れ か ら 、 小 学校 で 教え る 先生 達 の サポ ー ト も ちゃ ん と し た 方 が いい 


よね 。 


: ほん と に 、 そ う だ ね 。 


は る か が モニ カ と 地球 温暖 化 に つい て 話す 。 

地球 温暖 化 の 問題 っ て 難し いよ れ ね 。 

う ん 、 そ うだ ね 。 

私 達 が 出来 る こと っ て 何だ ろ ? 

う 一 ん 、 何 か な あ 。 

私 は 、 や っ ぱり みん な が 車 を 使い 過ぎ る s 
それ は そう か も し れ な いけ ど 、 ° 

5 

そ う だ よ 。 日 本 みた い に 、 バ ス や 電車 で どこ へ で も 行け る っ て わけ じゃ な いし 。 


o 


車 が な いと 生活 で き な い 国 も ある と 思う よ 。 


う ん 。 で も 、 例 えば 、 と か 


し た 方 が いい と 、 私 は 思う けど 。 
う ん 、 


RE 


トピック を 決め て クラ ス で 話し 合い まし ょ う 。 | 
A A B さ ん . 
な 
A BS に つい て 、 ど う 思 いま すか 。 
9 
B これ は 、 私 の 個人 的 な {考え / 意見 } で す が 、 6 
私 は 、 と 思い ます 。 は 、 考 えら れ ま せん か ら 。 
私 は 、 と 思い ます 。 か ら で す 。 
と 、 私 は 思い ます 。 
ば は ん じゃ な いで し ょ うか 。 
私 は 、 と 思う ん で す {が / けど } …。 
は , ん じゃ な いか と 思う ん で す {が / けど }…。 
(は よう か な 気 が す る ん で す {が / けど } …。 


"2 


相手 B の 意見 に 賛成 する 
私 {も / は } 、 

私 も B さ ん と 同じ (意見 / 考え } で す 。 
私 も そう 思い ます 。 


と いう B さ ん の 意見 に 状 成 で す 。 


あっ 、B さ ん も そう 思い ます か 。 私 も 、 と 思い ます 。 

B さ ん の 言う 通り {で すね / だ と 思い ます }。 

それ {も / は } そう で すね 。 

それ {も / は } 言え ます ね 。 

相手 B の 意見 を 認め な が ら 、 違 う 考 え を 言う 

私 は 、B さ ん の 考え と は 少し 違っ て 、 と 思い ます 。 
私 は 、 と 思い ます 。 


B さ ん の 人 {言う こと も / 考 えも } 分 か り ま す が 、 く 私 は そう で は な いと 思い ます 。 

そう で は な いか も し れ ま せん よ 。 
{それ は そう な ん で す が / それ は そう か も し れ ま せん が }、 私 は 、 と 思い ます 。 
か ー ん どう ので じ ひよ つか か 私 は と 思い ます 。 


相手 の 意見 に つい て 何 か 質 問 を する 時 


に つい て 、 も う 少 し 説明 し て くだ さい ませ ん か 。 
2 の em の と / 葉 打 で の 0 
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は 、 に も ゃ ある や すず か で し よ うか) 


EE 2 xxsa 


トピ ッ ク を 決め て 友達 と 


G- 相手 B の 意見 を 間 く 


B さ ん は 、 ば つい て i i SE 


A 


骨折 分 の 意見 を 言う 


B 


A 


これ は 、 委 、/ 僕 ) の 個人 的 な {考え / 意見 } な ん だ けど 、 。 
{私 / 僕 } は 、 は 、 考 えら れ な いか b ら 。 
{私 / 僕 } は 、 ar 0 Rit か ら 。 
っ て 、 人 和合 、/ 僕 } は 思う な 。 
は 、 {ん じゃ な い ? / ん じゃ な いか な 。) 
{私 、/ 僕 } は 、 っ て 思う ん だ けど …。 
ん じゃ な いか っ て 思う ん だ けど …。 
よう な 気 が す る ん だ けど …。 


っ て 思う な 。 


(私 / 僕 } {も / は }、 と いう B さ ん の 意見 に 状 成 。 
人 私 / 僕 } も B さ ん と 同じ {意見 / 考え }。 
他 、/ 僕 } も そう 思う 。 

あっ 、B さ ん も そう 思う ? 他 / 僕 } も 、 
B さ ん の 言う 通り {だ ね / だ と 思う よ }。 
それ {も / は }) そう だ ね 。 

それ {も / は } 言え る 。 


相手 B の 意見 を 認め な が ら 、 
(私 / 僕 ) は 、B さ ん の 考え と は 少し 違っ て 、 


っ て 思う な 。 


っ て 思う な 。 


他 、/ 僕 ) は 、 
B さ ん の {言う こと も / 考 えも} 分 か る けど 、 く 似 / 僕 } は そう じゃ な いと 思う な 。 
そう で は な いか も し れ な いよ 。 
{それ は そう な ん だ けど / それ は そう か も し れ な いけ ど }、1 私 、/ 僕 } は 、 
うー ん 、 侯 / 僕 } は 、 っ て 思う な 。 


っ て 思う な 。 


@⑱ 相 手 の 意見 に つい て 何 か 質 問 を する 時 


に つい て 、 もう少し 説明 し て ぐれ な い ? 
er i a REG a A 


1 GML 3 


4 月 日 本 の 数 治 一 一 一 ーー 一 上 


左右 する means “to influence" or “to govern.” It is commonly used in written language. 


influence; govern 


: N, は N。 を 左右 する 


1. 日 本 で の イン ター ンシップ の 経験 は 、 私 の 人 生 を 大 きく 左右 する だ ろう 。 
例文 2. 私 は あま り 人 の 意見 に 左右 され た く な いと 思っ て いる 。 
3. 天気 に 気分 を 左右 され る 人 は 、 結 構 多 い 。 


(⑤Noun,、Noun。 共 (に ) 
・ 小泉 純一 郎 も そん な 世論 議員 の 一 人 で 、 祖 父 、 父 共に 政治 家 で あっ た 。 時:494 


除く means “to removei to get rid of.” を 除い て is used as a compound particle meaning “except.” 


except (for) ~ ; with the exception of ~ ; but ~ 

aN を 除い て b.N, を 除く N。 

1. 私 が 重い 病気 だ と いう こと は 、 両 親 を 除い て 誰 も 知ら な い 。 
例文 2. 綱 導 犬 (guide dog) な どの サー ビス ドッ グ を 除い て 、 病 院 に は 犬 を 連れ て 入っ て は いけ ませ ん 。 


も うど う 


3. 留学 中 、 沖 縄 を 除く 日 本 全国 各地 を 友達 と 一 緒 に 旅行 し た 。 


(②) すなわち 
・ こ の よう な 国会 議員 に な る こと は と て も 難し く 、 「 選 挙 戦 」、 すなわち 、 選 挙 の た め の 厳 し い 
戦い に 勝た な けれ ば な ら な い 。 【 読 : 11-13】 


すなわち is used to rephrase something that has just been mentioned. 


こ いずみ じゅ ん いち 


N,N 共 ( に ) means “both N, and N;.” The colloquial form is N」 も N。 も . 


both XandY 

IN,、N。 共 に: 九州 、 四 国共 に : 男 女 共 ( に ) 

. 今年 の 冬 は 、1 月 、2 月 共 、 あ まり 寒く な か っ た 。 

2. 東京 、 大 阪 共に 外国 人 が 多い 町 だ 。 

3. 毎年 、 夏 、 冬 共に 祖父 母 の 家 で 休み を 楽し むこ と に し て いる 。 


本 文 


に の 


that is; i.e.; namely 
NP,/ 8,、 す な わ ち NP。/ 8。: 日 本 で 一 番 大 きい 町 、 す な わ ち 東京 | ⑩ (期間 の 表現 ) に 入る 

ts 昭和 25 年 頃 、 すなわち 1950 年 頃 の 日 本 は 、 戦 争 が 終わ っ た すぐ 後 で 、 みん な 貧乏 だ っ た 。 ・21 世紀 に 入り 、 日 本 で も よう や く 政 策 の 大 切 さ が 問題 に され る よう に 一 ( 読 :/36】 
例文 | 2. オタ ク の 聖地 (holy place)、 す な わ ち 、 東京 の 秋葉 原 は 、 電 気 製品 が 安い 「 電 気 の 街 ] で も ある 。 N に 入る literally means “enter N,” but when N is a noun indicating a time period the phrase means “N 
3. 新しい アル バイ ト は 、 今 まで の 2 倍 、 す な わ ち 、1 時 間 当 た り 3 千 円 の 時 給 が も ら え る 。 begins.” The most common form is N に 入り orN に 入っ て (か ら ), meaning “since/after N began.” 


N (time period) に 入る =N sets in; N begins 
N (time period) に {入り / 入 っ て (か ら )}= since N began; after N began 


文型 N(time period) に {入る / 入 り / 入 っ て (か ら )} 
. イ ンタ ーネット の 時 代 に 入っ て 、 人 々 の 買い 物 の 仕方 が 変わ っ た 。 

の 梅雨 に 入っ て か ら 、 晴れ の 日 が まっ た な < て 湿度 (humidity) が 高く 、 気 持ち が 悪い 。 
. 江戸 時 代 に 入り 、 和歌 よ り 俳 句 の 方 が 楽し まれ る よう に な っ た 。 

4. 60 年 代 に 入っ て すぐ ベト ナム 戦争 が 始ま り 、15 年 も 続い た 。 

6 彼 は 思春 期 (adolescence) に 入っ て か ら 、 親 に すご く 反抗 する (to disobey) よう に な っ た 。 


本 文 


一 応 


・ 選挙 に 使う こと が 出来 る お 金 は 一 応 法律 に よっ て 決め られ て いる が 、- [no perfectly] 【 読 : /.22-23】 
・ メ ディ ア の 報道 も 一 応 参考 に し ます が 。 [just in case] 【 討 :/.21-22】 


一 応 is used when an action/state is tentative or not quite complete, perfect or satisfactory. It is also 
used when an action is taken as a precaution. 


ww 


例文 


for the time being: for nowi tentativelyi although not perfectly: sort of just in case 


| 


3 受付 (reception desk) の 仕事 は 一 応 私 た ち が や る こと に な っ て いま す 。 [for the time being] 

2. まだ 話し 合わ な く て は いけ な い 問 題 が あり ます が 、 時 間 に な り ま し た の で 、 今 日 は 、 一 応 、 

これ で 会 議 を 終わ り ま す 。[forthe tme being] 0 9 を 問題 に する 5 > が 問題 に さ れる : が 問題 に な る 

3. コ ンピュータ が フリ ー ズ する 問題 は 一 応 解決 し た けれ ど 、 ま だ 、 メ ー ル が 文字 化け (garblcd 本 文 ・ 日 本 で も よう や く 政 策 の 大 切 さ が 間 題 に され る よう に な っ て きた 。 


character) する と いう 問題 が 残っ て いる 。 [tentatively] X を 問題 に する means “to bring X up as an issue” or “to question X.” This phrase is often used in the 
・ レポート は 一 応 書き 上 げた けれ ど 、 英 語 の スペ ル チ ェ ッ ク が まだ だ 。 [although not perfectly] 説明 passive form X が 問題 に され る .X が 問題 に な る js also common. The meaning is the same as that of 


8 パー ティ の 準備 は 一 応 終わ っ た 。 後 は 飲み 物 を 出す だ け だ 。 [although not perfectly] デュ ウン 
. ご の カメ ラ で な ら 、 誰 で も 、 一 応 き れい な 写真 が 撮れ る は ず で す 。 [although not perfectly sort of] 
この ノー ト に 書い て ある こと は 全部 覚え た と 思う が 、 一 応 、 も う 一 度 見 て お こう 。 [justin case] 

・ 作文 は ワー プロ で 書い て も いい は ず だ が 、 一 応 、 先 生 に 聞い て みよ う 。 [justin case] 


( 在 有 する 
・ 日 本 で 選挙 の 結果 を 左右 する の は 、 政 策 よ り も [ 隊 :/29 


本 文 ・ 政 治 は 国民 みん な の 生活 を 左右 する も の で ある か ら 、。 [「 読 :148】 
・ マ ス メ デ ィ ア の 報道 に 左右 され て 投票 する 人 達 の こと を 言う ん じゃ な いで し ょ うか 。 【 討 : 717-18】 


3 


【 読 : 36】 


例文 


:X を 問題 に する = to bring X up as an issuei to address the issue/question of Xi to question X; to call 
英訳 Xinto questionX が 問題 に [され る / な る }=Xbecomes an issue; X is brought up as an issue; X is 
: questionedi X is called into question 


: a.N/NP を 問題 に する  b.NNP が 問題 に {され る / な る } 

1. 環境 問題 に お いて は 、 ま ず 、 ど うす れ ば ゴミ を 減ら すこ と が 出来 る か と いう 点 を 問題 に すべ きだ 。 
2. 地球 の 未来 を 考え た 時 、 何 より も まず 初め に 地球 温暖 化 が 問題 に され る べき だ 。 

: 3. 今 、 そ の 国 で 一 番 問 題 に され て いる こと は 、 子 供 達 に 平等 に 教育 の 機会 与え る こと だ 。 

4. 最近 、 子 供 達 に よる ケー タイ の 使い 過ぎ が 問題 に な っ て いる 。 


EO nN た 


例文 
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本 文 ・ 未だ に 「 ジ バン 、 カ ン バ ン 、 カ バン 」 に 頼る 候補 者 が 少な く な い の も 事実 だ 。 【 読 42.43) 


未だ に indicates that someone or something is in the same state as he/she/it was some time ago. 未だ 
(に ) is used primarily in written language. In spoken language まだ is used. 


still; (not ~) yet 


: 1. 私 の 母 は 、 未だ に 携帯 電話 を 持た ず に 生活 し て いる 。 

2 あの 殺人 事件 (murder case) か ら も う 5 年 も た っ て いる の に 、 未だ に 犯人 (criminal) は の の まっ て 
いな い 。 

8. 原爆 の 恐ろし さ は 未だ に 忘れ る こと が 出来 な い 。 


(⑨) い か に こ か 


・ いか に 日 本 の 選挙 が 「 ジ バン 、 カ ン バ ン 、 カ バン 」 と 結び つい て いる か と いう こと だ 。 【 読 : 46】 


This structure occurs as an embedded interrogative sentence, where い か に means “how (much)” or 
“in what way.” いか に is commonly used in written language. 


how; how muchi in what way 


: Type3 
5 1、 リ サー チ を 通し て 、 私 達 が いか に エネ ルギー を 無駄 に 使っ て いる か を 知っ た 。 

2. この 問題 を いか に 解決 すべ きか 、 み ん な で 話し 合わ な く て は な ら な い 。 

3. 母 の 料理 が いか に お いし いか は 、 言 葉 で は 説明 で き な い 。 

4. 外国 に 住ん で みて 、 初 め て 、 外 国語 を 勉強 する こと が いか に 大 切 か 、 よ く 分 か っ た 。 


⑯0) し か し な が ら 


・ し か し な が ら 、 政 治 は 国民 みん な の 生活 を 左右 する も の で ある か ら 、 一 (【 読 :748】 


: し か し な が ら is a disjunctive conjunction and appears only in sentence-initial position. It is a highly 
formal expression and is usually used in written language. 


howeveri but 


8,。 し か し な が ら 、8。 

1. 大学 で 一 生 懸 命 勉 強 す る の は いい こと で す 。 し か し な が ら 、 宿 題 や 研究 ば か り で 、 友 達 も で き な 
い の は よく あり ませ ん 。 

2. この 論文 は すばらし いと 思う 。 し か し な が ら 、 葵 成 で き な い 点 も いく つか ある 。 

3. 戦争 が よく な いこ と は 、 み ん な 分 か っ て いる は ず だ 。 し か し な が ら 、 未 だ に 戦争 は 続い て いる 。 


例文 


人 か な り 


本 文 ・ か な り 問 題 が ある の で は な い だ ろ うか 。 【 読 :/50】 


説明 か な り indicates that the degree of something is not extremely high but is higher than average- 


1. この 間 の 試験 は か な り 難 し か っ た が 、 い い 点 を 取る こと が 出来 た 。 
:2. この カ レー は か な り 辛 いけ れ ど 、 食べ られ な いこ と は な い 。 

例文 3. も うか な り 歩い た は ず な の に 、 ま だ 目的 地 に 着 か な い 。 道 に 迷っ た の だ ろう か 。 
4 か な り ゆ っ くり 話し て あげ た の に 、 あ の 人 は 私 の 言っ た こと が あま り 分 か ら な か っ た よう だ 。 
5. 彼 は 小学 生 だ けれ ど 、 か な り 背 が 高い な あ 。 中 学生 だ と 思っ た よ 。 


a 


英訳 considerably; rather: quite fairly; pretty quite a lot | 
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(の Verb{ れ る / ら れる } 
1 市 川 さ ん 以外 の 三 人 の 方 は 全員 選挙 権 を 持っ て お られ る ん で すか が 。 同 :/9 

「・ テ レビ タレ ント や プロ レス ラー が 政治 家 に な る こと に つい て どう 思わ れ ま すか 。 同 :.42-43) 
Passive forms of verbs are used to indicate politeness when the speaker refers to the actions of the 
hearer or someone to whom the speaker wants to show deference. However, this use of passive forms 
説明 does not indicate as high a level of politeness as お V-masy に な る or special honorific verbs like い ら っ 


し ゃ る and め し 上 が る . Note that the polite form of the auxiliary verb い る is not いら れる ,but お ら 
: れる (see 文型 d) . The auxiliary verb お られ る jsless polite than い らっし ゃ る . 


a. う -verbs:V-7ai+ れ る : 書 かれる: 話さ れる : 使 われ る : 飲 まれ る 

b. る -verbs:V-asu+ ら れる : 起 きら れる : 寝 られ る 

c. Irr.verbs: され る : 来 られ る 

qd V-fe い る :V-feg お られ る : 住 ん で お られ る : 持 っ て お られ る : 知 っ て お られ る 
ビア ノ 、 おぉ 上 手 で すね 。 い つ 始 め ら れ た ん で すか 。 名 
先輩 、 ま だ 帰ら れ な いん で すか 。 

先生 は テニ ス を され る ん で すね 。 知 り ま せん で し た 。 

. へ え 。 日 本 で は 四国 に 住ん で お られ た ん で すか 。 暖 か いし 、 海 も きれ い だ し 、 い い 所 で す よ ね 。 
. スミ ス 先 生 は 、 僕 の 日 本 語 の 先生 で ある 森 先生 を 知っ て お られ る そう だ 。 


本 文 


の 0 NM = 


5) Noun 次 第 
し だ い 
本 文 ・ 選 挙 に 行く の は 当日 の 天気 次 第 な ん て 思っ て いる 人 達 、 一 冒 :729】 


説明 When 次 第 is affixed to nouns, it means “depend on.” S0 寺 | 
英訳 N 次 第 だ = depend on ~ N 次 第 で =depending on ~ 
ECCEIGKEr iki 大 学 次 第 {だ / で ) 
1. この 授業 で いい 成績 が 取れ る か どう か は 、 期 末 の レポ ー ト 次 第 だ 。 


2. どん な アパ ー ト を 借り る か は 、 家 賃 次 第 だ 。 
例文 3. 日 曜日 の ビク ニッ ク は お 天気 次 第 で す よ 。 雨 が 降れ ば 来週 に 延期 され る (obepoponed) そう で す 。 


4. 漢字 の 勉強 は 覚え 方 次 第 で 大 変じ ゃ な く な り ま す よ 。 
5. この プロ ジェ クト は 、 社 長 の 考え 次 第 で 変わ る 可能 性 が ある 。 


' not necessarily ~ ; not always ~ ; it's not necessarily the case that ~ 


: Type 1/Type 3 (Both forms are acceptable.) 

. 日 本 人 だ か ら 漢 字 を よく 知っ て いる と は 限ら な い 。 

高い レス トラ ン だ か ら お いし いと は 限ら な い 。 

お 金 が た くさ ん あっ て も 幸せ と は 限ら な い 。 外し く (poor) て も 幸せ な 人 も た くさ ん いる 。 
両親 や 先生 が いつ も 正しい と は 限ら な い が 、 ー 応 、 アド バイ ス は も ら っ て お いた 方 が いい 。 
- 上 手 な 選手 が いな く て も 、 負 ける と は 限ら な い 。 チ ー ム ワー ク で 勝て る こと も ある 。 

日 本 語 の 先生 が いつ も 日 本 人 だ と は 限ら な い 。 と て も いい 外国 人 の 先生 も た くさ ん いる 。 


例文 


の の た ON = 


四 14 月 | | 


5 ちゃ ん と : き ちん と 


・ マ ニ フ ェ スト な ど で 自 分 の 政治 的 ゴー ル を 国民 に ちゃ ん と 示せ る 人 の こと を 、 一 冒 :.63-64】 
・ マニフェスト が きち ん と し て いれ ば 、 テ レビ タレ ント で も いい わけ で す よ ね 。 【 討 :/65】 


fail (ie。in the way it is supposed to be done) . ち ゃ ん と is more colloquial than きちんと. 


説明 ちゃ ん と and き ちん と both indicate that someone does something neatly, properly regularly or without 


英訳 neatly: tidily: properly: adequatelyj in good orderi regularly: without fail 


Fl 自分 の 部 屋 は 、 毎日 ちゃ ん と 掃除 し て 、 きち ん と 片付け て (totidy up) お き な さ いよ 。 

2. 漢字 を 書く 時 は 、 文 字 の バラ ンス も よく 考 な が ら 、 点 や 線 を きち ん と 書い て 下さ い 。 
例文 3. きち ん と 話さ な いと 、 相手 に 自分 の 言い た いこ と が 伝え られ ませ ん よ 。 

4. 健康 の た め に は 、 朝 ご 飯 は ちゃ ん と 食べ て 、 夜 も 6 時 間 以 上 は 寝 た 方 が いい で す よ 。 
y 私 は 寮 の 規則 を きち ん と 守っ て 生活 し て いる 。 


漢字 表 


1 政治 ( 家 ) 
2 条件 

国外 

関心 

報道 メル 
地球 温暖 化 
7 注目 スッ 

8 国会 

9 選挙 " 


の NN 選 の 


10 知り 合い 
11 教授 

12 左右 する 
13 祖父 / 祖 母 
14 具体 的 (な ) 
15 実行 え ル 

16 計画 メル 

17 目標 

18 約 東 

19 代わ る 

20 投票 ぇ y 
21 熊 " 度 

22 責任 " 

23 選挙 権 

24 全員 

25 無 "関心 (な ) 
26 時 期 

27 - 内 

8 当 卓 

29 職業 

30 評価 スル 


せい じ ( か ) 
じょう けん 
こく が い 
か ん し ん 
ほう どう ぇ ル 


ちきゅう お ん だ ん か 


ちゅ う も く ぇ ル 
こっ か い 

せん きよ ょ 

し りあ い 
きょう じゅ 
さゆ うす る 

そ ふ / そ ぼ 

ぐ た い て き ( な ) 
じ っ こ う ぇ ル 
けい か く ぇ ル 
も く ひ ょ う 
RS 

か わる 
と う ひ ょ う ぇ ル 
た い ど 
せき に ん 
せん き ょ け ん 
ぜん いん 
むか ん し ん (な ) 
じき 

- な い 
a 

[ 点 よ くさ よう 
ひょう か ぇ ル 


画 RW 読み 方 ・ 書 き 方 を 覚え る 漢字 


本 可 引 中 肖 江間 胃 天明 肖 還 胃 胃 還 表明 半 表 串 時 部 前 当 


四 1 4 | 日 本 の 政治 


画 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


総理 大 臣 
ー を 除い て 
貧困 
地域 
民主 主義 
議員 
立候補 スル 
候補 者 
看板 
一 応 
当選 スル 
落選 スル 
改正 スル 
政策 
演説 スル 
務め る 
政党 
知事 
市 長 
引退 スル 
違反 スル 
離れ る 
討論 え ル 
司会 (者 ) 
支持 スル 
真剣 (な ) 
雰囲気 
ー 次 第 
ー と は 限ら な い 
偏見 
反映 え ル 
議論 え ル 


そう り だ いじ ん 


ー を の ぞい て 
ひん こん 
ちい き 


みん し ゅ し ゅ ぎ 


ぎいん 

り っ こ うほ ぇ ル 
こう ほし ゃ 
か ん ば ん 
いち お う 

と う せ ん ぇ ル 
らく せん え スル 
か いせ い ぇ ル 
せい きく 
えん ぜ つ ぇ ル 
つと め る 
せい と う 
ち じ 
2 
いん た い ぇ ル 
い は ん ぇ ル 
は な れる 

と うろ ん ぇ ル 
し か い ( し ゃ ) 
選ん 

し ん けん (な ) 
ふん いき 
Ra 


ー と は か ぎら な い 


へ ん けん 
は ん えい ぇ ル 


ぎ ろ ん ぇ ル 
太字 : 新しい 漢字 


_ _ : 新 し い 読 み 方 


請 持 : 前 に 習っ た 単語 


: 前 に R で 習っ た 漢字 


ーーーーーーーーーーーーーーー ド … 


器 


誤 弄 癌 


問 


誤 弄 剖 


誤 弄 弄 弄 弄 前 間 


誤 癌 


層 弄 誤記 剖 癌 


uy 
ン | 


計器 叶 呼 受 叶 叶 


* 分 か ら な いい 言葉 は 辞書 で 調べ な が ら 読ん で み ま し よう 。 


「 皇 室 ] と いう の は 、 天皇 と 天皇 の 家族 の こと で 、 日 本 の 皇室 は 、 世 界 で 最も 
長い 歴史 を 持つ 家系 の 一 つ だ と 言わ れ て いま す 。 日 本 の 天皇 の 地位 は 世襲 制 で 、 
現在 の 天皇 は 125 代 目 と され 、「 日 本 書 紀 」 と いう 歴史 書 に よる と 、 天 皇 家 は 
2500 年 以上 前 に 始ま っ た そう で す 。 


三 ヨ 
所 うし つ 


天皇 と 天皇 の 妻 で ある 皇后 は 、 皇 居 と 呼ば れる 
東京 の 真ん中 に 住ん を で いま す 。 皇居 に は 、 天皇 と 皇后 の 住ま いで ある 御所 
や 、 仕 事 を 行う 宮殿 な ど が あり ます 。 

次 の 天皇 の 第 一 候補 者 は 皇 太子 、 そ の 妻 は 皇 太子 妃 と 呼ば れ ま す 。 皇 
室 の 結婚 の 儀式 は 昔 か ら 伝わる 伝統 的 な も の で 、 男 性 は 「 束 幕 」 女性 は 


「 十 二 単 ] と 呼ば れる 特別 な 着物 を 着 て 行わ れ ま す 。 


じゅ う に ひと え 


皇 太子 の ご 結 婚 の 儀式 


た い 


日 本 国 憲法 に は 「 天 皇 は 日 本 と 日 本 国民 の 象徴 で ある ] と 書い て あり 
ます 。 天皇 と その 家族 は 政治 的 な 活動 を し た り 意 見 を 言っ た りす る こと 
は 許さ れ ま せん し 、 選 挙 権 も あり ませ ん 。 
皇室 が 行っ て いる 主 な 活動 に は 、 政府 が 決め た こと を 天皇 の 名 前 で 発 
表し て 儀式 を 行う こと (大 臣 の 認証 任命 式 な ど ) や 、 災害 に あっ て 苦し ん 
で いる 人 々 に 会 い に 行っ て 励ま し た り 、 賞 を も ら っ た 人 を お 祝い し た り 、 
外国 を 訪問 し た り 、 外国 か ら の お 客 様 を 迎え た り と いっ た こと が あり ます 。 - on 遍 * 祭祀 と いう 天皇 
家 に 伝わる 神道 の 儀式 を 行う の も 天皇 の 重要 な 仕事 で す 。 


現在 の 天皇 は 、 毎年 田植 え や 稲刈り を し 、 皇后 は 自分 で 畜 を 育て 、 と れ 
た 請 で 絹 を 作っ て 、 日 本 の 大 切な 文化 を 現代 に 残 そ うと し て いま す 。 

皇室 で は 、 その 他 に も 毎年 多く の 文化 的 行事 や 儀式 が 行わ も れ て いま す 。 
その 代表 的 な も の が 、 新 年 に 皇居 で 行わ れる 「 歌 会 始 ] と いう 行事 で す 。 
「 歌 会 始 ] で 紹介 され る 歌 は 、 世 界 中 か ら 誰 で も 応募 する こと が 出来 、 す ぐ 
れ た 歌 は 天皇 の 前 で 詠み 上 上 げ ら れ ま す 。 中 な 現在 の 皇后 が 詠 ま れ た 歌 は 、 
歌集 が 出版 され た り 外 国語 に 翻訳 され た り も し て いま す 。 万葉集 に も 
音 の 天皇 . 皇后 の 和歌 が た くさ ん あり ます が 、 その 伝統 は 現代 の 皇室 に も 
生き 続け て いる の で す 。 


この よう に 、 皇室 が 日 本 の 伝統 文化 の 継承 と 発展 に 果 た し て いる 役割 は 
大 変 大 きい と 言え る で し ょ う 。 


ー ん です 


ん で す (or ん だ ) appears frequently in daily conversation. This sentence ending is not an optional 
element it has a specific function. The following situations are SOme common situations where ん で す 
js used. Note that in these situations, sentences are unnatural without ん で 


(1) When confirming something ((a)and (b)) or asking a question about what you have just seen or 


heard ((c) and(d) ) . 


a. [Seeing Alice wearingawedding ring ata party] 彼女 は 結婚 し て いる ん で すか が 。 
b. [Seeing yourroommate coming in with a wet umbrella] あ 、 雨 が 降っ て いる の ? 
c. いい シャ ツ を 着 て いま すね 。 ど こ で 買っ た ん で すか が 。 
d. A: この 夏 、 中 国 へ 行っ て きま し た 。 
B: へ え 、( 中 国 の ) どこ へ 行っ た ん で すか 。 
Note that the の in (b) js an informal version of ん で すか 。T1his の is Pronounced with rising intonation. 


(2) When providing a reason for something you have just said, heard or done. 


e. A: 今 晩 、 映 画 に 行か な い ? 
B: ご めん 、 今 晩 は 他 の 約束 が ある ん だ 。 
f Ar: 先生 と は あま り 話 さ な い ん で すか 。 [confirmation] (See ①)) 
B: え え 、 私 の 先生 は と て も 厳し い の で あま り 話し た く な いん で す 。 
g. [On arriving late to class] すみ ませ ん 、 バス が な か な か 来 な か っ た ん で す 。 


Note that in (e) -(g),S か ら で す is not used. か ら で す is used when responding to “why” questions or 
when providing reasons for what was said in a previous statement, aS seen in (h) and ⑪. 


h. A: どう し て 日 本 語 を 勉強 し て いる ん で すか 。 
B: 日 本 で 仕事 を し た いか ら で す 。 
i. 私 は 今 、 日 本 語 を 勉強 し て いま す 。 日 本 で 仕事 を し た いか ら で す 。 


(3) When hinting to the hearer to get him/her to take some action for you (e.g., asking for help, 
making a request, asking for permission) . In this case, が , け れ ど or its variations follows ん で す . 
(See p.126, 言語 ノー ト 6 「 が and けれ ども 」 )) 


| 先生 、 こ の 漢字 の 読み 方 が 分 か ら な いん で す が …。 [asking for help] 
k、 こ の ペー ジ を 明日 まで に コピ ー し て ほし いん だ けど …。 [making a request] 
| 明日 病院 に 行く の で 、 ク ラス を 休ま せ て いた だ きた いん で す が …。 [asking for permission] 


(4) When making an introductory remark. In this case, が , けれ ど or its variations follows ん で す . 
m. 先生 、 ご 相談 し た いこ と が ある ん で す が 、 今 よろ し いで すか 。 
n. 期末 論文 に つい て な ん で す が 、 1 ペー ジ で も いい で し ょ うか 。 
o. 今晩 、 パ ー テ ィ ー を する ん だ けど 、 来 な い ? 


(5) When cxpressing the speaker's emotion such as surprise, disappointment etc. 
p. A: ビル が 生ま れ た の は 日 本 だ よ 。 


B: ヘー、 そ う {な ん で すか / な ん だ }。 [surprise] 
で な が だ 今井 さん は 来 て いな いん で すか 。 [disappointment] 


世界 と 
私 の 国 
木 米 


DD [世界 が も し 100 人 の 村 だ っ た ら 」 
「 日 本 村 100 人 の 仲間 た ち 」 
「 マ ー タ イ さ ん の MOTTAINAI キ ャ ン ペ ー ン 」 
世界 の 社会 問題 、 ち っ た いな い 運 動 
「 も っ た いな い ば あ さん 」 


本 文 を 読 お 前 に a 読み 物 ・1 


oe の る る る e000 i 0 0 0 ii Oe te $e Re « 6 


IN 地球 温暖 化 と 戦争 以外 で 、 今 、 世 界 で 問題 に な っ て いる こと 、 あ る い は 、 問 題 に すべ 
I きこ と は 何だ と 思い ます か 。 二 つ 挙 げ な さい 。 


1 20 年 後 、 自 分 は どこ に 住ん で 何 を し て いる だ ろう か 。50 年 後 、 私 た ちの 国 は どん な ふう に な っ て い 
る だ ろう か 。 世界 の 未来 は どう な っ て いる だ ろう か 。 誰 も が 少な く と も 一 度 は 、 こ の よう な 疑問 を 持っ 
た こと が ある の で は な い だ ろ うか 。 し か し 、 こ の 疑問 に 答え る こと は 簡単 で は な い 。 明 る い 未 来 を 予測 
する 人 も いれ ば 、 暗 い 未 来 を 予測 する 人 も いる 。 未来 は 決ま っ て いる も の で は な く 、 現 在 の 私 た ちの 行 

5 動 次 第 で 、 明 る くも な れ ば 、 暗 くも な る 。 こ の 課 で は 三 つ の 読み 物 を 通し て 、 今 の 私 た ちの 周り に ある 

問題 を 考え な が ら 、 自 分 の 国 と 世界 の 未来 、 そ し て 、 こ れ か ら の 可能 性 に つい て 考え て みよ う 。 


IRRRIIRRRIRRRIIRRRIRIRIDIIITIITTTITTTTITTITITIDTTTIITITDITTITTIDDTIDDTTTIDTTIDTTDDTIDDTTIDTTDDTIDTTTOTTTDTIDDTTTTTTODTTITTITTTTTOTTTITTTTOTTTTOTTOTTTTTOTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT 


|2 1? ンダ リ 「 マー タ イ と いう 人 に つい て イン ター ネッ ト や 本 生 病 ペ て 、 下 の 可 を 完成 し 
「 世 界 が も し 100 人 の 村 だ っ た ら ・ 総集編 


な さい 。 
_ マ 参考 に で きる サイ ト 


; 江間 代 子 ・ マ ガ ジ ン バハ ウス [編著 
(一 部 抜粋 ) 


ば っ すい 


時 ② [教科 書 に 出 て くる サイ ト ] を クリ ッ ク 肖 


ET 


財 持 HH 押 村 持 H 填 HH 提 HH HH 人手 | っ wt = ei > 
シン ガリ トマ ー も っ ーー | 世界 に は 67 借 人 の 人 が いま す が 、 も し も それ を 100 人 の 村 に 縮め る と どう な る で し ょ う 。 


生ま れ た 年 
生ま れ た 国 
勉強 し た 大 学 


100 人 の うち 、50 人 が 女性 で す 。50 人 が 男性 で す 。 
28 人 が 子ども で 、72 人 が 大 人 で す 。 そ の う ち 、7 人 が お 年 寄り で す 。 


⑱ 下 の a-c の 中 か ら 、 こ の 言葉 の 意味 を 


の 一 番 よ く 表 し て いる 文 を 選び まし ょ う 。 90 人 が 異性 愛 者 で 、10 人 が 同性 愛 者 で す 。 
強し た こと 食べ 物 や 飲み 物 が た く さ い せい あい し ゃ どう せい あい し ゃ 
MS Pd 83 人 が 有色 人 種 で 、17 人 が 自 人 で す 。 


60 人 が アジ ア 人 で す 。14 人 が アフ リカ 人 、14 人 が 南北 アメ リカ 人 、11 人 が ヨー ロッ パ 人 、 
5 あと は 南 太平 洋 地域 の 人 で す 。 


b. 何 か を 全部 使わ な か か っ た り 、 食 べ 物 
や 飲み 物 を 残し た り 、 ま だ 使え そう 
な も の を 捨て て し まっ た りす る こと 
を よく な いと 思う 気持 ち 。 

C. 会 いた いと 思っ た 人 が 近く に いな く 

て 、 残 念 だ と 思う 気持 ち 。 


その 他 に 分 か っ た こと ( 二 つ ) 


33 人 が キリ スト 教 、20 人 が イス ラム 教 、13 人 が ヒン ドッ ゥ ー 教 、6 人 が 仏教 を 信じ て いま す 。 
5 人 は 、 木 や 石 な ど 、 すべ て の 自然 に 電 魂 が ある と 信じ て いま す 。 
23 人 は 、 ほ か の さま ざま な 宗教 を 信じ て いる か 、 あ る い は な に も 信じ て いま せん 。 


あな た が 他 に リサ イク ル で きた らい いと 思う 物 は 
どん な 物 で すか 。 


17 人 は 中 国語 を し ゃ べり 、8 人 は 英語 を 、8 人 は ヒン ディ ー 語 を 、7 人 は スペ イン 語 を 、4 人 は 
の ロシア 語 を 、4 人 は アラ ビア 語 を し ゃ べり ます 。 こ れ で よう や く 、 半 人 の 半分 で す 。 あ と の 半 

分 は ベン ガル 語 、 ポ ルト ガル 語 、 イ ンド ネシア 語 、 日 本 語 、 ド イツ 語 、 フ ラン ス 語 な ど を し ゃ 
べり ます 。 


あな た は 、 リ サイ クル の 他 に 、 何 か 環境 
の た め に し て いる こと が あり ます か 


人 


何 を すれ ば いい と 思い ます か 。 


w 


どん な こと を し て いま すか 。 


ULMMMMU0OUOLOUUHOOITUUTIOMIUUUUMUUUUUUUUUUUUUOUUUUUUUUUHUIUUUIUUUUUUUIUUUUUIIUUIUUIUUIUUIUUUIUUUIUUIUUIUIUIUIUUUUUUUUUUUUUCUUU 


宮下 店 超 調 下 


いろ いろ な 人 が いる この 村 で は 、 あ な た と は 違う 人 を 理解 する こと 、 相 手 を ある が まま に 受け 
六 札 る こと 、 そ し て な に より 、 そ うい うこ と を 知 洛 避 較 呈す 。 


また 、 こ ん な ふう に も 考え て みて くだ さい 。 
村 に 住む 人 びと の 100 人 の うち 、14 人 は 栄養 が じゅ うぶ ん で は な く 1 人 は 死に そう な ほど で す 。 
で も 14 人 は 太り 過ぎ で す 。 


すべ て の 富 の うち 、1 人 が 40% を も っ て いて 、49 人 が 51% を 、50 人 が た っ た の 1% を 分 け あ っ 
て いま す 。 す べ て の エネ ルギー の うち 19 人 が 542% を 使い 、81 人 が 46%% を 分 け あ っ て いま す 。 
39 82 人 は 食べ 物 の 著 え が あり 、 雨 覧 を し の ぐ と ころ が あり ます 。 で も 、 あ と の 18 人 は そう で は 
あり ませ ん 。18 人 は 、 き れい て 安全 な 水 を 飲め ませ ん 。 


村人 の うち 、 1 人 が 大 学 の 教育 を 受け 、18 人 が イン ター ネッ ト を 使っ て いま す 。 
けれ ど 、20 人 は 文字 が 読め ませ ん 。 


も し も あな た が 、 いや が ら せ や 逮捕 や 扶 問 や 死 を 共 れ ず に 、 信条 や 信仰 和良 に 従っ て な に 
35 。 か を し 、 も の が 言え る な ら 、 そ う で は な い 48 人 より 恵まれ て いま す 。 

も し も あな た が 、 空爆 や 襲撃 や 地雷 に よ る 殺 狂 や 武義 集団 の レイ プ や 拉致 に お び え て いな けれ 
ば 、 そ う で は な い 20 人 より 恵まれ て いま す 。 
1 年 の 間 に 、 村 で は 1 人 が 亡くな り ま す 。 で も 、1 年 に 2 人 赤ちゃん が 生ま れる の で 、 来 年 、 村 


人 は 101 人 に な り ま す 。 


も し も この メー ル を 読め た な ら 、 この 瞬間 、 あな た の 幸せ は 2 倍 に も 3 倍 に も な り ま す 。 
な ぜ な ら あ な た に は 、 あ な た の こと を 思っ て これ を 送っ て くれ た 誰か が いる だ け で な く 、 文 字 
も 読め る か ら で す 。 


けれ ど な に より あな た は 生き て いる か ら で す 。 


「 世 界 が も し 100 人 の 村 だ っ た ら ・ 総 集 編 ] 
池田 理代子 キ マガ ジン ハウ ス (編著 )/ 
ら 008 年 / マガ ジン ハウ ス 文 庫 / pp.9-45 
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栄養 太り 分 け 恐れ ず 従っ て 事 ま れ て 


えい よう 


sDs | 世界 と 私 の 国 の 未来 ーー 


ぁ 太字 覚え る 単語 


ぎ も ん N : question; doubt . 2 
1 よそ く | VN ipredicson | (を ) 予 測 する | 
| こう どう 1 VN acton | 行動 する | 4 
も ぢ め る : ru-Vt : to reduce | 9 
: いせ いあ いし ゃ : N 上 (person) ] 
6: 同性 愛 者 どう せい あい し ゃ | N ho (person) PaSi 1 
7 人 種 : じん し ゅ ; N race (of people) | 有色 人 種 (N) nonwhite races : 
8: 白人 ] は くじ ん : N 1 person; Caucasian 作 務 13 
9 太平 洋 : た い へ いよ う 1N Pacific Ocean | 南 太平 洋 South Pacific Ocean | 15 
10 電 殊 れい こん : N : soul; spirit 1 17 
1 (を ) し ゃ べ る : uVt speak wi 19 
12 | ょ う や く - | の barely リョ 20 
13 ある が まま RR | 本 WW 23 
14 こん な ふう に 1 Ady 8 | 25 
15 栄養 , えい よう 半 江 ^ a ] 
16| じゅ うぶ ん (な )/ 十 分 (な ) ANa a sufficient : 26 
17 : 富 とみ | N wealth: fortune 
181 (を) 分 ける | わけ る Ea 2 
19: 著 え i た くわ え : NR savings も 
20 ! 雨 吉 を し の ぐ | あめ つゆ を し の ぐ b Phr to kecp oe 字 c rain ; 30 
21 | いや が ら せ 2 0 8 (一 に ) い や が ら せ を する (Phr) to harass 
22 束 捕 | た い ほ | VN 拉 neei] (~~ を) 逮捕 する : 
23 | 的 間 | とう も ん 1 vN pbyeieal toftnre | (を ) 拶 問 す る 
24 1 死 し 9 電 eaih 
25 | ( こ を) 恐れ る | お それ る | rw ito fean be afaid of 
26 : 信条 じん 民 ば ゆう | N principle; creed; belief : 
27 良心 りょう し ん ; N a 2 34 
28 (~ に ) 恵 まれ る 、 | めぐ まれ る 1 m-Vr i to be blessed 1 35 
29 ツ 空爆 くう ば く ‘0 揚 a bombing: air strike : 
30 襲撃 | しゅう げき | VN iatack (を) 襲撃 する 
31 地雷 じらい : N 11nd-flne 
32 : 殺 有 さ つ り く | VN laugheen massacre | 殺 圭 する 
33 武装 集団 1 ぶ そ う し ゅ うだ ん N 1 ammed rou 
34 1 拉致 らち ] VN 1 bdue9n | (を) 拉致 する 
35 (に) おびえ る : ru-Vi Et get scared 36 
36 な ぜ な ら 6 Go | because 1 41 
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地 田 [ 抑 ] 


りこ で 地 宮 生 弄 レ we つや つる つ " 還 必 案 G 人 で 守 共 で を で 
装 G 好 NN ぷ ゼ 「 対 填 字 w 人 2] し つぶ" 


「< 革 ビ JT し 避 天 曲 看 制 GYSG 寄 SO 員 隔 っ mw や 
で で 

筆 固 和男 共 トペ ー 玉 生還 攻 G 埋 穴 着 想っ し て 
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ど 環 と ピ 痢 っ 交 や で " 
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[ 和 A] 性 KGR 還 忠 せ OOQ 叶 打 並 で 芋 jp) うし っ oe 


「 四 セーOO ズ 8 を 配 忌 」 季 田 規 ( 抑 ) 


時 管 さ 財 四 机 以 搬 寺 ( 議 庄 町 還 は 疫 選 ) 
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や 
区 
に 3 


J 
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| 世界 と 私 の 国 の 未来 ーー 


読物 *3 
太字 = 覚え る 単語 


マー タイ さん の MOTTAINAI キャ ン ペ ー ン 


NI 1 仲間 : な か ま | N comradei circle of friends Te Ee doje ia a eae ee oe ooo s an sais ens ia a ca CRE ss 
EN 2: ほん の ちょ っ と : 1 Phr ijust a little 
| | 3 : 働 き 盛り : は た らき ざか り | N iprime of life 0 RE 
IN 4 高齢 者 | こう れい し ゃ | N old person/people 9 1 圏 ノー ベル 平和 賞 受賞 者 が 広め ゆる 「 も っ た いな い 」 運動 
川 用 a ; 5 F 0 
ll | ーー 拘る VN = < た っ ユ ー ス トー エー : 10 2004 年 に 環境 分 野 で 初 の ノー ベル 平和 賞 を 受賞 し た ケニア 人 女性 、 ワン ガリ ・ マ ー タ イミ 
| [NUN 6: 寿命 : じゅ みょう : N : life span Ry 
川 7 (が) 延び る | の びる ie a ん 。 マー タイ さん が 、2005 年 に 来 日 し た 時 に 最も 感動 し た 言葉 が 「 も っ た いな い 」 と いう 日 本 
8 | 国連 i こく れん i ! United Nations 語 で し た 。 
9: あ ちこ ち 8 : here and there ] 
: (~ が ) 返 る | の 1 1 return ] 18 3 [環境 3R + Respect = も っ た いな い 」 
1 付き 合い : つき あい : N iassociation socialization | 近所 付き 合い (N) neighborly es : 19 
12 : 悩み - な や み u-Vi i roubls; distress | (~ に ) 悩む (u-Vi) to be troubled : Reduce( ゴ ミ 削 減 ) 、Reuse( 再 利用 ) 、Recycle ( 再 資源 化 ) と いう 環境 活動 の 3R を た っ < 一 理 
13 | 不安 (な ) : ふ あ ん (な ) ; ANa : uneasyi ill at ease : 30 cu4。 } 「 導 
14 : 老後 ろう ご | N :post-retirement years 1 31 で 表せ る だ け で な く 、 大 切な 地球 資源 に 対す る Respect (尊敬 の 気持 ち ) cr ら 友 いう 者 業 
15 収入 | し ゅ うに ゅ う | N iincome : | 「 も っ た いな い 」]。 マ ー タ イ さ ん は この 美しい 日 本 語 を 環境 を 守る 世界 の 共通 語 「MOTTAINAII 
16 財産 : ざい さん | N iproperty fortune : 32 | 3 i ed , 
1 の 4 Rk 本 と し て 広め る こと に し まし た 。 日 本 に 昔 か ら あ る 「 も っ た いな い 」 の 精神 が 世界 に 広 ま れ は 、 


: 豊か (な ) : ゆたか (な ) siabundanti rich 


10 地球 環境 問題 の 改善 に 役立つ ば か り で な く 、 資源 の 分 配 が 平 ae 


19 快適 (な ) EN ANa : pleasant; comfortable 34 等 に な り 、 テ ロ や 戦争 の 抑止 に も つなが る と 考え た そう で す 。 
20 i 勤勉 (な ) j: き ん べ ん ( な ) i ANa | hard-working: diligent AN 
21 | 誠実 (な ) せい じ つ ( な ) 1 ANa | sincere; honest | 36 マー タイ さん の お か げ で 、 日 本 で 生ま れ た 「 も っ た いな い 」 
2 労働 | ろう どう VN i works labor | 労働 する to labor と いう 言葉 が 、 世界 を つ な ぐ 合言葉 [MOTTAINAII 0 
23 貯金 : ちょ きん : VN isavings | 貯金 する to save money 1 
24: (に) 励む ! はげ む 1 u-Vi i to strive; work hard た の で す 。 
25 (ご を ) 手 に 入れ る て に いれ る 1 mrVr i to obtain 5 ワン が ガリ ・ マ ー タ イ さ ん は 1940 年 、 ケ ニア の 上 農家 に 生ま 
26 : 第 生 えい せい | N | ygienei sanitation | 衛生 的 (な ) (ANa) hygienic | 41 れ ま し た 。 六 人 兄弟 で 家 は 決し て 裕福 で は な く 、 他 の 多く の 
27: あ ら ゆ る ; ; An iall;every (possible) ! 42 時 
28 : (に ) 飼え る 1! うえ る ru-Vi i to starve | 負え (N) hunger; starvation ! 44 アフ リカ 女性 と 同じ よう に 、 学校 教育 を 受け られ る 環境 で は 
29 | (が ) 湯 く : か わく iwViitogetdry 4 あり ませ ん で し た 。 し か し 、 マ ー タ イ さ ん の 兄 が 両親 を 説得 
30 i うつ 病 : うつ びょう : N : depression : 45 に : い 

i a し て 学校 に 通わ せ て くれ 、60 年 に 政府 留学 生 に 選ば れ ま し た 。 〇 ワン ガリ ・ マ ー タ イ さ ん 
80 本 1 二 rt ケニア の 前 環境 副 大 臣 。 生 物 学 博 
2 (一 を) 満た す | みた す ! u-Vt ito satisfy; fill : 46 20 その 後 、 米 ピ ッ ツノ ミー グ 大 学 で 修士 合 を 取得 。 ド イ ツ に 留学 十 。 環境 保護 活動 家 。 MOTTAINAI 
33 : 迷路 : め いろ : N ilabyrinth: maze : コ > wa の 博士 号 キャ ン ペ ー ン を 始め た 人 。 ら 00g ら 

6 8 : 6 1 = = 号 を 取得 し =e コリ ラロ ホレ 
oon EER 名 し た 後 、71 年 に ナイ ロビ 大 学 で 生物 分 析 学 の 博士 号 を 取 科 年 に ケニア の 国会 議員 に 初 当 
35 山積 み : や ま づ み | N :huge mound; heap | 49 よ | が =o 31 rs tp 
36 : (~ を ) 抱 える : か か える 1 ru-Vt ito have (problems, heavy work, etc.): to hold in ones arms i 50 一 方 で マー タイ さん は 、 祖 国 の 貧困 や 環境 成 壊 に を 痛め 、 する 長年 の 貢献 が 評価 され ノー ベ 
37! (ご に ) 届 く と どく 抽 還 る Ce 57 前 0 、、、、 ル 平 和 賞 を 受賞 。 
38 ! き っ と : : Adv i surely : 1977 年 貧し い 女 性 た ちと 「 ク リー ン ベ ル ト 運動 ] と いう 植 株 
39 ee) 耳 を 傾け る : みみ を か た むけ る ; Phr i to listen; lend an ear : 59 ト ピ jiMMMHHMHUHHUMUHHUUUUUHUUUUUUUUUUUUUUHUMUUUUUUUMUUNUUUUUUUMUUUUUUUUOUAUMUUUUUUMUUUUUMuilUuuuuluuuuuuuuuuuuuuuuu 
40 | 一 員 Ei に いん A N 14 member | 65 賞 受賞 広め る 分 野 再 - 資源 共通 改善 役立つ 農家 破壊 貧 し い 
41 : (~~ を) 取り 戻す : と り も どす imrVr {to regain; get back | 67 フー 


42 背景 : は いけ い : N i background 


346 


25 活動 を 開始 し まし た 。 植 林 活 動 と いう の は 、 地 球 環境 の 保護 の た 
め に 砂 漢 な ど に 木 を 植え て 、 森 林 を 作る 活動 の こと で す 。「 グ リー 

ー ン ベル ト 運 動 ] は 環境 の 保護 だ け で な く 、 土地 の 砂漠 化 の 防止 、 
貧困 か ら の 脱却 、 女 性 の 地位 向上 、 ケ ニア 社会 の 民主 化 に も 大 き 

く 貢献 し まま RT YY カ 大 陸 全 土 で 4000 万 本 を 起 え 

30 る 木 を 植え て お り 、 植林 の 参加 者 は 女性 を 中 心 に の べ 10 万 人 に な 
る そう で す 。 こ の 運動 に よっ て 、 マ ー タ イ さ ん は 環境 分 野 で 初め て 、 
そし て アフ リカ の 女性 と し て も 初め て ノー ベル 賞 を 受賞 し まし た 。 


グリ ー ン ベル ト 運 動 
写真 提供 : 毎日 新聞 社 


る 活動 に 努め て いま す 。 IMOTTAINAI| と いう 日 本 語 は 、 いつ か 世界 中 の 辞書 に 載る よ うに な 
35 る か も し れ ま せん 。 


マー タイ さん は 今 も 世界 中 を 飛び 回 っ て 「MOTTAINAI| を 広め 


あな た も 「MOTTAINAI] に 参加 し て み ま せ ん か 。 ケニー ア に 行か な く て も 植林 活動 
「 グ リー ン ベ ル ト 運動 ] に 参加 で きま す 。 


p MOTTAINAI クリ ッ ク 募 金 http:/mottainai.info/click/ 


! バナ ー を クリ ッ ク す る だ け で 、 あ な た も 「 グ リー ン ベ ル 
4% ! ト 運 動 ] に 無料 で 1 円 募金 を する こと が 出来 ます 。 


p MOTTAINAI キ ャ ン ペ ー ン P MOTTAINAI 
オフ ィ シ ャ ル T シ ャ ツ モッ タ く ん キャ ン ペ ー ン ロゴ 
モッ タ く ん の T シ ャ ツ を 着 て 、 グ リー 
: ン ベ ル ト 運動 を 広げ よう ! シャ ツ の 
45 | 売り 上 げ の 一 部 は 「 グ リー ン ベ ル ト 運 
: 動 ] に 寄付 され ます 。 イ ンタ ーネット 
で 注文 で きま す 。 


MOTTAINAI 


@⑥ MOTTAINAI キ ャ ン ペ ー ン ! 


参照 資料 : MOTTAINAI キャ ン ペ ー ン オフ ィ シ ャ ル ホ ー ム ペー ジ http://mottainai.info/ 
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植え て 森林 防止 募金 無料 寄付 
ぅ ぼう し ぼ きん む りょう き ふ 


し ん りん 


単語 


5 | 世界 と 私 の 国 の 未来 一 一 


太字 覚え る 単語 


1 : - 賞 : - し ょ う Suf : prize; award | ノ ー ベ ル 平 和 賞 (N) Nobel Peace Prize 
2 ! じゅ し ょ う も VN lo (~~ を) 受賞 する : 

3 (~ を ) 広 め る ひろ め る ra-Vt 0 propagate; spread; promote | 

4 も っ た いな い ( A wasteful: more than one deserves 

5 | - 運 動 うん どう Suf i move; exercise | 1 
6 : 分 野 | ぶん や i N も field; area 

2 初 (の ) | は つ ( の ) | ANe fst 2 
8 来 日 1 夫 い に ち | vN lyiwitto Jap 染 目 ある 1 3 
9: 削減 ; さく げん | VN Ra | (~ を ) 削 減 す る : 

10 1 再 - | さい - : Pref : 

11 | 資源 - し げん N : natural resources 

12 | 一 言 で | Ca | Phr in a single word; in one word : 6 
13 [ 共通 (の ) : き ょ うつ う ( の ) 1 ANo icommon | 共通 語 common 1anguage | 8 
14 : 改善 : か いぜん : en change for the better | (~ を ) 改 善 す る : 

15 分 配 | ぶん ば ぱい VN 1 dtihutioni division | (一 を ) 分 配 する 10 
16 テロ | N 06 

7 抑止 - よく し VN 1 deterrence | (一 を ) 抑 止 する 

18 [ (一 に ) つ な が る u-Vi : to be connected to; be tied together | 11 
19 合計 | あい こと ば トド 1 | 19 
20 i 農家 ツ の うか も N : farming family | 15 
21 : 裕福 (な ) 「 ゆ うふ く ( な ) 1200 | 16 
22 [ 説得 : せ っ と く | VN be 本 | (を) 説得 する | 18 
23 [ 修士 号 : しゅ うし ご う * master's degree 

24 | 取得 1 し ゅ と く ij VN Pt | (を) 取得 する 1 20 
25 生物 分 析 学 せい ぶつ ぶん せき が く N hdy of boeHshe 

26 博士 号 は か せ / は くし ご う i N : doctor's degree; Ph.D. i 21 
27 : 祖国 : を こく N 時 NO が 

28 i 破壊 : は か い : VN GO | (を ) 破 壊す る 
の (一 に ) 心 を 痛め る : ここ ろ を いた め る Phr i feel distress : 23 
30 貧し い : まず し い 人 0 
31 : 植林 : し ょ くり ん : VN 1 Planting: forestation | (一 に ) 植林 する | 24 
52 開始 : か いし ; VN istart | (~ を ) 開 始 す る 
33 ( 保護 。 ツ VN 06058Gg conservation | (一 を ) 保 護 する | 25 
34 : 砂漠 : さば く N desert 

35 (を ) 植 える - うえ る : ru-Vt i to plant | 

36 森林 | し ん りん | N ieet 1 26 
| 防 上 ぼう し VN i | (~ を ) 防 止 する | 27 
38 [ 脱却 1 だ っ きゃ く | VN igetting out (of situation) | (一 か ら ) 脱 却 する 

39 : 向上 : 0. 2 よう 1 VN DR betterment | (一 が ) 向 上 する 
40 | 民主 化 みん し ゅ か VN | democratization | (一 を ) 民主 化す る 28 


15 有 | 世界 と 私 の 国 の 未来 ーー 一 


41: 頁 献 こう けん : VN { contribution | (一 に ) 頁 献 する 人 の / 賛成 を する / 反対 を する 
人 2 全土 _! ぜ ん に | N i entire land 29 

44 | (を ) 飛び 回 る } と び ま わ る 本 Pb travel around; fly around ] 33 

| (ー に ) 却 め る : つ っ つとめ る imW ito make an efort 1 4 は る か : あ 、 そ の エエ シャツ 、 も っ た いな い 運 動 T シ ャ ツ で し ょ 。 

| 募金 i 人 ーー ーー (of money) | [ 道子 : そう 、 い いで し ょ 。 ネ ッ ト て 買っ た ん だ 。 

| 無料 | お りょう | N ifeeofcharee lo マイ ク : ね 、 も っ た いな い 運 動 っ て 何 ? 

48 : 寄付 : き ふ | N i donation: contribution | (一 に ) 寄 付す る | 46 


5 は る か : 地球 に 緑 を 増やす 運動 で ノー ベル 平和 賞 も ら っ た 人 、 何 て 名 前 だ っ た っ け ? 
導 m 才 が EZ ガリ ッ マ ー タ イ さ ん ? ケミ ミポ の 


は る か : そう そう 、 そ の マー タイ さん が 始め た キャ ン ペ ー ン の こと 。 マ イク 、「 も っ た いな い 」 
の 意味 は 知っ て る で し ょ 。 
マイ ク : も ちろ ん 、 知 っ て る よ ! 日 本 人 が よく 使う か ら 、 日 本 に 来 て すぐ に 覚え ちゃ っ た 。 
10 Cl その マー クイ さん の 2940 だ の 
道子 : うん 、「 も っ た いな い 」 っ て いう 言葉 に は 、 今 の 環境 問題 を 解決 する ヒン ト が 含ま れ て 
る っ て 考え た の 。 それで 、 世 界 中 に 「 も っ た いな い 精 神 ] を 広め よう っ て 、 こ の T シ ャ 
ツ を 作っ た の よ 。 


は る か : も っ た いな いっ て 、3R な ん だ っ て 。 リ デュ ー ス 、 リ ユー ス 、 リ サイ クル 。 


15 マイ ウツ Rha 
は る か : リデュース は ゴミ を 減ら す 、 リ ユー ス は 再 利用 する 、 リ サイ クル は 再 資源 化す る 。 
マイ ク : あ 、 そ れい いね 。 覚え や すい し 。 で も 、 再 利用 と 再 資源 化 っ て 何 が 違う の ? 
は る か : う 一 ん 、 例 えば 、 紙 の 表 を 使っ た 後 、 そ の まま 捨て て し まわ な いで 、 裏 を も う 一 度 使っ 
た りす る と か 。 姉 の 洋服 を 妹 が 着る な ん て の も 再 利用 だ よね 。 お か げ で 私 は 子供 の 時 、 
20 姉 の お 古 ば っ か り 着 せら れ て た けど 。 再 資源 化 っ て いう の は 、 い ら な く な っ た 紙 を 集 
め て パル プ に し て 、 も う 一 度 新しい 紙 を 作っ た りす る よう な こと か な 。 
マイ 5 散 際 衝 を 、 そ が 8 
道子 : 最近 は 3R に リペア も 入れ て 4R な ん だ っ て 。 壊れ て も 、 も う 一 度 直 し て 使 お うっ て 。 
マイ ク : で も 、 そ ん な 運動 を し て も 効果 が ある の か な あ 。 み ん な 全然 気 に し な いで 、 一 度 し か 
25 使っ て な い 紙 を 平気 で 捨て て る よ 。 
は る か : そん な こと な いよ 。 地 球 温 暖 化 が 問題 に な っ て き て か ら 、 み ん な 、 少 な く と も エネ ル 
キ ギー に つい て は 、 な る べく 無駄 使い し な いよ うに し よう っ て 思っ て る ん じゃ な い ? 


MMUUUUUUUUUIUIHUUMIUUHUUUHUIUUHHUUUUHIUUIAUUUUEHHUUUUIUUUUHUMUUUIUUUUUUUUUUHUHUHUUIUHUIUUHIUUHUHUUIIUUHUUUUUUUUUIUUUIUUUUIUIUUIUUUIIUUIUUUUUIUUUUUUUUUUUUUI 


緑 表 捨て て 裏 SE 


お も て 4 うら へ い き 


人 


五 
マイ ク : 思っ て て も 、 実 際 に 実行 し て いる 人 は 少な いと 思う けど 。 EE P 太字 三 覚え る 単語 


道子 : 私 は 実行 し て る わ よ 。 夏 に エア コン の 温度 を 上 げ る と か 、 電 気 を つけ っ ぱな し に し た 


1: 緑 : みどり | N igreeneryigreen 5 

30 り 、 水 を 出し っ ぱな し に し た り し な いと か 。 2: 表 : お も て TN 1 face; front ! 
i i | 18 
マイ ク : そん な の 当たり 前 じゃ な いか 。 3: 事 1 うら 1 ドー 

5 4: お 古 ( の ) : お ふる (の ) : ANo ! hand-me-down 
は る か : ひど ビー い 。 じゃ マイク グ は も っ と いろ た ん を なこ 赴き る る の? ] 5 平気 (な) : 入 いき (な ) 1 ANa :unconcernedi cool 
マイ ク : 僕 ? 僕 は 今日 か ら 4R 運 動 だ よ 。 6: 当たり 前 (の ) : あたり まえ (の ) | ANo {usual; ordinary 衝 
PR | | 94 

は る か : 調子 いい こと 言っ て 。 も っ た いな い ば あ さん に 去ら れる よ 。 } 7: 調子 (の ) い い : ち ょ うし (の ) い い  : Phr itoo smooth mi 

ys 8i( を) な め る i avito lick | べろ べろ な め る (Phr) to lick something with 
時 オウ ーッ 売り し なつ だ 1Y 生 まあ きん 1 っ て て i one's tongue ーー 

| ANa itwisted (mind) ] 
は る か : も っ た いな いこ と を する 子供 の と ころ に 出 て くる お ば あさ ん の こと 。 も っ た いな いこ まがり DK) ーー | 41 

10 : 勝手 に する : か っ て に する ; Phr ito haveones way 1 

と を する と 顔 を べろ べろ な め ら れ ち ゃ うん だ か ら 。 


道子 : あっ 、 私 の 弟 も その 絵本 、 持 っ て る 。 何 か も っ た いな いこ と し て る と 、「 も っ た いな 一 
い 、 も っ た いな 一 い 」 っ て 言っ て 出 て くる ん だ よ 。 
40 マイク *: お 一 、 おもしろい 1 僕 も 会 っ て みた いな 一 。 
は る か : も う 、 へ そま が りな こと ば っ か り 言 うん だ か ら 。 勝手 に し な さい ! 


p 真珠 まり こ 作 の 絵本 
「 も っ た いな い ば あ さん 」 の ペー ジ : 


http://Www.mottainal.comy 


© 真珠 まり こ /「 も っ た いな い ば あ さん 」 講談 社 


MMUMUUMUUUHUUHUUUUUHUUHUHUUUMUUMMUUUUUUUUU 有 UMUUHUHUUMUMUMUUMMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUMUUUUMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUMUUUUUUUUUUUUUULL 用 用 遇 用 有 UMMU 有 吊 吊 吊り 
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fa 二 考え て みよ う 。 
1. 20 年 後 、 あ な た は どこ に 住ん で 何 を し て いる と 思い ます か 。 
2. 50 年 後 の 地球 は どう な っ て いる と 思い ます か 。 
3. あな た の 国 で は 何 語 が 一 番 よ 〈 使 われ て いま すか 。 それ は あな た の 国 に 昔 か ら あ っ た 言葉 で すか 。 
4 。 あな た が 今 一 番 大 切 だ と 思っ て いる も の や こと 、 一 番目 に 大 切 だ と 思っ て いる も の や こと は 何で すか 


5 あな た は 「 将 来 の こと 」 と 「 今 を 楽し むこ と ]」 と 、 ど ちら の 方 が 大 切 だ と 思い ます か 。 な ぜ そ う 思 
いま すか 。 


6. 読み 物 2 に よる と 、 日 本 に は 今 ど ん な 問題 が あり ます か 。 それ は な ぜ で すか 。 


rh あな た の 国 は 今 「 物 質 の 時 代 」 に 入っ て いま すか 。「 精 神 の 時 代 」 に 入っ て いま すか 。 な ぜ そ う 
思い ます か 。 


8. 「MOTTAINAI| 運動 は 、 な ぜ 地 球 環境 問題 の 改善 に 役立っ た り 、 資源 の 分 7 配 を 平等 に な 、 
テロ や 戦争 の 抑止 に つなが っ た りす る と 思い ます か 。 


9 「 グ リー ン ベ ル ト 運動 ] は 、 な ぜ 女 性 の 地位 の 向上 や ケニア の 民主 化 に 貢献 し た と 思い ます か 。 


o 


咽 議 会 話 を 読ん だ 後 で 、 考 えて みよ う 。 
1 あな た の 国 に も 「 も っ た いな い 」| と いう 言葉 や 考え 方 が あり ます か 。 
2 似 と いう の は 、 具 体 的 に は どん な こと を する こと で すか 。 本文 以外 の 例 も 話し 合っ て み ま し ょ う 。 


yz みん な で 話し て みよ う 。 


1. 「 本 文 を 読む 前 に 」 の [1] で 話し 合っ た 問題 を 解決 する た め に は 、 何 を すべ きだ と 思い ます か 。 
あな た は 4H を 実行 する よう に し て いま すか 。 例 えば 、 ど ん な こと を し て いま すか 。 
あな た の 国 や 町 で は 、 何 か 4R の よう な こと を し て いま すか 。 それ は どん な こと で すか 。 


マン ガ 環 境 玉手 箱 ( 色 々 な も の が 入っ て いる 箱 ) の サイ ト を 見 て み ま し ょ う 。 こ の サイ ト は 日 本 の 

電機 メー カー の パイ オニ ニア が 子供 向け に 環境 に つい て 学習 する た め に 作成 し た ホー ーー ネン rc 

トピ ッ ク が いく つか あり ます ちら 、 一 つか 二 つ 読 みた い トピ ッ ク を 選ん で 下さ い 。 見 た 後 で どん 
こと が 分 か っ た か 話し 合っ て み ま し ょ う 。 


http://pioneer.jp/environmenttamate 


登場 人 物 


画 : 斎藤 雨 提 
⑥Pioneer Corporation 
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少なくとも 一 は 
・ 誰 も が 少な く と も る 一度 は 、 こ の よう な 疑問 を 持っ た こと が ある の で は な い だ ろ うか 。 【 読 1:2-3】 
・ 少 なく と も エネ ルギー に つい て は 、 な る べく 無駄 使い し な いよ うに し よう 一 【 同 :7.26-27】 


少な く と も means “at least.” It can be used with a noun or a number (optionally followed by a counter) . 
When 少 な く と も js used with a noun, は often follows the noun (or the particle after the noun) , mdicating 
that the noun is under focus. When は follows a number (+ a counter) , it emphasizes the number 


at (the) least to say the least 

a. 少 な く と も Number (+ Counter): 少 なく と も 20 ぐら い の 国 : 少 な く と も 3 時 間 は 

b. 少な く と も N: 少なく と も 家族 (は ) 

1. 日 本 語 を 勉強 し て いる ん だ か ら 、 少 な く と も 一 度 は 日 本 に 行っ て みた いと 思っ て いる 。 
2. どん な に 忙し く て も 、 少 な く と も 6 時 間 は 究 た 方 が いい で す よ 。 

例文 3. 来年 は 、 少 な く と も 3 つ は 授業 を 取ら な けれ ば いけ な い 。 

4. 人 に 何 か し て も ら っ た ら 、 少 な く と も お 礼 は 言っ た 方 が いい 。 

5. この こと に つい て は 、 少 な く と も 先生 に は 話 を し て お いた 方 が いい と 思う 。 


(2)~ も Verb ば 、~ も Verb 
・ 明 る い 未 来 を 予測 する 人 も いれ ば 、 暗 い 未 来 を 予測 する 人 も いる 。 【 読 1:77.3-4】 
・ 現 在 の 私 た ちの 行動 次 第 で 、 明 る くも な れ ば 、 暗 くも な る 。 【 読 1:774-5】 


This structure is used to present actions or states (usually two) as examples of possible or past 
actions/states. In many cases the actions/states are contrastiVe ones. 

some do ~ and others do ~ ; do and ~ among other things: sometimes ~ and sometimes ~ ; there 
are times when ~ and times when ~ : ~ and also ~ ; ~ and ~ as well 


N」 も V-cond、N。 も V (SeeL.6 文法 ノー ト ③) 
A-stem くも V-cond ば 、~ も : 面 白く も な れ ば 、 つ ま ら な くも な る 
ANa {に / で } も V-cond ば 、 こ も: 上手 に も な れ ば 、 下 手 に も な る : 安全 で も あれ ば 、 便 利 で も ある 
V,-masu も すれ ば 、V。-7asu も する : 読み も すれ ば 、 書 きも する 
海 に 行き た い 人 も いれ ば 、 山 に 行き た い 人 も いて 、 旅 行 の 計画 が 全然 決ま ら な い 。 
人 生 は 考え 方 次 第 で 、 楽 し くも な れ ば 、 苦 し くも な る 。 

この 仕事 は 危険 で も あれ ば 大 変 で も ある 。 し か し 、 誰 か が や ら な けれ ば な ら な い の だ 。 
子供 の 頃 は 、 兄 弟 と よく 遊び も すれ ば 、 け ん か も し た も の だ 。 


9d 一 の うち (で ) 
・100 人 の うち 、50 人 が 女性 で す 。50 人 が 男性 で す 。 【 読 1:710】 
・ そ の うち 、7 人 が お 年 寄り で す 。 【 読 1:711 

本 文 ・ 村 に 住む 人 びと の 100 人 の うち 、14 人 は 栄養 が じゅ うぶ ん で は な く ~ 【 読 1:726】 
・ すべて の エネ ルギー の うち 19 人 が 54% を 使い 、~ 【 読 1:729】 

・ 村 人 の うち 、1 人 が 大 学 教育 を 受け 、~ 【 読 1:/32】 


説明 X の うち (で ) is used to indicate the total entity(X) when presenting a part or portion of X. 


本 文 


英訳 


La 


a °° FF 


PE を っ 


英訳 | im ofi among 
文型 N の うち (で ) 


zs» | 世界 と 私 の 国 の 未来 一 


1 1 週間 の うち 、 三 日 は アル バイ ト に 行き ます 。 9 た っ た (の ) Number (+Counter) 
2. 日 本 語 を 取っ て いる 学生 の うち 、30% ぐら い は 工学 部 の 学生 だ そう で す 。 My ・ 日 本 村 の 高校 生 で そう 答え た の は 、 た っ た の 3 割 で し た 。 【 読 2: .24-25】 
例文 3. 私 が 今 学期 取っ て いる 授業 の うち で 、 宿 題 が な い の は ダン ス の クラ ス だ け だ 。 「 ・ 人間 が た っ た 1 人 で 出来 る こと は 、 と て も 小さ な と と で す 。 【 謗 6.55.56) 
4. 毎月 も ら う 給料 の うち 、2 割 は 家賃 の た め に 使い ます 。 説明 た っ た (の ) is used to emphasize the small amount or number of something. 
:5. この クラ ス の 12 人 の 学生 の うち 、 男 子 学生 は 8 人 で 、4 人 が 女子 学生 だ 。 英訳 only 
9⑨ 後 (の ) Noun 文型 た っ た (の ) Number (+Counter): た っ た (の ) 三 人 ; た っ た (の )15 
あと 
6 < 4 - 平 た 学 の いて た 。 
・ あ と の 半分 は ベン ガル 語 、 ポ ルト ガル 語 、 一 【 読 1:/.20.21】 | 1 昨日 は 大 雪 で 、 授 業 に 来 た 学生 は た っ た の 四 人 だ つが 
の :・ あ と の 18 人 は そう で は あり ませ ん 。 【 読 1:730】 2. イン スタ ント ラー メン は 、 た っ た 3 分 で で きる の で 便利 で す 。 
< ー ヒ ー が た こ w う だ 。 
: 後 の , when followed by a number ( + counter) or a noun, means “the remaining” or “the rest of.” Here, 3. あの 喫茶 店 で は コー ヒー が た っ た の 200 邊 で 夫 届 869 
説明 の after 後 is optional. This use of 後 should be distinguished from 後 in the following example, where 後 i 4. 先月 は 忙し く て 、 た っ た 二 日 し か 、 休 め な か っ た 。 
「 means “~more.” In this use, の cannot occur after 後 . 
_ ・ こ の プロ ジェ クト に は { 後 三 人 / x 後 の 三 人 } 必 要 だ 。 (We need three more people for this project.) 人 一 て [し か た が な い / し よう が な い / し ょ う が な い } 
英訳 the remaining へ ~ ; the remainder of ~ ; the rest of ~ 本 文 ・ 不 安 で 不安 で し か た が な く な る の で す 。 【 読 2:/35) 
a 後 ( の ) Number (+ Counter): 後 (の ) 一 人 : 後 ( の )3 台 3 て し か た が な い , て し よう が な い 、etc.Hiterally mean that a situation is such or is occurring and 
'b. 後 の N: 後 の 人 た ち : 後 の 車 there is no way to escape it. The phrases are used to indicate that the speaker is unable to control his 
A の 3 3 。 3 C psychological/physiological reactions or bear a sensation or an external situation. し か た が な い and し 
RAR LN nl は 学生 が 15 人 いる 。 大 学生 が 12 凡 。 大 学院 生 が 1 Ns 後 (の )2 人 は 高校 生 だ る よう が な い are interchangeable. し : よ i が な い is colloquial. This use is different from the following 
2. 1 週間 の 旅行 の うち 、 三 日 間 は 東京 に 、 後 (の ) 四 日 間 は 京都 に 行く 予定 だ 。 | example, where し か た が な い means “it cannot be helped; there's nothing one can do. 
3. これ は 私 の 物 で す 。 で も 、 後 の 物 は 全部 ルー ム メ イト の 物 で す 。 ・ お 人 金 が な い の だ か ら 、 留 学 で き な い の は し か た が な い 。 来 年 まで 待 と う 。 
4. 日 本 語 の 宿題 は 今晩 し ます が 、 後 の 宿題 は 明日 する つも り で す 。 「 cannot help V-ing cannot stop feeling ~ ; so て junbearably ~ 
⑤) 何 より (も ) a. {VjA}-te し か た が な い ,etc.: 咳 が で て し か た が な い ; 喉 が か わい て し か た が な い ; 寒く て し よう が 
な に . E な い : 欲 し く て し ょ う が な い tvs 
> ・ そ し て な に より 、 そ うい うこ と を 知る こと が と て も 大 切 で す 。 (【 読 1:/24】 b. ANa で し か た が な い , etc.: 心 配 で し か た が な い : 退 屈 (borings) で し よう が な い 
・ な に より あな た は 生き て いる か ら で す 。 【 読 1:/43】 | 1. 隣 の 部 屋 の 音楽 が 気 に な っ て し か た が な い 。 ち ょ っ と うる さす ぎる 。 
と な り 
説明 何より (も ) means “before everything” or “than anything else,” depending on the context. 6 昨 日 は 、4 時 間 し か 寝 ら れ な か っ た の で 、 有 眠く て し よ う が な い 。 
英訳 before everything: above all; first of all; more than anything else the most ~ 3. 来年 、 日 本 に 行け る こと に な っ た の で 、 嬉 し く て し ょ う が な い 。 


. 昨日 か ら 頭 が 痛く て し か た が な い 。 メ ガ ネ が 合わ な い の か も し れ な い 。 


1. 私 は この 教科 書 が 大 好き だ 。 何 より 、 単 語 と 漢字 が 覚え や すい と いう の が いい 。 ] 
5 あの 先生 の 講義 は 退屈 (boring) で し ょ う が な い 。 


例文 2. 私 に と っ て 何より も 大 切な の は 、 家 族 の 幸せ で す 。 
3. 私 は 家 で 本 を 読む の が 何より も 好き で す 。 


に 従っ て 「 | . こん な こと は 日 本 村 が 始ま っ て 以来 、 初 め て の こと で す 。 【 読 2 38-39】 


信条 信 印 、 良心 に に 従 っ て な に が を し て 【 読 1 77.34-35】 上 
ぅ し 8 リ | | 来 ¢ | \ ] て ア f ] | 
: specific time in the past. 


since 


a.V-te 以 来 :21 世紀 に 入っ て 以来 
b. VNN 以 来 : 終戦 以来 : 結婚 以来 : 入学 以来 : 留学 以来 c. それ / あ れ 以 来 


in accordance with ~ ; complying with ~ ; following ~ 
文型 N に 従っ て : ス ケ ジ ュ ー ル に 従っ て ; 規 則 に 従っ て 

・ 先生 の アド バイ ス に 従っ て 勉強 し た ら 、 成 績 が よく な っ た 。 
. 会議 で 決ま っ た こと に 従っ て プロ ジェ クト を 進め て 下さ い 。 
・ 先輩 の 意見 に 従っ て 、 夏 は アル バイ ト を せ ず に 、 ク ラス を 取る こと に し た 。 
・ 大 学 の 寮 に 住む 場合 に は 、 寮 の 規則 に 従っ て 生活 し な けれ ば な ら な い 。 


1. 大 学 に 入っ て 以来 、 高 校 時 代 の 友達 に 一 度 も 会 っ て いな い 。 

2. 携帯 電話 が 登場 し て 以来 、 街 の 公衆 電話 (public phone) が 少な く な っ た 。 

3. 9.11 以来 、 飛 行 機 に 乗る 時 の セキ ュ リ ティ チェ ッ ク が と て も 厳し く な っ た 。 
4. 父 は 10 年 前 に 亡くな っ た 。 そ れ 以 来 、 母 は 一 人 で 私 達 兄弟 を 育て て くれ た 。 


例文 


CIN 
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⑩) 何 か ら 何 まで | . 電車 の ドア が 開く と 同時 に 、 多 く の 人 が 降り て 来 た 。 
本 文 ・ こ の 村 は 「 安 全 ] で 「 衛 生 的 ] で 、 何 か ら 何 ま で あら ゆる こと が [平等 」 で す 。[ 読 2 7.41-42) ) ・ 新 し い ゲ ー ム ソフ ト は 発売 され る (to be put on sale) と 同時 に 、 全 部 売れ て し まっ た 。 
何 か ら 何 ま で means “all.” It is more emphatic than 全部 , すべ て or みん な . 何 から 何 ま で can be used ・12 月 に 入る と 同時 に 、 女 に 寒く な っ た 。 
with 全部, すべ て or みん な . 4. この 絵本 は 読ん で 面白 いと 同時 に 、 考 えさ せら れる 。 
英訳 anything and everything all; all kinds ] 5 この 車 は 機能 性 (functionality) と 同時 に 安全 性 に つい て も よく 考え て 作ら れ て いる 。 
っ 昌 ロ /ー S た は 
1. この 製品 に 使わ れ て いる 物 は 、 何 か ら 何 ま で リサ イ クル で きま す 。 人 Sentence っ け 営 
例文 2. この アパ ー ト は で きた ば か りな の で 、 何 か ら 何 まで 全部 新しい 。 R 
| 3. 信じ て いた 人 に だ まさ れ て 、 何 か ら 何 まで 信じ られ な く な っ た 。 ' 較 較 。 邊 で 名前 だ っ た っ け ? Ng 


っ け is a question marker. It is used only in very casual conversation. Note that after the non-past 
⑪ か えっ て forms of verbs, adjectives and こない , ん だ must be used before っ け ,as seen in 文型 . 


、 ほ 5 5 を 0 a. {V/A} -plain.non-past ん だ っ け : 行く ん だ っ け : 大 きい ん だ っ け 
本 文 ・ い ろ い ろ 満 た され る こと に よっ て か えっ て 悩ん で し まう 「 精 神 の 時 代 に 入り まし た 。 【 読 2. 7.46-47 
6 と : re . {V/A} -plain.past (ん だ ) っ け : 行っ た (ん だ ) っ け : 大 きか っ た (ん だ ) っ け 
c. (ANa/N/QW) (な ん ) だ っ け : 上 手 ( な ん ) だ っ け : 学 生 ( な ん ) だ っ け : い つ ( な ん ) だ っ け 
英訳 onthe contraryi rather | 文型 d {ANa/N} じ ゃ な いん だ っ け : 上 手 じ ゃ な いん だ っ け : 学 生じ ゃ な いん だ っ け 
a いう ・ 4 4 ・ Pe 4 ke 4 ・ 
1. 頭 が 痛かっ た の で 薬 を 飲ん だ ら 、 か えっ て ひど く な っ て し まっ た 。 @. 90 だ っ た (ん だ ) っ け : 上 手 だ っ た (ん だ ) っ け : 学生 だ っ た (ん だ ) っ け : いつ だ っ た (ん 
に Wy 1 iL a に 3 1 回 の る ) 
の 吐い で いた の で タク シー に 乗っ た ら 、 道 が 混ん で いて 、 か えっ て 遅く な っ て し まっ た 。 、{ANa/N} じゃ な か っ た (ん だ ) っ け : 上 手 じ ゃ な か っ た (ん だ ) っ け : 大 学生 じゃ な か っ た (ん だ ) っ け 
3. よく 切れ な い 包 丁 (kitchen knife) は か えっ て 危な いよ 。 | 
ほ ょ う ぶ ] a ; = ' * > 計れ か に ? 

4. 友達 と 大 げん か を し た ら 、 そ の 後 、 か えっ て 仲良 く な っ た 。 a A 
.- マイ ク さ ん 、 今 、 ど この 大 学 に 留学 し て た っ け ? 
・ こ の 豆腐 、 古 そう だ よ 。 い つ 買 っ た ん だ っ け ? 
本 凛 ・ 日 本 村 は 今 、 悩 み 、 苦 し み 、 迷 路 の 中 を さま よっ て いる の で す 。 了 了 2 47.4 ・ と の 政治 家 っ て 、 衆 議院 だ っ た っ け ? 参議院 だ っ た っ け ? 

When み js affixed to the stems of -adjectives, a noun is formed. み - affixed nouns usually refer to an | ・ こ の 電子 辞書 、 い くら だ っ た っ け ? 


aspect of something/someone directly perceived by the speaker and are often more emotive than さ ) . あ の レス トラ ン 、 お いし か っ た っ け ? 
説明 -affixed nouns, as shown in the following examples: 


・ と の 文鎮 (paperweight) は 重み か が あっ て 、 な か な か いい 。 Verb-asu っ ぱな し 営 
・ この 肉 の 重 さ は 250 グラ ム で す 。 


英訳 ness: (Most A-stem み equivalents in English do not have a common morpheme.) 


説明 か えっ て isused when an opposite result comes about。 contrary to one's expectation. 


⑫i-Adjective stem+ み 


本 文 ・ 電 気 を つけ っ ぱな し に し た り 、 水 を 出し っ ぱな し に し た り し な いと か 。 [ 討 :.29-30】 


V っ ぱな し js used when someone or something keeps doing X or someone did X but didnt finish the 
説明 action properly. In the first case,V っ ぱな し js often used to describe an undesirable situation, but this 


1. 夜 人 で 静か に 本 を 読む の が 私 の 楽し み の 一 つ で す is not always the case, as seen in Ex. 2. This phrase is not used in formal language. 
> に ーー で \% に 計 N < は に = 3 内 
2. 私 の 悲し み は 誰 に も 分 か ら な いで し ょ う 。 英訳 keep へ ~ ing; leave 
例文 3. 赤 や 黄色 や オレ ンジ は 、 暖 か み の あ る 色 で す 。 Yi a. Verb-masu っ ぱな し : し ゃ べり っ ぱな し 食べ っ ぱな し b. Verb-masu っ ぱな し だ / で 
き ぁ た た * し た 

4 この チョ コレ ー ト は 甘み が 強 す ぎ て 、 あ まり お いし く な いね 。 僕 は も っ と 苦み の ある の が 好き な Ai に 2 CRY ば かり 
し ん だ 1. あの 仕事 は 、 立 ちっ ぱな し の 仕事 だ か ら 、 疲れ る に 違い な い 。 

ーー 2. う ちの チー ム は 今日 まで ずっ と 勝ち っ ぱな し だ 。 今 シ ー ズ プン は ぜん ぜん 負け て いな い 。 
一 と 同時 に 例文 3. 疲れ て いた の で 、 テレ ビ を つけ っ ぱな し に し て 寝 て し まっ た 。 


文型 A-stem み (Onlyalimited number of た adjectives can be sed with み . 
(Onlyali jecti U ) 


| 末 文 ・「 日 本 村 」 の 住民 で ある と 同時 に 「 世 界 村 」 の 一 員 で ある こと を ~ [ 読 2: 65.66】 4. お 湯 を わか し っ ぱな し で 忘れ て 寝 て し まい 、 火 事 に な り そ う に な っ た 。 
ーー 


説明 ご 同 時 に means that something takes place at the same time as other actions or events, or that something | 5. ルー ム メ ー ト は また 食べ た 皿 を 出し っ ぱな し の まま 学校 に 行っ て し まっ た 。 
に is the case while something else is also the case. | 


英訳 as soon as; the moment: at the same time; also; as well 


8. {V/A -plain.non-past と 同時 に : {考え る / 考 えな い / 考 えて いる } と 同時 に : {難しい } と 同時 に 


b. {ANa/N} {で ある / じ ゃ な い / で は な い ) と 同時 に : 大 切 { で ある / じ ゃ な い / で は な い )} と 同時 に : 問題 
{で ある / じ ゃ な い / で は な い } と 同時 に 


c. VNN と 同時 に : 終戦 と 同時 に : 叫び 声 と 同時 に 


漢字 表 


画 R 読み 方 を 覚え る 漢字 


「] の" た と え / メタ ファ ー の 表現 


、) 半生 
CFP 


1 疑問 ぎ も ん 読 1 1 予測 ぇ ル よそ く ぇ ル 読 ] 
2 行動 えッ こう どう ぇ ル 読 1 2 人 種 じん し ゅ 陣 * 分 か ら な い 言 葉 は 辞書 で 調べ な が ら 読 ん で み ま し ょ う 。 
3 周 "b まわ り 読 1 3 太平 洋 た い へ いよ う 読 ] みな さん の 国 で は 、① の 絵 の 料 理 は 何と 言い ます か 。 ① 
7 は くじ ん 読 1 4 栄養 えい よう 読 1 日 本 語 で は 「 目 玉 焼き ] と 言っ て 、 英 語 で は sunny side up と 言い ます が 、 が 
5 十分 (な ) じゅ うぶ ん (な ) 読 1 5 恐れ る お それ る 1 この 料理 に 名 前 を つけ る 時 、 日 本 人 は 目 の 玉 の よう だ と 思い 、 ア メリ カ 0 
6 太る ふと る 読 1 6 に 従っ て OR 人 は 太陽 を 想像 し た の で し ょ う 。「 人 生 、 山 あり 谷 あ り 」 と いう 表現 が 
7 前 2 ける わけ る 読 1 7 恵まれ る めぐ まれ る 境 あり ます が 、 こ の 言葉 が 何 を 意味 し て いる か も すぐ に 分 か り ま すね 。 こ ご 

| の よう に 名 前 の な か っ た も の や 抽 象 的 な 概念 を 何 か 他 の 具体 的 な 分 か 
8 死 し 読 ] 8 高齢 者 こう れい し ゃ 読 2 ちゅ うし ょ う が いね ん 
9 仲間 た か りや すい 言葉 で 言い 換え る 「 た と え / メ タフ ァ ー」 は 、 ど ん な 言語 に も 

上 な か ま 読 9 寿命 じゅ みょう 読 2 Sy か 
人 な が いき メル 読 2 10 延び る の びる 読 さて 
1 い 8 i 次 の 文 は どん な 意味 を 表し て いる と 思い ます か 。 

る か える 読 11 国連 年 @ カル 読 2 
12 付き 合い つき あい 読 2 12 老後 ろう ご っ ① 僕 と 彼 は 水 と 油 な ん だ 。 

> 1 ドー う ゞ Y の へ 、 っ 
13 希望 "メル き ぼ ぽう ぇ ル 読 8 13 収入 し 下 う に ゅ う 思っ ② 私 と ルー ム メ ー ト は 波長 が 合う の よね 。 
N74 NOV ー・ き a 田 うだ 
14 悩み / 悩 む な や み / な や む 読 2 14 財産 ざい さん 時 ③ 失恋 は 苦い 経験 だ っ た けれ ど 、 人 間 的 に 成長 で きた と 思う 
15 不安 (な ) ふ あ ん (な ) 読 2 15 住民 じゅ うみ ん 読 2 次 は 「 と びら 」 で 勉強 し た メタ ファ ー で す 。 どの 課 に 出 て きた か 覚え て いま すか 。 こ れ ら の 表現 
16 豊か (な ) ゆたか (な ) 読 2 16 労働 ル TW が どん な 意味 か 、 も う 一 度 思 い 出し て みて 下さ い 。 
17 手 に 入れ る て に いれ る 読 ら 17 貯金 ぇ ル ちょ きん ぇ ル 読 ① ペー パー ドラ イ バ ー ② ラー メ ン の 父 ③ 受験 戦争 と 受験 地 狼 
i wide 18 衛生 (的 ) えい せい (て でき) 読 2 ④ お 墓 に 入る ⑤ 浪人 を する = ⑥ お いし さ に 国境 は な い 
較 っ し つ と 19 満た す みた す 読 2 ⑦ エス カレ ー タ ー 式 の 小学 校 や 中 学校 ⑧ 彼 は 空 の 上 で どう 思っ て いる だ ろう か 
20 届く EK 読 ら 20 り 戻 計 
21 こと 同時 に と どう に i ert Pe 講 メタ ファ ー に は も う 一 つ 面 白い こと が あり ます 。 どの 言語 で も 「 高 い 」 や 「 つ くる 」 の よう な 基 
可 時 に = i 読 21. モ 3 >» 読 = e 
み ) こ Ma tu 織 本 的 な 言葉 び が たとえ の 一 部 と し て た くさ ん 使わ れ て いる の で す 。 下 に 日 本 語 の 例 を 挙げ て み ま し た 。 
広め る ひろ め る 読 3 22 受賞 え ル じゅ し ょ う ぇ ル 読 3 9 言葉 に も こん な た > ゃ な いで うか 

23 再 ミ みな さん の 国 の 言葉 に も こん な 表現 が た くさ ん ある ん じゃ な いで し ょ うか 。 

WAN 読 3 23 分 野 ぶん や 読 3 
24 共通 (の ) きょう つう (の ) 叶 3 2% 資源 叶 ① 高い / 低 い : 育 が 高い / 低 い 、 声 が 高い / 低 い 、 点 数 が 高い / 低 い 、 レ ベル が 高い / 低 い 
25 貧 " し い まず し ww 読 3 25 改善 メル が 人 ② 近い : 家 が 近い 、 卒業 が 近い 、 年 が 近い 、 考 え が 近い 

トリ * ‘ぜん 読 3 
26 植え る うえ る 読 3 26 農家 Nd で - に ③ つくる: ケー キ を つく る 、 街 を つく る 、 友 達 を つく る 、 歴 史 を つく る 
27 森林 し ん りん 読 3 27 破壊 は か し 箇 ④ 出す : ゴミ を 出す 、 宿 題 を 出す 、 お 金 を 出す 、 ア イデ ア を 出す 
* い スル 読 

28 無料 むり ょ う 負う ーー ーー 0 tt L。 ⑤ 流れ : 川 の 流れ 、 空 気 の 流れ 、 話 の 流れ 、 時 代 の 流れ 
MI みどり 対 29 募金 ぼ き ん 読 また 、 名 詞 を 直接 修飾 で き な い は ず の 「 遠 い / 近 い 」 も メタ ファ ー と し て 使え ば 問題 あり ませ ん 。 
30 表 お も て 対 30 寄付 スル き ふ ぇ ル 読 3 例え ば 、「 近 い / 遠い 十 未 来 」 と か 「 近 い / 遠 い 十 親 戚 」 の よう な 例 で す 。 (p262. 言 語 ノー ト 11 参照 ) 
31 平気 (な ) へ いき (な ) 対 31 裏 うら 計 メタ ファ ー は 文章 や 表現 を と て も 豊か に し て くれ ます 。 メタ ファ ー が 理解 で きる と 文 が も っ と 深 
32 捨て る す て る 対 、 く 読 め る よう に な る し 、 書 く 時 や 話す 時 も 自分 の 言い た いこ と を 効果 的 に 伝え る こと が で きま す 。 ー 


それ に 、 簡 単 な 言葉 を 使っ て 難し いこ と も 表現 で きる の で と て も 便利 で す 。 メタファー は 日 本 語 が 


33 当たり 前 (の ) あ 症 功 ま 多 (( の ) !』 ( 太字 : 新しい 漢字 
上 級 レ ベル に な る た め の 大 切な 要素 で す の で 、 こ れ か ら 文 章 を 読む 時 に は 、 メ タフ ァ ー 的 表現 に つ 


ー-_: 新しい 読み 方 3 じょう きゅう 
に な が ら き < に ーー 
* 前 に 習っ た 単語 いて も 注意 し な が ら 、 読 ん で みて 下さ い 


『 : 前 に H で 習っ た 漢字 


太字 = 覚え る 単語 


あい こと ば 
あい さ つ 

あい じょう 

あい つ 

あい て 

アイ ティ ー 

あう 

あう 

あお ぞ ら きょう し つ 
あか と ん ば 
あがり お り 
あがる 

あか る い 

あく じゅ ん か ん 
あげ も の 

あげ る 

あげ る 

あさ ば ん 
05 輝 
あじ わ う 

あたえ る 
あたため る 
あたら し ( い ) も の ず き 
あたり 
あたり まえ (の ) 
あたる 

あちこち 

あっ 

あつ まる 
あと に つづ く 
あと を つぐ 
あの か た 
アピ ー ル 
あめ つゆ を し の ぐ 
アメ リカ ンコ ー ヒ ー 
あや まる 

あら ゆる 

あら わす 

あら われ る 


ル ( ) 三 覚え る 単語 の 初出 の 課 


| へ 同 


: 青空 教室 

| 赤とんぼ 
上 が り 下 り 

| (が ) 上 が る 
| 明る い 

| 悪 代 環 

1 揚げ物 

| ( 例 を ) 挙 げ る 
| (を) 上 げ る 
| 朝晩 


「 (を ) 味 わ う 
| (~ に ~ を ) 与 える 
: (を ) 温 め る 


新 し ( い ) 物 好き 


i 辺り 
: 当 た り 前 (の ) 
: (が) 当たる 


1 (が) 集まる 

| (ご の) 後に 続く 
| (ご の) 後 を つぐ 
| あの 方 


| 十 箇 を し の ぐ 
: (一 に ) 謝 る 


| (を) 表す 
: (一 に) 表れ る 


i u-Vi 


: to appear 


: password 
: greeting | (~ に ) 挨拶 する 
: love; affection 


: that guy [vulgar] 


: the person one is speaking to; partner; opponent 
i information technology 

: to suit; match 

i to encounter [undesirable nuance] 

; open-air classes 

: red dragonfly 

: going up and down | (を) 上がり 下り する 
to rise; go up 

icheerful (personality) 

: vicious circle 

: deep-fried food 

」 to give (an example) 

to raise; elevate: increase 

i morning and evening 

: seal [animal] 

i to appreciate; enjoy; savor 

: to give 

: to warm (up); heat (up) 

: love of new things; neophilia 

one's surroundingsi neighborhood: nearby 
: usual; ordinary 

: to come true; guess correctly 

: here and there 

: oh; ah 

: to gather 

: to follow after (a person, thing, etc. ) 

: to follow in someone's footsteps 

. that person [polite] 

iappeal | (一 に / を ) ア ビー ル す る to appeal 
, to keep out the rain 

; American coffee (= weak coffee) 

: to apologize 

i al every (possible) 


9 to Express, represent 


単語 索引 


あら われ る (一 が ) 現 れる rm-Vt i to appear; emerge L6 読 1 
あり えな い : Phr No way! ; That can’t be (true). [colloquial] L7 会 2 
ある い は Conj or; either ~ or ~ L9 読 
ある が まま Pe 泊地 L15 読 1 
アレ ルギー N L3 読 
あわ せる : (一 を / に ) 合 わせ る im-Vt : to put together; fit in L12 会 
あん し ょ う 「 暗唱 | VN frecitation | (を) 暗唱 する L13 読 2 
あん し ん : 安心 i VN : peace of mind; reassurance | 安心 する to feel relieved | L10 会 1 
あん な い 案内 | vN | guidance guide design | (一 を ) 案内 する to guide; show around i L3 考 
四 
- い 1- 位 Suf irank L7 会 2 
いい つた え : 言い 伝え N : legend; tradition L12 会 
いえ じゅ う | 家中 N RO L8 ス 
- い か : - 以 下 Suf ; less than; or less L5 読 だ 
- い が い - - 以外 Suf except; other than; besides L9 読 
2 [ ao < [ 眉 学 人 が 9) medical department (for a university) L7 読 1 
いか す (一 を ) 生 か す u-Vt to make the most of one's abiltiy skills: experience, etc. 5 
いき : 息 N : breath L12 会 
いき る | (が) 生き る i L6 読 
いけ : 池 | N : pond | 古池 (N) old pond L13 読 2 
いけ ん 意見 N A L6 会 1 
いし 石 ツ N あー L6 読 1 
いし き 意識 , N | consciousness; awareness L6 読 1 
いじ め : : N bullying | (一 を ) い じ め る (ru-Vt) to bully L9 読 
Mi よう :- 以上 : Suf more than 一 ; over 一 ; above 一 L1 読 
いせ いあ いし ゃ : 異性 愛 者 ; N ; heterosexual (person) L15 読 1 
いぜん : 以前 | Adv 「 before L9 読 
いた ずら を する : Phr : to act up (children); get into mischief L13 読 1 
いち いん 一 只 N ke L15 読 2 
いち お う 一 応 Ady : for the time being; tentatively; although not perfectly L14 読 
いち どう 一 同 N all present L14 討 
いち ぶ 一 部 N : part (of something) L6 読 1 
いつ か | Adv : some day; one day L14 読 
いっ し ょ うけ ん めい (な ) : 一 生 懸 命 ( な ) ANa : very hard; with utmost effort L6 読 1 
いっ し ん きょう 一 神 教 N monotheism L6 読 1 
いっ ぱい に な る |( こ が ~ で ) Phr a up; be full 
: いっ ぱい に な る る 
いっ ぱん て き ( な ) i 一 般 的 (な ) ANs i general; common (L1 会 1) 
いと 系 bo : string; thread L12 会 
いと | 意図 | VN fintent intention | (を ) 意 図 する L13 読 2 
い ど : 井戸 : N : water well L12 読 
いな か | 田舎 N countrysidei rural area L1 会 1 
いのち 1 全 : N 1 if L7 読 1 
い の る : (一 に ) 祈 る ; u-Vt : to pray; wish | お 祈り を する (Phr) to pray L6 読 1 
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い は ん 
いび き 
いま だ に 
いま で いう 
いま で は 
いみ 
イメ ー ジ 
いや が ら せ 
いら い 

- い らい 
いろ いろ (と ) 


いろ ん な 
いわ 

いわ う 
いん し ょ う 
いん た い 
ンド 


: violation (of a law, a rule, etc.) | (~ に ) 違 反する 
snore | いび き を か く (Phr) to snore 

: still; (not > ) yet 

1 wit fi 


i now; nowadays 


: meaning | (一 を ) 意味 する 


: image; impression 


i harassment | (一 に ) い や が ら せ を する (Phr) 


i request | (に) 依頼 する to ask (a person to ~); make a request 


i since 


3 alot; (so) much; many things; all sorts of things | 
: 色々 (な ) (ANa) various 


E : colloquial form of 色々 な 


: rock | 岩戸 (N) rock door (to a cave) 


: to celebrate; congratulate 

iimpression | 印象 に 残る (Phr) to stand out in one’s memory 
: retirement (from office, etc.) | (一 を / か ら ) 引 退 する 

、 India 


i Indonesia 


L14 読 
(L3 考 ) 


L7 練習 
L14 読 
L11 読 

L9 読 
L9 読 
L7 読 2 
L15 読 1 
会 1 


L15 読 2 


L1 会 1 
L14 討 
L6 読 2 
L6 読 1 
L13 読 1 
L14 読 


L11 読 


みみ ぴょ う 
うつ りか わり 
み ど ん 

うな ずく 
うま い 

うま い 

うま れ か わる 
うま れる 


| (が) 浮か ぶ 
| (ご を) 受け 入れ る 
1 受付 

| (を ) 動 か す 
| (が) 動く 

| 薄い 

「 宇宙 
|(~ を ) 打 っ 
美しい 

1 うつ 病 


| 移 変わり 


| (- こ が) うな ずく 


| (に ) 生 まれ 変わ る 
1 (が) 生ま れる 
| (を ) 生 ち 

| (を ) 散 う 

| 


| 正 い 


: ru-V 


た 


i ru-Vt 
iu-Vi 


i ru-Vt 


i Virus 

: to starve | 負え (N) hungeri starvation 
i to plant 

: to come to mind: float 

ito accept 

: receptionist; reception desk 


i to move ~ 


i i to move 


: thin 

: universe 

: to hit; strike 

: beautiful 

: depression 

i change (of season, weather, ctc.) 


: thick white noodles 


ii to nod 


i delicious; tasty [mainly used by male] 


: good; skillful: clever 


i i to appear in a different form: be reborn 


i i to be born: come into being 


i to produce; bear 
i to respect; honor 
i back 


: fortune-telling | 占う (u-Vt) to tell fortunes 


L8 読 
L15 読 2 
L15 読 3 
L13 読 2 

L6 読 1 

L3 考 

L3 読 

L3 読 

L12 読 
L7 読 1 

L4 読 

L1 読 
L15 読 2 
L13 読 1 

L5 会 1 
L14 討 
L1 会 2 
L12 読 
L12 読 

L3 読 

L9 読 
L6 読 1 
L15 計 


L7 会 2 


うり あけ 
うれ る 
うん て ん めん き ょ 


- う ん どう 


売り 上 げ 
(が) 売れ る 
| 運転 免 放 

1 - 運動 


単語 索引 


N sales 
i to sell be in demand 
: driver's license 


[i campaign; move; exercise 


えん ぎの わる い 
えん し ゅ うり つ 
えん じ る 
EF 
えん ぜ つ 

えん そう 

えん むす び 


1 (一 を) 描く 


| 円 周 率 
: (を ) 演 じ る 


ipicture painting | 絵本 (N) picture book 
iinfuence: effect impact | (一 に ) 影 響 す る | (に ) 影 響 を 
: え る (Phr) to have an inHuence/impact | (一 に ) 影 響 を 受け : 
: る (Phr) to be influenced/affected 1 


hygiene: sanitation | 衛生 的 (な ) (ANa) hygienic 
: nutrition 


N : smiling face 


i u-Vt i to depict; describe 


N : ecologically-friendly car 
: eco-vendor 


food (for animals): bait 


i science fiction 


N 
N 

H N H 

N :Edo (the former name for Tokyo) | 江戸 時 代 the Edo Period : 
NR 6 
N 
A 


: energy 
: shrimp 


: great; admirable; respectable; (person) in a high position 


1 phr i to act important 


i ru-Vt : to get; obtain; acquire 


N : circle | 円 グラ フ (N) pie chart 


N : connection: tie 


: Phr i unlucky 


N Pi (3.1415926…) 


; ru-Vt ; to perform (a play) ; play (a part) 


N : stalled engine (lit. engine stalling) 


N : (political) speech | 演説 する | 選挙 演説 (N) campaign speech : 
VN : musical performance | (~ を ) 演 奏する to play (2 musical instrument) 


N : matchmaking 


L3 会 1 
L10 読 
L13 会 


L7 読 1 


L11 読 
(L5 会 2) 


L10 読 
L5 会 1 
L6 読 2 
L8 読 
L5 読 
L6 会 3 
L14 読 
L9 読 
L9 読 
L11 会 2 
L3 会 1 
L14 読 
L3 読 
L6 読 1 


| お | 

お いか ける 
お いわ い 
お ぉ う 

お うべ い 


お お いそ が し (の ) 


オー エル 

お お き ( な ) 

お お く ( の ) 

お お ご え 

お お さか じょう 
お お さわ ぎ 


: (を ) 追 いか ける 


: お 祝い 
3 

| 欧米 
大 忙し (の ) 
1OL 

| 大き (な ) 
1 多く (の ) 
: 大 声 

| 大 孤 城 

: 大 騒ぎ 


i ru-Vt i to run after: chase 


N : congratulatory gift; celebration 
N : king; monarch 
N :Europe and the US | 欧米 人 (N) Europeans and Americans 


i 


uN : female office worker 

| ANa : big; large [used only as a noun modifier] 
ANo 1 alotof 

N loud voice 


N : Osaka Castle 


| VN making great noise (yelling, cheering, and laughing) | 大 騒ぎ する : 


単語 索引 


お お むか し 
お お ら か (な ) 
お か ず 
お が わ 

お きか える 
お きる 

お く 

お く が ふか い 
お け 

お こ な う 

お こる 
お ご る 

お さめ る 

お し つぶ す 
お し ば な 

お し まい 

お し ゃ べり 
お し ゃ れ ( な ) 
お すす め 

お せわ に な る 
お そら く 

お それ る 

お そろ し い 
お た が い に 
お た く 

お ちば 

お っ と 

お つり 

お と ずれ る 
お どり 

お どろ く 

お に ぎり 

お に は そ と 、 
ふく は うち 
お ね が い 

オノ マト ペ 
お は か に は いる 
お び 

お び え る 

お ふ だ 

お ふる (の ) 
お まい り 

お まな だ なせ 

お まもり 

お も (な ) 
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1 小川 


「 (一 が) 起き る 
| 代 

| 奥 が 深い 

| 桶 


| ( こ を 行う 


| (一 が ) 起 こる 


| (に を ) お ご る 
| (を) 治め る 
「 (を) 押し つぶ す 
| 押し花 


| (一 に ) お 世話 に な る 


1 (を ) 恐 れる 
| 恐ろし い 

1 お 互い に 

| お 宅 

「 落 ち 業 

| 夫 


| (を ) 訪 れる 
踊り 
| (一 に ) 藩 く 


1 鬼 は 外 、 福 は 内 


! お 願い 


| お 募 に 入る 

| 芝 

| (に ) お び え る 
お札 

! お 二 ( の ) 

1 お 参り 

「 お 待た せ 

| お 守り 

| 主 (な ) 


1 Ad 


| (を に) 置き か える 


3 


: in ancient times 

; broad-minded; generous 

: accompaniment for rice dishes; side dish 
: streamlet; brook 

: to replace 

: to happen; take place; get up 

: one hundred million 

: very deep; complex 

i wooden bucket 

: to conduct; carry out 

: to occur; happen 

: to treat (a person to a meal, tea, etc.) 
: to rule (a country) 

: to squash; crush 

i pressed flower 

: the end; closing 

: chat | お し ゃ べり する to have a chat 


: stylish; fashionable | お し ゃ れ を する (Phr) to dress (oneself) up ; 
t things to recommend 
: to be under the care of be indebted to (someone for something) | 
probably 
ER 

: scary; frightening 

: (to) each other; (to) one another 

: one's home [polite] 

: fallen leaves 

ツ husband [humble form] 

change (money) | つり 銭 (N) change (money) 

to visit; call (on a person, at a place) 

: dance | 踊る (u-Vt) to dance 

: to be surprised; be shocked 

| rice ball 


: Out with the demons and in with good fortune! 


: reques favor | (一 に を ) お 願い する to request; ask a favor 紀 
| onomatopoeia [a word that imitates the sound it is describing] : 
: to be buried (in a grave) : 
; belt; sash 

| to be frightened: get scared 


i talisman issued at a Shinto shrine 


1 hand-me-down 
: visiting (a shrine, a person's grave, etc.) | (一 に ) お 参り する 
: Sorry I kept you waiting. 


: good-luck charm 


; main; leading; major 


単語 索引 


お も いう か ぶ : (一 が ) 思い 浮か ぶ i u-Vi i to come to one’s mind L7 読 1 
お も いう か べ る : (を ) 思 い 浮 か べ る FarWe : to recall; be reminded of; call to mind L11 読 
お も いた だ た す (一 を ) 思 い 出 す u-Vt 1 recall: remember L13 読 1 
お も いや り : 思い や り ツ N caring; consideration L13 読 1 
お も し ろ お か し い § 面白 お か し い A 1 amusing L13 会 
お も て 表 : N : face; front L15 対 
お や こ ど ん | 親子 井 | N ] bowl of rice topped with chicken and eggs L5 会 1 
お り が み i 折り 紙 i N : origami (paper folding) L12 会 
お る : (一 を ) 折 る u-Vt : to break (a stick-like object) ; fracture L4 読 
お る ( 紙 を ) 折 る u-Vt 1 fold (paper) L12 会 
お れ 「 人 N 1 bmals] L2 読 
お わり 終わり N | theend L1 読 
「 
- か : - 家 : Suf ispecialist | 漫画 家 (N) manga artist; animator L7 読 1 
か | 課 | N : lesson L2 読 
es : ; N 2 L3 会 3 
ンー (al | N car navigation system L3 会 2 
か い : 階 : N : floor L1 読 
か い ぎ し つ i 会 議 室 : N 1 conference room L13 会 
CU FT uw 
か いさ つ 改札 : N i ticket validation; ticket check-in | 改札 機 (N) automatic ticket gate : L10 読 
か いし | 開始 : VN at (一 を) 開始 する : L15 読 3 
か いし ゃ く i 解釈 ! VN [ interpretation; explanation | (一 を ) 解 釈 する L13 読 2 
か いじ ょ う | 会 場 : N | event site L3 読 
か いせ い ; 改正 : VN : amendment; revision (of rules, law, etc.) | (一 を ) 改 正す る L14 読 
か いぜん | 改善 ; VN : improvement; change for the better | (一 を ) 改 善 する L15 読 3 
か い だ ん | 階段 | N stairs L7 会 1 
か いて き ( な ) ; 快適 (な ) : ANa pleasant; comfortable L15 読 2 
か いて ん | 回 転 | VN : rotating spinning | (一 が ) 回 転 す る L5 会 2 
か いて ん ず し [ 回 転 寿司 ; N も conveyor-belt sushi bar L5 会 2 
か い は つ | 開発 | VN | TS a new thing) ; exploitation (of resources) | EC 
か いり ょ う : 改良 VN | PO a (of performance, quality, etc.) | 0 
カウ ンジ タ ー N : counter seat L5 会 2 
か える (を) 変え る arWe i to change alter L2 読 
か える | (一 を ) 替 える | rm-Vt to exchange; replace L10 会 2 
か える (一 が ) 返 る : nrVi i to return L15 読 2 
か か える | (一 を ) 抱 える : ru-Vt i to have (problems, heavy work, etc.): to hold in one's arms L15 読 2 
か が く | 科学 ; N : science | 科学 的 (な ) (ANa) scientific | 科学 者 (N) scientist | L8 読 
か きこ と ば i 書き 言葉 | N 提議 記 1anguage |  L2 読 
か きこ と ば / | 書き 言 工 / 1 ANa | ike written language/ spoken language Aa 
は な し こと ば て き ( な ) : 話 し 言葉 的 (な ) : 
か く 1 ( 絵 を ) 描 く 1 rVe ito draw paint に 
か ぐ | 家具 : N ; furniture L12 読 
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か く - 
が くし ゅ う 

か くす 

が く ひ 

か くり つ 

が くり ょ く 

が くれ き | 学歴 

か くれ る (に) 隠れ る 
か け じ く | 掛け 軸 

か け ま わる | (を ) か け ま わる 
か ける 1 (を ) か ける 
か こ 


か じ 

か し こい 

か ず 

か ず お お く ( の ) 

か た ち 

か ちょ う 1 課長 
か つっ | (に / で ) 勝 つ 
か っ こ | 括 D 川 
ガッ ツボ ポー ズ を する | 

か っ て (な ) 「 騰 手 (な ) 
か っ て に する 「 勝手 に する 
カッ どん | カツ 井 
か つや く 

か て い 

か ど 

か な ら ず 

か な り 

か の う せ い 

か ふん し ょ う 

か べ 

が まん 


が まん づ よ い 1 我慢 強い 
か み が み 1 神々 

か み し ば ぱい | 紙芝居 
か み だ な | 神 欄 

か み だ の み 神 頓 み 


ef : each; various 
VN : learning study | (一 を ) 学 習 す る 


t i to hide: conceal 


: tuition; school expenses 
: establishing | (一 を ) 確 立 する 
: academic ability 


i academic/educational background 


i : to hide oneself; be hidden 


: Japanese scroll painting or calligraphy 


u-Vi i to run around 


i to take (time); spend (money) 
: the past 

: basket 

; [counter for countries] 

: to decorate 

: volcano 

; song lyrics 

: fire 

ツ wise; clever 

: number | - 数 (すう ) (Suf) the number of 一 
in great numbers; many 

: shape; appearance 


i section chief 


i {to Win 


i parenthesis 


{ to raise ones fist(s) in triumph 

| self-serving; selfish 

; to have one's way 

: bowl of rice topped with pork cutlet 
: being active; taking an active part | 活躍 する 
ゼ home; family 

8 corner 

| without fail; certainly 

: considerably; quite; fairly 

| possibility; potentiality 

: pollen allergy 

| wall 


: patience; tolerance | (一 を / に ) 我 慢 する 
: to have patience/put up with (something or someone) 


i Patient 

igods 

: a story told through pictures 
household Shinto altar 


i praying to God for help | 神頼み する | 苦し い 時 の 神頼み 
: (Phr) Men pray to God only when they are in trouble. 


L3 読 
L12 読 


L9 会 1 
L11 読 
(L7 読 1) 


L9 読 
L9 読 
L6 読 2 
L8 読 
L13 読 1 
L11 読 
L11 会 1 
L12 読 
L5 読 


か みつ く 

か よう 

か ら か う 

カラ フル (な ) 
か れ 

か れ の 

- が わ 

か わい そう (な ) 
か わか す 

か わく 

か わく 

か わ ず 

か わっ て いる 
か わる 

か ん 

が ん 

ガン ガン 

か ん きょう 

か ん けい 

か ん けい が ある 
か ん けい 

が ん こ ( な ) 
か ん こう 

か ん こう きゃ く 
か ん さい (ちほ う ) 
か ん さ つ 

か ん じ 


か ん じ が する 
か ん し ゃ 


か ん じゃ 

か ん し ょ う 
か ん し ん 

か ん せい 

か ん せい 
か ん せん 
か ん そう 

か ん た ん (な ) 
か ん どう 


か ん と う ( ち ほう ) 
が ん ば りや (さん ) 
か ん ば ん 


1 (一 に ) か みつ く 
: (一 に ) 通 う 
(を) か ら か う 


彼 
: 枯れ 野 
1 - 側 


| (を ) 乾 か す 


ーー が) 乾く 


| (が ) 湯 く 


| (が) 変わ っ て いる 


ーー に) 代わ る 


関係 
| (に / と ) 関 係 が ある : 
: 歓迎 


| 観光 

「 観光 客 
関西 (地方 
| 観察 

| 感じ 


| 感じ が する 
1 感謝 


| 患者 
| 鑑賞 
| 関心 
1 完成 
「 感性 
| 観戦 
「 感想 
「 簡単 (な ) 
| 感動 


関東 (地方) 


「 看 板 
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: u-Vi i to bite 
Mig : to go to (school, work, etc.) regularly 
: u-Vt i to tease 


: ANa i colorful 


N : he; one's boyfriend 


N desolate field 


: Suf : side 

: ANa poor; pitiable 

: u-Vt b to dry (clothes, etc.) 
u-Vi | to get dry 


: u-Vi : to get dry 


N : frog [old word for カエ ル ] 


mVi : to be different 


: u-Vi : to take the place of; replace 


can | 缶 入 り (の ) (ANo) canned 


N icancer 


1 Adv : sound of loud music 


N | environment 
N | relationships | 上 下関 係 (N) superior-subordinate PO 


Phr i to be related (to ~) ; : have some connection (to 一 ) 


: VN : welcome | (を) 歓迎 する 
: ANa i stubborn; hardheaded 


VN ツ sightseeing | (一 を / で ) 観 光 す る 
N : tourist 


N § the Kansai Region 


VN i observation | (て を ) 観 察する 


i N ifeeling: impression | 


: (一 を / と ) 感 じ る (ru-Vt) to feel; sense: realize 


: Phr {to feel 
1 VN i gratitude: appreciation | 


: (一 に ) 感謝 する to thank: express one's gratitude 
N i patient 


VN iappreciation (of haiku, movie, painting, etc.) | (一 を ) 鑑 賞 する 


N : concerni interest 


: VN icompletion | (一 が ) 完 成す る to complete; be completed 


N sensibihityi sensitivity 


| VN i watching (a sports game) | (一 を ) 観戦 する 


N :impressionsi thoughts 


: AN : ; simple; easy 


i VN sensation; impression | 
i (~ に ) 感動 する to be deeply moved emotionally: be a 


. N | the Kanto Region 


NE 上 worker 


N : advertising sign/display 


L8 ス 
L4 読 
L8 読 
L10 読 
L4 読 
L13 読 2 
L12 会 
L8 会 
L12 読 
L12 発 
L15 読 2 
L13 読 2 
L12 会 
L14 読 
L10 読 
L8 読 
L7 会 1 
L9 読 


L4 会 1 
L8 読 


(L1 会 1) 


L9 読 
L7 会 2^ 
L1 読 
L1 会 2 
L1 会 1 
L2 読 


L2 読 
L6 会 2 


L4 読 
(L3 会 1) 


L8 読 
L13 読 2 
L14 読 
L8 読 
L13 読 1 
L4 読 
L13 会 
L2 読 


L13 読 2 
L1 会 1 
L7 会 2 
L14 読 
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きい た と ころ に よる と 


ぎいん 

き お く 

き お ん 
きか い 
きか い 

き が する 

き が つく 
きき か えす 
き げ き 
きけ ん (な ) 
き げ ん ぜん 
き ご 

きこ う 

きじ 

き ぎじゅつ 
ぎじ ゅ つ し ゃ 
きせ い 

ぎ せ い ご / ぎ お ん ご 
きせ つか ん 
き そ く 
ぎ た い ご 
きっ か け 
きっ と 

き に する 

き に な る 
ギネス ブック 
きのこ 

き の め 
きび し い 

き ふ 

き ぶ ん 
き ぼ ぽう 
き ほ ん 
きま り 

きみ 

ぎ む 

きも ち 
きも ち を こめ る 
ぎ も ん 
ぎゃ く ( の ) 
キャ ラク ター グッ ズ 
きゅう (な ) 


「 聞い た と ころ に よる と pi 


| 導 ( の ) 


| 急 ( な ) 


! 議員 N 
「 記憶 wm 
「 気 温 本 
機会 N 
| (よう な ) 気 が す る ! pr 
| (に ) 気 が っ く 。 |m 
(に ) 開 き 返す ww 
「 喜 劇 N 
「 危 険 (な ) AN 
| 紀元 前 | N 
! 季語 MN 
気候 N 
1 記事 N 
「 技術 N 
| 技術 者 N 
「 規制 v 
「 所 声 語 / 操 音 語 ” !N 
| 季節 感 | N 
「 規則 N 
| 擬態 語 N 
i N 
1 : Adv 
| (ご を ) 気 に す る 。 !m 
| (が ) 気 に な る 。 pr 
: | N 
| | N 
| 本 の 工 | N 
| 厳し い t A 
寄付 | N 
「 気 分 : N 
「 希望 | VN 
| 基本 | N 
「 決 まり i 
1 (一 に ) 気 持ち を 込め る | Phr 
疑問 | N 

9 


i ANa 


: according to what Tve heard 


i member of the Diet, Congress or Parliament 


; memory | (を) 記憶 する to commit something to memory; memorize ; 


i (atmospheric) temperature 

: chance; opportunity 

: machine 

: to have a feeling/the impression (that ~ ) 
i to notice/realize (that ~ ) 

: to raise a question about something that has just been said 
: comedy 

: dangerous; perilous 

i time before Christ ; B.C. 

iseasonal word (in a haiku) 

: climate 

: article 


§ technology; skill: technique 


: engineer; technical expert 

iregulation | (~ を ) 規 制す る 

: phononime (= onomatopoeia) 

も a sense of the season (s) 

: rules; regulations 

| phenomime 

; trigger 

. surely 

: to worry; be concerned; care about 

to feel uneasy 

; Guinness Book of World Records 

; mushroom 

; leaf bud 

severe; strict; intense 

: donation; contribution | (一 に ) 寄 付す る 

: feeling; mood 

i hopei wish | (を) 希望 する 

MA basis | 基本 的 (な ) (ANa) fndamental: basic 
; rules; customs 

Ln [men to fiends, lovers, etc.; superiors to subordinates] 
obligation | 義務 教育 (N) compulsory education 

: feeling; sensation; mood | 気持 ちがい い (Phr) to feel good 
. to put one's mind/feelings (into something) 

} question; doubt 

; opposite; the other way 

: pop character merchandise 


: sudden; abrupt 


L10 読 
L5 会 2 
L6 読 1 
L1 会 1 
L8 会 
L10 読 
L12 読 
L13 読 2 
L1 読 
L3 会 3 
L3 読 
L12 読 
L10 読 
L7 読 2 
L13 読 2 
L13 読 2 
L7 読 2 
L7 読 1 
L15 読 2 
L11 読 
L13 読 1 
L3 読 
L8 会 
L13 読 2 
L1 会 2 
L15 読 3 
L2 読 
L9 読 
L9 読 
L2 読 
L13 読 1 
L9 読 
L1 会 2 
L7 読 1 
L15 読 1 
L8 読 


L7 読 1 


L6 読 2 
(L2 会 2) 
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きゅう けい : 休憩 : VN i rest; break | 休憩 する L4 会 2 
きゅう し ゅ う : 九州 | N : Kyushu [the third largest of Japan’'s four major islands ] L1 読 
ぎゅ うど ん 牛 丼 ツ N ( bowl of rice topped with beef L5 会 1 
ぎゅ うに く | 邊 内 NM 15 会 1 
きょう いく i 教育 VN : education | (一 を ) 教 育 する to train; educate |  L9 読 
還っ かい 1 協会 | N association | 世界 ラー メン 協会 (N) Word Instant Noodle Association;  L5 読 
きょう か い | 教 人 Nh L6 読 1 
きょう げん | 狂言 : N : kyogen (play) [comical plays performed during Noh intermissions] L8 読 
ぎょ うじ 行事 N 人 i ji 会 1 
きょう じゅ 教授 | N 3 professor L14 読 
きょう そう | 競争 | VN icompetition | (と) 競争 する L5 読 
きょう ちょ う せ い : 協調 性 N : cooperation | 協調 性 が ある (Phr) to work well with others L7 会 2 
きょう つう (の ) : 共通 (の ) ANo 1 | 共通 語 common 1anguage L15 読 3 
きょう て ん : 教典 1 N : Buddhist canon/text L11 読 
きょう と だ い が く / 京都 大 学 N Kyoto Universiry [often shortened to 京 大 ] a 
きょう だ い ; i 
きょう み ぶ か い : 興味 深い A ; very interesting L2 読 
きょう り ょ く 「 協力 | VN icoopereton | (~ に ) 協 力 す る L9 読 
きら す : (一 を ) 切 ら す u-Vt NS L10 読 
ギリ シャ し ん わ | ギリ シャ 神話 | N 1Omedkmwtholoey L6 読 2 
キリ スト きょう | キリ スト 孝 N Chdieeiantey L6 読 1 
きろ く | 記録 : VN recordi document | (一 を ) 記 録 する L11 会 1 
ぎ ろ ん 議論 1 VN argument discussion | (一 に つい て ) 議 論 する to argue a point 1 L14 討 
きん | 金 N gold | 金メダル (N) gold medal |  L4 読 
きん し : 禁止 VN | prohibition; ban | (を) 禁止 する L11 読 
きん じ ょ | 近所 Ne ibid L10 会 1 
きん だ いか 近代 化 ; VN modernization | 近代 化す る L11 読 
きん だ いて き ( な ) 近代 的 (な ) | ANa 1 mmodera L11 会 1 
きん べ ん ( な ) 勤勉 (な ) | ANe : had-workingz dgent L15 読 2 
く 名 N haiku L13 読 2 
くう ば く i 空 N aerial bombing: air strike L15 読 1 
くき 革 RR L12 発 
くさ ば な : 草花 N : flower; flowering plant L12 発 
くし ゃ み : N ; sneeze L13 会 
NP まう : 苦情 {SN : complaint; grievance L7 会 1 
ぐ で た いて き ( な ) 具体 的 (な ) ANa : concrete; tangible; definite L14 読 
i だけ な : irr-A : plain; relaxed; informal L2 読 
くに ぐに | 国々 | N ; countries L11 読 
く び 1 首 N : neck L3 読 
くみ た て : 組み 立て . N : construction; framework L13 読 2 
クモ [ Ne L3 読 
くやし い : A (someone is) frustrated; (someone is) regrettable L4 読 
くら す | 暮らす ; u-Vi tolive | 暮らし (N) living L3 読 
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くら べ る 1 (一 を) 比べ る ; ru-Vt ito compare 

くり か えす i (一 を ) くり 返す : u-Vt も to repeat; do something over again L5 読 

くる し い i 昔 し い SA beS 計 L6 読 1 

くる し お | (で / に ) 昔 し な ed ko: L9 読 

くれ な ず む ゆう ぐれ i 暮れ な ず む 夕暮 れ | pmr : lingering evening glow (after a sunset) L13 読 1 
グロ ー プ ブ NR L4 読 

ぐろ ざと う ツ 黒 砂糖 N : brown sugar L8 読 

くわ える RS NN a 11 読 
くわ し い 1 詳しい A 1 detailed: ful L4 会 2 
- く ん : - 君 Suf [attached to the first or last name of male equal or a mw 

! : whose status or rank is lower than the speaker’s] iLS 会 1 
け 毛 N : hair; down; fur L3 読 
アハ ウス | N : low-income home for the aged L3 読 
- け い : - 系 Suf system; lineage; family; group L6 会 3 
けい か く 計画 : VN AT Planning | (一 を ) 計 画す る L14 読 
けい ご 1 敬語 N | honorific language L2 読 
けい こう 傾向 | N : trend; tendency L7 読 2 
けい ざい ツ 経済 : N economy L7 読 1 
けい さん : 計算 : VN ; calculation; count | (一 を ) 計算 する to calculate L9 読 
けい し き 形式 も N form; formality L13 会 
げ い じゅ つ | 芸術 1 N Ge) ee the sem L7 読 1 
げ ばい じゅ つ せ い | 芸術 性 論語 L13 読 2 
けい た い ( で ん わ ) 携帯 (電話 ) N Te L2 読 
けい れき i 経歴 N | personal history; career L14 読 
けが : 怪我 : N : injury | 怪我 を する (Phr) to get hurt; be injured L3 考 
げき ! 劇 | N Play (performed on stage) L8 読 
けし き : 景色 ON : scenery; view L1 読 
け す p (を ) 消 す u-Vt to remove; erase; turn off; put out (fire) L8 会 
けつ えき が た | 血液 弄 Nblood gpe | 血液 (N) blood 17 会 2 
けつ えん i 血縁 N | blood relationship/tie L14 読 
けっ か ! 結果 Ni redik L6 会 3 
けっ こう 結構 Adv fairly; pretty; rather; quite L6 会 1 
けむ り | 煙 り : N : smoke; fumes L13 読 1 
けら い : 家 来 N : subordinate warrior; servant L8 読 
けん いん : 原因 ; N ei origin L9 読 
けん が く 見 学 : VN visit; tour (of a place) | (一 を ) 見 学 する L1 読 
けん きん : 現金 ; N : cash L10 読 
げん ご | 言語 N language L2 読 
けん こう 1 健康 | N health | 健康 (な ) (ANa) healthy (used for human/animal health: 
; only) | 1L4 読 

げん ざい : 現在 1 Adv i at present ; now | 現在 (N) he Present time L5 読 
げん さく 原作 | N ionginalwork 読 1 
けん し ょ う | 現象 N Phenomenon GW 
げん じょう : 現状 ; Present condition; status quo L9 読 
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けん そん 謙 選 i VN i modesty; humbleness | 謙 本 する to be modest; be humble L9 会 4 
けん だ い 現代 N ; the present day/age; today L4 読 
けん ちく | 建築 1 L11 読 
けん て い 検定 VN : giving offcial approval; inspecting | (一 を ) 検 定 する L9 読 
げん ば く | 原爆 OR L12 会 
げん ば くし ょ う 原爆 症 ; N : atomic bomb sickness L12 会 
げん ば く ド ー ム 原爆 ドー ム | N the Atomic Bomb Memorial Dome L1 読 
けん りょう 原料 ; N : raw materials L12 読 
a ; - 後 | Suf : (hours, days, years, etc.) later L5 読 
こい の ぼり | : N carp-shaped streamer L13 読 2 
こい びと | 恋人 N iboyfiend/girlftiend L2 読 
7 : iDemP like this; this way L12 会 
ch 行為 : N | act; conduct L8 読 
こう いう ; ipamAl of this kind; ike this L2 読 
こう か : 効果 iN ; effectiveness, impact | 効果 が ある (Phr) to be effective L3 読 
ご うか (な ) 1 豪華 (な ) 1 ANa も luxurious; gorgeous L11 会 2 
ご うか く : 合 ツ VN ; passing (an exam) | (一 に ) 合 格 する L3 読 
こう か ん | 交換 VN orchanee | (一 を / と ) 交 換 す る L6 読 1 
こう き : 後期 1 N ; the latter period L11 読 
こう ぎ i 講義 N lecture L8 読 
こう けい : 光景 : N - sight; scene L13 読 1 
こう けん 貢献 VN ; contribution | (一 に ) 頁 献 する L15 読 3 
0 | 後者 - N 1 the later L9 読 
こう し ゃ . 校舎 N ; school building L13 読 1 
の 向上 ; VN pnoWement betterment | (一 が ) 向上 する L15 読 3 
こう せい , 構成 VN organizationi composition | (一 を ) 構 成す る to make up L13 読 2 
と こう つう 交通 | N ; traffic; transportation L13 会 
こう どう 「 行 動 1 VN faction | 行動 する L15 読 1 
コッ ノ ト リ : i N stotk L10 読 
こう は い 後輩 N | one's junior L4 会 1 
こう は ん | 後半 : N 1 the second half L11 読 
こう ふく : 幸福 | N happiness L6 読 1 
こう ほし ゃ | 候補 者 : N candidate L14 読 
どう も ん | 失 間 | VN |physical torture | (を ) 失 問 する L15 読 1 
革 め やく : 公約 ; N ; public commitment/promise | 政権 公約 (N) manifesto L14 読 
こう りつ 公立 | N ; public (institution) L9 読 
こう りつ : 効率 ; N ; efficiency | 効率 よく (Ady) efficiently L11 読 
BVG DE | Ge 
こう れい し ゃ 1 高齢 者 N : old person/people L15 読 2 
こ : 声 | N : voice | 声 を 出す (Phr) to utter L3 読 
こえ る : (一 を ) 越 える arVeito cross; pass L5 読 
ご える (一 を ) 超 える ru-Vt . to exceed; surpass L7 読 1 
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こえ を か ける : (一 に ) 声 を か ける Phr i to talk to L13 読 1 
こおり [ 水 N ' ice | 水 が 張る (Phr) to be frozen over L13 読 1 
こき ょ う : 故郷 N ; hometown; native place L13 読 1 
こく いっ こく 「 刻 一 刻 adm L13 読 1 
こく が い 国外 N : outside the country L14 読 
こく ぎ 「 国 技 Nh 14 読 
こく さい て き ( な ) 国際 的 (な ) ANa : international L5 読 
こく せい 1 国政 N “ national politics L14 読 
eS 国土 N territoryi COuntry L1 読 
こく な い ; 国内 N a country's interior | 国内 の (Phr) domestic; internal L4 読 
こく みん 国民 N the people of a country; citizens L6 読 1 
こく れん : 国連 N United Nations L15 読 2 
ここ ろ を いた め る . (一 に ) 心 を 痛め る Phr る L15 読 3 
こじ ん | 個人 N ] individual | 個人 的 (な ) (ANa) personal L6 会 2 
こせ いて き ( な ) : 個性 的 (な ) ANa : (person) with a great deal of personality L7 会 2 
こ だ い 古代 N ancient times | 古代 中 国 (N) ancient China L11 読 
ご ちょ う 「 語調 N itoge (ofvoiee) L13 読 2 
こっ か い 国会 N t National Diet L14 読 
lc.A- 間 -N」 国境 N a nation's border L5 読 
こと わざ | 誠 N He L13 読 2 
こと わる (を ) 断 る u-Vt to refuse; decline | 断り (N) refusal L2 読 
この あい だ この 間 Adv the other day; recently L3 会 2 
この へ ん に ; この 辺 に Phr : around here L2 読 
この む : (一 を) 好む u-Vt to like; prefer (written language) L10 読 
この よう な : DemA: this sort of; such L2 読 
ゴ ボ ゴ ボ Adv sound of gushing water L7 会 1 
こま か い 細か い A : fine; minute L13 読 1 
こむ | (が) 混む inp getcowded L5 会 2 
こ 米 N rice L11 読 
こめ ん な さい Phr Tm sorry L2 会 1 
これ か ら : Adv : from now on; in the future L3 読 
ころ す | (を) 殺す eV itokl L6 読 2 
i : N : contents (of a medium such as film, manga, game, ctc.) L7 読 1 
こん な ふう に Adv like this L15 読 1 
ゴン プレ ックス N . inferiority complex L13 読 1 
さ : 差 : N ; gap; difference L1 読 
サー クル N ツ circle; club L4 会 2 
さい - i ES L15 読 3 
さい ご : 最後 NN : the last; the end L2 読 
さい こう (の ) : 最高 (の ) ANo | the highest; maximum; best; greatest L3 読 
さい さん 財産 N : property; fortune L15 読 2 
さい し ょ 「 最 初 Adv : at fi | 最初 (N) the beginning 13 読 
さい だ い ( の ) . 最大 (の ) ANo greatest; largest L13 読 1 
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さい の う : 才能 N § ability; talent L7 読 1 
さい ぼう 1 細胞 N ee (of living thing) L8 読 
さがる ; (一 が ) 下 が る wVi : to drop; go down L9 読 
さき 先 N end; point; tip L12 会 
さく げん : 削減 ツ VN ; reduction | (一 を ) 削 減 す る L15 読 3 
さく し ゃ | 作者 | N iauthor L13 読 2 
さく ひん : 作品 N } (a piece of) work L7 読 1 
さく ら 桜 N cherry blossoms L1 読 
さけ ぶ 1 (が) 叫ぶ wVi : to shout; yell; cry (out) L4 読 
きこ く i 鎖国 VN national isolation | 鎖国 する to close/isolate a country L11 読 
さす : (を) 指す u-Vt : to point; indicate L9 読 
ーー きせ て いた だ け ま せん か i phr iCould1 >? La 会 2 
さそ う : (~ を ~ に ) 誘 う 1 rwe : to invite; ask (2 person to something) | 2 読 
さ つ え い i は VN : filming; shooting (of a movie, a photograph, etc.) | (一 を ) 撮 影 する ; L1 読 
さつき ば れ : 五月晴れ N : fine weather in early summer : L13 読 2 
きつ りく ; 殺 坊 1 VN slaughter; massacre | 殺 鐵 する L15 読 1 
さて ; ; Conj : well; now; well now L8 読 
さき どう ; 茶道 N i tea ceremony L11 読 
さば く : 砂漠 : N desert L15 読 3 
さび § | N ; apanese aesthetic concept: suggests beauty that is graceful, 
: : fleeting, aged, weathered 
: : : (Ex. the essence of loneliness captured in Basho's haiku) L13 読 2 
さま さま (な ) 様々 (な ) 1 AN | various L7 読 1 
さま よう t (一 を ) さ きま よう t u-Vi to wander L15 読 2 
さむ らい : 侍 導い : Japanese warrior L9 読 
さら に : Adv ( additionallyi further: again L12 読 
さわ る ; (に) 触る : u-Vi : to touch; feel L3 読 
さん か i 参加 ; VN participaton | (一 に ) 参加 する L6 会 2 
さん か く 1 三角 | N imiamgle L12 会 
さん か し ゃ 参加 者 N participant L14 討 
さん ぎいん | 参議 院 ; N : Upper House; House of Councilors L14 読 
さん げん そく i 原則 : N | three principles; three general rules : L3 考 
さん こう | 参考 : N 1 refemence | 参考 に な る (Phr) to be of some help; serve as a reference: L13 読 2 
さん し ん | 三振 | VN istrikeout| (一 が) 三振 する | La 時 
さん せい 5 航 成 : VN Agreeingg approval | (一 に ) 替 成す る L6 会 2 
ざん ね ん (な ) セ 残念 (な ) 1 AN i unfortunate; regrettable; disappointing L3 読 
= レ i- 氏 1 Suf iMr/Ms. L10 読 
し i 市 : N : city; town L1 読 
し 詩 : N poem L13 読 2 
し t 死 ; N : death L15 読 1 
し あい 試合 : N : game; match L4 読 
し あわ せ : 幸せ ; N : happiness | 幸せ (な ) (ANa) happy : Le 読 
と 2 iT ポ < | short for Japanese pop (refers to Japanese popular music/musicians) i L7 読 1 
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し えん 
し お り 

し か い ( し ゃ ) 
し か し 

し か し な が ら 
し き 

し き 

- し き 

じき 

し けん 

し こく 

ゆで く 
じ さ つ 

し じ 

じじ つ 
ピ じ ょ 
じしん 

し ぜん 
じたい 

し た が っ て 
し た し みや すい 
し た し む 


し ちょ う 

し っ か り 
じっけん 
じ っ こ う 
じっさい に 
リー 
じつは 
し っ ぱい 

し っ ぽ 

じ と どう (の ) 
し は ら う 

し ぼう 

し ま 

じ ま ぐ に 

し めす 

し ゃ か い 

し ゃ か いふ うし 
じゃ が いも 
し ゃ し ん し ゅ う 
し ゃ べ る 

し ゅ うか ん 
し ゅ うか ん し 
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支援 


司会 (者 ) 


1 

四季 
1- 天 
| 時期 
資源 
1 四国 
| 地 狼 
自殺 
: 支持 
事実 
| 侍女 
自信 
1 自然 
| 時 代 


「 親 し みや すい 
1 (に ) 親 し 


市 長 


「 島国 

! (を 示す 
: 社会 
社会 風 


写真 集 

1 (を ) し ゃ べ る 
: 百 慣 

: 週刊 誌 


; VN 1 support | (を ) 支援 す る |  L0 読 
「 N bookmark : L12 発 
; N : moderator; chairperson : L14 討 
Conj 「 but; however : L5 読 
: Conj : however L10 読 
N ゼ ceremony | 式 を 挙げ る (Phr) to hold a ceremony ; L6 読 1 
. N . four seasons L13 読 1 
} Suf : style : L6 読 1 
i N : time; period; season ; L14 討 
N ち natural resources L15 読 3 
| : Shikoku [the smallest of Japan’s four major islands] : L1 読 
| N ihel : L9 読 
; VN suicide | 自殺 する to commit suicide | Le 計 
VN : support; back up | (一 を ) 支 持 する L14 討 
; N ; fact; truth L10 読 
| N も lady attendant; maid L6 読 2 


| N selfconfidence | 自信 満々 (な ) (ANa) with abundant self-confidence: 。 L8 全 


N 1 nature | 自然 (な ) (ANa) natural: unaffected : Ll1 会 2 
iN ; times; period : L5 読 
Conj ツ therefore; consequently; as a result : L10 読 
A : approachable (person/things) L6 読 2 
! u-Vi ! to become familiar wi i 
i (一 に ) 親 し ま れ て bs to be popular (among people) sm 
: N : mayor : L14 読 
: Adv : steadily; firmly | L13 読 1 
: VN exPeriment test | 実験 (を ) す る to experiment E L8 読 
VN ツ action; execution | (一 を ) 実 行 する to put (ones) ideas into aco L14 読 
: Phr actually; really; practically | 実際 (N) actuality; reality : L3 読 
| Nfhumidity | Li 会 2 
Adv : to tell the truth; as a matter of fact L2 読 
| VN ifailure| (~ に ) 失 敗 する Ls 読 
; N : tail [animal] | L12 会 
ANo i automatic | 自動 化す る (VN) to automate i L10 読 
. u-Vt | to pay (cxpenses, bill, etc.) : L11 読 
| VN ideath | (が ) 死 亡 する : L12 会 

: N ; island : L1 読 
: N : island country ツ L1 読 
: u-Vt ito indicate; show : L13 読 2 
: N : society; world L3 読 
: N § satire on society ; L13 会 
i N : potato ; L1 会 2 
: N : book of photographs L8 会 
: u-Vt : to speak : L15 読 1 

N 1 habit; custom | 食 習慣 (N) eating customs/habits : L5 読 
i N iweekly magazine | L7 読 1 


し ゅ う ぎ いん 1 衆議院 
し ゅ うき ょ う : 宗教 
し ゅ う げ き : 租 机 
し ゅ うし ご う | 修士 号 
し ゅ う せ い : 習 性 
し ゅ う せ ん : 終戦 
し ゅ うに ゅ う 1 収入 
し ゅ う は 1 宗派 
じゅ うぶ ん (な ) 十分 (な ) 
じゅ うみ ん 1 住民 
し ゅ ぎょ う : 修行 
じゅ けん 1 受験 
じゅ けん せい 1 受験生 
し ゅ じゅ つ 1 手術 
し ゅ し ょ う | 主将 
し ゅ し ょ う : 首相 
じゅ し ょ う 受賞 
し ゅ し ょ く | 主食 
し ゅ じん B 記 
し ゅ じん こう 1 主人 人 
し ゅ だ ん | 手段 
し ゅ っ し ん 1 出身 
し ゅ っ し ん こう 出身 校 
し ゅ っ し ん し ゃ 1 出身 者 
し ゅ っ ぱん 出版 
し ゅ と 1 首都 
し ゅ と く 取得 
じゅ みょう 1 寿命 
し ゅ る い : 種類 
し ゅ ん か ん 1 明 間 
- しょう 1 - 賞 
し ょ う エ ネ 省エネ 
( ぉ ) し ょ う が つ 。  :( お ) 正 月 
じょう きょう | 状況 
じょう きょう : 上 京 
し ょ うき ょ く て き ( な ) : 消極 的 (な ) 
し ょ う ぐ ん 1 将軍 
じょう けい 1 情景 
じょう けん 1 条件 
区 よめ : 障子 
じょう し き 「 規 識 
し ょ うじ ょ 少女 


レコ 


: N : staple; principal food 


単語 索引 


iN : Lower House; House of Representatives L14 読 
1 N i religion L6 読 1 
1 VN i attack | (を) 襲撃 する L15 読 1 
N : master's degree L15 読 3 
: N ; acquired trait; second nature L10 会 2 
N | end of war L13 読 1 
N . income L15 読 2 
N ; religious sect/school L11 読 
ANa 1 eomgi sufficient L15 読 1 
の | residents L15 読 2 
| VN ; training and practicing religion, martial arts, etc. with an 
; : austere manner or attitude | (一 の ) 修行 を する L8 会 
: VN : taking an (entrance) examination | (を ) 受 験 する L6 読 1 
: N : student preparing for an examination : L9 読 
: VN surgery | (一 を) 手術 する to perform a surgical operation L3 読 
: N : the captain (of a team) : L4 会 2 
: N | prime minister L9 読 
| VN being awarded a prize | (を) 受賞 する L15 読 3 
L11 読 


: master; head of household; owner (of shops); one’s husband : L8 読 


N 
i N imain character 
N 


: means; way; measure 


| one's origin (town, country, etc.) | 


NN : alma mater 
N 


! alumnus 


: VN : publication; publishing | (て を) 出版 する (used only for books: 


; magaZines and newspapers) 
: N icapital (city) 
| VN facquisition | (を ) 取 得する 
N iifk span 
N i kind; sort; type 
N 


i moment; instant 


Suf : prize; award | ノー ベル 平和 賞 (N) Nobel Peace Prize 


: N 1 energy SaVing 
N 1 New Year's 


; N isituation 


: VN : proceeding to the capital (Tokyo) | (~ が ) 上 京 す る 


: ANa | passive 
: shogun; general 


i Visual scene 


N 
N 

; N : conditions 
N | sliding door made of paper and wood 
N 


i common sensei common knowledge | 


「 常識 的 (な ) (ANa) common-sense; ordinary 


: N i young girl 


1 出身 地 (N) one's birthplace: native place 


L8 読 
L13 会 


L1 会 2 
L14 読 
L9 読 


L7 読 1 
L1 読 
L15 読 3 
L15 読 2 
L4 読 
L6 読 2 
L15 読 3 
L10 読 
L1 会 1 
L2 読 
L13 読 1 
L7 会 2“ 
L11 会 2 
L13 読 2 
L14 読 
L12 読 


L9 読 
L7 読 1 
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し じ う の ヒビ よう 
じょう た い 
も まう た みる 
し ょ うに ん 
し ょ う ね ん 
し ょ う ひ 

し ょ う ひ し ゃ 
し ょ う ひ ん 
じょう ぶ ( な ) 
じょう ほう 
し ょ うめ い 
し ょ うり ゃ く 
- し ょ く 

し ょ くぎ ょ う 
し ょ くじ 

し ょ く ひ ん 
し ょ く ぶ つ 
し ょ くり ょ う ひ ん 
し ょ くり ん 
じ ょ せ い 

し ょ みん 
じらい 
し ら さ ぎ 

し りあ い 

し りつ 
(お ) し ろ 

し ん か 
し ん が く 

し ん ぎ た い 
し ん けん (な ) 
し ん こう 


じん こう 
し ん じゃ 
じん じゃ 
じん し ゅ 
し ん じょう 
し ん じ る 
じん せい 
し ん せき 
し ん と う 
じん ぶつ 
し ん や 

し ん らい 
し ん り 
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| 消費 者 
: 商品 
: 丈夫 (な ) 


| 食品 

1 植物 

| 食料 品 
植林 

1 女性 

1 庶民 

| 地雷 

1 折 邊 

| 知り 合い 
| (お ) 城 

| 進化 

1 心 技 人 

1 真剣 (な ) 
| 信人 


: (を / と ) 信 じ る 
1 人生 
| 親戚 
| 神道 
1 人物 
| 深夜 
1 信頼 
| 心理 


ン 委 舎 比 二 主 


東信 放 圭 


ia little [formal] 

] shape; state of things; condition 1 
ツ improving ; advancing (skill, proficiency, etc.) | (一 が ) 上 達する ; 
ツ trader; merchant 
young boy 

consumption; spending | (一 を ) 消 費 す る 

: consumer 

1 Producti merchandise 

: strong; durable 

information 

- proof | (~ を ) 証 明 す る 

| omission: abbreviation | (一 を ) 省 略す る 


[counter for packaged food] 


: occupation 

: meal | 食事 する to have a meal 

. food 

: plant 

. foodstuff; groceries 

tree planting; forestation | (~ に ) 植林 する 
female 

: common people 

land-mine 

: white egret 

acquaintance 

3 (institution) 

: castle 

; evolution | (~ が ) 進化 する to evolve; develop 
: going on (to the next stage of education) | (一 に ) 進学 する 
: spirit, technique (s) , and physical strength 

b serious; earnest 


: (religious) faith; belief | (~ を ) 信仰 す る | 


: 信仰 心 (N) (religious) piety 


i population (used only for people) 

; believer; follower 

| shrine 

6 (of people) | 有色 人 種 (N) nonwhite races 
| principle; creed; belief 

: to believe; trust 

: one's life 

: relative 

Shintoism 

; figure; character (from history, drama, novel, ctc.) 
ツ midnight | 深夜 (Adv) late at night 

| trust reliance | (を ) 信 頼 す る | 信頼 感 (N) trust 
: mentality; psychology 


L2 会 1 
L12 発 
L9 会 3 
L12 読 
L7 読 1 
L5 読 
L10 会 2 
L5 読 
L12 読 
L10 会 1 
L8 読 
L2 読 
L5 読 
L14 討 
L3 読 
L10 読 
L12 読 
L10 会 1 
L15 読 3 
L2 読 
L13 会 
L15 読 1 
L1 読 
L14 読 
L9 読 
L1 読 
L10 読 
L9 読 
L4 読 
L14 討 


L6 会 1 
L6 会 2 
L6 読 1 
L6 読 1 
L15 読 1 
L15 読 1 
L5 読 
L9 読 
L14 読 
L6 読 1 
L7 読 1 
L10 読 
L10 読 


L10 会 2 
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N :forest 
N :mankind: human beings 


N : myth: mythology 


ずい ぶん 
すう じ 
す が た 
- す ぎ 
すき や き 


すご こい : 

すす む | (に ) 進 む 

すす め る 1 (一 に て を) 勧め る 
ずっ と 

すでに 

スト ドー リーマン ガ 


スト レー ト で 
すなわち 
スパ イク 
すばらし い 
すべ て 

すべ る 
スミ レ / す みれ 
すもう 

する と 


N : figure; chart; drawing 


: Adv ialot; very much 


N : numeral; figure 


N iappearance; figure 


: Suf : after; past : 
: N : sukiyaki [thin slices of beef, cooked with various vegetables ini 


i a table-top pan] 


A i terrific; amazing 


u-Vi : to go on (to a university) ; make progress; advance 

ツ ru-Vt : to encourage; suggest (doing something); recommend 
Adv : all the time; all along; all the way 

: Adv : already; before 


N i story manga [a style of manga using a time-control technique : 


: on each double-page spread] 


| Phr i straight (out of high school) 
: Conj i that is; namely 


; N i spike (shoes) 


A : wonderful; superb; great 


; Adv : entirely al | すべ て (N) everything; all 


| u-Vi i to slide; skate; be slippery | 試験 に すべ る (Phr) to fail in a test : 


; N は dawn [Hower] 


N sumo wrestling 


: Conj : then 


L6 会 3 
L9 会 2 
(L2 読 ) 

L9 読 


L13 読 1 


L2 会 2 


L11 読 
L1 会 2 

L9 読 
L11 読 


L12 会 
L10 読 
(L3 読 ) 


L7 読 1 
L9 会 1 
L14 読 
L4 読 
L7 読 1 
L4 読 
L9 読 
L12 発 
L4 読 
L8 読 


- せ い 

せい お ん 
せい か く 
せい か つよ うし き 
せい か つよ う ひ ん 
せい き 

ぜ い き ん 

せい けつ (な ) 
せい こう 

せい さく 

せい さん 

せい じ 

せい じ つ ( な ) 
せい し ん 

せい ちょ う 

せい と 


1 Suf : -made; -make; made in 一 


N : unvoiced sound 


| N : character; personality 


N ilifestyle 
N : daily commodities 


N icentury 


| N itax 


: ANa dems tidy 

VN 1 anoceee | (に) 成功 する to succeed; be successful 

N . policy; political measures 

VN i pmoduction | (を) 生産 する to producei manufacture 
| N potes | 政治 家 (N) politician 

ANa 1 ainceres honest 

N min spirit wi | 精神 力 (N) emotional strength 

: VN 1 gmowth | (一 が ) 成長 す る to grow (ap) 


N student (usually at junior/senior high school) 


単語 索引 en 
単語 索引 


せい ど : : : 
(ご 制度 : N :systemi institution | - 制 (Suf) system : L9 読 
せい と う 政党 生き : 14 で 
せい の う ; 性 能 ; ; emi : L14 読 ェ ぞ : i Prt : [express assertion (used mainly by men) ] L8 ス 
nr : Ni efficiency; performance : L10 読 そう : 僧 Ni monk L11 読 
い | 製 上 ee ーッ アヤ 2 
i 製品 : N : manufactured goods | 電気 製品 (N) electrical appliances i L12 読 そう : (一 に ) 沿 う 13 8 HHGIIOW L12 会 
いふ : 政府 nN : ; SS 
せい ぶつ ぶん せき が く 生物 分 析 学 | ea : に 1 読 お か し いう iDemAi (things) like that; that sort of (story) L1 会 1 
te き i 4 分 全学 N : study of bioanalysis ! L15 読 3 そう ゆう DA colloquial form of そう いう L5 会 1 
ne に N the West; WWestern countries : L11 読 そう いっ た IDemAi that kind of L13 読 1 
いい さん i 世界 遺産 i N iworld heritage : し L11 会 2 (お ) そ うし き 1 (お ) 葬式 : x 1 : 16 読 1 
せ か いい ち | 世界 一 AZ | (L1 読 い A に : 
er , i , the -est ~ in the world; No. 1 in the world :  L7 読 2 そう ぞう : 想像 : VN iimaginationi guess (~~ る ) 想像 する | L13 読 2 
; N :sea ; a : 6 ; H 
せき に ん : 責任 ; i L4 読 そう り だ いじ ん 5 総理 大 臣 : N :Prime Minister :  L14 読 
ko H SS 1: : 3 8 8 
で ゼ ゅ う 1 世襲 1 ' ER : し L14 読 る ss : 祖国 MM homeland L15 読 3 
) 店 : Nheredi 1 3 6 4 
せ だ い : 世代 2 H ーー L14 読 っ : : Conj | because of that; therefore; so L9 読 
だ Ni : ' ' ’ 
せっ きょく て き ( な ) | 積極 的 (な ) es : 7 読 1 そ だ つ : (が) 育つ i eVi ito grow (up) be brought up 14 読 
的 (な ! ANa ! positive: active: proacti |  L11 読 ‘ 5 3 8 
tt ! gi 「 = 「 ーー active; eis | 1 そだて る MM を ) 育 て る i mu-Vt { to reary bring up; train (a person) L4 読 
sy 7 jp | 中 読 その と お り だ | その 通り だ | Phr | Thaes right. | L9 会 4 
た い (に ! 絶対 (に ) | AS ei と 
0 1 i arctan | U4 読 その と きど き の その 時 々 の | phr at different times | L13 会 
i : VN : i ーー を ) : 1 1 
せっ ぷく i 切腹 ; 1 PE 潮間 る : し 115 読 3 その へ ん : その 辺 | N | (aspace/area) near there; around there L4 会 2 
に 3 : VN ritual suicide by disembowelment | (一 が ) 切 腹 する Ao 8 : 。 LS3 読 
せつ ぶん : 節分 : N : EE s : その ほか : その 他 i Phr i the rest; the others 1) 
: : : ay before the first day of spring :  L6 読 1 3 B ! の 2 っ ! L3 読 
せみ i 購 i ん : } その ほか (に ) その 他 ( に ) | Phr i besides; in addition to that i レミ 
1 i N icicada | L13 読 2 i : 1 ! (L1 会 ) 
ゼミ : N Te et それ ぞ れ : Phr each (one of them) L6 読 1 
せめ る : (一 を) 攻め る : ru-Vt : to attack : bc それ で : Conj : because of that; soi thats why : L4 読 1 
せん i ! : ; SN 
線 : N Hine | 線 を つけ る (Phr) to make a fine oy それ で は | Conj : then; if so; if that’'s the case L2 会 1 
ぜん - : 全 - : Pref : whole; entire; all; full L5 読 それ で も : Conj Phut (still); even so L8 ス 
ぜん いん : 全員 nN : BH それ に : ; Conj ! in addition; moreover; furthermore L3 読 
: H 1 all members H L14 討 * H 」 
せん き ょ 選挙 ; N 8 lect 6 そん けい 章 区 : yN irespect | (一 を ) 間 敬 する to respecti look up to; show one's 
YR イザ 3 ; i election 1 L14 読 1 : i respect fo | L4 読 
A : 選挙 権 | N irightto vote : 上 L14 討 そん さい : 存在 : VN i existence; being | (一 が ) 存在 する :  L6 読 1 
ん しき ょ せん | 選挙 戦 LAC 人 
ん i 選挙 戦 N : election campaign/race !  L14 読 そん な iDemAi such: like that ) L1 会 1 
n ‘ H ! ¥ 1 
せん こう 専攻 i VN : major | (~ を ) 専 攻 す る 会 1 内 i ot a 
4 1 : - H - たい = ) Suf istyle (of language use 
ぜん こく | 全国 N i the whole country RR 5 時 iD e nguage use 1 
F ん し ゃ [a 1 ー た い ー : 一対 | N 1 一 vemus ~ Le 
ぜん し * 前 者 | N ithe former Pa LR で ド ' の 誠 
せん し ゅ : 選手 N Pathlete pl : - た いこ く - 大 国 : Suf :major power giant L10 読 
せん す 1 量子 : co : L4 読 た いさ く : 対策 ; N { countermeasure | : 
いさ | N ifolding fan | L12 読 § : 対策 を と る (Phr) to take measures to meet the situation | L10 読 
まん で : 先祖 SN : ancestor 16 本 1 だ いじ (な ) : 大 事 ( な ) 1 ANa i important L3 読 
せん そう | 戦争 | N iwar で だ いじ ょ うぶ (な )  : 大 丈夫 (な ) ; ANa ; safe all night L3 読 
ぜん た い ( の ) : 全体 (の ) : ANo : whole; entire; general ; L1 読 た いせ つ に する : (を ) 大 切 に する ! Phr i to value treasure think a great deal of L2 読 
せん で ん 宣伝 VN - advertising; promotion; publicity | | だ いた い ; ; Ady : most; almost; nearly (all); approximate L5 会 1 
RYO : a ; 。 ee ec る to publicize; advertise : し 10 読 だ いだい いろ : だ いだい 色 Ni orange color L13 読 1 
H : : entire lan : : H 
せん ば ぱい : 先輩 mtieozu ao L15 読 3 た いと : 態度 N : attitude; manner L14 読 
H i N !onessenior H H ' 
’ P :  L4 会 1 CC i hs ! " s 
せん も ん : 専門 ee RY 5 5 だ いと し : 大 都市 : N :metropolis large city L14 討 
ーーーーm i 、 = cu one's specialized field : L1 会 1 だ い に じ せ か いた いせ ん ; 第 二 次 世 界 大 戦 : N 1World War 6 : L7 読 1 
せん りゅう : 川柳 ; < ; mo ee i Mg 類 WE ビ ッ ト 大 セッ ト 1 VN . great hit (success) | (一 が ) 大 ヒッ ト する ; L5 読 
: : : comic hai : "9 3 6 1 ; 
3 と : 3 き だ いひ ょ う て き (な ) : 代 表 的 (な ) ; ANa ; representative; typical : 1L4 読 
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単語 索引 


た い へ いよ う 
た い へ ん 
た い ほ 

だ いみ ょ う 
た いよ う 
た いり く 
和え 

だ くおん 
た くわ え 
た け 

た し か 


た し ん きょう 
だ す 

だ す 
た た か う 


た た く 
た た み 

- た ち 

た ちば 
だ っ きゃ く 
た て も の 
た て る 
た と えば 
た な 

た に ん 
た の し み 
た の し む 
た の む 

だ ます 
た まね ぎ 
た よう (な ) 
た よる 

た り る 
た ん い 
た ん か 
た ん し ゅ くけ い 
だ ん じ ょ 
た ん じょう 
た ん す 
だ ん せい 
た ん だ い 
だ ん だ ん 
た ん に ん 
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: 太平 洋 


| 太陽 


1 多神教 


1 (飲み 物 / 食 べ 物 を ) 出 


| (作品 を ) 出 す 
| (と ) 戦 う 


| ( こ を ) た た く 


1. 違 

1 立場 

1 脱却 

| 建物 

| (を) 建て る 
| 例え ば 

: 棚 

| 他人 

| 楽しみ 

| (を ) 楽 し む 
| (に / を ) 頼 む 
| (を ) だ ます 
| 玉ねぎ 

| 多様 (な ) 

| (一 に) 頼る 

| (が ) 足 り る 
1 単位 

| 和歌 

1 短縮 形 

1 男女 

1 放 生 

| 信和 

男性 

|! 短大 


| 提 人 


- 本 人 久信 入信 時 


し 3 EN Ea LGS 


N 


Ady 


i Pacifc Ocean | 南 太平 洋 South Pacifc Ocean 


ve greaty | 大 変 勉強 に な り ま し た (Phr) Youve sughtmealot: 


i arrest | (一 を ) 逮 捕 す る 
: Japanese feudal lord 

| the sun 

: continent 

: rice planting 

: voiced sound 

! supply; savings 

: bamboo 


t If I remember correctly; if T'm not mistaken | 
| 確か (な ) (ANa) certain; sure 


: polytheism 
i to serve 
: to release; distribute (one's work) 


i to fight (a battle): wrestle (with difficulty/a problem ctc.) | 
1 戦い (N) barde, fight; struggle 


to strike: clap | 手 を た た く (Phr) to clap ones hands 
{ tatami mat [Japanese straw Hooring] 
; [plural marker for people] 


i position; standpoint 


: getting out (of situation) | (~ か ら ) 脱却 する 


i building 
i to build 


: for instance; for example 

: shelf 

: other people; others 

: enjoyment; pleasure 

i to enjoy 

: to request; ask a favor; order 
i to deceive 

; onion 


i wide variety of; diverse 


to rely on; depend on 


i : to be sufficient/enough 

: unit (of measure) ; credit 

. 31-syllable Japanese poem 

contracted form 

| man and woman 

: birth | (一 が ) 誕 生 する to be born; come into the world 
chest of drawers 

; male 

1 college 

gradually; itde by ji 


i homeroom teacher person in charge 


L15 読 1 
L1 会 1 
L15 読 1 
L11 読 
L6 読 2 
L1 読 
L13 読 2 
L7 読 2 
L15 読 1 
L12 読 


L8 会 
L6 読 1 
L10 読 

L13 読 1 


L11 読 
L10 読 
L12 読 
L1 会 1 
L8 読 
L15 読 3 
L1 読 
L6 読 1 
L1 読 
L10 会 2 
L9 読 
L10 読 
L1 読 
L3 会 1 
L8 読 
L5 会 1 
L12 読 
L9 読 
L13 読 1 
L6 会 3 
L13 読 2 
L2 読 
L2 読 
L13 読 2 
L12 読 
L2 読 
L9 読 
L13 読 1 
L13 読 1 


単語 索引 
ちい : 地位 Ni (social) position; status L9 読 
ちい き ; 地域 : N area; region L14 読 
ちい さ ( な ) | 小 き () 1 ANa ismall [used only as a noun modifier] L12 会 
チェ ー ン て ん § チェ ュー ン 店 : N (fast-food) chain store : L5 会 1 
チェ ッ ク | VN icheck| (を) チェ ッ ク す る to checks check up on somethingi 3 会 
ちえ ん | 地縁 : N territorial connection | L14 読 
- ち か く 1 (mmbegmeng) 近く Sofialmoee med L9 読 
ちか づく (一 に ) 近 づく | u-Vi ; to get closer; come near; approach L8 読 
ちか ら も ち [ 力持ち | N : muscleman; strong person L6 読 2 
ちきゅう お ん だ ん か | 地球 温暖 化 N iglobalwarming 4 読 
ちく : 地区 N ! district area L10 読 
ち じ : 知事 | N governor L14 読 
ちち ぢ め る 「 (を ) 縮 め る EN L15 読 1 
ちっ ちゃ い A a form of 小さい L13 読 1 
ちほ う 地方 i Ni region; area; country L1 会 1 
ち め い : 地名 ペ | place name L1 会 1 
ちゃ わん : 茶碗 | N rice bowl; teacup (for tea ceremony) L8 読 
ちゃ ん と / き ちん と | ; Adv neatly; properly; regularly; without fail L14 対 
ちゅ うし ん [ 中 心 N Noeek L8 読 
ちゅ う も く ; 注目 | VN | attention | (一 に ) 注目 する to pay attention: take notice L14 読 
ちょ うお ん : 長音 N ] prolonged sound L7 読 2 
(Ad | Mi | 2 ' et rie NR examine; inquire L6 読 1 
ちょ うし (の ) い い | 調子 (の ) い い 1 Phr wowmeoeb L15 対 
ちょ うじ ん て き ( な ) 1 超人 的 (な ) ANa | superhuman L8 読 
ちょ う せ ん | 挑戦 VN ltrys challenge | (に) 挑戦 する L9 読 
ちょ う せ ん 鮮 N i Korea L11 読 
ちょ う ぼ 「 由 等 | N iaceountbook L12 読 
ちょ うわ 調和 : VN | harmony; harmonization | (一 と / に ) 調 和 す る L12 読 
ちょ きん 1 貯金 | VN lsavings | 貯金 する to save money L15 読 2 
ちょ くせ つ 直接 1 Adv i direcdly; fisthand L13 読 2 
ちょ し ゃ 「 著 者 | N andhor L10 読 
BER CEES ; Phr 1 Do you have a moment? L3 会 2 
ちり 地理 | N | geography L1 読 
つい か : 追加 1 VN faddition | (~ に ~ を ) 追 加 す る L13 会 
つい て いく | (一 に ) つ いて いく uriito follow; keep up 9 読 
つい に [ : Adv : at last; finally; in the end L5 読 
つう じ る | (が ) 通 じ る {Vi | to be understood; be accepted L13 読 1 
つか いわ ける i (一 を) 使い 分 ける mV | に HH things properly according to the situation | | um 
つき あい 付き 合い | Nassociation;socialization | 近所 付き 合い (N) ncighborly ties | L15 時 2 
つき あう | (一 と) 付き 合う | uVi |to associate/keep company with 7 会 2 


単語 索引 


つぎ つぎ (と / に ) 
2x ぐ り だ す 
つけ くわ える 
つけ る 

つけ る 

つ ご う が わ る い 
つた える 

つた わる 

の の. く 
つと め る 

つと め る 
つなが り 
つなが る 
つなぐ 

ok 1 

つま り 

つま る 

つ ゅ 

つる 


次 々 (と / に ) 

| (を) 作り出す 

| (を ) 付 け 加え る 
1 (名 前 を ) つ ける 

| (に を) つけ る 
| 都合 が 悪い 

| (に を ) 伝 える 
| (が に) 伝わる 
| (が) 続く 

| (を ) 務 め る 

| (ご に ) 卿 め る 


| (に ) つ な が る 


(を) つなぐ 


| 雪 


| (が ) つ まる 
| 梅雨 
「 稚 


y : one after another 


i to create 

i to add (one thing to another) 

: to name 

: to attach; put something on 

: inconvenient; to have a schedule conflict 

: to pass (knowledge) on; tel inform 

to come across; be passed along; be introduced 
: to continue; last | 続き (N) continuation (of a story) 
: to serve; fill a post 

: to make an effort 

connection; link; relationship 

: to be connected to; be tied together 

: to tie; connect 

i wife [humble form] 

: That is (to say); in other words 

: to be clogged 


i the rainy season in Japan 


i crane | 千羽 稚 (N) (string of) 1000 paper cranes 


て いか 


て いね い ( な ) 
て いれ 

テー マ 

で き あ が る 
で き ご と 

て きとう (な ) 
oy (8 

て ざわ り 
デジ カメ 

て つが く 
wDIX 
デッド ボー ル 
て っ ぱ ぽう 

て に いれ る 
テレ ビタ レン ト 
ll 


て ん 


で ん か い コ ン デ ン サ し : 


で ん き ス タン ド 
て ん こう 

て ん じょう 

で ん し レン ジ 
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「 低 下 
ティ ッシュ (ペー パー) | 

: 丁 寧 (な ) 
手入れ 


| (一 が) 出来 上 が る 
: 出来 事 
: 適当 (な ) 


| 手触り 


| 哲学 


手作り 


1 鉄砲 
1 (一 を ) 手 に 入れ る 


電解 コン デン サ 紙 


: 電気 スタ ンド 
「 天候 


: falling; declining | (一 が ) 低 下す る 
tissue (paper) 
2 a respectful 
[ maintenancei care reDair (s) 
theme 
1 to be Rnished be ready | 出来 上 が り (N) fnish 
incident event; happening 
: t appropriate; suitable 
: [a phrase used to make blunt informal commands or requests] ; 
feel; touch 
: short for デジ タル カメ ラ (digital camera) 
philosophy 
: handmade; homemade 
: (batter) being hit by a pitch 


: gun; firearms 


to obtain 


: TV personality/talent 


i terrorism 


[counter for (kinds of) commercial goods] 


i electrolytic-capacitor paper 

lamp 

| weather (over an extended period) 
: ceiling 


! microwave oven 


L11 読 
L15 読 2 
L14 読 
L15 読 3 
L10 会 1 
L12 読 
L10 読 
L11 読 
L3 読 


単語 索引 
で ん と う : 伝統 N :tradition L5 読 
で ん と う げ い の う 伝統 芸能 N traditional performing arts L8 読 
で ん と うこ う げ い : 伝統 工芸 N : traditional craftsmanship L12 読 
で ん と う て き (な ) 伝統 的 (な ) anda Li 会 1 
て ん どん : 天井 1 N : bowl of rice topped with deep-fried prawns L5 会 1 
で ん り ょ く 電力 N electric power L10 読 
と / ど う / ふ / け ん : 都 / 道 / 府 / 県 | N !prefecture [the largest administrative unit in Japan] L1 読 
と うい っ : 統 一 | VN iuniging | (ご を ) 統 ずる L11 読 
どう か (一 下さ い ) Adv please L6 読 1 
どう きゅう せい : 同級 生 N : classmate L9 会 2 
どう で も 道具 | tool: instrument: equipment L4 会 3 
と うけ い : 統計 : N statistics L9 読 
i t 登校 拒否 N refusal to go to school [psychological problem] L9 読 
どう さ : 動作 : N : actions; movements; motions L7 読 2 
コレ 当時 : Adv . at that time; in those days L11 読 
どう し 「 動詞 交 江 が 4 L7 読 2 
と うじ つ ツ 当日 | N : that day; the day (of an event) L14 討 
どう じ に : 同時 に : Phr : at the same time L6 読 1 
Em a oe LS 
a 「 道場 i N | training hall for mardal art L4 読 
どう せい あい し ゃ : 同性 愛 者 ツ N homosexual (person) L15 読 1 
と う せ ん ; 当選 : VN : getting elected; winning a prize | (一 に ) 当選 する L14 読 
と うだ い 東大 - N : short for 東京 大 学 (University of Tokyo) L9 読 
と うち ; 倒置 : N : inversion L2 読 
ご どか どう ; Adv finally; at (long) last; eventually L8 ス 
と うな ん アジ ア | 東南 アジ ァ SO L5 読 
980 Ee parr YR TT 
と う ひ ょ う | 投票 : VN ivote | (に) 投票 する 4 読 
と うふ : 豆腐 ; N : tofu; soybean curd L5 会 1 
どう ぶつ 動物 1 L3 読 
と うほ くち ほう 東北 地方 N : the Tohoku region L1 会 2 
と うほ く な まり | 東北 な まり | N obelm aecent L13 読 1 
と うろ ん 討論 VN debate; discussion L14 討 
と お す ; (一 を ) 通 す 1 We 人 let pass; let into L12 読 
と お り : 通り N : street L10 読 
と お りか か る | (を) 通り か か る urVWi : to happen to pass by L13 読 1 
と お る (一 を ) 通 る wVi : to pass (by); go through walk along L10 読 
どく ; 毒 | : poison L8 読 
どく じ ( の ) | 独自 (の ) ANo 1 GREG OS L11 読 
どく し ゃ | 読者 N aeadee L7 読 1 
と くし ん (の ) ; 独身 (の ) ANo - single; unmarried L10 会 1 
と くち ょ う | 特 後 | Ni special fearure; characteristic L2 読 
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単語 索引 


くち ょ う 
どく と く ( の ) 
と くに 

と くべ つ ( な ) 
と く ゆ う ( の ) 
と ける 

と し 

と し 

と し 
(お ) と し より 
と じ る 

と ち 

と ちゅ う で 
と つ ぜ ん 

だ だ だ : く 
と び だ す 

と び ま わ る 
RED 
と ぶ 

と み 

と め る 

と も に 

と り い れる 
と り も どす 
どん どん 
どん ぶり も の 


| 特長 

1 独特 (の ) 

| 特に 

| 特別 () 

1 特有 (の ) 
(が) 溶け る 

| 都市 

年 

| 年 

1 (お ) 年 寄り 

1 (を ) 閉 じ る 

| 土地 

| 途中 で 

1 突然 

| (に ) 届 く 

| (ご が) 飛び出 す 
| (を ) 飛 び 回 る 
「 土 依 

1 (一 が ) 飛 ぶ 

: 富 

| (一 を) と め る 
[共に 

| (を) 取り 入れ る 
| (ご を ) 取 り 戻す 


丼 も の 


: good characteristics 
; distinct; unique 
| specially: especially; particularly 
special; particular 
: distinctive; specific 
i ; to melt; dissolve 
ld 
ee 
age | 年 を 取る (Phr) to grow oldi age 
elderly person 
| to close (book, eyes, etc.); shut 
: land; locality 
on the way; halfway 
: suddenly 
i to reach 
i : to rush out; jump out 
: to travel aroundi fly around 
; sumo ring 
: to fly 
: wealth; fortune 
to hold on; fasten 
both 
to adopti take in 
: to regain; get back 
| at first pace; one after another 


: bowl of rice with food on top 


な や み 

な ら べ か える 
な ら べ る 

な る 
な る べく 

な る ほど 

な れる 

な ん べ い 


悩み 

(を) 並べ 替え る 
1 (に を) 並べ る 
1 (が) 鳴る 


ツ (一 に ) 慣 れる 
1 南米 
: 南北 


: trouble; distress | (~ に ) 悩む (u-Vi) to be troubled 


to rearrange 


to place; line up; set up 


i to ring 
y : as much/often as possible 
: I see; really; indeed 
i to get/become used to 
: South America 


; north and south 


単語 素 引 


- な い 

な いよ う 
な お る 
な が いき 
な が し すき 
な か ま 

な か よく する 
な が れる 
な きだ す 
な く 

な く な る 
な ける 

- な し 

な ぜ な ら 
な で る 
タン 
な め る 
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1 内 

1 内 容 

1 (病気 が ) 治 る 

| 長生き 
流し すき 

「 仲 間 

| (と ) 伸 良く する 
| (一 が ) 流 れる 

| (> が ) 泣 き 出す 
鳴く 
NR 
| (を ) 投 げ る 


| (を ) な で る 


| (を ) な め る 


: within 

; content 

: to get well; be cured 

: longevity | 長生 きす る to live a long life 
: Nagashisuki method (of paper making) 
comrade; circle of friends 

: to become friendly; get along well 

to flow 

| to burst into tearsi burst out crying 

to sing [birds] ; cry [animals] 

: to die [euphemism] 

: to throw; pitch 

: without ~ ; with no ~ 

because 

: to pet; pat someone's head 

catfish を 
io ick] べろ べろ な め る (Phr) to lick something with one’s tongue 


ーー に むか っ て 
に ゅ うい ん 

に ゅ う が く 

に ゅ うぶ 
ニョ キ ニ ョ キ 

に る 

に ん きとう ひょう 
に ん けん 

に ん た いづ よい 


:- 似 
: (一 が / に ) 似 合う 


1 似顔絵 

1 (一 が ) 逃 げ る 
| 一世 

日常 

1 日 食 

日 数 
一 に 向かっ て 
: 入学 


| (と / に ) 似 る 
: 人 気 投票 


: 人間 
: 忍耐 強い 


: to resemble (someone) 

to become; match; suit 

smell | に お い が す る (Phr) to smell 

portrait; likeness 

| to run away 

| second generation 

: daily routine; daily 一 

: solar eclipse 

a number of days 

. toward; for; to; in the direction of 

; hospitalization | (一 が ) 入院 する to be hospitalized 
, entrance into school; admission | (~ に ) 入学 する 
Di a club | (一 に ) 入 部 する 

i springing up rapidly 


i to resemble; be similar 
: popularity contest 
: human 


; persevering; very patient 


: (を ) 抜 く 
: (一 に ) ぬ れる 


: to pull out 


i to get wet 


ネイ ルアー ト 
ね が う 

ね だ ん 

ね っ し ん (な ) 
ネッ ト 
ね ん げ つ 

- ね ん だ い 
ね ん だ い 


ね ん ちゅ う ぎ ょ うじ 


(を / と ) 願 う 
「 値段 
: 熱心 (な ) 


年 朋 

1 年代 
年代 

| 年 中 行事 


: (finger) nail art 

; to hope 

price 

: devoted; enthusiastic 
ahort for オン タダ ーネット 
; months and years 

; the (1960)s 

i age; period; era 


: yearly event 


の う 


: Japanese lyrical Noh drama 


単語 索引 
の うか ; 農家 : N : farming family L15 読 3 
の うり ょ く : 能力 - N ability; capacity; competence | 運動 能力 (N) athletic ability L4 読 
の こる : (一 が ) 残 る ea L1 読 
の ぞ く : (一 を ) の ぞ く : u-Vt MA peep/look in L13 読 1 
の びる (一 が ) 延 びる Vi : to lengthen L15 読 2 
Dx | 1 L15 読 3 
の べ る - (一 を / に つい て ) 述 べ る : ru-Vt : to state; express | 

i : : 以上 、 述 べた よう に (Phr) as stated/described above L9 読 
の や ま i 野山 N i hills and fields L13 読 1 
の り N : glue L12 発 
の る (一 に ) 載 る u-Vi ; to appear (in a magazine, etc. ) L3 読 
の る : (一 の 上 に 一 が ) の る rwVi ; to be put (on top of something) L5 会 1 
は : 葉 jeaf | 四葉 の クロ ー バ ー (Phr) four-leaf clover L12 発 
ば あい | 場合 N casei occasion; situation L2 読 
バー ゲン | : N sale; bargain L9 会 2 
- ば い 計 軸 : Suf ~ times L6 会 2 
は いく : 俳句 : N : haiku poetry [17-syllable poem usually in 3 lines] L11 会 1 
は いけ い 背景 , N background L15 読 2 
は いじ ん | 俳人 Ne L13 読 2 
705 ゲ グ | N : high technology L5 会 2 
ハイ ブリッド (し ゃ ) ハイ プリッ ド ( 車 ) Nihybrid (em) L3 会 1 
は いる (一 が ) 入 る u-Vi to be included: come in; get in; join L1 会 1 
は いる (一 に ) 入 る u-Vi to be included: enter; join L7 読 2 
は える 「 (一 が ) 生 える ru-Vi | to sprout come up; grow (plant。 hair, etc.) L8 会 
(お ) は か (お ) 墓 ; N : grave | (お ) 墓 参り に 行く (Phr) to visit a person's grave L6 読 1 
パカ / ば か . NO L11 会 1 
は か い | 破壊 1 VN destruction | (を ) 破 壊す る L15 読 3 
は か せ / は くし : 博士 N : doctor (Dr.) L7 読 1 
は か せ / は くし ご う : 博士 号 : doctorate; Ph.D. L15 読 3 
バカ な こと を する : : Phr - to do a foolish thing L8 読 
ば か に する : (を) ば か に する Phr 4 look down on; make fun of L4 読 
ば か や ろう バカ 野郎 | N idiot L13 会 
は くじ ん : 白人 : N ; white person; Caucasian L15 読 1 
ば く ふ : 幕府 : N | shogunate L11 会 2 
は け げ し い . 激しい : A ; severe; intense L5 読 
ls i : N : bucket L13 読 1 
は げ ま す : (~~ を) は げ ま す u-V to encourage; cheer L13 読 1 
は げ む | (一 に ) 励 む u-Vi : to strive; work hard L15 読 2 
は こぶ ; (一 を ) 運 ぶ u-Vt 0 carry L3 読 
ハサミ / は さ み N : Scissors L12 発 
は さむ | (を ) は さむ u-Vt to hold between: sandwich L12 発 
は じ ま り 始ま り N セ origin; beginning L11 読 
は じ め | 初め N ithebcginning | 初め (Adv) at first 会 2 
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単語 索引 


は じ め て : 初め て 1 Adv | for the frst time L3 読 
は ず か し い : 恥ず か し い A : to be shy; be embarrassed; be ashamed L8 読 
は ず か し が りや | 恥ず か し が りや i Nene 7 会 2 
バタ バタ : Adv sound of feet slapping rapidly against a surface L7 会 1 
は た らき ざかり | 働き 盛り 人 WP の L15 読 ? 
は つ ( の ) 初 (の ) ANo 1 L15 読 3 
は つ お ん ; 発音 VWN | pronunciation | (一 を ) 発音 する L3 会 1 
は っ きり : RR L2 読 
は クミ ラー : : N io mirror L3 会 2 
は っ けん : 発見 ; VN : discovery; finding | (~ を ) 発見 する L13 読 2 
は っ し ょ う 発症 : VN occurrence/development (of sickness) | (を) 発症 する L12 会 
は っ し ょ うち : 発祥 地 iN | the birthplace; where something started L11 読 
は っ た つ i 発達 : VN も development; growth | (一 が ) 発達 する L3 読 
は っ て ん : 発展 : VN development (of a country, society, etc.) | (一 が ) 発展 する L11 読 
は っ と する 「 : Phr to be startled L13 読 2 
KO ER | 
は つめ い 1 発明 VN jinvention | (を ) 発明 する Le 読 
は つも う で | 初 語 N - one's first visit to a shrine in the New Year L6 読 1 
は な 鼻 N | nose L7 読 1 
は な し が あわ な い ; 話 が 合わ な い Phr ; to disagree with (each other) L14 対 
は な し こと ば 話し 言葉 N spoken language L2 読 
は な み : 花見 N cherry-blossom viewing L1 読 
は な れる (から) 離れ る ru-Vi : to move away; separate aa 
は ね 羽 N ; wing; feather 0 
ば めん 場面 N | scenei situation L2 読 
は や る 5 (一 が ) 流 行 る u-Vi | to flourish; be in fashion; be popular L7 会 2 
パリ | ak Paris L10 読 
バ パリ エー ショ ン を | (に ) パ リエ ーション | Phr | to add variation 
つけ る : を つけ る 人 L7 読 2 
は る : (一 に を) 貼る iu-Vt ito stick; paste L12 発 
- ば ん : - 版 : Suf : edition; version L7 読 2 
は ん えい ツ 反映 VN reHection | (一 を 一 に ) 反 映す る to reflect L14 討 
ば ん ぐみ 1 番組 | N (TVmdio) program L4 読 
は ん ざい | 犯罪 | N 1aame L10 読 
の | 0 [ の (AN coped eic ete Wi reverse (side) L6 会 2 
は ん だ ん | 判断 | VN ijndgment | (を ) 判 断 す る 19 読 
は ん と う : 半島 N peninsula | 朝鮮 半島 (N) Korean Peninsula L11 読 
は ん と し i 半年 | N も half a year L4 会 3 
ハン ドル | | N steering wheel : L3 会 2 
は ん ば い 1 販売 | VN lselling; sale | (を ) 販 売 す る | 自動 販売 機 (N) vending machine| LO 
ひ : 日 : N : day L1 読 
ひ が お ちる 日 が 落ち る 1 Ph 1 the sun sets/goes down L13 読 1 
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ひか り 1 光 N flight L12 読 
(お ) ひ が ん . (お ) 彼 岸 N : the equinoctial week L6 読 1 
ひか ん て き ( な ) : 悲観 的 (な ) ANa ! pessimistic L7 会 2 
ひけ げき E 悲劇 N tragedy L8 読 
ひじ ょ う ( な ) : 非常 (な ) ANa : extreme; great L11 読 
びじん ; 美人 N : beautiful person; a beauty [used only for women] L13 会 
びっ くり 1 VN : startle; surprise | (一 に ) び っ くり する to be surprised L10 読 
ひっ くり か えす : (~~ を) ひっ くり 返す ui : to turn over; knock over; overturn L12 会 
ひっ し (の ) | 必死 (の ) a eerie L9 読 
ひつ よう : 必要 N | necessityi need | 必要 (な ) (ANa) necessary L2 読 
ひ て い - 否定 VN ; denial; negative | (一 を ) 否定 する to deny L9 会 4 
ひび 志 こと で ; 一 言 で Phr ; in a single word; in one word L15 読 3 
ひと びと 1 人 々 N oe | L1 読 
ひと り ぐ らし : 一 人 暮らし SMN . single life; living alone | 一 人 暮らし を する (Phr) to live 8 L5 読 
ひと り ひ と り | rd i N | each and every person L14 読 
ひば さく ツ 被爆 : VN suffering from the bombing | (一 が ) 被爆 する L12 会 
ひ は ん 批判 | VN fcriticism | (を ) 批 判 する L10 読 
ひ や す : (を ) 冷 や す u-Vt : to cool; refrigerate; chill L10 読 
びょう . 表 : N | table: chart L2 読 
ひょう か : 評価 : VN Me value | (一 を ) 評価 する L14 対 
ひょう げん 表現 | VN jcxpression |( ご を ) 表 現す る L2 読 
KR の 語 N . motto; slogan; catchword L13 読 2 
びょう し つ N | hospital room L12 会 
びょう し ゃ : VN | deseription; depicton | (一 を ) 描写 する L13 読 1 
びょう どう (な ) AN equal; even | 平等 (N) equality; impartiality L9 読 
ひら く u-Vt : to open (a book) L7 読 1 
ひる ね VN :nap | (一 が ) 昼 寝 す る L13 読 2 
ひろ が る : (~ が ) 広 が る urVi | to spread (out); stretch: get around L11 読 
ひろ ける ! (を ) 広 げ る ru-Vt | to spread; expand Tn 
ひろ まる - | (一 が ) 広 まる u-Vi ; to spread widely; get around 生 和 
ひろ め る i (一 を ) 広 め る ru-Vt to propagate; spread; promote L15 読 3 
ひん こん : 貧困 NN moweiy L14 読 
上 
nt :- 部 ; Suf fb: division; department L4 会 1 
ふ あ ん (な ) 不安 (な ) i ANa i uneasy; ill at ease L15 読 2 
ぶ い ん | 部 員 | N member (of a club) | 新入 部 員 (N) new member L4 会 2 
- ふ う : - 風 : Suf : -style; -type; look like L11 読 
ふう けい : 風景 ; N : scenery L10 読 
ふう し 「 風 員 | VN |satire | (を ) 風 制す る Le 読 
ふえ る : (一 が ) 増 える . m-Vi to increase (in number/amount) L5 読 
ふか い | 深い : A i deep L7 読 1 
ふか けつ (な ) | 不可 欠 ( な ) | ANa iindispensable essential L12 読 
ぶ か つ ! 部 活 | N : short for 部 活動 (club activities) L4 会 1 
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i | 
ふき ゅ う 


ふき ょ う 
< 

ふく さ つ ( な ) 
ふく そう 
ふく む 
ふく め る 
ふく ら ま せる 
ふく ろ 


ふ こ う 
ぶし 
ふし き ぎ ( な ) 
ふじ さん 
ぶ そ うし ゅ うだ ん 
ふた 

ふつ う 

ぶっ きょう 
ぶっ し つ 
ぶつ ぞう 
ぶつ だ ん 
ぶどう 
ジジ 
ぶ ぶ ん 

ふ へ い 
ふやす 
ふり ょ う 
ふれ あい 
プレ ー 
ふん いき 
ぶん か し 
ぶん か ちょ う 
ぶん し ょ う 
ーー ぶ ん の 一 


ぶん ば ぱい 
ぶん まつ 
ぶん や 

ぶん る い 


: (タバ コ を ) プ カプ カ 
: 吸 う 

| 普及 

: 布教 

1 (を ) 吹 く 

「 複雑 (な ) 

| 服装 

| (を ) 含 む 

| (を ) 含 め る 

| (を) ふくらませ る 


不思議 (な ) 
1 富士山 
武装 集団 


| 普通 


| 物質 


部 分 

不平 
(を) 増やす 
不良 

1 触れ 合い 


「 雰囲気 

1 文化 昌 

1 文化 訂 

1 文章 

1 25 分 の 1721 分 の 1 


1 分 配 
1 文末 
分野 
1 分 類 


| N 


ど 


EE 交信 時 信和 ま 宣 っ 


で 
FF 
に 1 


単語 


i to puff (at a cigarette) 


: spread; popularization | (~ が ) 普 及 す る to become widespread; 
i become popular (not used for the spread of information) 


i propagation | (を ) 布教 する to propagate (religion) 
to blow play (flute, etc.) 

: complicated 

clothes; clothing; dress style 

; to include; contain; hold 

. to include 

: to blow up/inflate 


| bag; sack; pouch | 
: 袋 入り ラー メン (N) apackage of instant noodles 


: unhappiness; bad luck 

も samurai; Japanese warrior 

: wonderful; strange; mysterious 

: Met. Fuji 

: armed group 

; lid; cover 

a commonly | 普通 (の ) (ANo) normal, common 
; Buddhism 

: material 

ツ Buddha statue 

1 (family) Buddhist altar 

: martial arts 

crucian carp; gibel (freshwater fish) 
: part; section 


i discontent; dissatisfaction 


: to increase 

: (juvenile) delinquent | 不良 (の ) (ANo) defective 
personal contact 

: play | プレ ー を する (Phr) to play 

atmosphere; mood 

: cultural history 

. the Agency for Cultural Affairs 

writing text 


i one-twenty fifth/one-twenty first 
: (See p.97, 言語 ノー ト 4 「 日 本 語 の 数 字 と 単位 ].) 


: distribution; division | (一 を ) 分 配 する 

: the end of a sentence 

a 

| classification; grouping | (一 を 一 に ) 分 類する 


へ いき (な ) 
へ いき ん 
へ いせ い 


! ANa i unconcerned; cool 
i N iaverage; mean 


| Ni Heisei (era of the current emperor) (1994- ) 
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へ いわ : 平和 N : peace L1 読 
へ そま が り ( な ) : | ANa ad (mind) L15 討 
べつ っ ( の ) 1 別 ( の ) ANe : another L9 読 
ペ ベトナム | N Vietnam L5 読 
へ ら す (一 を) 減ら す : u-Vt : to reduce; cut down L9 読 
べら べら は な す 。 | べら べら 話す | phr ito RR 4 読 
へ る (一 が ) 減 る : wVi : to decrease L8 読 
ヘル シー( な ) i Ls 会 2 
ベル トコ ン ベ ア 1 N conveyor belt L5 会 2 
ベレ ー ば ぼう 1 ベレ ー 帆 いい es L7 読 1 
- べ ん 1 - 草 : Suf a | 関西 弁 (N) Kansai dialect L10 読 
へ ん か | 変化 | VN chang | (一 が ) 変化 する L10 読 
べ ん き ょ うに な る 勉強 に な る : Phr 1 (be able to) learn a lot L3 会 1 
へ ん けん : 偏見 | N | prejudice; narrow view L14 討 
へ ん さち ; 偏差 値 N : deviation score indicating the degree of difficulty of 
§ ; each school's entrance exam L9 読 
へ ん じ : 返 事 | VN ireply;answer L9 会 4 
| ほ 」 
- ほ う - 法 | N iwayi method L8 読 
ぽう えき 貿易 | VN imade| (と) 貿易 する 11 読 
ぽう し 「 防止 | VN pmeyentiom | (ご を ) 防 止 す る L15 読 3 
ほう そう 放送 | VN :bmoadcast broadcesGng | (を ) 放送 する 17 読 
ほう どう 5 報道 : VN news report; press story | (~ を ) 報道 する to cover (an event); ot L14 読 
ほう ほう : 方 法 | N ; method; way; plan | L7 読 1 
ほう りつ : 法律 plies L11 読 
ほえ る | (~ が ) ほ える i L7 読 2 
ホー ムステイ さき | ホー ムステイ 先 締 * : home-stay host family L3 会 1 
ホー ムレ ス : N : homeless person L13 読 2 
ボー ル が み | ポー ル 紙 Noagdboend L12 発 
ぽ ぼ き ん : 募金 § VN i ontribotion (of money) ; solicitation (of money) | L15 読 3 
: : (を ~ に ) 募 金 する (L10 読 ) 
ぽく : 僕 N iTI[male] L1 会 2 
ぽく ん ち 僕 ん ち N : colloquial form of 僕 の 家 L13 読 1 
ほ ご 保護 VN ツ protection; conservation | (一 を ) 保 護 す る L15 読 3 
ほっ か いと どう 北海 道 1 N ; Hokkaido [Japan’s northernmost island] L1 読 
ほ と け (さま ) 仏 ( 様 ) EE iinAs L6 読 
ホトトギス N i L11 会 1 
ほとん ど ; | Adv : almost all; most of L5 会 2 
ほめ こと ば : ほめ 言葉 RR L9 会 4 
ほら | : Int Look!; See?; Come on! L13 会 
ボ ポルト ガル ; 1 Portugal L11 読 
(お ) ほ ぼん 1 (お ) 盆 | N 1gewiwl ofthe Deed L6 読 
ほん し ゅ う ; 本 州 1 N ; Honshu [Japan’s largest island] L1 読 
ほん と う ( の ) 1 本当 ( の ) 「 AN te 二 Li 会 1 
ほん の ちょ っ と : ! Phr just a little L15 読 2 
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ほん みょう | 本 名 N one's real name | 
ほん や く : 翻訳 VN 1 translation | (を 一 に ) 翻 訳す る : L7 読 1 
ほん らい 本 来 ; Adv [ by nature originally L13 読 2 
ま 間 N iroom lah 
マイ ペー ス ( な ) : ANa : (do one's work) at one's own way or in ones own way : 7 会 2 
まう (を ) 無 う eV ito dance | 2 
- ま え - 前 Suf : (years, days, etc.) ago | 1 読 
まく (一 を ) ま く re itp cast scatter L6 読 1 
まけ ず ぎ らい (な ) : 負け ず 嫌 い (な ) ANa : hating to lose; competitive : 7 会 2 
まけ る | (一 に / で ) 負 ける mryiitoloscibe dcfeated | U4 計 
まけ る : (一 を ) 曲げ る ru-Vt : to fold down; bend : L12 会 
ま ご | 孫 N 「 grandchild : a E 
まさ る : (一 が ) 混 ざる wVi i to mix; blend 6a 
まじ め ( な ) ANa 「 seriousi carnest L7 会 1 
ます し い : 貧し い A 2 : L15 読 3 
まだ まだ i Adv : still some way to go before goal; still more to come : L9 会 3 
まち : 街 N town; city : し L10 読 
まち が う | (を ) 間 違う u-Vt ツ to make a mistake | L3 会 1 
まつ り : 祭 り N | festival | 三 大 祭り (N) three big festivals ; L1 会 2 
まつ る (を) 祭る u-Vt | to deify; enshrine | L6 読 1 
まな ぶ (一 を ) 学 ぶ u-Vt to learn study; take lessons も L4 読 
まね 真似 VN imitation; mimicking | (一 を ) 真 似 する } L11 読 
ホー ツジ ヤー N manager : L4 会 2 
まめ 豆 N Parched beansi bean : L6 読 1 
まめ を ひく | 豆 を ひく Phr to grind (coftee) beans :  L10 読 
まもる (一 を ) 守 る u-Vt to protect (a person from danger): defend L3 考 
ま よ う : (に) 迷う u-Vi to lose one's way; be uncertain; hesitate : L4 読 
まる い | 丸い 4 1 circular: round L7 読 1 
まる ぼう ず : 丸坊主 N | clean-shaven head : 
まわ り : 周り | N isurroundingsi vicinity | (CL1 会 1) 
まわ る (一 が ) 回 る urVi : to rotate; spin | 15 会 2 
st 大 に ・ | 3 ツー (wth へ) | Le 本 
マン ト N mantle; cloak : L11 読 
まん な か : 真ん中 N center; middle 1  L12 会 
; 
みえ る : (一 に ) 見 える m-Vi i to appear; seem [ L12 会 
みか た : 味方 N : friend; supporter : L10 会 1 
みせ いね ん し ゃ 未成 年 者 N - minor; under age people ; L10 読 
みた す | (を ) 満 た す we ito satisfy; fl L152 
みち か (な ) | 身近 (な ) ANa close to someonei handy easily accessible | L8 読 
みつ ける | (一 を ) 見 つけ る ; m-Vt : to find (out); discover : L5 読 
みつ め る i (を ) 見 つめ る ru-Vt 5 to watch intently; gaze at : L13 読 1 
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みとめ る : (一 を ) 認 め る : ru-Vt : to recognize; notice; admit L9 読 
みどり 「 緑 | N greenery; green L15 対 
みな さん 皆さん パパ 3 L1 読 
み ぶ ん | 身分 N one's social position/status L8 読 
みみ を か た むけ る : (一 に ) 耳 を 傾け る Phr i an ear L15 読 2 
みや げ ば な し 土産 話 : N t a travel anecdote/story L1 読 
みらい : 未来 N future [a more distant future than 将来 ] L7 読 1 
みり ょ く t 魅力 N attraction; fascination L7 読 1 
みる ; (を ) 観 る ; ru-Vt : to see/watch (a play, movie, sports game, etc.) L8 会 
みん し ゅ か | 民主 化 1 VN」democstzsdon|- (も) 民主 化す る L15 読 3 
みん し ゅ し ゅ ぎ ; 民主 主義 | N democracy | 議会 制 民 主 主義 (N) pariamentary democracy L14 読 
むい み ( な ) 無 意 味 ( な ) 1 ANa { meaningless L7 読 1 
むか し ば な し | 普 話 [Cl Li 会 1 
むか ん し ん (な ) : 無関心 (な ) . ANa : apathetic; indifferent L14 討 
むけ る 4 に つ を ) 商 ける EO to ook dt L5 読 
むし 由 | N bug L7 読 1 
む じ ん (の ) : 無人 (の ) : ANo : unmanned L10 読 
むす び つ く : (と / に ) 結 び つ く : u-Vi : to be connected/related L14 読 
むす め 娘 1 N : daughter [humble form] L13 会 
むだ づ か い 「 無駄 遣い | VN iwasteful use; waste | (を ) 無駄 遣い する L10 読 
ムッ と くる Phr : to tick me off [colloquial] L7 会 2 
むと う は : 無党派 iN : political independents L14 対 
むら : 村 N ie | 村人 (N) village people L8 会 
むら さき いろ : 紫色 NN Purple color L13 読 1 
む お りょう : 無料 N : free of charge L15 読 3 
むり ょ く | 無力 : N | Powerless L8 読 
むり を する 無理 を する 1 Phr i to take it too far; go too far | 
! : 無理 (な ) (ANa) unreasonable: impossible L2 会 2 
| め | 
めい し i 名 刺 N : business card L10 読 
めい じい し ん : 明治 維新 N : Meiji Restoration L11 読 
めい し ょ : 名 所 N . famous place; place of interest L1 読 
めい ぶつ : 名 物 N : well-known product; local specialty L1 会 1 
めい ろ : 迷路 NN : labyrinth; maze L15 読 2 
めぐ まれ る : (一 に ) 恵 まれ る に : to be blessed L15 読 1 
めく る | (ペー ジ を ) め くる iE (spage) L7 読 
めざす 1 (を ) 目 指す ーー L111 本 
メダ カ : aN (Japanese) ricefish L13 読 1 
め に は いる : 目 に 入る ; Phr : to come into view L10 読 
め の ま え で : 目 の 前 で : Phr ! right in front of you L5 会 2 
も う ひ と つ も うー つつ N ツ another; one more L14 討 
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も える : (一 が ) 燃 える i mVi i to bum デー 
も く て き : 目的 N :purpose 
も く ひ よ ょ う 目標 N | aim; target ーー 
も じ ; 文字 N letter; character a 
も ちい る : (を ) 用 いる ; mV i to use; employ 
も っ た いな い | | A i wasteful; more than one deserves ed 
も っ と も : 最 も ; Adv : mosb extremely " 
も て る 1 (~ に ) も て る nVi | to be popular (with women, mem et ) Ss 
も と 元 | N . origin; root rd 
も と め る ( (一 を ) 求 め る i ru-Vt to seek; request; demand a 
も と も と : : Adv originally; from the start pe 
も の が た り : 物語 N : tale; story 
も の ご と 1 物事 N | things 3 
も の すご い | A : to a very great extent 
も み じ ; 紅葉 . N | (Japanese) maple pr 
も ん だ い 間 題 N problem; question; issue ー 
も ん だ た いて ん ; 問題 点 N : th Paint at issue mm 
も ん * か が くし ょ 7 | Gdogy loten shonenedto 間 和 pm 
も ん べべ : N iwomen’s (traditional) work pants L13 読 1 


っ 大 : 約 - 1 Pref ; about; approximately L5 読 
ゃ くに た つ (の ) 役 に 立つ em i to be useful (for ~) L10 読 
や さ し い : 優し い A | tender; kind; gentle L12 読 
や し ょ く [ 夜食 | night meal “a 
や た い : 屋台 N street stall; stand 
ゃ っ て くる | (一 が ) や っ て 来る 。 iimVitocome:come up; show up に 
や っ ぱり / や は り ; Adv . all in all; as was expected; as suspected L5 会 1 
や ば ん (な ) | 野 論 ( な ) i ANa savage; uncivilized ee + 
や ぶる : (~ を ) 破 る irVe ito tear 
や ぶれ る | (が ) 破 れる law i to tear L12 読 
や ま づ み : 山積 み | N : huge mound; heap L15 読 2 
や まぶし 1 山伏 | Nitinerant Buddhist monk は 
や わら か い : 柔らか い ; A softender 
ee : 唯一 (の ) 1 ANo i only; sole 
ゆう が た i 方 | N levening | タ 訪 (Adv) in he evening L10 会 2 
ゆう げ ; 夕食 3 N : evening meal; supper 6 
ゆう じん . 友人 : N : friend [more formal than 友達 ] ー 
ゆう びん : 郵便 | N | mail; postal service 
ゆう ふく (な ) 1 裕福 (な ) [AN | wiiy 5 
ユー モア : NR | humor 
ユー モラ ス ( な ) : : ANa { humorous 
ゆか た 浴衣 | N yukata [informal cotton kimono for summer wear] L1 読 
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ゆ し ゅ つ : 輸出 VN i export | (一 を ) 輸 出す る L11 読 

ゆず る | (を) 譲る iu-Vt : to give; hand over; give up 【one's seat to a senior) L4 読 

ゆたか (な ) 豊か (な ) AN bundet L15 読 2 

ゆとり : N room; space; time (to spare) L9 読 

ミー ク (な) ; [ ANa ち unique L5 会 2 

ゆ に ゅ う : 輸入 VN : import | (一 を ) 輸 入 す る (not used for culture or ideas) L11 読 

ユネ スコ : | N IUNESCO 1 読 

ゆめ : 夢 N : dream L13 読 1 

| ゆめ みる : (を ) 夢 見 ru-Vt to dream L7 読 1 
ゆる す ~ を ) 許 す u-Vt : to allow; permit L6 会 1 

よい : 家 | N iearly evening L13 読 2 

よう い | 用 意 | VN fpreparation | (を) 用 意 す る L9 読 

よう し ょ く : 洋食 : N : Western food L10 会 1 

よう す 様子 「 N aspect; state; appearance L7 読 2 

| よう そ | 要素 N : element L13 読 2 
よう ふく i 洋服 : Ni (Western) clothes L9 会 2 

同 ゆ や く : Adv finally; barely L14 読 

ヨー ロッ パ | N | Europe L5 読 

よく し 抑止 VN RS deterrence | (~ を ) 抑 止 す る L15 読 3 

よこ いち れつ に | 横 一 列 に 1 Phr 「 in a single horizontal row L13 読 1 

よそ く < 予測 1 VN ipredicton | (を ) 予 測 す る L15 読 

よ な か 「 夜中 N 1 late at night L7 会 1 

よ の な か ; 世の中 N : society; the world L7 読 1 

よび こう 「 予備 校 N : preparatory school for university entrance examinations L9 読 

よみ か き : 読み 書き N : reading and writing L9 読 

よむ [ (俳句 を ) 詠 む u-Vt : to compose (haiku and tanka) L13 読 2 

よろ こぶ ーー を) 喜ぶ u-Vt to be delighted (about 一 ): be glad | 喜び (N) joy; delight L9 会 1 

らい に ち : 来 日 VN ivisit to Japan | 来 日 する L15 読 3 

らく せん | 落選 | VN fing tobe elected | (一 に) 落選 する L14 読 

らく て ん て き ( な ) | 楽天 的 (な ) 5 7 会 

ああ | 拉致 | VN iabduction| (を) 拉致 する L15 読 

らん ぼう (な ) : 乱暴 (な ) ANa violent; rough: rude L6 読 2 

| | リア ル タ イ ム : N i real time L4 読 
| | 2 な ア ! N ED リー ダー シッ プ を と る (Phr) to act as leader L14 読 
りか い 理解 : VN : understanding; comprehension | (一 を ) 理 解す る L3 読 

りき し カ 土 : N sumo wrestler L4 読 

リリ ジー ンコ : VN a (=22 つ M&A て) リサ ー チ する L3 会 2 

- り つ i- 率 Suf rate; DerCentage L9 読 

| り っ こ うほ : 立候補 VN candidacy | (一 に ) 立 候補 する to announce one's candidacy L14 読 
りっぱ (な ) 立派 (な ) ANa splendid; fine; prominent; admirable L8 読 
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り ゆ う : 理由 ; N ireason L2 読 
りょう : 量 : N : quantity; amount L5 読 
り よ う : 利用 | YN fuse;usage | (を) 利用 する to make (good) use; 

: ; i put something to (good) use L10 読 
りょう し ん i 良心 i N iconscience L15 読 1 
りょう て 「 両 手 NR L13 読 
りょう ほう | 両方 N both L6 読 1 
リラ ックス 1 VN i relax| リラ ックス する 読 
りろん 理論 : N pey L7 読 1 
る す 留守 N i being away from home L8 読 
る す ば ん を する : 留守 番 を する : Phr : to house-sit (during a person's absence) L3 読 
れい ; 例 | N | example L2 読 
れい 1 礼 | N fbow; etiquette; thanks | 礼 を する (Phr) to bow 14 読 
(お ) れ い ; (お ) 礼 ; N : expression of gratitude L9 会 4 
れい ぎ た だ し い 礼儀 正しい : A : well-mannered; courteous; polite | 正しい (A) right; correct L4 読 
れい こん : 霊魂 ; N i soul; spirit L15 読 1 
れい と う 冷凍 ! VN ifreezing;refrigeration | (~ を ) 冷 凍 す る | 

: : 冷凍 食品 (N) frozen food L10 読 
れき し し ょ 1 歴史 書 : N hamtory book L11 読 
レジ . N . cashier; short for レジ スタ ー (cash register) L10 会 2 
レジ ャ ー : N ; leisure L1 読 
れつ 列 N line (of people, etc.): queue L5 読 
れん あい : 恋愛 i N | love; romance | 恋愛 小説 (N) love story L11 読 
れん らく i 連絡 i VN icontacti communication | 

: 1 : (一 に ) 連絡 する to contact; get in touch; notify L2 読 
ろう ご : 老後 1 N ipost-retirement years L15 読 2 
ろう どう 1 労働 : VN 1 ]abor | 労働 する to labor L15 読 2 
ろう に ゃ く な ん に ょ j 老若 男女 . N : men and women of all ages L13 読 2 
ろう に ん 浪人 VN iwaiting for another chance to enter a university | 浪人 する | 

: : : 浪人 生 (N) student waiting for another chance to enter 

i a university L9 読 

ロサ ンジ ェ ル ス N :Los Angeles L4 読 
ろ ん ぶ ん : 論文 i N essay; thesis; dissertation L2 読 
わ ; - 羽 Count: [counter for birds/rabbits] L12 会 
ワイ ワイ Ady boisterously: rowdily: noisily L7 会 1 
わが の L13 会 
わか も の 若者 N . young people L5 読 
わか れる : (に ) 分 か れる imrViito branch of divide into; split L12 会 
わけ る 1 (を ) 分 ける Ve i to share dwide L15 読 1 
わし : 和紙 ; N ; Japanese paper L12 読 
わし つ : 和室 ; N Japanese-style room L12 読 
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わし ょ く : 和食 ; N :Japanese food L10 会 1 
わせ いえ い ご : 和製 英語 [ N English word or phrase coined in ]apan L3 会 2 
わた り ど り 渡り 鳥 | N imigratory bird L13 読 1 
わび 1 i N :Japanese aesthetic concept: suggests bcauty that is natural, 

1 : simple, humble, asymmetric L13 読 2 
わ ふ く : 和服 i N :kimonoiJapanese-style clothing L12 読 
- わ り :- 割 i Suf unit of ten percent [10 割 = 100%] L10 読 
わり あい : 割合 N ; ratio; percentage L6 会 3 
わる | (を ) 割 る u-Vt ] to break (a glass, window, plate, etc.) L8 読 
ー を きか い に i を 機会 に : Phr : taking this opportunity L9 読 
ご を と お し て 1 を 通し て Phr though PT 
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画 六 法 索 引田 


ー を し て いる : 一 を し た Noun 


© 


© 
で 
= 
ヨ 
ら 
昌 
トコ 
に 3 


) Noun,;†+Particle+ の +Noun。 


© 


(15) C4 の の ie 
坦 .- 守 ラズ 4 いう 7 聞く / 和 書く el よー ーー 
2 8S も 第 2 課 = =※= 回 還 5 ぼれ 8 
ーー TTP マヤ で 科す. やま CS 音 や 
の な けれ ば {いけ な い / な ら な い }: ⑩ そう いう Noun 
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©:© 


RO) 


岡 まゆ み 


お か 

ミシガン 大 学 アジ ア 言 語文 化学 科 日 本 語 プ 
i i i 大 学 夏 期日 本 語 
教授 法 コー ス 主 任 講師 

ロチェスター 大 学 大 学院 教育 学修 士 課程 修了 

上 智 大学 非 常勤 講師 , コ ロン ビ 7 大 学 専 任 講 
師 , プリ ンス トン 大 学 専任 講師 , ミ シ ガ ン 大 学 
専任 講師 を 経て 現職 

還 還 本 室 』「 中 上 級 者 の た め の 速 読 の 日 本 語 」( ジ ャ パン タ 
イム ズ , 1998),「 メ タフ ァ ー 指 導 が 日 本 語 教育 
に も た ら す も の 言語 教育 の 新 展開 】 鎌田 修 
他 編 ( ひ つじ 書房 , 2005),『 日 英 共 通 メ タフ ァ 
ー 表 現 辞典 」 牧 野 成一 と 共著 . くろ し お 出版 
(予定 )) ほ か 


米 日 本 語 教師 学会 理事 (2007-2010) 


通 雄 
つつ い みち お 
ワシ ント ン 大 学 人 間 中 心 設計 工学 科 准 教授 , 科 
学 技術 日 本 語 プ ログ ラム ・ デ ィ レ クタ ー, ドナ 
ルド トビ ピー ター モジ ンー プロ ラウ ェ ッ サー 
イリ ノイ 大 学 大 学院 言語 学科 博士 課程 修了 
カリ フォ ルニア 大 学 デ ービス 校 客 員 助 教授 , マ 
サチ ュー セッ ツ 工 科大 学 助教 授 を 経て 現職 
呈 本 4「 日 本 語 基 本 文法 辞典 ] (1986),「 日 本 語文 法 矢 
典 〈 中 級 編 )】(1995), 日 本 語文 法 辞典 (上 級 
編 )』 (2008) (全て 牧野 成一 と 共著 , ジャ パン 
タイ ムズ ): “The Japanese Copula Revisited: Ts Da 
a Copula?” Japanese Language and Literature 40:1 
(2006); 「 連 体 修 飾 節 「N, の N,」 の 意味 解釈 
一 格 解釈 の 視点 か ら 一 中 言語 教育 の 新 展開 | 
鎌田 修 他 編 ( ひ つじ 書房 , 2005) ほか 


米 日 本 語 教師 学会 理事 (1990-1993, 2009-2012) 


随 本 鐘 ミ シ ガ Stns ジア 言語 文化 学科 専任 講師 
最終 学歴 ン ビ ア 大 学 大 学院 日 本 語 教授 法 修士 課程 
修了 
マドン ナ 大 学 非常 勤 講師 を 経て 現職 
“An Analysis of Japanese Learners Oral Narratives: 
Linguistic Features Affecting Comprehensibihty" 
「 世 界 の 日 本 語 教育 } 14 (国際 交流 基金 , 2004): 
“Zero-marked Topics, Subjects, and Objects in 


Japanese” (共著 ) Japanese/Korean Linguistics 14, TT. 
Vance 編 (スタ ン フ ォ ー ド 大 学 CSLI, 2006) ほ か 
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Mayumi Oka 


GN Director, Japanese Language Program, Department 
of Asian Languages and Cultures, University of 
Michigan; Head Lecturer, Japanese Pedagogy Course, 
Summer Language Institute, University of Michigan 


M.A. in Education, University of Rochester 


EE Part-time Lecturer, Sophia University, Japan; Lecturer, 
Columbia University; Lecturer, Princeton University; 
Lecturer, University of Michigan 

ES Rapid Reading Japanese - Improving Reading Skills of 
Intermediate and Advanced Students (Tokyo: The Japan 
Times,1998); “The Benefits of Including Metaphors in 
Japanese Language Instruction,” Nihongo-kyooiku no 
Shin-tenkai, O. Kamada, et al. (eds.) (Tokyo: Hituzi- 
syobo, 2005); Bilingual Dictionary of Similar Metaphors 
in English and Japanese (with Seiichi Makino, Tokyo: 
Kurosio Publishers, (to appear)) 


EI Board Member, Association of Teachers of Japanese 
(2007-2010) 


Michio Tsutsui 


EN Associate Professor, Department of Human Centered 
Design and Engineering, University of Washington; 
Director, Technical Japanese Program; Donald E. 
Petersen Professor 


EE Ph.D. in Linguistics, University of Illinois at Urbana- 
Champaign 

Visiting Assistant Professor, University of California at 
Davis; Assistant Professor, Massachusetts Institute of 
Technology 


ES A Dictionary of Basic Japanese Grammar (1986); A 
Dictionary of Intermediate Japanese Grammar (1995); 
A Dictionary of Advanced Japanese Grammar (2008) 
(co-authored with Seiichi Makino, Tokyo: The Japan 
Times); “The Japanese Copula Revisited: Is Da a 
Copulas” Japanese Language and Literature 40:1 (2006); 
“Interpretation of the Noun-Modification Structure 
“N,; no N;” : From a Case Interpretation Perspective,” 
Nihongo-kyooiku no Shin-tenkai, O. Kamada, et al. 
(eds.) (Tokyo: Hituzi-syobo, 2005) 

Board Member, Association of Teachers of Japanese 
(1990-1993, 2009-2012) 


Junko Kondo 


GT Lecturer, Department of Asian Languages and 
Cultures, University of Michigan 


Sd M.A. in Japanese Pedagogy, Columbia University 
Part-time Instructor, Madonna University 


EE * An Analysis of Japanese Learners'Oral Narratives: 
Linguistic Features Affecting Comprehensibility,” 
Sekai no Nihongo Kyooiku, Vol.14, Tokyo: Japan 
Foundation, 2004; “Zero-marked Topics, Subjects, 
and Objects in Japanese” (coauthor), Japanese/Korean 
Linguistics Vol. 14, T. Vance (ed.) (CSLI, Stanford 
University, 2006) 


著者 


Dn 
賠 


大 学 アジ ア 言 語文 化学 科 専 任 講師 
a シン 大 学 マ ディ ソン 校 大 学院 東 ア 
学科 日 本 語 修士 課程 修了 : ライ ト 州 
大 衝 大 学院 英語 基文 学 和 修二 斉 欄 柳 
EE 琶 謀 ライ ト 州 立 大 学 非常 勤 講 師 を 経て 現職 


Ed “The japanese Discourse Particle: Maa"『 ジ ャ ー 
ナル CAJLE」』4 (2001):「「 な る べく 」 と 「 で 
きる だ け 」 の 違い に つい て 」 Proceedings of the 
Tiwentieth Annual Meeting of Southeastern Association 
of Teachers of Japanese(2005) ほか 

ミシガン 大 学 ア ジア 言語 文化 学科 日 本 語 プ 
グラ ム 主 任 (2001-2005) 


は な い 。 よし ろう 
層 障 紅 ウィスコンシン 大 学 オ シュ コシ ュ 校 助教 授 , 
日 本 語 プ ログ ラム 主任 


名 古屋 外国 語 大 学 大 学院 国際 コミ ュ ニ ケー 

ョ ン 研 究 科 博士 課程 修了 

ウェ スタ ン ワ シン トン 大 学 非常 勤 講師 , 名 古 
屋外 国語 大 学 非常 勤 講師 . エモ リー 大 学 専任 
講師 、 ミ シ ガ ン 大 学 専任 講師 を 経て 現職 

放 記 | モダ リティ ー を 表す 副詞 の 類 義 性 と 多義 性 一 
「 や は り 」「 さ す が 」「 し ょ せん 」 を 中 心 に 」『 ジ ャ 
ー ナ ル CAJLEj5(2003): 「「 新 書 ラ イプ ラリ ー」 
を 使っ た 授業 の 実践 報告 (水田 澄子 と 共著 ) 
「 外 国語 学習 に お ける 独習 型 読解 支援 シス テム 
の 開発 と 利用 に 関す る 基礎 的 研究 , 1999 年 度 一 
2002 年 度 科 学研 究 費 助 成金 基盤 研究 (B) 研 究 
成果 最終 報告 書 』 鈴木 証 子 編 (2003) ほ か 


石川 


いし か わ さと る 


アイ オ ワ 大 学 ア ジア ・ ス ラプ 言語 文学 科 専 任 
講師 
較 ウ ィ ス コン シン 大 学 マ ディ ソン 校 東 アジ ア 言 
語文 学科 日 本 語 修士 課程 修了 
プリ ンス トン 大 学 専任 講師 , 北海 道 国際 交流 
セン ター 夏期 日 本 語 集中 講座 コー ディ ネー タ , 
ハー バー ド 大 学 専 任 講師 を 経て 現職 
較 計 | 文末 表現 「 け ど 」 の ポラ イ ト ネ ス ーOPI か ら 
見 た 母語 話 者 と 学習 者 の 使用 状況 一 ] 「 言語 
教育 の 新 展開 ] 鎌田 修 他 編 ( ひ つじ 書房 , 2005): 
「 中 級 レ ベル の 読解 教科 書 の 分 析 一 National 
Standard の Culture の 視点 か ら 一 | Proceedings 
of the Eighteenth Annual Central Association of 


Teachers of Japanese (2006) ほか 


Shoko Emori 


GN Lecturer, Department of Asian Languages and 
Cultures, University of Michigan 


M.A. in Japanese Linguistics, University of Wisconsin- 
Madison; M.A. in TESOL, Wright State University 


Part-time Lecturer Wright State University 


EN The japanese Discourse Particle: Maa,” JOURNAL 
CAJLE Vol. 4 (2001): “Narubeku’ to Dekirudake' no 
Chigai ni Tsuite,” Proceedings of the Twentieth Annual 
Meeting of Southeastern Association of Teachers of 
Japanese (2005) 


Coordinator, Japanese Language Program, University 
of Michigan (2001-2005) 


Yoshiro Hanai 


Assistant Professor, Department of Foreign Languages 
and Literatures, University of Wisconsin-Oshkosh; 
Coordinator, Japanese Program 


Ph.D. in Japanese Linguistics and Japanese Pedagogy, 
Nagoya University of Foreign Studies 


Part-time Lecturer, Western Washington University; 
Part-time Lecturer, Nagoya University of Foreign 
Studies; Lecturer, Emory University; Lecturer, 
University of Michigan 


ES “Modaritii o Arawasu Fukushi no Ruigisei to Tagisei: 
“Yahari,’ ‘Sasuga, ‘Shosen’ 0o Chuushin ni,” JOURNAL 
CAJLE Vol. 5 (2003); “Shinsho Library’ 0 Tsukatta 
Jugyoo no Jissen-hookoku” (with Sumiko Mizuta), 
Basic Research on the Development and Utilization of 
a Self-study System for Reading in a Foreign Language, 
Final Report on Japan Society for the Promotion of 
Science Grant-in Aid for General Scientific Research (B) 
(2), Y. Suzuki (ed.) (2003) 


Satoru Ishikawa 


EN Lecturer, Department of Asian and Slavic Languages 
and Literatures, University of Towa 

TE M.A. in Japanese Linguistics, University of Wisconsin 
at Madison 

UE Lecturer, Princeton University: Preceptor, Harvard 
University; Coordinator, Intensive Summer Language 
Program, Hokkaido International Foundation 


EN “Politeness and the Sentence Final Expression ‘Kedo': 
Native and Non-Native Speaker's Use of ‘Kedo’ in 
OPL,” Nihongo-kyooiku no Shin-tenkai, O. Kamada, et 
al. (eds.) (Tokyo: Hituzi-syobo, 2005); “An Analysis 
of Intermediate Reading Textbooks From National 
Standard Culture's Point of View,” Proceedings of the 
Eighteenth Annual Central Association of Teachers of 
Japanese (2006) 
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